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第三 卷に 題す 

時務 を 知る 俊傑の 眼と、 事を斷 ずる 英雄の 膽とを 兼ね 俯へ、 

之れ を 行 ふに 細心の 思慮 を 以てし、 之れ を 進む るに 一貫の 道義 

を 以てする もの、 是れ卽 ち、 我が 西 鄕南洲 翁で ある。 翁 は 嘗て 

自 から 高論せ ず、 常に 寡默 にして、 能く 人の 談論す る を 聞き、 

成る 程と 合點 して、 屢. - 事に 處 したる が 故に、 『西鄕 は 愚者な り』 

と 謂 はれ、 或 ひ は 『西鄕 の 頭腦は 空虚な り』 と 評せられ、 甚だ 

しき は、 翁の 無 學を笑 ひ、 翁の 無理 想 を K する 者 すら あるが、 

翁、 豈に學 ば ざらん や。 翁、 豈 に經綸 なからん や。 唯 だ 濫りに 

言 はざる だけの ことで ある。 
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の 

りと いふが 如き は、 多く 人の 氣附 かざる ところで ある 

翁 は 事に 處す るに、 決して 不用意ではなかった。 能く 時勢の 

大本 を 察し、 眞理を 洞見した。 朝 命 を 奉じて、 長 州 を 討つ や、 

能く 長 人 をして 長 州を收 めしめ た。 幕府 之れ に慊 たらず、 幕府 

の爲 めに 長 州 を 討つ や、 私鬪は 西鄕の 執らざる ところ、 彼れ は 

. 斷乎 として 出兵 を 斥け、 理 なき 戰 ひの、 必らず 敗る る を 知った。 

幕府の 旣に爲 すなき を 知る や、 敢然、 諸侯 會議を 提唱して、 天 

下の 公議に より、 天下の 事 を處理 する の 外な きを 看破した。 薩 

長の 聯合 も、 此義 においてし、 雄 藩主の 上京 も、 此義 において 

し、 渾身の 力 を 朝權の 確立に 置き、 聽 かざれば、 幕府 を 敵と す 
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と は、 一歩一歩、 國體の 本源に 歸趨 し來る 時代の 運行に 外なら 

ぬ。 前後 六 年に 亙る 孤島 生活 中、 西鄕は 何事 を 思惟しつつ あり 

しゃ を 知らぬ が、 一た び 幽谷 を 去って 喬木に 移る や、 天朝 を 奉 

じて 一 路 邁進し、 之れ が 爲に長 州 を 討ち、， 之れ が爲に 薩長 相 結 

び、 之れ が 爲に雄 藩の 合議 を 策し、 之れ が爲 に、 將に 幕府 を 討 

たんと しつつ ある。 皇權の 回復と、 皇 政の 復古と は、 彼れ が 心 

頭の 一大 銅 表であった。 西鄕が 天下の 勢 ひ を 制した る は、 實に 

此の 一 點に存 し、 之れ に 磐石 不動の 金剛力 を 傾け 來 つたが 爲で 

ある。 是れ豈 に 恐るべき 識見で はない か。 西鄕は 常に 茫々 莫々、 

捕捉す るに 苦しむ とせられて ゐ るが、 • 彼れ 豈に 太陽と 月との 區 

別 を辨ぜ ざるの、 迂濶漢 ならん やで ある。 


西鄕の 思想 は、 此の 意味に おいて、 最も 急進的であった。 彼 

れは 正に 維新 運動の 急先鋒で あり、 大 先達であった。 彼れ 若し 

一箇の 慷慨 家で あり、 悲歌の 士に 過ぎなかったならば、 塵に 勢 

ひに 乘じ、 身 を 躍らし、 金 甲 を 戴き、 采配 を 揮うて、 無人の境 

を疾驅 すると ころで ある。 併し乍ら 西鄕 は、 何處 まで も 實際家 

であった。 彼れ は 嘗て 天馬空を行かず、 寧ろ 鈍 牛の 垂涎 長く 地 

に曳 くが 如く、 遲々 として その 歩 を 移して 行った。 思想に おい 

て 急進、 實行 において 遲鈍、 高く 皇國 の大 進路 を 示しつつ、 身 

は 最終の 後列に 在って、 老いた る も 若き も、 男 も 女 も、 一人 も 

浪れ ず、 一 人 も 後れず、 皇國の 御 一 新に 遲れ るな と、 大手 を擴 


ろげ て、 押して 行く 觀が ある。 何たる 先見 ぞ。 而 して 叉た 何た 

る 仁愛 ぞ。 

薩長 聯合の 成る や、 必ら ずし も西鄕 一箇の 力で はない。 又た 

木戶 一箇の 力で もない。 群雄、 此の間に 馳騁 し、 諸賢、 その 影 

に 暗躍し たれば こそ、 倒 慕 維新の 前衞 たる、 基本的 勢力の 合同 

を 見た ので あるが、 阪 本な くも、 成るべき は 成り、 中 岡な くも、 

結ぶべき は 結び、 岩 倉な くも、 終に 兩星は 天漢 を 渡って、 相 遇 

ふたに 相違ない。 然れ ども 此に缺 くべ からざる 主要の 存在 は、 

何としても 大西鄕 の巨體 であった。 木 戶が滿 腔の 不平 を朔 心え.、 

暴言 至らざる なかり し 時、 薩營に 一箇の 西鄕莫 つせば、 舊士は 
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唯 だ是れ 情と いふ も、 情に 私情 も あれば、 公 誼 も あり 婦女 

子の 情 も ある。 我が 南洲 翁に おいて 見る 無 偏の 情 は、 固より、 

道に おいてし、 義 においてして ゐる。 故に 道義 一貫、 之れ を 推 

すに 鐡 石の 心肝 を 以てして ゐる 所以で ある。 後年、 薩 南に 歸臥 

し、 子弟 を聚 合して 私 學校を 興す や 『道 を 同 ふし 義相協 ふ 者， 

暗に 聚 合す』 といって ゐる。 道に 依って 合し、 道に 依って 離る 

る は、 是れ 君子の 交 はりで ある。 義に 仗って 和し、 義に 仗って 

戰ふ は、 是れ 英雄の 面目で ある。 果して 然らぱ 、道義に 終始し、 

時艱を 定めた る西鄕 は、 眞に 君子に して 英雄 を 兼ぬ る 者で はな 

い 乎。 單に 君子た る 者 はあり、 單に 英雄た る 者 はあり、 單に聖 

人た る 者 はあり、 單に 豪傑た る 者 は あるが、 君子に して 英雄 


聖人に して 豪傑た る 者 は、 我れ 唯 だ南洲 翁、 西 鄕吉之 助に おい 

て 之れ を 見る のみ。 

，  * 

*  *  * 

今や 『大 西鄕 全傳』 第三 卷を 公け にす るに 當り、 卷 中の 西鄕 

に 感ずる ところ 徽 なからず。 中に 就いて、 筆者の 最も 傾倒す る 

諸點 を擧げ て、 ^て 序と す。 

炎暑、 茅屋 を壓 し、 熱 汗 淋漓、 之れ を 拭 ふに 暇 あらず、 墨 を 

磨し、 筆を驅 れぱ、 皇軍の 勝報 は、 南北より 到る。 『戰 ひに 名分 

なかる 可から ず』 といった、 長 州 再征に おける 翁が 金 鐡の言 を 

思 ひ 浮べつつ、 達人の 用意 は、 寧ろ、 事 成る の 後に 在る を 痛感 

し、 人材 を 思慕す るの 念、 轉た 切なる ものが ある。 


昭和 十二 年 八月 二十四日。 皇軍 敵前 上陸 を 敢行 

し、 直ちに 驀進 を 開始せ るの 報 を 聞き ゥウ。 . 

mis? 雜賀 鹿野識 


第：： 三 卷に 題す 


第三 卷 凡 例 

、 本卷は 『大西 鄕と其 時代』 と 題し、 大正 十 HI 年 五月より、 同 十四 年 九月に 至る、 第 三 十三 回より 

第五 十三 回に 至る 迄の 舊穑を 整理し、 尙ほ 足らざる を、 新たに 補 筆して 成れる ものである。 

、 本卷 は、 主として 慶應 二 年 〔丙 寅〕 及び 慶應 三年 〔丁 卯〕 に 至る、 約ニ箇 年の 西鄕の 出所進退 を 中心 

とし、 之れ に 維新 史開展 の 史實、 並びに 人物の 動靜を 記した る ものである。  . 

、 隨 つて 慶應ニ 年の 大事 實 たる、 薩長 聯合， が 主要 項目で あり、 之れ に 最も 重大の 關係を 有する、 阪 

本 龍馬 • 中 岡 愼太郞 • 高 杉晋作 • 木 戶孝尤 • 岩 倉 友 山の 個人的 風格 を も、 少しく 紹介す ると ころが 

あった。 此の 意味に おいて 本卷 は、 維新の 風雲に 乘 じたる 少壯 勤皇 志士の 雄飛 時代 史の 觀を呈 した。 

、 第一 卷は薩 州を說 き、 第二 卷は長 州を說 き、 第 三 卷に 到って 『薩長 聯合』 を說 く。 右三 卷を 併せ 

讀ん で、 始めて 維新 勤皇の 原動力が、 如何にして 發 生し、 且つ 如何にして 銃 一 合同せられ たる かが 

彷彿され るで あらう と 思 ふ。 是れ 少しく、 著者 用意の 存 すると ころで あり、 且つ 苦心の 存 すると こ 

ろで も ある。 讀者、 幸 ひに 此の 點を買 はれな ば、 著者 亦た 以て 慰 さむる に 足る。 

笫三 $1 凡、^  ,  1. 
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失へ る 長 州 再征に は、 斷乎 として 獨自の 立場 を 持し、 一藩の カを以 つて、 全國を 指導す るの 形が あ 

つた。 

、 第三 篇は、 朝廷 を 中心とする 諸侯 會議の 動き を 記し、 孝 明 天皇の 崩御に 及んだ。 天皇の 崩御 は靑 

天の 霹靂で あつたと 同時に、 叉た 時勢 大回轉 の 動機と なった。 此時、 西鄕は 猛然 奮起して、 朝權の 

回復に 邁進し、 聯合 諸 藩の 力 を 以て、 表面的に 幕府に 掊 抗し來 るに 至って ゐる。 本篇 は、 卽ち這 間 

の 事情 を 詳述した。 

、 第四篇 は、 西 鄕の宿 論であった 諸侯 會議の 實現を 見るべく、 久 光の 意 を 受けて、 土 佐の 山內容 堂、 

宇 和 島の 伊達宗城に 入說 し、 遂に 四 侯の 登場と なった。 登場の 結果 は、 宮廷 5 佐幕派と、 幕府の 餘 

威猶 ほ旺ん にして、 ー應 失敗に 終った が、 勅譴を 蒙った 諸 卿 は、 鑌々 宥 免せられ、 一歩、 一歩、 朝 

櫂の 回復に 向って 開展 して 行った。 次 卷に來 るべき、 『倒幕 維新 篇』 を 前にして、 雄然 新興 勢力の 

構成に 努力しつつ ある 大西鄕 の 風ネを 叙して、 兹に筆 を 止めた。 

、 本卷 は、 中 岡 *阪 本 • 木戸 • 岩 倉を說 くにおいて、 多く 加筆し、 他は舊 稿を存 し、 間々、 補正 を 

加へ たるに 止まる。 未だ 大いに 盡 さざる ところ あり、 一家の 史觀を 加へ たき 箇所 も ^したが、 iS 内な 


之れ をハ V 筆した。 

一、 本卷 は、 その 主 稿、 今より 十三 • 四 年 前の 舊 稿に 屬し、 精粗 その 處を 得す、 筆勢に 統一 を！ K く Q 

憾みな きに あらざる も、 今 は 匆忙の 間、 1 々修補の 暇な く、 多く は そのまま とした。 唯 だ 時勢 を觀、 

叉 を 論す るに、 大體 において、 今日と 雖 も、 大差な きを 晃る は、 些か 悅び とすると ころで ある。 

一、 本 卷の修 稿 は、 時、 恰 かも 七 • 八 月の 炎 夏に 際し、 流汗 淋 滴の 間に、 屡 次 筆を投 する 狀態 であつ 

たので、 遲々 として 進まなかった が、 畑瑞穗 君の 遠く 信 州より 来援 さるる あり、 精氣を 故山に 養 ひ 

つつ ありし、 內堀忠 利 君の、 新鋭の 氣を蓄 へて 歸投 する あり、 加 ふるに 長男 千尋の、 休暇 を 利用し、 

其 他 有 緣の士 の 勢 ひ を 加 ふる ありて、 遂 ひに 難關を 突破し、 兹に 完成 を 見る に 至った の は、 著者の 

深く 敬意 を 表する ところで ある。  ， . • 

一、 本 卷整稿 中、 俄然と して 北支 事 變勃發 し、 次で 南支の 激動と なり、 皇軍 勇躍、 北に 南に 赫々 たる 

武勳を 立て、 殊に 海軍 {<-: 爆の 快報 は、 日日 ラヂォ により、 新聞紙に より 報道 せらる る を Ig きつつ、 本 

卷の筆 を 進めた る は、 時に とりての 快 心事であった。 著者 は 衷心より 聖上 陛下の 御 安泰 を 就り、 

皇ャ华 の 蜜戰を 謝し、 皇國の 躍進 を 念じつつ、 玆に 第三 卷を、 我が 最も 尊敬す る 愛讀者 諸賢の 机上に 


笫 一 一一 卷凡 例 

送る。  • ： 

昭和 十二 年 〔丁 丑〕 八月 二十 二日 

我が 空軍の 痛烈なる 爆 靡の 勝報 を傳 ふる 

ラヂオ を 耳に しつつ 風雪 莊に 於いて 記す 

雜賀鹿 


第三 卷 口 繪說明 


一、 本 卷の题 字 は、 風 外 居士、 川 島 浪速 翁の 揮毫で ある。 翁 は 人 も 知る 支那 通の 撤威 であって、 ^て 

肅親王と兄^^-の約を結び、 辛亥 革命に 際し、 能く 淸朝 をして 終り あらしめ たる、 淸朝 滅亡.， お 中の、 

隱れ たる 人傑と いはれ てゐ る。 曾て 西鄕^ する の 後 十 年、 卽ち 明治 二十 华の 秋、 南 洲翁ひ 遣 德を景 

仰 止まざる の！^、 數百 嵐の 道 を 遠し とせす、 自 から 鹿兒島 を訪 ひ、 南洲 翁の 慕 前に 詣り、 英雄の 心 

懷を 悲しみ、 一詩 を賦 したる ものが、 卽 ち是れ である。 

鳴 呼 埋， I 英 雄？ 對， 此 感 何窮。 一世 f 偉 略？ 

正氣賦 成 V 性。 道 義 爲ニ終 始？  丁 丑 與 戊 辰。 


道 機 本 悠遠 ( 

如 今^ 倫 擅 < 

乃 知 翁 生 死 _ 


洞 達 獨 聖 贤。 

屈レ膝 事 1 醜 慮？ 

誠 係 i  # 機？ 


俗 氛 一 ^二 淸 輝？ 

邦 威 日 沈 倫。 

一 片薩山 土。 


千 古 仰 二 高 風？ 

先 後 3 一  cn 一校。 

f ハレ #  J  tS ン W 

. 千， 載. 


屈レ指 十 年 夢」 瞬。 陣 火今猶 留ニ 殘 燼？ 墓 下 白 骨 未 V 深 惜 * 


第三 卷ロ 檢說明 


笫三卷 口 檢說明  二 

只 恨 正 氣 隨：， 翁 殉。 千里 來弔古 境 頭。 落日 悲風滿 山 秋。 

營 老松 鳴 不， 已。 狡 月ー痕 照ニ樓 洲？ 

.  右 明治 二十 年 遊， 1 鹿兒島 1 吊 二 南 洲之慕 1 作  1 

風 外 居士 

悲憤、 淚を濺 ぐの 情熱と、 朗々、 呤 誦する に堪 ゆる 格調と は、 讀む者 をして、 血 湧き 肉 躍る の感ぁ 

らしむ るが、 殊に 丁 丑の 役と 戊辰の 役と における、 大西鄕 の 心事 を 洞察して、 道 機の 本と 悠遠なる あ 

る を 喝破せ るの 識見に 至って は、 眞に； 大 下の 絶唱と する に 足る。 鳴 呼、 誰れ か、 當年 僅かに 二十歳の 

ー靑 年に、 此作 ありと 信す る ものが あらう。 著者、 夙に 翁の 知遇 を 得、 本卷に 題す る を 得た る は、 深 

く 欣快と すると ころで ある。 

一、 本 卷の卷 頭に 揭 げたる、 西 鄉南洲 翁の 肯像變 は、 光永^ 雷 氏の 描く ところで、 明治 四十 年 十一月 

に 完成した る もので、 原賓 は、 西鄉 〔* より 故 火山 巖 元帥の 手 を 經て、 i い 2 內^ に 献上され たと 傳へ閱 い 

てゐ る。 光永 氏 は、 伊太利 畫 伯ジケ l-l 氏の 門人で、 後ち キヨ ソネ に舉 びた る、 洋戴 家で、 深く 南洲 
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中宮 内大臣の 奏に 依りて、 天 覽の榮 を IT 之 を 未亡人 イト 子 刀自に 贈呈した ので ある。 而 して 更に 別に 一本 を 

描き 上げ、 同年 十一月 二十 八日、 西鄕 家より 大山 元帥の 手を經 て、 宫內 省に 献上した ので ある。 

一、 『如 今 常 守 古 之 愚』 の 詩 は、 翁が 親友 吉井 友實に 書し 與 へて、 斧正 を 乞 はれた る ものである。 格 

なる 措 寄 を 以て 書され たる 筆蹟 は、 眞に 翁の li; しき 風格 を^ば しむる ものが ある。 翁が 少年の 顷、 

お 流 を 習 はれた と傳 へられて ねる の は、 此書 によって、 確かに その 事實 なること を立證 さるる。 

一詩 は 明治 六 年の 作な らんと されて ゐる。 

一、. 『君子 之 行』 M 々の 書 は、 古賢の 語 を 揮毫され たもので ある。 其 語と いひ、 共 書と いひ、！. 疋に謹 

My なる 翁の 風格 を 倚へ てゐ る。 翁に おいて 五 n 人が 學ぶ べきと ころ は、 決して 尠 なくない が、 その 1 

として 特に 修 むべき は、 翁の 聖人に も ひとしき 正格の 心事で ある。 犬を曳 き、 肩 を 袋 やかし、 乃公 

出で すん ばと、 大道 を 練 力 歩く が 如き は、 1^^"人の執らざるところ、 而 して 翁の 聲 tsf すると ころで あ 

る。  ' 

一、 『世俗 相反 處』. の 詩 は、 英雄の 心 を 洞 破され たもので、 靑年 修養の 好敎訓 である。 翁 も 亦た 這 

間の 意 ありし にや、 少壯 子弟の 書 を 乞 ひ 來る者 あれば、 能く 此詩を 書し 與 へられた とい ふこと であ 

第三 卷ロ 椅說明  五 


第 三卷ロ 綺說明  六 

る。 著者 も 亦た 少年の 顷 より、 奴 も 此詩を 愛誦 措かなかった ものであるから、 之れ を卷 頭に 收め、 

此卷を 記念す るの 料と した。 

一、 『推 倒 一世 之 智勇。 開拓 萬 十 U 之 心 胸』 は、 陳龍 川の 句 を 記された ものである。 陳龍川 文集 は、 翁 

の 愛讀書 の 一 で、 時務 を 知る 俊傑の 風 ある 龍 川の 文舉 は、 翁の 最も 心會 された ところで あらう と 思 

はれる。 

一、 阪本 龍馬の 肖像 は、 風雲 兒 龍馬の 祌 韻を傳 ふるもの である。 その 無雜 作なる 態度、 稍-' 上方に 向 

つて、 細く  il ける 眼、 共に 彼れ の 風 率を傳 へて 餘 りが ある。 

一、 阪本 龍馬の 書簡 は、 木戸が 薩長 聯合の 事 實を細 叙した る 有名なる 手簡の 裏面に 書した る もので、 

謂 はば 保證 文の 如き ものである。 詳しく は 本文に 就いて 見られよ。 

一、 中 岡 愼太郞 の寫眞 も、 土 佐 勤皇 志士 中の 麒麟 兒と謠 はれた 彼れ の 風格 を傳 へて ゐる。 惜しい 哉、 

阪本 と共に、 鹿應 三年 兇^に！ れ、 皇政 維新 0. 成る を兒 すして 歿した。 此の 寫眞 は、 中 岡が に 

澄れ た慶應 三ハネ の 撮影で あると いはれ てゐ る。 

一、 中 岡 愼太郞 の 詩 書 は、 詩 も 書 も、 共に 志士の 風季を 表 はして ゐる。 軍り 阪 本のみ ならす、 維新 志 
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薩長 聯合 運動 篇 


唯 だ是れ 一 箇の眞 誠 【卷 頭に 題す】  ： …二 

【第一 篇】 薩長 聯合と 西 鄉吉之 助  七 

第一章 外 艦の 兵 庫 入港と 條約 勅許  ：：： ：.：： セ 

一 慕末史 中の 大難 局  七 

二 西 鄕の長 州 再 &反對  …：： ；  一 〇 

三 西 鄕の雄 藩 京都 集合 運動  ：：： 一 四 

四 英 *佛. 蘭三國 軍艦の 兵 庫 入港  一八 

五 佛國 公使 は 裏門から  ：：： ……二………：：.：：….…  二  Q 

第三 卷 目次  一 


第三 卷 目次  .  二 

六 英國 公使 は 表門から  二 七 

七 井上 義斐と 一 橋慶喜 ：… ：…  三 0- 

八 家茂將 軍の 辭職 奏上  …：. 一一 一三 

九 安政 假條約 遂に 勅許  丄ー 一六 

〔參 考】 兵 庫 開港 談判 の 追懷 〔山 口 泉處〕  四 七 

第二 章 群雄 雲の 如く 馳騁 せる 薩長 聯合  五一 一一 

I 慕と 薩 との. 勢力 抗爭  •  五三 

一 I 薩 藩の 雄 藩 聯合 .國是 一 定 運動 ( 一 )  五六 

大久保 は 越 前 福 井に 遊說  五六 

三 薩 藩の 雄 藩 聯合 *國是 一 定蓮動 (二)  六 五 

西 鄕はコ 一た び歸 藩す  .，•  六 r 

四 永 井 主 水 正の 長 藩 礼 問  ■  七 0 

五 薩長 聯合 運動  八 二 


穴阪本 龍馬 (一)  

快男兒 龍馬の 人と 爲り  

七 阪本龍 馬 (二)  

薩長 聯合 は 武市瑞 山の 遣 策 …… 

八 阪本蘢 馬 (三)  

勝 海 舟の 指導と 海援隊  

九 中 岡 愼太郞 (一 )  

長 *筑* 薩の 間に 奔走す  

十 中 岡愼太 郞 (二)…；. ：：： 

中 岡の 人と 爲 りに 就て  

十一 中 岡愼太 郞 (三)  

中 岡と 西鄕 との 會見  

【參 考】 再 稿 時勢 論 〔中 岡 慎 太郞〕 

十二 岩 倉 友 山 (I)  


第三 卷目次  0 

薩長 聯合に 關 する 岩 倉の 著 眼  …： -, …： ……： •：：.：：  一  二三 

十一 一一 岩 倉 友 山 (二)  ：:  ……： ；ト： ：…… …… • 一二 七 

『叢裡 鳴蟲』 に 現 はれた る 薩長 提携 策  一二 七 

十四 岩 倉 友 山 (一一 I)  ー三ーー 一 

『鑌 叢裡 鳴蟲』 に 現 はれた る 大經綸  一 三 一一 一 

第三 章 尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  一き 

一 薩長 聯合 は 天下の 輿論  丄四ー 

二 薩長 鴻 門の 會  一 五 0 

三 長 州 土民 は 猶ほ薩 州 を 疑 ふ ：  一 五 五 

四 木戶孝 允 (I)  ……  …：… 一 五八 

長 藩の 代表的 人物 桂 小 五郎  -  •  一  五八 

五木 戶孝 允 (二)  二 六 二 

桂の 智謀と 西鄕の 至誠  ……  …一 六 二 


穴 


七 

十 


木戸 孝 允 (三)  一六 七 

薩長 聯合と 桂 小 五郎  一六 七 

銃器 及び 軍艦の 購入  一七 六 

薩長 聯合の 公私 兩道  •  一八 一 

私情より 公理へ  一八 七 

井上 聞 多の 薩摩 入說  一九 一 

西 鄕吉之 助の 意中 及 動 靜( 一)  一九 七 

皇政 復古の 一 段階と しての 薩長 聯合  一 九 七 

西 鄕吉之 助の 意中 及動靜 (二)  •  二 〇 一 

幕府に 絕緣 する 江戸 藩邸 引揚  二 〇 一 

十三 阪本 龍馬と 西 鄕吉之 助  一一 0四 

十四 西鄕が 急遽 東上した る 事情  二 0 八 

十五 阪本 龍馬の 糧食 供給 周旋 …  一二 五 

十六 木 戶孝允 遂に 東上し 來る  •  
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【參 考〕 毛 利 父子より 島津 父子への 書  ..：.：...：.  


【第二 讒】 薩長 聯合の 結成と 長 州 再征の 終幕 

第一章 木 一 尸 • 西鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  


I 倒 慕の 大業 何に 依って 成る 

二 木 戶* 西鄕 の會盟 (I )  

黑田 淸隆の 入說と 木戸の 入京 … 

一二 木 戶* 西鄕 の會盟 (二)  

木戸 大いに 薩藩を 罵し る  

四 木 戶* 西鄕 の會盟 (三)  

阪本 龍馬 来り 始めて 會見 成る …- 

五 木 戶* 西鄕 の會盟 (四)  

歷 史的 大會 見に おける 兩 派の 陣容- 


一七 

一九 

一九 

一九 

ニニ 

三 二 

三 九 

三 九 

四 二 

四 二 

四 八 

四 八 


六 木戸. 西鄕 の會盟 (五)  一一 f 

愈 M 成立せ る 薩長 攻守同盟  二 五ョー 

七 薩長 盟約 後の 諸 有志  •  二 六 一一 

八 寺田屋 遭難の 阪本 龍馬  -  一一 六 H 

九 西 鄕の歸 藩と 藩 政の 大 改革 ：… ；  ニー  七 二 

十 幕府 五 卿 を 召致 せんとす  二八 一一 一. 


第二 章 幕府の 長 州 再征と 薩 藩の 獨立的 態度 

I 長 州 再征と 幕府の 態度 ( I  )   .：•：： 


二八 九 


一八 九 
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鹿 野 #  i 


愛 著 


唯 だ是. #  I 箇の眞 誠 〔卷 頭に 題す】 

ず や 踏、" 海に 術し、 洋々 として 流れて i ざる 所以の もの は、 大海、 足る こと を 知らざる が爲 である。 大海、 若し 

1 たび 足る こと を 知り、 飽 くこと を 知らば、 百 川の 水、 忽ちに して 倒しまに 逆流 せん。 大海に 私心な し。 故に 百 

川 を 吸うて 足る ことなき 所以で ある。 抱擁の 大、 玆に 到って 極まる。 

我が 大西鄕 において 見る、 一箇の 偉大なる Si は、 應に 大海に 見る 抱擁の 大 であらう。 彼れ は 如何なる 場合に 

おいても、 嘗て 人 を i めす、 又た 人 を 責めなかった。 單に 人を咎 資しなかった のみなら す、 未だ 曾て； 犬 を 怨まづ 

¥ を 歎じた る こと すらなかった。 彼れ は 味方 を 愛し、 饲 時に 敵 を 愛した。 薩 合の 成る、 實に此 意に おいてし 

唯 だ是れ 一箇の 眞誡  一 
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くわん てん  ラ 

てゐ る。 江戸 開城の 成れる も、 亦た 實に此 意に おいてし たに 外ならぬ。 東北 征討に おいて、 寬典、 よく 彼れ の 降 

一  * つてつ  そ- -  くわう だいむ へんさい  • 

を ぎれ、 忠義 一徹の 會津 武士 をして、 感激の 熱 淚を濺 がしめ たの も、 亦た 南 洲の廣 大無邊 際なる、 大海の 度量に 

依る のであった。 

こんぜん 

元 治 • 慶應 における 維新の 回天 史は、 實に大 西鄕の 抱擁 力の 偉大なる 中に、 渾 然ー體 となって、 日本 武士道の 

はな 

華 を、 吹かせ、 日本 民族の 精神 美 を 開かし めて ゐる。 

大久 保の 剛毅 は、 萬嶽も 以て 倒す を 得ざる 底の 力 を 示して はゐ るが、 力 を 以てせば、 彼此 相^し、 同胞 相 食む 

4-J しナっ  み  ど-つけん 

の 結果、 時代 は 鮮血に 塗れざる を 得ぬ。 木 戶の智 は、 以て 千里 を 洞見す るに 足る の 明が あつたが、 彼れ の 智力と 

たやす 

智略との み を 以てせば、 恐らく は、 薩長 聯合 は、 彼れ が 如く 容易く 成就し なかった であらう。 事 を 謀る は 勝 海 舟 

に 如くな く、 兵 を 行る は 大村益 次郞に 如かす と 思 はるる が、 勝の 智謀の み を 以てせば、 江戶百 萬の 市民の 安全 は 

果して 戊辰 當 年の 如くなる を 得し や。 又た 大 村の 兵略 を 以ての みせば、 上野の 一 戰、 果して 八 百 八 街 を 兵火の 卷 

より 極 ひ 得し や 否や。 獨り 西鄕の 偉大 を稱 する ので はない が、 南洲 が江戶 城に 臨んで、 德川 氏の 爲に 萬斛の 同情 

はラ よう りょく しゃくく 

を 寄せ、 上野に 戰 つて、 砲 彈を不 忍 池 中に 打ち込んだ、 敵 を 敵と せざる の 抱擁 力と、 綽々 たる 餘裕 とがなかった 

ならば、 恐らく は、 維新 回天 史上に、 彼れ が 如き 美 華 を點じ 得なかった かも 知れぬ。 筆者 は必ら すし も、 ー西鄕 

く. C しん  i うしん 

の 力 を 過信す る 者で もな く、 叉た 妄信す る 者で もない。 併しながら、 西 鄕南洲 なる 一箇の 存在 を、 幕末 • 維新の 

* ォ』 ばく 

回天 史上より 抜き去ったならば、 如何に 中心 を 失 ひ、 寂 荬を感 する であらう かを考 ふる 時、 如何にしても、 大西 


ねよう  -  A 

鄕の 偉容 を 仰ぎ見ざる を 得な いので ある 

維新 當 年の 事との みは 謂 はす。 之を當 今の 時勢に 照して 見ても、 何處に 西鄕の 如き、 抱擁 力の 偉大なる 者 ある 

とうさ うぢ やう W  あひこく  ありう 

を兑 得る か。 唯 だ 見る 當 今の 世相 は、 小利 小 慾の 鬪爭 場裡に 外ならぬ。 上下 相剠 し、 階級 相爭そ ひ、 同志 相搏ち 

ぢ ごく  しゅらち ゃク 

兄弟 相鬪 ふ有樣 は、 正しく 地獄の 修羅場に 外ならぬ。 甚だしき は 鬪爭を 以て 人生の 本能と し、 鬪爭 心理 を 助長す 

る を 以て、 社會 進化の 階梯なる かの 如く 主張す る 者 すら ある。 人生に 一 片の 和な く、 社會に 一 筒の 道な く、 家庭 

じょ  くら  じゃねん  のろ  f 

に 一 點の恕 なく、 人 は 狼の 如く、 蛇の 如く、 肉 あれば 食 はんとし、 邪念た だ 人を咀 うて 止まざる 世態の 何處 に、 

人と しての 道義 を發 見す る ことが 出來 るか。 今や 私 を 去り、 愁を斷 ち、 己れ を 空しう して 君國に 報す るが 如き 人 

あかつき  レ しんく わい てん 

に 到って は、 曉の 星の それよりも 稀れ なりと せられて ゐる。 人 若し 維新 回天の 偉業 中に 輝 やける、 我が 大西鄕 の 

互 光 を 仰ぎ見ば、 如何に 隔世の 感を懷 くで あらう か。 それほど 現代の 人心 は、 南洲の 大人 格と、 遠く 相 離る る も 

のとな つて ゐ るので ある。 

しんち *>  "  く 

更に 大西鄕 の 進 返に 見る、 一箇の 偉大なる 風格 は、 翁が 常に 道義 を 推し、 飽くまで も 人事 を盡 された るの 道念 

である。 

大西鄕 の 抱擁 力 は、 糙 かに 偉大で あつたに 相違ない。 併しながら、 翁の 偉大なる 抱擁 力 は、 善も惡 も、 正 も 邪 

も、 淸も濁 も、 白も黑 も、 そのままに 鶴 呑みに された ので はない。 翁 は 常に、 善 を 以て 悪 を 化し、 を 以て 邪 を 

唯 だ是れ 一箇の 眞誠  一 一一 
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^  < 淸を 以て 濁 を 澄ませ、 白 を 以て 黑と 溶かし、 人 をして 道に 導び き、 世 をして 聖に 入らし むる に、 全力 を盡 

え やす 

された。 卽ち 人事 を盡 すと 謂 ふの は、 此の 事 を 指 ざすので あって、 これ ぞ大 西鄕 において 兒る、 得 易から ざるの 

大風 格で あるの だ。 

しんく- 3  •  こと， 

南洲 翁が 長 „ ^征伐に 對 せられた る心懷 も、 薩長 聯合に 臨まれた る 態度 も、 共に 悉く 長 州 及び 長 州 人士 をして、 

道に 入らし め、 義を 踏まし むる の 努力に 外ならぬの であった。 翁は皇 師に抗 する 者 を も、 之れ を i 谷れ ようとされ 

たので はなく、 皇 化に 服し、 眞. 乎皇 事に 盡 すの 土たら しめんと せられた に 外ならぬ。 故に 翁 は、 皇 師に抗 する 者 

あれ 堂々 之れ を 討ち、 一度び 皇 化に 歸し、 善心に 返 へれば、 赤心 を 披瀝して、 之と 手 を 握り、 一片の 疑心 を 

くわうて き 

も存 せられなかった。 この 至誠、 この 赤心が、 人 を 化し、 世 を 導び き、 翁の 進む ところ 皇敵 なく、 翁の 向 ふと こ 

じゃあく  • 

ろ、 邪惡 なかしめ た 所 である 

『人事 を盡 して 天命 を竣 つ』 とい ふ は、 實に 翁の 進 返に 見る 一大 信條 であった。 翁 は 常に 飽く迄も 人事 を 盡すを 

主眼と せられ、 長 州に も對 し、 江戶 城に も對 し、 叉た 天下 萬 民に も對 せられた ので ある。 故に 翁 は、 最後まで 人 

4- ん がん ， . 

褰を盡 す を 怠らす、 如何にしても、 彼れ にして 道義に 反し、 皇 化に 服せ ざるに おいて は、 玆に 始めて 千 巖も碎 く 

べきの 巨 力 を 以て、 ー擧皇 敵を擊 滅し盡 さんと せられた ので ある。 斯 くの 如き 時の 翁 は、 實に 百獸の 王の それの 

如き、 大勇 を 振 ひ、 目の 當り之 を 見る を 得ざる が 如き 威容 を 示された。 談笑の 間に 事が 決した ので はなく、 正邪 

M  く  m< を 化すの 大勇 亿 よって、 事、 始めて 解 付て 行った ので ある- 


翁、 嘗て 曰く.^ 

『人 を 籠絡して、 陰に 事 を 謀る 者 は、 it し 其審を 成し 得る 共、 慧眼より 之 を れば、 醜 § あるし きぞ. - 人に 拨 

すに、 公平 至誠 を 以てせよ。 公平なら ざれば、 英雄の 心 は、 決して 欖られ ぬ もの 也。』 

と。 叉 曰く、  . 

いしま  あや 

『今の 人、 才識 あれば、 事業 は 心 次第に 成さる る ものと 思へ 共、 才に 任せて 爲す事 は、 危うくして 見て 居られ 

ぬ も のぞ。 體 ありて こそ、 用 は 行 はるるな り。』 

すう； J 

翁の 大 精神 は、 實に數 語の 間に、 偉大なる 輝 やき を 示して ゐ るで はな^か。 

*  *  * 

大西鄉 の 偉大 は、 ；大 地の 大 なると 等しく、 輕々 に 論じ 盡 さるる もので はな いが、 假 りに その  一二 を 搬船 すれば 

はうよう  そぐ 

一切 を 抱擁す るの 仁慈と、 道義 を 推して 人事 を盡 すとの 二 大風 格 は、 特に 本卷 の西鄕 において 見る、 偉大なる 足 

せ ォ 

跡で ある。 

而 して 如上 二 筒の 大人 格 は、 その 基づく ところ は、 蓋し 一 茵の露 誠に 外ならぬ。 翁 は 曰 はす や。 

『大下 後世 迄 も、 信仰 悅服 せらる る もの は、 唯 だ是れ 一箇の 眞誠 なり。 〔中略〕 誠なら すして、 世に 蓼ら るる は、 

げ うかう  あつ  たと ひ  ち き 

倖の譽 也。 誠 篤ければ、 縱令、 當時 知る 人 無くと も、 後世 必ら す、 知已 有る もの 也。』 

^呼、 一 筒の 眞、 誠 は、 我が 西 鄕南洲 翁に お いて、 實に 偉大なる 活現を 吾人に 示して ゐる。 翁の 一 生 は 一 箇の眞 誠 

唯 だ 是れー 简の露 誠  五 
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しょ  くわつ れきし  、 じょじゅつ 

の 時に 應 じて 世に 處し、 勢 ひに 從 つて 人に 接した る 活歷史 に 外ならぬ。. 請 ふ。 徐 むろに、 以下 篇を 追うて 叙述し 

來る 本文に 就 いて、 之れ を觀 ぜられ よ。 


第 一 章 外 艦の 兵 庫 入港，、」 條約 勅許 

【一】 幕末 史 中の 大難 局 

完年 C 乙 丑 M 冬の ii は、 幕末 史中 でも、 頗る を 示した 時機であった。 幕府が 征 長に 停頓して ゐ るの 

が、 抑 .MIK 下の 形勢 を混亂 せし むる 原因で はあった が、 朝廷 內 でも 種々 なる 異論が あった。 單 なる 『佐幕』 『倒幕』 

の {4! 氣 からい つても、 一致 を兒る ことが 出来す、 征長 問題 や、 條約 問題な どの、 箇々 の 問題に なると、 それ，^ 

くわ \ 

Ji<1 ^する 者が あって、 ぎ  1|ぃーっ^ とい ふ 譯には 行かなかった。 『凡そ 彌勒の 世、 三 會の曉 はい ざしら す、 是非 善惡、 

.  か やの みや 卜 、 

共に に從 り、 天朝 も ili に、 盛衰 を 同じく 遊ばされ すん ば、 治まらす』 とい ふの が、 賀陽 宮の說 であると せ 

られ、 二 條關白 〔齊 敬〕 も、 久しい 關 係から、 幕府に 倾 むく 人で ある こと を爭そ はれなん だ。 山階宮.は島^1家と鋭 

しく、 近 衞卿も 明かに 『反 幕』 の 傾む きがあった。 

畏州 は旣に 幕府に III しょうと し、 薩州は 之れ と 手 を 握る の 傾向 を 示して ゐる。 土 佐. 筑前ニ 千 和 島 は、 幕府 

こ近グ いて ゐ るが、 腹の 底 は ^難 g^pu いふと ころで ある。 一橋と 幕閣 との 間 は、 鬼 角 疎 情に あるの は 致し方が 

外^の 兵車 入港と 倏約 勅許  ，  H 


大 西鄉， ^像 第三 卷  .  八 

なく、 會. 桑 は 一意 幕 閣に 打ち込んで ゐ るが、 征 長の は 、一一 一 百 諸侯に、 それぐ 異なった Is を傳 へて ゐる。 

畢竟 政局の 中心が、 最早 ゃ何處 かへ 移動しょう とする 形勢が 兑 えて ゐて、 ；大下 は 一度 四 射 五 i かに i いらう とする 

現狀 である。 そこで 各藩と もに、 利害 や、 感情で、 右 もし 左 もす るので あるが、 それが まだ 露骨に は 表されて ゐ 

ない までで ある。 形勢が 何う 化す • るか、 見當 がっかない 時代に は、 誰れ もが、 觀望的 態度 を ^ る， もので、. tlm 

しま さい 

の 深い 關係 のない 限り、 成るべく 色彩 を 明らかにしまい とする の は、 得て 有り勝ちの ことなの である。 殊に 問題 

や 事件 やが、 混雜 し、 複雜 して 来て は、 赤い やうで、 紫が かって ゐ たり、 黄い ろい やうで、 青み がかった りする 

の も、 先づ 無理の ない 話 かも 知れぬ。 

かかる 亂 調子 を 示して 來た 時代に、 我が 西鄕は 東西 いづれ に 向 ひ、 朝 幕 いづれ に その 歩 を 進めた であらう か。 

世間と ー樣に 形勢 觀^ と 出かけ、 洞ケ it の 武者 坊主 を眞 似た かどう か。 少しく 南 洲の進 返 を るの 要が ある？ 

當時 西鄕の 心中 を 察すれば、 大意 は頗 ぶる 分明で ある。 幕府旣に人心を統ー する1^,^::を失ひ、 殊に 第二 征 長の 

愚擧を 起して、 ；大 下の 嘲笑 を 買 ふに 至って は、 最早 ゃ沒 落に 近い こと は、 西鄕 でなくても、 ti^^pmlk の事實 であ 

つた。 

頓 むに 足ら なくなった から、 幕府 を 捨てる とい ふので はない が、 西鄕の 心中に は、 として 存 する 國體觀 が あ 

つた。 それ は 確乎 抜くべからざる 皇國 主義で ある。 天皇 大本 主義で ある。 それ は 幕末の 勤皇家が、 等しく^叫^^ 


たと ころの、 いは ゆる 『尊皇 愛國』 の 大義であった。 西鄕が 前半生に おいて、 意氣栢 投じた 先輩 や 同僚、 卽ち水 

戶の藤 田 東 湖 や、 越 前の 橋 本景岳 や、 長 州の 久坂秋 湖 や、 筑 前の 平野 國臣 やの 思想： 王 張に 兑て も、 之れ を 察知 

する ことが 出來 るので ある。 

II 人 を 腿す る 東 湖、 &智 明鏡の 如き 景岳、 熱烈 猛火の 如き 秋 湖、 才想 華の 如き 國臣 は、 旣に相 前後して 1  丑れ 

てし まった が、 西鄕は 安政 以前の 難局より、 不思議に も 生き 殘 つて、 現に 時勢 大轉の 中心に 動かう として ゐる。 

西 鄕は單 なる 理想家で はなく、 何處 まで も 地上 を 離れぬ 現實 家であった。 西鄕 がその 胸中に 疊む ところの 理想 を 

ii^ せんとす る 時に、 彼れ は 決して 地上の 人間た る こと を 忘れなかった。 そして そこに ある 一草 一木、 1 石 一流 

どぐ わ... -し  .？CN.C ん  じつげん 

を も 度外視し なかった。 彼れ は當 面の 審實に 向って、 一歩一歩、 大 理想の 實現を 試みて 行った。 

だい. H うしん  せんせい 

西鄕は 明らかに 幕府の 長 州 再征に 反對 した。 そして 此の 難局に 處 する 大方 針 を 確立す るに は， 幕府の 尊^ を排 

,H ん がふ  がふ ざ せ いぢ ， .C 

して、 雄 藩の 連合に よる、 大會議 を 起さねば ならぬ とした。 西鄕 自身、 近世 政治に おける 合議 政治 を 意識して ゐ 

たか 否か は、 いは ゆる 新 思想家の 評論に 一任して S くが、 彼れ の 意中に、 旣に 公議 政治の 必要 を 感じて ゐ たこと 

を、 少なくとも 偉と しなければ ならぬ。 

『何れ 备國の 諸侯、 被 n 召 呼？ 天下 之 公論 を 以て、 至當 之御處 置、 不， 一 相 成 一 候て は、 不 -1 相 濟^』 云々 

と は、 九月 十七 日附を 以て、 西鄕 が大久 保に 與 ふる 書簡の 一節に 兒る ところで あるが、 天下の 公論 を以 つて、 公 

b し  てうぎ  力く りつ 

平 無私なる 政治 を 行 ふために、 各 雄 藩の 名 諸侯 を 集めて、 朝議 を 之れ によって 決し、 ー國の 大方 針 を 確立しょう 
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しう しふ  こうぎ よろん 

と S ふの が、 西鄕の 心中に 確立して 動かぬ、 時勢 牧 拾の 手段であった。 これ 明らかに、 公議 輿論の 政治であって、 

後に 五ケ 條の御 誓文と なって 現 はれた、 

一 、 廣ク會 議ヲ興 シ萬機 公論 一一 決ス へ シ 

との 思想 は、 旣に 此の 邊 より 胚 I し來 つて ゐる こと を 忘れて はならぬ。 

>ur_  くわつ がん 

公議 輿論の 主張 は、 單 り西鄕 において 見るべき のみではなかった。 少しく 活眼 を 開いて 時局 を 見る 者の 等しく 

唱道す ると ころであって、 橫井小 楠の 如き は、 夙に 新政 洽學說 として 之れ を 提唱し、 カ說 して 居った。 嘗 つて 五 

ケ條御 誓文 を以 つて、 薩長の 『悲鳴』 であると 放言した 政治 舉者 があった が、 實に思 はざる も 甚だしき もので あ 

こ しきょ   

ると いはねば ならぬ。 公議 輿論の 思想 的 根據を 探究す るなら ば、 少なくとも 我國 近世 史上にお ける 政治 3.%^ 及び 

組織の 變遷は 勿論、 我が 國體の 本義の 那邊 にある かにまで 及ばなくて は 之 を輕々 に 論じ 去る こと は 出来ぬ。 

【二】 西 鄕の長 州 再征 及對 

I. 一う ぎ よ . ^し  かいてん  すく 

公議 舆論を 主張す る 者 は 多い。 併しながら、 直ちに 之れ を實 行し、 時局の 開展を 謀らう とした 者に 至って は 慰 

ない。 その 尠 ない 人物の 中に、 西 鄕吉之 助を發 見す る こと を、 偉と せざるを得ない。 慶應 元年 〔乙 丑〕 における、 

西鄕 の 運動 は、 實 に 公議 輿論 の 組織的 實現 においてして ゐる。 

厶厶厶 < ；!  厶 AA 八么"  ふちう きょす ゑ  ** うくわん 

幕府が 慶應 元年 〔乙 丑〕 九月 二十 七日 を 期して、 府中、 淸 末の 二 支 藩主 及び 萩の 重 s を 大阪に 召喚す るの 命令 を 


.  ふ たつ 

發し、 同時に 若し 彼等が 命 を 奉じない 時に おいて は、 直ちに 將軍親 征を實 行す ると、 諸 藩に 布 達した 時に、 阿部 

閣老 〔正 外〕 は、 特に 薩 藩の 留守居 役 を 召致して、 『いよくの 場合に なったならば、 前例 も ある こと だから、 どう 

こんぐ わん  えう せい 

ぞ 出兵して 吳れ』 と 懇願して ゐる。 時に 西鄕 は斷然 之れ を斷 らしめ てゐ る。 そして 西鄕は 阿部に 要請して、 再征 

に關 する 確た る 『覺 書』 を 求めて ゐる。 西鄕 曰く、 

『抑よ 兵 を 動かす は、 實に國 家の 大事で ある。 名分 正しから すして、 妄りに 之れ を 動かして はならぬ。 宜しく 

しょち 

大義 を 明らかにし、 名分 を 正しくし、 公明正大の 處 置に 出づ べきで ある。 今 若し 長 州に して、 再た び 討つべき 

の 罪が あるならば、 須 らく 堂々 とその 理由 を 書し、 公理 を 明らかにして 提出され たいので ある。 若し その 條理 

にして 正しく、 大義に して 明らかであるなら ば、 敢 へて 薩藩は 出兵 を 担む もので はない。 無名の 師は、 平に 御 

免 を 蒙む りたい。』 

先づ その 理由 書 を 公 やけに せよ と 迫 まった ので あるが、 阿部 は 遂に 之れ に 答 ふるところがなかった。 再征の 理 

はくじゃく  いちばいしん  ちん.. 0  く  • 

出 とすると ころが、 極めて 薄弱であった からだ。 一 陪臣の 追究に 逢って、 返答に 窮し、 遂に 沈 默の外 はなくな つ 

し ふん  けっかん  れぅ 

た^ 府の閣 老を笑 ふよりも、 先づ 公理 を 無視して、 私憤 を 晴らさう とする 態度に、 根本的 缺陷の ある こと を 知 了 

すべきで ある。 

べっかん 

八月 二十 八 曰 〔慶應 元年〕 附を 以て、 西鄕 が大久 保、 蓑田兩 氏に 與 へた 書簡の 別簡 に、 此 間の 事情 を 知る に 足る 

ものが ある。 
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大久保 • 蓑 田に 與 ふる 別 書 〔慶應 元年 八月 二十 八日〕 

先日 定式 飛脚、 被， 一 差 立 一 候 以後、 大阪 も、 些か 動 立 候 形勢に 御座 候。 長 州より は、 再征 被 二 仰 出 1 候處 え、 罷 

出, 34、 義、 不一 一. fl- 合 1 〔旣に {ー 且 戰布吿 後の 召喚 を 理由な しとす るので ある〕 昨^ 〔元 治 元年〕 の 御所 置 振に 付ての 

儀に 候 はば、 是非 罷出 候て、 如何 檨 とも、 御沙汰 振、 可レ承 事との 趣、 藝 藩へ 爲 n 申入 1 様子に 御座 候^ 共、 

藝 にて、 餘程， llf- にいた し 候 向と、 被 二相 伺 1 申 候。 是以、 幕府より、 沙汰 S たし 候事歟 と、 被 二相 察 一 申 候。 

先づ長 州に て は、 大阪 まで、 不 n 出掛 一向に 相 見得 申 候。 畢^！兄、 威し 掛か は 不レ知 候 得 共、 來月 〔九月〕 二十 七 

が I、 不二 罷出ー 候 はば、 斷 然と 御 處置、 可 二相 成-との 趣に て、 大阪 にお ひて 諸 藩へ 相 達し、 ロ逹を 以て、 御 

國 元へ も、 人 數手當 いたし 置 候檨、 阿部 公用 人より、 相 達 候 由に、 申來 候に 付、 出 勢の 儀 は、 國 家の 大事!： 

t!§ll9、 中，, の！； IJS6、  i ど 御 ま 付 を 以て 御 達 不二 相 成 1 候て は、 御國 元え 懸 合出来 不， 申 候 5 曰、, 取 候 や 

う 申 遣 候處、 書面え は i 記が たく 候 段、 返答 相 成、 再 押 掛候儀 も 出来 不：， 申、 夫 形 額 込 候 位に 御座 候 間、 幕 命 

を 以相募 候 儀 は、 迚も 出来 申 問 敷、 如何にもして 朝 命 を 申 下し 候 手筋 も、 難 レ計候 得 共、 名に 立 候糜、 益ぶ 

厶厶 厶 

なき 様！ 能 成 候 故、 期限 を 誤 候 事の み 〔召喚の 日に 来らざる を責 むる〕 を 申立 候 外 は， 有 レ之間 敷 哉。 第一 -條 

I- 冗 も i>^^l ふ^、 き 奢^ ひひ^と、 被 二相 察 1 候 得 共、" 斷然の 所 置 を 付る との 事 

に 候 得 者、 I 一一 て戰を 仕掛 候 かも、 不レ 被レ計 事に 御座 候。 戰を 始め 候ても、 益ぷ尾 はとれ 申 問 敷 事に 御座 候。 


<l 厶 へた 厶 厶厶厶  厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 A 厶 厶 A あはぎ 厶 厶  いや a し 

誠に 下手な 事に は、 關東 にて は、 長 州 家の 墓 を、 悉く 發候 由。 大坂 にて 兵 を 屯し 置、 長 州え は、 彌增 藥を與 

はか あはき  か こく 

候と 申 者、 其 上人 情不 レ可レ 忍の 墓發 をいた し、 始終 下手が 先 廻に 相 成 候 次第、 可レ笑 事に 御し M 候。 右樣 苛酷 

さきだち  く づれた 40 

の 手 廻が 先達 候 故、 筑前は 崩 立 候 付、 五 卿 邊ぇ手 を掛候 策、 有 レ之間 敷 ものと も、 不レ 被レ思 候に 付、 一隊 か 

ニ隊か は、 警衞 として、 御 差 出 相 成 候て は、 宜敷は 有 二 御座 一間 敷 〔哉〕 若し 哉、 欺 謀 を以、 捕 取 候て は、 御國 

の 信義に 相 拘事候 間、 不 II 容易 1 場合に 御座 候。 ^ー气 右の 策 有 レ之候 共、 御國 元より、 御人數 被， 1 差 出 1 候へば、 

決て 手出し 相 成 申 間 敷 事と 奉レ存 候。 筑 前の 情實、 奈良原 幸 五郎より、 得と 承 候處、 中々 六 ケ敷勢 ひに て 候 得 

ば、 此機會 を以、 俗論 を 挫 候 場 も 可： fevhs と、 奉 レ^ 候 付、 得と 御 吟味の 上、 此圖を 不レ拔 の 御：^ 策、 奉レ願 

候。 いづれ 此 度の 一 擧 にて、 公卿 方の 儀、 如何 樣 とか、 捌 可 レ申候 付、 決て 長い 事に は冇ニ 御座 一間 敷 候。 御 

たしかなる ひと 

人數被 n 差 出 一義に 御座 候 はば、 糙 成人、 不レ被 二 差 出 1 候て は、 相 濟申間 敷 儀と 奉レ存 候。 

右の 通、 大意 申 上 候。 大坂 にて 公用 人 方より、 相 逢 候 書面 等 は、 御 家老 方より、 御 遣し 相 成 候 付、 お 略 

候。 以上。 

八月 廿八 日 〔慶應 元年〕  西 鄕吉之 助 

大久保 ー藏樣  - 

蓑 田傳 兵衞樣  ， 

旣に 幕府の 處 置に 明 由に 反對 して ゐる 語氣 は、 書中に おいて 明らかに 讀 まれ、 西 鄕の進 返に おいて 充分に 示さ 
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き ぐ  レ ち&  つな 

れてゐ る。 それ を幕閣 が、 十中八九の 危惧 を 抱きつつ * 最後まで 薩藩 出兵に、 一縷の 望み を繁 S でゐ たとい ふの 

ラく わつ 

は、 餘 りに 甚 しき 迂濶 であると いはなければ ならぬ。 

【三】 西 鄕の雄 藩 京都 集合 運動 

t^s^ ら 0  ふんかう 

かくして 刻々 に 難局 はぎ 亂を 加へ て 行った が、 ここに 1 勝、 時局 をして 紛更 せしめた、 1 大事 變が 起った。 そ 

れは英 *佛* 米 • 蘭の 四國の 公使が、 英 *佛， 蘭三國 軍艦 九 壟 〔英艦 五隻、 佛艦 三隻、 蘭 艦 一隻〕 を率ゐ て、 九 

ひょうぎよ 

月 十六 日、 未だ 開港せ ざる 兵 庫 港に 入港して、 幕府との 假條 約に 憑據 して、 開港 を 迫 まって 來 たこと であって 

に ふべ う 

外 艦が 大阪に 入 錨した の は、 實に慶 應元牟 〔乙 丑〕 九月 十七 日であった。 

.tly やうが く 

此の 1 事は尠 なから す、 幕府 當局者 をして 驚愕せ しめた。 その 始め 安政 四 年 〔丁 已〕、 幕府が 米國 使節 ペルリと 

& 結した 假條 約に よると、 一 八 五 九 年 七月 〔安政 六 年 六月〕 に 神奈川 • 長 崎 • 箱 館 を 開港し、 一八 六 一年 一 月 〔萬 

延 元年 十一月〕 に 新 潟 を 開港し、 一八 六 三年 一月 〔文 久ニ年 十 1 月〕 に 江 戶 • 大阪. 兵 庫 を 開港 するとい ふ 約定 

せ ろんごう ，4>\  ひ なん 

であった の だ。 然るに 條約 勅許 問題が 物議 を 生じ、 世論 囂々 として、 幕府の 專斷を 批難す るので、 幕府 も 巳む を 

得す、 神奈川 • 長 崎 • 箱 館 三 港の 開港に 止めて、 江 戶* 大阪 • 兵 庫 • 新 潟の 四 港の 開港 を、 見合 はする の 外 はな 

かった。 

きつ bj- う  えんき 

幕府 は 窮狀を 諸 外 國に訴 へ、 一八 六 八 年 一月 一日 〔慶應 三年 十二月 七日〕 まで、 四 港 開港 を 延期す る ことに、 


再締 をした ので あるが、 幕府 は、 國內 における 形勢の 變 化に 押し流されて、 開港 を實行 するど ころ か、 却って 横 

はんぷく 

濱の 如き は、 之れ を 再び 鎖 港せ しめよう との、 提議 を さへ 出す に 至った ので、 諸外國 は、 その 反覆の 甚だしき を 

ざ v_  .J だ 

愤 ほり、 且つ 主權の 存在に 疑義 を懷 くやう になった 結果、 外國 公使 は、 斷然、 兵 庫 開港 を 迫 まるの 途を 取り、 幕 

せっかい 

府を 相手に せす、 直ちに 朝廷に 向って、 倏約 勅許 を 迫らん として、 かくは 大擧 して、 威を攝 海に 示す に 至った の 

であった。 

是れ實 に 幕府に とって は、 一大 難問で なければ な， ら なかった。 國內 において さへ、 長 州 問題で 手 も 足 も 出な く 

ふるしょう もん  こわだん はん 

なって ゐる ところへ、 更ら に四國 公使に、 古 證文を 差しつ けての 强 談判 を もちかけられて は、 何う する こと も 出 

來な いのであった。 殊に 主權が 幕府に なく、 朝廷に あると いふ 觀念 を、 第三者た る 諸 外國に 起さし め、 直ちに 朝 

かう *- つ  お めレ しゃう 

廷 政府と 交渉 を 進めよう とする こと は、 何と い つても 幕府の 致命傷で あらねば ならぬ。 

佛國と 幕府、 薩. 長と 英國 との 關係 や、 朝廷 及び 幕府の 之れ に對 する 態度に 就いては、 章 を 追うて 論述す るで 

あらう が、 此の 難局に 當 つて、 その 平生の 持論 を以 つて、 諸 藩の 有力なる 藩侯 を、 京都に 會同 せしめて、 朝廷 を 

中心とす • る、 一大 國家 會議を 開かう とする 運動 を 始めた の は、 實 に西鄕 その 人であった。 此の 時まで 鹿兒 島に あ 

さくおう  きふ ほ う 

つて、 西鄕と 東西 相應 じて 策應 して ゐた大 久保甲 東 も、 西鄕の 急報に 接して 東上した。 そして 諸 藩侯の 大會議 に 

對 する 遊說の 部署 は 定められた。 それによ ると、 大久保 は 越 前の 松 平 春 嶽に說 くこと となり、 吉井友 實は宇 和 島 

がう もの  せっしょう 

に 伊達宗城 を訪 ひ、 西 鄕は自 から 藩 國に歸 つて、 久 光の 東上 を 促が し、 更に 直接 外 使 中の 強の 者パ ー タスに 折衝 

外 艦の 兵 庫 入港と 條約 勅許  一 五 


大西 鄕仝傳 第三 卷  ニノ 

する ことにな つた。 固より この に は、 島津久 光の たる 決心が あり、 朝廷に おいて 近衛 忠熙、 忠 房の 助力 

すると ころが あつたの は、 S ふまで もない。 

*  *  * 

JerJ ざ  い にんせ いぢ 

形勢 は 11 船した。 諸 外國の 使臣が、 日本の 主權の 存在に 疑義 を 生じ、 幕府 政治 は 一種の 委任 政治であって， 主 

i は ミカ ド政 i 付、 則ち 天皇の 所在に おする こと を 知った の は、 一大 發 見と S はねば ならぬ。 そこに 最も 擢ん でた 

t  いちだいい たで 

パ ー タスの ^Igl. あるが、 旣に 諸外國 に、 その 存在 を 否定され たこと は、 幕府に とって、 何と S つても 一大 痛手 

であらねば ならぬ。 

此の際に 當 つて、 內 に西鄕 等の 諸藩會 同の 運動が 起った の は、 暗々 裡に 劃時代的 政治 變遷の 現 はれであった。 

1 種の 合議制度の であって、 それ は實に 幕府 政治より 公論 政治へ 移らう とする 過渡 運動の 先鋒であった 

に 相違ない。 この 點 から 見ても、 明治維新の 中心思想であった、 尊皇 愛國の 思想 は、 天皇 を 大本と する 1K 下 公論 

げう？ つ  - 0 

政治の 翹 望であった ことが わかる 

内,.. 力に 一一 一 曰 を 失った 幕府 は、 遂に 策の 出づ ると ころ を 知らす、 將軍辭 職の 外な き 形勢に 迫 まらる るので あった 

が、 それ は 一橋 中納 言に &ハ^ 心が あった からだと か 何とか、 幕府 側が 吹聽 f る やうに、 些々 たる 內部 的ぎ 擾 よりし 

たので はなく して、 實に 動かす ことの 出来ない、 そして 自然 的なる 大勢なる ものに、 知らす 識ら す、 引き すられ 

て 行った のに 外ならぬの であった。 


たいとう  きふ せん はう  さく タ やく 

薩 州が、 この 新 勢力の 擡頭 を 代表す る、 急先鋒と なった こと は、 策略 を以 つての み 時局の 變 遷を兒 る ものから 

-  じ やうぎ てんめん 

すれば、 實に 見事なる 泳ぎ 振りで あつたが、 彼等 薩州 人士が、 幕府との 情誼に 爵 綿す るの 必要の ない 立場に あつ 

たこと が、 彼等 をして この 自由なる 行動 を 執らし めた、 根本 原因で ある こと を 忘れて はならぬ。 

いは ゆる 當 時の 賢 諸侯と 稱 せられた、 山 內容堂 〔土 佐〕 伊達宗城 〔宇 和 島〕 松 平舂嶽 〔越 前〕 島 久光 〔薩 摩〕 毛 利 敬 

けんかく 

親 〔長 州〕 及び 一橋 慶喜等 を 個人的に 見て 来たならば、 必ら すし も 優劣 はない。 あっても 非常なる 懸隔 を m はく こと 

が 出来ない。 然るに その 中に あって、 何故に 薩* 長が 將來 天 下 を 支配す る 二 大勢 力と なり 得た かと S へば、 そ は 

ぼつらく  み れん  ほん はう 

全く 將 さに 沒 落せん として ゐる舊 勢力に 對 して、 何等の 未練 をも殘 すの 情誼が な S 立場に あって、 自， W に、 奔放 

くわう や 

に、 奔馬の 如く 轔 野に 活動す る ことが 出來 たからであった。 土 佐 や、 越 前 や、 宇 和 島 や、 すべて それらが 幕府の 

.  くわいた うらん i た てい 

親 藩で あり、 親密なる 關係 にあった こと は、 知らす 識 ら すの 問に、 彼等 をして、 快刀 亂麻 を截っ 底の、 快 擧に出 

づる こと を 躊躇せ しめたの だ。 

藩閥 政治 • 官僚政治 • 政黨 政治と 變 化して 行った 道程に 見ても、 矢張り 同樣の 情僞を 見る。 人 は 如何なる 時代 

においても、 身 を 自由の 立場に 置く ことが 必要 だ。 思想に お いても、 運動に おいても、 何物 かの 爲め にし、 或 ひ 

»  ばくまつ ふんらん  くわつ 

は 何物 かの 爲め にせら るべき ではない。 幕末 紛亂 の曬野 を、 自由自在に 濶步 した、 西鄕の 姿に、 我等 は學 ぶべき 

けう くん 

多くの 敎訓を 見る。 
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【四】 英 *佛- 蘭三國 軍艦の 兵 庫 入港 

三國 軍艦が 兵 庫に 人 港して、 眼前に 京都 を 威嚇した こと は、 流石に； 大 下の 耳目 を聳 動せ すに は 措かなかった。 

*N しもし だい 

幕府に とって 難問題で ある こと は、 京都に とっても 難問題で あり、 延いては、 日本 國 民の 難問題で なければ なら 

なかった。 

外 11 人 港に 就いては、 いろくの 風說 があった。 或 ひ は 幕府が、 安政 假條 約の 勒許を i:- ようとす る魂瞻 から、 

外國 使臣と 腹 を 合 はせ て、 京都 近くの 近海に、 示威運動 を 行 はした の だと も傳 へられた。 兵 庫 開港の こと は、 阿 

部 豐後守 〔正 外〕 が、 下關憤 金と 立て 換へ にす るつ もりで、 諜し合 はせ たの だと もい つた。 それに は 出口 〔駿河 守〕 

外國 奉行が 『いよ，/ \ 外國 船が 兵 庫へ 廻る と ござり まする』 と、 急を大 阪の豐 後に 報じた 時に、 豐 後はフ 、 ンと 

鼻で あし ひ、 

『何程の 大事 かと 思ったら、 水の 上 を、 舟が 走る とい ふこと で ござる か。 川に しがら みは あるが、 海に は 限界 

がない。 潮の 流れに 從 つて、 船の 出入り， は、 當り 前の ことで ござらう。』 

そらうそぶ  ふうへ う 

と 空嘯いて ゐた とかで、 さて はと 風評が 立った とも いふ。 

風評 を S へば それば かりで はない。 反 對に薩 藩が おびき 寄せ、 幕府 を闲 しまし むる 手段に 用 ひたの だと も 嘴し 

,  かれお はな 

立てられた。 人 港した 外國 船の 中に、 オイ ドン 人士が 乘り 込んで ゐる ともい はれた。 『幽靈 の；. ^.體：：- たり 枯 尾花』 


火の な i ところに、 煙 は 立たない にしても、 尋ねて 见れ ば、 その 火元から が、 怪しげな ものが 冬かった。 

お ほす ぢ 

その 屮で (命 そ はれな S 大筋 は、 幕府が 佛國と 親しく、 薩， 長、 殊に 薩 摩が、 英國と 近づいた ことであった。 佛 

國が £5 勢力に 依らう とし、 英國が ミカ ド 政府に 著 眼した の は、 各-^ての國の、 史的 性情に も. E 來 する ことで あつ 

て、 一 旦の 機略とば かり はい はれな いが、 英國 が列國 に擢ん でて、 東洋に 勢力 を 仲ば し、 後に 日英 同盟とまで 巡 

たんちょ  はいたい 

んで 行った 端緒が、 旣 にこの 逢に おいて、 胚胎して ゐる こと を 察せな S 譯に 行かぬ。 


當 時英阈 領事館の 通譯 生であった ァ ー ネスト • サ トウ 氏が、 假條 約に 『將 軍』 を 『大 と譯 して あるの を 1^ 

てぎ 

摘し、 ミカ ドを 以て 日本の 生權 者と し、 將 軍を以 つて 委任 政治 (豕 として、 ここに 英 國の對 日本の 新政 策 を 立てた 

たくしき 

など も、 英國 人の 卓識 を證 する 一 例で もあった。 一 代の 豪の者、 サ ー • ハ ー リ ー • パ ー タスが、 オル コ ックに 代 

つて、 日本に 來 たの も、 この 際 〔慶應 元年 閏 五月〕 のこと であった。 

パ ー ク スは來 任に 際して、 本國 政府から、 下關 償金 三百 萬 弗 は、 三分の 二 を拋棄 しても よいから、 兵 i^. 大阪 

を 速やかに 開港せ しめよ。 との 内命 を 受けて 來 たの だと もい はれて ゐた。 何に しても、 夙に 支那に 滯 在した、 

極東 通と して 推された 豪傑 パ 1 'タスの こと だから、 來任 匆々、 一花^ かせよう との 肚 もあって、 攝 海の デモ ンス 

トレ，' シ ヨン を 企 はだて たものと 思 はれる。 これ は單 なる 假想 ではなく、 彼れ と 幕吏との 應接 によっても、 それ 

と 察せられる 節々 が 多い。 
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【五】 怫國 公使 は霎 門から 

英國 に反して、 佛國 は何處 まで も、 幕府の 爲 めに 骨 を 折った。 11 隊入攝 後、 九月 十九 日、 公使 ロッシュが 閣老 

に 寄せた 書簡に は、 當 時の 外 國關係 を 察する に 足る ものが ある。 曰く、 

佛國 公使よ リ 老中に 贈れる 書 〔慶應 元年 九月 十九 日〕 

、 

此度 某、 各樣 方へ 得 二 御面唔 T 可 レ議之 大事 件に 付、 吾隊之 支配 頭 「カシ ョ ン」 と 申 者、 先 其 趣意 を逐 一 申 上 

候樣、 申 付 候。 就而 者、 同人 演述 中に、 萬 一 申 落 等 も 可 レ有レ 之 哉と、 心附、 別紙 之 通則、 寄 取 を以、 差 上 候。 

御 熟覽之 上、 可レ 然御存 意、 可レ被 n 仰 聞 1, 候。 以上。 

慶應元 丑年 九月  佛蘭西 全權ミ 一一 スト ル 

御 老中 樣  、 

か d  達 • 〔慶應 元年 九月 十九 日〕 

沸 蘭 西 全權、 ミュス トル • レオン •  ロセ フ申上 候。 我 政府、 大君 殿下 〔將 軍〕 に 於て 長 州の 重罪 を猶豫 する こ 

と、 更らに 其の 趣意 を 知らす、 大君 殿下に 於て、 今日まで 急 度 其の 罪 を 責めす、 只 だ 彼が 自ら 過を悔 て降參 


する を 待て、 追々 日數 を^し 給 ふと 雖も、 今に 至まで 其の 證な く、 或は 偽り 降參の 約定 を 巾 立、 或は 餘人立 

け ねん  あいれん 

入て、 終に は大 殿下の 御 進發、 徒ら 事に 成ん かと、 某、 頻 に此裹 を掛 念して 推參 致し 候。 抑. -萬尺 を 哀憐 

しさり う  うけつ  ふ 

する 赛は、 尊ら 人君の 所勞 といへ ども、 併し 天 より 預り 先祖より 受繼ぐ 所の 天下 泰平 を亂 さば、 仁心 却て 不 

じん  えいりょ  ひ き 

仁と 成るべし。 扨て 方今 日本の 形勢 を考 ふるに、 上 は 天の 敦慮 定まらす、 次に は 非議なる 謀反 あり。 中 S 國の 

-C ざ は； S 

泰平に 禍 する 者 は、 外なら す この 兩條 にあらん か。 故 如何と なれば、 素より 政府 は； 大 子より 國政を 委任 せら 

れ しこと なれば、 世界の 變を兒 て 時宜に 從ふ。 故に 各國と 交易 を 取り結び しなり。 素より 條約取 結ぶ は、 日 

ふ W 'よせう らん 

本に 於ても、 天子 及 諸侯 方 も、 政府と 同意なら ざる 時 は、 却って 不慮 擾亂 を醯 すべし。 旣に 政府 を 背む きて 

内 亂を爲 す處の 逆徒 を、 日本 政府に 於て、 速に 鎭靜方 行き 屈 かざらば 各國 より 其の 逆徒 を维 たんと 議 言した 

り。 左 すれば、 其 期に 及んで、 貴 政府より 如何程 制し 給 ふと も從 ふべ からす。 就中 英吉利 政府の 所爲 を？？ ふ 

ぎねん 

るに、 交易 を 事. として、 自己の 利益の み を 先と し、 追々 疑念 を 生じ、 彼の 心、 大君 は 最早 ゃ實 意な く、 專ぱ 

ら鎖 港の 思 召しな らんと 思 ひ 居る 所に、 薩摩、 長 州の 大名、 英吉利に 密に 使者 を 遣 はし、 何時と なく 二 ケ！： 

に 於て 11 港 致すべき の存 意を顯 はし、 故に 諸 大名と 外 國と睦 じく 交 はるに、 獨り 政府の み 鎖 港の 志 ありと、 

くわん てい 

英の 政府 深く 疑 ひ 居候。 右の 事實 は、 貴 政府に 於て、 未だ 疑 ひた ま はざる か。 右 は 甘 水 等 觀-: 几す る 所 ありて、 

斯 く.^ 候。 故に 英 公使 は、 是 等の 疑念 を晴 さん 爲、 上阪 して 右の 實否 を自 から 辨明 致さん 存 意に 候 ば、 過 

月 某 熱 海に 於て 山 ロ駿河 守、 栗 本 瀨兵衞 を 以て、 大君 殿下 何れに も 武威 を 板 ひ 給ふ檨 と、 閣老 衆まで 中立 E 

外 ^ の 共 庫 入港と 條約勑 許  二 一 
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候。 其の後 英の 公使、 頻りに 上阪 せんとす る を延日 致され、 叉 は 前に 述 ぶる 如き 大名の 甘言に 不都合な るべ 

し。 併しお は 如何なる 不都合な りと も、 各國と 兵端 を 開かば、 猶ほ又 禍 大 なるべし。 亦た 日. 4 にて は發明 

したる 武器 も 未だ 少なく、 西洋に は大國 あ-りて 其の 大國の 兵士、 年々 戰場 を經て 新に 發 明した る 武器 も 多く 

てキ； たい  みだ w 

あれば、 n 木 政府の 未だ 西洋へ 敵對 すろ 心なき は 必定の 理 なり。 旣に條 約 書 を 取替 はせられ し 上 は、 妄に廢 

する こと 叶 ふべ からす。 且つ 鎖 港 せんに は 武備 調 はす、 各國へ 使節 を 遣 はされ、 ci^.- 銷 港の 談判に 及ぶ とい 

さくりゃく 

へど も、 备國の 政府、 敢 へて 承引せ す。 左 すれば 戰举の 外 他の 策略 あるべ からす。 依て 右 等 を 贵國の 太平 を 

害する 者と 申すな り。 昨年 毛 利 火 膳、 意 恨 を 含んで 外國艦 を妄舉 したる 一 件、 速に 僅の 軍艦 を 差 向けて、 憤 

を晴 さんと 欲すれば、 大君 殿下の 制止 默 止しが たく、 餘儀 なく 軍艦 引け 候 ひしが、 長 防 ニ國を 攻め 擊 たんこ 

と は 素より 备國 政府の 嚴令 なり。 但だ贵 政府の 主意に 屍らざる 爲め、 各 軍艦 を 引上げて、 防 長 を 擊っ事 は 止 

たり。 依て 思 ふに 所詮 外國條 約の 義に 付て は 惑 はざる やう、 篤と 日本の 事情 を 說 示し 候 故、 英 公使 今日まで 

出帆 延引 致し たれ ども、 最早 や 待ち兼ねて 頻りに 上阪 せんこと を 望む、 若 一人に て 大阪に 至に なば、 如何な 

る 事 を か 申立 候 哉。 叉 は 如何なる 所業 を 致さん も 計り 難ければ、 猶叉英 公使と 含 議 して、 某の 意兑 を說 きし 

故英 公使 は 某と 同意して、 何事 も 卒爾の 舉動 之れ なき 儀、 堅く 約して 旣に 橫濱を 出帆 せんとす るの 日、 阿部 

豐後守 様、 松 平 周 防守檨 より 御 書翰 を 得たり。 就て 此度 推參 せし こと は、 各樣 方と 計て 諸事 速に 決斷 せんこ 

と を 欲す。 左 すれば 英 公使に 现不寵 なる 擧動 致させ まじく、 若し 各樣方 格別の 御 配慮 もな く、 御嶽 力 もな き 


に 於て は、 餘 なく 某 も英 公使と 同意して、 不 H 京師まで 推 # ^致すべく、 就て は佛 公使、 至 極 の • ぼ を 以て 

中 進す るの 簡條 は、 ^一  倏 約の 義に 付て 天子 大君と. 水く 御 同意 あらせられ ざるに 於て は、 て 四 公使 卜： 京の 

上に、 押て 天子に 謁し 奉るべし と * 公使 等の 衆議 は旣に せり。 素より 京師に 於て 條約 許容せられ ざれば、 

すべ  しんぽく 

自然 各國の 疑心 も 解け. f して、 惣 ての 交際 大に 親睦す る を 得す。 然る 時 は、 近來 新たに 發 明した る 武器 及戰 

43 ん けいき じゅつ 

爭の珍 計 奇術 等 も傳授 仕らす。 左 すれば 日本 堅國强 民の 策 も 行 はれす、 贵 國堅强 なら ざれば 國贵 ときをお す。 

國 $1； きこと を 得 ざれば、 天子 及 政府 贵 からす。 就て は 大君 天子 を贵 くせんと した ま はば、 ；人 子 暫く 备國 の條 

かんえ う 

約 を 励 許 あらせられて、 交際の 親睦 を 結び 給 ふ樣、 贵國 政府に 於て 宜しく 御盡カ 肝要に 之れ あるべく 候。 亦 

けんぎ やう 

た暫 らく 各國を 親睦し 給 はば、 多年 を經， f して. 贵阈實 に 堅 強なる を 得べ し。 若し 極めて ^強なる の 後 は、 

譬へ  一二の 外國 より 異論 を發 して、 贵國 人情に 逆 ひ、 若く は 贵國の 境界 を 犯さん とする まで、 现不盡 の處 m は 

致す とも、 其 期に 及で 大に 防禦の カ充 ちな ば、 各國の 人心、 其時實 に貴國 の！ K 子を贵 むべ く、 亦た 恐るべし。 

且つ 贵國の 形勢 を 篤と 案す るに、 或 ひ は 諸侯 不義の 働き ありて、 表は鎮 港の 議論 を 立て、 且つ； 犬 子まで も^ 

じゅくぎ 

問し、 褽 は 開港の 志 を 抱き、 薩州 たお 州の 如き、 密かに 英國へ 使者 を 遣 はし、 英 政府と 熟議して、 右二 ケ！； 

の屮、 海邊に 然るべきの 地 を擇ん で、 一箇の 港 を 開かん ことの、 情を顯 はせ り。 然 らば、 願 ふ 所、 兵 庵 を 速 

じ やばう 

に 開港な され、 英吉利 政府の 疑念 を 解かしめ、 不忠なる 諧 侯の、 邪 謀 を 挫くべき 御 仕置、 之れ なく 候て は、 

夥多の 不都合 を釀 すべき も、 計り 難ければ、 此說、 篤と 御 賢察の 上、 速 かに 御明 斷 あらせられ たく、 存じ 奉 

外艦の兵^^入港と倏約勅：れ5  •  二三 
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る。 拜具 謹言。 

峰 

鹿應元 丑年 九月 十九 日 

此の 書の 內容は 幾 やうに も 解せられ よう。 文 言の 上から 察すれば、 明らかに 英 .佛 の 不和 は 察せられる。 英國 

の 功利主義 的 態度 を、 怫國が よろこんで ゐな S こと は、 充分に 讀 まれる。 中には 囊 中鋭鈹 をつつ む 恫喝 も ある。 

幕府の 友と しての 立場から、 S ろくに 建策す るので あるが、 何 こまで 『良友』 であるか は、 俄かに 許されぬ。 

幕府の 味方であって もなくても * 結局 は 『兵 庫 を 開港した がよ い』 と S ふのに 變り はない。 パ ー タスが 表て 玄關 

から 怒鳴り込 むのと、 ロッシュ が、 裹 所から 俐巧に 蕩 らし 込む のとの 相違 だ。 

佛國 公使 は、 更に 幕 閣に對 して、 別種の 密書 を呈 して ゐる。 前揭の 『口 達 書』 は 表面的 外交文書 であるが、 こ 

ぎょじつ 

れは €： 面的祕 書で ある。 此 一文 を 請めば、 佛國が どこまでも、 幕府の 同情者た らんと する 實が 明らかで ある。 

佛國 公使よ リ 老中への 密書 〔慶應 元年 九月〕 

條約御 許容 之 儀に 付、 謹而 申立 候 件、 有い 之 候。 

やすん  ぎ なん 

右條約 勅許 之 大事 件 は、 貴 國始、 各國 人心 を 安し 候に 付、 外 は外國 よりの 危難 を 遠け、 內は 富强を 致す 基本 

たて 

此に立 はなり。 

二百 年 前より、 逐々 世界の 形勢 ー變 致し、 帝國 〔日本 を 指 ざす〕 各 國と相 交 親し、 有無 を 貿易し、 人々 不足 


ろうしゅ 

なから しむ。 是は ；大 より 定めた る、 自然 至 《3£ の 道理に て、 五六 年 前、 支那の 如く、 古 習 を^ 守し、 此交 親の 

^ . きょ  じ くわ じ せう 

f  » 無理に^ 去 せんとす る楚 は、 誠に 不レ得 レ已、 兵禍 を 被る、 自 禍を自 招せ り。 依レ 夫、 此慘毒 を 明察せ る 

日本 帝 は、 各 國の條 約 を 勅許 せられし は、 此上 なき 國の洪 福と、 帝の 聰明 は、 數 年なら す、 其效、 顯然 たる 

へし。 

外臣 「レ ヲン •  n セス」 區々 の 微力、 及 候 丈 は、 一心に 實衷を 陳し候 は、 平生の 覺 悟に 候 間、 乍 レ恐此 度 1 

大事 件、 申 上 候。 殿下 篤と 熟考 被, 下 候檨、 伏而 奉レ冀 所に 御座 候。 

條約面 は、 各國 公使、 元々 日本 都府に 在留 可レ 致、 右 は 萬 國 • 支那と て も 同斷の 確定な り。 其 故 如何と なれ は 

しゅし 

公使の 儀 は、 固より 备國 政府より、 其國々 政府の 主 司へ 差 出した る 任 なれ は、 左 無 レ之節 は、 外臣 公使 等、 各 

政府の 八 令、 に 近 けれ は、 其罰必 重し。 然れは 七月 〔慶應 元年〕 以前、 大君 殿下 〔將軍 を 指 ざす〕 上阪 

まく ぜん  し じ  もし 厶厶 厶 厶厶厶 

相 成、 御 歸朝は 何時なる へしと 問 合する に、 未た 漠然、 其 歸朝を 指示す る不レ 能と 述 たり。 若殿 下、 速に 歸府 

厶 厶 》^<1 厶. d 厶厶厶 <:! 厶 A 厶 厶厶 厶厶厶 厶 AA 厶 厶厶厶 厶厶厶 -厶厶 厶厶厶 厶 厶 *<^1<:1* 

無 レ之節 は、 S1 恐 入 候へ 共、 不 レ能レ 止、 外臣 rn セス」 各國 公使と 共に、 大坂叉 は 京師 之 内、 殿下 所留之 地に、 

速に^ 14,,! き、 i なド。 又 軍艦 並 兵卒 は、 固より 公使 護衞 之爲、 連 越した る 者 なれ は、 公使 同時に、 何の 

地へ も 引 連 可 レ參存 候。 贵國之 内事、 固より 外 臣の撣 り 敢て議 する 所に あらす。 然り といへ 共、 贵國の 事 は、 

平生 深く 心配す る處 なれば、 乍 レ恐今 一條、 陳述 申 上 候。 

卽今、 條約 勅許 之 初 先、 叛 Hi 毛 利大膳 を、 寬裕の 御沙汰に すべし。 如何と なれ は、 彼の 罪 は、 素より 愚 味よ 

外 艦の 兵 靡 入港と 條約 勅許  二  K 
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り 出て、 大逆 惡心 あるに 非す。 故に 年を遂 ひ、 段々 事理 を明悉 し、 .cz 然 前非 後悔の 期に 至る へし。 過 年、 各 

どうしつ 

國 政府より、 大君 殿下の 伐 長 を 願 ふと 雖、 此度 备國の 政府、 悉く 日本 帝 國の事 を洞悉 し、 萬 一 諸 藩， 輕擧 

暴動 ある 節 は、 大名と 各 極との 事 なれ は、 政府に 於て、 更に 御 心配 あるへ からす。 就 而者可 n 相 成 一は、 殿下 

A<1 厶厶 AA 厶 めぐ  <1<1 厶<1么<-厶<1 厶 A 厶厶 A  <1AAA51.51 ^  -A  ml  ^- i  ^  .1 へ厶 ，きと， X か ィ >、 

速に 歸 東の 計 を 運ら し、 富國强 兵の 實に 心を盡 し、 海陸の 御 軍備 速に 御 整 贵國周 海の 備を行 屈しめ 

△  A<1A<1 厶厶厶 <d 厶厶厶 厶厶 A 厶厶 厶厶 厶<<1  - - .  い うは う ^^r^  »  i  ：  -  -  ！  (-  、  '  0  ： 

此度伐 長に 费す へき 財 用 を、 前文 軍備の 用に 充 へし 左 候へ は 友朋 も 讎敵も 皆 日本 王 を 尊敬す へし。 先 

今度 は、 貴國獨 自ら、 誇大の 心 を 止め、 外國と 信に 親睦し、 彼の 所長の 舉問 • 兵 術 を 借り、 彼の 得る 處を學 

び、 速に.. 貴 國の 富强を 計る へし。 

も a さ じょ う  さ う も ん  > 

諸 藩の 內、 外交 を 嫌 ひ 忌み、 專ら鎖 攘之議 を、 奏問 する 輩 も ありと 云 を、 傳承 せり。 幸に 聰明の 心 を 照し 

右 等の に f^t き、 右 等 各藩へ、 篤と 外國と 唯今 戰爭に 及 ふ は、 以之 外、 無謀なる 義を、 盡カ說 得し、 若 其 

敎に不 レ從、 戰 爭に從 事す るの 志 なれ は、 各國 敢て辭 せす、 速に 力 を 試ん と 欲するな り。 就て は 速に 殿下、 y 

戶へ歸 り、 政府 之 力と 皇帝の 力と を 協同し、 各 國の志 を 屈し、 公使 輩の 搏ひ攝 海に 趣き、 京 畿に迫 近す る 事 

勿ら しむる 樣、 御 取 計 有， 之 度 候。 

天 之 Eii 臨 を 蒙 むられ たる 大君 殿下 之 洪福を 祈る 爲め、 外臣 「レオン •  セス」 謹て 申立る。 

如上の 文面 を熟讀 すれば、 佛國は 英國と 異なり、 努めて 幕府の 爲に、 その 權カを 維持す る 方法 を敎 へて ゐる。 

要するに 將軍は 亂を 延長す る やうな 愚を爲 さす、 サッサ と、 れ 戶に歸 つて、 富國强 兵の 事に 當れ とい ふので ある。 


各藩が 接 il を やろ なら、 外阈 は^ 接 各藩に 當 るまでで、 それ は 幕府の 關知 せぬ ところであって よい。 ^に 角、 將 

軍 は n 十く；：：； 一 戶 城に 歸 るが よいと 勸說 して ゐ るの は、 幕府の 政治的 權カを 確保す る 上から して ゐる。 佛國が 何處ま 

で も 幕府 中心 に 、 外交 方針 を 立 てて ゐ るの を 察すべき である。 

【六】 英國 公使 は 表 門 から 

英國新 公使 パ ー タス の 態度 は、 飽くまで も 傲慢 無禮 であった。 然しながら それだけに 男らしい ところ も ある。 

ら. -, つ 4 ク くン  ぐわん こお や \. り 

物 も 解かる。 ii 雨 一 下、 理 11^ が 解かれば、 淸風 衣を拂 ふの 感が ある。 日本 を 小 供 あっか ひに して、 頑固 親爺の や 

うに、 頭から 我， り 立てる ところ は、 日本人と して、 腕 まくり をした くなる の も、 無 If はな いが、 タ 立の 神^り 

だけに、 梅雨より は、 後の 始末が よい。 

* ん さつ ， . » 

九 月 二十 三日、 阿部 豐後 守が、 パ ー タスと 會兒 した 時に、 彼れ は 次の 五ケ 條を、 難詰し 要請した。 

一 、 征 長の 因循 は 何故 だ。 

一、 征長 不可能の 事情 あらば、 何時 にても 助力す る。 

一 , 兵 庫 を 開港せ よ。  . 

ちせ だん ほん 

一、 幕府で 決する ことが 出来なければ、 直ちに 上京して * 天朝と 直談 刺す る。 

I " 征 長の 助力 も 許されす、 且つ 丘ハ庫 開港 は、 征長終結後で^^^ければ出來なぃとぃふなれば、 それまで、 兵 
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庫に 居据 つて ゐる。 

と S ふので ある。 固より 速 答の 出來 やう 害 はな いから、 九月 二十 六日 を 期して 回答 をす ると 約して 豐後は 引き 下 

つた。 列國に 眞の戰 意が あつたか どうか、 あつたに したと ころで、 口先で 恫喝す る ほどの こと はない。 然し 當時 

我國の 事情で は、 外人 を 虎よりも 恐れて ゐ たから、 『直ちに 京都に 入って 直談判 を 試みる』 とパ ー タスが 傲 語した 

ふつ とう  き r フふ しし 

のが、 甚だしく 世論 を 沸騰せ しめた。 『上陸され て は 溜まらぬ』 と S ふ 恐怖心が、 幕府ば かりで なく、 朝廷の 公卿 

を も 支. 配して、 ここに 難局 は 開かれた ので ある。 大阪城 中で は、 開港 已むを 得すと 決し、 松 平 周 防 守 〔康 直〕 を、 

兵 靡 に 派遣 する 手 害であった。 

九月 二十 四 • 五雨 日間の 閣議に、 一橋 • 會津を 加へ なかった の も、 可笑しな ものであるが、 九 月 二十 六日の， 

IT 大 阪に慶 喜が 到 著して 『朝 許な くして 開港す るの 不可』 である こと、 それが 安政 戊 午の 失態 を界 1 する もの 

である こと を、 痛論した 結果、 十日 問の 回答 猶豫を 求む る ことにな つた。 立 花 出 雲 守 〔種 恭〕 大阪 町奉行 井上 主 水 

,  i ラ あん 

正 〔外人 應接 方〕 が、 使節と して 外 艦 を 問した。 

, ：  がう まん ふ ぞ ん 

應 接した るパ f タスの 傲慢不遜なる 態度 は、 立 花が、 意中 私 かに パ ー タス を 斬って、 艦 中に 割腹し ようと、 決 

心した のに 見ても、 略ぶ その 狀が 察せられる。 

『十日 間猶豫 すれば、 その 間に 勅許が あるとの、 確た る 證據が あるか、 その 證據 がなければ 信用が 出来ない』 

と、 パ ー タスが 我 鳴り 立てた 時に、 井上 奉行 は I となって、 


『かう いふ 事に、 何も 證攛の あり やう はない が、 日本 武士の 間に、 誓約 を 行 ふ 時 は、 血判 をす る 習慣が ある。 

依って 之れ を以 つて 證據 とする の 外 はない。』 

\  やう 含つ 

. と、 一閃 早 やく 小柄 を拔 いて、 小指 を 刺さう とした。 流石の パ ー タス も、 文明 人士に：^ れす、 これに は 一驚 を 喫 

したと 兑 えて、 

『ま ァ./ \ 待った』 と、 15- に 角 勑許を 經る爲 に、 ここに 十日の 猶 豫を與 ふること になった。 立 花、 井上が 決死 

の覺 悟を以 つて やれば、 十日 • 二十日の 猶豫は 何でもな いのに、 阿部 豐後、 松 前 伊豆の 如き、 堂々 たる 幕府の 閣 

老が、 先き に、 僅かに 三日の 猶豫 をし か 求め 得ないで、 その上、 獨斷を 以て 開港の 内諾 を與 へようと したの は、 

何たる 不體 裁で あるか、 との 議論が 四方に 起った。 後に 兩閣老 が、 朝廷の 謎 責を受 くるに 至った の は、 此邊 から 

端を發 して ゐ たので ある。 

*  *  * 

幕府に は 幕府の 事情が あつたに せよ、 閣老の 力 置 は 此の 一 事で も 解かって ゐる。 何事 も 『察 勿れ 主義』 の _ぉ 便 

しゅき  かいえ ま 

、王 義が禍 ひした ので あるに しても、 談判 は 半ば 人物の 力量に よって 左右され るの だ。 阿部、 松 前 兩閣老 に 『改 

切腹』 との 朝議が 決した 事情 も 察せられぬ でない。 二 條關白 〔齊 敬〕 が、 一橋に 此の 命令 を傳 へた 時に、 中納言 は. 

極力 それに 反對 し、 かくて は將 軍の 內 政に 干涉す るの 嫌 ひがあって、 よろしくな いこと を 論じた ので、 遂に 『官 

職 を 召 放ち、 國 許に 謹 愼』 との 命令と なって、 將 軍に 下された ので ある。 

外 艦め 兵庳 入港と 條約勉 許  二. 
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かくし つ 

1 橋と 幕閣 との 確執 は、 今に 始まった ことで はない。 大奥で 一橋が 嫌 はれて ゐる こと は、 烈 公?^ 1;f^ 來 のこと 

だ。 人物から S へば、 鬼 も 角 一 橋 は 凡 物で はない。 繼嗣 問題が 起った 時に、 一 橋に 名 ざされ たの も、 水戶 異心と 

ばかり は S へぬ。 將軍 家の 難局に 際して、 少なくとも 英傑の 子 を 擁立せ ねばなら ぬとの 論 も、 ー應は 受け とらね 

ばなら ぬ。 ところが 大奥で は、 水戶嫌 ひなと ころへ 持って来て、 一橋 英 物の 評が、 却って i れを 抱かし むる 所以 

ともなつ たので ある。 

京都 總督 としての 慶喜 は、 京都と 、江戸との 中間に 立って、 隨分 人の 知れぬ 苦勞 をした。 越 前 春嶽の 如き は、 ぎ 

まら なくなって 逃げ 歸 つてし まった が、 總督 は、 尻に 帆 を 掛ける 譯には 行かぬ。 繼子极 ひに されても、 勝 まれて 

も、 怨 まれても、 オイ それと 逃げ出す ことが 出来ない。 一橋 は 勇斷に 乏しい と いっても、 この 苦境に、 默 まって 

堪え忍んで ゐ るの は、 容易の 業で はない。 慶 喜の 苦衷 は 察する に餘 りが ある。 

併しながら、 閣老 との 反目 は、 此 時に 到って その 極に 達した。 怨み も あり、 § み も あり、 何う せ 内靑は 女性的 

な 紛糾で あつたが、 その 女性的 紛糾が、 凝って 將軍辭 職の 大幕 ともなつ たので ある。 

【七】 井上 義斐と 一橋 慶喜 

阿部 豐後、 松 前 伊豆 〔崇 廣〕 の兩 相が、 外 艦 交渉に 失敗した こと は、 單 なる 失敗で はな S とされた。 國 家の き 

にな  ゾ 

を擔ふ 者の 態度で なく、 實 に皇窒 を輕ん じ、 社稷 を寶る もの だとの ぎ 艦が、 四方に ほった。 宮廷で も IE- 一  の： y.. 難 


が^くな つた A 


*i  くろ 


彼等の 無 誠意なる 交涉の 暴露 は、 云 ふまで もな く、 後に 立 花 出 雷、 井上 〔義 斐〕 大阪 奉行が 乘り 込んで >  "：^ を；^ 

して 十日 間の 摘 豫を請 ひ 得て 來た ことによって 發 見され た。 日本 國家を しとし、 堅く 國 家の 體面を 維持す るの 

S  くわん てつ 

覺 悟と、 飽くまで 我が 主張 を 貫徹す るの 勇氣 とがあるなら ば、 僅か 三日の 猶豫 をお つて、 平伏す る やうた ^體裁 

な 結果 を兑る 苦がない。 それの みならす、 EI と 暴との 間に、 京都 を控 へながら、 朝廷の 意向 を 寧 伺せ. f. して、 が 

かに 11 港の 內 諾を與 へようと したの は、 かに 越 横で あるに 相違な く、 同時に我が皇へ卞^^侮：^寸するの、 しき も 

のであった。 輿論 は嚣々 として 兩 相の 失 績を 追擎 した。 

ぎゆうぎ やう 

窮 境 に陷 いった 兩相 は、 私 かに 一 橋の 心事 を 疑 はざる を なかった。 條約勑 許の 困難で ある こと は、 今： おら 

てう/、  -  .  なん *-」 やう 

喋々 する まで もない。 vt^ を かへ 品 を か へても、 容易に それが 出来な S からこ そ、 安政 以来の 難 境が 逑 ^41 して ゐる 

ちょくぎ よ  さ.^ うち 

ので はない か。 それ を 一橋が 今日に 到って なほ 勒許を 云々 する の は、 幕府の 窮地 を 察せな S にも^が ある。 井上 

よこやり  いぎ はぢ か  さく 

奉行 をして 橫槍を 入れし め、 我々 に 生 耻を援 かしめ たのみなら す、 死地に 陷 いら しめたの も、 要するに 一 橋の^ 

略に 相違ない。 一橋が 井上 義斐を 使って、 兩 相の 裏 を 接 かした の だ、 との 疑惑が、 當時、 幕府 側の プ II バ カン ダ 

であった。 

井上 は して 一 橋の 腹心と して、 幕府 S ぢ めの 爲 めに、 外 艦に 折衝した ので あるか。 これに 就いて、 一 i^e か 

ら 語って ゐる ところに よると、 

外 艦の 兵瞎 入港と 條約勑 許  一二 一 
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『あれ は 井上 自身の 考 へだ。 〔中略〕 其 際に 丁度 私が 京都から 大阪へ 著した が、 まだ 夜の 引 明けで、 登城す る譯 

ゐ さ. i 

に ゆかな いので、 阿部 豐 後の 宅へ 行った。 そこで 委細の 話 を 阿部 豐 後から 聽 いた。 斯うく いふ こと 〔勅許な 

くして 開港の 內 諾を與 ふる 事〕 にした とい ふから、 それ はどう もい けない。 前 々ハル リスの 來た 時に も、 朝廷 

へ 伺って 御 許可の ない 中に、 私に 條約を 結んだ と S ふ 議論が やかましかった。 それに 今 叉 其 通りの こと をして 

とて  • 

は、 迚も 治まらぬ から、 どうと もして これ は日延 をして、 さう して 朝廷の 方へ 申 上げて、 是非 御 許になる やう 

にしなければ いかぬ。 といって ゐる ところへ、 井上 主 水が 自分で 考 へて、 これ はどう も 容易なら ぬ こと だ。 私が 

ぢ きだん  き V と 

行って 一つ 外國 人に 直狄 ^ して、 是非 日延 を聽屆 ける やうに しょうと いふので、 自分で 全く 出て 行った の だ。 

〔中略〕 それで 井上 主 水が 行って 日延を 承知し たんだね。 して 見る と 阿部 豐後も 松 前 伊豆 も、 自分 は 閣老で 居な 

がら、 主 水が 行って 承知した もの を、 二人で どうも 出来ない といって、 朝廷へ 申 上げる とい ふの は、 二人に 於 

たい-. んき 

て 甚だ 濟ま ぬと S ふこと になった の * た。 それからして、 あの 二人 は 返 役と いふ ことにな つた』 

と 語って ゐる。 事の 順序 は自 から 明らかで ある。 人間 は何處 まで 行っても 感情の 動物 だ。 公理 公論の 間で も、 結 

局 は 愛憎の 支配 を 免 がれぬ。 『蟲が 好かぬ』 とい ふ 間柄が、 何處 まで も 一橋、 幕閣の 間に 蹯 かまって 行く の を、 避 

；&る ことが 出来ない のであった。 


【八】 家茂將 軍の 辭職 奏上 

及ばすな がら 自分 も畢： Ijj の 努力 を盡 して 見よう。 將軍も 親しく 上京して 闕ドに 勅許 を 請 はれたら よから う。 さ 

う 一橋 はカ說 する のであった。 慶 喜の 心中に は、 深く 期す ると ころがあった。 それ は 『是 れ予が 三た び 死 を 決す 

るの 一な り』 といって ゐ るの を 兒て も、 慶 喜の 覺悟は 察せられる。 i 呂中 においても、 今度と いふ 今度 は 無 现なこ 

もくさん 

と は 仰せられ まいと S ふ豫測 も、 彼れ の 目算に あった。 それで 一 橋 は、 直ちに 京都に 上り、 將 軍の 來るを 待ち 受 

ける ことにな つたので ある。 然るに 將軍は 遂に 来らす して、 意外に も 『將 軍家辭 職』 の 上 到達した。 

^表の 日附 は、 實 に鹿應 元年 〔丁 5〕 十月 一 日であって、 之れ が 朝廷に 達した の は、 翌， 十月 三日の ことで あ 

つた。 その 文に 曰く、 

5 へ もち  じしょぐ, V うじょう 

家茂將 軍の 辭職 奏上 〔慶應 元年 十月 朔日〕 

一 き ク 

臣家 茂、 幼弱 不才の 身を以 つて、 叨に 征夷の 大任 を 蒙り、 及ばすな がら 日夜 勉勵 罷り あり 候と ころ、 外 多 

事の 時に 15 り、 上、 { 辰 襟 を 安んじ 奉つ り、 下、 萬 民 を 鎮：！ 仕り 候 こと 能 はす、 しかの みならす、 阈を 富まし 

兵を强 して、 皇威を 海外に 輝 やかし 候 力 これな く、 き 職 掌 を 汚し 申すべく と、 痛心の 餘. o、 胸い J 强 く&メ 

閉 致し 罷り あり 候。 然る 所、 臣 家族の 内 にて、 慶喜儀 は、 年來闕 下に 罷り あり、 ^務 にも 逝途 仕つ り、 大任 
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に 堪え 申すべく 存じ 奉り 候に 付き、 臣家茂 返隱、 慶 喜に 相續 仕らせ >  政務 相 讓り候 間、 臣家 茂の 時の 如く、 

諸事 御 委任、 爲し 下し 置かせられ 候 やう、. 偏に 希 願 奉り 候。 尤も 當今 時務の 儀に 就いては、 別紙 を以 つて 奏 

聞 仕り 候 間、 右慶 喜へ 御沙汰 御座 候樣、 願 奉りお き 候。 

丑 十月 朔 日 〔慶應 元年〕  E 家  茂 

そして 所謂 別紙なる ものに は、 次の 如く 述べられ てあつた • 

じ しょぐ り ゆう べつ し 上 

辭職 理由 別 書 〔同 上〕 

臣家 茂、 議で 宇內の 形勢 を 熟考 仕り 候處、 近來 追々 變遷 致し、 親和 を 結び、 有無 を 通じ、 互に ピ 計り 候 

風習に 推移 候 上 は、 天 地 自然の 氣數、 丄むを 得ざる の 勢に 之れ あるべく 存じ 奉り 候。 就て は 皇國に 限り、 1 

向、 御 外交 あらせられす 候て は、 卑怯. 退 縮の 姿に 相 成り、 御國 體御國 威、 共に 却って 相 立ち 申す 間 じく、 旣 

に 先年 下田に 於て、 亜米利加 使節と 和親 條約 取替へ 相 成り 候 も、 右 等 斟酌の 上 遂に 奏聞 御 許容 相 成り 候 儀に 

て、 其れ 以來、 追々 鎮國 の舊格 を變じ 富強の 恶を漸 々相 開き 候處、 其 後、 外 夷 担絕の 儀、 仰せ 出され 候に 付 

せ 一 ゆ  * ンょ- つ 

成るべく 丈け、 聖論 遵奉 仕り 度き 志願に 御座 候へ 共、 無謀の 掃攘は 致す まじき 旨、 尙ほ 仰せ 出され 候 趣き も 

これ あり 候 間、 何れに も.： S 國强 兵の 策 相 立て 候 上なら では、 Igg の 典 も 行 はれ 難く、 就て は 彼れ の 長す ると 

、，、 ,  ,  せんかう  ゐ 

• ころ を 揮り 貿易の 利 を 以て、 多く 船礮 を備設 し、 夷を以 つて 夷 を 制する の 術 を 講じ 候 事、 當今 第一 の 急務 


と^じ 奉り 候。 是れ まで i® 々苦心 龍り あり 候 折 柄、 防 長の 事件 相發 り、 終に 大阪迄 出張 仕 候. ；;^ ら. f もお 

艦、 兵 庫 港へ 渡來、 條約 廉々、 改めて 勒許 之れ あり 候 やう 巾し 立て、 若しも ：| 茂に 於て、 取 計 ひ 兼ね 候へば、 

彼れ 闕 下へ 罷り出で、 直に 申し 立つべき 3:! 巾し 張り、 種々 論 斷を盡 し、 應接 仕り 候へ 共、 何分 承諾 仕らす、 

去りと て 無謀の 干. を 動し 候て は、 必勝の 利、 覺束 なく、 たと へ 一時 は 勝 i^i: 之れ あり^ても、 四方 海 を 5 が、 ら 

すの 御國 柄、 東西南北、 旦に暮 に 攻掠を 請け 候て、 戰爭已 む 時な くんば、 皇國生 民の^ 鳳、 此の 時より 相始 

まり 申すべく、 不仁 不慈、 此の上 は 之れ ある まじく、 誠に 以て 嘆か はしき 懐、 臣 一家の^ 亡 は； g らく  しお 

ほうそ  r  • 

き、 寶 の 御 安危に も關係 仕り、 實以 つて 容易なら ざる 儀に て、 陛下 萬 民 を 覆 宵 遊ばされ^ 御仁 德に 1 佇り 

中すべき 哉。 臣家 茂に 於ても、 職掌 相 立ち ゆ さす 候 間、 お 等の 處、 篤と 思し召し 分けさせられ、 恐れながら 

衆議に 钢動搖 これな く、 斷 然と 御 卓識 を 立てさせられ、 何卒、 改めて 條約 面、 ^を 去り 實を： し、 至 の談 

判 仕り 候 儀、 判然と 勅許 成し 下され 候 やう 仕り 度く、 左 候へば、 如何 やうに も 力 仕り、 ル ilil の 資備を 

立て、 內は 防. お 追討の 功 を 遂げ、 上、 宸襟を 安んじ 奉り、 下、 萬 民 を 安^せ しめ、 臣 (お 茂、 fg 先の 志に 報 ひ 

r  え *> ぶ  ない らしぐ ト いこう  ユー 

申すべき 志願に 御座 候。 皇國 如何 やう 英武の 御 國に候 得 共、 萬 一 内 亂外寇 一 時に 差し 湊ひ、 西洋 萬阐を 敵に 

引き fi け 候て は、 終に は 聖體の 御 安危に も拘 り、 萬 民 塗炭の 苦に 陷り候 は 必然の 儀と、 誠に 以て ,2=^ ぎ I- の 

極、 假 にも 治國 安民の 任 を 荷 ひ 候 職掌に 於いて は、 如何 やう 御座 候 共、 施行 仕り 候 儀、 何分に も 忍び 難く^ 

じ 奉り 候。 之に 依て. 前文 ゆ トーげ 候 通り、 速に 勅許の 御沙汰 成し 下され 候 はば、 ill の 無 @:、 萬 の大 幸、 此 
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こんぐ わん  がう きう 

の 上な く、 千々 萬々 懇願 奉り 候。 {是 に 悲嘆 號 泣の 至りに 堪 へす 存じ 奉り 候。 尤も 外 夷 闕ドに f 能り 出で 候 やう. 

W,) はん 

相 成り 候て は、 深く 恐り 入り 奉り 候 儀に 付き、 精々 盡カ 談判 を 遂げ、 來る 七日 迄、 兵 靡 港へ 差控 へさせ 候 間 

成る丈け 早々、 御沙汰 成しな され 候 やう 仕り 度く、 此段 奏聞 奉り 候。 

慶應元 丑年 十月  臣家  茂 

かくして 將軍 は、 その 職を拋 ち、 『f  二日 〔十月〕 六つ 半時の 御供 揃 ひに て當地 〔大 阪〕 御 發途、 先づ伏 見へ 入らせ 

られ、 御 泊り 遊ばされ、 それより 東海道 還 御遊ば され 候』 旨 を 達した のであった。 

【九】 安政 假條約 遂に 勅許 

1 橋 度 喜が、 伏 見に 待ち受けて 將 軍に 謁し、 何故の 辭職 なり や を 問うた 時に、 家 茂 は 『別に 病氣と S ふので は 

じしょく 

ない が、 老臣 共が かくせよ と 申した のぢ や』 と 答へ たのに 見ても、 此 事が、 將 軍の 眞 意に 出で た辭 職で な いこと 

は 明らかで ある。 

しんたい  しょばつ 

阿部 豐後、 松 前 伊豆 兩 相の 進退 は、. 一 に 幕 命に よって 決すべき である。 それ を 朝 命 を 以て 處 罰された の は、 Sg 

かに 政治への 干涉 であり、 將 軍の 存在 を 無視され たもので あると いふ 感情が、 一時に 幕臣 中に 漲ぎ つたの は事實 

だ。 外國 奉行 山 口 駿河守 〔直 亮〕 向山 一 履 〔攀人 正〕 の兩人 は、 進んで 『將 軍辭職 論』 をカ說 し、 

.  めん はつ  む けん 

『將軍 {¥ の閣臣 を、 朝 命に よって 免 罰される やうで は、 幕府の 權 なる もの は、 全く 無視され たもの だ。 無權の 


將軍 は、 有れ どもな きに 等しい。 今日 以後、 何に よって 天下の 政 を 行 ふこと が出來 よう。 {且 しく 家 茂 公 は將軍 

家 を^せられ、 後は慶 喜に 一 任して、 直ちに 關 東に 引き上げられて 然るべ しだ』 

と慨： i した。 凝 職の 文章 は實に 向山 一 履の 草す ると ころであった。 議 愈ぶ 決せら るる 時には、 流石に、 城 中 は 水 

を 打った やうに 靜 まり 返って、 一人の 聲を發 する もの もな く、 唯 だ、 忍び音に 泣く 響きの かそけ きのみであった 

とい ふ。 

家 茂の 辭表 を讀ん でも、 辭職 せなければ ならぬ 程の 现. H は、 文面に あら はれて ゐ ない。 倏 約の^ 許 を 請 ふぐら 

ゐ のこと ならば、 何も 辭 職に は 及ぶまい。 殊に 將軍 家の 職 は、 老中、 年寄な どと は 違って、 苟 くも ー國 政治の 代 

表で ある。 その 在位 は、 ；大 下の 重き を檐 うて ゐる。 一 旦の 感情 や、 情僞に 支配 せられて、 左右すべき 性 iS; の もの 

ではない。 鉋く まで も； 大 下の 公理に 基づき、 盡 すべき を盡 すべきで ある。 

と W,  ほくろ 

家 茂^ 職の 肚裏 を、 赤裸々 に 暴露 すれば、 

m 

な * だく  さ へ 

『鹿 喜が 何かとい へば 幕府 を いぢめ るの は不屆 だ。 開港の 内諾 を與 へようと すれば、 それ を 遮ぎ つて、 飽 くま 

でも 許 を 得なければ ならぬ と いふ。 故意に 幕府 を 苦しむ る 態度 だ。 阿部 豐後、 松 前 5- 豆 を 朝廷が 剖せられ た 

の も、 一橋の 猿臂 を 伸ばしての 仕事 だら う。 井上 義斐 をして 閣老の 足元 をす くった の も、 慶喜の 陰謀 だ。 そん 

たて 

なに 栀を つくなら、 一 つ. cw 身で やって 見る がよ い。 ままよ 將 軍職 を 捨てて、 慶喜 におつ かぶせて やれ』 

とい ふの だ。 
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慶喜が 後に 『閣 老が予 をして 窮 境 に 立た しめんと せし 策 I のみ』 と S つたの は、 必す しも 彼れ の 放言とば か 

り はいへ ぬ。 慶喜 いぢめ の 私情の 爲 めに、 將 軍職 を擲 つたの は、 天下の 公職 を ig する ものであると 同時に、 自 

いやし 

から 卑 うする の、 甚だしき ものであった。 

幕閣は 之れ によって 溜飮を 下げよう とした。 然しながら 私情に よる-！^ バ淑を 散す るが 爲 めに、 將 軍職 を 手段に 用 

ゐ たこと は、 自 から 將軍 家を輕 ろん する 處置 であった こと を、 否定す る こと は 出来ない。 これ あるが 爲 めに、 幾 

J  ゐ S ん  -? -ん 3&a- う  象 

何 德川 家の 威嚴を 傷つけ たかは、 彼等の 勘定に はなかった ので ある。 

*  *  * 

ヒ や-つし よ 

家茂辭 職の 上書 は、 尾 張 大納言に よって 十月 二日、 二 條關. {u 〔齊 敬〕 に 提出され、 十月 三日、 闕 下に 呈 せら I た。 

翌 十月 四日、 一橋の 參內を 期と して、 ；大皇 は 小 御所に 出御 あらせられ、 諸 卿 を 招かせられて、 衆議の 決する とこ 

ろ を、 Si し 召された。 

席上に おいて は、 慶喜 最も 辯 じ、 條約勒 許の 已む ベから ざる 事情 を^ 難した。 所 lllg 抛 鋭 lit ぎ 公卿 達で あるか 

ら、 外人が 今にも、 京都に 押し寄せて 来る かとの 恐怖に 襲 はれ、 斷乎 として 決する ところがなかった。 そこに 乘 

じて、 一橋 も、 小 笠 原壹岐 も、 恫喝 を用ゐ て、 勑 許の 英斷を 迫 まるので あった。 岐は關 白の 優柔 を膨； して 『殿 

下にお いて、 若し 飽くまで も 勅許 不可 論 を 固持 せらる るに おいて は、 今に チヤンく 坊主に なって 了 ま はれませ 

ぅぞ』 と * しっけた。 慶喜 慶 喜で 『かくまで 昨 しあ^ても、 尙^ 御 許容がな^ とならば、 最早 や 致し方 は ござ 


らぬ。 予は 屑 く資を 引いて、 屠 腹す るの 外 はない。 一命 は阁 より 惜しむ ところでは たいが、 若し 自分が a? 腹し 

たこと を、 臣の 者ら が 間き 傳へ たなら ば、 如何 やうなる 手段に 出る かも 知れない ので ござります。 その 邊 充分 

御覺 悟の 上で、 御 5^ 決 あらせられい』 などと、 凄文句 を 並べたり して、 公卿の 膽を楚 つた。 

傅奏 衆に も 骨 力 ある 公卿 は兑 當ら ぬ。 近衞卿 〔右大臣〕 の 如き は、 その 夜 〔十 „ ^四日 夜〕 窃かに 非藏 人口に 薩 藩士 

大久保 利 通、 5: 匁 T 方 平、 藤并 右. 5:、 井上 大和 等 を 召し寄せ ておいて、 諾 いよく：？」 まった 時に、 彼等の 意 兑を求 

めた， 0 した。 その 時薩 藩士 合同の 意見 は、 一 に； 大 下の 公議に よって 決すべき ものであるから、 請 侯 會議を 開く ま 

で、 時日 を 遷延せ よと いふので あった。 此の 爲に、 大久保 は 幅 井に 赴む いて 春嶽の 入京 を 促が し、 ^鄉は 歸國し 

て久 光の 東上 を 決した が、 此 時まで は、 未だ 諸侯 會議の 手順 整 はす、 流石の 薩 藩士 も、 薛摩 一藩の 力の み を以っ 

キ』 おく 

てして は、 未だ 氣遲れ がした ので あらう。 

十：^ 四日の 大久 保の 日記に 曰く、 

【十月 四日】 〔俊應 元年〕 一 內府公 〔近 衞忠 P0 ぇ參殿 之處、 1 一條 公 〔關. R 齊敬〕 御書參 り、 今朝 一 橋 〔慶 喜〕 乘 切り 

に而歸 京、 今 未明 大樹 〔將軍 家 茂〕 伏 見 着。 一 *會 面會、 今日 ニ條 城え 着 之 鹿に 治 定仕候 付而、 御 安心、 御 

中 上る と 之 御 趣に 御座 候。 依 而今 日、 御參 は、 酉 刻に 可 レ被レ 成と 之 趣、 暮 時分より、 御 一同 御參、 一 

桑 • 小 笠 原 〔長 行〕 等 也。 

• 一  今晚、 徹夜 之 御 評議 也。 今夜 半、 內府 公より、 周旋 方、 可, 1 罷出 一との 事に 而、 藤 井 兄弟 〔藤 井 良 節 • 井上 
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大和〕 御所え 罷出 候處、 幕府より、 申立 之 趣、 旣に 七日 〔十月〕 迄 之 期日 も 相 迫 候 間、 今晚 中、 御 決 答 被つ T 度 

異人 申立 之 次第 は、 第一、 是迄之 條約を 改而、 勅許 之條 約に 仕度と 之 趣に 付、 何れ 願意 通、 不レ被 二 g 付 1 候而 

は、 兵端 を 開く と. &張候 間、 其 通 被：， 許 度、 左 候へば、 兵 庫 開港 之義 は、 如何 樣共、 申 聞可レ 仕、 無：， 左 候 得 

*- うど  A 厶厶 A 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 厶厶厶 

ば、 終に 焦土と 可 11 罷成？ 第一 一 橋より、 頻りに 暴威 を以、 申 張 候 由。 賢 侯 御 召 來會の 上、 不拔 之國是 御定、 

厶 <^ 厶厶  <1<" -d 厶 厶厶厶  △ 厶， 厶厶厶  厶厶厶  厶厶厶 厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A  厶厶厶 

御 決議 可 二相 成. T 段々 御 議論、 相 成 候 得 共、 言上 通、 勅許 不 n 相 成 1 候 得ば、 寸歩も 返き 不 V& と 申 上、 中々 微 

么厶 厶厶厶  <1 厶 A 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶<1 厶厶 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 A 

. 力 之 朝廷に 而、 御 踏 答、 六ケ 敷、 内府 公に も 必死 之 御 はまりに 而、 御盡カ 被, 爲レ在 候へ 共、 勅使 之義 〔大原 

A 厶 厶 A 厶厶厶 厶<1厶<3 厶厶 厶厶 <1厶<3 厶 AA 

. 三位 を 勅使と して 外 艦に 遣 はすの 議〕 も、 不 レ被レ 行、 終に 三港條 約之勒 許、 相 成 候 由に 御座 候。 

之に よって 兑る も、 薩摩 は、 何處 まで も、 諸 雄 藩主 を 京都に 集合し、 朝廷より 御下問 を 受けて、 之に 奉答し、 

大いに 國論を 端して、 外交 談 刹に 處 しょうと したが、 準備 未だ ここに 至らす、 慶喜は 逆 押しに 押しつけ、 强 談判 

を 進めた ことが わかる。 後に 大久 保が、 條約 勅許と なった 後 二日、 十月 七日 附を 以て、 此 間の 事情 を、 歸國在 藩 

中であった 西鄕 及び 蓑 困に 報告した 書簡に、 薩 藩の 態度が 明瞭に 記され、 且つ 一時 朝議が 蔬 藩の 論に 決し、 大原 

1 二位 を 勅使と して、 發遣 さるる ことにな つて ゐた、 前後の 事情 を も 明らかにされて ゐる。 

西鄉 • 蓑 田に 與 ふる 大久保 利 通の 書 〔慶應 元年 十月 七 

〔前略〕 I 四日 〔十 00 …… 今夜 半、 內府 公より 周旋 方え 可-一 罷出 T 御沙汰の 由に て、 御所より 申來、 藤 井せ：：. 2> 


井上 大和 • 非 蔵人え I 能 出 候處、 府公御 逢に て 、今晩の 御 評議、 別て 御 配慮 被， 遊 候。 異人 中立の 處、 0 

開港 は 第二 三に て、 三 港 勅許の 開港に S たし 度との 趣意に て 朝議の 處、 諸侯 御 召の 上、 公議 を 以て、 ij6 の 

處超 被， 1 召 付 一度、 依て 來會 迄の 時日 遷延の 應接 S たし 候樣、 御 論判 相 成 候へ ども、 一橋 fi より 巾 上 候 は、 中 

せう ど 

中 左 檨の應 接いた し 候と も、 承服いた し 候 夷 情に 無レ 之、 則 兵端 を 開き 候へば、 忽ち. M 阔 焦土と 相 成、 不レ可 

さし キ. 1 はめ 

レ 謂の 御 至難、 相 迫候義 と 申 上、 迚も 遷延の 應接は 出 來不レ 申と 差究、 一 橋よりも 巾 上、 內府公 も 十分 御 議論 

も被レ 成、 必死 御 振 はまりの 事 候へ 共、 右 次第にて 不レ 及， 1 御 カー 候 付、 薩 藩より 應 接の 鹿、 御請 合に て、 言上 

の 意 有 レ之間 敷 哉の 旨、 御沙汰に 付、 委曲 奉 レ畏、 當瘦 私共より 取 究難申 上 候に 付、 役 共え 申 ii 、何分 可-一 申 

上^ 御 返 詞申上 候との 趣に て、 兩人 歸參候 間、 尙 吟味の 上、 兼て 內評も 致 置候靠 故、 左の 通、 

厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶 厶厶  <1 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶  <1< "厶 厶厶厶 厶<1<1 厶厶 

兵」：^ 港 三 港 勅許の 儀、 不三谷 易 T 皇國の 御 重 事に て、 輕 率に 御 許容 相 成 候て は、 天下の 人心 不 II 居 合 7 

厶 A 厶厶 fl, 厶厶 AA  A 厶厶厶 厶 A 厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 A 厶 A 厶  <1<1 厶厶 厶厶  <1 厶 厶厶厶 

皇威相 廢候御 場合 付、 有名 侯伯 御 召の 上、 天下の 公議 を以、 御 評決 相 成、 右 來會時 迄、 時日 遷延の 爲應 

厶 厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶< "厶 厶厶 A 厶厶 厶 厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 

接、 朝廷より 可；， 然 御方樣 御 差 向 相 成、 薩 藩え 隨從被 n 仰 付 1 候 はば、 盡ニ 死力 T 十分 差 はまり、 十に 八 九 

厶厶 厶ム 厶 厶 厶厶 <j 

は遂 n 成功 一度、 奉 レ存候 事。 

右 口上の 代りに 相 認め、 井上 大和 御所え 持參、 內府 公え 差 上 候處、 則 御 評議 相 成、 大略 御 洽定、 大原 卿え 

勒使 被， 1 仰 付 一 候 筋に 相 決 候 間、 追付薩 藩え 御當可 二相 成？ n 十々 W 意いた し 候 様、 御沙汰に 候 段、 翌 五日 早天、 

.f< 和 I 能歸 申出、 佐 二 右衞門 殿、 小 子 隨從の 筋に 相 決 居候 鹿、 小 子 內府 公より 被 レ召候 段、 御所より 巾來、 平 
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早罷出 候處、 大原 殿え 御 逢 巾 上、 趣意 申 上 込候檨 との 御 事に て、 大略 演說 いたし 候處、 別ての 御 決心に て 

只今 殿下より 御内 達拜誦 いたし、 第ー贲 藩より 建言の 山 候 間、 萬 端 御 親 被レ成 候。 併少々 亦 異論 相 起 候 

哉に て、 折角 御 評議 中と 被：， 察 候 間、 追 付 御 決定 可- 1 相 成 一 候 間、 夫 迄 相 待 候 様 御沙汰に て、 七 ッ後迄 奉, 待 

候處、 C 府公御 下りに て、 迎も相 行 候 丈に 無， 之、 S ハ r 一  12:^ ま^ ll^r^、  i& 

y  _ 厶、 S ^仏， A*A< ^厶 <3 -厶. A-  OJA 厶ム 厶<3 厶  <1厶<3厶<1<1 厶 厶厶厶 A 厶厶  <1<1<J 厶么厶  <1厶<1 

容不， 一 相 成 1 候て は、 寸歩も 返 席不， 仕と 申 募、 若此俵 御 許容に て 奉， 迫 藩 も 御座 か、 ^^^^^^ 

レ 申と 迄 中 上、 迚も 致 方 無レ之 勢に て、 乍 二 御殘念 ニニ 港 條約丈 は 御 許容 相 成 候 筋、 御 ：2： 定相成 候との i: 事に 

て、 尤 尹宮の 御隱計 共有 レ之、 無二 致 方-御 勢の 事に 被 レ伺申 候。 此 h は 諸侯 御 召、 且兵庫 開港の 處、 御 動 

き無レ 之處、 第一 に可レ 有, I 御座 1 段、 吃 度 申 上、 返 出いた し、 大原 卿に も 一 橋え 手 强く御 激論に 相 成、 終に 箇 

檨の 大事 件、 前以 及， 1 首 上-候 はば、 諧藩御 召に も 相 成、 篤と 可レ 被レ盡 ニ業議 I 候處、 昨夜に 相 成 申出、 則 御 決 

答 被：， 下 度と 申 儀、 難 二心 得 一段、 御 詰問に 相 成 候處、 一橋 申 上 候 は、 是は私 一人の 重罪に 候 間、 如何 樣共嚴 罰 

を可レ 蒙と、 居丈高に 成て、 申 上 候 仕儀に 御座 候， s。  ， 

是に 由って 之れ を觀れ ば、 條約 勅許に 關し、 一橋 慶 喜が、 如何に 『こ こぞ』 とば かり、 必死 カ說を 加へ たかが 

察せられ るので ある。 

暴^ 慶 Twin 等が、 條約救 許 を 請 ふの 書に 曰く、 


外 國條約 勅許 允 請の 書 〔慶應 元？ 月 音〕 

此 程不， 料、 外 國船兵 庫え 渡 來條約 之 俊、 改而赖 許 有， 之候樣 申立、 若 幕府に 於而、 取 計 兼 候 はば、 彼 闕ドへ 

罷出、 い si に 可 <1 中立 13:n、 申 張、 種々 カを盡 し、 應接 仕、 来る 七 曰 〔十月〕 迄 は、 爲 = 相お 一 候 得 共、 何れに も、 

御 許容 無 U 之候而 者、 返 帆不レ 仕、 無謀に 干戈 を 動し 候 得 者、 必勝 之 利 無 M 覺束 T 縱令 一時 は 脇^ 有 レ之候 

共、 西洋 萬阈を 敵に 引受 候 時 は、 幕府 之 存亡 は 姑く 差 置、 終に は寳 re 之 御 安危に も拘 り、 萬 民 塗炭 之 苦を受 

可レ 申、 實以 fl (谷 易- 義に 而、 陛下 萬 民 を §m 被レ遊 候、 御仁 慈に も 相 炭り、 假 りに も治國 安： Jis 任 を 荷 候 職 

務に 於而、 如， 可^ 御沙汰 御 候 共、 施行 仕 候義、 何分に も 難 レ忍奉 レ存候 間、 右 之處、 篤と 思 召 被 レ爲レ 分 ni. 

Di. 勅許 被， 1 成ド 1 候樣 仕度、 左 候 得 者、 如何 樣 にも 盡カ 仕、 外 國船返 帆 仕 候樣、 取 計可レ 申奉レ 存^ 

十月 五日 〔慶應 元年〕  小 笠 原 壹岐守 

松 平 越 中 守 

.  松 平 肥 後 守 

1 橘中納 一 llln 

飛鳥 井中 納 言 殴 

野 宫中納 lis 殴  , . 
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元來、 四阈 公使が、 三國 軍艦 を橫濱 から 兵 庫へ 回航せ しむる に 至りた る は、 全く 幕府の 關 せざる ところでは^ 

い。 幕府 側で は、 却って 薩 州が、 幕府 を 苦しむ る 手段と して、 英國 人と 通謀して 遣った 仕事 だと も風說 したが、 

寧ろ 幕府との 交渉の 結果と いふ も 不可 はない。 或る 意味から いへば、 外 艦 兵 庫 入港 は、 幕府 は、 その 前後の 事情 

に關 し、 百 も 承知の 上と いふべき であった。 要は 結果が あまりに 重大な 形勢と なった ので、 自 から 驚ろ いたまで 

である。 

ぢぎ v-o*-^ ん 

一 橋 等の I？ ビ や-が、 見え透いた！^ し 文句で ある。 『外國 公使 等 は、 直接 朝廷へ 乘り 込んで、 直談判 を 致します』 だ 

の、 『無理に 開戰 すれば がけます』 だの、 『世界 萬國を 相手と する ことにな り、 朝廷が 危ない』 だの、 『國 亡び 民 苦し 

ん でも 宜しう ござる か』 だの、 居直り の 文句 まが ひの 口 を 利 S てゐ るの は、 何としても 幕府の 圖々 しさ を 露 

ぱ I して ゐる。 『勅許 さへ 下されば i は 何とで も |?が します』 とい ふの も 知れ 切った 談で、 その 『勅許』 を 得る 爲に、 

黑 船を攝 it の 海へ、 おびき 寄せて ゐ るので はない か。  . 

それほどの 事態が、 外 艦の 5^. 寇に 伏在して ゐ るの ならば、 何故に 幕閣 は、 進んで 外阈 公使と 强 硬な 談半を 開始 

しないの か。 何 一 つ 1 な交涉 もしないで、 朝廷 脅しに 凄文句 を 並べ立て るの は、 日本の 爲に 交渉して ゐ るの 力 

^  とん  き 5 うき やう 

外國の 御機嫌 伺 ひの 爲に 遣って ゐる のか、 頓 とその 主體が 判明し ない。 耍は 彼等 は、 幕府の 窮 境 を" I れ ようと 

こと さ <  - 

する、 目前の 糊塗 策に のみ、 腐心して ゐ るに 外ならぬ 

朝廷 C 若し 時務 を 知る の^ »っ あらば、 SSii 不" 1^ の 本義に 則り、 斷乎 として 幕府の 要請 を 返 ぞくべき ところ だ。 


返ぞ けたと ころで、 三國 艦隊が 發砲 する 氣遣ひ は、 寸 毫もなかった ので ある。 長袖 公卿で は、 见ても そんな こと 

は出來 す、 蛤 御門の 變 でさへ、 瞻を 冷して ゐる位 だから、 此の上、 外國 軍艦に ドンく 大砲 を 打ち込まれて は、 

おどし  か もん 

と、 鹿 喜の 脅の 文句に、 靑く なって 了 ひ、 直に 在京の 諸侯 伯に 下問して 見る と、 一同、 

『勅許 あつ て 然るべ う 存じます る』 

と 同音に 答へ た。 ニ條關 白！： 齊敬〕 は、 之 を 聖上に 奏上 申し 上る。 聖上に も、 萬 已むを 得すと 思 召されて， 

5g  書 〔慶應 元年 十月 五日〕 

倚、 熟考 候に、 宫武之 議論、 透 聽處、 實以不 n 容易 一義、 時刻 を 移し 候而 者、 取 房 不二 相 成 T 及-一場 合 T 左 候 得 者 

從 -I 神宮 1 連綿 之 皇統、 忽廢 絶候而 者、 朕 一分 之 義に而 は、 決 而舞ダ 之、 於- 1 朕 代 T 右 檨之所 m は^ 而者、 m 巾 

譯無レ 之、 恐懼 不レ 過レ之 候。 且萬民 塗炭 之 苦 患 は 眼前、 左 候 得 は、 是又不 忍， I 兑問 T 實以 痛心 候。 此上は 一 

橋始、 巾 出 候に 委せ 候 外 無, 之、 實に差 向 難， 1 默止 1 次第、 推察に 而、 可， 1 承服 1 候 事。 

と、 ニ條關 白に 仰せ 下された。 

ま をし わけ  くくわん 

皇. 組 皇宗に ST して 申譯 がない。 叉た 天下 億兆の 苦 患 を 見る に 忍びな S と 仰せ 玉うて、 御 心に あらせられざる 倏 

ご し/くわし  くわう うらみ 

約に、 遂に 勅許 あらせ 玉 ふ。 御 i 辰 懐の ほど を拜 察し 奉 つれば、 百 歳の 後、 讀む者 をして、 皇の懷 に 敵 せんとす る 

心の、 Jf^ 起す るを覺 えしむ るで はない か。 
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鼓に お いて、 二 條齊敬 は、 聖意を 奉じて、 將 軍に 次の 宣 旨を傳 へた ひ 

0  匕 ID  〔慶應 元年 十月 五日〕 

條約之 儀、 御 許容 被 レ爲レ 在 候 間、 至 當之處 置、 可レ致 事。 

大樹え 

と 仰せ 出さる るに 至った。 實に 安政 五 年 以來、 天下 物議の 種と なった 祌奈 川條約 も、 慶應 元.^ 〔乙 丑〕 十月 五日 を 

以 つて、 遂に 勅許 を受 くるに 至った ので ある。 久しく 朝 • 幕の 葛藤と なり、 結んで 解けなかった 條約勒 許 を 驚 摘 

みに して 出て 來た ところ は、 流石に 慶喜 である。 

家 茂の 將軍 家辭職 はお 允し がな く、 辭表撒 回、 そのまま 居据 りと S ふこと になった。 條 約の 勅許が あれば、 何 

も辭 職す るに は 及ばない ので あるから、 幕府に とって は、 願ったり叶ったりであった。 十月 七日、 家 茂 は 上書し 

て 『是 までの 不行屆 は 御 咎め もな く、 却って 御沙汰に 及ばれ 難しとの、 寵命を 蒙む りたれば、 感激の 餘り、 病 を 

ふ きょ  しん キ J ん 

推して 出勤し、 從 前の 非 を 改め、 浮^ を 去り、 質實を 務め、 政道 を 確立して、 上 は { 辰 襟 を 安んじ、 下 は 萬 民 を 保 

する やう、 及ばすな がら 勉勵 すべし』 と、 早 ゃ變り をして 了 まった。 

朝廷に お S て は 條約を 勅許 あらせられ、 兵 庫に 繫留 して ゐた外 艦 は、 薄 煙を殘 して 去った。 將軍 {¥ も 元通りと 

いふ 結果 をみ たので あるから、 幕府に とりて は、 一大 成功であった。 ホッと 安堵の 胸 を 撫で下ろ したの はよ いが 


之れ が爲 めに. 野の 士氣 は、 一 勝 急 調を帶 びて 來 たの を 忘れて はならぬ ひ 

？ の 問題と して、 長 州 再征 は 眼前に 橫 たはって ゐる。 長 州の 木戶、 高 杉 は 何 考 へつつ あつたか。 薩州 

よう  ひ えん  くわいし いん 

の 西鄕、 大久保 は、 久光を 擁して 何事 を 試みん として ゐ たか。 此の間に 飛燕の 如くめ ぐり、 快堆の 如く 來往 する 

ちつぎ よ 

ものに、 土 佐の 阪本 龍馬 あり、 中 岡 愼太郞 あり、 洛外に 久しく 蟄居して ゐた、 岩 倉 入 迸 友 山の 邸に、 暮夜 ひそか 

に 人影 を すら 見る に 至った。 幕末 驚； 大動 地の 大快擧 は、 山 頭 一 抹の浮 雲に、 早く も その 片影 を認 むべき であった。 

【參 考】 兵 庫 開港 談判の 追懷 〔山 口 泉處〕 

慶應 元年でした。 兵家へ 外國 船が 這 入て 來 たの を、 私大 目 付 兼外國 で、 大阪へ 行って、 直に 命 を 5511- りて、 彼 を 噴 留め 

るに は、 隨 分骨 を 折りました。 會津其 外の 藩に は、 惱 されました よ。 勉 命に 從 つて ：：： 弊 藩が 受 持て 夷人 を 斬る と 一 "ム ので 

す。 京都から-は、 斬り 攘 へと 云。 斬れば 騷 動が W 來る。 中々 苦勞 でした。 外國 人に 歸れと 一 百ても、 中々^ ら ない。 所が 彼 

厶厶厶 

のとき、 日 は 忘れ ましたが、 今でも 夢に 見る 様です が、 老中の 阿部豊後守と 云 人に、 是非 否やの 決 i< ！: を 九月 六日 〔サ 六日 

の 1^、〕 に 仕て 吳. れ ろと 云ので した。 其時璺 後 は、 な あに 己が 腹 を M れば濟 むから、 決 答す る覺悟 だと t" ましたが、 愈、、 六 

口 の 前日 五日 〔十月 朔 日の 誤〕 に 阿部 璺後 は、 御 役 御免でした。 所が 前代未聞の で、 禁中から 老中の 免職 を 巾て 來 たので 

す。 私が 坂 城へ 往て 居た のです から、 外 國車件 を 何う か爲 ると 云 ふので したが、 私が 往た 所が 無益 だからと、 稀々 譲り ま 

したが、 何う しても 仕 末を附 けなければ ならぬ。 將 家が 御上 京 遊ばして、 攘离 のこと を-取消しになる 樣に、 ^ト して 

る。 私 は、 大阪に 止って 居り ましたが、 日限が 切迫して 來て、 耐り ませぬ から、 七日に 京都へ 往か うと 思 ひまして、 -ぉ川 

船に 乘て往 きました。 船から 上る と、 向 ふから 前回に 出ました 松 浦と 云 人が、 馬に 乘て來 た。 何 所へ 往 くと 言から、 京都 

へ往 うと 思う が、 貴君 は 何 所へ 往 くの だと. & すと、 昨夜 勅 錠が 下た から、 大 坂の 老中 松 平 伯 州 #: 卑 の 方へ、 窝しを 持て 
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往 くの だと 申ました から、 それで はと 云 ふので、 河邊の 茅屋に 這 入て、 拜見 します ると、 兵 庫 大坂は 許さぬ と 云 ことです。 

是 では 往 かぬ、 兵摩大 坂まで も 許す、 と 云 ふので なければ、 迚も 届かぬ と 申したら、 松 浦が 私に、 然ぅ 仰た つて 駄目です、 

と 申した。 大 坂の 留守番 は、 松 平伯耆 殿です が、 愚國 くして 居る と、 夷人 は 端 船で 上陸し、 直に 京都へ 出る と 云 だか 

ら、 可に しろ 私共で は 届かぬ が、 小 笠 原 壹岐殿 は 何う したと 云と、 不快 だと 云 ふ。 そんな こと を 言て 居る 場合で はない、 

ffi て 貰 はなければ 困る、 と 云て、 そんな 間 答 をして 居た 所が、 追々 夜 は 明るし、 駄目 だから、 それから 大 坂へ 引歸 つて、 

外國 船よ 天 保 山 沖に 居ります。 此方の 船に 乘て くだしました。 何でも 外國 入の 足 を 捕 へても、 上陸 を 止めようと 思 ひまし 

て、 シ ー ボルと 云 和語の W 來る 人が、 英國 船に 居た のです から、 シ ー ボルに 遇た 所が、 御 老中 は 誰が 出て 來 ると 問 ひまし 

た。 御 老中 は 誰が 來 るか 知り ませぬ から、 小 笠 原壹岐 守が 來る だら うと 云ので、 確に も 言 はず、 瞹昧 のこと を 申して 置き 

ました 0 暫くす ると、 向う から 赤い 船に 鎗を押 立て 來 たから、 誰か 來 たらう と 待て 居ります と、 小 笠 原が 來れば いがと 

思って 居りました。 小 笠 原が 來れ ば、 どうか 應接 も出來 やうが、 他の 人で は六ケ 敷と 心配して、 望遠鏡で 見ます と、 松 平 

伯耆守 だから、 しまった、 何で あんな 人 を W したの だもう、 と 云た が 仕方がない。 其 中 船が 近附 きました から、 端 船 を 出 

して、 此方の 船へ 乘移 n ましたから、 貴君 は 今度の 事情 を、 委細 御 承知の 上で、 御 出に なりました かと 言 ふと、 私 は 存じ 

ませぬ が、 貴君 方に 御 尋ね. a. してと、 京都の 同列より 申 越た と 云ので す。 是に は落膽 しました な。 小 笠-: S は 何う した、 と 

云と、 下央で W られ ぬから、 拙者に W ろと 云ので す、 と 言 はれた。 兩 人が 能く 心得え て 居る から-と 云ので すが、 困り まし 

たよ。 仏 附て 居た 御 目 付 は、 赤松 左 京と 云 人です、 左樣 です、 私 等 は 情の 意味 は 知て 居ります が、 貸 君 方が 今日、 何 

とか 決着な さって、 決 答がなければ、 約束 通りに 京都へ 往て 仕舞 ひます。 京都へ 往 かれて は、 事が 六ケ 敷なる からと 申す 

と、 それ は 困った、 然 うで 御座る か、 此御勅 if?^ では 14- く 注文 違 ひで、 兵 庫 も大阪 も、 條約面 通り 開く と 云ので なければ 往 

かぬ のです。 松 平、 どうか 取 計 ひ は あるまい か、 彼是、 暇取て 居ります 中に、 英 船の 方で も、 今に 誰か 來 ると 云ので、 待 

て 居た のです から、 松 平 伯 者 守の 乘て來 た 船 を、 見附た ものです かも、 シ， ボルが 又 端 船に 乘て 遣て 來 ました。 御 老中が 


來 たかと 間ます から、 來 たと 申しました 0 全體、 本 5? は 兵車に 居る のです が、 一 綾 此方へ 來て 居た のです。 本船へ 早くと 

云ので すから、 仕方がな いので、 松 平：？ I 耆 守に ise て 本 鉛に 往 きました。 乗 移った とき 0 體裁 は、 可 笑、 パ I タスが 言に は 

今日は 決 答の 日で あるに、 何故 Is 部 璺後守 は來ら ぬか、 同人 は！？ 51 役 させた、 大切の 老中 を此 場に て 返 役させる の は 可 笑、 

退役 は 接 だら うと 申しました。 種々 事情 ある こと も 申し、 それ は 第二と して、 兵摩大 S は 何う です と 申した。 それに 就て 

大君 〔將 軍〕 も 京都に 出られまして、 勦 許 は 斯う だと 言て、 寫を 示しました 所が、 パ ー タスが 大變 怒って、 眞赤 になって 仕 

舞 ひました。 とど 斯んな も G は ペケ だと 言て、 それ を 松 平に 對て搏 り ：！^ けまして、 さう してぐ る/ \ く 客 座の asi り を步 

いて； Hp て、 手が 附 けられ ませぬ 0 私 は 勝手に 仕ます と 言て 居ました 0 私 は 外國人 Q 腹 を 立に 早い こと は、 度々 て 知て 

居リ ますから、 今に 疲れたら、 持 子へ 掛る だら うと 思って、 暂 らく. i 言で 居りました。 彼是 十二 三遍 も、 ぐる，/ \ 通って 

椅子へ 媵を 掛けました から、 私が 成程、 貴君の 怒る の も 尤も だが、 我國の 老中が 出て 來 たの だから、 無 鱧を咎 むる 譯 でも 

ない が、 斯 云う 失 tl をす るの は、 兩國の 交際上に 於て は、 如何な もの だ、 私の 方から 使節が 柱て、 斯云 ふこと を 仕たら 何 

うする と 申して、 論を橫 道へ 持て 往 きました。 其 答に は 詰った のです 0 それから 段々、 內國の i$ 情 も あり、 斯 く々々 Q 事 

になって 居る から、 是は此 儘に して、 吾々 が籙 つたら、 大君が 建白して、 京都に 申し立てる 方が ぁリ ませう。 まづ 怒る と 

云 ふ は 詰らぬ と、 種々 申した が、 話が 纏ま リ ませぬ。 ここで 御同樣 に、 ぐずく 言て 居た 所が 仕方がない。 惡 いこと は 謝 

すと して、 まづ、 事の 早く 運ぶ のが、 肝要 だから、 それに まだ、 ^蘭 西の 船へ も往 かなければ ならず、 亞米利 加へ も、 往 

かなければ ならぬ。 日が 暮れて 仕舞から、 パ， 'タスが、 それで はま あ、 佛蘭 西の 船へ、 柱て ittt でなさい、 と 云ので、 他 

へ 通って、 それからに 仕樣と 云ので、 それから 伯 州に 伴 ふて、 佛蘭 西の 船へ 往て、 レオン •  口 セッに 遇て、 佛 の 書記せ 力 

シ ヨン を 通 辯に して、 ー應 あいさつ 仕ます と、 公使が、 大分 英船 では 暇が 取れました なと 申した。 いや 何う も英 船で は 

酷い目に遇た C 是々 だと 申したら、 さう でせ う、 彼奴 は、 酷い 人； g: です。 ま假 威し です。 私 は、 能く ロセ ッに賴 みました 0 

も此 is^f 情で は、 仕方がない から、 其 儘で 濟 ふと は 思 はねが、 何しろ、 京都が 斯 んな摄 梅 だから、 會藩 など は、 斬る たど 

外 鉉の兵 ま」 へ 港と. ほ 約勒許  四 九 
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と 云ので、 も往 かぬ。 斯んな ことに 係り 合て、 政府 を 何う して？^. れる 積り だ、 困る じ やない か、 何分 國內の 事情が 斯う 

だから、 玆を 酌して 貴君が 仲裁 をして、 取 計って 吳 れと賴 みました。 0 セッ が、 へ且 敷う 御座ます。 私が 引受 ませう が、 暫 

く考て 居ました が、 老中の 述 印で、 兵 庫 も、 大阪も 開く、 後日、 必ず 開く と 云 ふこと を 書いて 5^ れ、 それ を 持て 取 計 ふ、 

と 云ので すから、 それで は、 伯 州に 相談し ようと 云ので、 其 事 を 話す と、 拙者 一名なら 宜 いが、 老中 速 印と なると、 皆に 

ー應話 をし なければ、 謀 判の やうな もの だからと；； ム のです。 私 は、 成程 御尤 です、 併し、 謀 判す る 位に 奮發 する か、 パ 

l タスが 彼の 通り 怒って： るから、 事を败 るか、 二に 一 の 場合です。 私 も 此審を 仕遂げなければ、 到底 駄目 だと 思 ひます 

から、 何う でも S 敷い と 申したら、 伯 州が、 是は 大事 件 じ やなと 申しました。 詰り 謀 判 をして、 貴君と 私が 罪 を 蒙れば {RI 

しいので す。 定て直 罪に 處 せられ ませう。 と 申した 0 それで は、 と 言て、 暂く考 て 居りました。 歸 つたら、 私が 無 に斯 

云 ふこと を させた と 御 仰い と 中した。 松 平 も 無理に 御手 前に 爲 せられた と 言て は、 拙者の 額が 立ぬ と ヘムので した。 ® に 話 

の やうです。 仕方がない から、 書かせる ことと なった 所が、 他の 老中の 花押が 知れ ませぬ。 然るに^ 州に 隨 行の 御 祐筆に 

問合せる と、 兼て 老中 方の 花押 は、 寫 して 持て 居る とい ふから、 私が 鼻紙へ 下書 をして、 御 祐筆に 寄 かせ、 小 笠 原 壹岐守 

松 平伯耆 守、 松 平 周 防 守、 と 連名でした 0 其 文 言 は、 此度斯 一： ムふ 勅： fr が 下った けれども、 將 軍の 主意 は、 各 阔と條 約 を 結 

んだ 以上 は、 精々 京都へ も 建白 をして、 何れ 吾々 が受 合て、 大阪も 兵 庫 も 開く と 云樣な 文面でした。 それ を 持て、 ロセッ 

が 出掛けて 往 ました。 最ぅ 日が 暮れて 仕舞た。 船 は 一 同に、 大阪の 方に 向けて 出立す る 計りの 樣 子で、 煙 を 上げて るの 

です。 他の 人、 佛蘭 西の 船に 待て 居り ましたが、 私 は證據 人に、 0 セッと 一 所に 引 張、，：： れて往 きました。 何だか 其 詞は分 

り ませぬ が、 。ハ —タスと 口 セッ との 談判が 餘程 長かった。 それから 大槪 せいと 云ので、 是を 《國に 一 通 宛に して 吳れと 一： ム 

ので、 それ 丈番 かせて、 今度 は、 私 一人が 直 かに 持て 往 きました。 それから 漸く 談判 も濟 で、 唯 承知した と 計りで は 安心 

が出來 ませぬ から、 聞きます と、 橫 濱へ往 くと 云 ことで、 私が 見張の 爲に殘 つて、 若し 引拂 はぬ やうなら、 又 何とか 談判 

して 退 船 させろ、 と 一； ム ので、 それから 兵 庫の 廣島 本陣に 引取て、 各 画の 船の 往く 先き を 見て おり まじた。 先づ此 軍^ 追々 


w 帆し ました 0 それから 安心 をして、 私の 進 返 を 何う 仕よう か、 大 坂へ 往た 所が 無益 だから、 まづ 京都へ 往か うと 思って 

中 は 中々 劍吞 です。 コマ 街道 を 山 崎の 方へ 出て 往 きました 。京都へ 着て、 二 倏へ往 くと 可 笑ので す 。登城 をして 老中 方 

に 遇 はふと 思って、 御用 部屋と 云 ふ 所へ 出た 所が、 小 笠 原が、 お 手前 は 登城 を 差 止に なって 居る と しました。 奧に慶 

公 も 御 在でした が、 小 笠 原が、 お前 は 大變な こと を 遣た ではない か、 同列 共の 謀叛 をした かと. S すから、 仕ました と 言た 

それに 就て、 勅 詫 を 山ロ駿 河が、 書き改め たと 云 ふこと だ。 大罪に 處 すと 云 ふこと になって： Ji^ ると 申した。 私 は 勅：？^ を 書 

替た覺 え はあり ませぬ が、 仕方がな いのです。 伯 州 も 同罪 だと 思 ふと 云たら、 さう 思っても 仕方がない。 何 をした と 一： ムか 

ら、 斯 くくの 事情です から、 斯うく 爲 たの だと 言たら、 それ は尤 だが、 何しろ 玆に： Ji? て は劍吞 だ、 どんな S ^違が ある 

も. れ ぬから、 早く 歸れと 申ました。 御 書付が ないから 歸れ ぬ、 と 申した が、 早く 歸れ と；： ム ことです から、 幸です から、 

東海 逍を往 くと 危 いから-、 木 曾を歸 らうと 願 ひました 0. 御 書付 を 下さいと 云と、 御 祐筆 組頭が 書附を 持て 來 ました。 ti 敷 

を 出る と、 栗 本 〔鋤 雲〕 に 遇 ひました 0 話 をして 往 きたいが、 此の 忙き 場合 だから、 長く 話 をす る 譯に往 かぬ と笤 て、 立 話 

をした ことがあ りました。 翌日、 供 を 連れて、 木 曾 街道 を、 飛ぶ が 如くに 歸 つて 來 ました 0 


；^^ の-お 難 入港と 條約 勅許  五 
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第二 章 群雄 雲の 如く 馳騁ゼ る 薩長 聯合 

【一】 幕と 薩 との 勢力 抗爭 

ナパせ ナぁ  1.： 

度應 初年の 形勢 は、 實に 幕と 薩 との 掛合 ひで 動いて ゐる といっても よかった。 元より 何事 も 朝廷の  一 Aw によつ 

て 決した ので は あるが、 朝廷 それ 自 から は、 何としても 確乎 不動の 意見が 立ち かねた。 公卿 衆の 殿上 生活が、 あ 

らんぎ よくせ つ 

瀾 曲折の 實際 問題に 觸れ て、 何の 用 を も爲す ことが 出来なかった の だ。  . 

形の 上から いへば、 雲の やうな 影の やうな、 そして 動かす ことの 出來 ない 朝廷の 存在が、 維新の 大業 を 成就し 

• げんせん  うんえんへ うべ う  めいく， C* 

た 源泉で はあった が、 雲煙 縹渺の 朝廷な かつせば、 幕府 は 今少しく 明快な 態度に 出る ことが 出来た に 相違ない。 

勝つ も 敗く る も、 利 も^も、 すべて 德川 家の 一身 ー體 にか かるので あったならば、 安政 以来の： 1:? が^は、 或 ひ は 

之れ を 少なく した かも 知れぬ。 開港した ければ しょうし、 條 約が 結び 度ければ 結ばう し、 徵勉 共に 我 身に かかる 

と 思へば、 それだけ 覺悟も 決心 もつ いたで あらう。 

嘗て 一 抹の 雲と 見過した ものが、 今や 不動の 大山と なって 現 はれ、 Si として その §i を、 まに 江戶 城に 

投じ 來 つて は、 流石の 德川家 も、 之れ を 全く 度 外に 31^ くこと は 出来ぬ。 或る 場合に は责任 をな すりつける 好^ 在 

ともなつ たが、 多く は 幕 意 遂行の 一 大障礙 であった。 左 せんと すれば 右 を 指 ざし、 進まん とすれば 返却 を 命ぜら 

群雄 雲の 如く 馳 せる 薩長 聯合  五三 
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れ、 まぎれに、 將 軍職 を 投げ出しても 兌た。 幕 令 一 下、 三百諸侯 を 令す る こと、 嘉永 以前の 如くであるなら 

ば、 . ^ぞ今 日の? きう 辦" に 立つ の 要 あらんと、 幕臣の 思 ふの も 無理はなかった。 併しながら 又た 一面から いへば、 

朝廷の 存在の 爲 めに、 なる 時勢の 進轉が 緩和され てゐ るので ある。 朝廷の 意志なる ものが、 必らす 一定 不動 

の もので たかった にせよ、 朝廷の^ 在 は、 充分に 幕府の 專制を 遮ぎ つて ゐる。 政治的 意味から のみ 兄ても、 朝廷 

の 2^ は、 幕末の政局を！^；！^らしむるに充分でぁった。 況んゃ 大義名分の 上に おいて、 立國 本義の 上に おいて、 

民族精神 のぎ 曰 I だるに おいて、 朝廷の 存在が 動かすべからざる 根源で あるに おいて を やで ある。 

併しながら、 &稱! ^ていふと ころの 朝廷の 意見なる もの は、 上御一人の 意志の みで は 決せられる とも 云へ なか 

±^  て うぎ 

つた。 l^i が大決 は、 至尊 之れ を 執らせられた にしても、 議を 協り 論 を 進む る もの は 公卿 衆であった。 卽ち朝 謙 

の 責任者 は 公卿で あつたの だ。 公卿の 議 如何 は、 依って 以て 朝議の 決する 共  1 礎であった。 • 

^  r  • 1  ろ うらく 

いは ゆる 諸侯の 『京都御手^^』 なる ものが、 盛んに 行 はるる に 至った の も、 公卿 籠絡の 手段に 外ならぬの であ 

る。 此の 點 において、 最も 能力 を 仲ば して ゐる もの は、 何とい つても 薩 摩と 幕」.^ とで ある。 幕府と いふよりも 會 

津 である。 越 前 も 宇 和 鳥 も、 共に 藩主の 歸藩 と共に、 京都に 伸びた 手まで 返き 潮と なって しまった。 土 佐 も 浪人 

運 S は 成 i んで あっても、 せ ：1 廷内まで 手 を 仲ば す ほどの 組織 は 立って 居らぬ。 尤も 藩主 容堂 侯が、 どこまでも 主體 

を 佐幕に^い たからで もあった。 州 は HI 面楚 歌の 聲で、 手 も 足 も 出る 騒ぎで はない。 


その 巾に おいて、 松 平 {芥 保が、 守護職の！^-職にぁって、 深く 宫 中の 御^ 任が あった こと は、 何とい つても. I：： 小 都 

ぢう ちん  しょくし やう がら  えう 

の 鎭で たければ ならなかった。 京都 御 守 謹の 職 掌 柄、 丘 ハカ を 擁して、 葷穀 下に 號 令して ゐ るので あるから、 

.en づ から 權 力の 鎮まる の を、 如何と もす る ことが 出来ぬ。 之れ に對抗 して、 堂々 たる.^ 者 振り を發 した もの は 

ゆうはん  き ぐ わ 

唯 だ獨り 九州 南端の 雄 藩、 薩州 あるの みであった。 久光 は文久 以来、 藩 地に 歸 臥して、 立ち 出で たいけれ ども、 

き モく  くわい てん 

冇 力なる 藩士 は U 京都 摩の 問に、 巧みに 氣息を 通じて、 時勢の 回轉を 謀る のであった。 西鄕 南洲、 大久保 E. 

束、 小松帶 刀、 吉井 友寶の 徒が、 幕府の 顿勢を 前にして、 京都 入說の 花々 しさ を 思 ふ 時に、 人 は薩州 後年の 努力 

の、 出って 來る こと 遠き を、 察せざる を 得ない のであった。 

そうた う 

此の &) 味から して、 元 治 • 度應の 政 _& は、 大觀 して 幕. 薩の 勢力 爭岡 と见て も 〈. ^支はなかった。 隨 がって 朝廷 

の意簡 も、 幕 成の 盛んな 時には 幕に 靡び き、 薩 力の 强 S 時には、 薩に倾 むくの 情 ある を、 如何と もす る ことが 出 

どりょく 

來 なかった。 ルー 回の 征ぉは ：，^- しく 薩の 力で あり、 西鄉 必死の 努力に よって その 結論 を 得た ので あるが、 岀ー n: 

の征長 は、 幕の カを以 つて 大上段に 振り かぶって 來 たもので あった。 薩が 此の 氣合 ひを昆 て、 第二 征おを 『無名 

の師』 として 反對 したの も、 一 に 朝 意に あらざる を以 つて 现. E とした けれども、 肚の裡 は、 幕，；^ の 手先き とたつ 

て 溜まる ものと かとい ふに あった。  • 

.€ 鄕が 『；大 下の 事 悉く 公議 輿論に 決せよ』 と 主張し、 飽くまで も 諸 雄 藩の 述衡を 策した の も、 幕府 顿 むに 足ら 

すと の^を 決した からであった。 外 艦 入攝の に、 極力 條約勒 許の 反對 運動 をした の は、 幕- の專 ぎを緋 せんと 

群雄 雲の 如く 馳 £ めせる 薩 i;^ 聯合  ： 九-.; - 
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ばくろん 

する にあった。 要するに 西鄕の 意志 は、 幕府よりも 國家、 幕 論よりも 國 論に 東き を：. |?！ いたので ある。 一切の 政治 

をして 公議 輿論 によって 決しよう とする の は、 明らかに 國家 意識の 發 現であって 、『幕府 卽國 家』 『國 家卽 幕府』 で 

あるとの、 封建 專制 意識 を 破した、 天皇 御 親政 下にお ける、 民意 暢達 政治の 萌芽であった。 

れいたん  ふぐげ き 

幕 *薩 の 勢力 は、 一張一弛であった。 將軍辭 職の 動機が、 冷淡な 一橋 慶喜 をして 憤激せ しむる ところと なり、 

死 を 決して カ說 した 結果、 薩 藩の 意嚮 を 代表す る、 近衛 卿 一派の 諸侯 集合論 を 一蹴して、 遂に 勅許と なり、 次い 

で 長 州 再征の 勅許 さへ 發 せらる るに 至った こと は、 何としても 薩 州の 運動 を 挫折せ しむる ものであった。 幕府 は 

外 艦 を 去らし めた 勢 ひに 乘 じて、 いよく 再征の 軍を發 する ことにな つたが、 出鼻 を 挫かれた 薩州 は、 斷然 幕府 

と絶緣 して、 孤立 無援の 長 州と 手 を 組み、 回天の 壯擧を 試みる に 至った。 中根驟 負が 『薩 *會 の 不和 は、 是れ 天 

.  かつ は  まこと 

下の 不和な り』 と 喝破した の は、 { 是に至 言であった。 

【二】 薩 藩の 雄 藩 聯合. 國是 一定 運動 (一) 

大久保 は 越 前 福 井に 遊說 

初め 勅許 降下 以前、 西鄕、 大久 保、 吉井等 は、 京都に 相會 して 諸藩會 合の 議を 凝らした。 外交問題、 征長 問題 

ひつ はく  しゅく ろん  こ くせ  き はん 

が 目前に 逼迫した の は、 西鄕 等の 宿 論で あると ころの 雄 藩 合同 • 國是 決定の 最 好機で あると し、 西 鄕は歸 藩して 


^::,"^|^久光に？^^き、 大久保 は 越 前に 松平赛 嶽を說 き、 亩 井 は 宇 和 島に 伊達宗城 を 動かす ことにな り、 夫々 その 途に 

上った ので ある。 

大久保 は 丸 月 二十 四 H 京都 を出發 して、 越 前 幅 井に 著いた の は、 九月 二十 七日の 晝 であった が、 當時甲 i5f が 入 

說の 要領 は、 次の 如くであった。  • 

『私 は 去る 八月 二十 五日、 鹿兒 島を發 し、 九月 十三 日 大阪に 着した 次第で あるが、 西鄕、 吉井 とも 合議の 結 

めいぎ ぶんやつ  まう キ」 よ  ぐ せん 

防 .：1^ 搏 征の擧 たる や、 名義 分明なら す、 到底 不正の 妄擧 である こと は、 ；大下 俱瞻の 事で あるに より、 此の際 は 

國{豕 百年の 大計 を 定め、 かかる 非 謀の 擧を遏 めら るる やう、 夫々 周旋 を 試みねば ならぬ とい ふところに 一決 致 

したに より、 ^は卽 日 上京 いたし、 九月 十四日 近 衞內府 へ 伺候して 意兒を 申し上げた。 內府 は卽」 m に 御？ .1 解が 

あった のみでな く、 尙ほ尹^^に伺候するゃぅ內論を受けたに依り、 更らに 尹 i 呂に參 上して 拜 首 上に 及び、 叉 

ご てんかん  ご か なう 

た 尹 宮の御 添 翰を以 つて 二 條關白 殿下に も 進言した ところが、 共に 御 嘉納あって、 直ちに 一 *會. 桑 三 侯へ 此 

たうとう  *- い 

の 謹の 相談が あった。 之れ を 聞かれた 三 侯 は、 殊の外 不賛成であって、 遂々 九月 二十 一日、 將 軍參內 して 『旌 

旗 を 進め 罪 狀を轧 す』 云々 の 奏聞に 對 して、 朝廷で は 『言上の 趣き 聞こし召され』 云 々との 御沙汰と なって、 

ここにい よく 將軍 進發. 《 迫 まった 次第で ある。 併しながら 我々 私 かに 前後の 事情 を 察する に、 天下の 人心 は 

今度の 長 州 得征を 以て、 名義、 明らかなら すと して、 疑惑 を懷 き、 旣に 明らかに 長 州 f$ 征を 非と して ゐる 以上 

せいき  ゐ しん  おそ 

此の 士强 ひて 旌： g を 逸 めら るると も、 必ら やや 幕府の 威信 を 傷つく るの 結 架と なる の れ こそ あれ、 決して 成 

群雄 _檠 の 如く 馳 i めせる 薩 聯合  ： 九 七 
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功を收 めら るる 答 はない。 &し 幕軍 勝利と なっても、 長 州 は して 之れ に 服從は 致す まじく、 おし 萬 一幕" 盼肷 

軍と も 相 成らば、 それ こそぬ々 しき 一大事であって、 天下 これより 四分五裂し、 諸侯の 乖 くもの 相次いで 出づ 

るに 相違な く、 實に危 の I と 中さざる を 得ない。 幕府の 爲 めから いっても、 征 長の 擧は 之れ を^ 止せな 

けれ ズ ならぬ。 それに は 諸 藩 連合の カを以 つて 國 難に 腐る の 外 はない ので あるから、 春嶽 公に も 意 を 決して 上 

京が 願 ひたい。 尤も 我が 藩の 岛津大 隅 守 〔久 光〕 も、 勿論 上京して 國 事に 奔走 仕るべく、 伊達宗城 侯 も 御 同檨と 

存 する。 春嶽 侯に は、 我が 大隅 守と は、 から 御问 論で あるので、 京都に おいて 何 ぞ^ 大の變 が 起ったなら 

ば、 必らす 或 一前 藩へ i り 出で て、 侯の 思 召 を 伺 ふやう にと、 兼々 仰 付ら れて 居ります るので、 今回 在京 m, 臣等 

協議の 上、 お伺いた した 次第で ある。』 〔中 根？ 祕錄〕 

きびす . <  , 、 , 

と 述べ、 十.！： 一日 を 以て、 春嶽 上京の 決意 を 聞いて、 九月 二十 九日 夜半、 大久保 は 踵を迥 らして &j 井 を 去り 十 

月 三日、 搏び 京都に 歸 つた。 大久 保の 曰 記に、 

【九月 二十四日】  一 lii#、 京都 出立、 同一 一十 七. -、 晝、 越 前 福 井え 若、 中极 〔緣 負〕 え、 一 封 遣 候處、 直 様 村 

m 已三郞 人來、 云々 論判、 脈 や 夜 登城 S たし 候樣、 御 案内 有， 之、 則罷出 候處、 大藏 大輔樣 g 平慶 永〕 ST 

被 二 一 候。 来る 〔十月〕 御上 坂、 大樹 公 御機嫌 御 伺 之 名 nz に而、 閣老ぇ 御 質問 之 上、 御盡 力、 若 不一 一 請 

付 1 候 はば、 其 上 時宜に 而、 御 趣意 御 決し。 

と 記されて ゐ る。 


後に 屮^ 鞦 おが、 大阪城 中に おいて、 小 笠 原壹岐 守に 面し、 此時の大久保入5^^の次_.,1?を述べたー節に、 

中根靭 負の 記錄 〔慶應 元年 十二月 十九 日〕 

〔前略〕 小 笠 •  ぬ S: 壹岐 守〕 其 藩 〔越 前〕 に 於て、 心得 居る、 薩 藩の 内情 は 如何。 參考の 爲に承 はりた しと ありし 

ぎ V およ 

故、 中 板 〔輒 負〕 先日 〔九 廿 七日〕 大久保 一 藏が幅 井に 來 りし 事 は、 定めて 聞 及 はれし なる へし。 此 時の 大意 

だんせん 

は、 九！ Z: 廿 七日 迄に、 お 藩より 人 を 出さされ は、 斷然御 討 入 あるへ き 御 決議に て、 其 月 二 卜 一 =:、 火 樹公御 

r そうせい  ご を』 よよう 

#rt> 強て 御 奏請の UN 在らせられ、 朝廷 にても、 共御奏請を御許〔^<"ぁりて、 已に御 暇 を も 仰 出された りとの 

當時薩 藩に て、 旣に斯 の 如き 形勢に 至れる 上 は、 不日、 大樹 公に は 旌旗を 進めら るるなる へし。 然る 

厶厶 厶厶厶  A 厶厶 <3 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶< "厶厶 厶厶 △ 厶厶厶 AAA 厶厶  <! 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 

に、 人ドの 人心、 大概ね }$ 討の 擧を 非と する 今日 なれ は、 强 て旌： g を 逸め られて も、 御成功 は、 ^！かんとぉ见束 

△ 厶  厶厶厶 厶< "厶厶 厶厶 厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 

なし。 扨： 大 下の 大兵 を擧 け、 剩へ 大樹 公、 旌旗を 進められし 上、 * して 御成功に 到らせられす は、 の權 

厶厶  厶 厶厶 厶厶厶  厶厶厶  <1 厶厶  <1 厶厶厶 AA 厶厶厶 厶<" 厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶  A 厶厶 厶厶厶 

威 は、 今度限り にて、 地に 墜ち、 ；人下 は 忽ち 四 分 八 なる へし。 され は此節 は、 幕府に 於て、 深く 人心の- 

厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶<1 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 A  けんばく  、  r 

.2 する 所に 注目せられ、 聊も 粗： 膝の 舉に及 はるへ きに あらす との 意兑 にて、 已に 此意兑 を^. n すべし との 

ji も ありし. H たる か、 近來 嫌^ を- m ねたる-! の 事故、 如何なる^^策をeK::したりとて、 本 藩 限りの 力に 

さいよう  き キ丄  あた  . 

て は、 到底 採用に はなら さるへ しとの 議も ありて、 建 {!: する 審は屮 止し けれと、 銜る 危急の 場 八：： に 方り 徙 

ら に傍舰 して あらん も、 不 木 fil なれ はとて、 更に 在京 東臣の 決議 を 以て、 事 iS を.^ 國に 報し、 火 隅 守 殿 〔，iw 

雄 雲の 如く 馳聘 せる 薩長 聯合  ；. F:  A 
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津久 光〕 の 出京 を 請 ひ、 別に 吉井幸 輔を宇 和 島に 遣 はし、 伊豫 守 殿 〔伊達宗城〕 に 上京 を勸 め、 叉大久 保ー藏 

越 前に 來 りて、 大 藏大輔 〔松 平慶 永〕 にも、 上京す る檨 にと 申立た るな り。 拉此時 大久保 叉 中立し は、 三 侯 上 

京 〔度、 水 ニ示 城 *久 光〕 ありて、 協) 心戮 力、 危急の 時勢 を 挽回 せらる る 事に 盡カ ありても、 矢 張、 幕府に 於て 

^1 よお、 きま る A る や き の 薪 お V る V しとの きなりし か、 

» ぶ  たい 

. ^時大 1 大輔 にも 薩 藩の 議に同 しく、 大樹 公の 旌旗を 進めら るる 事 を 非と し、 急に 上阪 して、 其 意見 を、 大 

i おに 言上す へしと て、 巳に 出 發の期 を も、. 一藩に 觸れ 示した る 場合な りし 故、 其 曰 を大久 保に 吿け、 さて 

三人 一同に 盡 力す へき や 否や は、 上阪の 上に 定 むへ きを 約して、 歸京 せしめたり。 云々 

ばくれ い 

と^  . -てゐ る。 卽ち 中根驟 食が すると ころに よっても、 此の 場合に おける、 薩 藩の 態度が. 旣に幕 令に 服せ 

ざる 意氣が はれ、 勢 ひ 巳む を 得ざる に 至らば、 直に 兵力 を 集中して 朝廷 を 守護 するとい つて ゐ るので あるから 

i な 1 

西 鄕* 大久保 等が、 勤皇 雄 藩主の 京都 集中に よって、 何事 を爲 さんと しつつ ありし か は、 太 だ 分明で ある 卽ち 

西鄕等 は、 幕府の 賴 みなき に、 立派に 見切り をつ け、 條約 勅許 問題 も、 長 州 再征 問题 も、 共に 朝廷よりの 御下問 

を 受け、 雄 藩主 合同 の 結果、 左右 を 決しよう とする ので ある。 旣に薩 藩の 此の 意見に は、 幕府 專制 を廢 し、 

朝廷 親政に 轉ぜ しめんと する、 ホ乎 たる 藩 論が、 儼然として その 姿 を 現じて ゐる。 

aj うく わ •  しんさう  0 

莲 藩の 如上の やうな 態度 は、 幕閣の 目に は、 種々 に 妖怪の やうに 映 じ、 その 眞相を 握る ことが ほ來 すに ゐた 


昨日まで は會 律と 一緒にな つて、 禁 門の 守護に 任じながら、 今日は 會津と 分袂す る やうな 形 を 執る の は、 何う い 

ふ譯 だ。 叉た 尾 張と 協力して 長 州 征伐に 出掛けて ゐ ながら、 再征と なると、 急に お尻 を 向ける の は、 何う した こ 

,  あんき  いは ゆ りラ げん ひ r  さ 

とか。 疑へば 疑 ふ ほど、 暗 鬼 を 生じ、 その 暗 鬼が、 所謂る 流言 壁 語なる ものに よって、 樣々 に きづ けられ、 いよ 

く奇々 怪々 の 姿と なって、 慕 閣を惱 ました。 中 根の 手記 は、 小 笠 原壹岐 守との 對談を 追記して、 此 間の ie^fie を 

明らかにして ゐる。 曰く、 

中根靱 負の 記錄 〔慶應 元年 十二月 十九 日〕 

〔前 承〕 此の 大久保 か 福 井に 来りし 事の 如き も、 此 節の 御 不密と ある 一廉なる へ けれと、 巳に 首 上せし 如き 事 

實 なれ は、 毫も 不良の 心底 は あらさり しなり と 申しし に、 小 笠 原 殿、 しか 事 實を承 はれ は、 其ー^^^は敢て疑 

.  厶厶  <1 厶 厶厶厶 厶厶 △△<! 厶厶  厶厶厶 厶  <1厶<3  厶厶 厶厶厶  <1厶<:1<" 

ふへ きに あらされと、 過般来、 小松帶 刀、 多 人 數を引 連れ、 殊に 火砲 を さへ 俯へ て、 在京す との なる か、 

此 の爲 なり や、 尙不 藩な りと ありし 故、 中 根、 薩 の藩議 は、 前に も 巾 上し 如く、 最早 天下 は 大亂に 至る へ 

しとの 意見なる. rr 當 時外國 軍艦の 兵 靡に 滯泊 せる も、 只事なら す m 心 はれし 故、 何れの 道に もせよ、 人數も 

えうよう  ご らくしょく 

大砲 も、 耍 ^ と 心得し なる へし。 又 其顷、 幕府 は 威力 を 以て、 朝廷 を 腿せられ、 ニ條 殿下 御 落飾、 贺陽 i お 御 

陶閉 あるへ しなとの、 訛 言 も 行 はれし 故、 萬 一 其 事 あら はとの 內意 あり しゃも 測られす。 叉 薩と會 と は、 從 

來意兒 を Si; 、にす る 故、 會に對 して、 或は 兵威 を 示す の 意 も あるへ しと 申しし か は、 小 笠 原 殿、 薩と と は、 

群雄-ゆ： の 如く 馳騁 せる 薩長 聯合  六 一 
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<1 厶厶厶  <1 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 <a  A<1 厶厶 <dl<JAAA 厶 -^<^<3<1ム<1 力/  =—、  ノー  n  t  Ic»  ,ニ 

きど 聞し に、 近来 は、 殊の外、 矛盾の よし 如何なる 仔細 ありて ならん と 尋ねられし 故 巾& 

秋、 長 人 か 京師に ^。せし. 顷は、 協力の 姿に 見へ けれと、 實は 從來、 議論 を 異にし、 眞の 懇親に は あらさる 

あんぶ 

たり。 加, 之、 防 長御處 置の 事の 如き、 會 は專ら 討伐 を 主張し、 薩は專 ら安撫 を 主張し、 备其 執る 所 を 異にす 

る 事 は、 現に 貴官 にも 御 承知なる へし。 拔此 事、 昨秋、 御 征討の 際 は、 薩士兩 三 輩、 死地に 入りて 周旋し、 

遂に stii に 至り、 一 n 一は 十 か 九 まて、 薩の意 兒も行 はれし か、 其 後 再 討 仰 出され、 其 周旋 は 忽ち 徒勞に 

歸し、 令 日の 姿に て は、 更に 會の 意見に 從 はるる 事と なりし 故、 薩が 會に對 して、 不平 を懷 くも， 其现 なき 

事と は 思 はれす と 申しし に、 小 笠 殿、 薩*會 二 藩の 者 か、 不和なる に は、 此節專 ら苦惱 す なる か、 會ょ 

厶厶 AAAAAA  A<I<1A ム AAA<dAA  AAAAA-A  AAAAA  AAA"  N  ：、 卜、., V ,  、  > 

1， ま^ま を 以て、 薩 に中談 する 事 ありても、 薩は 一切 取合 はさる のみなら す 小 松の 言に 薩は 天下の 嫁 

忌 を 受け、 最早 何事 も、 乎 を 出し 得すと、 中 居る よし。 是は、 何故 斯く 申すな らんと あり けれ は、 中极、 薩 

を 嫌忌す る もの は、 含の みに 止まらす、 故にし か 中すな るへ し。 扨 方今、 天下の 議論、 ニ途に 分れ、 各ぶ 其 

A 

見る 處に從 ふ 事 なれ は、 薩を 嫌忌す る もの も、 多 かるへ けれと、 會を 嫌忌す る もの も、 少 からさる 〈し。 故 

f<ffKr.^<  ff0f. され は 幕府に て は、 深く 此處 にぎ 蟹 あ 

りて、 ；大 下の 調和 を圖ら るる か、 ^要なる へしと 巾し しに、 小 笠 原 殿、. 何の 答 を もせられ さりし 故、 中极更 

に 言 を 1^ きて、 薩 藩と & 藩と は、 何事 も 同 論な りと は、 諸 藩の 評する 處 なれと、 事柄に よりて、 異同な きに 

あらす。 是も ー應、 御 聞 置 を 希 ふと 申出、 さて 幕府 を 推して、 勤王の 大義 を 立、 國威を 萬國に t すへ しとの 


！^^ は、 從來兩 藩と も 異なる 處な く" 唯 II 國の 意： IJ- のみ、 從來 聊 異なる 處 ありし か、 是 も- 1 人英 11 と 一 戰 

せし 後 は、 同 論に 歸 せり。 されと 兵 鹿 開港の 事 を、 薩藩は 帝都に 近き 地 なれ は、 叙盧を 安ん せられす、 义人 

をり i  ばう かい 

心 も 祈 八" はさる へし。 故に 防 海の 備を 立た る 上たら て は、 開く へからす と 論し、 弊 藩 は旣に i^l: と：^ する 上 

ベ ん *- 

は、 何れの 地 を 問 はす、 内外人 民の 便宜 を考 へて 開く へし。 防 海の 備も、 開港 之 上、 外人に 謀ら は、 却って 

安全なる へしと 論して、 未た 同 論に 至らす。 斯る 次第 なれ は、 此程、 薩の 兵庫^ 港 を 非と せし も、 從來の 持 

こと  い ぎ  tt^ し 

論に 出し ものに て、 故 さらに、 異議 を 立し に は あらさる へしと、 巾 けれ は、 小 笠：^ 殿、 しか 詳細なる 噺を承 

厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶  厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <" AAA 厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶 ゆる 厶厶么 <3 

はれ は、 いよ々々 薩に 異心な き 事 は、 明瞭せ し 如く なれと、 尙何 とやら 小 松 繁の擧 動に は、 心を縱 しかたき 

處 なきに あらす と 中され し 故、 中极、 彼 藩 は、 遠地に 僻在して、 卜：！： の 往復に、 多分の 時 n を耍 し、 時機に 

せんだん  くわち う 

後る る 事、 少 からさる 故， 從來 在外の 藩士に、 專斷の 權を與 ふる 襄、 過重 なれ は、 藩主の 意に あらさる iB^ を 

さよ どう 

も、 藩士 限り、 决行 する 事な きに あらす。 され は、 小 松 輩の 擧動を 以て、 火 隅 守 殿 〔久 光〕 迄 を； g はるへ きに 

) - 、  - - i  »  *  ：:  ；  >  A  ^  'A  ,A  A  .  .  A  A  AAAAAAAAA  A 厶厶 厶厶厶 

あらす と 巾し しか は、 小 笠 原 殿、 さるから に大藏 大輔殿 〔鹿 永〕 よ， リ、 御鑌 柄の 一： ム々 を 以て、 御 直 g: をと 屮 

ししな りと ありし 故、 中 根、 餘り にも 薩藩を 庇護す る ものと、 irii 取 あるへ きか なれと、 官、 御 休職 巾に 

さんよ しょこ ラ 

て 御 承知 あらせら る ましく、 思 ふ 事 あれ は、 ^巾 上へ し。 さて 昨卷 〔元 治 一： 儿年〕 參豫 諸侯、 上京中の 如き、 

他の 藩々 に は、 名目の みの 盡カ と兑 へし ものな きに あらさり しか、 火 隅 守 殿に 至りて は、 ；„ ^して さる tl_t の 

く、 朝廷の 御爲 め、 幕府の 御爲 め、 專ら 力を入れて、 周旋せられ、 特に 幕府の 御爲に は、 •  かく Mi 、きを 

群雄 の 如く 馳 せる 薩 .畏 聯合  六；  一 一 


、 
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も 思 はれた る ものと 拜 察せられし 事なる を、 如何なる 故に や、 幕府に て は、 中！ ST 參豫は 無用な り、 薩の在 

京 も 無用な りとの 御內議 ありし よしに て、 御續 柄な との 事 は、 毫も 思 召 寄られ さる 景狀 なりし 故、 大隅守 殿 

あう. （_•  をし つ か 

に は 失望 限りなく、 實は怏 々として 歸國 せられ、 其 後、 最早、 上京な とすへ き 心なし と、 中 遣 はされ し 程の 

事な り。 され は此 節の 直 書に、 御鑌柄 云々 の 意 を 以てとの 仰 なれと、 斯る 事實を 知れる、 大藏 大輪より、 决 

う .of ん  ぢ きしょ  べつ あん 

して さる 迂遠なる 事 は 申 遣 はし 難し。 故にい よ-/ \、 直 書 を 遣 はす 場合に は、 何とか 別 案 を 立 さるへ からす 

と 申しし に、 小 笠 原 殿、 さる 事實 ありて は、 薩の 不平 を懷 くも、 一 理 あるの みならす、 御鑌柄 云々 の 辭柄を 

こと s*i 

以て、 御 直 書 も 遣 はされ 難 かるへ し。 尤此 程、 一回 は 御 直 書 を 出されし 事故、 此 上は大 藏大輔 殿の 御 考案に 

御 任せ 申す へ けれ は、 何事 も 幕府の 御爲 め、 よろしき 方に 計ら はれた し。 尙叉 十一 日 發の御 直 書に 對 する 返 

かん  かど  ゐき よく 

翰、 島 ilH 囊 より 来り、 書中 御 差 支の 廉 あらす は、 一 見 致した しと 申されし 故、 中 根、 仰の 趣、 委曲 大藏 大輔 

に 申 聞け、 返 翰 あら は 御 一覧に 入る へく、 叉此 上、 直 書 を 遣 はす 事と なりた らんに は、 豫 しめ 草稿 を以、 御 

さて 

相談に 及 ふへ しと 申しし に、 小 笠 原 殿、 しかな し 給 はらんに は、 充分の 都合 也。 扨尙、 承 はり 度 事 あれと、 

今日 も 殊の外、 多事の 上、 時刻 も 追々 移り たれ は、 他事 は 重ねての 事に すへ しと。 

た ふべん  うはぎ き  しんたい 

中根紋 負の 答 辯 は、 一枚上 着 を 被た やうな ところ は あるが、 大體 にお 5 て、 薩 藩の 進 返に 關し、 よく 中正 を 得 

だ たう  こうふん  へう かい 

た 妥當の 觀察を 述べて ゐる。 之に 關 する 小 笠 原壹岐 守の 質問の 口吻から いふと、 何やら 未だ 水 解せ ざる 一物が 淺 

て はな  た. - 

つて ゐる。 疑 はしい とすると ころ は、 薩を惡 むからで なく、 全く 手放しに 逃 ぜられ て は、 後の 祟りが 恐ろし 丄 


すると ころから 來てゐ る。 敵と して 恐るべき は、 味方と して 頓 もしで、 何處 まで も 味方に してお きたい 一念から 

さ しん  あんき 

ァレコ レと 心配に なり、 その 心配が 疑心と なり、 疑心が 暗 鬼と なる 次第で ある。 

しんたい 

薩 州が 何處ま でも、 堂々 と 國事國 策の 上から、 進 返 を 決しようと して. ゐる 際に、 幕府が まだ 昔の 夢が 醒めす、 

御 直 書々々々 などと、 情實 がらみ で 行かう とする の は、 旣に 遠く 時勢 遲れ となって ゐる。 幕閣 がそ こへ お 氣が附 

かせられす、 上から 行けば、 何でも 透る と 思って ゐ るの は、 時勢 も 違って ゐ るが、 ひどく 人物の 優劣が 遠って 來 

てゐ る。 

【三】 薩 藩の 雄 藩 聯合. 國是 I 定 運動 (11) 

西鄉は 三た び歸 藩す 

松 平 卷嶽の 上京に 關 して は、 藩臣の 間に 甲乙の 論が あった。 併しながら、 事、 だ 急なる の 形勢 を i 觀レ てな 

る譯 にも 行かぬ ので、 意 を 決して 中原に 乘り 出す ことにな つた。 大久 保が 卷嶽出 國の意 を^ら して 歸京 すると、 

朝廷で は 外. 艦應 接の； g 使と して 大原重 德卿を 任命され、 勢 ひは薩 藩の 意圖の 如く 進まう とした。 ここまで 來てー 

橘の カ說 となり、 朝議 は 俄かに 變 じて、 幕府の 進言 を 容れ、 條約勑 許の 御沙汰と なった ので ある。 

西鄕 は大久 保との 盟約 を實 行すべく、 大久 保が 福 井に 出發 した 翌 4< 日、 卽ち 九月 二十 六日 胡蝶 丸に 搭 じて 大阪 

群雄 雲の 如く 馳騁 せる 薩長 聯合  六 五 
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を 出帆し、 十月 四日 鹿兒 島に 著 いて、 直ちに 久 光の 上京 を 促が した。 久光も 意 を 決して 上京す る ことにな り、 こ 

こに 京都 を 中心とする 諸侯の 大會議 は、 西鄕 等の 奔走に よって、 將に 成就 せんとし たが、 朝議 一 變の爲 めに、 雄 

+^^^くゎぃどぅ  >- > 

藩會 同の 一幕 は、 遂に 失敗に 歸 して 了 まった 

顧みる に、 西鄕 の身邊 は、 S た i£ を 極めた。 慶應 元年 中に おいて、 彼れ は 三度び 藩 國に歸 り、 三度び 麋城を 

辭 して ゐる。 第一 回の 歸藩 は、 改年 i.? のこと で、 一月 四日、 小 倉の 陣營 を發 して、 同 十五 日鹿兒 島に 歸 つて ゐ 

る。 t きの 歸藩 は、 元 治 元年 〔甲子〕 出 島 以後、 初めての 歸國 であって、 蛤 御門の 兵變 より、 繽 S て 第一 回 長州征 

伐の 間に し、 五 卿 問題 を 解決し、 一先 づ歸國 して 大久 保と 交代した のであった。 

第二 回の 歸藩 は、 四月 二十 二日 京都 を發 し、 五月 上旬 li した 時であった。 此の 時の 歸藩 は、 幕府が 第二 回の 

長 州 征伐 を 行 ふに 際し、 薩 藩の is? 決せん が爲 めであって、 此 行に は、 土 藩士 阪本 龍馬 も隨 つて ゐる。 阪 本が 

慶應 元年 〔乙 丑〕 の日錄 中に、 簡單 ながら、 此 時の 日記 を 留めて ゐる。 曰く、 

壬 〔乙〕 丑 歳 慶應ー 冗 年 

四月 廿 五日 坂ヲ 發ス。 五月 朔 魔府 一一 至ル。 五月 十六 日 麇府ヲ 發ス。 時午ヲ 過ク。 鹿兒 〔島〕 ヨリ 四 里。 

伊集院、 四 里。 市來港 止宿、 四リ。 川內 宿、 ニリ。 


ひ  だんこ 

西鄕は 鹿兒島 において、 大久保 等と 議し、 幕府の 第二 征長を 非と し、 薩 藩は斷 乎と して、 出兵 を 担 絶す るの 藩 

きょだく  •  ろく  やくれ う 

論 を 決し、 久光 • 忠義の 許諾 を 得た ので ある。 功を錄 せられて、 西鄕 が、 大恭 頭と なり、 役 料 高 百 八十 石 を 給せ 

ら るるに 到った の は、 此月 のこと であった。 

きふき よ  とく 

閏五月 六日に 至って、 在京の 岩 下方 平 は、 中 岡 愼太郞 を 伴うて、 急遽 鹿兒 島に 歸來 し、 征ぉの 軍を督 すべく、 

將革 親から 進發 する を 報じ、 西鄕に 直に 兵 を 率ゐて 上京すべく 傳 へたので、 西 鄕は閏 五月 十五 日、 岩 下 • 中 岡と 

共に 鹿兒 島を發 し、 二十 二日 入京した。 西 鄕が桂 小 五郎と 馬關 においての 會見を 約した の は、 此時 のこと であつ 

さ ふへん  きふき よ  すく 

たが、 京都の 事情 急變の 報に 接して、 馬 關に立 寄らす して、 急遽 入京の 途を 執った。 此事は 薩長 聯合 史中、 Si な 

しやう き 

からぬ 關連を 有する を 以て、 後篇に 之 を 詳記す るが、 これが 西鄕の 第二 回の 歸藩 事情であった。 

第三 回の 歸藩 は、 卽ち 今回の 歸 魔で、 西 鄕の宿 論であった、 諸 藩主の 京都 集合 を 策し、 天下の 公議 を竭 して、 

國是の 大本 を 定めん とする、 大 抱負 を實 行すべく、 大久保 .吉 井と 夫々 手 別を爲 し、 西鄕自 から 久光 侯の 上京 を 

き やう ろん 

促が すに 在った。 併し乍ら、 前述の 如く、 久光 出京の 意 は 決した けれども、 朝議 は、 一橋 及び 幕 閣の强 論に 屈し 

て、 搏征 • 條 約 共に 勅許と なって しまったので、 西鄕は 遂に、 その 目的 を逹 する を 得なかった ので ある。 

1 方、 松 平舂嶽 も、 S よ./ \ お神輿 を あげ、 途中まで 出て 來てゐ ながら、 形勢の 急變 を^いて、 又々 穴の 巾へ 

もぐり 込み、 久 光の 上京 も兒合 はせ となり、 その代.《^として、 小松帶 刀が、 兵 を 率ゐて 東上す る ことにな り、 西 

群雄 雲の 如く 馳 せる 薩長 聯合  六 七 
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六 八 

% も 十月 中句 鹿兒 島を發 し、 十月 二十 五日、 再び 京都に 入り 来つ ヒ。 

一重 喜、 會津容保、 桑 名定 敬の 三 侯が、 袂 を 連ねて 參內 し、 征 長の 勅許 を證 ひたの は、 十月 二十日の こと 

であって、 秦の 大久保 は、 之れ を K てまに 驚ろ き、 翌ニ 十一 曰、 一 一條 醫に 到って、 駕 S 名の f る 

こと をカ說 し、 勅許の 不可なる こと を 建 目した ので、 朝議 は 又 候 ふ 動き 出し、 勅許 見合 m と、 慶喜、 

容保、 I 等 は、 5 參內 して、 i 許な くんば f 辭 する の 外な し』 &k 菌更ら I 說 § して、 遂に 

勒許を 見る に 到った ので ある。 

所謂、 朝議の 名に おいて せらる る、 公卿の 晝 なる もの は、 水上に 浮气 g さの 如く、 定見な きこと、 槪 ねかく 

の 如くであった。 九月 十七 日、 西鄉 が大久 保に 與 へた に、 

大久保 利 逼に與 ふる 書 〔慶應 元年 九月 十七 日〕  . 

兩 度の 御 問 合の 趣、 致， 一 承知】 候。 I 日 〔九月 土 〈日〕 應來 着、 早く  iip 得 可， 申 含に て、 百方 手 墓 候 

. 處、 未 S 事相 分り 不 &.、 今朝 小 蝶丸乘 頭へ 相 達、 異 船へ 爲 i 込； If 相 伺-簾、 謹 候處、 只今 別 

紙の 通 申出 候。 來 着の 時分より、 坂 本 〔龍馬〕 並中路 〔權 左衞 門〕 兩人 は、 兵 庫へ 相 廻し 趕候得 共、 未 一 左右 も 

無レ 之、 表 fsl 衞門讓 方と して、. 崖へ 御 留守居 方より 差 出 候。 吉井 幸輔に は、 越 舊へ參 I 共、 

委敷不 H 相 分 T 木 脇 權兵衞 は、 幕吏へ 聞 籍 方 爲レ致 候處、 今日 〔九月 十七 日〕； 大保山 沖へ、 碇泊の 船 一 ぬ.， 有レ之 


故、 右 船へ、 兩 町奉行 * 並 御 目 付、 乘込候 趣に 候 間、 來 着の 趣意、 相 尊 候處、 日本語 を以 『御 方な どへ 難 二 

相咄； 頭 役なら では 談判 難 ニ出來 T 乍 二 氣の毒 1』 と挨 1& 致 候 故、 閣老小 笠 原、 爲ニ差 越 le 候 得 共、 未だ 何 isi^f も 

ばくかん 

相分不 V &、 明朝に 相 越 候. a 候 得 共、 其 趣 未だ 模樣相 知不レ 申、 今 通の 向に て は、 幕奸 より、 扣 進めと も 不レ被 

レ窺候 得 共、 油斷は 不二 相 成 1 候。 夷 船 は 都合 九艘 にて、 英船 五艘、 佛船 三艘、 蘭 船 一艘に て 候。 其. 2： 佛船ー 

艘は、 ；大 保 山 沖へ 懸 居候 外、 八 艘は兵 靡へ 桕廻 居候。 皆蒸氣 船に て 御座 候 由。 只今 迄の 形勢 相 分 候の み 中 上 

#i 明日に 相 成 候 はば、 何分 相 分り 可レ. 5.、 速に 申 上 候 樣可レ 仕 候。 今日 參 内の 儀 〔近 衞公參 內の謂 か〕、 御延 

引に 及 候 儀 承 i。 如何の 譯 にて 相 延候 哉、 不 藩の 事に 御座 候。 何れ 幕 手 を 相 離れ、 朝廷 約定 之 御 願 中 上 候 

厶 厶 厶厶厶 厶厶  <1<3 厶厶 厶厶 厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶厶 厶 厶厶 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶 厶厶厶 

者、 何れ 各 圃〔 諸 藩〕 の 諸侯 被- 1 召 呼 T 天下の 公論 を 以て、 至當 の御處 置、 不二 相 成 1 候て は 不二 相濟 7 只 幕府より 

厶厶 A 厶厶厶 厶厶  <1<1 厶厶厶 厶 AA 厶厶 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶 厶ム厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 .J "厶 

中 出 候 計に て、 兵 庫 開港 勒許 共、 相 成 候樣の 事に 陷り 候て は、 皇國の 御 辱、 此上 も無レ 之、 事に 寄り 堂上 方の 

<3 厶厶厶 △ 厶厶 厶 厶厶厶  <1厶<1 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶 A 厶厶 厶厶厶  なり ゆぎ  • ： , . -1 

例の 恐怖心に て、 義理 も 分別 も 有, 之 間 敷か。 不， 堪， I 歎息 一儀に 御座 候。 此段 早々 形 行 迄、 申 上攸。 以士。 

九， 月 十七 日 〔慶應 元年〕  西 鄕吉之 助 

大久保 ー藏樣 

此瞽 は、 西鄕が 三回の 歸國 前、 大阪に 在る 間に 認めて、 在京の 大久 保に 與 へたる ものであるが、 彼れ の 一 ひ 

くわ *w ん  どうかつ 

しと ころ は、 一 ケ ni: 後に おいて、 E;^ 然、 事實 となって 現 はれ、 公卿の 無 借 念 は、 遂に 幕府 側の 恫喝に， S "つて、 一 

も 二 もな く、 彼れ の 制する ところと なった ので ある。. 

群雄 雲の 如く 馳 せる 薩長 聯合  六 九 
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西鄕の 主張す ると ころ は、 事理 最も 明白であって、 卽ち 左の 要綱に 歸 する ものであった。 

I 外 國關係 及び 征長 問題の 如き は、 共に 國 家の 重大 事で あるから、 一 にも 二に も、 朝 意 を 元と し、 朝廷より 

御發令 あらせら るべき こと。 ， 

一 幕府 は旣に 信頼す るに 足らす。 常に 朝 意 を 無視す るの みならす、 動もすれば、 之れ を壓 する の 傾 むきある 

は、 甚だ 執らざる ところで、 此際 幕府の 專斷 は、 斷じて.^>!れを排すべきこと。 

一 國 家の 重大 事 は、 宜しく 之れ を； 大 下の 公議に 聽 くべき が至當 で、 越 前 上 于和島 *薩 藩の 如き、 勤皇の 志 篤 

き 諸侯の 入京 を 求め、 ill にお S て 大會議 を 開き、 公議 公論の 歸 すると ころに 從 つて、 勅裁 を 仰ぎ奉つ るべ 

きで ある こと 0 

要領 を 摘記 すれば、 卽ち 右の 數條 に歸 する。 京紳 中、 岩 倉 二 ニ條の 如き 有力の 土が あったならば、 西鄕の 此の 

：  す.^: CO  へんすう たくき よ 

ガ も、 或 ひ は 此際實 現を兒 るに 至り、 幕府の 衰滅 を 早めた かも 知れぬ が、 一 ュ條は 九州の 邊 陬に謫 居し、 は 

-こ  こしょう  うらみ 

洛外に 幽居の 身を啷 つて ゐる 際の ことであった ので、 近衛 公 ありと いへ ども、 孤 掌 鳴り 難しの 憾 があった 

【四】 永 井 主 氷 正の 長 藩 5^ 問 • 

抑. - 幕府の 長 州 再征に 關 して は、 天下の 輿論 を擧げ て反對 であった のみなら す、 親 藩 は 申す に 及ばす 幕府 內に 

お.： て も、， 智見 ある もの は、 悉く これに 反對 した。 幕閣 が、 、江戸から 大久保 一翁、 水 野 瘦雲を 大阪に 召致して、 


は > 

時務 策 を 諮った 時に、 1 翁の 意見 も 亦た、 再征に 反對 であった。 

もと ゐ 

『；大 下の 人心が 旣に 再征 を悅 ばぬ ので あるから、 人民に 反して 事 を 構へ るの は 失敗め 基で ある。 これに ひって 

幕 威 を 立てる こと は 不可能 だ。 永 井 主 水 正 等の 使節に 對 する 長 州の 申 開きが、 少し は 理窟に 當らぬ 節が あって 

く ウんだ • 

も、 寬大に 局 を 結ぶ に 越した こと はない。 今後 は 舊來の 弊政 を 一新して、 天下 公論の ある 所に 隨 つて、 百 政 革 

新 を 行 ふべき である。』 

と S ふに あった。 流石に 一翁 は 卓見の 所有者で あつたが、 彼れ は 進んで、 長州處 分の 三 案 を 提出した。 

ぼっしう 

【一案】 防 州 一 國 を沒收 する こと。 大膳 父子 は 永 蟄居。 末 藩の 中から 相繽 せし むる こと 

【二 案】 五 萬 石 乃至 十 萬 石、 長 州より 提供す る まま を沒牧 のこと。 父子 は隱 居。 末 藩の 中から 彼れ の 希望に よ 

つて、 相續 せし むる こと。 

【三 案】 大膳 父子 は隱 居の こと。 末 藩 中より 彼れ の 希望の. まま 相 續者を 出さし むる こと。 別に 過 代と して 軍艦 

五艘 計り 提出せ しむる か、 叉は大 井川に 錦帶 橋の 如き を 架せ しむる こと。 その他に 關 して は、 薩 藩に 一任し 

あつ * ん  ) 

て 斡旋せ しむる こと。 

長 州處分 寬猛論 は、 人に よって 異なり、 藩に よって 違って ゐ るが、 要するに 幕府の 出處を 非と する ものが 多 か 

つた。 當時原 市 之 進が、 中 根雪 江に 私語して。 

『赏を 申せば、 幕 兵 は 皆な 江 戶へ歸 りたがって ゐ るの だ。 若し 今日、 西へ 下りた S と 思 ふ もの は 西へ、 來へ 

群雄 雲の 如く 馳騁 せる 薩長 聯合  七 一 
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りた S と 思 ふ もの は 束せ よとの 命令 を 下したならば、 恐らく 西 下 を 希 ふ もの は 一 人 も あるまい。』 

とお i したの は、 一言に してよ く 幕 情 を壶す ものであった。 

ー橋は千憂 石 を 削るべし と S ひ、 板 倉は千萬 石に て 足れり とし、 は 幕議の 處分 論に も 種々 あった。 殊に 將環 

に ま 着が なく、  来る ことならば、 こんな 1 な大 阪にゐ るより、 早く 江戶 城に 歸 つた 方が よいとの 秦でー 

I  tnf  -  .A  な i ごろ  わざ は .y, ， 

ぱいで ある。 島 寛大に 處 分して 局 S ぶと いふ 論になる ので あつたが、 菌は 『蛇の 生殺し』 は禍 ひの f あ 

ると し、 殊に 勅許 さへ あって 見れば、 粜る こと tff へようと 考 へた。 それ も戰 はすして 長 州 を 伏せし 

めようと の 1 であるから、 腰の 弱い こと は 云 ふまで もない。 

幕府 は 永井 主 水 正- 戶 川豐郞 4野 孫 八 lis した s、 新撰 組の i 勇、 武田觀 I、  S 甲子 太 

郞、 尾 形 俊太郞 I へし \私 そかに 長 州の S を讓 せしめた。 、水 井 は舊の i 寺に 長 州の 代表者 を 引見して、 

八 ケ條に 互る 質問 を 提起した。 右八ケ 條に對 する、 長 藩 代表との 問答 は、 次の 如くであった。 

ちょうしう き 一つ もん の 亡で づ  . *  -  *  i. 

長 州究問 之箇條 S 應 元年ち 月 一一 ナ 一日〕 

第一 箇條 I 內證ニ I- 候に 付、 大膳 父子、 乍 &中ー f 鎭 靜ー 出張 致 養、 一， 應屆 有レ之 8 共、 委細 之 

事實、 不分明 之 事。 


〔答〕 當舂內 輪 致 ニ爭闘 ー候義 は、 政事 向 之義に 付、 藩 中より 起り 候 事に て、 乍ニ愼中^^ハ節御屈巾上候通り、 

爲 -I 鎭靜 7 出張 致 候 事、 相違 無二 御座 1 候 事。 

第二 箇條 常春 之 爭鬪、 已に及 II 鎭靜ー 上 は、 大膳 父子、 如么 §、 萩へ 引取、 愼可 11 罷在 1 處、 一昨日 〔十一 nl: 十九 

日〕 申立 候 趣に て は、 今以山 口に 罷在、 處々 巡行 致し 候 段、 如何 之 事。 

【答】 鬪爭已 に鎭靜 候へ 共、 尙 懸念 之義も 有レ之 候に 付、 山 口に 罷在、 暴行 之 者 も 無レ之 哉、 取締 之爲 め、 折 

折 巡行 仕 候 事。 尤 逗留 中 は、 获 表に 罷在候 通り、 謹 愼罷在 候 事。 

き i く. Hw 

第三 箇條 舊冬破 却 之 山 口、 春 以来 1$ 築 之 評議 致し、 其 後 加 1 一 修理 一武 器 間 配 候 事。 

【答】 口 城 は、 權現樣 〔家 康〕 より、 其 儘 後世に 殘し！ El 候樣、 先祖 輝 元へ 御 遺言 も有レ 之、 且 先年 據 ^御 振 

, 興 之 一件に 就て は、 要害 之 地 故、 屯 集 所に 仕置 候 はば、 可， 然と 申 合、 草木 切拂 候處、 ^！：：然と城跡^顯は 

れ候義 にて、 W 築 之 義には 無：， 之、 然る 處、 昨冬 破 却 被 ，1 仰 付 1 候に 付、 草木 は 切 拂候得 共、 武器 等、 問 配 候 

義、 更に 無 n 御座 1 候 事。 

つ しみち う  こんしん 

第 四 箇條. 謹 中 1ぉ 來之 者、 下 ノ關來 船 之 異人と、 懇親 • 接待 致 候 事。 

【答】 "お 關來舶 之 異人に 懇親 致 候 事、 相違 無二 御座 1 候。 右 は 近 來公邊 にて、 外 夷と 和議 を 御： g 被：， 遊 候 趣に 

付、 對 -1 公 邊ー當 地に て は、 只今 接 夷 仕 候て は、 恐 入 候に 付、 公 邊御爲 とお、 應接 仕、 a 薪水 缺乏： li 差遣 候 

群雄 の 如く 馳^せ る薩 聯合  七 二 
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第五 箇條 靠中、 所持の 簾 船、 亞 人へ 賨拂 方に 付、 村 田藏 六花 押 有， 之 I 霊 出し、 長 門 も 其節 夷人へ 

直 應對致 候 事。 

1 答】 所持の 蒸氣 船、 釜 損じ 候に 付、 其 後 打 捨置候 事故、 如何 相 成 候 哉。 寳拂候 檨の事 は 存不レ 申 候 事。 且 

長 門 夷人へ 直接對致 候 儀 は、 毛頭 無-御座-候。 已に 於， -神奈 川 T 先年 夷人 皇讓 にて 見 候て、 其望 震 は 

猿れ 候に 付、 打 割 候 事に 有レ之 候。 此儀 にても 御 察可レ 被, 下 M ；。 

第 六箇條 大小 砲、 夷人より 買 入 候 事。 

〔答〕 大膳 家来に 於て、 夷人より 直に 大小 砲 買 入 候 者、 一人 も 無二 御座 一 候 事。 

第 七箇條 筑 前へ 引渡に 相 成 候、 元 公卿へ、 使者 並に is 遣し、 裏議； 諸 大夫寒 大和 守、 長 州へ 養 

候 事。 

【答】 筑 前へ 引渡 後、 五 卿へ 使者 贈物 等 仕 候 家来、 一人 も 無， - 御座 一 候。 譜藩脫 走の 者、 長 州士と f し I むき、 

il^ 者 贈物 等 致 候 者 も 可， 有， 之 も 難， 計、 且諸大 夫 森 寺 大和 守と 申 者、 長 州へ 爲， -答禮 二 能 越 候 事、 一切 承り 

不レ申 候 事。 

第八舊 淡路 〔毛？ 監物 〔吉 川〕 大阪へ 御 召 呼 相 成 候處、 難， ー罷出 一段、 申立の 趣、 於 ％レ 之て は、 住-其 S 

外 末 家並 家老 共の 内、 申 合、 九月 廿 九日 迄、 可， -罷出 一 旨、 再應御 達の 處、 終に 及 二 延引 一 候 事。 - 

〔答】 毛 利 淡 路.吉 川霧、 出阪仕 候へば、 公邊 にて 如何 檨の 御難 題 を 御 申懸、 i に 可レ被 &f  、 淡路 


.b3 か はしく 

初、 私家 來 一統、 氣遣 敷^ 居候 故、 强て出 阪爲レ 仕 候へば、 家来 共、 如何 樣の 所業 可ジ仗 哉と、 其 鎮靜方 未 

だ 見込 付 兼 候に 付、 一日々々 と 延引 仕 候 儀 は 恐 入 候 事。 

右 之 鹿々、 父子 自判 罪狀 申立と 言行 齟齬 致 候に 付、 昨日 〔十一月 廿日〕 相尋、 其 節 答の 趣、 狼 書面 を 以て、 事情 

委細 可 1ft. 立 一 候 

右の 條、 御 答申 上 候 次第にて、 別段 齟齬 仕 候 儀 は 無, 之 候 哉に 奉レ存 候。 依 レ之此 上 寛大の 御處 S を以、 大 

, 膳 父子 宫位御 稱號、 元 之 通 被， I 成 下 7 三 都の 屋敷 も、 元の 如 被 レ下候 はば、 參覲 交代 も 仕り、 f へ 御 奉 

公 も 仕度、 奉レ存 候。 勿論 尺寸の 地 も 御 切 割、 御取揚 等の 義は、 更に^も 不レ寄 候 事。 

もた  ぎう もん 

如上の 問答に 依って 見る 時 は、 幕府 を 代表せ る 永 井 主 水 正 〔大目 附〕 の 齎らせる、 長州亂 §1 の條項 は、 全く 要領 

を 失って ゐる。 大所高所より、 堂々 として 長 州に 钆す條 項 は、 一 つも 示さす して (一) 謹愼 中の 藩侯 父子が、 出歩 

るく の は 怪しから ぬと か (一 一) 今以て ブラく して ゐ るの は 何の 爲か とか (三) 山 口 城を修 膳して ゐ ると S ふが 何の 

爲か とか (四) 長 州 人が 外人と 親しくして ゐ ると いふが 本當 かと か (五) 汽船 を 外人に 買った と S ふが 左樣 かと か 

(六) 大砲 小銃 を 1:0; 込む と S ふが 何う だと か (七) 五 卿へ 往復す るの は 怪しから ぬと か (八) 家老 連 を 大阪へ 召致した 

し え ふまつ せつ  た t< 

のに 來な いのは 何故かと か、 枝葉末節の 質問ば かりで、 眞に長 州 を 征伐す るの 大義 を 礼す の 言に 至って は、 一 つ 

キ」 うもん 

として 示されて ゐみ い。 尤も その 大義なる ものが 存 しなかった からで も あらう が、 要するに 礼 問の 次^ は、 .1 末 

に 過ぎて、 長 州に 取って は、 痛く も瘅 ゆく もな S ことば かりであった。 

群雄 雲の 如く 馳 せる 薩長 聯合  七 E 
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之に 對 する 長 藩 代表の 宍戶備 後 介 等の 返答 は、 全く 幕府 を 食った 返答で ある ことが 解る。 g¥ 返答の か 

ら 見て、 鼻の 先で 4 しらって ゐる 風が 見 

える， 

永 井 は 鬼 も 角 も、 宍戶. 木 梨 等 をして、 十二，^ 九日、 『待命 書』 を 作らし めて、 之れ を g ゲに牧 め、 表面上の 

結論 を 作成して 引き上げた。 當時宍 戶が永 井と 直した る 際、 I ら 書して 彼れ に呈 したる 『陳情書』 に 曰く、 

國中 事情 申立 書 〔{ 六 戶僦後 介〕 

- 此度被 n 仰 達-書、 謹 而奉 n 拜見， 候 得 共、 意 無二 t く Is 一 申立 候檨 との 御 事、 斯迄 御手 厚 被 二 仰 渡" 下情 被 二 

聞 召 一 被レ下 候へば、 誠に 以萬々 難， 有 仕 合 無， 此 上-俊に 付、 被 H 仰 聞 一 候 匕 U に 任せ 奉り、 國 内情 實之 儘、 逐一 

可レ 奉， -申上 一 候。 私儀 m 舍 ものに 御座 候 得ば、 言語の 枝葉に は、 不 &,;st 一儀と 被 i 召 一 候 g 、可， 被 レ爲レ 在 

候 ふ 共、 右 纏 之 儀 は、 何卒 露捨 被き 在、 其情實 ぎ 成 下-纏、 奉-願 上 i。 只今 御 聞 春に、 

大 膨父 子續之 筋、 意之 il:s§、 國內士 f 一統、 主人へ I 意き， 一  am. 

國 内議 論區々 有 候 様相 聞、 如何 之 次第 哉との 御 事、 奉， 得， -其 ih- 委細 可， 奉 二 申 上-候。 被 二 仰 聞-之 通、 父 

. 子 恭順觀秦 は、 素より、 去 冬 之 通、 Hi.  § は、 士民 一統 之 者 も、 警年 11 り 

一能 li、 麦 之秦 S じ、 薦之筋 付、 心 I 居 f  Q は、 無， 之、 liio 其證 據 


きょく わい  はき やく 

は、 京師 暴動、 巨魁 參謀之 所 置 振、 山 口 新築 破 却、 公卿 方 引渡 等 相濟候 所に 而も、 御 承知の 程 奉-一誠 上 一 候。 

乍レ 併、 右 恭順 之 筋 相違 無レ 之に 付而 は、 別段 士民 ー絲、 無, I 余義 1 情實、 徹 上不レ 仕より して、 外向 も 左 檨相兌 

候 哉 も難レ 斗、 旣に 先日、 國內士 民 一統より、 藝州表 迄、 歎願 申 上 候 書取に も、 奉- 1 怨望 1 候との 文字、 有レ之 

»> 力 力 はし ま  さし どう 

候. H、 承 及 候。 右 等 は 如何 數 次第 共 可レ 被, I 思 召 7 本より 國元之 もの 迚も、 皇 國屮、 蠶動生^！-之民に候得者、 

^  .A  ^  A 厶. -A.<5A,  <-A 厶 厶厶 A 厶厶厶 厶 厶 厶厶 厶厶厶  <1<1<1 厶 厶厶厶 <3厶<1 A  ^ 厶 

奉レ對 -1 天朝 • 幕府 ー怨望 仕 候 筋 は 無， 之 害に 候 得 共、 乍レ 恐、 只今に 而は、 圃國士 民、 右 様 之情實 無， 之 共、 難 

レ被レ 申 候。 元 來图國 士民ー 銃 之 心事に 而は、 大膳 父子、 先年 以来、 皇國 一致 不レ 仕候而 は、 外侮禦 方、 六ケ 

敷 奉， 存 居候 所、 上巳 • 上 元 等、 種々 之 禍變も 出来、 此余 如何 之， S: 亂に 可， 一 立 至 一哉と 奉 レ存、 乍， 恐、 公武 御 

合 鉢 之 筋に 付而 は、 乍レ不 レ及國 カを盡 し、 東西 奔走 を も 仕、 建言 之廢 は不， 被， 爲ニ捨 置 7 御 採 にも 相 成、 ぬ 

、江戸 御城、 ニ條 御城 等に 於而 は、 乍 レ恐御 直 被 二 仰 聞 1 も 有レ之 不二 敢當 一儀に は 候 共、 窃 tl 感葡 i 能 在、 就而 は、 

天朝 • 幕府、 風雲 之 御 場合 を以、 御 精 威 を 被， 爲， 凝、 古今 未曾有 之 御 盛典 を 被， 爲， ー擧行 T 加 茂、 石 淸水等 之 

祌 明に 被 レ爲レ 誓 候 上、 御布吿 にも 相 成 候 儀に 候 5^ ば、 尙も皇 國中之 同類 者、 此御精 威 を 等閑に 相 心得 候 様に 

而は、 下 嚴命を 尊信し 奉らざる 檨相成 候 基に 付、 大義名分 不二 相 立 1 のみなら す、 於 二 臣子之 分 一 も、 何共 不二 相 

濟？ 然る 上 は、 身 家 國カを 盡し候 而も、 御 奉公 申 上、 奉レ報 二. 鴻恩 7 皇國 一致 仕度、 一片の 愚忠 より、 聊成 共、 

其驗相 立可レ 申と、 一途に 存込、 領內 赤間關 に而、 微志を も 相 立 候 所、 不レ 被， 爲， 1 捨 天朝より は、 監察 使 

を も 被， I 差 下 7 乍, 恐 叙 慮 之 御 旨 を も 被， 一 下賜 7 顧 國感 蜜、 領內 末々 迄、 心肝に 銘し罷 在 候。 共 後 御 様子 振 如何 

群雄 雲の 如く 馳騁 せる 薩長 聯ん a  七 七 
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t 疑惑せ しめ 候に 付、 精々 鎭撫 仕置 候 得 共、 其 末、 壯&. 者 過激に ii り、 遂に 去 秋 京師 之 暴動に 立 至， 

其心術は©^^角も、 形跡 を 以申上 候 得ば、 誠 以不， 二方 1 奉， 一 恐 入】 候 次第に 付、 早々 巨魁 .參 謀 等、 夫々 令 二 所 

置 T 御鉈之 次第 を も 相 立、 尙 父子 不レ存 儀と は乍レ 申、 示 方 不行屆 にも 相當り 候に 付、 屹度 謹眞罷 せ：、 東西， 

邸 被 U 相 毀 f 其 後 宫位御 稱號等 被， -召放 1 候との 御沙汰 も、 尖に 御 凌 申 上、 委細 愼實被 二 聞 召 分 一 被， 下 候. a に、 

尾 張 前 大納言 樣始、 御陣拂 にも 相 成、 隨而 皇國之 大義名分 も 判然 相 立、 天朝 • 幕府え 之 忠敬も 相 顯れ、 父子 

多年 之 誠意、 闔國臣 子 之情實 も、 明瞭 徹上仕 候 儀と、 一 統難， 有 奉， 存候。 就而は 最早 平常 之 御沙汰、 可レ被 

か つ はう 

レ爲レ 在と 奉-一 渴望 I 居候 所、 不：， 計 も 彼是 道路 之 風說を も傳聞 仕候而 は、 乍 レ恐士 民 一統 疑惑 之廉不 少、 素より 

天朝 • 幕府に ぉゐ て、 去 冬 御 陣拂之 御所 置に 而も、 窃に恭 察 相 成 候 儀に 而、 恭順 之 理を盡 し 候 程 之 次第 を も， fli 

立 候 得ば、 此餘は 素より、 皇國之 御爲を 被, 爲ニ 思召ハ ；大下 を 御制敏 被, 遊 候、 寛仁 大度 之 御所 置 を以、 下情 

うつ さく 

欝塞不 レぉ様 後 撫育 之 心 を 被 レ爲レ 加、 吃 度 寛大の 御沙汰 振、 被 レ爲レ 在 候 御 事 は、 申 上 候 迄 も 無 レ之御 事に 而、 

可レ 被：， 爲^« 候へ 共、 fs- 角 僻境 頑固 之 風習に 而は、 種々 離 之 風 說をも 信用 仕 易く、 就中 御 再 討 之 風聞 も 有 

レ之、 叉 は此餘 主人 父子 儀、 隱居被 二 仰 付 1 と歟、 叉 は 彻地被 二 仰 付 一と 敷、 不， ー取留 1 風說を i% せしめ、 離間 之 

やから 

策 を 相 施し 候 族 も 有， 之、 就 而は大 膳 領地 中には、 先祖 八州 領地 之 節、 奉公 仕、 只今に 而 民間 町家に 相 成 sia 

候者餘 分有レ 之、 其 中に 而も、 重立 候 者 は 勿論、 其餘に 而も、 今日 感狀 書類 を も 所持 致し 候 Is 多く、 且兩國 

領地 被 二 仰 付-候 節、 扶助 方に も 差 支 候へ 共、 不， 得， 止 扶助 仕来り、 家來 共、 並 方 知行 高相當 より、 數咨之 人 


数 持に 而、 父子 儀、 兼々 右 扶助に は、 至而 困り 居候 鉢に 候 所、 右 之 もの 共、 何れも 數 百年 譜代 恩顧に 而、 ぎ 

厶厶 厶厶厶  A 厶 厶厶厶  厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶<3<1 厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <! 厶厶  <1厶<1 厶么 

境に 生長し、 頑固 之 風習、 愚直 之 性質に 罷在、 主人 父子 身上 之 事、 己 一 途に存 込 居候 所、 右 等 流布 之 離 ii 說 


厶厶 厶厶厶 厶厶厶 


を も 實說と 相 心得、 且 主人 父子、 兼 而上を 重んじ、 天朝 • 幕府え 忠 敬の 心得、 終始 如 二 候 所、 士民 一統 は、 

A 厶厶厶 厶厶厶  厶厶 A 厶厶厶 厶厶ム 厶<1 厶厶 厶< ^厶厶  <1 厶厶厶 1 

また 主人の 律義 誠實に 感服 仕 候 故歟、 主人 父子より 外、 宇宙 間に 別段 大切 成 もの は 無レ之 事と 計り 相考 居、 前 

<"A 厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶 A 厶  <1厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 AA 厶厶厶 厶<3 

條 如き 風 說傳聞 仕 候 毎に、 拉も 乍レ恐 天朝 • 幕府に は 御 慈悲 も 無 レ之御 次第、 素より 去 秋 京師の 一 件 は 巾 上 候 

迄 も無レ 之、 奉 U 恐 入 1 候 次第に 付、 誠 恭順 之條 理を盡 し、 御 詫 を も 申 上 候 次第に 而、 天下 之 人智 愚 賢 不肖の 

懸絶 は、 不レ 任, 1 心底 1 候 得 共、 畢竞大 膳 父子 儀 は、 先年 已來、 皇 國御爲 筋宜檨 にと お 込、 無 レ他之 心事より. - 

差 起、 前文に も 有 レ之候 通、 嚴命を 重んじ、 天朝 • 幕府に 於ゐ て、 信 を 天 下に 御 失 不：， 遊候檨 にと、 乍 レ不レ 及 

.  こつ +ゐ 

御手 傳をも 仕度、 偏に 骨髓 忠義 之 心 を以、 人 之 好まぬ 攘夷 之 戰爭を も 致し、 人の 好まぬ 國カ をも壶 し、 其 末 

去 秋已來 は、 斯迄も 至誠 恭順 之 條理を 盡し候 も、 是又 畢竟、 皇國之 大義名分 を 戴ん じ 候 誠心に て、 所 S にこ 

そ 前後 之 相違 有 レ之候 得 共、 一片 愚忠、 臣子之 分 相 立 度、 誠心に ぉゐて は、 終始 如 二、 其 心 術 は； 大地 鬼神、 

現在に 候 得 は、 御 照覽は 可レ被 レ爲レ 在と 奉レ存 居候 所、 乍 レ恐其 情 實を被 二 知 召 分 1 不 レ被レ 下ば、 如何 之 御 思；^:: に 

がう ぎう 

候 哉と、 號泣 悲歎、 細々 評議 候檨 子に 有 V 之、 乍レ併 於-私共 一は、 主人 父子、 兼而； 大朝 • 幕府へ 別 心無 VNi 

しんぎ やう  r 

は、 誓-一天 地 1 候 而も， 終始 不レ渝 儀に 候 得 者、 秦鏡 を掛て 御照覽 被.， 爲レ 在、 右檨刻 i 成 御所 被 レ爲レ 在 候 俊 

は、 決して 無：， 之 事と 奉：， 存 居り 候へ 共、 士民ー 銃 說論之 方便に も、 右 等 離間 之風說 は、 打消へ き；：^ 慮 之 i  i 

群雄 雲の 如く 馳騁 せる 薩長 聯合  七 九 
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も 承り 不レ 申、 就て は 彼等 内心 相 含 候 所 も、 臣子之 至情 無， I 餘儀 一筋に 付、 格別 叱り 候譯 にも 相 成 兼、 旁 以不， 一 

1 方 一 苦慮 罷在、 何分と も、 國許 頑固 之 風習、 愚直の 性質に は、 s 以闲入 申 候。 萬 一 にも 右 等 無 S 之 風， こ 

驚歎し、 動搖 等有レ 之候而 は、 父子 恭順 之 旨 趣、 貫徹 不レ 叶の みならす、 先年 以來 皇國 一致、 御 奉公 巾 上 度 

. 存込候 誠意に も 無， 之、 存外 之 事に 立 可， 中、 き i^i^pf 一^^、 き i^^^ll ザ 

AA  ^^VAA  AA'A.AAAAAAA  A 厶 厶厶厶 A 厶厶 A<;1 厶 A 厶  <1<1<1< ； 1<:1AX  ^  > 

にて、 身 鉢に 取、 手足 之 末に も相當 り可レ 中、 乍レ併 手足 之 疥癬に て、 緲，^ ず は^， まレ k4.、 就て は 

父子 始め、 末 家家 老中、 一 銃、 苦心 罷在候 問、 此段 篤と 被, 1 思 召 分 1 被：， 下 候而、 御 熟慮 之 程 奉 二 願 上 一 候。 

-  宍 戶備後 守 

此書は 『陳情書』 と は S ふ ものの、 文中の 語氣 より 推し、 旣に 幕府 を懼れ ざるの 意氣が 見える。 殊に 『fK 々ど 

も は、 田舍 侍で、 數百 年間、 毛 利 家の 恩顧 を 蒙む つて 來てゐ る 者で あるから、 只々 主人 父子より 外に、 宇宙 間に 

大切なる 者 はな S と 思 ひ 込んで ゐる。 餘り 無理な こと をされ ると、 天朝 も 幕府 も、 共に 無慈悲な ものと 一 圖に怨 

むより 外 はない。』 と S つて ゐる邊 り は、 眼中 旣に 幕府 莫 しと S ふ氣 構へ である。 

叉た 此 文の 末尾に 『防 長 二 州 は、 申さば 日本の 手足の やうな 位置に ある。 手足に 出来た だからと て、 油斷 

はなり 申さぬ ぞ。 忽ちに して 全身に 擴 がらぬ と は、 保障し 難し』 と 放言して ゐ るの は、 明らかに 幕」 おに 對 する 一 

種の 脅喝 的 文句で ある。 果せる 哉、 幕府 は、 防 長 二 州に 手を燒 き、 遂に？ St たる 全國の 勤皇 運動の 爲に、 全身の 

氱姨を 蒙む り、 やがて は 瓦解の 外な きに 至った ではな S 乎。 


*  孝 

却說、 當時永 井に 隨從 せし 近 藤 等の 使命 は 果して 何で あつたか。 單に. 水 井の 護 I であった と 兌れば、 それまで 

であるが、 更に 深く 防 長. 2： 地に 探 入し、 實 情を搜 らうと したので ある こと は、 略ぶ 察する ことが 出来る。 然しな 

き はん  ねっき や. リ 

がら、 遂に 深く 入る こと を 得すして 歸阪 したの は、 防 長の 志氣 が、 熱狂の 極に 速して 居り、 若し 萬 一 近 藤の 一 手 

今 J ょラじ 

が、 入國 したと 聞え たなら ば、 如何なる 凶事が 出来せん も、 計りが たいと 懸念され たからであった らう。 それ は 

近 藤の 報 吿を兑 て も 察知され る ものであった。 

近 藤 勇の 防 長狀況 報告書 〔慶應 元年 十二月 二十 11 日〕 

I 藝 州に 來 りたる 長 門 藩 家老、 宍戶備 後 介 は、 其實、 奇兵 隊用 掛、 山 縣 某と 稱 する 輕 輩に て、 其餘、 ル M 偽 

名なる 事。 

一 君臣、 陽に 謹慎 恭順 を 表すと 雖も、 陰に 戰鬪の 準備に 汲々 たる 事。 

一 山 口に 會議所 を 設け、 諸隊 より 選拔の 者、 之に 會し、 諸事 を 決し、 且彻封 は、 寸地 もこれ を 肯んぜ すと 

- .  厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶<1 厶厶 

主張し 諸 藩 亦 竊に征 長 を 可とせざる 事。 

一 藝州 出張の 旅 下の 兵、 及び 彥根 • 榊 原 等の 諸 藩 兵、 勇氣 沮喪 t= ^しく、 之 をして 戰 はしむ る も、 勝^ 覺 is- 

なき 事。 

群雄 雲の 如く 馳驟 せる 薩長 聯合  \ 一 
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厶厶 厶厶厶 A<1<1A 厶 厶厶  <1<1  A  <d な厶厶 <3  厶<1 厶厶  <1厶 厶厶厶 A  厶な 

右 之 如き 情 態に 付、 長 門 藩 謹慎 恭順 を 表し、 伏罪の 形、 有レ 之に 就て は、 此上 深く 取 詰る に不レ 及、 寬人 

厶<1 厶厶厶 厶厶 厶 厶<1<1<- 

の 御處置 有レ之 方、 可 レ然存 候 事。 

やくめ がら 

近 藤 は 流石に、 役目柄の 見聞で ないだ けに、 少なくとも 防 長の 空氣 を、 或る 程度に おいて 感 i:! して ゐる。 幕 兵 

振 はす、 長 兵 却って 反噬の 氣 ある を 見、 ここのと ころで 寬 大に處 置し、 征 長の 結論 を 著くべし とい ふの は、 木當 

の 事 を 吐露して ゐ ると 謂 ふべ しで ある。 事 ここに 至って は、 將軍 進發、 長 州 打倒の 面目、 果して 何處 にあり やと 

S はねば ならぬ が、 是れ 固より、 當 初より 判然し 切った 歸趨 であった の だ。 西鄕の 見識、 ^として 動かざる もの 

が あるで はない 乎。 

〔五】 薩長 聯合 運動 

•■  たと  うそ 

當時、 薩長の 形勢 を譬 ふるならば、 正しく 龍 虎の 勢 ひであった。 虎 嘯ぶ き 龍 躍， o、 雲 飛び 雨 亂れ、 兩 雄の 相 举 

b  くわつ.？ フ 

ふこと によって、 幕末の 風雲 は 一段の 活況 を 添へ てゐ る。 

いづ  i さ 

然しながら 所詮 は 孰れ かが 傷つかねば ならぬ。 龍、 虎に 勝る も、 虎、 龍 を 制する も、 孰れに しても 爭鬪の 結果 

は、 一方が るる を 待つ の 外 はない。 終局に おいて 同一 の 目的 を 有する 薩長が、 私的 感情の 爲 めに、 若しくは 利 

害の 打算の 爲 めに、 何時までも 小 局の 爭 覇を繽 くる こと は、 大局の 爲 めに 利 ある ことで な S に 相 遠ない。 

幕府 旣に 大政 を燙理 する 能力 を 失った 以上、 之れ に 代 はって； 大 下の 重 もき に 任す る ものがなければ ならぬ。 そ 


.  ►  ふくく わつ 

れ はーム ふまで もな く 皇政屮 心の 復活で はあった が、 之れ を 復活せ しむる 中心の 勢力がなければ ならぬ C それ は：^ 

を 措 S て も先づ 薩長に 指 を 屈せなければ ならぬ 。『勤皇 心の 勝利』 とい ふこと が、 餘りに純理に^^-り過ぎた觀察で 

あるならば、 實 力の 移動と 見る もよ い。 孰れに しても、 薩長 勢力の 勃興 は、 三百 年間、 天下 を. 一. 乂 配した 幕府の 勢 

力と、 やがて 交代すべき 運命の 下にお かれつつ あった。 

戰圃 時代 史を讀 む 者 は、 甲 • 越兩 軍の 火花 を 散らす 軍 さ 振りに 喝釆 せな S もの はない。 然しながら それと 同 時 

に、 武田、 上 杉の 兩將 が、 大局の 爲 めに、 互に 提 撒す るに 至らなかった こと を、 千秋の 遺憾と せない もの はない。 

ヒ杉謙 信 は、 信 長が 京都 攻略 を 評して 『信 長 は 下駄 を 穿いて 戰ゅ をして ゐる』 といった。 之れ を聽 いた 信 長 は、 

爲 めに 愕然- して 色 を 失した とい はれて ゐ るが、 その 名將謙 信が、 晴 信と 蝸牛 角 上の ひ をして ゐ たれば こそ、 

信 長の 幸運 は惠 まれた の だ。 上 杉に は 上 杉の 士氣が あり、 武 田に は武 m の 方寸が あって、 花に、 雪に、 戰ひを 枝 

けたので あらう が、 後世、 史を讀 む 者 は、 信 長の 幸運 を 心憎く く £ 心 はぬ はない。 

幕末、 薩長の 爭 ひも、 半ば は 甲 • 越の 爭覇 に似て 居った。 然しながら、 薩長をして最終まで!^  .^たらしむべ 

ラづ 

く、 幕末の 思想 はしかく 單 純ではなかった。 國內に は 久しく 土中に 埋もれた、 眞 金の やうた 皇 {}H の 復活が あり、 

海 を 隔てて は、 世界 萬 邦の 互に 雄 を 競 ふ を 見た。 In 本 は 一 の獨 立せ る國 でなければ ならぬ。 强 力なる 國家 でな 

ければ ならぬ との 自覺 は、 11國 • 鎖 國の兩 論 を 通じて、 一 齊に國 民の 惰眠 を覺 まさしめ つつあった。 

國 の爲 めに、 火 I：：？ の爲 めに、 薩長 聯合の 必要 は、 C から 人心に 湧き起った。 兩 藩の 合！ ：！： を以 つて、 國{豕 を赌 

群雄 _ぉ！1 の 如く 馳 せる 薩長 聯合  八 =1 
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と まく  や ば ちぬ 

する の 1 大 賭博で あると 見る 者 は 見よ。 心中 ー點の 誠意な くして、 國民を 支配す る 底の 歷史め 大開展 が、 匁に 舰 

ら すして、 果して 行 はれよう か。  、 

【六】 坂 本 龍 馬 (一) 

快男兒 龍馬の 人と 爲リ 

兹に S よく 薩長 聯合の 大舞臺 を說き 出す に當 つて、 先づ 第一 に 紹介すべき 人物 は、 何としても 土 佐の 阪本龍 

じ やうせ い  きょくせつ 

馬で ある。 尤も 薩長 聯合の 機運の 醵 成される 迄に は、 幾多の 曲折が あり、 經 過が あり、 隨 つて 有名 氏 • 無名氏の 

なんそう  含 だう  ほんぶ たい 

奔走が あった こと は 勿論で あるが、 いよく 薩長 聯合が 軌道に 乘じ來 り、 本舞臺 にかかった 時には、 土 佐 藩に お 

ける 中 岡 愼太郞 *阪 本 龍馬 •  土方 楠 左衞門 〔久 元〕、 長 州に おける 柱 小 五郎 〔木戶 孝 允〕、 高杉晋 作、 公卿に おける 

三 條實美 •  31? 倉 具視、 薩州 における 西 鄕吉之 助 • 大久保 一 藏 • 黑田淸 隆等を 擧げ， ければ ならぬ。 今、 次第に 是 

ぐんゆう  めいいう 

等の 群雄 を 舞臺に 登せ 來 るに 當 つて、 先づ 登場せ しむべき 名優の 一人 は、 我が 阪本 龍馬で ある。 

ゐ しん  へいしょう  A  A  A  A 

世に 維新の 三 傑と 稱し、 西 鄕* 木 戶* 大久 保の 三人 を併稱 する が、 筆者 は、 時代 的に 15!: 分して、 先づ 幕末 五大 

先覺 者と して、 藤 田 東 湖 〔水 戶〕 佐 久間象 山 〔松 代〕 吉田松 陰 〔長 州〕 橋 本景岳 〔越 前〕 横 井 小 楠 〔肥 後〕 の 五 思想家 を擧 

げたい。 而 して 維新 三大 英傑と して 推す とせば、 西 鄕吉之 助 〔薩 州〕 高 杉晋作 〔長 州〕 阪本 龍馬 〔土 佐〕 の 三 雄 を舉ぐ 


せん.^ ぐ 


べきで あると 考 へる。 先の fc- 先覺 は、 實行 i¥ でなかった とばい はぬ が、 時代から 推し I 人物 • 胤 格から 推して、 

所謂る 維新 時代に 入る 啓蒙 期に 屬し、 各ぶ 優秀 絶倫の 經綸を 有した る 人と して、 一世 を 指 t^^iif した、 先 覺* 先 

賢に 場すべき の 人で ある。 後の 三人 者 は、 共に 英雄 肌合の 人傑で、 學問 • 文章 二 一 目論と いふよ， 0 は、 k{tlii の 

雄 火た る實 行-: であり、 維新 運動の 中心的 人物であった。 

- S  てんしょう  てうた く  あと  うまく  とゝ 

は^ょり 天縱の 英雄で ある。 殆んど人ェ彫琢を加へた^^が見ぇす、 茫莫 として 捉 ふるところ なきが 如くし 

て、 併も 鐵：， ^の 心肝 は、 百鍊千 磨を經 たる 名刀の 冴えが あり、 然る 上に 急がす 迫 まらす、 能く 大勢の 勁く ところ 

に從 ひ、 ： 取 後の 一人まで も、 彼れ の大 乎に 抱かれて、 安んじて 國家^ 轉の 維新に 進まし めた 火 偉人であった。 

維新 風雲に 乘じ 來れる 群雄の 雲の 如き 中に あって、 この 茫洋 たる 西鄕と 相撲の とれる おは、 何としても、 長の 

しゅんびん  はやぶさ  よ や， ャ- 

高 杉と、 土の 阪 4^ である。 高 杉 は雋敏 なること 攀 の 如く、  n にも 丄 まらぬ 早 ，淡 は、 實に 維新 的 風 &、 兒と稱 す 

るに 足り、 之に 對 する 阪本は 進歩的 • 無軌道 的で、 その i 幻 出 沒の妙 を 極めた る行藏 は、 全く 常ぎ を 以て 推し測 

る ことが 出来ぬ。 彼れ は 1K 下の 快男兒 であって、 進取の 氣 象に 富みた ると ころ は、 I： 血 千 諮の 駒に 比すべく、 

は ラらー しらく  てい  めうた う，.： -ス  さ- ソ りう 

放 1^ 落、 一 髮 をも捉 うる 態 はざる 底の 變 化の 妙 態 は、 雲 雨に 乘 する 蒼 龍と も 評すべき で、 {3 疋に その 名の 能お たる 

に 恥 ぢぬ逸 村であった。 

はやぶさ  , >i いく  レナ： S き  . 

^ のュ" I 杉と、 名 駒の 阪 本と は、 眞に好 箇の對 手で あり、 西鄕 との 駆 引に おいても- m 行が 西 鄕の足 を 取れば、 

す と 

龍馬が 手 を 捲き あげる 位の 相撲 は 取れた に 違 ひない。 手足 を捉ら へられて、 土 侠 際へまで は 持って ハ：； ： かれても、 

群雄 雲の 如く 馳聘 せる 薩長 聯 4"  八 五 
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ここで 西鄕の の 自然の 東み に 押し されて、 兩雄 共に カ竭 きて 倒る ると S ふ 結果で あらう が、 兎にも角にも 

片足で も擔ぎ あげる 力量 は、 兩雄を 措 S て 外にない。 

*  *  * 

ぎ It 阪 本の 人と 爲 りに 就いて、 少しく 記す ると ころ あらんに、 阪本は 土 佐 藩の 鄕士、 阪本八 平 〔直 足〕 の 二 男 

で、 母 は 谷 幸 子、 ； だぎ だ § 〔己 未 ：！ 十 一 巧 十五 日 を 以て、 土：^ 國高知 城下 木 町に 生れ、 鹿 應三& < 丁 卯 ¥  一  n 十五 

<3  せぎ さつ  そうなん  い/. 、 

nr 京都 河原 町 醬油屋 近江屋 におい. て 刺殺され た。 誕生日と 同月 同日に、 遭難して ゐ るの も ， ^かの 因緣 であら 

う。 時に 彼れ 俊 かに 三十 三 _ ^であった。 

阪本 氏の 祖先 は 才谷屋 八郞兵 衞と稱 する 酒屋で、 其 長子 八 平が 新规鄕 卜： として 土 佐 藩に 召 抱 へられて、 阪 本姓 

を稱 し、 これが 阪本 氏の 祖 である。 龍馬の 父 八 平 は、 三代 目で、 二 男 二 女を擧 げた。 末子が 龍馬で ある。 龍馬が 

£• ソ，、  <  <1 <j  <1 <3 へ  なほな り  ゐ みな  厶厶  _  , 

耐 g して 才谷梅 太 郞と稱 したの は、 遠祖の 屋號 より 取り 來っ たもので ある。 直 柔は阪 本の 諱で、 .ぼ陰とも1^1き 

き i とも 書いて ゐる。 變名 にも 才谷 以外に、 I 问妒 龍次郞 といったり、 西鄕 伊三郎と 變 へて 見たり、 取卷拔 六な ど 

と Mi な 名を附 けた こと も ある。 ^！！！-！-と稱したのは、 平生 愛讀 して ゐた 老子から はた ものであると いぶが、 四 

へう いつ 今」 よむ 

角 四面の 孔子 をして、 龍の 如き かと 評せ しめたと S ふ 傅へ も ある 老子の、 飄逸 虚無の 趣きが、 龍馬と 相 通 ふ もの 

がないで はない。 

彼れ は 勿論 學者 的ではなかった。 鋭, と 机の 上に 端座して、 子の たう まく を やって ゐる人 il ではない が、 ー见 


しん 幸ゐ え とく  ていない 

して S: 物の 眞髓 を會 川，^ する 底の 人 問で ある。 彼れ は ：=^ して 同 一 の 場所に 停滞して 居ない。 一 口 一  日變 つて ゐる。 

士 三日 相 # は ざれば、 刮 E! して 見るべし とい ふの は、 正に 阪 本の 風 率で ある。 

彼れ は卽 座に 用を辨 する 漢 である 。彼れ は 決して 事 を 行 ふに、 狐疑逡巡 しない。 聲の 響に 應 する やうに 對.^ し 

て 行く。 時には 餘 りに 早 や 過ぎる 位で、 對 策の 方が 事件より 先き に 立つ 位で ある。 彼れ の 立憲 政體^ の 如き は、 

正しく その 一 例で ある。 

らいらく  がう  か うでい  はな を 

彼れ の行藏 は、 太お 森 落に して、 毫も 物に 拘泥し ない。 其處 にあれば、 女の 赤 S 鼻緒の 下駄 をつつ 掛けて 出て 

行き、 姉の 浴衣 を 11 違へ て、 橋の 上の 夕凉 みと 出掛け、 人に 注意 さるれば、 衣 物で あれば 何でも 構 はぬ と濟 まし 

あんどん  さ  て ふちん  をと こ 

てゐ る。 客に 呼ばれて 日が 暮れる と、 行燈を そのまま 手に 提げて、 提灯の 代りに 出て 行く 漢 である。 彼れは^^面 

H に n 記な ど を 記さぬ 男で あるが、 偶ぶ 日錄 せる 日記 體の手 控を兑 ると、 裏に 書き、 表に 書き、 撗 にきき、 縱に 

らん はう らう ぜき 

IS き、 亂暴 狼藉、 眞に縱 橫無盡 である。 解る の は 本人 丈け であって、 他人に は 何の こと だか、 又た 何時の こと だ 

か、 薩 張り 判らぬ。 恰 かも 是れ、 一 本の 縮 圖の觀 が ある。 

は うら- ヮ 

阪本 一度び、 ；大下 放浪の 客と なるや、 その 變 化の 急速なる は： E にも^ まらぬ 早變， 0 である。 小刀 を 指して， 江 0. 

- め くぎ 

から 歸り、 恐ろしく 長い、 『ニッ nn 釘の 半玉 子』 と稱 へる 大刀 を 指して、 ゾロ くして ゐる土 佐 ッボを 驚ろ かし、 

けんじう  う 一て ぶ 

二度 M に歸 ると • 大小 を廢 し、 举銑を 手に して 『これから は 大小 なぞで 戰-印 をす る 時代 ぢ やない』 と喊 いて ゐる 

かと H 心 ふと、 三度 目に は、 その 舉銑も 捨て、 懷 ろに 『漢 譯萬國 公法』 を 入れて、 『これ さへ あれば、 ^界 iEI^ を 渡 

. 群雄 雲の 如く 馳騁 せる 長 聯合  八 七 


大西 鄕全傳 第三 卷  八 八 

る ことが 出来る』 と 澄まして ゐる。 nig の 檜 垣 成 治が 長 太 息して 『阪 本の 進歩 は 露に 恐るべし』 といった とい ふ。 

かん  でんく わう せっく わ  _  ,  lit ん.， かん *  , , こ -, 

阪本 は、 物を考 へない ので はない。 勘で 行く ので ある。 判斷が 電光石火 である ハツと つた 瞬 5^ に 阪 本は旣 

に 千里の 雲 を 踏んで ゐる。 走 馬燈の やうに 急變し 出した 維新 時代に、 i 是に 好適の 人 村で ある。 時代が 英傑 を產む 

せんく わい W 

か、 英傑が 時代 を 作る か、 そんな こと は 吾人の 關 する 限りで ない が、 維新 風雲の 旋回 裡に、 正に 阪本 なき 能 はす 

である。 嗚呼、 海 南 千里の 波打つ ところ、 よく ぞ 一箇の 快 男 兒を產 み 出せり だ。 

【七】 阪本 龍馬 (一一) 

薩長 聯合 は 武市瑞 山の 遺 策 

久しく 池 中の 物に あらす、 雲 雨 を 得て： 大に 昇る とい はるる が、 阪本は 初めから 池 中の 物で ない。 彼れ 夙 

に 四方の 志を懷 き、 劍道 修業 を 志して 江戸に 遊んだ の は、 嘉永六 年 〔癸丑〕 三月で、 彼れ が 十九 歳の 春であった。 

是 より 彼れ は 四方の 士と 交り をぎ し、 大いに 知見 を弘 めた が、 彼れ の 人生に おいて、 恩師と も稱 すべき ニ箇の 

人物が ある。 その 1 は 土 佐 勤皇の ぎ 首た る瑞 山、 武市半 平 太で、 他の 一 人 は、 幕府の 智者、 海 舟、 勝 安房 守で あ 

ん はん 

っヒ。 阪 木が 初めて 武巿瑞 山に 會 つたの は、 安政 三年 〔丙 辰〕 七月で、 武 市が 江戶 勤番 を 命ぜられて、 れ戶に 上つ 

ヒ で、 瑞\ 一 ト，^ き、 阪本 f ーサ  1l きの 観 であった。 阪 本は武 市の 門人と して、 敎を 受けた とい ふ 程で はない 


が、 先楚 として 尊敬し、 0: つ 指導 を 受けた。 阪 本の 件べ 格から 兑れば * 武巿の 老成 は 時代 遲れ とも、 感 すると ころ 

ぢ-フ かう 

があった かも 知れぬ が、 流石に 瑞山 は、 ー黨の 首領と 推さる る 人物 だけに、 その 言行 は自 から 厚なる ものが あ 

ゐ はつ  しんたい 

り、 不知 不識の 間に、 瑞 山の 造 鉢を繼 いだと ころが、 龍馬の 進退に 窺 はれる。 阪本は 文 王な しと 雖も^ ほ 興る の 

どぐ わい し 

士には 相 遠たい が、 瑞 山の 敎 へに 化せられ たこと を、 度外視す る こと は出來 ぬ。 . 

瑞山は 『： 大皇 1^ き』 との 稱を 得た ほどの 勤皇家で、 文久 元. 〔辛 酉〕 八月、 薩長 兩 藩の 勤皇 志士と 共に せん 

として、 土 佐 勤皇 同志の 血盟 書 を 作り、 各 M 志を勵 ました 文章に、 彼れ の烈々 たる 意 氣を讀 むこと が 出来る。 

盟  曰 

堂々 たる 神州、 戎狄の 辱し め をう け、 古より 傅 はれる 大和魂 も、 今 は旣に 絶えなん と 帝 は 深く 歎き 玉 ふ。 

I  ,  I  ,  いんじゅん ゐだ  わざ は ひ 

しかれ ども、 久しく 治れる 御代の 因循.^ 惰と いふ 俗に 習 ひて、 獨りも 此心を 娠ひ舉 て、 皇國の 禍 を摇ふ 

人な し。 かしこくも 我が 老公、 夙に 此事 を薆ひ 玉 ひて、 .sl^ 司の 人々 に 言 ひ爭ひ 玉へ ども、 却て その 爲 めに 

^を 得 玉 ひぬ。 斯く 有難き 御 心に おはします を、 など 此 罪に は 落人 玉 ひぬ る。 Sj; 辱 かしめ を受る 時 は、 臣死 

すと。 て や 皇國 の、 今にも 枉を 左に せん を、 他に や 見るべき。 彼の 大和魂 を ひ 起し、 巽 姓 兄 * の 結び 

をな し、 一 點の 私意 を 挾ます、 相 謀りて 國家與 復の萬 一 に 稗 袖 せんとす。 錦旗 若し 一 とたび 揚 らば、 圈 結し 

て 水火 を も 踏む と、 发に 神明： y 誓 ひ、 上 は 帝の 大御心 を やすめ 奉り、 我が 老公の 御 志 を繼 ぎ、 下 は jsi 

n:^ の 忠 をも拂 はんとす。 左れば 此屮 に、 私 もて、 3： にかくに 爭ふ もの あらば、 祌の 怒り 罪し 給 ふ を もまた 

群雄 雲の 如く 馳 せ る薩 4^ 聯合  八 九 
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て、 人々 寄つ どひて、 腹 かき 切らせん と、 おのれく が 名 を 害き しるし、 おさめ S ぬ。 

文 久 元 .i^  〔辛 酉〕 八 n::  武 市中 平 太小循 以 ド述署 

ナ つ、.  1 し *1 う  へんげんせ ざ ご  *. 

抑 M 此の 時の f 明 I こそ、 土 佐 勤皇 黨 結成の 創めで、 彼れ が楚 ふべ からざる の志尙 は、 片言隻語の §1 に 人に 滞 

まる ものが ある。 老公と いふ は、 固より 山 内容 堂 を 指 ざすので あって、 『老公の 志』 とい ふ は、 容 堂が 嘗て 三條實 

萬 公に 與 へて、 

<3A 厶  <1<1<1.<3 厶 厶厶厶  <1 厶 厶厶厶 厶<1 厶 厶厶厶 A 厶厶厶 <JA 厶；. ^厶 *^f_:A,  A»-5-,fLA*^ 

一 IGjlJT  rli^ ザ"、 • ぎ 翻へ がの 日 は、 列藩 • 親 藩 を不レ 問、 其 不臣 者 討レ之 國 カを盡 して 王事に 勤 

厶厶 厶厶厶 厶<1 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶， > 

めん。 是れ 平生の 赤心、 萬々 御 疑念な き 事。 

と 述べた る を 指 ざせ る ものである。 これ 土 佐 藩 勤皇 史 中の、 最も^5^要なる文献でぁるが、 武 市が 常に 1 藩 勤皇 論 

を 以て、 浪士の 過激 運動 を 腹へ て 来たの は、 流石に 大人の 風 ありと 謂 ふべき であった。 

文久 元年 〔辛 酉〕 十二月、 いよく 皇 妹和宫 が、 關 東へ 御 降嫁と なった 時、 水戶 有志 及び 長州久 阪玄瑞 等が、 御 

% を駿 河の 薩 if に 要して、 ー擧 之れ を 薄 還しょう との 企 割が あった 時、 武巿は その 無謀 を誡 しめ、 一藩 勤皇 論 

を 主張して ゐる。 『土 佐 勤皇 史』 に 這 間の 事情 を 述べて、 次の 如く 記して ゐる。  . 

『閣老 共 は、 I？ も 攘夷 實 行の 逢 32 を 奉す る 意な きに、 敢て 朝廷 を 欺！： して、 皇 妹を關 東に 下し 奉り、 人質と 同 

樣 になさん とする は、 其の 罪、 井伊直弼に 劣らす と、 日 を 期して. 江戶に 在る の 志士 相會 せし が、 水戶 等の 志士 

は ^iis レて 曰く、 比の 上 は 和宮內 親王の 御輿 を、 東海道の 薩 l^s- に 要し、 之 を 幕吏の 手より 楚ひ 奉り、 京 飾へ 


返し まゐら すべく、 之と M 時に 刺客 蹶起して、 安藤 閣老 を斃 さんの みと。 門眢卞^^^裂けて、 殺氣 に 充てり。 

もく ちゃう 

rj- 藩の 久坂等 も、 忽ち 之に 應じ、 議、 將 さに： „ ^せんとす る や、 八 r. まで 默聽 せる 瑞山 は、 ット席 を 進み出て、 『抑 

も 府； f 仏輕ダ 憎むべき は 勿論の 儀ながら、 朝議 已に定 りて、 勅許 あらせられし 以上 は、 1}^ に 之を妨 ぐる は 道に 

あらす、 今諸^？；匹夫の事を行はむとするも、 成功 すら 期し 難く、 或は 徒らに 志士 を 殺す に 過ぎ ざらん。 寧ろ M 

厶厶厶 A 厶 A 厶厶 A 厶厶 厶厶  厶厶 A 厶 厶厶厶 A  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 

志 相 誓 ひて、 各自に 歸國 し、 先 づ藩論 を 勤皇に 一決せ しめ、 卽ち 其の 藩主 を 奉じて、 闕ドに 入朝した る 上、 正 

A  ^  A  么厶 厶<1 厶厶  <1 厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶<3 厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶  厶 

堂々、 閣老 奏聞の 言質に 共ん き、 幕府に 迫りて、 攘夷の 實 效を擧 げしむべし。 是れ 所謂 名 }i 一し く 言 順な り。 此 

<"^厶厶 A 厶厶么 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶  厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 

の 如くに して 始めて ；大 下の 人心 を愤 起せし め、 隨 ひて 尊攘の 目的 を 達する に 至らん』 と。 其の if 議 正大、 利. お：： 明 

ヒ ふく  しゅくち やう  さしはさ 

白に、 滔々 として 說 破し 来り たれば、 滿座肅 聽 して、 一 人の 異議 を 挾 む 者な く、 前途の 大計 は、 兹に 漸く 

確立し、 土 藩 武巿半 平 太の 名 は、 忽ち ：大 下の 有志の 間に 鳴り渡れり。 是に 於て 瑞山 は、 特に-. i おの IS 有志と 謀 

ム<^1<1厶厶<1厶厶厶厶厶厶<3<<1<3厶厶厶厶厶<"  みそう 

り、 明：：！^ を朋 し、 三 藩 各自に 藩主 を 寧 じて 入京す べしと、 瑞山敢 て 身 を 以て 土 佐 ー阈を 代^し、 此の.^ 竹お の 

1 尺 偉舉を 確約せ し は、 其の 雙 肩に 負檐 せる 责任、 泰山よりも 車； しと 謂 ふべ し。 瑞山 はいよ く 河^ 萬 さ" 1、 

ii? 村 衞吉、 柳 井 他 次の 三人 を 伴 ひ、 歸 裝を现 して 將 さに 發 せんとす る や、 久坂來 り、 瑞. E に^きて n: く、 个ゃ 

時勢 測られ ざるに、 志士 相 率ゐて 江戶を 去らば、 幕吏 は 恐るべき も 6 なく、 耿て 京都に， ：！； ひて-小. を 行 ふに 至 

しんぎ 

らん。 願く は 先生 留 りて、 僕と 共に； 大 下の 霜き に 任ぜよ、 貴 藩の 士氣を 振起す るが 如き は、 別に 同志の 人 を 造 

はさば 足らん と。 瑞. ESS かすして 曰く、 『否な、 今 i りて 君と 事 を 謀る や。 勢必す匹夫の行ひに出でざる^5>^ふむす 

I- 雄 雲の 如く 馳 1^ せる 薩ぉ 聯合  九 一 
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^  *? つ  しう 4* ん 

是れ 頗る 無 謙に 似たり。 寧ろ 共に 歸國 し、 藩 論 を 一定して、 朝 幕の 間に 周旋せ しむる に 如かす』 と。 久坂復 た 

^ふこと 能 はすして 去る。 久 坂.^ に 臨み、 瑞 山の 書け る 墨 竹に 題せ る、 左の あり。 

挺 立山 巖竹數 竿。  故人 心事 畫中 看。 

男 兒再會 期 難ん， r  唯 喜淸 風 襲& 寒。  、 

斯くて 瑞山 は、 同志の 大石彌 太郞、 池內藏 太、 廣田恕 助、 小 笠 原 保 馬 を 江戶に 留め置き、 譜藩 有志と 交 を 結 

びて、 時勢の i 動 を 土 佐に 報告せ しめ、 _ ^西 互に 氣脈を 通じ、 内外 相應 じて、 藩 論 を 動かす に勉 めんと す。 瑞 

ひそか  つらつ  ラらゃ 

山 は 竊に他 を 戒めて 日く、 『熟ら 久坂 等の 擧動 を視 るに、 其の 師松 陰と 戊 午の 難に 殉せ ざり し を 憾みて、 輙 もす 

れば 死所 を 求む るに 念なる が 如し。 或は 師の復 響と して、 閣老を 殺さん も 知れす。 此の 擧、 久坂 等に 在りて は 

るゐ 

忍ぶ ベから すと する も、 我に 於て は 事 を 共に する 不可な り。 我れ 今歸國 する は、 其の 累を 避る も 亦 一因たり。 

君 等 血 氣の勇 を 以て、 匹夫の 死 を 致す 勿れ』 と。 〔土 佐 勤皇 史〕 

這 間の 態度に よって、 瑞 山の 思想 態度 を兑 るべき である。 久阪 等の 精鋭なる 機鋒 もさる ことながら、 瑞山は 流 

らうせ ぃキ』 やう  し ゐ 

石に 一段の 老成 境に 入って ゐる。 西鄕の 思惟した る諧藩 合同 策 も、 要するに、 瑞 山と 同一 の 心境に おいてして ゐ 

ちゃくしゅ  どうけん 

る。 殊に 瑞 山が 文久. 代に、 liji- くも 水 •  土 .薩 • 長の 聯合に 著 手した の は、 よく 大勢 を 洞見した ものと 謂 はなけ 

そっせん  ，  どく さう 

れ ばなら ぬ。 阪本 *屮 岡が 率先して 薩長 聯合に 周旋し、 遂に 之れ を 打 成した の は、 彼等の 獨 創と いふより は、 矢 

f 先師 瑞山 の 遺 鉢 を 額 いだと 兑 るべき であって、 遂に 薩長 聯合 を 完成した の は、 ；ム しく 瑞 山の 遣圖 の {.: 几 成 で あ 


つた。 長 州に おける 久 阪丄咼 杉が、 回天の 飛躍 を爲 したる 跡 を 見ても、 結局 恩師 松 陰の 爲 さんと 欲して 爲し能 は 

ざり し 造 業 を 繼 いだに 歸 する を 見る と、 松 陰 *瑞 山の. K 器たり し を 知る と 同時に、 弟子の 業 は 要するに 先^に 代 

ヒ，， 'せ •  あた- 

つて^ 圖を逹 成す るに ある ことが 察せられる。 瑞山 における 阪本 • 中 岡の 兩士 は、 45 かも 長 州の 松 陰に おける、 

東行 .玄瑞 と、 好個の 對 照を爲 して ゐる。 人物. 風格より いはば、 中 岡は久 阪に擬 すべく、 阪木は 高 杉に 匹敵し 

て ゐる。 

瑞山は 松 陰と は 一す る 機會を 失な つたが、 久阪と は 最も 親交が あり、 久阪を 通じて、 黡々 松 陰の 人と 爲りを 

たんそく 

耳に し、 平生 『我 遂に 松 陰に 及ばす』 と 嘆息して ゐ たとい ふ。 後世より 之れ を 看れば、 瑞 山と 松 陰と、 共に 國士 

無双の 人 村であって、 優劣 を 分つべき ではない が、 遠く 松 陰の 遣 風 を 慕と ころに、 瑞 山の 實が窺 はれる。 

へんれ ネ J 

瑞 山が 脊 て萬延 元年 〔庚申〕 七月、 劍道 修業と いふ 名目で、 中國 から 九州 を遍歷 した ことがある。 時に 阪本は 笑 

れい ひや-つ  こうふん 

つて 曰く、 『今ごろ 武者修業 でも あるまい』 と。 ややお 爺 サンの 時代 遲れを 冷評した 口吻 も兑 える が、 そこ はま だ 

:£； う もく  けいこ  ある 

龍馬が 年が 若い。 瑞 山の 武者修業と いふの は、 表面の 名目 だけの ことで、 何もお 面お 小手の 稽古 をして 歩かう と 

ちゃくもく 

いふので はない。 瑞 山が 著 目した の は、 何とい つても 勤皇の 實カ ある 藩 は、 中 國 • 九州に あると したので、 そこ 

で それらの 有志と 交 はり、 他日の. K 發を 期す る爲 の、 大志 を藏 する 旅行で あつたの だ。 當 時の 瑞山 は、 懷 ろに 一 

卷の 『B"M の 柱』 を 蔵し、 腰に 南海 太郞朝 尊の 新刀 を 横た へ、 飄然、 高 知 城下 を 去った 時には、 絶えて 平 色と 變 

はると ころがな く、 誰れ も瑞. H 祕 炎の 經綸を 知る 者がなかった とい ふ。 

群雄 雲の 如く 酏騁 せる 薩長 聯合 ,  九； 二 
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a にだつ 

阪 本は是 より 疆. M 瑞 山の 意 を 受け、 長 州に 入り、 久阪 • 高 杉と 交 はり、 早く 銳脫 して ；大 下の 土と なった。 瑞^ 

の 沈毅、 龍馬の 豪宕、 武巿の 誠實、 阪 本の 奔逸、 全く 相反した 性格で あつたが、 人 は 良師 を 得ざる ベから すで、 

阪 本が 武巿を 得た の は、 何とい つても 良禽 よく 良 林 を 得た ものと いはねば ならぬ。 

【八】 K 本 龍馬 (三) 

勝 海 舟の 指導と 海搓隊 

おんし  めんく わい  厶 厶厶厶  A  A 

. 拔、 阪 本に とっての、 第二の 恩師 は、 勝 海 舟であった。 阪 本が 初めて 勝に 面會 したの は、 文久 二. ；ゎ 〔壬 戌〕 十 nl: 

で、 龍馬が 二十 九 歳の 秋であった。 元来 龍馬 は、 瑞 山の 節度に 服す る 男で なく、 此歳三 月 二十 gInT 脫 藩して 四 

はう らう 

方 放浪の 客と なった ので ある。 瑞山、 人に 語って 『阪本 は 土 佐 一 國に牧 まって ゐる 人物で ない』 といった とい ふ。 

阪本は 高 知 を 出る や、 、江 戶鍛治 橋 外 桶 町に 居た、 豫て 知り合 ひの 千 葉 重 太 郞に身 を 寄せ、 一日 千 紫と 共に 勝を訪 

お、  せォ- さつ 

づれ た。 當時、 勝 は開國 論者と して 聞え てゐ たの. で、 阪本は 大いに 彼れ の 心底 を 叩き、 場合によって は 勝 を 刺殺 

する つもりで 出掛けた ので ある。 『土 佐 勤皇 史』 に 曰く、  ，  . 

すゐ さん  えつ 

阪本 は、 吳服 橋の 越 前 邸に 推參 して、 春嶽 に， 1 を^ ひし 事 あり。 或は 大久保 一翁 〔越 中 守 忠寬〕 を訪 ひ、 攘夷 

に對 する 意見 を 質す。 當時阪 本 は 彼の 勝 麟太郞 海 舟が、 頻に開 國說を 主張し、 肥 後の 横 井 平四郞 と共に、 鎮夷 


のお 論なる を 嘲笑す と 聞き込み、 竊に千 葉に 謀りて 曰く、 彼 は 果して 世評の 如く 奸物 なり や、 一 たび 之に 對而 

じぎ  てんちう 

して、 其の 議論 を 試みし 上、 事宜に よりて は、 卽 座に 天誅 を 加 ふべ しと。 一夜 千 葉 を 伴 ひて、 の 水 川の i^, を 

叩け り。 流石に 勝 は 夫れ と 悟りて、 先 づ初對 面の 挨！^ に、 『兩 君の 御入來 は、 拙者 を 刺ん 爲め たらん、 ィャ 御！^ 

しある とも、 殺氣は 眉宇に 見 はれて 居る。 拙者 も 敢て御 相手 を， 針す る 者に あらす、 先づ 我が 滿 腔の 議論 を 聞か 

れょ、 然る 後に 立 合 ひ 申さん』 と、 智辯 湧く が 如く、 滔々 として 欧洲 兵制の 沿 より、 其の 海 の 武力、 到底 

封建的 大名の 杭し 得らるべく も あらぬ $貫 を、 最も 精 切に 說明 しければ、 阪 本は爲 めに、 醉へ るが 如くに 感服 

し、 謹んで 今より 先生の 御 指導 を 蒙り、 誓って 日本の 海軍 を 起すべし と 云 ひければ、 勝 も 深く 其の 無我の 頓悟 

を奇 とす。 兹に阪 本 は、 土 佐 勤皇 黨中、 唯一 の開國 家と はなり にけ る。 〔土 佐 勤 m 史〕 

ぎ うく わつ だい  し だう 

氣 宇濶大 なる 勝 海 舟の 開國 論に は、 流お の 阪本も 心から 醉 はされ たと 兒ぇ る。 阪 本は是 より 勝の 指^の ドに、 

海軍 研究所に 入り、 航海術 を學ん だ。 翌文久 三年 〔癸 亥〕 故里の 姉に 贈った 書簡に、 此 間の 消息 を 傅へ てゐ る。 

姉 乙女に 贈れる 阪本 龍馬の 書 〔文久 三年 五月 十七 B〕  • 

此頃 は、 H< 下 無二の 軍學 者、 勝 麟太郞 と S ふ 火先 生に、 門人と なり、 ことの 外、 かはい がられお て、 先き や 

く 分の 樣な ものに なり 申 候。 近き に は、 大 坂より 十 Ei- あまりの 地に て、 兵庙 とい う^にて、 おおきに 海い ホ 

を をし ぇ候處 を、 こしら へ、 义 四十 間 • 五十 間 も ある 船 を、 こしら へ、 * 子 共に も、 四 五 百 人 も、 方より 

00^ の 如く 馳 i めせ る 薩お聯 介  九 五 
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あつまり 候 事、 私 初 榮太郞 〔千屋 孝 健〕 など も、 其の 海軍 所に、 稽古 學問 いたし、 時々、 船乘 のけい こも いた 

く 1^035の蒸汽船をもって、 近々 の內、 土 佐の 方へ も 參り申 候。 其 節 御 見に かかり 可レ申 候。 私の 存じ 付 

ま、 こり.^」 つ、 兄 上に も、 おおきに 御 同意な され、 それ は、 おもしろい。 やれやれと、 御 も ふしの つか ふに 

て 候 間、 以前 も 申 候 通り、 軍で も はじまり 候 時 は、 夫れ までの 命、 ことし 命 あれば、 私 四十 歳に なり 候 を、 

むかし 云 ひし 事 を、 御 引合な された まへ。 すこし H へ ン顔 をして、 ひそかに おり 申 候。 達人の 見る まなこ は 

おそろし きものと や、 つれく にも これ あり、 猶ェ ヘン， ェへ ン かしこ。 

五月 十七 日 〔文 久 三年〕  馬 

乙大 姉御 本 -  . 

in の 事 は、 まづ く， あいだがらへ も、 すこしも いうて は、 見込の ちがう 人 あるから は、 お 一人に て 御 聞お 

き、 かしこ。 

書中、 『四十 歳』 云々 と あるの は、 前便に おいて、 龍馬が、 四十 歳になる 迄 は、 鄕 里に は 歸ら ぬと 云 ひ 贈った こ 

との あるの を 指 ざした もので、 その 文に いふ。  . 

姉 乙女に 贈れる 阪本 龍馬の 書 〔文久 一一 一年 一一 一月 一一 千日 ：- 

拉もく 、 人間の 一世 ハ、 かてんの 行ぬ 、へ 元よりの 事、 うんの わるい もの 、ノ， ふろより S てんとして、 き 


ん たま をつ め わりて、 死ぬ る もの も あり。 夫と くらべて ハ、 私た とハ、 うんかつ よく、 なに ほと 死ぬ るバへ 

てても、 しなれす。 じぶんて、 しの ふと 思 ふても、 叉い きね ハ ならん 事に なり、 今にて ハ、 曰 本 第一 の 人物 

勝 轔太郞 殿と いふ 人の、 でしに なり、 日々 兼 而思付 所 を、 せいといた しおり 申 候。 其 故に、 私 年 四十 歳に な 

る ころ まて ハ、 うちに ハか へらん よふに、 いたし ゆつ もりに て、 あにさん にも、 そふ だんいた し 候 所、 この 

ころ は、 おおきに、 御き げんよ ろしくな り、 そのお ゆるしが、 S で 申 候。 國の ため、 天下の ため、 ちからお 

つくしお り 申 候。 ど ふぞ、 おん. よろこ ひ、 ねか S あけ、 かしこ。 

三月 廿日 〔文久 三年〕  龍 

乙 樣  ■ ： 

御つ きあいの 人々 も、 極 御 心安き 人々 、ノ， 內々 御 見せ、 かしこ。  . 

.  ぶんち 

初めな く 終りな きが 如き 文 致に、 阪 本の 面目が 躍 出して ゐる。 


勝 も 亦た 阪 本の 人材なる を 愛し、 殆んど 自己の 代表者の 如くして、 四方に 使せ しめて ゐる。 文 久三ハ 本 〔癸 亥〕 十 

じゅくち やう  しふれ 0 

月に は阪 本を擧 用して、 神戶 海軍 所の 塾 長 に 任じて ゐる。 此の 海軍 所なる もの は、 海軍 習 鍊の爲 であるの は 勿 

，  >  r  *  . , , ：  -  ろうらく じょ  はらん  こくね せんやう 

論で あるが、 或る 意味に おいて は、 ； SS 國浪士 の^ 絡 所で も あり、 内に 醯成 する 波 溯 を 外に 向け、 隨 つて 國威 {n;^ 

の 先鋒たら しむる と いふ、 智慧 者の 勝 だ：^ に、 ー擧兩 得の 策であった。 勝の 手記に 曰く、 

群雄 の 如く 馳騁 せる 薩長 聯合  九 七 
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はう さ  ふん じ やう 

當 時の 國勢、 謗議益 盛に して、 彼我 相 疑 相 忌、 同志 を 募り、 黨を 立て、 國 として 紛擾せ ざる はなし。 在官 有 

司、 其 如 レ斯を 憂 ひ、 法に 因て 之 を 縛し、 之 を 刑し、 大に悔 心 を 生せ しめんと す。 曷 んぞ圖 らん、 從レ 是相激 

え ひしょく さう まう 

怒し、 相怨 望し、 益 其 數を增 す。 卑職草 莽之徒 は、 身 を 以て 犧牲 とし、 其 衝に當 り、 高潔 を 以て 自ら 期す。 

A 厶 厶厶厶 厶<1< "厶厶  <" 厶 A 厶厶厶 <3厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶， i3 厶 A 

人心の 向 ふ 所 如 レ此、 我是 等に 圏せ す、 之 を 殺す の 拙なる を 以て、 唯 其の 用 を 期す るに 在り、 故に 先 づ祌戶 の 

厶厶  A<1AA 厶厶 厶 么厶厶 A 厶 厶<:"厶<1厶<1厶<"厶<3厶厶<3 

地に、 海軍 局 を 設け、 此輩を 集合し、 船舶の 實地運 轉に從 事せ しめ、 遠く 上海、 天津、 朝鮮 地方に 航し、 其 

どうさつ  厶厶 厶厶厶 

地理 を目擊 し、 人情 を 洞察せ しめんと す。 幸に 土 州 之 人、 坂 本 龍馬 氏、 我が 塾に 入り、 此擧を 可とし、 激徒 

を 鼓 難す。 又 邦內の 有志 輩、 大に 賛成す る 者 多し。 〔勝 海 舟 手記〕 

以て 這 間の 消息 を 解すべき である。 同時に 叉た、 阪本を 推して 塾長たら しめたと ころ は、 勝が 如何に 龍馬 を 重 

んじ たかを 察する に 足る。 

せ うくわん  へ. is 

阪 本が 元 治 元年 〔甲子〕 十月 二十 1 日、 海 舟の、 江戶に 召還 せらる るの 後、 綾いて 神戶 海軍 所 も 閉鎖の 巳むな きに 

かいえんたい  けいよく 

立 到り、 慶應 三年 〔丁 卯〕 四月 h 旬、 土 藩の 名義 を以 つて、 海 援隊を 作る に 至った の は、 全く 勝 海 舟の 啓沃に 基づ 

くものと いはざる を 得ぬ。 

しょくばう  だつ ぼん  ゆる 

勝が 阪本を 如何に 囑 望した るか は、 一日 山內容 堂に 面して、 勝自 から 進んで、 阪 本が 脫 藩の 罪を寃 されん こと 

を、 請うて ゐるー 話に よっても、 明らかで ある。 『鯨 海醉 侯』 の 記 中に 曰く、 

小生の 門人に、 坂 本 龍馬と 中す 者の 候が、 元来 勤王 派の 壯士 にて、 現に 御 藩 藉を脫 し 候 由なる が、 昨今 頗る 


航海術に 熱心し、 西洋の 事情 も 略ほ吞 込み， 居り、 面. ill き 奴に て 候。 憐れ 亡命の 咎を御 赦免 あらば、 一廉の 御 

ぐ. £ しめ \  ード r ん 

役に立ち 巾すべし と。 侯大に 興に 入られ、 流石 は 先生な り、 よく ぞ、 彼等が 頑冥 を 破り 玉 はり たれ。 赦免の 

すゐ ちう 

は、 ^ちに 承知せ りと 云 はるる を、 勝 は、 醉 中の 御 一言、 忘れ 玉 はんも 知れす、 何 か 侯の 御 直筆 を、 後日 

しるし  へぅ.^》ん 

の證に 申し受け たしと 望みし より、 侯 は、 いと 易き 事な りと て、 先づ 紙上に 瓢簟の 形を畫 かれ、 其 中に 詩句 

を 題す。 逸 趣 飛 動して 妙 云 ふべ からす、 前年、 勝 伯 刊行の 亡友 帖に 載せられし、 侯の 遣 墨、 卽 ち是れ なり。 

〔鯨 海醉 侯〕 

此の 事實 は、 文久 三年 〔癸 亥〕 正月 十六 日の ことで、 勝が 伊豆 國 下田 港に おいて、 容堂 侯と 邂 返した る 際の こと 

であった が、 同 二月 二十 五日、 侯 は 勝との 約 を 履んで、 龍馬が 脫 藩の 罪を赦 すに 至って ゐる。 

,  . I .  J  こ う ぜん  ひき  さう せつ 

E 先より 阪 本の 活動 は、 勝の 腹心と なって 公然 海軍 所 を 率ゐ、 更らに 海 援隊の 創設 ともなった。 海 援隊が 出來た 

の は、 越えて 慶應 三年 〔丁 卯〕 四月の ことで、 土 佐 藩よりの 任命 狀は 次の 如くであった。 

覺 

^ 木 青 0 事 

才谷 梅太郞 

右 者、 ^走， # 跡 被- 1 差 免 T 海援 隊長に 被 二 仰 付,， 之  ~ 

何隊 中の 虚分 一切、 御 任せ 被，, 仰 付 1, 之 

群雄 雲の 如く 馳^ せる 陸お 聯合  九九 
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卯の 四月 

而 して 海 援隊の 約規に 曰く、 

海搓 隊約規 〔慶應 三年 四月〕 

うんゆ  しゃ f  .6 いたく りんき 

凡、 嘗て 本 藩を晚 走す る 者、 及 他 藩を脫 走す る 者、 海外の 志 ある 者、 此隊に 入る。 運輸 • 射利 • 開拓、 臨機 

本 藩の 應援を 爲すを 主と す。 今後 自他に 論な く、 其 志に 從て 撰て 入レ 之。 

しょぶん  ゐ はい  まう ベう 

凡、 隊 中の 事、 一 切 隊長の 處 分に 任す。 敢て 或は 違背す る 勿れ。 若 暴 亂事を 破り、 妄 護の 害 を 引く に 至て は 

隊長、 其 死活 を 制する も 亦 許す。 

こんき  あ ひた-  さいはい  . 

凡、 隊中 患難 相 救 ひ、 困危相 護り、 義氣相 責め、 條 理相亂 し、 若く は獨斷 果激、 儕輩の 妨を爲 し、 若く は 儕 

輩 相 推し、 乘 レ勢强 制し、 他人の 妨を爲 す、 是 尤も 愼む 可き 所、 敢て 犯す 勿れ。 

おこた 

凡、 隊中 修業 分課、 政 法、 火 技、 航海、 機械、 擧語 等の 如き、 其 志に 隨て 執：， 之。 互に 相 勉勵、 敢て 或は 懈る 

こと 勿れ。 

凡、 隊中所 費の 錢糧、 其自營 の 功に 取る。 亦 互に 相 分配、 私する 所 ある 勿れ。 若 擧：， 事 用度 不足、 或は 學科缺 

乏を 致す、 隊長 建議 出 崎 宫の給 辨を续 つ。 〔下略 3 


約规の 第一^に も、 劈頭から 明瞭に して ある やうに *  土 佐 藩 及び 他 藩の^ 藩 者を聚 合する とい ふ 立 前で ある.^ 

ら、 一筋繩で はおえぬ 人間が 數十人 も 集まって 來た。 勤皇と いふ 觸れ 出しで はなく、 海外に 志 ある 者と いふので 

W 'やう ざん ほく 

あるから、 手に 餘る 人物の 合宿所が 出來、 まるで 梁山泊と いふ 形であった。 

石 E 英吉、 安岡 金 馬、 中島 作 太郞、 長 岡 謙吉、 渡邊剛 八、 小 谷 耕藏、 菅野覺 兵衞、 澤村總 之丞、 高 松 太郞、 佐 

柳 高次、 腿 越 次郞、 .ill 峰 駿馬、 三 上 三郞、 山 本復 輔、 野 村 維章 なぞと いふの が、 その 中堅 人物で あつたが、 中に 

も 小 谷耕藏 は、 強硬な 佐幕 論 家で、 飽く迄も 自說を 主張して 屈せない ので、 同志 間に 除名 說 まで 出た くら ゐ であ 

るが、 阪本 は、  - 

『一 人 ぐら ゐ反對 ま を 入れて おいても よいで はな いか』 

ぬ .A ぶく ろ 

と、 平 氣に小 ハ介を W ゐ たと いふ。 日本 を 糠 袋 ほどに も W 心って ゐ ない 阪 本で ある。 佐幕 黨の 一人 や 二人， 何でもな 

いと 思った に 違 ひない。 又た 反對 論者 を容れ てお くと ころに、 却って 自淸の 作用 も あると いふ もの だ。 小 は村會 

より、 火 は 國會に 至る まで、 今日、 阪 本の 如く 異論 者 を 愛し 得る もの、 果して 幾人 あるで あらう か。 多數を 動か 

めうよう  しゃかん 

すの 妙 用 は、 却って 這 間に あり だ。 


くん.？ ヮ 

又た 阪 木が 勝の 祌戶 海軍 所に 入って、 その 薰陶を 受けて ゐた舉 生 時代に、 勝の 紹介で 始めて 西 鄕に會 つた。 時 

は：： 几 ュめ兀 年 〔甲子〕 八 = ^中旬の ことであった。 西鄕が 京都に 出て ゐ るとの 風聞 を 耳に した 勝 は、 一 口阪本に. つて 
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いった • 

がう けつ  めんし 含 

『近 ごろ 薩 州の 西 鄕吉之 助が 京都に 出て ゐ ると いふ 話 ぢゃ。 彼れ は 音に 聞え た 天 下の 豪傑 だ。 自分 も 一面識が 

あるが、 却々 當代 稀に 見る 偉丈夫で ある。 一度 逢って 見たら、 何 かの 藥に ならう …… 』 

しんたい  ， 

勝の 意中に は、 折からの 蛤 御門の 後始末に 對 する 西鄕の 態度、 長 州に 對 する 薩 藩の 進 返に も 注目 を與 ふる 考へ 

もあった であらう が、 叉た 後進 を硬礪 する 考慮 もあった。 氣早 やの 阪本 は、 直ちに 上京して 西 鄕に會 つて 來た樣 

子で あつたが、 逢った とも 逢 はぬ とも 報吿 しない。 二日 經 つても、 三日 經 つても、 阪本は ロを絨 して、 その 事に 

及ばない。 勝 は遂々 業 を 煮やし、 

『阪 本、 お前 は 先日 西鄕に 逢った かど うぢ や。 響き はあった か …… J 

ときいた ので ある。 すると 阪 本は徐 むろに 口 を 開き、 

『西鄕 は 馬鹿 か。 馬鹿なら ば大 馬鹿 か。 馬鹿の 幅が どれほど あるか 分り 申さぬ。 大きく 叩けば 大きく 鳴り、 小 

さく 叩けば 小さく 鳴る。 憾 むらく は、 鐘つ く 撞木の 手 答へ が 薄かった。』 

と 答へ た。 一語 西鄕を 評し 得て、 千 釣の 重みが あるが、 當時 天下の 英雄 を 前にして、 白面の 一書 生が この 位の 見 

當を つけ 得た の は、 阪 本の 器量 を兒 るべき であった。  . 

S つ *K  れんかう 

『M 代 第一 の 急務 は 薩長の 聯合な り』 と 喝破して、 自 から その 連衡 を 策した もの は 實に阪 本 龍馬であった。 龍 


Hil なしと いへ ども、 薩長 はやが て f& り、 相援 けたに 相違ない けれども、 之れ をして 連結 を 早 やからし めた もの 

なか  くわい てん  - 

は、 龍馬の 熱誠と、 その に歸 せねば ならぬ。 此の 意味に おいて、 若し 龍馬 莫 つせば、 維新 回天の 偉業 は 或 一 

ひ は 1 歩 を 1$ くらした かも 知れぬ。 維新の 大業 は、 能く 一人の 成し 得る ところでな いに もせよ、 秀でた る 一人の 一 

力 は、 能く 衆愚 萬 人の 力に 勝る ものが あるの を、 否定す る こと は 出来ない 

一 

〔九】 中 岡 愼太郎 ( I ) 

長 *筑* 薩の 間に 奔走す  一 

I 

薩 -4S 聯合に 就いて、 阪本 と共に その 名 を 逸する ことの 出来な いのは、 その 僚友 中 岡 愼太郞 〔道 S であった。 一 

反/^ が 薩州こ ，近づいた のに 反して、 中 岡 は 夙に 長 州に 入って、 七 卿 問題に も 奔走し、 長 州に 多くの 知友 を 有して i 

ゐた。 薩. 良 聯合 運動に 關 する 限りに おいて は、 中 岡 は 少なくとも、 阪 本に 一歩 も、 數歩も 先んじて 居った 一 

先に 第二 卷 i、i に揭 げたる 『薩長 兩 藩の 勢力 勃興』 及び 第四篇 『幕末 慶應の 時勢と 長 州 I* 征』 の篇 中で、 詳し 一 

ノ  かつ <w  一 

く 評論した やうに、 y に 薩長の 勢力に 著 目し、 『將來 夭 下 を 左右す る もの は、 實に 薩長な り』 と 喝破した の は rf. 

し は， -  も と う ふく 

岡 その 人で あつたの だ。 彼れ が 土 佐 同志に 與 へた 有名な 書簡 は、 旣に屢 次 之れ を 引用した から ここに m. 複 する 一 

<n んたん ひら  , X 

こと を 避ける が、 彼れ が 西鄕、 卨杉、 木戶を 推して 洛 西の 人傑な りと し、 薩長が 外 國と戰 端 を啓レ たこと は 他 
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日 彼れ 等が、 天 下 を 取る の修鍊 であると いったの は 至言であった。 

阪 本の 『海 援隊』 と 相 並んで、 中 岡 は 『陸 援隊』 を 起した が、 若し 兩雄 をして 維新の 後まで 存生せ しめたなら 

せんく  きょうじん た ふ 

ば、 後藤、 板 垣の 先驅 となって、 土 佐 勢力の 伸張 を 代表した に 相違ない。 不幸に して 共に 新撰 組の 凶^に 噎れた 

の は、 獨り土 佐 藩の 爲め. のみなら す、 明治 歷史 の爲 めに 惜しむべきであった。 

しう せん 

薩長 聯合の 大幕 は、 阪 本が 薩 派を說 き、 中 岡が 長 州 を 引く ことによって、 その 端を發 し、 兩 雄の 周 施 は、 實に 

薩長 兩藩 握手の 母體 であるかの 觀 があった。 

中 岡は阪 本よりも 三 歳の 弟であって、 兩 雄が 落命した 時、 阪本は 三十 三 歳、 中 岡 は 三十 歳で あつたが、 中 岡 は 

つ と  ぐんりょ 

夙に 脫 藩して 交り を 四方に 結び、 元 治 元年 〔甲子〕、 4" 御門の 戰爭の 時には、 久阪 玄瑞と 軍旅 を 共に して、 君側の 

姦を掃 はんとした。 

中 岡 は 不幸に して 敵彈を 蒙む り、 脚に 負傷 を さへ したが、 巧みに 遁 がれて 幕府の 手 を 逸した。 彼れ は大膽 にも 

び ちう あは 

京都に 留まって、 薩 藩邸に 西 鄕を訪 ひ、 長 州の 微衷 憐れむべき を 知って、 何故に 會津藩 を 助けて、 長 州に 敵した 

かと、 詰問す ると ころがあった とい ふ。 

せん^ 

中 岡と 共に 夙に 脫 藩して 長 州に あった ものに 土方 楠 左衞門 〔久 元〕 があった。 彼等 は 最も 五 卿筑前 遷座の 爲に盡 

力した が、 共に 薩長 兩 藩の 和解の 爲 めに、 東西に 奔走した。 土方の 『回天 實記』 に 中 岡の 動靜が 散見す る。 

十一月 一二 日 〔元 治 元年〕 七ッ時 頃より 高 田 御殿へ 被， 1 召 入？ 夜五ッ 時半 頃 引取る。 中岡愼 太郞、 今日、 三 田 尻よ 


り. 來る。 云々 

十二月 廿 三日 〔同〕 淸末侯 並に 長府 世子、 宗五郞 殿、 萩 表 御 滯在之 由に：^、 當驛迄 御 出 被, 下 度 匕 2、 今日 兩卿 

方 御 使者 を以、 中 岡 愼太郞 出立。 

二十 五日 〔同〕 中 岡 歸來。 

一月 ミ 十日 SS 元年〕 今朝 薩藩 大久保 市藏、 吉井 幸輔、 稅 所長 藏、 蒸汽船にて上京に付^<きき.?-4〔中岡〕竝 

に 自分 同行 を 以、 上京 被 二 仰 付 7 暮 頃より 發足、 早 追に て I 能 越、 八ッ 半、 博 多に 着す。 

二月 五日 〔同〕 大山 彥太郞 〔中 岡〕 一 i 岡より 歸候由 を以、 早朝 来訪に 付、 直に 同道、 參殿、 拜 sii 之 上、 九 ッ時引 

取る 〔中略〕 同人 〔吉 井〕 同行 上京に 付、 暮頃 出足、 大山 彥太郞 も 同伴な り。 

同 八日 〔同〕 船に て 白 石 正ー郞 方に 立 越、 井上、 原 田： a に 赤 根 武人、 三 好， 2： 藏之 助、 吉井 幸輔、 .?< き 

大庭傳 七 等と、 薩長 和解 を 謀り、 懇談 時 を 移す。 

同 十七 曰 〔同〕 今日、 自分 不レ 出。 石 川 〔中 岡 別に 石 川 誠 之 助と 稱す〕 因 州に 行く。 

同 二十日 01:〕 雪 。石 川 今日 因 州 -對 州に 行く。 

同 二十 三日 〔同〕 大山 〔中 岡〕 今日 當地 出發、 兵 庫より 蒸 汽船に て歸る 寄。 

同 二十 七日 〔同〕 浪華より 大山の 書狀來 る。..  ，■ 

四月 七日 〔同〕 晴。 中岡愼 太郞、 同行に て 歸候吉 W 淸右衞 門、 昨日 若 京の 趣 を 以て 來る。 
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たちよ 9- 

五月 十三 日 〔同〕 西 鄕吉之 助、 早々 上京 を 促す 事に 決す。 同人 上京 懸け、 馬 關に立 寄、 桂 小 五郎と 面 會爲， 致、 

篤と 前途の 見込 を 付け、 兩藩 同心 協力 を 以て、 大に盡 力 致 度 旨、 中 岡、 自分 共、 頻 に申唱 候處、 薩藩 諸士も 

同意 を 表す。 依て 自分 等兩人 は、 近日 西歸に 決す。 

同 二十四日 〔同〕 今日は 出足 歸 西に 付、 朝より 多忙な り 〔中略〕 石 川 誠 之 助 〔中 岡〕 同伴 ノ 

閏 五月 二日 〔同〕 中 岡 等 一行と 分袂す。 

以上 は慶應 元. 〔乙 丑〕 上半に おいて、 中 岡が 防 長 及び 筑 前の 間 を 往来し、 西鄕を 招致すべく 薩 南に 下り、 南洲 

同伴に て 下 關に來 り、 桂 小 五 郞と會 見せしめよ うとした、 前後の 動靜の 一半 を傳 へた ものである。 

阪本 龍馬が 薩長 聯合 を 策して、 太宰府に 來 たの は、 應應 元年 〔乙 tiO 五月 二十 五日で あつたが、 西鄕は 閩 五月 十 

五日、 中 岡と 同道して 鹿兒. を發 した けれども、 馬 關に立 寄らす して 俄かに 東上した。 中 岡の 馬關に 入る に 及ん 

で、 阪本 龍馬、 桂 小 五郞、 北 岡 勇 平、 髙杉晋 作、 井上 閒多、 伊藤 俊 介 等の 間に、 屢 i 會合は 催されて、 薩長の 聯 

合 は 策せられ つつあった。 

中 岡 は 一度び 西鄕と S ふ 大物 を 引きす り 出し、 途上 之れ を 逸した けれども、 彼れ の 初一念 は、 之れ によって 屈 

せす、 次第に 時機の 到來を 待ちつつ、 自 から その 機 を 早 やむ るに 奔命す る こと を 惜しまなかった。 


【十】 中 岡 愼太郞 

. 中 岡の 人と 爲リに 就て 


ふうかく 


玆に 到って、 顧みて 少しく 中 岡の 人と 爲り、 並に その 風格 を 一見しょう。 中 岡 は； 大 かハ が^か、 土ゃ.^3女藝^ 


お ほじ やう や， 


北川鄕 柏木に 生れた。 父 は 中 岡 小傳次 と稱 し、 北川鄕 の. K 庄屋であった。 愼 太郞、 幼名 を； i 太郞と いひ、 後光 二 

. . ゐ みな  う ざん 

と 改めた。 ：ハ W は 迅：. ii、 迂山は その 號 である。  . 

くわ もく  ちん. " さラ  ， さ-, 

中 岡は阪 本と 異なり、 塞默 にして 沈毅、 併も It ふ 可から ざるの 志操 を藏 し、 且つ 詩操豐 かにして、 學 問に- 4^ じ 

き やうく わん  ぽ だいじ 

た。^ 關 に 在る 間 は、 菩提寺 靑松寺 の 禪定和 尙に就 S て 書を學 び、 十五 六 歳の 頃から、 土 佐 第一 の 詩人と 稱さ 

ィ i ざき さう らう  たけち f- ゐ ざん  くんた う 

れた 崎洽浪 〔哲 馬〕 並に 武市瑞 山 〔半 平 太〕 を訪 うて、 親しく その 薰陶を 受けた。 高 知 〔安政 二 年〕 及び. 江戶 〔安政 

三年〕 に出づ るに 及んで、 夙に 四方の 士と 交を締 したが、 殊に 瑞 山に 愛せられ、 後年に 至って、 恩師 瑞 山の？ 31 

を繼 ぎ、 風格 を 傅 ふるもの、 中 岡の 右に 出づ るな しと さへ 推稱 された。 瑞 山は阪 本の 豪 を、 少しく 持て 餘 した 

形で あるが、 屮 岡の 靈 厚沈毅 なる 資質に は、 ひどく 眷愛を 垂れた ものと 兑 ゆる。 中 岡 をして 若し 私： 敬 して 君 

側に 坐せ しめん か、 彼れ は實に 得難き 帝王 百世の 良師と なり、 王 佐の 良 相と なり、 臺閣の 大器と なった であら 

ちゾメ つ 

う。 此點 において、 長 州の 久阪玄 瑞と相 匹す る 人材であった。 
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少年に、 必要な ものが 三つ ある。 其 一は 良友、 其 二 はいふまで もな く 良師で ある。 ここまで は 誰れ しも 氣 がっく。 

其 三 は 果して 何で あらう。 良友 • 良師と 擧 げて來 ると、 良書 • 良 藝と でもい ふところ だが、 本文の 著者が 將に擧 

. 1  厶  零う くわん 

けんとす る 第三の、 必要物 は、 旅で ある。 卽ち鄕 關 を 出で て、 四方の 士を 訪ねる とい ふこと である。 

横 井 小 楠 ほどの 人傑 も、 諸國 修業に 出て、 長 州の 村 田淸風 翁に、 ひどく、 汗 を 絞られて ゐる。 吉田松 陰 も、 佐久 

間 象 山に 逢って、 海外 萬 里の 志 を 立て、 勝 海 舟 も、 南洲に 面して 沈默の 雄に 頭 を 下げて ゐる。 宮 本武藏 ほどの 劍 

かく  けん  - ,、  た WV ゥ 

客 も、 澤 庵禪師 に見ぜ なかったならば、 して 能く 心眼 を 開いた かどう か。 劍 客に 武者修業が 必要な の は、 他流 

の 達人に 打つ かって、 自己の 劍道を 磨く が爲 めで、 舉者も 異舉の 門に 論を鬪 はして、 始めて 活眼 を 開く のと 同じ 

,  しう いう  くわ 

やうに、 志 ある 少年 子弟 は、 良友 • 良師に 學ん だなら ば、 早く 家鄕を 出で て、 天下 を 周遊し、 廣く 四方の 士と會 

だ， ん  じんざい 

談 して、 知見 を 磨くべき だ。 斯 くして 始めて 押しも押されもせぬ、 一箇の 人材た る ことが 出来る。 『可愛 SS 子に 

は 旅 を させ』 とい ふの は、 ここの 事で ある。 兹 において 乎、 少年 ^ 道の 三條 件の 最後に、 旅が 必要で あると する 

所以で ある。 

： • '  ぶんめ *, か , くわ 

中 岡 は 良師に 滄浪 .瑞 山の 如き を 得た。 良友に 阪本 龍馬 .久 阪玄瑞 の 如き を 得た。 時 も 時、 人 も 人、 文明開化 

こくし む さう  かラ がいひ か 

の 薄志弱行 生徒 養成 所に 學ん だので ないから、 國士 無双の 士を師 とし、 慷慨 悲歌の 士を 友と したお 蔭 も あるが、 

かう さう  もと ゐ 

中 岡が 夙に 四方の 士と交 はった こと は、 彼れ の 知見 を廣 め、 彼れ の 志 尙を高 操なら しめた 基であった。 


中 岡が 初めて、 江戶に 出で て、 中央 舞臺の 群雄と 交 はった の は、 安政三.1^〔丙辰〕彼れが十九歲の舂でぁった。 而 

たう じ  じゅく  しゅ f ふ 

して 瑞 山の 勸 めに 從 つて、 當時、 江戶 一 二道 場の 一 に數 へられて ゐた桃 井 舂藏の 塾に 入って、 劍道を 修業した。 後、 

せう お 

文 久ニ年 〔壬 戌〕 七月、 瑞 山の 招致に 應 じて 京都に 上り、 十月 江戸に 著いた。 此年 十二月、 藩 命を帶 びて、 信 州 松 

代に 佐 久間象 山を訪 うた。 これが 卽ち 第三の 必要 條件 たる 旅の 御利益と いふ もので、 天下 四方の 土と S ふより は、 

きう  が い  ，  ，  .  しゅうれん じょう 

氣宇 五大洲 を吞 むの 概 ある 象 山 先生との 對談を 得た ので あるから、 中 岡の 修鍊上 の 利得 は  一 1^ であった。 

當時、 長 州 藩 は 佐 久間象 山の 高名 を 慕 ひ、 久阪玄 瑞* 宍戶璣 〔山縣 半藏〕 の兩 名に 命じて、 象 山 を 長 藩に!^ き 

せんとして ゐた。 玆に瑞 山 は、 中 岡に 命じて、 象 山の 土 州 招聘の 交 涉を爲 さしむ るの 命を傳 へた。 三人 は 行 を 共 

にし、 文久 三年 〔壬 戌〕 十一月 十一 日、 松 代に 象 山を訪 うた。 

ごうがん  うそ 

象 山 は 傲岸 一世に 嘯ぶ く 豪傑で ある。 藤 田 東 湖 を すら 鼻の 先で あしら ふ 男で あるから、 久阪ゃ 中 岡の 如き、 鼻 

垂 小僧ぐ らゐ にし か 思 はぬ らしく、 滔々 世界の 大勢 を 論じ 立て、 

『曾て トルコが セ バスト ボ ー ルに 砲臺を 築いた。 英國の 海軍が 艦上より 之 を 眺め、 こんな もの は 一 發の的 だと 

せ うさつ  だ. i は  へつ 

笑殺した。 近時 幕府が 品 川に 臺場を 造って ゐ るが、 あんな もの は、 鹿の 突つ ぱり にもな らん。 勝 海 舟の やう 

ちょうぶつ 

な、 多少 は 物の 解かった 男 も 居る 害な のに、 無用の長物 を 作る なぞ は、 有害無益 だ。 …… その上、 西洋 砲術の 

進歩 は 火した もので、 大砲の 丸 も、 昔 は 丸い ので あつたが、 今日で は 椎の寶 の やうに、 先の 尖ったの を 用 ひて 

ゐる …… 更らに 或は  』 
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お、 み  せつ ほう  し，<^.,^3 

疊み 掛けて、 論じ 来り 論じ 去る 象 山の 舌鋒に、 三人 はた だ 目の玉 を白黑 させる ばかり、 遂 ひに 一 言を發 する こ 

とも 出来す、 使命 も 何も そのままに、 放々 の 態で 引き 下って 來 たとい ふ。 久阪 は、 中 岡 を 顧みて いふ。 

『まるで 大 石で 膨へ つけられた やうで、 息苦しい ほどだった が、 貴公 はどう だ』 

中！；、 答へ ていふ。  つ 

こわ 

『拙者 も 同じ こと だ。 舌が 强 ばって、 一言 も 出なかった』 

しゅん  え *  i  ， 

天下の 豪 雄、 象 山の 前に 出て は、 長 州の 俊、 土 藩の 銳も、 芋の 葉に 遺 ひ 上った、 青蛙に も 如かす だ。 是 より 久 

阪 • 中 岡の 蒼海の 廣 きを 兌、 世界の 大を 察する に、 如何ば かり 活眼 を 開ら き 得たり しぞ。 嗚呼、 求むべき は 天下 

の士、 訪づ るべき は 異國の 山、 未見の 雄なる かなだ。 

他日 中 岡が 晚 藩の 士 となり、 或 ひ は 長 州に、 或 ひは薩 州に、 或 ひは筑 前に、 或 ひ はさ # 敝に、 勤皇 愛國の 志士 を 

四方に 求め、 1K 下の 中 岡と なった の は、 固ょりその熟血赤心の^_^はしるところとはぃ へ、 多く は 四方の 豪 雄と 1^ 

ゆうた ま 

遊した 賜 ものに 外ならぬ。 

中 岡、 嘗て 詠 じて 曰く、 

殆縛殆 飢時殆 死。 單身曾 出， I 故 鄕關？  ' 

看レ花 聽 i 陽 斷。 歩, 月 枕, 沙 意 更 間。 

夕 擲， 一千 金 一如 二 筵 土？  朝 求， 一一 飯 一貴-一 於 山？.， 


向レ人 不& 吾 心 事。 唯 在 ，1 悠 悠 行路 間？ 

此詩 は鹿應 三年 〔丁 卯〕 二月 二十 一 日、 嚴寒 骨に 透る の 夜、 百 歳 不磨の 志操 を 詠 出した る 七 m である。 烈々 た 

る 一箇 勤皇の 志士が、 贈蹬の 間に、 心事 を 百世の 後に 託せん とする 氣概を 見て は、 人、 誰れ か 彼れ の爲 めに、 

言の 心審 を壯 とせざる も のぞ。 

【十一】 中 岡 愼太郞 (三) 

中 岡と 西鄉 との 會見 

ri  しょたいめん  <： い 9 よう 

西 鄕と中 岡との 初對面 は、 して 何年 何月で あつたか、 それ は 明瞭で ない。 西 鄉の出 島 上京 は 元 治 元年 〔甲子〕 

三月で あり、 之より 直ちに 七月 甲子の 兵亂 となった ので あるが、 兵變の 最中、 中 岡が 薩陣 に乘り 込んで、 西鄕に 

面談した とい ふ 話 も あるが、 戰 陣中の ことであって 見れば、 お 互に 國事國 策 を 論す る餘 地はなかった らう。 中 岡 

が 若し 西鄕 と會談 し、 親しく 歡唔 する の機會 ありと すれば、 第一 回 長 州 征伐 後、 中 岡が 長 州 ニ巩 前の 有志 間に M 

走しつつ あった 時代ではなかった かと 思 はれる。 

元 治 元年 〔甲子〕 三月の 書簡と 覺 しき、 中 岡が 友人 古 高 俊 太 郞に與 へたる 書簡に、 西鄕が 京都に 来れる mi の 

探索 を依賴 して ゐる。 中 岡が 若し、 此の 以前、 西鄕と 相識なら ば、 他人に 依頼す る 迄 もな S ことで ある。 此の頃 
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でんぶん 

迄 はお 互 ひに その 名を傳 聞して ゐた 程度であった ことが 分明で ある。 文に 曰く、 

中 岡 愼太郎 よ リ古高 俊 太 郎に與 ふる 書 〔元 治 元年 三月 十七 日〕 

.  おはなし 厶 A 厶厶 厶厶 

昨夜 者、 御 無禮仕 候。 然者、 御 噺の大 島 三 右衛門 〔西 鄕吉之 助〕 事、 旣に着 京 之 趣、 承り 申 候に 付、 僕より 

たんさく  レ*- だしらざる ひと 

中 沼 〔了 三〕 之 方、 探索 可：， 仕 哉と 存候得 共、 未知 人に 付、 突然 之義 者、 不レ宜 と 奉 レ存候 間、 何卒 御 面 

ひとへ 

倒、 急に 右 探索 被 二 成 下 1 間 敷 哉。 偏に 奉レ願 候。 

右匆々 得, 1 貴意 1 候。 頓 首々々。 

十七 日 〔元 治 元年】 二月？〕  石  川 

古高樣 

文面に よれば、 中 岡 は 中 沼 了 一 二と も 未知で あつたと 見 ゆるが、 中 沼 は 京都に お S て 學習院 の識師 をして 罟 り- 


その 門に は諸國 の浪士 連が 出入し、 隨 つて 薩長の 藩士 も、 誰彼 入門して ゐ たので、 中 岡 も 中 沼 塾に 入門した。 當 

厶 厶厶厶 かしょう  お ぐう 

時 彼れ は、 阿波 藩士 西 山 頼 作と 假稱 して ゐた。 西 鄕と中 岡との 知遇 は、 此の 前後 迄 は、 未だ 深く 結ばれて ゐ なか 

つたこと が 判然で ある。 

しゅきゅう ていしつ  ごぎ^う てん ざ  W-A- くて. i 

元 治 元年 〔甲子〕 十一 月の 頃に は、 長 州 は 旣に三 家老の 首級 を 提出して、 和議 を 結び、 五 卿轉座 も略定 した 頃 

げ まこう  へん **  *, 

であった。 之れ を 耳に した、 長 州 諸隊派 〔少壯 勤皇 派〕 の 激昂 は i^l だしく、 忠勇 像 を 編成して、 五 卿 を 推して 長 


府に 移った。 當 時の 忠勇 隊 なる もの は、 肥 後 •  土 佐 • 久留米 ニ巩 前 等の 諸 有志の 連合 隊 であって、 之れ が 隊長 は 

寳に中 岡 愼太郞 であり、 副 隊長 は 眞木和 泉の 弟で、 當年 僅かに 十六 歳の 一 少年たり し、 眞木外 記であった。 『元 周 

記』 に據れ ば、 當 時の 忠 fef^ 隊士は 左の 如くであった。 

ちゅう .i- う たい 

忠勇 隊 氏名 〔元 周 記〕 

,  ろんべんげ きれつ 

〔前略〕 公卿 〔五 卿〕 に 從ひ來 る もの、 自ら 忠勇 隊と稱 す。 論 辯 激烈、 公 〔元 周〕 に 謁する を 請 ふ。 其 名簿 を 

進む。 曰く、 

眞木外 記 【久留 米】 

馬 瀨巿郞 助、 安田 嘉久 馬、 萱野嘉 右衛門、 國 友常吉 【肥 後】 

お 川 淸之助 〔中 岡愼 太郞〕 、安岡 金 馬、 後藤 深藏、 眞田 四郞、 石 田 英吉、 玉 川 壯吉、 三瀨深 造、 中島 作 太郞、 

紬 木 元 太郞、 細 川 左 馬 之 助 【土 佐】 

澤 m 眞三、 澤田眞 太郞、 筑波 小一 ー郞 〔京都】 

小 柴三郞 兵衞、 河邊又 太郞、 藤四郞 【筑 前】 

阿部 豪 一 、 柏木 民 部 【豐 前彥 山】  . 

中 村 兒次郞 〔近. 江】 

群雄 雲の 如く 馳騁 せる 薩長 聯合  1 二 一一 
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井上 喜 三郞、 佐 田剛之 助、 衣笠 次郞 八、 今 津謙吉 【久留 米】 

平 井豐之 進、 上 名 新八郞 【吉 野】  ， 

今 枝恭藏 〔園 部】  ， 

常 陸 笠 間の 人、 加 藤 有 隣、 獨り 岩國に 避く  〔地名 は讀み 易き 爲に 之を揷 入せ り〕 

忠勇 隊は 一方に おいて 長 藩の 爲に 勤皇の 勢 ひ を 張り、 五 卿の 爲に I 壁た らんと する にあった が、 此時旣 に 五 藩 

移動の 幕 命 を 奉じ、 筑前 藩主 黑田 長溥 が、 藩 命を傳 へて 使者 を 長 州に 派して、 五 卿の 爲に 周旋せ しめて ゐた。 

十一月 二十 八日、 中 岡が 馬關 に， 在る と、 そこへ 筑 前の 早 川 養 敬が、 岩國 からの 歸途、 馬 關に立 寄った。 早 川 は 

中 岡 を 見る や、 曰く、 

I  しゃう び  キ」 やうぎ 

『薩長 兩 藩の 和解 • 提携 は 實に 今日 焦眉の 与 ^ 務で ある。 僕 等 は、 同藩の 月形 洗藏 とも 大いに 協議して、 旣に藩 

侯の 御 內諾を も 經てゐ る。 そこで 先づ 試みに 之れ を 西鄕に 話した ところが、 西鄕の S ふに は、 御 同檨、 今日の 

I  せめ  含 ゆう ft^ ん 

御 時勢 は、 薩 だの 長 だのと、 お 互 ひに 兄弟 牆に閱 いで ゐる 時で ない。 一切の 舊怨を 捨てて、 諸 藩 聯合して、 君 

國危 4- の 大難に 任すべき の 時 だと、 その 所見の 公平なる こと は、 到底 僕 輩の 比で はない。 僕 ここにお いて、 大， 

S に 西 鄕に說 き、 君に して その 意嚮であるなら ば、 僕 も 同行す るから、 共に 馬關に 渡って、 長 藩 有志と 一夕の 

談を 試みよう ではな S かと 勸む ると、 西鄕も 敢て辭 せざる ところで あると いふ。 玆 において か、 僕、 大いに 長 

： .  げっこう  厶厶厶 A<1 厶厶厶 <3 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

藩士に 說 いたと ころが、 長 藩士の 激昂 は 意 想の 外で、 口々 に 西 鄕が來 るなら、 馬關 海峡 は 三途の川 だぞ とい ふ 


まく  せ - ヒく 

權幕 だ。 仕方がな いから 西鄕 との 會見 は、 一時 中止した が、 君、 何とか 長 藩 諸隊を 得する 良策 はない 乎』 

とい ふ 話で ある。 中 岡 は、 之れ を 聞 S て^ 躍して 曰く、 

く 5 ん 

『それ は 何より、 耳寄りな 話 だ。 薩長 和解 は 僕の 宿 論で も あり、 薩に對 しても、 亦た 長に 對 しても、 僕 は 三 

さいき しん  はん^っしん  ひと，，、 

者の 地位に あるので， 猜疑心 もなければ、 反撥 心 も 持って 居らぬ。 ここ は 僕が 自. H な 立場から、 一役、 買って 

,  けんべん ふ そく  よ 

出るべき ところ だが、 元来、 薩 藩なる もの は、 權變 不測の 雄 藩で ある。 西鄕 一人が、 縱 しその 氣 であるに して 

も、 薩 一藩の 藩 論なる ものが、 果して 何う であらう か。 此上 は、 直接、 西 鄕に會 つて、 薩藩全 體の意 鋭 を 確か 

めた 上で なければ、 迂濶に 諸隊を 說く譯 にも 行かぬ。 進んで 西鄕 に面會 したいと 思 ふが、 西鄕は IS お W 水の 小 

倉に 在陣 して ゐ ながら、 天漢 一 水を距 てて、 兩星逢 ひ 難き を 奈何 せん。』 

おももち  あ ヒ. f 一  こ をどリ 

中 岡 は 長 太 息の 面 持で ある。 之れ を 聞いた 早 川が 喜ぶまい ことか、 案を拍 S て 雀躍し、 

『君が その 氣 なら、 僕に 一策が ある。 僕 は 藩 命 を帶 びて 長 州に 周旋して ゐる者 だ。 近日 中に 歸藩 する^で ある 

から、 其 時 君と 同藩の 筑 前人 だとい ふこと にして、 同道、 小 倉に 西 鄕と會 見しょう ではない か』 

中 岡 は、 聞いて 策の 得た る ものと なし、 

『然 らば 僕 は、 一切の 實 を三條 公に 打明け、 然る 後、 發 程しょう』 .  ， . 

ひそ 

兩 士は竊 かに 相 約して 手 を 別った。 

*  * 

*  拳  孝 

群雄 雲の 如く 馳 i めせる 薩長 聯合  • 一一 五 
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ゐキ」 よく 

越えて 十二月 三日、 中 岡 は 早 川 を 伴うて 三條 公に， 謁し、 更らに 委曲 を盡 して、 事の 次第 を 言上し、 十二月 五 • 

六日 頃 を 期して、 共に 小 倉に 渡らん こと を 約して、 早 川 は卽夜 馬關に 下り、 中 岡 は 高 杉に 吿 ぐると ころが あつ 

とん もや Ih うまつ 

た。 高 杉 はそんな ことに は頓 著な く、 自 から 手兵 を 提げて 暴發 しょうと 意氣 込んで ゐる。 高 杉 は何處 まで も、 薩 

長- 峁 合に 反 對で、 他人の カを假 りて 勤皇 はやらぬ といって ゐた。 これに は 別に 考 ふるところ があった。 高 杉の、 七 

事に 關 して は、 別項、 之れ を 論 するとし、 ここに は 述べぬ。 

おそ  F 

中 岡 は、 高 杉との 會兒を 終って、 十二月 四日、 馬 關に來 て 見る と、 早 川 養 敬 は、 中 岡の 來る を、 今や 遲 しと 待 

ち 構へ てゐ た。 そこで 中 岡 は、 筑 前人 寺 石 莨 夫と 偽名して、 早 川の 從 僕と 觸れ 出して、 翌 五日、 海峡 を 渡って 九 

州の 地 を 踏んだ。 

早 川 は 藩に 復命の 任を帶 びて ゐ るので、 卽日發 程、 福 岡に 去った。 ここにお S て 中 岡 は、 意 を 決して 小 倉なる 

薩 藩の 本 營を訪 ひ、 直ちに 西 鄕に對 面する に 至って ゐる。 恐らく 此の 會見 は、 中 岡 • 西鄕兩 雄の 國事的 最初の 會 

見であった かも 知れぬ。 して 見れば、 此の 記念すべき 日 は、 實に元 治 元年 〔甲子〕 十二月 五日と 推定 さるる。 而 

して 當日會 見の 模樣 は、 『黑 田家 記』 に， その 一 端が 窺 はれる。 

中 岡 • 西鄉の 小 倉會見 〔黑 田家 記〕 

ふ ぞく 

今日 〔元 治 元年 十二月 五日〕 土 州脫藩 人、 當 時三條 卿に 附 場の 寺 石 laK  c; 中岡愼 太郞〕 と 申 者、 n 十 川 養 敬， 


^に 成り、 小食 表へ 来り、 薩の大 島 吉之助 〔西鄕 隆盛〕 に 面會、 今度 三 老臣 〔福 原 .國 司 • 益 田〕 の 首級 等 

差 出し 候 事故、 此上 は、 大勝 〔毛 利 敬 親〕 は隱 居、 長 門 〔世子 定廣〕 へ 家督に 相 成候樣 周旋 n, 犬 られ間 敷 哉と 

申 聞け 候に 付、 右 は 迚も 出来の 儀に 無レ之 旨、 申 聞け 候處、 寺 石 又 曰く、 五卿筑 前へ 被， 移 候 儀、 唯今の 如く 

四方より 兵 を 以て 園み 居候 内 は、 兵威に 怖れ、 他へ 移り 候檨 にて、 如何にも 殘 念に 付、 兵 を 被 レ！^ 候 上に て、 

致 度 由に 付、 吉之助 答に、 • 是は隨 分 兵 を 解き 候と 一所に、 五卿筑 前へ 被 レ移候 儀に 候 はば、 周旋 も 出 來可レ 中 

旨、 申 聞 候 .2。 

はなし  A 厶厶 な厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 A 厶厶 厶厶 A 厶厶厶 A 厶厶厶 厶<1 厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 

右、 貰夫咄 の內、 薩 より 此 回の 周旋 致し 吳候 程なら ば、 去年； 大王 山へ 集り 候 時、 周旋 吳候 得ば、 {且 しき 5U、 

厶 厶厶厶  厶厶 厶厶厶 厶厶 <3厶 厶厶厶 A 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶  A 厶厶厶 <-A<1 厶么厶 A 厶厶 A  厶 厶厶厶 

中 候 得ば、 吉之助 答に、 薩 賊會奸 杯と 相唱 へ、 兵 を 三方に 分ち、 京地へ 打 入らん とする 勢の 處へ、 說得 周旋 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶 厶厶厶 

の 出来 候 儀 無：， 之 皆、 中 聞 候 由。  . 

ゎづ  へんりん  ぜんりん 

兩雄 會兒の 次第 は、 纖 かに その 片鱗 を顯 はした るに 過ぎぬ が、 一端の 會 話中に も、 兩 雄の 全 鱗 を 窺 ふに 足る も 

のが ある。 殊に 中 岡が、 

『今にな つて、 薩 藩が 長 州の 爲 にこん なに 骨 を 折らる る 位なら ば、 何故、 九 門の 變の 前に、 俱に手 を捤ら なん 

だの か』 

と 問うて ゐ るの は、 稍- - 揶揄の 氣をも 含んで ゐ るが、 長 州 人が、 薩 州は權 變小测 とする、 急 處に觸 れてゐ る。 畏 

人が 薩人を 罵し るの は、 實に 此の 一 點に存 して ゐ るの だ。 

群雄 雲の 如く 馳騁 せる 薩長 聯合  一 1 お 
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ゆう ゃラ 

之れ に對 する 西 鄕の答 は、 叉た 頗 ぶる 悠揚た る ものであった。 吉之 助は徐 むろに 口 を 開いて 曰く • 

9  9  9  さつ ぞく くわいかん  含ん けつ 

『あの 時分 は、 長 州 はいきり 立って ゐる。 薩 賊會奸 と怒號 して、 兵 を 三方に 配して、 一 擧禁闕 を 犯さん とする 

わか 

あの 勢 ひの 最中に、 道理 を說 いても、 それ は 解り 申さぬ。』  , . 

中 岡の 詰め掛けた ところ は、 道理で ある。 道理から いへば、 その 通りで ある。 固より 異論 も、 辯 解 も、 立てら 

れ やう 箬 はない。 併し 物に は 勢 ひとい ふ ものが ある。 時と いふ もの も ある。 錦の 御 旗で も、 藪から 棒の やうに 突 

たえげ 

き 出されて は、 犬 も 魂消て 逃げ出す までの こと だ。 

西鄕 がい ふの は、 ここの ことで ある。 道理 は 道理 だが、 道理の 合 ふ 時に 出さねば、 道理 も 道理と ならぬ ことが 

ちん- * う U 

ある。 『智慧と 珍寳は 要る 時に 出せ』 とい ふの は、 この 理を 道破した ものである。 討つべき に 討ち、 和すべき に 和 

すゐ しょう  - ご とく 

す。 後に 中 岡が 西鄕を 評して 『悉ょ 艱難 を經 て、 頗る 事に 老練す』 と、 推稱 したの は、 卽 ちかかる 邊 より 悟 得し 

來っ たもので あらう。 

西鄕 が、 吉井友 實*稅 所 篤の 兩 人を帶 同して、 愈ぶ、 馬 關に乘 り 込んだ の は、 之より 約 一週 日の 後、 卽ち 十二 

月 十一 日であった から、 中 岡の 奔走 周旋の 功果が、 西 鄕の入 長に 關 して、 如 に 大きな 導因 を與へ たかは、 蓋し 

想 察に 難くない。 〔第二 卷、 四 四 八頁參 照〕 

*  *  * 

*  * 

ほん. てう  そ ち  こうせ ま 

蔬長 聯合に 對 する 中 岡の 奔走 は、 全く その 礎 地 を 作る にあった が、 その 功績 は 眞に沒 すべから ざる ものが あつ 


か. s? げさ  つら  し ん 

た。 聯合 成立の 後， 大村 益次郞 が、 感激の 文字 を 連ねて、 中 岡に 謝して ゐる 次の 書簡に よって、 如何に 長 州 人が 

中 岡の, 意に 感激した かが、 察せられる。 

大村益 次 郎ょリ 中 岡 愼太郎 に 贈れる 書 〔慶應 一一 年 正月 十三 日〕 

あんたい  ひぎ こも 

塞氣の 候、 賣兄 愈々 御 安泰 奉レ賀 候。 野生 去 冬 以來引 籠 り、 今に 全快 不, 仕、 夫れ 故 思 ふ 運動 も出來 かね、 日 

いらだち  かくぜつ  どうせい 

日 心の み 焦 立罷在 候。 南西 隔絶の 事と て、 贵兄動 靜頓と 相 漏し、 存外 薄情に 相 成、 萬々 御 容赦 可 レ被レ 下、 陳 

ば 昨日、 薩 の西鄕 氏より 一書-到着、 直檨 披見 候へば、 貴兄に は 先日より、 西鄕外 々諸 有志と 薩 藩へ 被 レ爲レ 入 

色々 拙 藩の 爲御計 畫被レ 下 候 所、 愈々 薩長 兩藩 連合の 約 相 成り、 且は叉 討幕の 御內議 も、 粗 一決 候 趣、 寳 以て 

くわん てんさち じゃくやく  さいおう 

歡 ；大甞 地， 雀躍 此 事に 候。 拉て拉 て 世の中 は寨 翁の 馬と やら 申 候が、 實に變 動の 测り 難き は、 H< 地 の^ 樣 

に 御座 候。 弊 藩な どの 儀 も、 兼々 御 承知の 通り、 去 秋 〔慶應 元年〕 は 一方ならぬ 騷, にて、 一大 朝より は il- 

を 蒙り、 ， 幕府より は征 長の 議 など 相 唱へ、 長 防の 運命、 如何 成り 行く 事 かと 存 居候 所、 此れに は薩州 侯を始 

め、 有志 者の 御盡 力に て、 先づ 左程の 事 もな き 樣相牧 まり、 一同 大安 心、 まづく これたら ば、 弊 藩の!；： 衞 

も、 1 入 愉快の 舂と相 成り 候 次第にて、 國民 のぎ 眉 を 開き 候 も、 近き に 有レ之 儀と 奉レ存 候。 別けて 此度、 ^ 

長 連合の 俊、 俗に 所謂 龍に 翅 とも 可レ申 哉。 國民 一た び 之 を 聞き 候 はば、 定めて 此 までの 禱躇に 引かへ、 大奩 

うんら いしつび 

發 仕り、 雲來疾 飛の 運動 も、 愈々 是 より 相 始まり 申 可く 候。 

群雄 雲の 如く 馳騁 せる 薩長 聯 4a  、  I 一九 


4<  K 鄉 傳 第二  s  二 ー〇 

薩長の 勢 を て闕 下に 立ち 候へ？ tr 幕 も 風前の 燈影、 光 を 減し 候 儀 は、 論を俟 たざる 儀と 存候。 鬼に 角 今回 

*";1?^,厶，.-な厶51:厶， *"厶厶<1厶厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶  <1厶<1 厶<1<1 厶  <1<1<"<1 △ 厶厶厶 厶<1 厶 

の 御盡カ 唯々 弊 藩の 幸福なる のみ か、 此の 一事に て； 大下 後來の 風潮、 相 定まり 候 儀に 付、 實に 天下の 幸福 

A  A  A  厶厶厶 厶厶厶  厶 AA 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶  <1厶厶么厶厶<^1厶<1.<" 

と可レ 申、 貴兄 方の 御 功績、 顯著 として 宇宙に 輝き 候 儀、 誰か は感戴 致さ ざらん。 

猶々 坂 本 氏 〔龍馬〕 より は、 三吉氏 〔愼藏 か〕 宅へ 申 越され 候 次第 も、 矢張り 西鄕 氏と 粗 御 同一 の 事の 由に 

< つ はく 

て、 滅幕 遠から すとの 趣、 是には 精し き 御 計畫も 認め 有レ之 趣に 候へ ども、 野生 未だ 拜 見せす、 何卒 正々 堂々 

こ  あくぎゃく  ぼうれい こら  しん,^ 

海陸の 兵 を 鼓し、 幕府の 惡 逆を燼 し、 外 夷の 暴 戾を懲 し、 一 天 萬乘の 神威 を、 遠く 輝かせ 度、 是 のみ 相樂し 

み 申 候。 

： - , . 1—  . ,  ぐ わじよ く  げきる いまん こう 

實 て 一 亂 千金の 今日に 當り、 臥 Ijs 能 在 候 は、 何たる 不幸 かと 激淚萬 行、 心中の 無聊 御 洞察 可 レ被レ 下 候。 併 

し此頃 大分 快氣 立ち 候に 付、 今 少時 養生 致 候へば、 全快 可レ 仕と 樂 居候。 此 使直檨 京師より 房る 者な り、 何 か 

御用の 筋 は、 御 遠慮なく 御 申 付 可 レ被レ 下、 決して 如才 ある 者に は 無レ之 候。 先づく 今回の 御 骨折 を 謝し 上 候 

まま、 平生の 御無沙汰 御， 詫まで。 更に 後便 を俟 つて 意中 相盡し 可レ申 候。 頓首。 

慶應ニ 年 正月 十三 日  病床に て 村 田 象 六 描 版 

石 川 誠 之 助 賢兄  ， 

』,  -  ぃ，* しゃう き さい  ちょうせい  まん *  一； L  く 

大村は 長 州の 產ん だ、 異常の 鬼才であった。 木戸の 後任 者と して、 彼れ 若し 長生せば、 長 州の 爲に 磐石の 重 も 

きを 爲す 人傑であった。 その 大 村が、 口 を 極めて 薩長 聯合の 成立 を絕讃 し、 『薩長 聯合の 成る は、 獨り長 州の a? の 


v-^iu  こうせ ざ  ラ 

みならす、 天下の n ず、 之れ によって 定まる とい ふべ く、 實に 天下の 大幸 なり』 とい ひ、 『贵兄 等の 功 紐 は 實に宇 

おゆう  じがし さん  た にんき やうぎ  はい 力ん 

{€ に 輝く』 といって ゐ るの は、 必ら すし も自 畫自贊 のみでな く、 又た 他人行儀のお 世 凝で もた く、 彼が 肺肝より 

、 いしゅつ 

. 迸 出せる、 感激の 言、 そのものであった。 中 岡の 功也、 固より 大 なりと いふべき である。 

き さう  しゅうほ かいこう 

次に 揭 ぐる は、 中 岡が 先に 太宰府に 在って 起艸 したる、 彼れ の 『時勢 論』 を 修補 改 稿した る、 第二の 『時勢 論』 

し き  くし さ  そうさつ  .  ，  J-,  > 

である。 彼れ の烈， ^たる 士氣 と、 堂々 たる 卓識と を 想 察する の 料と して 之れ を 左に 揭 ける。 

〔第二 卷、 第 四篇、 四 七 二 K 參照〕 

さい かう じ せい ろん 

【參 考】 再 稿 時勢 論 〔慶應 三年 夏〕  中 岡 愼太郞 

A 厶厶厶 厶な厶 

竊に 古今 宇內の 盛衰 得失 を 察する に、 一治 ー亂 は、 勢の 止む を 得ざる もの 也。 一張一弛 は 治國の 耍務也 。非常の 鄞を釋 く 

厶厶厶 厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 厶厶 A 厶厶 厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 * ム. 厶^ 厶 厶.. 厶 

もの は、 常逍 を-以て 見るべからず 0 抑 も 和漢 古今、 及 西洋 各國、 其國 政の 張る や、 必ず 大英斷 を 施し 大 危難 を！^ 一朝 

<1<1 厶厶 厶厶  <1 ^厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <1厶<1 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 <T 厶<1<1 厶 厶厶  <1厶 厶厶厶 

其 蔡弊を 除き、 始て其 國政敎 一新 見るべく、 國體 於是ゃ 立つ。 未だ 周旋と 議論と に 始終して、 國を 興し 御を釋 くもの を 

聞かざる 也 0 世上 往々 議論 周旋す る 者 あり。 其 言に 曰く、 桌國 一 和、 以て 政敎を 立る 也。 武倘充 13;、 以て 函威を る 也。 

信義 以て 外 固に 交る 也と。 議論 愈. -密 に、 周旋 益 .-極 リ、 而 して 未だ 其 資效を 不レ見 也。 何と なれば、 是れ.^-レ|百して不レ 

可レ 行の 理 ぁリ。 抑 も 癸丑 以來、 皇國ー 和、 武備 充赏、 紛々 有 レ說。 始め 三港條 約の 成りし 時、 久坂義 助なる ^『回 瀾條義 j 

を^す 0 其說に 曰く、 今已に 三港定 約の 成りし 上 は、 廣く 有志の 士を 海外に 遣し、 西洋 諸學諸 藝及ェ 商の 術 を^ば しめ、 

大に 海陸の 軍備 を 張るべし。 如 レ此せ ざれば、 以て 國體を 立る に 足らずと。 其 後、 幕政 益， -妄 行、 諸 藩 口々 に K 術苟 安、 曾 

群雄 §lt の 如く 馳^せ る薩ぉ 聯合  一 二 一 
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て 其 効 を 見ざる に 至る。 於レ是 て、 始て其 言の 空論 不レ足 レ施を 知り ギ： 戌の 年に 至り、 義助又 『解 腕癡 言』 を 著す 0 其 說に曰 

く、 今日 天朝 勅諭、 確々 不レ可 レ不レ 奉と、 斷然 攘夷の 說を 決し、 曰く^も 吾 « 節義 を 以て 天下 を 動し、 一死 以て、 皇 恩に 報 

ひ、 一朝 不測の 難 を 神州に 引受、 百 戰之危 を經、 豪傑 其 間に 興る に 非 ざれば、 何 を 以て 土 崩の aB- を 防ぐ に 足ん と 0 高 杉 春 

風 も 亦 曰く、 今日 西洋 察 情を說 き、 彼 を 知る を 以て、 自ら 負 ふ 者、 緣に 西洋の 一端 を 見て、 曾て 古今 盛衰の 機の 由る 所 を 

知らず。 《お 時 彼れ の盛强 なる、 最も 其 本 あり 0 今日 我 邦に 於て、 彼れ の 盛なる を學 ばんと 欲せば、 英*佛 等の 未だ 盛なら 

ざる 時、 內戰 度々 有レ 之し 事、 又魯 西亞、 百戰 危難の 中より、 國を 起せし 事な ど 斟酌し、 手本と すべし。 若 我 邦、 今日の 弊 

勢 を 以て、 彼の 盛强 文明 巳に 治まりた る を、 坐ながら にして 學 ばんと 云 はば、 大 間違の 極 也。 故に 曰く、 宜く 奇變英 建、 

實行を 以て 天下 を 一 新す ベ しと。 嗚呼 兩士已 に 去る。 復兩 士に對 して 今日の まを議 する こと 不レ 能。 然と 雖も 幸に 其 言に 因 

て、 聊か 今日の 活論を 助く るに 足る。 今 巳に 歷觀 せし 所の  一 ニを證 せん。 壬 戌の i^、 薩 州の 壯士、 英夷 を生麥 村に 斬る 0 

其後英 軍鹿兒 島に 入り、 罪 を 問 ふ。 時論 多く 曰く、 庭 州は大 なりと 雖も、 英國の 力 を 以て 攻 るに 至て は、 決して 支 ふべ か 

ら ずと。 然るに 此 一戦に 依て、 士氣大 に 奮 ひ、 俗論 漸く 沮し、 因循 苟且の 弊 漸く 破れ、 所謂 攘夷 家なる 者 も、 先と して 航 

海 練兵の 實用を 主張す るに 至り、 一藩の 國是定 りたり。 又 長 州に て は、 屢.-^.?^船を暴擎し、 甲子 京師に 敗軍し、 績 て馬關 

の大败 有り、 又 追討の 兵 を 四 境に 受る。 此時、 人 皆 思へ らく、 防 長の 滅亡 無レ 疑と。 豈 計らん、 長 州 は、 一 國の 政事 を 改革 

し、 兵制 を 一新し、 士氣大 に 奮 ふ は、 1^  く此大 危難に. H て 也。 又 幕府 昨年 討 長の 敗軍に、 人告 思へ らく、 自今 慕府不 レ足レ 

恐と 0 何ぞ 計らん、 幕府 海陸 兵制の 奮 ひし は、 亦此败 軍の 機に 由て 也。 そ 機 食の 間 常 眼 を 以て 見るべき 難し、 如レ此 活動 

の 機、 卓識 英斷竝 び 行 ふ。 義助、 春風の 如き 非常の 士に非 ざれば、 見 難き 也。 然るに 天下 今日 因循 苟且の 弊、 尙 未だ 其 百 

分の 一 改まる を不レ 見、 夫 世間 因循 傍觀、 區々 として 只 人の 失策の み 求め 笑 ひ、 坐して 天下の 機會を 失し、 甘 じて 人の 後に 

落つ。 如 レ此碌 々愚 弱の 徒、 固より 論ずる に不レ 足。 其 他 世に 所謂 有名の 藩なる 者に 至て は、 此理を 知り、 勢を辨 すと 雖も 

未だ 其 効な き は 何 ぞゃ。 是れ亦 恐く は 成敗の 問に 疑惑し、 事に 臨で 斷 する こと 不レ 能、 未だ 因循 苟且の 弊を脫 せざる 也。 古 


人 曰、 斷ー I 大事 二 希 先 忘 二 成敗 1 と 0 此實論 也。 事 機の 得失 前證の 如く、 敗 素より 不レ 足レ憂 あり 0 勝 却て 可レ恐 あり。 若し 此 

機 を 知り、 着眼 一定して、 百败燒 まざる 時 は、 天下 萬 事 成らざる 稀 也。 然るに 國に 大義 ぁリ、 公道 ぁリ、 戰 求めて 得 可 か 

らず、 只管 大義 を 踏み、 公道 を 行 ひ、 一 步も返 かざれば、 不 レ得レ 止の 機 決、 必ず 目前に 至. らん。 此れ 前件 勢 を 論ぜざる を 

不レ得 所 也 0 誠に 我 神州 危急存亡、 今日 至て 極れ リ。 苟も 其國 民た る 者、 豈傍觀 すべ けんや。 誠に 古人 言 ふ 所の 如く、 CHJ あ 

るネ？ は： ：3 を擲 ち、 家財 ある 者 は 家財 を擲 ち、 勇 ある 者 は 勇 を 振 ひ、 智謀 ある 杏 は 智謀 を盡 し、 一 技ー爇 ある 者 は 其 技藝を 

tt;  -;,  .  -.  "t: 厶 厶厶厶 * 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶 A 厶厶 厶 △△△△ 厶厶厶 厶厶 A<1 么<1<1<1<;-.;1 厶 厶厶 

盡し、 愚なる T.^ は 愚を盡 し、 光明 正大、 各 一死 を 以て 至誠 を盡 し、 然 後政敎 立つべく、 武備 充 -赏、 國 威張る ^ へい、 ISsJ: 

厶  < "厶厶 厶厶厶 

蕃に 及ぶべき 也。 能く. S レ此 すれば、 豈皇運 挽囘の 機な からん や 0 豈外蕃 を 制する の 術な からん や 0 滿 腹の^ 心、 聊か 書し 

* て 知己の 士、 忠告 を 待つ と 云爾。 

丁 卯 〔慶應 三年〕 夏 月、 於 一一 京師 之 潜 居 1 書 0 

【十二】 岩 倉 友 山 (一) 

薩長 聯合に 關 する 岩 倉の 著 眼 

薩長 聯合 劇の 登場人物 として、 阪本 龍馬 • 中 岡愼太 郞を擧 げた 後に、 逸すべからざる は、 友 山 ニ石 倉 具視 卿で 

ある。 岩 食 友 山の 出場 は、 諸 藩の 浪士と 異なり、 公卿の 地位に お いて、 太 だ 自由 を缺 くもの が あり、 且つ 和せ！ 1 御 

降嫁 問題に」 I- して 刺證を 蒙む るの 身と なった ので、 遙 かに 遲れ てなる けれども、 彼れ が 洛外 の におい 

くわく さく  ちた ひ  . 

て、 如何に 薩長 聯合の 爲に割 策した るか は、 頗 ぶる 注目に 使す る 問題で ある。 阪本 • 中 岡の 奔走と 共に、 お 介 友 

群雄 雲の 如く 馳骋 せる 薩長 聯合  一二 11 一 
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山の 快腕 は、 薩長 聯 結に、 無くて はならぬ ものであった" *  . 

抑ぶ I お 食が 薩 藩士と 相識り 相 交 はるに 至った の は、 文 久ニ年 〔壬 戌〕 三月 十二 日、 伊地知 貞 馨と會 したの が ほ M 

しょ <も<  ♦  , 

初であった。 當時、 岩 倉 は 長 州 長 井雅樂 とも 會 見し、 伊地知の 開國論 を， 鴨 目す ると ころがあった やうで ある 力 

夙に 此の 兩 藩の I. がーき 携を 欲し た こ と は、 『岩 倉公實 記』 の 左記に よって 明らかで ある。 

三月 十二 日 〔文久 二 年〕、 具 視は薩 摩 藩 人、 堀次郞 〔伊地知 贞馨〕 、其 藩主 松 平茂久 〔修理 大夫〕 の 父、 島津和 

泉 〔久 光〕 が、 命 を i んで 京師に 至る と 聞き、 手書 を 次郞に 遣りて、 以て 之 を 招致す。 次 郞來り 謁す。 具視 

つ  ぎんろ ラ 

其 藩 情 を 問 ふ。 次郞具 さに、 和 泉が 亡兄 松 平 齊彬の 遣 志を繼 ぎ、 薩 • 日 • 隅の 三國 を擧げ て、 王事に 勤勞せ 

,K- ら へら  ゐ ふく  れん しゅへい そく  ，，  ，  、 

んと 欲する の iiE を陳 ぶ。 具視以 謂く、  二百 有 餘の諸 藩が、 幕 威に 畏服し、 皆 斂手屛 息す るの 時に 方り 薩摩 

fezA の i だ,、 1^^^^^. か： Mi-^l. き？ oV と！ るが；？ < き a^。  f0^k^K^<^^ 

や 0f^0f<  fffK4 乃ち 中 山 忠能、 正 親 町 一 11條實 愛に 吿 

くるに、 次 郞が言 を 以てし、 前途の 大計 を 謀議す。 是に 於て、 具視 i 幼に、 和 泉が 登 京の 旨 意を內 奏す。 上、 

犬に 1^ び^ ふ。 具視 乃ち 次郞に 論して 曰く、 貴 藩 決議の 3 曰 意を內 奏した るに、 主上 は、 深く 敦感 あらせられ 

和 泉に 忠節 を盡 さしむ べしとの 御沙汰 あり。 汝、 之 を 和 泉に 傳ふ べしと。 是 より 次 郞は、 屡ぶ 具視の 邸に 出 

人して、 商議す る 所 あり。 〔岩 倉公實 記〕 

岩き ま 固と ii" 測る 可から ざるの 風 ありと せられ、 和宫御 降嫁 も、 岩 倉が 一 片の權 謀に 丼 勺つ くと 論ぜら， れも 


ff うりやく  ひ ざ  だいかん ぶつ 

する が、 事實 において 彼れ は、 誠實 よりも 謀略に 富み、 宋の王 安 石に も比擬 せられ、 遂に は. K 奸物 とされた が、 

幕末の 變局 は、 彼れ によって、 一幕 一幕、 維新 回天 史を 開いて 行った 場合が 尠 なくない。 

岩 倉 は 鎖 國の行 はれざる を 知見し、 開國に 近づいて ゐた とも S はれる が、 開 鎖の 國策は 如何 やう ともあれ， 皇 

機の 恢復に 至って は、 彼れ が 畢生の 念願と すると ころで あり、 權變を 用 ひ、 權謀を 畳した とすれば、 凡て是 れ皇 

權 恢復の 實 現の 爲 めであった こと は、 如何に 彼れ を 奸物視 する もの も認 むる ところで ある。 

せ い  まこと  おんよ 

和宫御 降嫁 も、 國 策の 犠牲に お成り 遊ばされ たと 見れば、 {是 においた はしき 極みで あるが、 岩 倉 自 から、 御輿 

に隨從 して 江戶 城に 乘り 込み、 將軍 及び 閣老 に、 君臣の 名分 を實 地に 示した のみなら す、 廢帝 云々 の 風聞 を捉ら 

へ來 つて、 一札 を將 軍から 受取って 来た なぞ は、 彼れ の 怪腕、 寧ろ 朝 權を輝 やかした ものと 見ねば ならぬ。 

と り はう すん 

文 久ニ年 〔壬 戌〕 五月、 大原重 德が勒 使と して、 關 東に 下向した こと も、 5 石 倉の 肚 ー畏 方寸の il に 成った もので、 

.S 萍久 光との 合作であった こと は、 云 ふまで もない。 大 原が 窗ら したる 三 箇條の 要請 も、 實は岩 倉の 大望より、 

割出され たもので、 朝廷 及び 薩長 兩 藩の 議を 執って、 之れ に 編 人した こと は、 蓋し、 他日、 薩長 連衡 を 策す るの 

礎 地でなくて 何で あらう。 文 久ニ尔 〔壬 戌〕 五月 二十 二日、 大原 勅使の 京都 を發 する に 臨み、 岩 倉、 之れ を 三條蹴 

あげ  ひそ 

上の 弓屋 まで 送り、 私 かに 吿げ たるの 言に、 

i こう  .«*-  け ふ ほ 

『薩長 兩 燕 は、 皇室の 頼て 以て 股肱と なす 所に して、 兩藩亦 丹誠 を抽ん で、 皇室 を夾輔 せんと 欲す。 然れ ども 

其 勢は兩 虎相對 して 視 るが 如し。 一朝 牴牾 する こと 有らば、 必す 相搏噬 して、 國 家の 大_$ は 似 れん。 "ぬ 日兩藩 

群雄 爲の 如く 馳驟 せる 薩長 聯合  Ml^f- 
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の 議論 は、 暗中に 軋櫟 し、 衲鑿 相容れ ざるの 形 を 見 はし、 已に 猜疑の 端 を 啓く。 是れ予 が 甚だ 憂慮す る 所な り。 

前途 零細の 事件より、 情意 齟齬して、 大 葛藤 を 生ぜん こと 無き を 保せ す。 卿、 江戸に 至る の 日 は、 善く 兩藩を 

5 ラ じう  きんげ き 

操縦 調和して、 釁隙を 啓かし むる 勿れ。』 〔岩 倉公實 記〕 

すで すで  みのが， 

と 注意して ゐる。 岩 倉の 遠謀 深慮、 旣に 業に、 文久兩 勢力の 爭鬪 中に あった こと を見遁 がす 能 はぬ。 岩 倉の 明 

1 世に 卓出す とい ふべき ではない 乎。 

岩 倉 は、 文 久ニ年 〔壬 戌〕 八月 十七 日に 至り、 廣 幡忠禮 〔大納言〕 以下、 十三 卿の 劾奏に 遭 ひ、 遂に 八月 二十日、 

蟄居 仰せ付けられ、 宫を辭 し、 飾 を 落し、 號 して 友 山と いふ。 一度び 西 加 茂なる 靈源寺 〔岩 倉 家 始祖 5 お倉 貝堯の 

ふちお  は むろ 

墓所〕 に 潜行し、 再度、 ぴ葉窒 の西芳 寺に 移り、 遂に 洛北岩 倉 村に 幽居す るに 至った。 

かこ 

S かさまに 思 ひわ きても. 1： ちても  . 

なみだの みこ そふり まさり けれ 

秋の 夜の よこ ひい かなる こよ ひに て 

ひとり 野 寺の 月 を 見 るら む  ， 

珍ら しと 人 は みやこ の 初雪 も 

つもる うき 身 はむか ふと もな し 


らくしょくい うきよ 

或 ひは勒 1. 说を 蒙む るに 際し、 或 ひ は靈源 寺の 月 を 眺め、 或 ひ は 岩 倉 村の 雪に 對し、 落飾 幽居の 公卿が、 切々 と 

して 感懐 を 詠 じ 出 づるを 聞けば、 誰れ か 又た、 一片の 哀しみ を 分たざる も のぞ。 

【士 一一】 岩 倉 友 山 (一一) 

『叢 裡 鳴蟲』 に 現 はれた る 薩長 提携 策 

く  b いけつ  さんそん  た ふく わい 

かくて 怪傑 岩 倉 入道が、 山村 深く 世と 遠ざかり、 一身 を 韜晦して ゐる 間に、 文久 三年 〔癸 亥〕 も 過ぎ、 元 治 元年 

〔甲子〕 も 暮れ、 慶應 元年 〔乙 丑〕 ともなり ぬれば、 世相 は 不一 變し、 時勢 は大 動し、 勤皇 倒幕の 勢 ひ は、 薩長 兩 藩の 

近接に よって、 著々 として 進 轉し來 つた。 

此顷に 至れば 諸國の 有志に して、 私 かに 岩 倉 村の 幽居 を 訪ふ者 も、 尠 なから ざるに 至った。 友 山 も 亦た 大いに 

企 だつ ると ころ あらんと し、 岩 倉 卿 を 廻って、 風雲た だなら ざる ものが 生じ 来った。 

ひ くらんど  つと 

非 藏人松 尾伹馬 〔相 永〕、 京都 志士 藤 井 九 成 〔直 幸〕 は、 夙に 31^ 倉に 近接して ゐ たが、 水 戶の小 林 彥次郞 〔^川 敬 

三〕 、土：^ 人 橋 本鐵猪 〔大 橋愼 三〕 も 亦た 出入し、 遂に 薩人 井上 石 見 〔長 秋〕 を 引見す るに 至り、 大久保 利 通 • 小松帶 

刀に 示し、 大いに 薩 藩の 奮起 を 促が さんと して、 彼の 有名なる 『叢裡 鳴蟲』 なる 一文 を艸 する に 至った。 

あう しゃう  ぢ うけん 

『予員 外の 身 を 以て 國事に 狭 掌し. て 報 效を圖 りし は、 壬 戌 七月に 至りて 止む。 爾後 譴を 蒙む り、 洛 北の 山村 

群雄 雲の 如く 馳 i めせる 薩長 聯合  •！  二 七 
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に屛 居し、 葛 裘を換 ゆる こと、 已に四 回に 及べり 。』 

と 前提して、 文 久ニ年 〔壬 戌〕 大原 勅使に 致して、 關 東に 示した る 『三 事 策』 の 意 を演緯 して、 時勢 對策を 論じた 

る 一 文 は、 實 に慶應 年代に おける 一 大 文章、 一 大經國 策であった。 文中、 岩 倉 は、 大いに 薩長の 出所進退 を 論じ 

I  つ うろ ん 

且つ その 朝權 恢復に おける、 ニ大 原動力 なること を 痛論した。 その 一節に 曰く、 

叢 裡鳴蟲 秒 〔慶應 元年 六月〕  岩 倉 具 視 

昨 臘和宫 入 11 關東 1 也。 使 T 千 種少將 • 岩 倉 少將論 *}K 下 大赦 之 事 W 

あう しゃう  もんこう 

右 壬 戌の 歳、 島津氏 上京、 王事に 鋏 掌し、 諸國の 志士、 亦 奮 興して、 京攝 以西の 形勢、 頓に强 盛 を 見 はす。 

. 』  らうば い  キ J よぜん  ，  はくろ 

是に 於て 幕吏 狼狽、 前日 抑留せ し、 内 勅の 一 部 を、 遽然 決行せ り。 是れ 自ら 其 威權を 挫き、 柔弱 を 露し 

たる ものにして、 惘 笑す るに 堪えたり と雖、 元來 朝廷の 恩 旨に 出つ る ものにして、 之 を 決行せ しめたる は、 

島津氏 及諸國 志士、 憤發の 功と 謂 はざる 可から す。 - 

且吿 曰。 國政仍 fes。 大概 委 -1 關東？ 至レ 如， 一外 夷之 事？ 則我國 一大 重 事 也。 係， 1 其國體 1 者。 咸問, 朕 而後 定レ 議。 

右當 時に 在て は、 此の 如くに して 可な りと 雖、 今日に 於て は、 三百 諸 藩の 進退より、 億兆の 產 業に 至り、 凡 

くわ ん けい 

そ國 家の 政令 は、 大小と 無く、 悉く 皆 外 夷の 事に 關繫 せざる はなし。 故に 後段に 論す るが 如く、 大樹 京師に 

徙 居し、 事の 内外 を 論せ す、 大事 件 は具狀 し、 宸 斷を經 て、 而る 後に 施行す るに 非ら ざれば、 天下の 人心、 


&  t  むじゅん  くわく- レ 5 

遂に^！^する所なし。 當 時の 勅意と 矛盾す るか 如くなる も、 今日は 之 を擴充 する にか-りて、 要するに、 大司 

小異の み。 

或 使 1^ 二三 外 藩臣預 * 聞 夷 戎之處 置？ 幕吏 對曰。 廣 意事甚 重大。 難二遽 奉行？ 請， I 暫猶； 《 


1 

し-つし や 10 


右二 三 外 藩 をして、 待 夷の 事を預 聞せ しめんと 欲せし は、 深靈の 叙 W わより 出つ る 所な り。 幕吏 mlp て、 猶 

預を請 ひし は、 實に憫 笑す へきな り。 其 後、 長 門 藩の 長 井雅樂 か、 勸 誘す るに 及ん て、 始めて 毛 利 氏に 依 親 


し、 公武の に 立ち、 開港 航海 論 を 以て、 周旋せ しめん 事 を 謀りたり。 誠に 陋と IS ふへ し。 何 そ 靴〃、 ^15津 

氏 忽然と 上京して、 義を唱 へ、 天下 翁 然と、 之に 應ぜ り。 前に 幕吏 か、 拨 助と 爲 さんと 欲して、 依顿 せし 毛 

- ,  きうて き 

和 氏 は 國 論ー變 して、 過激の 樓夷 說と爲 り、 今日は 却て 仇敵の E 心を爲 すに 至り、 其處 分に 闲 めり。 鳴 呼 天 

下 をして、 大亂の 域と なさし めんと す。 嘆す 可き かな。 

旣而顷 曰 列藩 有 T 献 -1 謀議 1 者？ 如- 1 薩長 一 1 藩？ 殊親 來奏レ 事。 

チ： 3.--?、 ひ 1 ド? N チ i^、.i、  i1,,i,f,  ^.L^  A 厶-  <1、 ヒム， 厶， AAAAAAAAAAAAA ひそか 

右？^ 畏ニ  1^ の 丄京は 三百 年來絕 無の 義擧 にして、 國 史上、 千古 減せ さる 忠節と 謂 ふ 可し。 窃に惟 ふに、 目 

今、 朝廷 要路の 思慮す る 所 は、 多く は 枝葉に 拘 はるか 如し。 其 根幹 を 反省 あらん こと を 望む。 问 顿す るに、 

戊 午より 壬 戌に 至る の 間に 於て、 幕吏 は 主 窒を尊 奉し、 國事を 慷慨す る もの は、 親王 攝 If を 問 はす、 大小 名 

を 論せ す 草 莽の士 に 至る まで、 一切 之 を 幽囚し、 之 を 流 斬に 處し、 以て 天下の 口 を 掩 はんとす。 如何に 智 

5  >  ,  I  ：  f  ^くてんせ きち :.  <3 厶 厶厶厶 ム厶厶 厶厶厶 

fSR ある もの も 亦 犬蹐 地、 直 伏 夜行の 姿と 成.^、  Js^ の 權强 S| を 極めた，^。 夫れ 1* 府の 腐 弱、 未だ 共 形 

群雄 雲の 如く 馳聘 せる 薩長 聯合  マ 二  .{e 
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<1<1, 厶厶： 厶厶 厶厶厶  >  厶厶 厶厶厶 厶厶厶 ム厶<1<3 厶 厶<1<:3 厶厶厶 厶 厶厶厶 A 厶.； 1 厶 么厶厶 <1<1<1 

を 外に 見 はさす して 凶焰仍 ほ薰灼 たるの 時に 當り、 挺然介 立して、 大義 を 天下に 首 倡せ しもの は、 薩長な 

り。 尊王攘夷の 說を唱 へて、 天下の 士氣を 鼓舞せ しもの は、 諸國の 志士な り。 朝廷 其 王事に しものに 

就て は、 共 奮 興の 前後 を區 分して、 功勞の 優劣 を 論す る こと 無 かる 可から す。 抑 後醍醐の 朝、 楠 氏 は、 河內 

しゅしょう さいじ  さんてん 

の 一豪 族 を 以て、 大義 を 首 倡し、 蕞爾 たる 山巅の 孤城に 據り、 百 萬の 賊軍に 當り、 防守數 月に 亙る。 是に於 

て、 諸道の 豪傑、 風 を 望ん て 振起し、 遂に 皇窒 中與の 大業 を 成せり。 新田 • 足 利 二 氏の 如き も、 亦 初 は北條 

.  おんしょう  レ らい  しゅ  つ 

の將 なり。 而 るに 中興の 後に 至り、 其の 恩賞の 厚き、 其の 倚 頼の 重き、 尊 氏 を 首と して、 義貞 之に 亞き、 正 

成 は 其 下に 居る。 本末 願 倒し、 權 衡平 を 失 ふ。 加レ之 朝廷に 於て、 楠 • 新田 • 足 利 三 氏 を、 調和 IIM する の 術 

かも  こ ひわが 

なく、 再ひ大 亂を釀 し、 旣 成の 大業 を 破る。 今日 之 を 回想 するとき は、 遣憾千 萬な り。 冀 く は、 朝廷 古人 r 

を鑑 照し、 功勞の 如何 を考 へ、 公明正大の 措 §E あらん こと を。 

且 山陽 • 南海 • 西國之 志士 旣 蜂起。 密奏 曰。 幕吏 奸徒曰 多。 正議ま 地。 而蔑， 一王 家？ 睦， I 夷戎？ 物貨 IJi や 

國用 乏耗。 萬 民 困 弊 之 極。 殆至ヒ 《又， I 夷戎之 管轄？ 不：， 日而 可， 知 也矣。 冀擧 n 旗旌？ 奉ニ鑾 輿於函 1^? 誅ニ 幕府 

之奸 吏？ 

右西國 志士の 畫策、 未だ 決行す へきの 時機に 非ら すして、 其必 成の 功 を 見る 可から さる を 叙 察 あり。 故に 之 

を 採用せ さりし なり。 而 るに 大和 行幸の 朝議 は、 本書； 策の 旨 意を赏 徹せし めんと 欲する ものの 如し。 之か爲 

に 癸 亥 八 巧 の變 動、 甲子 七月の 暴擧、 相 踵て 起り、 今 叉 伐 長の 役 起らん とす。 一 として 國 家の i、^ を 養成す 


るに 非ら さる は tcK し。 常時の 叙 念と、 相反す る こと は 知る へきな り * 

或 曰。 爲レ 除-太平 浸潤 遊隋之 弊？ 誅 H 京師 之奸 徒？  . 

右 幕吏、 多年の 践 政に 基因し、 時勢 此に 至る と雖、 輦毂の 下に 於て、 干戈 を 動かす は、 阔 〔灰の 頭腦 に、 大熱 

の激發 する か 如き ものにして 四肢 其 ffl- を なすこと 能 はざる の 虞 あり。 朝廷 之 を 憂へ て、 Ii3ili::v^ に 論し、 其 

ちんぶ 

鎭撫を 奉行せ しむ。 遂に 伏 見 寺田屋 のー擧 あり。 忠勇の 壯士、 數人 をして、 命 を. s 匁の 下に, し、 恨 を \ 

むの 鬼と 爲 らしめ、 國の元 氣を顯 損す。 僭む 可き i^,。 其 後 過激の 徒 は本畫 策の 匕！ H 意を濫 施し、 九條 の 侍、 

げきしん  レト くと 二 

を 始めと し、 頻 々暗殺 を 行へ り。 共 勢激 進して、 苟も 己れ が 意見と 異なる もの は、 邪 淑履を 問 はす、 

惡 逆と 呼 ひ、 賊と 罵り、 動 も すれ は 之 を 研 殺せん とす。 其 きに 至って は、 足 利 木像の： is をお ぶす るに 至れ 

り。 目今 は、 幕府 及 諸 藩の 士卒、 輩 下に 充塞す と雖、 猶ほ隻 兵の 警備な きか 如し。 夫れ 綱紀 i 弛して、 激徒 

のお 4 行、 此の 如し。 之 を 制止す るの 道を譜 せされ は、 天下の 亂れ さらん こと を 欲する も、 豈 得へ けんや。 是 

亦當時 • の 叙 念と、 相反す る こと は 知る へきな り。 

叉 曰。 不レ 顧， 1 幕府？ 下 n 攘夷 之 令 於五畿 七道 之 諸 藩？ 

右バ. < 亥の 歳、 攘夷の 期限 を 海内に 布告した る も、 续 夷の 策略 は、 大樹に^ 任す るの 故 を 以て、 八 r- 口に 至る ま 

て、 共 成功 を见る こと を すと 雖、 當時 若し、 本畫 策に 據り、 之 を 決行せ は、 其， # 擾の しき は、 必 す名狀 

すへから さるに 至りし ならん。 
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げ ぎれつ  ちんあつ 

如- 1 其 衆議？ 畢雖, 出 n 于 忠誠 憂國之 事情？ 事 「一 激烈。 使 T 論- 1 薩長 之 輩 1 以 鎭應？ 

•  すゐぶ  ► 

右 朝廷、 薩長 二 藩に 論して、 志士 を鋇靜 せしめし は、 決して 志士 を疏 忌した るに 非ら す。 志士 を綏撫 し、 以 

て大に 他日 國 家の 用に 供 せんと、 欲する に 在る か爲 めな り。 

さくろ ラ  たいしゃ  よわし 

其 他 召 H 幕 老久世 大和 守？ 往復 歷.， 日。 未：， 吿， I 唯諾？ 而 先行 二 昨 職 所：， 論 之 大赦？ 夫 大樹 猶弱。 ， 何 失 之 有。 但 

いんじゅん とうおん ぶ ぎよ  けいふく  いうく 

幕吏 因循 偷安。 撫趿 失：， 術。 如：， 是則 國家倾 覆。 可 二 立而待 1 也。 朕 日 憂懼 焉。 所 レ謂偷 ニー  日 之 安？ 忘 11 百年 之 

患？ 聖賢 之 遺訓 可：， 鑑矣。 當 T 内修- 一文 德？ 外備 fi 武衞？ 斷然建 * 攘夷 之 功？ 於 レ是斛 二 酌 衆議？ 執 n 守 中道？ 欲 

使,， 德川與 n 祖宗 之 功業？ 張 * 天下 之 綱紀お 因 策 二 一 二 事？ 

ベ うだう  てう こん ふうしょう 

右一 日の 安を偷 み、 百年の 患 を 忘る の 一 語 は、 廟堂の 上に 立つ もの は、 之 を紳に 書して、 以て 朝昏 諷誦す へ 

し。 今日 朝廷 幕府の 要路に して、 此語 を服瞎 する もの は、 幾人 か 有る。 墙。 

彼れ の 所謂 『三 事 策』 なる ものの 大本 は、 云 ふまで もな く、 薩長の 大 合同に よって 實 現さる る ものであった。 

卞 ねし よ 

故に 彼れ は、 此の 書の 隨處 において、 薩長 勤皇の 功 をカ說 して ゐる。 

『薩長 二 藩の 上京 は、 三百 年来 絶無の 義擧 にして、 國 史上、 千古 減せ ざる 忠節と 謂 ふ 可し』 

と 論じて ゐ るのに は、 幾分の 割引き を， 必要と する けれども、 彼れ が、 天下の 事、 薩長 二 藩に あら すん ば、 大事 を 

かん まよ 

託する に 足らす と 思った の は、 その 實カを 洞見した からであって、 岩 倉 村の 閑居に 居眠り をして ゐて、 の 位の 

大 議論 を 押し立てて 來 たの は、 彼れ が 只の 嵐で な S こと を 語って 餘 りが ある。 


〔十四】 岩 倉 友 山 (111) 

『績 叢裡 鳴蟲』 に 現 はれた る 大經输 

2!^ 八 3- は更ら に、 雄 健の 筆 を lii うて、 『續 叢裡 嗚蟲』 の 一 篇を艸 し、 正篇の 足らざる を 補 ひ、 愈. M 論鋒 を 進め" 0 

長 聯合の 大方 略 を 論じて ゐる。 中に 曰 ふ。 

績叢裡 鳴蟲抄 〔慶應 元年 六月〕  岩 倉 具 視 

しゅしゃ ラ 

抑 薩藩は 勤皇 を 雀 倡し， 純忠 群を拔 く。 誰か 其 右に 出つ る 者 そ。 初め 三郞 氏、 上京の 時に 方り、 諸 公卿、 幕 

ぶ ね  めん ご 

府の 武威に 怖れ、 敢て頭 を 出す ものな し。 予獨り 意 を 決し、 書 を 堀 小次郞 氏に 贈りて、 面晤を 求め、 共に 國 

事 を りて、 薩藩 勤王の 情 を 聞き、 事 細大と 無く、 窃に 之を奏 問せ り。 而 して 予 員外の 身 を 以て、 中 山 .正 

親 町 三條ニ 卿と 共に、 三郞 氏に 陽 明 家に 會し、 小 松帶刀 • 中 山中 左衞門 • 大久保 ー藏三 氏に も 接 兌して、 國 

家の 大事 を議 する こと を^た る は、 榮譽 の尤大 なる ものにして、 今に 至て 猶ほ懷 に 忘れさる 所な り。 又大原 

氏 ニニ 郞 氏の 東 下せん とする や、 酒 井若狹 守と、 往復 論議し、 朝廷の 爲に、 事 $1 行 はれ、 一 の^ 滞な かりし 

含ズぎ  ih キ J 

は， 深く 欣喜す る 所な りき。 予三郞 氏に 面會 する の 時に 於て、 初めて 非常の 偉 器た る 事 を， れり。 爾後、 予 

群雄 雲の 如く 馳 i めせる 醒長 聯合  1 Hlli 
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. ^村 r- 歐 sir 四方の 事 を 知らす と雖、 三百 諸 藩の 主 は、 大抵 其 臣下の 輔翼に 頼り、 藩 論 を 立つ ると 開く。 

此の 如き は、 尊 常の 人の み。 假令 領地 數 州に 跨り、 人口 百 萬 を 擁する も、 深く 以て 倚 頼す るに 足らす 亦. H ノ 

に 天下の 大事 を 謀る に 足らす。 惟 非常の 偉 器に 逢 ふて、 初めて 倚 頼す， へく、 亦 共に 夭 下の 大事 を 謀る へきな 

り。 是 故に、 予は、 薩藩を ill し、 薩 藩の 宿志 を 貫き、 國 家の 柱石た らんこと を 望むな り。 乃ち 叢 裡嗚蟲 を 

草す るの 意 も 亦、 此に 在り。 然れ とも、 是猶ほ &笨を 免れす。 因って 再 ひ 忌諱 を 憚らす、 前 意 を 敷衍して、 

之 を 記す。 君 尤 機密に 涉る。 切に 漏泄す る こと 勿らん こと を 乞.. - 

-  ゥ [  1- ん 

予か 三^ 氏 を 指して、 非常の 偉 器と 稱 する は、 今 新に 諛言 を呈 する に 非す。 壬 戌の 年 予 カー 一一. n- 氏 を 餞す る 

書中、 已に此 語 あり。 

薩藩は 勤王の 朝廷 固より 其 誠忠 を嘉 し、 其 SI に酬 ゆ。 終始 渝 はらす、 深く 倚 頼 ある は 言を俟 たす。 

靑蓮院 {呂* 鷹 司 • 近衞諸 公の ii を 免せられ、 再 ひ： 大日 を拜 する を はたる は、 薩 藩の 援助に 出つ。 其 厚情 忘 

る 可 けんや。 然るに 一朝、 長 門 藩の 徒と、 議論の 相 協 はさる より、 薩藩は 九 門の 警衛 を 免し、 出入 を禁 せら 

れ たりと 雖、 其 後、 舊に復 すと 聞く。 然らは 則ち、 薩 藩の 寃は旣 に 雪け たりと 謂 ふへ し。 而て 今や、 薩 藩主 

、し 子、 依然として 國に 在り。 抛お ii 、ん 朝家の 安危 を 度 外に 措く ものの 如し。 予惟 = 説に 堪えす、 夫れ 朝廷 は 

寸兵を 有せす。 惟 口 を 以て 爭ふ のみ。 若し 一朝 木 曾 義仲か 朝廷に 迫りて、 東 伐の 宣旨を 請 ふか 如き、 臭 雄 

. ^出つ る 有ら は、 朝廷 衣冠の 徒、 豈に 能く 之 を 折衝 せんや。 其 暴威に 柳 一き せらる る や、 必 せり。 又 長 防の 虑 


分の 如き、 其 結局 如何なる を 知らす。 至忠 至誠の 者、 豈 坐視 拱默の 秋た らん や。 惟 頸 ふ、 蔬藩主 父子の 中、 

しゅゆ  キ. う ナ ノ  じ やうく わう 

速に 上京し、 須臾 もせ： 闕の侧 を 離れす、 外は皇 家の 城 湟 と爲 り、 內は 朝政 を 一 ^聞し、 ^躬輔 菊 r 以て 宿志 

たんぼ 

を 成さん こと を。 日. i 慕 切望-に 堪えさるな り。 

長 州の 處©、 寬嚴 度な く、 朝 旨 幕 意、 共に 歸着 する 所 を 知らす。 獨り薩 藩の 定論、 說き 得て 好し。 而 るに 採 

納 なし。 予遣 憾に堪 へす。 今 は已に 後れたり と雖、 當初 何故に、 薩藩 は斷然 朝廷 • 幕府と、 長 州の ii に 介 立 

し、 据盡 力、 其 調和 を 謀ら さりし や。 方今 戎夷、 耽々、 虎視 す。 此 時に 方り、 內， H を 起し、 骨肉 相 食む。 愚 

たと ひ 

も 亦 し。 是 故に 邦家の 爲に、 强て 調和 を 主張せ は、 假令 成功な きも、 防 長 二 州に 論な く、 天下 億兆の 士： 

誰か 薩 藩主 憂國の 至誠に 感動せ さらん や。 植謀 術數に 依り、 民心 を 牧 むる は、 取らざる 所と 雖、 求めす して 

此に 至る は、 忠誠の 效驗と 謂 ふへ し。 古人 曰く、 地の利 は 人の 和に 如かす。 偶 諺に 叉 S  く、 禍は 下より 起る 

と。 宜く 深謀遠慮す へし。 • 

說者 あり 曰く、 薩長 二 藩 は 龍 虎の 如し。 風雲に 遇へ は、 勢 測られす。 癸 亥の 變動 は、 二 藩の 權を举 ふに ぬり 

きよまう さ せつ 

起る のみ。 此事は 云云、 彼 事 は 云云と、 流言 百出す と雖、 旒妄 の琅說 は、 問 はすして 可な り。 尹宫 以下、 誰 

ベ うさ， 2 

甘 木は薩 州の 指揮 を 受けて、 周旋し、 三條 以下 誰某 は、 長 州の 指揮に 依り、 奔走す。 故に 眞の 朝議 廟算 なる も 

の は、 未た 曾て 之れ 有らす と。 說て是 に 至る、 豈 長大息 ならす や。 顧 ふに、 壬 戌の 秋より、 諸 公卿 頻に 過激 

論者の 言 を 採用す るに 起り たる、 一大 弊な り。 遂に 世人 は、 九重 深宮の 動 靜を窺 ふこと を 得て、 聖德 の厚簿 

群雄 雲の 如く 馳骋 せる 薩長 聯合  一 三 五 
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丄 i おく 一.^  キ」 ようきう 

を揣摩 臆^して， 批評す るに 至る。 臣 子の 分と して、 實に 聞く に 忍 ひさる 所な り。 此餘弊 を 厓 救す る こと は 

尤 三思 九 盧を煩 はさ さる を 得す。 . 

幕府と 長 州の 應接、 平和に 歸 さすして、 開戰に 至ら は、 勝敗の 何れに 歸 する を 問 はす、 恐らく は 朝廷の 大患 

たらん。 何と なれ は、 幕府 勝利 を 得ん か、 譜代の 大小 名 は、 論な く、 觀 望の 外 藩 も 亦、 必す 之に 畏服 せん。 

是に 至れば、 幕 威 乍ち 叉、 頓に 振起して、 勢 破竹の 如く、 將 さに 謂 はんとす、 天 下 何 そ 恐る るに 足らん。 長 

てい ほう  かんし  かんじゃう 

州 提封ニ 州に 跨り、 人口 百 加 ふるに 草莽敢 死の 士、 數萬、 協力して 之 か 干城と なり、 之が 爪牙と 爲り 

こしょう  はい 

强武 比な しと 誇稱 せし も、 幕府の 大旆 一指 すれ は、 枯を振 ひ、 朽を拉 か 如し。 天下 誰か 復た 幕府に 抗 する 者 

いやしく  か 

そ。 大小の 諸 藩、 苟も 幕府に 杭せ は、 討伐して 假す こと 無く、 復長 州の 如くに 爲 さんと。 若し 其れ 此の 如く 

んは、 朝廷に 對し、 何等の 意見 を述 へ、 何等の 事柄 を 爲すゃ 測られす。 之 を 思へ は、 心瞻 をして 寒から しむ。 

くわん ば-つ  げぅぼ 

又 長 州 勝利 を 得ん か、 元 來長州 は； 大下 人心の 歸 する 所、 觀 望の 外 藩 は、 其 强武を 仰 慕し、 必す 之に 葵 向して 

が ぎよ 

其 威勢 は、 天下 を壓 すへ し。 此 時に 至り、 長 藩主 父子、 其 志至忠 至誠 を存 して、 臣從 を駕敏 する の才 大略 あ 

らは 則ち 可な りと 雖、 若し 其 才略な く、 臣從の 輔導に 倚賴 して、 策 を 建つ る ものと せ は、 其 臣從及 寄食の 志 

. はう せつ  ひんせぎ 

士か 過激の 暴說 搏 燃して、 又 朝廷の 上に 行な はれ、 其の 憎む 所 は、 當路の 大臣と 雖、 之 を 擯斥し、 其 愛する 

すうえ う  一 

所は樞 要の 地に 立た しめ、 癸 亥 八月の， 擧に報 せんこと を 計る は必 せり。 此の 如く なれ は、 天下 復た大 に亂れ 

ん。 而 して 主上、 亦 彼 輩の 言論に 壓 せられ、 崖 襟を惱 ますこと、 何 如 そや。 果して 然ら は、 勝敗 は 孰れに 歸 


が ぎよ  あ 

する も、 此れ 朝家の 大難な り。 资め 之を駕 敷す るの 成算 を、 胸中に 蓄 へさる 可から す。 

慕 府と長 州の 應接、 平和に 歸 さは、 毛 利 父子 ニニ 條 以下の 處分 は、 頗る 注意せ さる 可から す。 抑 天下の 人心 

は 長 州 を&崇 して、 之 を. 憫諒せ さる は莫 し。 今 ま 其 所以 を 討ぬ るに、 蓋し 二 あり。 初め 長 州 は； 大 下に 率先し 

て、 一意に 攘夷の 勑を 奉行して、 以て 人心に 投す。 是ー なり。 叉 癸 亥 八月、 三倐等^^慮を矯むるを以て、 罪 

を 獲て、 毛 利 父子、 亦譃を 蒙む る。 其 後に 至り、 其 罪狀を 明白に して、 天下に 知らし めす。 是れ 二な り。 而 

して 昨年 七月、 兵戈 を 弄して K 下に 迫 まる。 其 罪な しと 謂 ふ 可から す。 征討 總督尾 張 前 大納言、 西 下す る や 

じっけん  く わんげ/" 

毛 利 父子 議愼 謝罪し、 三 家老の 首 を 斬り、 實驗に 供す。 條理已 に 立つ。 其 後の 處 分に 就き、 幕吏 寬嚴の 論、 

紛々、 たり。 窃に 聞く に、 前 大納言 發途の 前に 於て、 朝廷 之に 論す に、 處分宜 く 寬大を 以てすへ しと。 此事 t„e 

あぐし 

た 依む 可き なり。 是れ長 州 は寃枉 にして、 罪蹟 なき 者と する か。 將 又罪蹟 ある 者と する か。 朝議 岡より、 宜 

く 此の 如く 暖味 糊塗に 出つ へからす。 夫れ 癸 亥 八月 以前、 叙盧を 矯めて、 長 州に 命令せ し は、 當路の IS 官之 

ほうしょう  いづ くん 

を議 おし、 之 を 決行す る ものにして、 長 州の 之 を 奉 承せ し は、 臣 子の 常道、 焉そ長 州の 罪と 言 ふ 可 けんや。 

き やうち よく  はんけつ  ゆる 

之 を 要するに、 11 勅 の 罪 は、 當 時の 諸 宫に歸 し、 犯 闕の罪 は 長 州に 歸す。 朝廷 今日の 處： 愈 は、 宥す可 くん 

は、 速に 之を宥 し、 宥す 可から すん は、 速に 之 を 罰すへ し。 優柔 不斷、 .S 論 日 を 送ら は、 或は 恐る、 異論 百 

出して、 人心 離散、 復た牧 拾す 可から さるに 至らん こと を。 

朝廷に 於て 國是を 議定し、 施政の 大方 針を宣 示す る も、 長 州其議 に參與 せしめ すん は、 恐らく は： 大 下の 士民 

群 維 雲の 如く 馳騁 せる 陸 長 聯合  11 一一 七 . 
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をして、 心服せ しめ 難 からん。 -何 となれ は、 天下の 廣き、 士 民の 衆き、 沈思 熟慮して、 當否 を甄， 別す る もの 

±> 十 中の 一 にして、 其 他 は 多く、  1^ 同, 和 を 免れされ はなり。 若し 長 州 をして、 其議 に參與 せしめされ は 

ひ はう 

論者、 ふす 曰 はん。 長 州 をして 此議 に參與 せしめ は、 何 そ 此の 如き 不當の 事 あらん やと。 妄 にぎ 政 を！ 請し 

當路を IiIe して、 益す 長 州 を 仰 慕し、 赤子の 乳母に 於け る 如くな らん。 果して 然ら は、 人心の 不服より して、 

滋す 騷亂を しからし めん。 今や 戎夷 外に 覘ふ。 兄弟 相閲く 時に 非す。 故に 長 州 は、 當初 一意、 勅命 を 奉し 

て、 周旋した る 功 勞に對 し、 其 主謀者 一人 を 罰する に 止まり、 共 他は宥 して 問 はす。 而 して 其 藩主に 上京 を 

こ ひねが は  I 

命して、 朝議に 參！ H せしめ は、 庶幾く は 異論の 起る ことな からん 

薩長の 勢 ひ を 論じ、 皇國 維新の 大略 を說 き、 擧國 一致、 大國 雞に當 るべき を 明示す ると ころ、 { 是に經 國の大 文 

章と S ふべき である。 中に も、 

『說者 あり 曰く、 薩長 二 藩 は 龍 虎の 如し。 風雲に 遇へ は、 勢 測られす。 癸 亥の 變動 は、 二 藩の 權を举 ふより 起 

きよまう させつ  - 

るの み。 此 if$ は 云々、， 彼の 事 は 云々 と。 流言 百出す と雖、 虚妄の 琅說は 問 はすして 可な り 尹 1呂 以 1^  i 某 は 

薩 州の 指 探 を 受けて 周旋し、 三條 以下、 誰某 は 長 州の 指揮 を 受けて 奔走す。 故に 眞の 朝議 廟算な る もの は、 未 

た 曾て 之れ 有らす と。 說 いて 此に 至る、 豈 長大息 ならす や。』 

と 論じ、 朝廷 は. S しく 薩州を 用 ひ、 長 州 を 率ゐ、 彼等 を駕敏 する の 成算が た "くて はならぬ として ゐ るの は、 流 右 

t9  - つり 5- く 

1^ 俊傑の 士の雄 略と S はねば ならぬ。 


5 お 愈 は i ぎと いはれ、 薩長 を 提げて 幕府 を 滅亡せ しめた 策士の やうに いはれ てゐ るが、 彼れ とて 腹からの. 惡人 

ではない。 彼れ の 心中に は、 皇窒を 安泰たら しめんと する の 信仰が あり、 國 家の 新ら たなる 建設の 爲 めに、 一身 

の榮春 を 捨てて、 顧みない 道心 もあった の だ。 彼れ は 『續 叢裡 鳴蟲』 の 論 を 結ぶ に當 つて、 更らに 次の やうに い 

つて ゐる。 

『近年； 大 下の 人心 朝 命 を 信せ さるの 傾き ある 者 は 何 そや。 蓋し 朝 命 始め ある も、 終り 無き に. S るか。 譬へは 

さ  すう キ J 

往 きに 某の 藩主に 励して 曰く、 卿 は 忠實純 厚、 思慮 宏遠、 以て 國 家の 樞 機を委 する に 足る。 朕 之 を 愛する こ 

りんげん 

と 赤子の 如しと。 而 して 其 藩主 は、 今日に 至て 在京せ さる も、 敢て之 を 顧る こと 無し。 何 そ 綸言 汙 の 如しと 

云 はんや。 是を 以て； 大 下の 人、 或は E ふ。 詔 勒は眞 に 痕衷に 出つ る ものに 非す。 當路 大臣 か 一時の 樣略 のみ 

せんてぎ  <  ちょく ぢ やう 

と。 故に：：： 下 先つ 此弊 を洗别 する に 非ら され は 不可な り。 此弊を 洗 剔す るに は、 從前發 したる 所の 勅； ？.说 を 

履行す るに 在り。 之を展 行す るに は、 夫 一 二 事 策 を 以て si 礎と なし、 前に 依賴 する 所の 藩主 は、 擧 けて 五火老 

はん  しんく わい 

に 班せ しめて、 .CII 今 施行す る 所の 政令 は、 眞に { 辰 懐より 出つ る こと を 知らし むる に 在り。 此の 如く 其 實を擧 

くると き は、 天下の 人心 歸向 する 所 自ら 定まらん』 

らうく わい 

5S<&^ は その 策す ると ころが 群 を 祓いて ゐた ところから、 一に も 二に も 老^なる 智讓 者の やうに 思 はれた。 そし 

て 彼れ をして 一 大 姦物の 恪印を 押しつけて しまったが、 彼れ に 良民 を 脅かす の.^ 賊 ならん や。 良心 も あれば 誠 

意 もあった。 

群雄 雲の 如く 馳^せ る 薩長 聯合  】  一二 九 
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第三 章 尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合 

ft 

【I】 薩長 聯合 は 天下の 輿 諭 

凡そ ；大 下の 事、 一旦に して 成る もの はなく、 叉た 一人に して 成る もの はない。 一草 一木の 微 すら、 春秋 を經、 

えつ  びく わ  さう く  じゅよう  へし きん 

星霜 を閲 して、 初めて 美 華 を 開ら き、 蒼々 たる 樹容を 作る のであって 兑れ ば、 んゃ國 運の 開展、 時運の 變遷に 

おいて を やで ある。 

之れ を 薩長 聯合に 就いて 見る も、 聯合 結成の 登場人物 を晃れ ば、 西鄕. 木戶の 當泰 者、 阪本 • 中 岡の ヮキ 役者、 

すうし  •  つら 

其 他 數指を 屈する に過ぎないが、 事 ここに 至る までに は、 如何に 多くの 有志 家 を 煩 はした るぞ。 

薩長 兩藩 は、 固より 當事 者で あるから、 當然 聯合 運動の 主役 者で あるの は、 論す るまで もない とし、 第三者の 

立場に おいて、 主として 聯合に 骨 を 折った の は筑前 •  土 佐の 兩 藩であった の は、 旣に厦 々樓陳 したと ころで ある。 

ひぢか >  一 

土 佐 藩に おいて は、 中 岡 *阪 本の 外に 土方 楠 左衞門 〔久 元〕 の ある こと も、 第二 卷 以後に おいて 特筆し 来った とこ 

たけち ャゐ ざん 

ろで ある。 武巿瑞 山の 意見 は、 一藩 勤皇 主義の 下に、 薩 た長* 土の 聯合 を 策す るに あつたが、 彼れ の 志 は 遂に 報 

ひられす、 文 久三尔 〔癸 亥〕 猿に 下り、 慶應 元年 〔乙 丑〕 閏 五月 十一 日、 遂に 斷獄、 三十 七 歳 を 以て 刑死した。 併し 

瑞 山の 勤皇 諸 藩 聯合 論 は、 彼れ の 遣 鉢を繼 いだ 中 岡 • 版本に よって 繼 承せられ、 遂に、 瑞山 死す るの 翌年、 慶舊 

尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  一 ran 
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1 1 お 〔丙 寅〕 西鄕 • 木 戶の會 見に よって 結成 せらる るに 至った。 瑞出も 亦た 以て 殿す るに 足る。 

土 佐 藩と 同じく、 筑前 藩に おいても、 佐幕派の 藩 論 を 左右す ると ころと なり、 薩. 長 ニ巩 の 勤皇 諸 藩 聯合 を f 

まう だ じん-  こと 

した 勤皇 派 は 一網 打盡 せられ、 悉く 刑に 死し、 筑前 勤皇 派 は、 ここに 全く t.i の 姿と なった ので ある。 薩長 聯 

合激 成の 爲に、 多大の 犠牲者 を 出した る こと、 筑前 第一 と 云 はねば ならぬ 結果と なった。 

I  P  きふ せんぽう  つと  きし 二 

. 五 # は 勤皇の 急先鋒で ある。 夙に 孝 明； 大皇に 近侍 せられた 人々 であるから、 一時、 過激の 行な ひが あり、 

叙 譴を蒙 むらる るの 身と はなっても、 何としても 勤皇の 總 本山んで ある。 隨 つて 五 卿の 在る ところ、 卽ち 勤皇の y 

泉を爲 すの は、 叉た 當然 であった。 五 卿、 長 州に 在れば、 勤皇、 長 州に 在りで、 五 卿、 筑 前に 在れば、 叉 ヒ お似つ 

て 勤皇の 本山 も筑 前に 移る の觀 があった。 黑田播 磨 •  ；y4 矛き 等が、 iiT 五 卿の 入筑に 骨折った の は、 五 卿の 

入筑 によって、 筑前 一藩の 勤皇 を 形作らう とする 心算から であった。 筑前藩 中より、 幾多 勸皇の 志士が、 ^に 長 

41 んにふ  ひっし 

外に 潜ス し、 必死と なって、 五 卿の 移動に カを盡 したの は、 一面 此の 關 係に おいてして ゐる。 

慶應 元年 〔乙 丑 ピーー月 四日 附を 以て、 is 播 磨がぎ 膨？ 共に 家老 一同 I 一^の 上、 藩主 揚？ に^^にた 

る 『建議 書』 に 彼れ の 思想 を披涯 して ゐる。 

黑田播 磨 等の 建議 書 〔慶應 元年 一一 一月 四日〕  ， 

是迄 不レ寄 M 何事 7 思 召 相 伺、 御 趣 lb を 請け、 宰判 仕儀に 候 得 共、 近 來之處 は、 何となく 席に 而申合 SI 司 候 g、 


&心 召に 相 振れ 候 儀有レ 之、 不束 之 身分、 奉 二 恐 入 一 候 * 根元 席之债 は、 尊慮 を 下に 及し、 下情 を 上に 违し、 上 

下 無 レ滯、 御德 業、 廣 く奉レ 仰候處 を、 眼目と 仕 候に 付、 乍, 恐 思 召 之" 2:、 如何と 被， 爲 ニ存附 1 候 儀 は、 不レ閣 

がう まつ  ふれ 

御 打合せ 中 上、 御 國政之 御手 傳仕、 萬御內 身に 入、 相 勤 候 職分に 候 間、 毫末 も 御 趣意に 振 候 取 計いた し候而 

ぎ I わく  つい C  ことあたらしく  とく 

は、 下々 疑惑 を 生じ、 別而御 不爲之 と 奉レ存 候。 就而 は、 事 新 敷 申 上 事に は 無二 御座 共、 尙又 篤と 上 之 

しんてい  ，Ti た あ ひ  きつえ く 

御 賢 盧を伺 ひ、 御 趣意 を受繼 度、 心底に 御座 候。 追々 時勢 之 形ち 合 は、 御 承知 被 レ遊候 通り、^ だ 御 切 迎に相 

成、 思 はす 知らす、 終に 亂 世と 相 成 候 得 共、 昇 平 久しき 末と 申し、 天下の 人、 い、 奮發 之意少 く、 斯 かる 時勢 

たんそく  ついて 

に 相 成 候 段、 實 以て 歎息 之 次第に 御座 候。 就而 は、 何卒 只今 之內、 速に 御 國體御 堅固に、 上下 1 和、 御 家中 

ごか きん  ご こんちく 

人心 一 致仕り、 事 ある 節に 臨み、 御 瑕 瑾に相 成不レ 申樣、 御 根 軸 を 被 二相 立 T 富國强 兵、 御 先祖 之 御 武功 を 御 

受繼被 レ爲, 遊 候樣、 可 二 御座 一 候。 則ち 御 遣訓之 通り、 人心 一 和、 治 亂共御 國政之 マルー に 付、 其 邊 心魂 を 

< だ  ご ほさ  ^厶  <1厶<1<3<^ 

碎き、 不, 及ながら、 御 補佐 申 上 度、 心得に 御座 候。 乍, 去、 斯る 時勢と は 申ながら、 諸 藩 共、 正義 • 過激. 

厶 f1 厶厶 A51,;d  At  A  厶 f3 厶、 A  A,  A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 .d  厶<5 厶厶厶  <1厶<1厶<1<1 厶 

因循な どの 黨有レ 之、 過激 • 因循 いづれ も 中庸 を 失 ひ、 過不及 之 罪有レ 之に 付、 過激 を 押へ、 因循 を 1^ 發 いた 

厶 厶厶厶  <1ム厶厶<1 厶  厶 A 厶 A 厶 厶厶厶  厶厶厶 A 厶厶 <a 厶厶厶 <d  △<! 

し、 一 統 に 相 成 候樣、 御 率 ゐ無レ 之 候て は、 上下 一 致に 到り 申 間 敷 奉 レ^ 候。 右に 付、 上に て 一 方の み 御 

ffl ゐ被 候へば、 下に 到り 候。 然 らば 必す黨 を 結び、 或は私意を挾み、14に落さんと計る之縱|^3^催し候儀 

に有レ 之、 不 II 容易 1 御國害 哉に 奉, 存 間、 此 御率ゐ 方、 別而御 急務と 奉レ存 候。 依 而此先 之御處 g 振り、 篤 

そんりょ  くわげ. 4v いんじゅん 

と 尊慮 を 伺 ひ 奉り、 ト： へ 御國論 確乎と 被 11 相定 T 過激 • 因循に 偏らす、 r ルー、 下に 被 レ要候 樣之御 腰；！^ き 御 政 

tTM 倒 慕の 前衞 たる 薩長 聯合  一 四 三 
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r しゅし  くわん てつ 

令 無：， 之、 铜 趣旨 下々 迄貰德 いたし、 難：， 有 奉 V 慕、 上下 一致に 御爲を 計り、 正義 之 御 政道、 相輝ュ ，1,、 檨、 致 上 

度、 愚考 仕 候に 付、 申 上 迄 も 無 = 御 虔ー候 得 共、 ygi 之處、 少しも 無- -k^ 聽 r 御沙汰 被 1- 仰 付， 度、 ^に 奉レ& 

ひつ キ」 やう 

候。 畢竞， 私共 不行屆 より 之 事に は 候 得 共、 鬼に 角 過激 を 相 引 立、 御 趣お に 戾り候 取 計 仕 候檨、 御 引受 被 レ^ 

候 哉に 奉レ 伺候。 何 ぞ私體 とても、 過激の 者 を 引 立 候輦も 有レ之 候に 付、 右の 輩 とても、 其 g たる を 押へ、 

する を 御用 ひ 被， 爲， 遊 候 はば、 御用達 も 可， 仕 哉。 斯 かる 御 助勢 同じ 御 家臣 御 取 分け 被， 爲， 成， P 、へば、 御不 

ぎつ と  1 . 

爲之 儀に 付、 上に は 御 正義、 吃 度 被 U 相定 T 右に 御 引付 御 仕方 相 成、 夫 を liiJ 仕 候 もの は、 屹度ぎ ず 成 候 

共、 公平 之 御處分 可， 1 奉戴 1 と 奉， 存候。 就而 は御國 論と 申 而も、 天 保 • 文化 之 規律 を 以て 被 候而 ま、 # 

勢に 後れ 候 間、 猶 時勢に 應じ、 御 取捨 御、 活用 相 成 度、 右に 付て； 大. 幕 之御嚴 令 ig|> 皇國之 御 6? ヽ ぎ酽 

佐 被 レ爲レ 在 候 儀、 御 至 當之御 事に 候 得 共、 近来の 處、 間に は 公武 御 一 和と は難レ 申、 御 處置振 とても、 人望に 

背 候 儀 も 有レ之 候に 付、 14^4^ 伊き き^, 1^ き レ^ i 、ま^、 

被 レ爲， 在 度、 愚考 仕 候。 且又 只今の 體 4 ハ にて は、 天下 之變動 如何 相 成 可レ申 我。 御國 〔筑 前〕 は大封 〔五十 五 萬 

石〕 と 申す ものの、 九州 樞 要の 御 國柄、 有事 之 節 は、 御 獨立被 レ遊候 儀、 如何 可レ有 n 御座-哉。 お.^ I- 御國之 

爲を 勘考 仕 候へば、 其邊り も、 懸念 不；， 少に 付、 御 憐國の 御&ま は、 I： 卒推 今之內 より、 御 固め 被， -成超 r き 


而 薩州樣 は、 御 近親と 申 〔黑田 長 島 津重豪 九 子〕 西國第 一之 大國^ ill 條倏、 次而はきl^などの大藩に 

は、 ii み 被 二 § ー奉レ き。 F^.. ^^ffFfs^  K^^^^. ま • 

A  5l  <1 <d  <1 厶厶 < ^厶  ご しん JK く 

睦被ニ 成 s 一 s& 、儀と 奉 レ^ 候。 倂し內 を 捨て、 隣 國之御 親睦 而已之 心 を 寄せ、 御國體 〔自 藩〕 不, 1 相 立 1 候へば、 

萬 一之 節、 御 恥辱に 相 成 候 間、 前段に も 申 上 候 通り、 上下 一致に 力 を ■ せ、 御 軍事、 ぼ 縱搬、 士氣御 引 立 は 

さしつ かへ 

勿論、 第 1 は 御 財 事、 只今 之 通り、 御 指 支に て は、 何事 も 相 運び、 不 11 相 立 1 候 儀に 付、 此儀 速に、 御 運び 方 

お ん うち. H 

御 評議 被 レ爲レ 在、 御 平常 は、 御 國カ之 程を考 へ、 15^ 角 御内 場に 取 納め、 一 體凡割 據位之 御 心^ を 以て、 富國 

之 御 鹿 置、 御 急務に 奉レ存 候。 乍レ 去、 如何 之 良法 上策 御座 候 共、 上と 御合體 一致に 御手 傳巾 上、 It 效 一筋 

に不 11 相 成 i て は、 何事 も 相 運び 不二 相 立？ 御 不爲之 儀に 付、 此段 奉レ 伺候。 尊慮 伺 居嫁 上 は 諭 

を 遂げ、 御園 論 之 儀 不レ閣 申 上に て 可 レ有ニ 御座 1 候。 此段謹 而奉ニ 建言 1 候。 恐惶 敬. 2。 

一、 方今 御 國是之 儀 は、 公武 御 1 和、 海内 鎮靜、 御 堅固に 相 成度存 候。 依て 天 • 幕の 御爲 筋に は、 s^lsi ぶ 疑 

に 拘泥 不, 致、 正大 公明 之 心底 を以、 忠勤 を 盡し候 心得に 候 事。 

三 月 四 曰 〔慶應 元年〕 

播 • 磨 〔黑 田〕 

家老 一同 

けん はくしょ ぶんい  U かう  へんちょう  め *れ う 

如上、 建白 害の 文意より 察する とき は、 筑前 藩主の 意嚮が、 如何に 佐幕に 偏重しつつ あつたかが 明瞭で ある。 

尊皇 倒幕の 前衛た る 薩長 聯合  一四 五 
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ilw 徵磨 は、 溫言 以て 左右 兩翼を 適當に 綜合す る こと を勸說 して ゐ るが、 その 主意と すると ころ は、 藩 論の 一定 

こうふん  くわげ ぎ おさ  いんじゅん  くわん 一. - つ 

と、 勤皇 諸 藩の 聯合に 在る こと は、 文中の 口吻に よって 明瞭で ある。 『過激 を 押へ、 S 循を蜜 ひ、 以て 正義 を 徹 

す』 とい ふの が、 要するに 播 磨の 一 大志 願であった。 而 して、 諸 藩との 聯合に 就いて、 『油斷 のなら ぬ薩 州』 と は 

れんけい  じきょくた うめん 

いひ 乍ら も、 薩， 筑の 連繁を 以て、 時局 當 面の 急務な りと して ゐる。 

だ ャ えう  み な ぎ  さいめい てんち  ， ゆうと 

筑前 勤皇の 有志 は、 五 卿 を 太宰府に 擁し、 一旦、 之れ を黑 H 播 磨の 三 奈 木に 奉じ、 齊明 • 天智御 親征の 雄圖を 

5  fes-c^3  -ff いち  ぎ き  あ ひていけ い  くわい てん ゐ げふ - 

i ぶ、 八 三 郡 〔上 歷. 下座 • 夜 須三 郡〕 の 聖地に、 勤皇の 義旗 を飜 へし、 薩長 兩 藩と 相 提携して 回天の 偉業 を 試 

みん とした。 

筑前勤皇派に藩主き^^の^||がぁったか否かは知らぬが、 彼等が 外 寇に備 へんと した 犬 鳴 山 別館 問題 は 佐幕派 

J よ 5  だん U. く 

の 翁す ると ころと なり、 全 藩ク， "デタ ー は 忽ち 發 せられ、 麼應 元年 〔乙 丑〕 六 バニ 十六 日、 二十 八日、 一大 斷獄は 

きんしし ひつ f ごく ほ まく とうごく  くろ だ は り ま  か とうし しょ や の さがみ  つき 

行 はれ 百 K 十餘 名に 上る 勤皇 有志 は、 謹愼、 逼塞、 . 捕縛、 投獄 を 命ぜられ、 黑田播 磨、 加 藤 司書、 矢 野 相模、 巧 

かたせん ざう たか とりや ラは  きぬがさ しげき  か いづ かう  しっきゃく  -  1 

形 洗藏、 鷹 取 養 巴、 衣笠 茂 記、 海津幸 一等、 悉く 失脚、 遂に 自匁を 命 せらる る もの を すら 生じた。 

だ，) ごく  ぜし. Q つ  产っ 

筑前 藩の 斷獄は 遂に 勤皇 志士の 全滅と なり、 五 卿 を 中心とする 薩 • 長 • 筑 聯合 運動 も、 全山の 火滅 する が 如く 

消え去った。 筆者 は 返す，， ^も、 筑前藩 勤皇の 爲に 之れ を 悲しみ、 獨り 薩長 をして 名 を 成さ しめたる を 惜しむ。 

*  * 

*■  *  本- 

筑前 藩の 勤皇 運動が、 五 卿 中心であった こと は、 要するに 三條 中心であった とい ふこと である。 長 州の 勤皇 も 


*' やうお ほぜき  .si くら  さ ,っ./ へ 

耍 は三條 中心であった。 此の 時、 勤皇の 兩. K 關は、 東に 岩 倉 あり、 西に 三條 ありと いっても 差まなかった。 岩 倉 

くわ •* しゅわん  ちょく ナ し . ^う  だくき よ A うせ • 

の怪 手腕、 三條の 誠實、 性格に おいて 全く 相反して ゐ るが、 共に 勅譴を 蒙む り、 ；1 居 幽棲の 身と なりながら も、 

くわう けんく わい ふく  まいしん  まさ あ ひ ち  かんぶつ 

1 意、 皇 權 回復の 熱意に 邁進す ると ころ、 正に 相 一 致して ゐる。 三條は 最後まで 岩 倉を奸 物と 思 ひ 込み、 彼れ 

：  ►  V  ひがしく ぜ みちと み くわん ぜぃ  あくしゅ 

と 事 を 共に する を 欲しなかった が、 東久 世通禱 の勸說 によって、 遂に 岩 • 條兩 公の 握手と なった こと は、 尊皇 運 

動の 一 大禊 子であった。 薩長の 聯合 は、 同時に 岩 *條 の 提携で あり、 隨 つて 全國 勤皇 雄 藩の 握手で もあった。 以 

わう せいふく こ  JIL  くわ リ えん 

て 薩長 聯合が、 皇政 復古の 大業 完成の 前に、 如何に 大 いなる 役割 を 演じた るか を 察すべき である。 


叉た 薩長 聯合に 關し、 西 鄕：； € 杉の 筑前平 尾山莊 〔野 村 望 東尼隱 所〕 における 會見說 は、 信すべからざる 筋が あ" 

ちゃう ふ はんらう み よしく らの すけ  レ も-^ せぎ が，) り う * 一 ま  一 

るが、 長府 藩老- 三 吉內藏 介 〔周 亮〕 の 日記に よると、 慶應 元.^ 〔乙 ft〕 正月 元日、 下關 巖流岛 において 西鄕 等が、 

高 杉 • 桂との 會 兑を爲 したる かに 記して ゐる 一 節が ある。  - 

一二 吉 周 亮 日 記 〔慶應 元年 正月 朔曰〕  一 

【慶應 元 丑 正月 朔曰】 越 前 侯 〔茂 昭〕 薩の西 鄕吉之 助 • ぎ 井 § 輔 • 村 田 新 八、 越 前の 酒 井 某 〔十 之亟〕 ^pl-s?^ 一 

すけ J  . はせ が はに  ゑ もん  か とうし しょ  かう の く  d きち  ， 

^ 肥 後の 長 谷川 仁 右衛門、 筑 前の 加 藤 司書 外 費 人、 尾 州の 何 野 鍬吉、 別 坐に 於て、 侯より 御達し、 

■ 1 二 吉內藏 介  一 

尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯  <1«  13 七 
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右 者 諸隊の 事情 通知 之 者に 付、 右 事情 言上 候樣 との 事故、 一通り 申陳し 候處、 西 鄕* 毛 受* 長 谷川 等、 色々 

尋ね あり、 終て 左の 書面 を 以て、 越 前 侯より 御達し、 - 

さキ」 やう  まつ はん  I  -  fc 

松 平大膳 父子 〔敬 親 • 定廣〕 並 左 京 〔毛 利〕 始、 末 藩 一同、 恭順 罷在 候處、 諸隊の 者不穩 事情 有レ之 候に 付 

ちんぶ かた 

右 鎮撫 方、 申 付 候 事。 

月  曰，  畐督. 1^ 

そうとくふ 

右 御達しに 付、 意外に 出た る 故、 不二 取敢？ 總^ 府 御達しの 次第 申出、 當 軍門に 於て 割腹 被 11 仰 付 1 候處と V 得 

さき やう   

其 用意 罷出候 次第、 此度御 達に 付て は、 左 京 所 置に 迷惑 可レ 致、 奉- 1 恐 入 1 候 得 共、 此段申 伺候 段、 申出 候處、 

列席 一 nr ー且 ニー 一一 ロを發 する 者 もな し。 此時、 西鄕吉 之助發 言して、 如 レ此、 總督府 と副府 との 間に、 申 合 

不二 相 調 一て は、 不都合 千 萬、 薩 藩の 如き は、 參與の 命 も 蒙り 居り、 ；大 下に 對し、 實に氣 の 毒 千 萬と 申出る。 

ひかへ をり  4< も たく とき だ せう いう 

加 藤 司書 も同樣 云々 申出、 遂に 毛受 より、 一 旦前 席へ 引取 候樣 との 事に、 引取 控 居候 處、 無：， 間、 時 ffl 少輔ノ 

く らの すけ 

御 呼 出に て、 當副府 より、 何分 御達し 候 迄 は、 內藏介 〔周 亮〕 所 置 無：， 之樣、 右京へ 申達し 候 云々 巾 付有レ 之、 

引 綾き 內藏介 呼 出の 上、 時 田 少輔べ 御達しに 付、 前段 御達しの 通り、 鎭撫 方、 精々 盡 カ候樣 との 事に 付、 則 

し じ-つ  し むら かや i 

御 受申上 候。 低し 始終 案. 等 は、 小 倉 藩 島 村 数 馬な り。 

ほんせん じゅう さい ご しゅ たま  あいさつ  . ： ，， ， C  ;»  ,1 ； 

右 相濟み 副督府 より、 本勝貳 汁、 五 菜、 御酒 等 賜 はり、 毛 受鹿之 助、 挨！^ として 罷出、 其 後嶋 村數馬 始終 

I 能 出る。 其 後 別席に て、 き 郷 •!： きき.^、 逢對き 上、 拙者 共、 藝 州へ 此 事件に 而被ニ 差遣 1 候處、 宗家 其後樣 


はな  み .A* じ a-  <1 

子 は 如何との 事故、 淸水淸 三 郞其外 云々 の 次第、 咄し 候處、 然れ ば、 三 m 尻へ 立 寄、 其方 は 止なる 故に、 馬 

厶  厶 A  厶  厶厶厶  <1 厶厶厶 しう *| ん厶 厶厶厶 A 厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶  <1A 厶厶 A  厶 dA<;l 

關、 高 杉 • 稗 〔小 五郎〕 等に 逢對の を、 周旋 賴 むとの 事に 而、 凡 同船 同様に 而、 同時 刻 乘船候 間、 川口に 而 

厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶 A 厶厶 厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 と^^^た 厶厶厶 お ほ は A 厶 厶厶 厶厶厶 

待合 候 様との 事に 而、 一同 馬關へ 著す。 巖流 島へ 兩人船 を 著け © き、 時 田 を 待せ、 大庭 同道、 新地へ 參り、 

厶厶  <1 AA 厶厶 厶厶厶 ム厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶<3 厶 A 厶. <d<J 厶厶 厶厶 厶厶 厶厶厶  <1 厶 

白 石 方、 兩人呼 寄、 此段內 ^に 及、 亦兩人 同道に 而、 巖 流に 行、 同船 馬關 伊勢 小に て 密議、 □□ より 直に 三 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 △ 

^尻へ 向け 出帆せ り。 是、 長 再び 薩と 和合の 初な り。 

と 記して ゐる。 此說も 果して 莨なる や 否や は、 尙ほ 研究の 餘地 なしと せない。 第一、 桂 小五郞 は、 此の 正月 元 

だ じ i  厶厶厶  < "厶厶  レ さぎ くわいし よ 

n に は、 尙ほ 未だ 伹 馬に 在って、 下 關に歸 つたの は 四月 二十 六日の ことで ある。 叉た 高 杉 は 此の 翌日 伊崎 會所. を 

しふけ *- 

i メく擊 して 居り、 此の間に して 西鄕 との 秘密 會 見が 出来た か 否か。 殊に 下 關白石 正 一 郞 方に 立 寄った やうに 記さ 

れて る も、 正月 二日に 白 石に 宛てた る 高 杉の 書信に、 

んぼ  ちょっと  厶厶厶 厶厶厶  厶 厶 厶 

其 後、 如何 被 レ爲レ 在 候。 奉 二 欽慕 1 候。 寸 渡御 年 禮に可 ニ罷出 1 相考 候處、 御存之 通、 差 迫 候 事に 付、 不 k 二 共 

厶 ご か うぢよ 

, 儀 T 御 降 恕可レ 被レ遣 候。 

と 述べて ゐ るのに 徵 して、 正月 元日、 白 石 邸會見 も、 如何 やと 疑 はれる。 此時、 桂 丄咼杉 共に. 石 邸に 至り あら 

すとの 確證が あれば、 西鄕 との 會見 も、 早斷を 許しが たい。 記して 後 證を俟 つの 外 はない が、 いづれ にしても、 

薩. お 聯合に 關 して は、 备稀各 様の 運動が 行 はれた こと は、 想像に 難くない。 

はんれ き  tt- ん りう  じ やう 

萬碟 み來 つて 大山 を 爲し、 潜 流 合し 來 つて 大 川を爲 すの 狀を、 察すべき である。 

尊皇 倒 ic^ の前衞 たる 薩長 聯合  j 四 九 
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【二】 薩長 鴻 門の 會 

みなもと  せん あは  さう てん つら  てう  たいこう  さか Q  えい 

源 は 遠し。 百 川 を 併せ、 t 食 天に 連なって 海に 朝す る洋々 たる 大江 も、 その 源に 遡 ぼれば、 地に 映 じて； 大 色と 

な  さんちう でう  さ  かくちく 

爲り、 空に 飛んで 雨聲 となる、 山中 一條の 流 泉 を 探 ぐらねば ならぬ。 薩長の 角逐す る や 久しく、 その 相 接せん と 

する や、 亦た 久しき 過程 を經來 つて ゐる。 その 怨恨の 久しい 丈け、 その 握手 も 亦た 一朝 夕に して 成らなかった。 

しふさん  こんてい こと 

近時の 政黨者 流の やうに、 朝た に 合し 夕べに 離れ、 集散 常な きものと は、 自 から その 根柢 を 異にして ゐた。 

お ほ はらさん み えう  お  なが. 0 う 

島津久 光が 大原 三位 を 擁して 東海道 を 押し 下り、 江戸に 着いた の は、 文久 元年 〔辛 酉〕 六月 七日。 然るに 長井雅 

た  だう くわ  たいり う  てう はく  くわく さく  lU う w- たかち か 

樂の 周旋 を 導 火と 爲 して、 江戶に 滞留して 朝 幕の 間に 割 策しつつ あった 毛 利 敬 親 は、 その 前日 六月 六日、 江戶を 

つ そく  なかせん だう さ  ぎ わく  ちょくし さ 

發 足し、 中 仙 道 を 指して 京都に 上った。 この 一事が 痛く も薩 藩の 疑惑と なり、 毛 利 侯が 私 かに 勒使を 避く るの 態 

ふ しん  せいし まう り さ だ ひろ  ちょく ぢ やう  ひ がふ 

度を不 藩と した。 越えて 八月 二日、 世子 毛 利 定廣を 舉習院 へ 召されて 勒読、 卽ち 安政 戊 午以來 非業の死 を 遂げた 

う 4 だ うん びん らいみ き らう よしだし やう ゐん  せいちう  しゃいう  ふしみ てら だ や 

梅 K 雲濱、 頼三樹 三郞、 吉田松 陰な どの 誠忠の 士を赦 肴すべし と ある 中に、 伏 見 寺 田屋で 殺された 薩 摩の 藩士 を 

も 加へ てあつた のに、 薩藩側 は 少なから す 不快の 感を懷 いた。 薩 藩士の いふと ころ は、 寺 田屋の 一件 は、 藩主 久 

光の 命に より、 主命に 反する 藩士 を處 分した のであって、 何等 他から 容嫁 さるべき ことで はない。 それ を 長 州が 

こ  いう ん  なほ  べっし  ふ  つ 

朝廷に 請うて 宥免 するとい ふの は、 取 も 直さす 久光を 蔑視す る もので あり、 伺 畤に薩 藩の 面目 を 踏み 澄ぶ した も 

ので ある，^ いふの が、 その 論據 であった。 


大赦 御沙汰 書 〔文久 元年. 八月 一一 日〕 

戊 午 以来、 {En 武！： 黜^ - 幽閉 等 之 輩、 追々 再出 1 一 相 成 候處、 於- 1 地下 輩 1 者、 今 以其儘 之 分 モ有レ 之 候^、  n 十 早 

有レ 之樣、 思 召 候。 三 條故入 內府儀 者、 被.， 爲&宇 忠魂？ 被い 贈- 1 右大臣-候 > ー付而 者、 於 U 水 戶故前 

"ゆつ. &く  あんどう たて 

中納 言？ 以， 1 出 ^ 之 儀？ 被：， &,| 大納言 1 度、 思 召 候。 且 往年 來、 長 岡驛- 一而、 橫死候 者 共 ヨリ 始、 共 後 安島 帶 

M ノ赖飼 吉左衞 門 列 以下、 諸國 之士、 於 11 關東 T 死罪 且 《や 死 致シ候 者、 叉 者 流罪. 幽閉 等-一而、 死亡 候、 者 共、 

或 者 櫻 田 • 東 禪寺义 、ノ 坂 下等 之 一 件、 其 餘國事 -ー 死 候 s、 近ク 尸 伏兑 一 擧等 一一 テ致 二死 失 一 候 者 共、 靈魂招 築、 

以, 禮牧 1、 令， 1 子孫 祭祀 一 候樣、 被.， 遊 度、 尤 現存 之 者 共 者、 夫々 如：， 舊相復 候 様 トノ叙 慮-一 被 レ爲レ 在 候。 不 

レ拘 二：！^ 亡？ 預， 一 是等之 事 1輩、 姓名 其 向々 取調 不：， 洩樣、 早早 可 二 申 上 1 候。 其 上前 條之 趣、 夫々 御處 m は 被， 爲レ在 

度、 思 召 候 事。 

これが 卽ち、 的 山 尸り、 毛 利定廣 に傳授 し、 幕府に 齎らさ しめたる、 志士 大赦の 御沙汰 書で ある。 文中 

の 『伏兑 ー擧』 云々 の 文字が、 卽ち薩 藩士 間で 問題に なった ので ある。 

じ やうぎ  お ほ はらしげ のり - . ,， » 

當時定 廣に從 つて. 江戶 にあった 桂 小五郞 は、 深く 薩 藩との 情 僞を憂 ひ、 大原 重德を その 旅館に 訪 うて 

さく ぢょ 

『どうも 是れ は伏兑 云々 の 語 を、 削除 さるる 外 は あるまい』 

けんぎ 

と 建議し、 大原も 之を已 むなしと した。 大原は 一夜 深 考の末 

^良 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  一 五 一 
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『近ク ハ伏兒 ー擧等 一一 テ致 二死 失 1 候 者』 

の 十五 字 を 削って 淸書 し、 

ひしょ，  けづ  ， 

『實は 昨夜 京都から 飛 書が 来り、 朝議に より、 伏 見 云々 の 十五 字 は、 之 を 削る ことにな つた』 

と吿 げた。 桂 は 之れ を 聞いて、 

てん. So 

『これ は 全く 天佑で ある』 

よろこ  こうげき  きラ  をり から 

と悅ん だとい ふ。 京都 側に おいても、 薩 藩士の 攻擊に 逢って、 返答に 窮 して ゐる折 柄であった ので、 ー應兩 藩の 

かくしつ わ かい  かいさく 

確執 を 和解す るなら ば、 幸 ひだと 悅ん だが、 勅書 改删と ありて は 不問に 附 する 譯 になら す、 事 太 だ 穏やか ならす 

じくわん らくしょく ち 「きょ 

として、 翌年、 文久 ニ^  〔癸 亥〕 二月 二十 三日に 至り、 大原卿 は、 其 罪 を 問 はれて、 辭宫 • 落飾. 蟄居 を 命ぜら る 

るに 至った 位で ある。 

.  .19 つれ ォ；  どくだん 

斯 くの 如く、 伏 見ー擧 云々 の 問題の 爲に、 薩長の 軋 機 は、 いよく 甚だしくな つたが、 大原 卿が 遂に 獨斷 を以 

けづ  かいざん も むだい  そうげ 

つて、 『伏 見 ー擧』 云々 の 十五 字 を 削って しまった ことにより、 更らに 問題 は、 勅書 改竄 問題と なり、 兩 藩の 

は その 極に 達する に 至った。 

あつれき ほったん はんもく  て けい 

併しながら 此の 軋 櫟の發 端、 反目の 最初に おいて、 旣に兩 藩士の に、 互に 接近し 提携 せんとす るの 意志が 動 

み のが  てん  まう り たかち か  す ふ まさの すけ 

. い てゐ たこと は、 見遁 がす 可から ざる 一 點 であった。 毛 利 敬 親が 上京した 後、 江戶 に居殘 つた 周 布 政 之 助 は、 薩 


ゆうわ  .  h  h  .  .  i びキち 4- う  ， 

藩の 感情 を 融和す るの 必耍 を、 切に 感じた ので、 、江戸 長 州 邸 留守居 役 小 幡彥七 等と 謀って、 木 挽 町の 『水 H:』 へ 

くわいえん 

大久保 等 を 招 いて、 一夕 和解の 會宴を 催 ほした。 

つ i  しゃう とつ  にら 

固より 薩長 聯合な どと いふ、 大目 的 を 立てて 掛 つた 仕事で はない が、 薩 藩と 詰まらぬ 感情の 衝^から、 睨み合 

つて ゐ るの は、 長 州の 爲 めに 不利益 だと S ふ考 へからで あつたに は 相違ない。 _i 州の 方で も、 『水 月 會』 の 返禮と 

いふ 意味から、 柳 橋の 『川 長』 に 周 布 等を迎 へて 食实 した。 薩州 側から は、 大久 保、 堀 を 初め、 在、 江の 豪傑 連が 

集まり、 長 州 側から は 周 布 や、 小幡 や、 例の 豪傑、 來島 又兵衞 等が 來會 した。 

席上 周 布 は 持ち前の 快 辯 を 振つ て拔拶 をした。 

さ せう  はんもく 

『薩長 共に 志 を 同じう する ので あるから、 些少の 感情の 爲 めに 反目す るの は 面. s くない。 一切の 行き掛り を捨 

てて、 是非とも 御 懇親が 願 ひ 度 S ので ある。 兩藩カ を 協せ 國 家の 爲 めに 奉 效の誠 をいた さう ではない か』 

はし  ぶつ ギー  ぐ わりう 

と 述べた まで は、 安全で あつたが、 最後に 一句つ け 加へ たのが、 端な くも 物議の 稷 となった。 周布はIS^^に齊寵 

一 睛を點 じて 曰 ふやう、 

せんめい もと 

『.E:I 分 も 長 州の 周 布 だ。 1 たび 口外した ことに 間違 はない の だ。 若し 他日 今夕の 宣盟に 悖る やうな ことがあつ 

たら、 憚りながら 周 布 政 之 助、 腹 を 切って 御 目 にかけ ます』 

周 布の 語氣が 少しく 强 すぎた もの か、 その 一言が、 グッ と薩州 豪傑の 胸に こたえた。 妙に 肩 張った 物の 首 ひ 振 

りに、 蔬 州の 席から、 堀次郞 が、 周 布の 一 言 を 引き受けた。 

倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  1 五 三 
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さ  み ごと  かいしゃく  ま を 

『奴ても 美事な 一 言で ごわす のゥ。 然 らば 介錯 は、 堀 次郞が 引受け 申さう』 

てうら う r  ふく  むく 

牛ば 嘲弄の 語氣を 含んで、 一矢 を酬 ひた。 大久保 は 流石 政治家 だ。 _ 

『コ ラ堀、 何 をい ふか …… 』 

と 制した さう であるが、 お 互に 腹の 中 は、 瘕の蟲 がー ぱいに なって ゐる 際で あるから、 周 布 も そのまま では 濟ま 

して 置かれぬ。 

『長 州 傳來の 劍舞を やって、 お 目に 掛ける』 

ど な  みぞ  はいたう  や たら 

と 奴 鳴って、 本能 寺の 溝 深さ 幾 尺で も ある ま いが、 佩刀 を拔 S て 盛んに 振り 廻 はし、 堀の 募 先へ 矢 露に つきつけ 

た。 小幡が 心配して 周 布 をな だめ、 

『もう 分った く』 

と 土め るの も、 聞かば こそ、 とい ふ騷 ぎ、 すると 何 思った か、 大久 保が 立ち上って、  . 

た. 》 み おど 

『然 らば 拙者が、 薩 摩の 疊 踊りと いふ もの を、 御覽に 入れる』 

てのひら 

といって 疊の 間へ 指 を さし 込んで、 一 妆の疊 を 忽ち 引き起した。 何 をす るかと 思って ゐ ると、 それ を 掌 の 上に 

のせ、 ダル ダルと 廻 はし 初めた もの だ。 r スミを 食ったら、 それが 誰れ の 頭の 上に 落ちて 來る かも 知れぬ。 剛勇 

さ じ ま 

四方に 響 S た來 島の 如き は、 

『小 瘤な 眞似 をす るナ』 


み がま  こんしんく わい 

とば かり、 刀に 手 を かけて、 ィザ といへば、 拔き 打ちに 斬りつ ける 身 構へ を するとい ふ 有様で、 遂に 懇親 會 だか 

何會 だか 分らな くな つて 散會 した。 當時 之れ を稱 して 『鴻 門の 會』 と S つた ものであるが、 文久 初年に おける、 

薩長の 氣分 がよく 代表され てゐ る。 

【三】 長 州 士民は 猶ほ薩 州 を 疑 ふ 

こんしん くわい こうもんの くわい  ぶ . ^うく わい  と  かく  き うん  すゐ てん はう ふつ 

懇親 會が鴻 門之會 となっても、 武勇 會とな つても、 鬼 も 角 も 薩長 相 結ばう とする 機運が、 水 ；大 努髴の に、 1 

しか  はんかん  そう そう  さつ；. V  くく わい かん 

片の 雲の 如く 兌え てゐ る。 爾 りしより 後、 薩長の 反感 は、 歷 ー曆、 その 度を强 くした。 『蔬賊 會姦』 の @i はお 州 

さん 4-.,) ふ も  はくわん かいけ ふ さん-つ 

の 山川 を 板 はし、 蔬 人の 爲 めに 『馬 關海峽 は 三途の川と 心得よ』 と 呼ばれ もした。 

はんもく しっし  き うん み *： び 

併し この 久しき 反目 嫉視 も、 第二 長 州 征伐の 前後より して 次第に その 影 を 藩く し、 兩藩相 接する の 機 巡 に^か 

れた。 世に 機運と S ふ もの ほど 不思議な もの はない。 薩 州が 第二 征 長に 反對 しかけた 機運と、 長 州が 幕府に ー戰 

だうて.！ 

しょうと する 決心と 進 返と が、 次第に 兩藩 をして 相 接近せ しむる の 道程に 入ら しめたの であった。 

長 州の 有力なる 政治家の 間に は、 薩長 聯合の 必要 は、 夙に 感ぜられて ゐた。 桂 小 五郎 〔木 戶〕 の 如き、 高 杉 作 

の 如き、 新進 者の 井上、 伊藤 等の 問 に 於て は、 愈. - 幕府と ー戰 する 爲 めに、 差し 當り 銃器 及び 軍艦の 必要 は、 〔3 

も ハ.. ^を 要する ものであって、 之れ を 購入す る爲 めに、 薩 州の 力 を 借らねば ならぬ 必要が、 くも 洞兑 すると ころ 

となって なた。  , 

尊皇 倒^の 前衞 たる 薩長 聯合  一 五 五 
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レ うさつ  だいさく リ かい  す. J ぶ 

併し 何時の 世に も、 叉た 如何なる 事に も 反 對者は 絡えぬ。 木戶 等の 誘 薩の大 策 を 理解す る もの は、 頗 ぶる 少数 

であって、 一 藩士 民の 大多數 及び 時の 當路者 間に は 少なからぬ 反對 があった。 當局 者の 一 人であった siis! 膨 

〔藤 右衛門〕 の 如き は、 時務 を 知る の 明 ある 人物であった けれども、 尙 ほ其顷 まで は、 薩州 提携 論が 出る の は、 四 

ゐ しゅく 

境に 敵 を 受けて、 鬼 角 畏縮す るから 起る 議論に 過ぎな いとして ゐる。 

彼れ が 木 戶に與 ふる 書簡に 曰 ふ。 

廣澤 藤右衞 門よ リ 木戸 孝 允に 與 ふる 書 〔慶應 元年 五月 一一 十八 日〕 

はう かんきん どくた てまつ リさ ふら ふ ^x/i  さて 

芳 翰 奉 11 謹 讀 1 候。 彌以 御壯健 被：， 成 二 御 起居 1 奉：， 賀候。 拉、 如 v< 叩、 薩 周旋 一 忤に 付而は 、則、 左 之 通。 (原 

-: 厶厶， 厶厶 A<1 厶厶 厶<1<1 厶厶 厶厶厶 <d 厶厶 AA  こ まった て わ ま 

註、 四 境 相 迫る に隨 ひ、 鬼 角 畏縮より 出る 說 ならん か) 薩州 小松帶 刀、 西鄕 吉兵衞 〔隆盛〕 等、 御當 家の 養に 

付、 周旋 盡カ 仕候檨 子に 御座 候處、 是迄、 岩 公 國 藩主 吉川經 幹〕 より 御內々 御 賴に相 成り、 御手 を 被レ就 

じ やう じつ ゐ さい  ご な, りよ 

置 候 得 共、 此御 方、 情實 委細 通じ 兼 居候 樣に相 見へ 申 候に 付、 兩君 公、 御内 慮の 處、 5 石 公より、 小 松、 西鄕 

等へ、 改て被 11 仰 入 1 被：， 下 候 様、 被：， 成， 1 御 頼み ー尙 叉、 小 松、 西 鄕も萬 一 内輪に おいて i 疑 共、 有, 之 候て は、 

たへ おたま ，  てつ じ やう  う 4Q わ けねん 

, 難.， 堪 次第に 付、 御 彼方 君 公 〔久 光〕 迄 徹上仕 居候 得ば、 小 松、 西 鄕等も 內輪掛 念 無：， 之、 公然 盡カ 可， I 相 成ー败 

じ ギー よし  あ ひまな し 4j つかく 

との 書面、 侍御史 〔直 目附役 をい ふ〕 より、 政府へ 持 出、 其 節 十分に 老兄 にも 御 同意の 樣相 ギ=、 節 角 如何の 事 

に 候 哉、 被， 1 相考 1 候 得 共、 先達、 倐公 〔三條 公〕 へ御呈 書の 趣 も 承知 仕 居、 多分 意味 不通に て 可 レ有レ 之、 兎に 


厶  <-  <1 厶， 


角、 薩へ兩 君 公より、 改て御 頼 被 レ申筋 は 不：， 可 レ然、 Ie ケ、 ま 〔薩〕 種々 の 取沙汰 も 有 レ之候 得 共、 贲否不 分 

<^1<1厶<^<厶  かへ っ么 A そご 厶  厶厶 AA 厶厶厶 A 厶  厶 厶厶厶 厶  <d 厶厶 A 厶 厶厶厶 な厶  A<! 厶厶厶 

明に 乎 を 下し、 還て 情實齟 11 仕、 叉 候 如何 體の 御國 害、 出來 も難レ 計、 何分に も 御 差 止 可レ 然と、 斷然相 決 置 

厶  厶厶厶  厶厶  <1厶<1<3 厶  厶厶厶 <d 厶厶  厶厶 A 厶厶 厶厶 し えん 厶 厶  厶厶  厶厶 A 厶厶 厶厶 

候。 薩 迚も、 眞に祌 州の 御爲、 力 仕 候 得ば、 我 藩に おいても、 私怨 を以、 十 口 〔とかう〕 申 筋 無 レ之段 は、 勿 

厶厶  <1厶<1 厶厶 厶厶  <1<1 厶 A あ ひしの が 厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <d 

論 之 事と 相 考候得 共、 卽 今の 艱難 を 相 凌ん ため、 手 を 下げ 候樣に は、 決て 相 成 申 間 敷、 矢 張、 是 迄の 御 親 因 

の處 を以、 御 附合相 成り、 可レ然 事と 奉レ存 候。 尤、 彌ぶ 皇國の 御爲、 周旋 仕事に 候 はば、 北 (節に 至り、 御 取 

計 も 可 レ有レ 之、 其 内の 處は行 形の 通、 岩 公よりの 御 頼の 筋に て 可 レ然奉 レ^ 候。 併如レ 命、 お 公より は、 何と 

か  とく あ ひたつ し 

歟御 挨拶 振、 有：， 之 度、 老兄御 書面 之 趣 を以、 兼て 御 議論 之 侍御史 迄、 篤と 相逮、 彼 御 方、 御 s= 人え なり 共、 

氣を附 候樣、 旁 ！？：， 及 1 一 示談 1 候。 先 は 略 貴 答 迄に 如：， 此。 他 は 拜靑。 寓可ニ 申 上 1 候。 頓首。 

五月 二十 八 日 〔麼應 元年〕 

廣澤籐 右衞門 

桂 小 五郞樣 

薩 藩より 手 を 下げ、 来り 求む るに おいて は、 我れ 亦た 敢 へて 提携 を敲 すると ころで はない が、 我れ より 進んで 

彼れ に哀 請す るが 如き 態度 は、 決して 好ましい ことで はない。 宜しく 彼れ の 眞意を 探ぐ り、 その 本心 を 確かめる 

まで は、 行き掛り 上と して、 吉川監 物 をして 應酬 せし むる ぐら ゐに 止めて 115- いたが よい。 とい ふの は、 獨 り廣澤 

の 心中ば かりで なく、 木戶 とても 同意見で あり、 耍は防 長士民 一般の 感情であった。 

倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  一 五 七  i 
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【四】 木 戸 拿 允 ( I  ) 

長 藩の 代表的 人物 桂 小 五郎 

で  かつら こ らう  き ど かう いん どうせい  す ふ まさ Q すすな 

玆に 至って、 少しく 說明を 要する の. は、 桂 小 五郞、 卽ち 木戶孝 允の 動靜 である。 桂 は 周 布 政 之^ 亡き後に おい 

こうけいしゃ  ぢラ ちん  しゃう ゐん  ひ  二う ぶし 

て、 後繼 者と して 長 藩 を 代表した 望鎭 であった。 松 陰門 下の 高 杉が、 矢よりも 早く 流る るに 比し、 木戶は 充分に 

せ たい どうさつ  けい キ i  ろ だう めいさつ. C 

？ 1 態 を 洞察し 決して 輕擧 しなかった。 高 杉 は 露 堂々、 独 は 明察々 であった。 高 杉と 桂と は、 周 布 • 松 陰 亡き後 

： -, てう や，  だ いぢう ちん  かたち  うし  そんしつ 

における .：1^ 州 藩 朝野の ニ大 m; 鎭と いふ 形であった。 慶 應三尔 〔丁 卯〕、 高 杉 を 喪な つたこと は、 長 藩の 一 大損 失 

であった。 木戶 は必ら すし も 高 杉と 歩調が 合った とも 思 はれす、 或る 場合に は、 高 杉 を 荷厄介に 感じた こと も、 

慰な くなかった であらう が、 それ 丈け に、 心配 屋の 桂が 首うな だれて ゐる 時に、 バラ リ と^を 明けて 行く ところ 

は、 にと つて 慨面 展開と なった ことが なくない。 高 杉 等の 血氣に は、 桂の 先生で ある 周 布 政 之 助の 剛氣 でさ 

へ、 時々 は 持て 餘 ました 位で あるから、 木戶の 手に 負えぬ！ であるが、 それ 丈け に 一方の 將 たるに 足り、 時には 

ちう あう とつ は かんかう  てま たいこ ばら  お ほ あな あ  た ふく キ J 

中央突破 を 敢行して、 敵の 太鼓腹に、 大 穴 を 明けて やる。 高 杉の 明けた 大穴から、 木戸が のこく. Ki 服 を 著て 

參內 したやう なと ころも ある。 


ぐり ご もん  し. 6  ちゃ ラ へい 

元 治 元年 〔甲子〕 の 給 御門の 變 における * 桂 小 五郎 ひ 進 返動靜 は^ ニ卷 第二 篇 中に 記した 通りで あるが、 長 兵 

.fe いはい  ひ さく そ ご  いづし  厶  <1 厶厶  へんめい 

大敗、 闪 州との 祕策 齟齬の 結果、 彼れ は 難 を 山陰に 避け、 出 石に 隱れ てゐ た。 廣. 江 求 助と 變名 したの は、 此 時で 

ある。 一度び は 武田耕 雲齋の 軍に 投 ぜんとし、 信 州にまで 乘り 込んだ が、 長 州 再征の 報 を 耳に し、 fsl: のな に 赴 

たじ i  .4 へ  ちゃく  さぬ き 

むかんと て、 再び 伹 馬に 還り、 慶應元 fe- 〔乙 丑〕 四月 八日 出 石 町を發 し、 十三 日 大阪に 著し、 祌戶 より 譜 岐に 渡り 

ばくわん 

四月 二十日 乘船、 同 二十 六日、 初めて 馬 關に歸 著した。 而 して 藩 命 を 奉じて、 山 口に 歸るを 得た の は、 五 n: 十六 

n のこと であった。 

木戸 孝 允 手記 抄 〔元 治 元年 七月 以降〕 

4> んぷく  てんの ラ ざん  は  しんし 

孝允是 より 京都に 潜伏し、 七月に 至る。 ； 大王 山の 敗に 至り、 叉 皆擧て 共に 馳せ、 我 公の 心 志 を 偶ます に 忍び 

は  っゐ とう  はいき  うなが 

す。 故に 孝 允、 但 馬に 馳 せ、. 長 州 追討の こと 有に 當て は、 一報 を 園に 投し、 天王山 敗 歸の徒 を 促し、 土人と 

がつ  いささか  ささ  *J んぇん  におえい 

八：： し ー擧聊 此難を 支えん とす。 而て 追討の こと 決せす。 遷延 ロ月 に 至る。 苦心 焦盧、 一 口 亦 如：，^。 日影 

さんたん かんぷ ラ てっこつ がいじ やう はくせつ 

慘澹、 寒風 徹骨、 慨情益 迫 切、 去て 關 東に 至り、 武田 伊賀 等に 合せん とす。 而 て忽、 長 州 征討の；^ を M く。 

ひそか  は 

四 方の 風說、 如レ 沸。 終に 尾 張 大納言 西 下す。 〔第一 回征長 軍〕 於レ兹 一書 を 作り、 竊に人 を 馬 關に馳 す。 然而 

長 州三大 夫の^ 級 を 出し、 謝罪す るの 說 有り。 允 〔孝 允〕 深く 之 を 依み、 元より 眞 とせす。 而て： 州 悠哲、 兵 

を 51 て歸 る。 繽て又 長州激 徒、 沸騰の 說 有り。 幕府 更に 諸 藩に 令す。 依て 大に 驚愕し、 長 州 藩. r の 情 を 想 知 

^，ぉ倒幕の前衞たる！^！-^聯合  一 五 九 
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± ん ね，； >  . つまびら か 

し、 鍵 念不レ 休。 而 て馬關 より 村 田藏六 〔大村 益 次 郞〕、 野 村 靖之介 等の 書 至り、 近情 を 詳 にす。. 孝 允の 書 

くわう せん  ひつ はつ 

を 報す る 所の もの、 巳に 多く は 黄泉の 客たり。 然 り而、 幕府 尙 許さざる もの 有り。 、必罰 を 我 公に 加えん と 欲 

しの  け.,. - せつ  けいしゃ ラ たんさく 

す。 臣子 死守せ すん ば、 決して 此雞を 凌ぐ 能 はす。 依て 又 京攝の 間に 出て、 細に 形 情 を 探索し、 遂に 馬關に 

歸る。 云々。  , 

は i り ki? が變 後に おける 桂 は、 全く 諸國 流浪の 士 となった。 約 一 ケ 年の 歳月 を、 彼れ は 京都に 山陰に 關 東に 信 

州に、 或は 四 國に轉 々として 止まらす、 正に 辛酸 を嘗 むる こと、 他の 俄かに 窺知し 得ざる ものが あった。 

まろ  くう ざん ふうう くわ z てい  こ、 

長 州に おいて は、 人材 前後して 滅び、 在 朝 在野、 全く 空 山風 雨の 觀を呈 した。 玆 において か、 桂 を 求む るの 聲 

も、 次第に 大 となり、 夫人 松 子 を 造 はした の も、 彼れ の 歸國を 促が すの 一策で もあった。 

當時 桂が 藩廳に 提出した る意兑 書 は、 實に 左の 如き 内容の もので あつたが、 藩廳 之れ を 容れ、 彼れ に 山 口に 歸 

こうぜん  めいじつ、  1 

るの 命を傳 へ、 ここに 桂 は 公然 山 口に 歸り、 名實 共に 長 藩の 代表者と なった 

木戸 孝 允の 時務 策 建言 〔慶應 元年 五月〕 

ゆぎ II、 舻ま ，1 きか き^ま き 一二 御 Iji 而は、 所詮 御 民政 • 御 軍政 之擧 り不， 中 は 元より、 人心 迷惑、 敵に 

きやす ^ISIIr  ^.^A^lliiy: 維持と！. き^、 き？， 一 奉？， 存候。 人心 迷惑 は、 御 賞罰 之 因循に あり。 御 軍政 之 


不レ 立^ 未 御 一 產 御手 當無， 之 故な り。 乍， 恐 千年 之 御 社稷、 危急存亡 之 決、 此曰之 際に 有， 之箭は 、奉-一 

申 上-候 迄 も 無， 之、 就 而は御 民政 .御 軍政、 日夜 御 工夫 被 レ爲レ 在、 不足 不徹之 事 有， 之 候 得ば、 一 々御,， &圖坡 I 

レ爲レ 雲而、 迅々 速々、 鬆仕候樣、 き 御 嚴命 被き 在、 儀 S より 漸取環 、而奉，窺| 、御 判斷 

被 レ爲， 遊 候 檨之御 事に 而は、 乍 レ恐今 曰 之 急、 中々 間に合 不， 申 は、 必然と 奉， 一存 上 一 g 付、 器械 其ト、 御 軍備 一 

之 品、 元より、 俄に 二 州へ、 十分 行と どき 候檨、 御手 當被， 仰 付 一 候 事 は、 御 六 ッケ敷 事に 奉レ 存,， ；、， ^お、、 響 

に 御 一 定之 御手 當は、 御 決議 無 レ之而 は 不二 相 叶； 御 一 定相成 候 上 は、 山 口より して、 i 之 御手 當、 士 §ー 

i 規 則等 も 相ず、 一 よりして 相始、 少しも 早く、 十分 之 所 迄、 相 調 候檨、 向々 にお ゐて も、 勉， レ仕而 一 

は 不二 相 叶 WS: 御所 I 之 局 あり、 一 f 而も I 之藝を i 、は 、麼囊 墓し 簾, -御售 s、 一 

一定 之 御手 I レ之候 上 は、 いか 檨 にも 着 致し、 ー皇ひ 1、 漸々 十分 之 所 迄、 御攀 、少し 束く 相 

調 I、  ts? 不レ 申而は 不，- 相濟 P 左 I は、 いか 程 金 を 雲と も、 終に 敵に 相 渡 候金 に 相 成 f  、  S 

然 豪に 付、 是等囊 も 一 定之？ 尊， 秦上 は、 萬 端 御 直に I」 指 I チ被& ,1 而は、 百年 相 待 候と も 一 

決而 十分 之 §、 御 六ッケ 敷奉，存 候。 農 町 兵 等 にても、 御 取 立 相 I、 上 は、 爵兵丈 之規則 は、 规 W に而 

嚴 f 相 立、 非常 i，  si 町 兵 は 何々 險へ、 am. 何と 歟、 是等之 事 迄 も、 Ife 

^ 定 uf は、 i ま 5 得 も 可 ％レ 之、 無レ左 I は、 S 素 都合 而已に 相成ヌ 中と 奉， 存候。 一 

^.3  I 深夜 之 如き 形 情に 相 成 不レ申 は、 兼而御 一 定之事 無 レ之故 桌， # 候。 御 一 定， 之 時 は、 敵に f  i 

尊 も M 倒 森 の前衞 たる 薩長 驗合  - 
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. .  ベう だう  はんむ さしつ かへ かへ つて  ふん じ やう  ひつめつ 

諸 兵 も 盡す處 を不, 知、 廟堂 も 一時に 萬務 差閊、 却而內 地より、 紛擾 致し 候樣、 相 成候而 は、 我より 必滅 を 

招き 候譯 に而、 其 場に 臨み、 料理 之 致し方 無：， 之 儀 は、 眼前 之 事と 奉：， 存候。 乍レ恐 今日 之 急 御 國家御 維持 

Jj さいそく 

之 御手 段、 御 民政 • 御 軍政、 日夜 御 工夫 被 レ爲レ 在、 上より 廟堂 之 者へ 御 催促 被レ爲 遊、 御手 當等事 も 

御 直に 御 差 圖被レ 爲：， 在、 御 迫り 立 無二 御座 一而 は、 御 民政 • 御 軍政 等 之、 間に合 不レ申 は 元より、 萬 端 無, 1 覺 束- 

事而已 と、 乍レ恐 奉， 一存 上 1 候。  ， 

, ,  う， れ  さわ  てう や ち  は *, いん 

木戶の 憂うる ところ は、 一藩 ごたくと 騒ぎ立て、 朝野 一致せ ざる は、 百 敗の 因で あると する にある。 民政に 

' >  »  ：  '  ；  -  r  -  ： - げんぜん れい くだ  めいれい と  ぢん よう しゅく  もさ 

おいても 亦た 軍政に おいても、 藩主より 儼然、 令 を 下し、 命令 一途に 出で、 陣容、 肅 として 聲な きこと、 應に 

ほんらい  おさ  しづ  あた 

萬籟 聲を牧 むる こと 水の 如き、 深夜の 靜 けさがなくて はならぬ と、 いふので ある。 恰 かも 西 鄕が出 島の 後、 返 一 

. めう まやう  しか  くつ わ ひか  ふ せい  くわ もく 

歩の 妙 境 を 示し、 糙と薩 軍の 轡を控 へた やうな 風情がなくて はならぬ とい ふので ある。 そこ は薩 人の 寡默、 長 人 

しゅく ぎん 4!  *>  か、  どう 

の繞 舌、 哲人の 思 ふやう に はならぬ ところで あるが、 桂が 肅然、 靜に 還り、 來 るべき 動に 備へ 待たん とすると こ 

さすが  じ む  しゅんけつ 

ろ は、 流石に 時務 を 知る 俊傑と 稱 すべきで ある。 

【五】 木 戸 孝 允 (一一) 

桂の 智謀と 西鄉の 至誠 

桂 は 更に 薩長 聯合の 動きに 腿して、 手記して いふ。 . 


木戸 孝 允 手記；^  〔慶應 元年 五月？〕 

前日 敵視 〔薩 に對 してい ふ〕 せし もの、 今、 五 卿 を 相 保護して、 長 州獨り 怨み を懷 き、 >;i 後一なら ざる も ひ 有 

るに 似たり。 長 州 今日 一 致 戴 二 我 公 T 五 卿に 於て 安ぜ ざる もの あるとき は、 全國の カを盡 し、 我. お 州え 迎え 

ざる を す。 依て 衆に 謀り、 後藤 新藏 〔後藤 新 藏は土 州の 人、 遊擊軍 軍監〕 に 托し、 一書 を條 公に 呈す。 絛 

きんじ やう  ことな  ぎ わく 

公 答 ふるに、 薩 藩の 近情、 前日に 異る もの 有り。 彼の 善 を爲す も、 曲て 之 を； 5g 惑す る 時 は、 前途の こと ^難 

かう はい  つぶ 

し。 彼の 向背 を 以て、 我 志 を變ぜ ざる、 固より 也。 依て 允 〔木 戶〕 等に 心 を 降す こと を；； 小さる。 後藤 も 亦、 具 

含ん じ やう さぐ  いんら  <JA<1  <1 厶厶 A 厶厶. d 厶厶 

さに 近情 を樑 り、 歸て允 等に 吿ぐ。 於 レ此、 渐安 する もの 有と 雖も、 人 々$;、  疑 ふ もの 少 からす。 此後、 

土人、 坂 本 良馬 〔龍馬〕、 長 州に 來る。 始 ニ于此 7 石 川 誠 之 介 〔中 岡〕 等も來 て、 允に 薩. 長 和解の こと を ^ す。 

しゅっしよ くわん  つと かんぷく  さいしょ  むし  よ 

Si は薩 州の 出 所に 關 して は、 夙に 感服して ゐ ない。 最初、 桂 は 寧ろ 水戶に 依って 事を爲 さう とし、 後に 因 州と 

- 卜：.  く  こと  いは ゆ さつ fV くく わい かん 

事 を 共に しょうと し、 薩 州に は 目も吳 れてゐ ない。 殊に 蛤 御門で は、 所謂る 薩賊會 奸の爲 に、 1$ び 起つ 能 はざる 

く はい i ん きつ  まんこう うら  の 

の 苦杯 を滿 喫 して ゐる。 滿 腔の 恨み を吞ん で、 薩 州の； 犬 を 望んで ゐる 桂で ある。 

併しながら、 彼れ は 時務 を 知る の 俊傑 だ。 阪 本より、 中 岡より、 土方より、 それ，^ 薩 州の 近情 を にし、 殊 

に 薩 州が ニ征 長に、 斷乎 として 幕府 を 撥ねつ けた 態度 を兑、 旦. つ 五 卿に 對 する 薩 藩の 同情 ある 態度 を兑て は、 

油斷 はならぬ が、 面. 0：  くな つて 來 たぐら ゐ には考 へて ゐる。  . 

— 尊^！^倒慕の前衞たる薩長聯合  .1 六 =1 
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ひ _M ん  えいり.  -5  ひっせい ねんぐわん  ：、 キ うん；、 

木戶は 政治家 だ。 政略 眼に は 非^なる 銳利さ を 持って ゐる。 殊に 彼れ が 畢生の 念願た る 尊皇 倒幕の 機運が 目 

前に 殿 離し、 薩長 兩 藩が 磁鐵相 引かん とする 勢 ひ を 示して 来た こと を、 何で 彼れ が見遁 がす も のぞ。 

文中に 示された る、 後- ti 深藏 をして、 太宰府に ある 三條實 美に 致さ しめたる 書中に 曰 ふ。 

木戸 孝 允よ リー ニ條實 美に 贈れる 書 〔慶應 元年 五月？〕 

弊 國へ之 音信 も、 或は 賊之爲 に被レ 遮、 漸く 達すれ は已 に々 々期に 後れ、 同志 之 者 共よりも □□ 仕、 終に 一 曰 一 

け *4>- つ  ほぼ あ ひさぐ リ 

歸省不 V 仕而 は、 不 -1 相 叶 1 都合と 相 成 申 候。 叉 京攝之 間へ 出、 今日 之 形 情 も 粗相 探、 漸下國 仕 申 候。 實に… 

…… 〔以下 闕〕 

謹而奉 n 首 上 1 候 

ぎ 以 被：， 爲：， 遊，, 御座 T  限 奉き 上-候。 於- 1 微臣儀 1 も、 十九 夜 0 兀治 元年 七月： 11K 王 

山へ 一旦 引取 仕 候處、 一統 巳に 退散 故、 甚 失望 仕、 無二 餘儀 1 洛中え 引返し、 當時檨 子 相 窺、 直に 但 州へ 下り 

そ ご  とくひつ  ぼくり  つく 

叉 信 州へ 走り、 始終 齟齬 而已仕 候 次第、 秀筆 言上 難：， 盡奉 M 存上 1 候。 幕吏 今日 之情實 は、 去年 〔元 治 元年〕 筑 

J  ぐ わ S -  くっぷく  ひっき やう 

波 之 一 擧、 巳に 瓦^、 且又 長 州 之 事 も、 彼等 之 存外 容易に 屈伏 致し 候 都合に 立 至り 申 候より、 必竞、 幕吏 今 

日 之 船 ii、 幕 威之衰 候より、 斯相成 候 儀に 付、 第 一 に 幕 之從來 暴威 を 振 ひ、 幕 權を復 し 候 俵 を、 專務に 相 勤 

己に 三月に も、 乍レ恐 五 卿 樣方御 東 下、 主人 父子 も 出府 爲： S 致 候 次第に 相 決し 朝廷へ 言上に 及 ひ、 從ニ 朝 


廷ー暫^*儀は閣候樣とひ 御沙汰 被 一一 仰 下 T  土 州 上洛 御 催促 被 一 I 仰 出 一 候 得 共、 大概 之 形勢、 如 レ此之 姿に 机 

こうたん ひ さ ふ 

成、 六十：^ 州 中 朝廷 之御爲 に、 中々 盡カ など 致し 候 諸侯な どと. S. 候而 は、 夢々 無二 覺束 1 次第、 浩歎悲 泣 無 

•  ひた ffe き やうく たてまつり  △ 厶厶厶  <1<1 厶 厶厶厶 厶 M 

レ限 儀と 奉：，^ 候。 乍：， 恐 日夜 御 憂慮 之 御 程 奉 二 察 上 T 只管 奉- 1 恐懼 1 候。 然處、 逐々 薩州ー 新 之風說 も、 傳承 

厶厶厶 厶厶 A<1 厶 <3厶 厶 A 厶厶 AA  A  A 厶厶 厶 厶厶厶  厶厶厶 A  厶 A 厶厶 

仕 候處、 元より 奮 年来 被， 爲：， 遊 二御存 1 候 間、 難， 被， I 相 信 1 次第に 付、 不{番 至極、 存居中 候。 折 柄、 先日 不, 計 

ふうせつ 

石 川 誠 之 助 〔中 岡〕 に 面會仕 候に 付、 不二 取敢 1 近頃 之 御機嫌 を も、 同人より 奉レ 窺、 且又 風說之 模様 も、 同人 

、  厶厶厶  <1 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶<1 厶厶厶 厶 厶厶厶 AAA 厶 A  ナゐ び 

談 Si 仕、 薩藩 年と 相違 仕、 朝廷 之 御爲、 盡カ有 之 候 由 承知 仕 候 得 共、 近顷、 恐 多く も 朝權之 一お 微仕候 iej- 

うんでい 

は、 不， 一容 易-壬 戌 之卷、 薩藩 朝廷え 之 建言 之 趣と は實 に、 雲泥 之 相違に 而、 壬 戌 之？ T 薩 州より 朝廷え^ 

1 百 無 レ之候 はは、 却而朝 植も斯 ばかり 衰微 不レ 仕、 天下 も斯 ばかりな り 降り 申 間 敷と、 悲歎 無， ー此上 1 次第に 御 

. <3. 厶 厶厶厶 A 厶厶 A 厶厶厶  <1厶< "厶 厶厶  <1 厶< "厶厶 厶厶 厶厶厶 <3 厶厶厶  <1 厶<1<" ム厶 厶 

座 候 返、 眞に舊 年に 換 りて 譎詐 を擲、 誠意 を以、 盡カ有 レ之候 事に 御座 候 得 は、 神州 之大 幸、 申 上 迄 も 無， I 御 

A  A-  A 厶厶 A<J 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 

座 1 候 鹿、 未 其實行 とても 不二 相顯 7 如何 之 事 哉と 存申 候。 乍, 恐於レ 上 は、 如何 被 二 思 召 一 候 哉。 實 に卞； 人 父 

.  くわと く 

子に ぉゐて も、 眞に 寡德之 ものに 而、 終に 天恩へ 萬 一 を 奉 レ報候 事 も不， 1 相 成 T 却 而今 日 之 艱難、 相 ：3 り 候 

譯に 御座 候 得 共、 其微 志に お ゐては 五 卿檨と 終始 を 御 共に 仕度 心底に 付、 薩藩之 事 も 如何と 掛念 仕お 候 趣 

A  ^  ■  .A 厶、 厶 <3厶 厶厶 厶 厶 厶 A 厶 厶厶  A 厶 AAA  A 厶厶厶 A<a 厶厶 厶厶 厶 A 厶厶厶 厶么厶 

に 付、 乍：， 恐竊に 奉, I 窺 上 1 候。 於 II 薩藩 1 も、 眞に 朝廷 之 御爲、 盡カ之 事に 御座 候 得 は、 已將軍 上洛 之 期に 

厶<1 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 AAA 厶 厶厶 <d 厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶 A 厶 A 厶 厶 厶厶厶 A 厶 

も 相 み、 實に 此機會 に、 其實行 相立不 レ申而 は、 何れ 之日歟 朝廷 之 御爲、 盡カ之 時 可 レ有レ 之 哉と、 被 レ^ 

厶 厶  ゆうしう 

巾 候。 天下 有志 之 ものに も、 多少 罪 可 レ有レ 之 候 得 共、 實に 朝權を 衰微 致し、 天下 有志 之士、 或は 幽囚 被， 致、 

尊皇 倒せ 布の 前衛た る薩 聯合  1 六 五 
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或は 非命に 斃れ候 も、 癸 亥 八月、 薩 • 會 盡カ變 動より 相 起り 候 事に 付、 眞に薩 藩に ぉゐて も、 一 新 之 勢に 御 

座 候 得 は、 吃度是 等之處 より、 御督責 被， 爲， 在、 此度上 "ぎ 之 機會を 小，, 相 失？ 必然 實行之 相 立 候處、 0  ^ 

州 之 御爲、 祈念 仕 候譯に 御座 候。 前 申 上 候 通、 主人 父子 之寡德 は、 御存被，爲，遊候御事に御座^^、得共、 一 點 

之 誠、.，" にお ゐて は、 更に 變動 不レ 仕、 實に 如何と 掛念仕 候。 乍レ 恐於レ 上 も、 訖度薩 藩 之 深意、 御 見 貫 被レ爲 

V 遊 候 御 事 被， 爲レ在 候 得 は、 主人 父子に ぉゐて も、 神州 之御爲 を擱、 が i を さ 1  さむ 之 心底 は、 ； 有 二 御座 一間 

敷、 元より 朝廷 之 御爲、 微力 を 盡度之 深意より、 終に 今日 之 次第と 相 成 候 儀に 付、 朝廷 之御爲 に、 何れ 之 時 

と 申 候 而も、 眞に盡 力 仕 候 もの 御座 候 得 は、 同志と 不, 言して、 自然 同志 之國に 〔候 脫〕 得 共、 舊年來 之行掛 

も、 御 存被レ 爲レ遊 候 通 之 御 事に 而、 彌 今日 一 新 否 之處、 未實 行も不 n 相 見 r 主人 父子 を始、 一 國掛念 仕 候 儀に 

付、 乍 レ恐極 密奉ニ 窺 上 1 候。 誠 憶々々。 稽首 百拜。 

薩 藩に 對 して は、 十二分の 疑惑の 目 を 投じて はゐ るが、 薩州 にして、 眞に 神州の 殿龄に カを盡 すと S ふなら ば 

我れ にお いても、 毛頭 私怨 を 挾 はさむ の考へ はない と S つて ゐる。 

こ. -  さう けん  しんく わい 

玆 において 乎、 想 見すべき は、 我が 大西鄕 の心懷 である。 南洲は 一度び、 大義に おいて 合すれば、 一 點の疑 ひ 

' - 10  ,,,  >.^u て v^)  、  >  >  H- や-ついう-  .Ihj^5%v3  せ きしん とろ  . ちき 

を， 竹せ ぬ 昨日の： W 敵 も 今日の. 友と して、 自 から 胸襟 を 開き、 赤心 を 吐露して、 百年の 知已の 如くに 對 して 

し せいき じん  ざ しし  ち しぐ 

ゐる。 至誠 鬼神 を 泣かしむ ると いふの は、 ただ 此の ー點の 疑心な きと ころに；^ して ゐる。 幕末 隨ー の 知： n あとして 

推された、 勝 海 舟 すら、 


✓  V 


木 


薩長 聯合と 桂 小 五郎 

つし やう  はんばく  みな  わう せ A ふく 二 

两鄕、 小 松 等と 折衝して、 薩 藩の 士氣が 反 幕の { や： 氣に 漲ぎ り、 最早 ゃ皇政 復古の 一 大 決心 をつ けねば ならぬ 時 

であると する、 彼等の 意嚮 を 知った 阪本 龍馬 は、 之れ を 長 州に 入說 すべく、 先づ 太宰府に ある 五 卿に 著 眼した。 

薩 を 連結す る 第一 のく さび は、 何とい つても 三條 卿で なければ ならぬ と は、 炯眼 龍馬の 逸する ところでは なか 

いちは や  さつ ちゃうて -., けい  に ふきつ 

つた。 故に 彼れ は 逸早く 太宰府に 投じて 三條 公に 薩長 提携の 必要 を入說 して ゐる。 當時 太宰府に あった" 长州 藩士 

を だ .0 らそ た らう とタた せラ すけ  もた  いう 

小 m 村 素 太郞、 時 M 少輔 は、 阪 本の 雄 辯 を 聞いて、 早く も 木戸に 窗 らして ゐ る蓽實 が ある。 阪 本は薩 派の 11 を 遊 

ぜぃ  ャゐ しゃ あ き も W--5S  うる ふ  はくわん 

說 して、 三條 卿の 隨者 安藝 守衛 〔黑岩 直 方〕 を间 伴して、 慶應 元年 閏 五月 一日 馬 關に著 いた。 木戶は 藩主 敬 親の 主 

尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  .  1 六 七 


『あの 怫樣の やうな 西鄕 を、 読す 氣に はなれん』 

といって ゐる ではない 乎。  - 

杜 が ..i 州 を 疑 ふの は、 储 かに 疑 ふだけ の 理由が あるからの ことで、 批難の 餘地 はない が、 人 を 疑 ふ は、 内から 

あ ひたいせ- フ 

を 疑 ふので あって、 西鄕の 自信と 相對 照して、 讀者、 して 如何の 感を爲 すか。 西鄕が 『人 を 相手に せす、 天 を 

相手に せよ』 と敎 へたの は、 ここの 道理 を說 いたに 外ならぬ。 


孝 允 (一二) 
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命 を 奉じて、 ここで 阪本 と會兒 して ゐる。 

阪 本の 熱 辯 は、 充分に 木戶を 動かした。 同時に 薩 州の 内情 をも詳 びら からにす る を 5:- た。 時に 幕府 は、 いよい 

しんきい  あ ひつ  しゅく ろん 

よ 親征の 軍を發 する に 決した ので、 小 松、 西鄕、 5 石 下等 は相鍾 いで 薩 摩に 下り、 西 鄕の宿 論であった、 大藩 聯合 

の 策 を 講じて、 幕府に 對 しょうと した。 中 岡が 薩 藩に 星馳 して、 西鄕が 上京の 途上、 必らす 馬關を 横ぎ らしめ て 

そこで 木戸との 會 見を爲 さしめ ようとした 前後の 關係 は、 木戸が 政府 當 局に 致した 文書に も 見えて ゐる。 曰く、 

木戸 孝 允 手記 〔慶應 元年 S 五月 五日 夜〕 

ご さう \  でう こラ 

各位 御 揃、 御 壯榮、 御 精勤、 奉 二 恭賀 1 候。 弟 も 昨夕 〔閏 五月 四日〕 著關、 折 柄、 條 公御附 土方 楠 左衞門 〔久 元〕 

*H かりこし  ご び りょく 

なる もの、 h 國 より 下り 褂け罷 越、 上國の 模檨も 甚不, I 面白 7 乍レ恐 朝廷 も 御 微力に て、 今日 御 一定と 申 逢の 

思 召 も 不レ被 二相 窺 1 諸 藩々、 征 長のと どめに も 〔？〕 今日 征 長と 申 事に て は、 條理 不二 相 立 T ー態從 二 朝廷； 至當 

の御處 置、 被 二 仰 出 7 其 上服 從不レ 致 節 は、. 罪 をなら し、 天下へ 公然と 號令を 下し、 征討 有レ之 度な どと 巾 位の 

ゆ さづ is- 

事に て、 其處 置と 申說 も、 どの 口より 傳承 致し 候ても、 何れも 決して 不レ被 1 一 折 合一 事 而已、 どの 道、 行 詰 は、 

けい.，，  きっと 

進 か 守 かの 二つに 有レ之 候處、 元より 輕戶 めに は 不レ被 n 相 進 一 候 得 共、 鬼に 角、 今一 應、 屹度 大難 は 来り 候覺悟 

さつ ヒゃ うこく づめ  け ねん 

に無レ 之て は不 -1 相 叶つ 何れ 一大 變 動に は、 どの 道 可 11 立 至 一 模様に 付、 薩丄國 詰の もの も、 茶掛 念の 趣に 付、 

うなお  じ やうき せん  らいく わん 

<&i 度 急に 歸國、 大島 〔西 鄕〕 等へ、 早々 上國を 促し 候 次第に 付、 大島來 十日 前後、 蒸氣 船に て來關 致し、 弟へ 


て うき くれさ ふら ふやう  ちゃう ふ 

面ノ  1: 致し 度に 付、 "： 儿非馬 關へ出 浮" k 候 様との 事に 付、 土方 も 長府迄 出掛、 "：^ 出 關の趣 を IT 於 ニ馬關 1 相 待 

居候 次 ルに 付、 筑行 〔敬 親の 命に より 太宰府に 行く〕 は 一 先兑 合、 來關の 上 は、 大. cl^ A へ も 可レ疑 ケ條を 擧げ、 

4> 度、 奴：： 資仕： 115^度、 肥 後 も 中々 手を盡 し、 是非 征討 無：， 之て は、 不二 相濟 一との 決議に 付、 餘 カも盡 し、 彼 

横 井 〔小 楠〕 など も、 共に 大に手 を 廻し 居候 趣、 彼等 も雖 レ^、 元より 尋常 人に は 無レ之 事に 付、 油 斷も不 II 相 

成 T 何分に も 待 敵の 說は、 御 決定 有レ 之、 定て 昨今に は 岩 公 〔吉 川〕 も 御 出 山と 奉レ存 候。 然る 上 は nf<lr 御 三 

末樣 にも、 御 出 浮 被：， 爲.， 在、 片時 も 速に 御 決議、 被：， 爲レ遊 候て、 御 家 來中諸 隊へは 小 レ及レ 巾、 御國. 2： へ 布吿、 

しゅくぜん  ご し き  かんく わい  じ W そく 

肅 然と 覺悟相 定め、 御 指揮 を 相 待 候樣、 御處置 有レ之 度、 左 候て、 5；? 國御出 浮の 卜： は、 姦 魁の 御處 ：.^、 迅速に 

ま どひ と  ひとへ 

御 乎 被， 下、 進 返事 等 も、 早々 相 運び、 何卒 御 國內の 人心 惑 を 解き、 方向 相定り 候御處 置、 ^に 奉レ 祈： ST- 自 

然萬ー にも、 5；; 國御出 山の 機 を 失し 候て は、 百事 瓦解、 御盡 力の 程、 是非々々 奉レ仰 候。 彌. < か！： も 御 出 山 

に 相 成 候^ば、 御 三方 〔末 家 三 藩主〕 へ も、 速に 御 出 浮 被， 爲レ在 候檨、 被 二 仰 進 1 度 奉 レ^ 候。 〔中略〕 

h 闽の 次第 も 前倐の 逝に 付、 御手 當事、 何分に も 速に 御 運に 相 成 候 樣奉レ 祈 候、 小銃 も 早速 手に入 候 事 無 11 覺 

束 7 長 崎に 長キ ミネ ー 千 挺 程 は 有， 之歟 のぬ、 左 候 得ば、 ^向此 分 丈け、 御 求に 相 成 候て は 如何^。 先日 御 決 

あ  < ちつら ハ 

定に相 成 居候 丈の 分 は、 相 跳 置 候 はば、 何れの 日 it 參り 可レ申 候。 長 崎 有 合の 分 丈け は、 御拂 下げに 相 成^ 

て も、 速に はけ 可レ申 と 奉レ存 候。 

閏 五月 五 日 〔慶應 元年〕 

尊， M 倒 慕の 前衞 たる 薩長 聯合  ，  1 六，^ 
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巾！： の 周旋 誘導に よって、 長 州に 乘 込む 辔 とされて ゐ た西鄕 が、 上京の 途次、 遂に 馬關に 到らす して 船 行した 

す こ  ふんがい  はさ 

こと は、 長 州士人 をして 頗 ぶる 憤慨せ しめた。 中 岡 も 中間に 挾まって 頗 ぶる窮 したが、 之れ が爲 めに 屈せす、 木 

戶、 高 杉、 井上、 伊藤 等の 間に は、 阪本、 中 岡 を 中心として、 薩長 提携の 議が著 著と して 進行しつつ あった。 

桂が 『西鄕 に面會 したならば、 篤と 云って 置きたい ことがある』 といって ゐる 二百に は、 特に 留意 を 要する も 

のが ある。 それ は 後 節、 木 戶 • 西 鄕會盟 の 項に 詳說 する 積で あるから、 兹には 重 t を 避ける が、 夫婦約束 はする 

が、 怨みの 數々 は 云って やり 度 S とい ふ氣 持で ある。 

却說、 聯合 談 進行の 跡に 就いて、 中原 邦 平 翁 〔毛 利 家 編輯 長〕 の 嘗て 語る ところ は、 やや 眞相を 得て ゐる。 • 

『長 州と 薩 州と は、 文 久ニ年 〔壬 戌〕 以来、 環ぶ 軋櫟を 生じ、 文久 三年 〔癸 亥〕 八月 十八 日の 町 門の 政變 以後 

、 , あつれき  A 厶厶 <a 

は 其軋樑 は， 極點に 達し、 長 州 人 は薩賊 會奸と S ふこと を 申して 居ります。 故 品 川 子爵 〔彌 ニ郞〕 の 話に も、 

,1 St  ^  <5AJ:"A<dAAA<dA<lA 厶厶厶 ふ 厶<1<  厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 

吾 楚は藤 賊會奸 と 言 ふ 字 を 左右の 下駄に 書いて、 踏み 附 けて 歩行した 位で あると 言 はれました。 だから 薩 州の 

方で も、 會津の 方で も 長 賊長奸 位の こと は 言 ふて 居た かも 知れ ませぬ。 斯樣に 仲の 惡ぃ 薩長 兩藩を 聯合させる 

とい ふこと は、 中々 困難の 事で あつたと 考 へます。 所が 時勢の 變遷に 連れて、 薩 藩の 態度 は、 大に 違って 來? - 

？、  A:<I、.5A.^ け厶 A 厶， 厶 厶厶厶 AA  AAAAAAAAAAA  AAAAAAAAAAAAAA-AAA 

最早 幕 1^ は 佐 けられぬ。 之 を 佐け るよりも、 寧ろ 幕府 を 討ち滅ぼして、 王政復古 を圖る 方が よ S と 云ふ考 へで 

*"-A- 厶： AAAf1<lAAAA 厶厶 <3厶  こ まった て わき 

大に 幕府に 反抗の 態度 を 取りました。 其 機に 乘 じて 坂 本 • 中 岡の 兩 君が、 小 松帶刀 • 西 鄕吉之 助 等に 說 きまし 


て、 王政復古の 火 業 を 成す に は、 迚も 一藩の 力で は六ケ しい。 今、 長 州 は 孤立して、 幕府と 對抗 して ゐ るが、 

他の 援助 を^れば、 頗る 利 ハ：^ であらう と 2 心 ふ。 故に 長 州と 聯合して、 彼 を 助けて やれば、 ぁなた方の希^！ェを违 

する こと も 出来ようと 思 ふと 一： ムふ 主意 を 話した 處が、 小 松. 西鄕等 も、 如何にも 同意で ある。 シカシ 長 州と は 

從來の 關係も あるから、 此方から 手 を 下す とい ふこと も： 何で ある。 どうか 君 等が、 薩長 二 藩の に 立て、 

聯ん： ： の^ 旋 をして 央れる 様に とい ふこと であった。 それで 坂 本 君が 五 バ 十六 日 〔慶應 元年〕 鹿兒岛 を發 し、 二十 

三日 太宰」 肘へ 參 りました。 太宰府へ 參 つたの は、 三 條公等 五 卿に， 1 兑 して、 三 倏公等 を；^.^ して、 ぉ州へ入5^^^す 

る； S りであった と兑 えます。 折し も 丁度、 都合の 宜 かった の は、 長 州の 小 S 村 素 太 郎が鹽 問 i 藏と變 名して、 

とき だ せう すけ  ？ -.. - 

1:^ 府の時 出少輔 とい ふ 者と 共に、 五 卿の 兑 舞の 爲め、 太宰府へ 往 つて 居りました。 それで 坂 本 君 は 五 卿に 11 し 

て、 其 意晃を 述べた 上、 先 づ小田 村に 遇うて、 自分の 意思 を 通じ、 どうか 國へ 歸られ たなら ば、 此 意味 を：! # 

五郎 君な どに 話して 吳れ。 何れ 近日、 私 も 馬關に 行って、 桂 君に 遇うて 委細 を 話す 積り である からと 賴 みまし 

た。 共 時、 独 は 馬關に 出て 居りました ので、 小 田 村は歸 つて 先づ 内々、 高杉晋作*ゅ田藏^5:„:大村益次郞〕.：|： 

△  厶  厶ム 厶厶厶 <3 厶 厶厶厶 厶<1厶<1 厶厶厶 厶厶厶 

ト-5^ 多 •  ^is 俊輔 おに 話して 兑 ると、 それ は 聯合す るが 宜ぃ。 今、 長 州 は ii 境に 敵 を 受ける 勢 ひに なって ゐる 

から、 武器 も 必要で ある。 軍艦 も 必要で ある。 けれども 長 州の 名義で、 之 を H 入れる こと は、 誠に 六ケレ い。 

薩 藩と 聯合したならば、 薩の 名義で、 之 を 買 入 るれば、 頗る 便宜で あると 一： ム ふので、 皆々が^^啦しました。 そ 

け ふぎ 

こ でれ は 政府へ 內々 協議した と 見へ まして、 其 時、 廣澤兵 助 〔 藤右衞 ！：〕 から、 稀に 贈った 手紙が あります。 〔お 

尊. 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  1 t 1 
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.  .  <3<JA 厶厶 <3  厶厶 AA 厶 <i<l<i<l .<s しゅく 厶 <5 厶厶厶 <3<1 厶厶厶  <1厶<3  A< ？厶 <3 

揭〕 餘り大 賛成で はない。 其 乎 紙の 内に、 四 境 相 迫る に從 うて、 畏縮より 出で し說 ならん かと 云 ふ、 一句 も あ 

A 厶厶  厶厶  厶 厶厶厶 A 厶厶 A 厶厶 AA 厶厶  厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶  厶厶厶 厶厶厶 厶<1ム<3 ム  <-<3 

ります。 其 時、 長 州 人 一 般の 意向と S ふ もの は、 薩 摩と 聯合す る ことな ど は、 夢にも 3 心って 居り ませぬ。 i„< 張 

一 1 賊會奸 で、 意 氣：大 を衝 くの 勢で ありました。 故に 政府 員の 廣澤 でも、 餘り贊 成で もたかった らしい。 其 内に 

疫應 元. 1^ 〔乙 丑〕 闺 五月 朔 口に、 坂 本 君が、 安藝 守衞 〔後の 黑 岩，： a 方〕 とい ふ 人 を 連れて、 馬關へ <g りまして、 先 

づ長府 の 時 B 少 輔に會 見して、 豫て 太宰府で 申した 通り、 桂小五郞^？^に、 是非お 目に 掛 りたい。 どうか §5? の 

勞を 取ゥて 犬れ とい ふこと でありました。 其 時、 桂 は 山 口へ 行って 1$ りました ので、 使 を 以て 中して やる と、 

挫の 方で は、 旣に小 田 村からの 通吿 にも 接して 居る から、 政府へ 中 出で、 直 目 附の林 主稅を 以て、 毛 利 1^、 にも 

伺 ひます と、 毛 利 侯に も、 早速 御 許可に なって、 坂 本と 得く 協議して 見る が宜 い。 其 協議の 都合に 依て は、 筑 

前の 太宰府へ も 行て、 五 卿の 意見 を， 間く 必耍も 生す るか も 知れぬ と いふので、 馬關 出張の 令 書中に は、 都合 

に 依て は、 筑前 太宰府へ 越す とい ふこと を 書 加へ て あ， る。 それで 挫が 閏 五月 四日、 山 ロを發 して 馬關へ 出で 

坂 本に 含 見して 兑 ると、 薩 州の 態度 は、 斯様々々 の 事で あるから、 兩藩 提携して 事を爲 すが {几 からう と 巾し ま 

なるほど 

したので、 桂 も 成程と 賛成した けれども、 何分、 薛 賊會奸 とい ふ 一藩の 形勢で あるから、 公然と 發 表する こと 

は 出来ぬ。 高 杉晋作 等と、 內々 で 坂 本と 話 をして 居る 內に、 土方 楠 左 衞門卽 ち 今の 土方 伯 〔久： ：儿〕 が 馬關へ 来ら 

れた。 土方が どうい ふ譯で 来られた かとい ふと、 土方 は此， お 〔麼應 元年〕 の 二月 以来、 京攝の 11 に 在て、 上國の 

しさつ  し  .H ラ 

形勢 を 視察して 居た ので あるが、 幕府が 長 州 再征の 師を 起して、 来る 何日 かに 將軍 家が 御進發 になる とい ふ^ 


ち  はんこう  S ひつ 

知が 來 たので、 薩 州の 小 松 • 西 鄕* 岩 下 杯 は、 是非 此 再征の 師に は、 反抗し ようとい ふ考 で、 ^踵 S で 歸國 す 

る ことにな つて、 それで 土方と 中 岡 愼太郞 の 二人 は、 薩 摩の 船へ 同乘 して、 中 岡 は 樣薩 州へ 行き、 土方 は 田 

ノ 浦から、 彥 島の 福 浦へ 上陸して、 馬 關へ來 たのであります。』 云々 

右の 說， 话は、 薩長 聯合に 對 する 桂 • 大 村 • 廣澤 等の 考 へが、 那邊 におした かが、 最も 明瞭に 示されて ゐる。 常 

時 長 州 派の 態度 をい へば、 尊皇 倒幕の 大義名分 上から、 第一義 的に、 薩長 兩 藩の 提携に 邁進して 來 たとい ふより 

か う に ふ  べんぎ  そんとくかん ぢ やう 

も、 目前の 武器 • 軍艦の 購入に も 便宜で あり、 聯合して 損 はな S と いふ、 多分に 損德 勘定から 押し出して ゐる 

勢が 見える。 

當時、 薩長 兩 藩の 態度 を, 觀 すれば、 凡そ 左の 數條 に歸 する やうで ある。  ， 

ちょう しう  がば 

長 卿 側 

ふ ぐ たいてん .4V うて さ  や 

一、 長 州 上下 一般の 感情で は、 何處 まで も 不倶戴天の 仇敵と して、 薩 州に 對 して ゐる。 薩 州の る こと は、 

何時も 便宜主義で、 佝時 何う 變 はる か 知れた もので ない として ゐる。 

一一、 桂 小 五郎 も 高 杉晋作 も、 乃 至大 村 益次郞 も、 廣澤兵 助 も、 又た 在野 黨の 有志 連 も、 薩 州に 惚れ込ん でな 

すき 

る 者 は 一 人 もない。 皆な 薩州は 油 斷も隙 もなら ぬ 奴 だとして ゐる。 

くわん わ  だんこ 

三、 それが 多少 感情 を 緩和した^ 因 は、 第二 征 長に 對 して、 薩 州が 斷 乎と して 幕府と 乎 を 切った ことに ある。 
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1^ つば 

長 州 側で は 『これ は 薩摩芋が 妙な 事 をす る ワイ』 と、 少々 狐に つままれた 風で、 眉に 唾 をつ け. 15,^ がら * 

見直して 來た 形と なった ので ある。 

四、 そこに 土 佐の 中 岡 慎 太郞、 阪本 龍馬、 土方 楠 左衞門 等から、 いろく 薩 州の 内 情 を 聞き込んで、 それな 

ら滿更 でもな S とい ふ氣 になって 來た。 

こ りつむ えん 

五、 當時は 孤立 無援の 長 州 だ。 手 も 出なければ、 足 も 出ない。 それに 四 境 悉く 幕軍 を 引受けて、 今にも 防 長 

ii うど  ち *i た  含よ くぐ わいちう W- つ  きょうどうせんせん 

の 山川 は、 焦土の 巷と 化しよう とする 處だ。 そこ へ 大藩薩 摩が、 局 外 中立 どころ か、 共同 戰線を 張ら 

うとい ふので あるから、 これ は 耳より な 話 だと 考 へて 來た。 

り やうし よく  亡 

六、 第一 今日の 長 州と して は、 武器 も 要る。 糧 食 も 要る。 彈藥も 要れば、 軍艦 も 要る。 困り 祓いて ゐる瀕 

と ざ わ  ぎ しんまん ぶく 

戶際 であるから、 薩 州の 手で 買 ひ 込んで 吳れれ ば、 渡りに 舟で ある。 疑心 滿幅 では あるが、 一 つ 手 を 出 

して、 彼れ の 小指ぐ らゐ は、 握って 兑 ようとい ふので ある。 

七、 高 杉晋作 は、 一度 も乘り 出して は、 聯合 談 をして 居らぬ。 聯合の 話が 出る と、 笑って 答へ すと S ふ 素 振 

りで ある。 鼻の 先で あしらって ゐる。 高 杉の 肚 では、 長 州の 事 をす るのに、 何も 薩州 を賴む 必要 はない 

はなし 

とも 思って ゐ るし、 聯合 談 なぞ、 髙 聲に咄 をす ると、 士氣が 弱くな つてい かん、 ぐら ゐ にし か考 へて 居 

らぬ。 併し 出来るなら、 何も 防 害する にも 當ら ぬと いふので ある。 

八， 先 づ全體 にお いて、 氣は 許る されぬ が、 悪る いこと ではない。 と S ふ 程度と 見て よから う。 


ふ ぐ たいてん  かたま  にく あ を さ ふ r 

一、 蔬州 側で は、 長 州に 對 して 不俱 戴； 大の 親の 仇の やうな 考へは 持って 居らぬ。 小 ヅラ憎 S 青二才が、 巫 出 

氣た眞 似 をす る。 ぐら ゐに考 へて ゐる。  . 

しんけい C き  めぐ  ぞ ろん か 

二、 薩州は 長 州 ほど 祌經 的で なく、 何處 やらに 血の 廻りの ノ  口  S 處も あり、 長 州の やうに 議論 家が 居らす、 

先達 さへ あれば、 無意識に、 ゾ ni くと 附 いて 行く。 川 を 陟れば 川、 山 を 越せば 山、 蟥の 道の やうに、 

ともす ると； せ ：ム の 峰まで も 縫いて 行く。 

きふ てんちよ く か たき  お  くビ 

三、 薩 州の 方向 は、 島 津齊彬 侯 以來、 尊皇と きまって ゐる。 俄かに 急轉 直下に 瀧の やうに、 押し 下らう とい 

だう ちう すごろく しき 

ふので なく、 先づ ゆるく と參り やせう とい ふ 道中 双六. 式で ある。 

はまぐ リご もん  い たづら _J ぞう 

四、 蛤 御門から 長 州 征伐と なった の は、 惡戲 小僧の 頭 を、 一つ コッ ンと叩 S て やれと いふと ころ だ。 親の 

云 ふこと を 聞かぬ 奴に、 後來の 見せしめに、 ぉ灸 をす ゑて 遣る と S ふので ある。 

かぶり ふ  すごもんく  なら 

五、 第二 征長 となると、 薩州は 嫌 だと 頭 を 振る。 倒幕と S ふやうな 凄文句 は 並べな いが、 もう は 幕府 は 駄目 

だと 見切り をつ けて ゐる。 

六、 そこで 朝廷 中心に 勤皇 諸 藩の 聯合 を 遣らう と S ふの が、 薩 藩の 大方 針で ある。 そこで その 一 つと して 薩 

長 聯合に 乘り 出して 來 たので ある。 

^:サ£1^倒幕の前衞たる薩長聯合  一 七 K 


大西鄕 傳 第三 卷  、  一 七 六 

七、 長 州と 違 ふところ は、 小 松 • 西 鄕. 大久保 あたりで、 かう と 藩 論 を 一 決する と、 少しも I ^が I せす、 ゾ！ 1 

く附 いて 行く ところで ある。 長の 才、 薩の 勇、 長の 智、 薩の 愚、 面白 S 對照を 示して ゐ るが、 之れ を 

一 にした の は、 何としても、 土 佐 有志 諸君の 努力が 多き に 居る。 

たいくわん ，  こ 

大觀 すれば， 恐らく こんなと ころで あらう。 歐羅巴 大陸に おける 獨 • 佛兩國 が、 或る 意味に お いて、 薩長に 以 

てゐ る。 若し 佛蘭西 を 長 州と するならば、 薩 州は獨 逸と いふと ころで ある。 獨と佛 と は參と 商との 如く、 永久に 

ぎう えん  ゆる 

相 會ふ能 はぬ のに、 我が 薩長が、 舊怨を 捨てて 勤皇の 手 を 握った の は、 當事 者のお 互に 恕し 合った 心 も あり、 第 

1 二者の 周旋 もあった からに は 相違な いが、 要は 上に 神明の 輝 やき 在す あり、 國に 大君の 在 はします ありて、 Ijf; 阈 

えんこん  し ゆん と  おくてう  こ 

の 大義の 爲に は、 百年の 怨恨 も 一瞬に 解け、 億兆 心 を 一 にす る、 國體の 有難い ところに 外ならぬ。 讀者、 請 ふ、 

常に 此の 大義 を 忘れす、 維新 回天 史の 變遷に 接せられよ。 

【七〕 銃器 及び 軍艦の 購入 

こく か  かう に ふ 

長 州に とって 刻下の 急務 は、 何とい つても 銃器 及び 軍艦の 購入より 先き なる はない。 如何に 防 長 二 州の 士 民が 

冲； 犬の 意 氣を以 つてしても、 手 ぶら では 戰举は 出来ない。 然るに この 先決問題 を 解決す るに は、 薩 州の 名義 を I？ 

りる のが、 何よりの 捷徑 である。 そこで 阪本 は木戶 等と 談合の 結果、 京都に 上って 西鄕 等の 意見 を 聞く ことにな 

つて 上京した。 その 結果、 薩 州は大 S に 長 州の 爲に 便宜 を與 へようと いふ こと^な り、 井上 〔馨： r  藤 〔博 文〕 の 


じうき かう に ふ  しゅつ ちゃう 

兩人 は、 先 づ銑器 購入の 爲 めに、 長 崎に 出 張 する ことにな つた。 

し P か 0  めいれう  かん  よ  ， ， 

這 間の 事情 は、 桂の 自記に 依って、 明瞭で ある。 語 は 甚だ 簡 なれ ども、 能く その 要 を 示して ゐる。 

木戸 孝 允 手記 抄 〔慶應 元年 五月〕 

てし のう ざん  たづ さ 

前年 天王山の 役、 兵士 各 或は 弓 銃、 或は 槍 刀 を 携え、 其大に 不利 有る を 知り、 今日の 機に 乘じ、 兵 勢 を ー蠻 

せんと 欲し、 其 利害 を 參政山 田 宇右衛門に 謀り、 大村益 二 郞を拔 櫂し 軍事 を 改正せ しむ。 此に 於て 小銃 一 萬 

餘挺を 買 求せ すん ば、 兵士に 充る能 はす。 依て 良馬 等に 說 くに 現 情 を 以てし、 長 州 四外呰 敵、 而て薩 州； 大下 

の爲に 能く 我を容 るる こと 有りと 云。 兄 等の 言 果して 眞 ならば、 薩名を 借り 小銃 を 長 崎に 求ん と 欲す。 兄以 

たく  つか  じ やう さかん 

て 如何ん となす。 良馬 等是を 托し、 終に 井上 聞 多、 伊藤 俊 介 を 長 崎に 遣 はし、 小銃 七 千 挺、 蒸氣艦 一^ を 買 

求す。 

じままた ベ やり  '  J 

如何に 來島又 兵衞の 如きが、 剛勇で あるに しても、 鐵 砲の 戰爭 に、 大身の 鎗を しごいた では、 ズ ドンと ー發見 

はまぐり ご もん  めいしょう  ばってき  はぎせ いふ 

舞 はれれば、 それ迄の 話で ある。 事 は 前年 給 御門の 戰爭 で明證 されて ゐる。 そこで 桂の 拔擢に 依って、 获 政府 

ぐんせい かいかく ちゃくしゅ  まさ  ， 

に 現 はれた、 大村 益次郞 が、 先づ 以て 軍制 改革に 著 手し、 銑 器 • 軍艦の 買 入れに 乘り 出した の は、 當に 然るべき 

けつろん  I . 

結論で ある。 大 村が 若し 今少しく 早く、 給 御門の 戰爭の 時に 長 州 軍に 出て ゐ たら、 勝敗の数 は、 未だ 俄かに 啦す 

ベから ざる ものが あつたか も 知れぬ。 

尊皇 倒せ 称の 前衞 たる 薩長 聯合  1 七 七 
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は CUJ ラ  だ ざ いふ 

桂 • 村 田の 命 を 奉じた る 井上 • 伊藤 は、 七月 十六 日 〔慶應 元年〕 下關 を發航 し、 同 十七 日 太宰府に 著して、 三條 

.  くわい ご  け ふ マ-  I 

公に も 謁して 事情 を 述べ、 土方 楠左衞 門と も會晤 し、 土方の 周旋に て薩 藩士と 協議す ると ころ あり、 同 十九 日 

す ゐゐん  ともな  >  . 

土 佐 藩士に して、 三條 公の 隨 員であった、 楠 本文 吉を 伴うて 筑前を 去り、 直ちに 長 崎に 向った。 

た パざ ちう  べんぎ  はいか  かいえん おい ， 

井上 • 伊藤 等が 長 崎に 滞在中、 彼等に 便宜 を與 へた もの は、 いふまで もな く阪 本の 輩 下た る 海援隊 の諸士 であ 

41- ん とく  ひそ  えんじょ  こ まった て ゎォ J  . 

つたが、 彼等 兩人を 潜 匿し、 その行動を^^！かに援助したものが、 實に薩 州の 小松帶 刀で あり、 薩摩 屋敷であった 

こと は、 薩長 聯合の 機運が、 如何に 進行しつつ あつたか を 見る ものの， 見遁 がす ことの 出来な S ところであった。 

軍艦 購入に 關 して、 長州當 局との 折 合が 六ケ 敷く、 一時 見合せ となった。 井上 • 伊藤 は、 凡そ 七 千 挺の ケべ ー 

こ て ふまる かいもん., li る  た ふさい  くわいこう  - 

ル銃を 買 ひ 入れて、 之れ を薩 摩の 汽船 胡蝶 丸と 海門 丸と に 搭載して、 馬關 に廻航 せしめた。 

*  *  * 

長 州 は 何 かにつ けて、 薩州を 疑って 掛 つて ゐ るが、 薩州 では、 最早 や 薩長 提携に、 藩 論が 決定す ると、 1 から 

しんみ  じんす ゐ  ひなた 

十まで、 眞身 になって、 長 藩の 爲に 盡瘁 して ゐる。 長 崎の 小松帶 刀が、 伊藤 • 井上 等の 爲に、 影に なり 陽に なり 

ひ ご  しんせつ  しんぎ あつ  > 

して、 庇護して やって ゐる 親切に は、 伊藤 等 も、 心から 信義の 篤き に 感じた ものの やうで ある 

せ 一い  まと  なかく  ど ふう 

薩 人に 長 人よりも 誠意が あると S ふので はない が、 薩 人に は、 一度 纏まった こと は、. 却々 改めぬ 土 風が ある。 

だから 一度、 薩長 和解の 方針が 決まる と、 誰れ も、 彼れ 此れ 文句 を 言 はぬ。 成る やうに 成り、 遣る やうに 遣る だ 

しゅんびん. H やぶ さ  ばか  ラっ 

けで、 それが 俊敏 攀 の やうな、 長 州 人に は、 ひどく 莫迦に も峽 り、 ひどく 感心 もされる 譯 である。 太宰府より 


井上 • 伊 藤が、 政府 員に 與 へた 書簡に、 左の 如く 報じて ゐる。 

井上 • 伊籐よ リ長藩 政府に 贈れる 書 〔慶應 元年 七月 十九 曰〕 • 

きん やく  つつがなく  .HV か， /4 がら 

爾後 御 清適 可 レ被， 爲レ 入、 欣躍之 至 奉：，^ 候。 小生 共 一昨 十七 日、 太宰府 迄 無：， 恙 到着 仕 候 間、 $^レ K 御 放 慮 

率 一一 願 上 1 候。 條公樣 〔三條 公〕 方 御英然 可， 被， 爲 v« 候 間、 此段 被：， 爲 君聽 1 候樣 奉， I 願 上 1 候。 竊 ti 拜，？ i 仕、 

糗々 事情 申 上 候處、 大に御 安心 被， 爲：， 在 候處、 別段 相 變候事 も 無：， 之、 當節、 五 藩 御 综3 衞之 人數 も、 交代 彼 

是 にて、 至て 少人 數之樣 子に 承り 及 申 候。 0 崎陽 〔長 崎〕 行 則 今日より 當地 出奔 之覺 悟に 御座 候。 當節 は、 小 

松帶 刀、 崎陽に 相 滞 居候 由に て、 旁 都合 宜敷、 多分 被， 1 相 行 一可 レ 申と 奉 レ# 候。 當地 出張、 德崎 彥十郞 〔薩 人〕 

と 巾 者より、 崎陽 出 役 之 者へ 添書 仕吳 候に 付、 土 〔土 佐〕 の 楠 本 氏 同行 可レ仕 候。 薩人を 一 人 同行 を相賴 候へ 

共 * 當節少 人數に 付、 一 人 も 難， I 差 越 一由に 付、 不レ 得レ已 三人に て罷 越可レ 申と 奉 レ^ 候。 右に 付て は、 銃 艦 共 

買 求 之 相談 相 決 次第、 金 は從， I 崎陽 T 糙成 町人 にても、 差 出 可, 申 候に 付、 此 書相屆 次第、 金高 凡 拾 貳萬兩 位 

之 御手 當被， 1 成 置 ハ前. 廣、 馬 關迄御 # 出 置 被レ下 候て、 從， I 崎陽 1 1 書 差 $s 次第、 何時も 御 渡 相 成候樣 率- 1 願 上 I 

厶厶 厶厶厶  <1 厶厶厶 <d 厶厶厶 A 厶厶厶 厶 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 厶厶厶  <厶<5 

候。 此度は 如何様 之 事 有レ之 候ても、 御 違約 不レ 被：， 下 候 樣奉レ 願 候。 薩州 人へ 對し 候ても、 然逮背 仕 候 事 出 

厶， 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A  <1 厶 A 厶 A 厶厶 厶厶  こ ひねが ひたて まつり 

來 候て は、 僕 等 面皮 は 差 置、 國辱不 可レ 雪と 奉レ存 候。 此段、 偏に、 御 忘却 不, 被， 下候樣 奉レ 冀 候。 爲レ其 

♦J ふ ひ 

急 飛 を以、 如：， 此に御 鹿 候。 誠惶 謹言。 

尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  1 七 九 
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七月 十九 日 〔慶應 元年〕 

山 田 新 助 〔井上〕 

吉 村莊藏 〔伊藤〕 

尙々 山 口 某 は 太宰府より 日 田 邊へ罷 越 候 由に 付、 其 儘 差 置 申 候。 大に^！！嗽を吐き候とて、 御 附人數 等 も、 丈 

に 笑 居 申 候 位に 付、 强 ての 事 も 有 レ之間 布 候へ 共、 多分 處々 流 落 仕 候 中には、 被， 縛 可, 申 乎と 懸念 仕 候、 以上 

山 田 宇右衛門 檨 

襞 重 讓藏檨 

廣 澤 藤 右衛門 樣 

前原彥 太郞樣 

桂 小 五郞樣 

いろく 約束 を變更 して は、 我々 が 恥を搔 くぐら ゐは 忍ぶべし とする も、 薩 州に 對 して、 u ぐ 可から ざるの 長 

ご， こくじよ しゃかん せう そく 

藩の 國辱 であると- はまり 込んで ゐる ところに、 重 間の 消息が ある。 

けねん  く. T  *w ん 

井上 • 伊藤 等が 懸念した やうに、 果然、 長 州政府に お S て は、 桂 等が 勝手に 伊藤. 井上 を 使って、 ilfel^^Ai 

命じた もので、 藩 廳の關 すると ころで ない。 といった やうな 態度 を 執り、 遂に は 中止 を 命す る 迄に 立 到った。 

兩 人が 長 崎に 入る や、 小 松帶刀 は、 彼等 を薩 藩邸 €:^m して、 陰に陽にぎ, を 與、、 


『今後 は 薩長 兩藩相 提携して、 勤皇の 事に いそしむ 害で あるから、 銃 艦 購入 ひこと は 勿論、 其 他 長 藩の 爲 にな 

ベ んぎ 

る こと は、 充分 便宜 を與 へ、 藩 カを盡 して 御 周旋 申さん』 

と S つて ゐる。 伊藤 等 は、 心より その 親切 を 謝して ゐる ところへ、 果然、 軍艦 購入の こと は、 銃器と は 別 だから 

改めて 藩 命 を 請 ふ 必要が あると いった やうな、 藩 命が 達した。 これに は 流石の 伊藤 • 井上 も、 一度び は 呆然たり、 

二度び は 慨然たら ざる を なかった。 事 は 桂 等の 斡旋に よって、 1&^^角購入に決するを得た。 愈 立伢藤 等が、 英 

I  かう に ふ  くわいこう 

船ュ 一一 オン 號を、 薩州 名義に よって 購入した の は、 その後の ことで あつたが、 この 船 も 一 應鹿兒 £i? に廻航 した 上 

,  はくわん  せんき 

『櫻 島 丸』 と 名 づけて 馬關に 送られた のであった。 聞く ところに よると、 『櫻 島 丸』 には薩 州の 船 旗 を 立て、 船員に 

ふたん  しさつ 

は 坂 本の 海援 隊員 を乘り 組まし め、 費用 は 一 切 長 州が 負檐 して、 近海の 航海 を 試みつつ； 大 下の 形勢 を 視察し、 旁 

旁 軍用金 を 製造し ようとい ふ、 伊藤 • 井上 等の 胸算 であった とい ふ。 長 州政府で は 之れ に反對 であって、 船長に 

は 海軍 局の 中島 四郞を 任命し、 船 名 は 『乙 丑 丸』 と 命じて、 名實 共に 長 州の 船と した。 當局 者と 有志 者との 問の 

そつう  きど  かんしゃく 

意志が、 疎通 を缺 S でゐ たこと は、 屢 次木戶 をして 疳瘤を 起さし めて ゐる。 

〔八】 薩長 聯合の 公私 雨 道 

だいどころ 

凡そ 事に は 公私の 兩 道が ある。 天下 國家 をい ふ もの、 必ら すし も 自家の 臺所を 忘れて ゐる とはいへ ぬ。 411： 己の 

,  .  .  ろんぎ ろんさく  あ  こと 

存在と 國 家の 存在と が、 同一 方向に 進む と 思 はるる とき、 論議 論策に 火の手が 揚がる。 悉く 然 りと いふ を 得すん 

尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  1 八 一 
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はんち う  むす  よ  うん  じゅ OS- 

ば、 多く はこの 範疇に ある。 薩 州が 長 州と 結ばん とし、 長 州が 薩 州に 倚らん とする 機運 も、 半ば 純理に おいてし 

半ば 自家用に おいてして ゐる こと を、 全く 否定す る こと は 出来ない。 

こ W つむ えん  や  ちからこぶ  ひやう らう  くうけん た 0 

孤立 無援の 長 州が、 如何に 瘦せ 腕に 力瘤 を いれても、 戰 ふに 武器な く、 兵糧な くんば、 徒らに 穴. j 举を 嘆す るの 

あ  しゅう  せう び 

外 はない。 飽くまで も 搏 征を 決した 幕府に 對し、 男らしく 雌雄 を 決しよう とする 長 州に、 焦眉の急 は 武器 及 軍艦 

かう に ふ  く しんさんたん  ていけい 

の 購入であった。 之れ が爲 めに 苦心 慘澹 して ゐる長 州 有志の 間に、 阪本 • 中 岡に よって、 薩長 提携が 說き 込まれ 

たのであった。 

蟲の 好かぬ 薩摩 だ。 降參 して 来ても、 手 を 握る の は： おら はしい と 思って ゐる長 州 豪傑の 士が、 何故に 渡りに 船 

と乘り 込んだ ので あらう か。 そこにい ふべ からざる 機微の 存す るの を 見る。 チャンスの 動く のを兒 る。 皇政 復古 

の大 決心、 倒幕 維新の 大 精神が、 附 けたり であった とはい はぬ。 薩長 提携の 動因 は、 少なくとも、 此の 目前の 急 

務に、 おいてして ゐる こと を爭 はれぬ。  . 

かんしゃくだま は れつ 

木戸が 鬼 角 政府 當 局と 意 兒が合 はすして、 『え \ 面倒臭い や』 と 报瘕玉 を 破裂 さして、 萩へ 歸 つてし ま はふと し 

た 時、 閣僚 山 田 宇右衛門が 引 留狀の 一 札に も、 その 間の 消息 を 窺 ふに 足る ものが ある。 

山 田 宇右衞 門よ リ 木戸 孝 允へ 贈れる 書 〔慶應 元年 八月 五日〕 

ぐ あん 

<fr 日 者、 度々 御來駕 被， 1 成 遣 T 難 レ有奉 レ^ 候。 扱、 明日より 御歸 萩の 義に 付、 愚案 も有レ 之、 廣 〔齊 澤〕 ニ1〔 前 


原彥 太郞〕 • 中 〔中 村〕 三人へ 巾 越 候處、 右三人よりも、 是非共、 暫く 御 抑留 仕度、 薩、 來關の 節、 御 配-ぼ 被- 1 

成 下 一 候 やう、 懇願 仕 候。 聊御 嫌疑 も 被, 爲, 在 候へば、 別に 一 人 差 添 候て 可, 然、 且又 餘之依 は 御 差 置、 薩、 

應 接之襄 而已、 被 レ爲レ 任 候 得ば、 相濟儀に可レ有レ之、，他藩を頼に仕候儀は、引當に難ニ相成ー事^^にも、 可レ有 

厶<^厶<:1 厶厶 厶厶厶 A  厶< "厶厶 AA 厶厶厶 A 厶 厶 厶 i れ ひっき やう 厶 ム  <"<1<"厶厶，ムム厶 

レ之候 得 共、 今日 之 勢、 薩 に結條 へば、 幕 威 を 挫す るの 一策に 可 レ有レ 之、 是畢^ 之處、 皇阈之 御 爲に相 成 

<1厶<1 厶厶 厶厶厶  厶 厶厶厶 厶厶厶  厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 51,,  /  ■  I  ■  .  i  - ) 

肝要 之 大事 件に 付、 何卒 少し 御 見合、 右相濟 候て 御 歸获に 相 成候樣 是祈申 候。 爲レ 右。 草々 頓首。 

八 月 五 日 〔慶應 元年〕 

ニ陳。 及- 1 深更 1 御 面倒 申 上 候へ 共、 今日は 廣澤其 外 留守に て、 唯今 委曲 申 越 候 付、 無 11 餘義？ 夜中 御 妨申上 

候。 以上。 

山 迂 〔山 田 宇右衛門〕 

木 圭 〔桂〕 樣 御 直披 

文面に も あるが 如く 『幕 威 を 挫す るの 1 策』 とい ふ 腹具合 は、 長 州 有志の 胸中で あつたに 相違ない。 併しな が 

ら 自分の 腹具合の みで、 他人 を 誘 ふこと は 出来ぬ。 何處 かに 腹具合 を 超越す る 公的 意識がなければ、 薩を 動かし 

兼ねて 1K 下 を 動かす こと は 出来ぬ。 

やわら  じ やう い 

併し乍ら、 事件が 次第々.々 に 運んで 來る 間に は、 兩 者の 感情 を 菜ぐ るに 足る 情勢が 出 來て來 た。 誰れ が 斯うい 

尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  一 八 三 
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ど  ひ とづ  け  け 

つた さう だ。 彼れ が 何う いった さう だと、 人傳 てに お 互の 批評 を 聞いて ゐる間 は、 怪しから ぬの、 怪し かるのと 

とほ ぼえ  あいさつ  か  わ 

犬の 遠 吹の やうに、 鳴き 立てて ゐ るが、 お 互に 顔 を 見合 はせ たり、 挨拶の 一 つも 交 はす やうに なると、 自然に 和 

かい  こんげん 

解して 来る もの だ。 夫婦喧嘩 然り、 政黨の 鬪論然 りと すれば、 況 んゃ國 家の 公事に 根源 を 置く、 薩長 聯合 を やで 

ある。 

さつ  ご 

伊藤 • 井上が 馬 關に歸 つて 来てから、 薩藩內 の 事情 を 直接 聞 S て 見る と、 滿更ら の 『ぉ薩 どん』 でもない。 御 

器量 は餘り 褒められ ぬが、 何處 やら 眞實が ありさう でも ある。 S よ-/ \ の ところ は、 添うて 見ねば 解らぬ、 とい 

ふところまで 来れば、 最早 ゃ屛風 一枚の 距 たりで ある。 桂が 山 田に 與 へたる の 書に 曰く、 

木戸 孝 尤ょリ 山 田 宇右衞 門に 與 ふる 書 〔慶應 元年 八月 二 十七 曰〕 

しゅんすけ 

昨夜 〔八月 二十 六日〕 別紙 相認置 候處、 其 後春輔 〔伊藤〕、 彼 カラ  <； と 申 英人之 船に 而、 歸關仕 候 由に 而罷 越、 

カラ ハと申 もの も、 遊參 旁、 乘 組來、 此 もの は、 日本へ 來り 居候 中に 而は、 第一 のかね もちと 申 事に 而、 ミ 

一一 スト ルゃ、 コ ンシュ ル等 とも、 別而 懇意 之 ものと 申 事に 御座 候。 銃 之 代物 は、 此 もの へ 相 渡 候譯に 御座 候。 

じ やうぎ  厶 A 厶 厶 A 厶厶 A 厶 

左 候而、 乘來之 船 は、 彼 先日 申 越候賫 船に 而、 木造 之 蒸 氣と申 事に 御座 候。 左 候而、 薩船 は、 中々 此方に 而 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶 A 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶 A 厶厶厶 A 厶 A 厶厶 A 厶 厶厶 A 

推 了 致し 候邊と は、 大に 相違、 隨分 嫌疑 は 厭 ひ 候 由に 相 聞 申 候。 薩國 内、 先 一統 之 處に而 は、 實に 御國を 

4-J ラて t- 厶 厶 A 厶厶  < "厶厶 厶厶厶 厶厶厶 AA 厶 A 厶厶 厶厶 A 厶 A 厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶， 厶 厶厶厶 

鎌 敵 之 如くに おも ひ 居候 趣に 御座 候 得 共、 有志と 申 もの は、 其 遶之所 は大に 氷解 致し 居、 實に耍 路之處 は 


^^A  ^  A  >  >  .A^  A  A  ^  A  A  A  A-  A  A  A-  A  A 厶 A 厶 AA 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶 A 厶 厶 \  <1<1 厶 A 厶 

愈. -合體 合力、 其 着眼 之處 は、 中々 容易 之譯 に無レ 之、 尋常 之 事に 而は、 薩の足 もとへ も、 ぃゥ. Il^p レ!. 

樣、 可 二相 成 一と、 懸念 此 事に 御座 候。 今日 小銃 を猜込 候薩船 も、 來 致し 候 由に 御座 候 得 共、 馬 關へ桕 つけ 

けん ギ I  みた じ リ 

候 事 は、 大に 嫌疑 を を それ、 直に 三 田 尻へ 相 廻し 候 由。 左候而 おも 立 候 人物 は、 一人 も 來り不 レ申 、船 將も誠 

に 愚 f はなる 人柄に 而、 天 下 之 形勢 等 は、 格別 存不レ 申、 只鹿兒 島戰爭 之と きな ど は、 十分 之戰 いたし、 其 等 之 

功 を以、 船將に 被：， 選 候 位 之 事に 相 聞 申 候。 尤ケ ー ベル 丈 は、 後便に 日本 船に 而、 薩之 用船と. & 都合に 而、 差 

送り 申 候 由。 此度之 船に は、 ミネ ー 丈積來 り、 船ば 直 樣上坂 之 積り と 申 事 御座 候。 中々 國事 はさて s、 船 外 

之 事 は、 船將は 丸々 存し 不レ申 由に 御 鹿 候。 上 坂 も 餘程差 急ぎ 様子 (餘程 差 急ぎ、 小銃 水上げ 仕 候 や、 E に 出 

帆 之 積り 之 由に 御座 候) に 御座 候 間、 相 當之御 あっか ひ 相 濟候上 は、 急に 出帆 爲, 仕候樣 に、 萬 端 御沙汰 被 

レ爲レ 在 度 奉レ存 候。 先日 參り候 鍔 は (御國 はこの 鍔 は不レ 用よ し) 御 送り返し 申 上 候 間、 御 落手 可レ 被， 遣 僻。 英 

軍艦 も、 兩 三日 相 立 候而、 二 隻馬闢 へ 差 越 候， W に 御座 候。 先日 軍艦 着 泊 之 節、 取扱 超 候 都合、 誠に 彼等が 氣 

に 人 候 由に て、 其 後、 彼等 も 別段 よろこび、 き It  m^pv  ^PK^P^? き^^ <,レ|、 きひ 

；^、  A>、  ^UJ  A- A  A  A  A 厶』 AAAAA<1A  さしつ か i 

田え り ？國之 人よりも 大 によろ こび 候 由。 先日 福原大 夫と、 私より ミ 一一 ス トル へ、 書翰 差^ じ 候 事 は、 更 

け おん  あ ひ はな 

に 懸念 之 事 は. i ジ之 よし。 此度 ラウダよりも 相 噺し候 由。 此段御 序 も 御座 候 はば、 ラウダより 申 迦、 一 IS 大夫 

へ、 御 傳言奉 一一 願 上 一 候。 此度ガ ラバ 之 船 は、 正 之 進 等 も點檢 可， 仕、 尤餘程 外 夷之 方 も、 私に 御 國と蜜 貝 事 等 

げんきん 

にても 致し 候 事 は、 嚴禁 に而、 ガ ラバ 等 も 其 邊之事 は 大に厭 ひ 居、 小銃 之蓽も 船 一條 も、 此度乘 組 之 もの ま 

尊， M 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  j 八 H 
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でも、 しらせ 不レ申 由。 自然 發露 候而 は、 金銀 之 損益より、 三年 も 寶買は 被, 止、 投& 同様 之 目に 逢、 船 f は 

相應に 取られ 候 故、 其 を而已 恐れ、 一 萬 兩ゃニ 萬 兩には 替られ ぬと 申 居、 此 度春輔 之、 其 船便 を かり 申 候 も 

外 夷に は、 船中に 而も、 薩 人と ゅ譯に 而、 英 女王と 幕と 相 約し 候 事 は、 自然 幕へ も 、申譯 之な き 樣之事 

は、 出 來不， 巾と 中 居候よ しに 御座 候。 此度、 御船 御 買 人、 且^き、 き やきき.^. H^^、 ま 4IS^^I:、  i4 

關逐々 御 tlr>^ 被レ盡 , I 御手 一度 奉レ存 候。 別 書に も 中 上 候 通、 於レ船 は、 何卒 御 斷り申 度、 實 に"： i 途 心事 を 思 ひ 申 

候 得 は、 愚考に て は、 昨年 攘夷 一條 も、 止 戰に相 成 候邊之 甲斐、 いか かと 率：， 存、 此余 不徹底に 而、 終に 他に 

おひ まくられ 候樣相 成候而 は、 實に 攘夷で 滅び 候 方が、 千歳へ 之 言譯も 出来 候 a- に而、 隨分殘 念に も 被, 思 申 

候。 薩へ之 事 は、 尋常 一 檨に而 は、 成就 不レ 仕、 當時は 肥 後 も 海軍 等 之 事 は、 餘程心 を 用 ひ、 滅長之 事 も、 盛 

, 、 さ ふら ふか 

に 相 論し 候歟 にも、 相 聞 候。 實に 可レ惡 俗論に 御座 候。 鬼に 角 彼等 被 レ壓ぬ 丈 之 御 軍政 も、 大略 通り 相 立 候 

得 は、 毫も 恐る るに 足り 不 候。 何れ 筆紙に 盡 き-小, 申 候 間、 拜靑之 上、 此余之 事 は 可 二 申 上 一 候。 薩に而 は 

當時 蒸十雙 ほど も有レ 之候歟 由。 S かに 薩國大 富と 致し 候 而も、 國 力と 申 もの は 相 分り 候 事に 付、 座して お 

つて 働かす に は、 二三 隻も、 もたれ は 仕 間 敷、 世事 も 思 ふよ ふ 參らぬ は、 實に 遣憾千 萬に 御座 候。 爲レ 其、 

匇々 頓 首拜。 

ひくわん てき  どラ えう ふ ていけん だん そく 

これ は 悲觀 的な 桂が、 政府筋の 動搖、 不定 見 を 歎息して、 御 役 御免 を 願 ひ 出た 時の 手紙で あるから、 後半 は 

やや 泣 言め いて ゐ るが、 『愚 圖々々 して ゐ ると、 薩の足 許に も 及ばぬ』 といって ゐる ところ は、 大分 薩藩 を兒 直し 


てゐ ると ころが 見える。 

【九】 私情よ リ 公理へ 

政府のお 役人の 說明を 聞く まで もな く、 木 戶は百 も 承知の ことで ある。 のみなら す、 實を いへば、 彼れ は 薩長 

げんどうりょく  めいてつ  づ なう  ， 

聯合の 原動力な の だ。 彼れ は明徹 なる 頭腦の 持主で ある。 彼れ の兩 眼に は、 長 州 一藩の 事情 のみでな く、 ： 入 下の 

胺 Ik が 映 じて ゐた。 幕府 如何の 狀 にある か、 朝廷 如何の 地に あるか。 時勢 如何の 倾 むきに あるか。 彼れ はよ く 之 

さっち  ほんそう  び せ う 

れを 察知し、 阪本 • 中 岡の 奔走 を 快と し、 徐 かに 薩 派の 近づく の を 微笑しつつ あつたの だ。 

き う  さつ  お 

當時木 戶の氣 宇 を 察する ことが 出来る もの は、 高 杉 東行 を 推さねば ならぬ。 そして その 手足と なって 東西に 使 

ひした ものが 井上 • ^藤の 二 俊才で あつたの だ。 是 等の 諸 士は、 嘗て 第 一征 長に 際して、 薩を r おしって 止まざる 

含 ふせん-? ン  とも  いただ  きうて き  、  たいど りゃう  ふん 

急先鋒で、 俱に； 大を 戴かざる 仇敵の 如く 相對 した。 併しながら 長 幕 和解に おける 薩の 西鄉が 大度 を、 決して^ 

ttj ん  かんくお  ばう きゃく の- *  こく はう 

怨の 間に 看過し 去る 彼等ではなかった。 ；大下 を 擧げて 長 州の 暴 客 を 篤し ると きに、 『暴 客は國 蜜で ごわす』 といつ 

てぎ 

た 西鄕の 深意 を、 彼等 は その 血走った 眼中に、 一滴の 洽 水の 如く 受けざる を 得なかった。 

り はん 

第一 一征 長の 大軍 を國 境に 控 へた 長 州が、 幕府と 離反 せんとす る狀 勢の 薩 州と 相 近づかう とする に 至った の は、 

だうて い  め  あと 

自然の 道程で もあった。 西鄕 のい は ゆる 『大勢』 の 運ぐ る 跡 を、 そこに 見出す のであった。 男らしく ー戰 する 爲め 

ていけい  わたくし  お ほやけ 

にも、 皇政 復古の 大業の 爲め にも、 薩長の 提携 は、 その 必要に 迫 まられ た。 半ば 私 の 情に おいてし、 半ば 公 の 

尊皇 倒幕の 前衛た る 薩長 聯合.  一 八 七 
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理 においてし、 自然の 力が 之に 加って、 人力 を 後押しに して 成り かかった ものが、 實に 薩長の 大 聯合であった。 

かくれう  . しん 

井上 及び 伊藤が、 軍器 • 軍艦 購入の 爲 めに 長 崎に 出張 中、 閣僚 を 始め 木戸に 送った 書中に も、 薩長が 次第に 親 

みつ  じ やうせ い  • 

密の度 を 加 へんと する 情勢が 見えて ゐる 曰く， 

井上 • 伊籐よ リ長藩 政府に 贈れる 書 〔慶應 元年 七月 二十 六日〕 

ひしょ を もって  ゐ きょく  せっせい  さやう 

以， 1 飛 書 1 御 答申 上 候。 銃 艦 一條 被 n 仰 越 1 候、 委曲 致 ニ拜諾 1 候。 拙 生 共、 過る 廿ー 曰 〔七月〕 崎陽 〔長 崎〕 到 著， 

じだんに および 

, 薩藩 小松帶 刀、 其 外面 會之 上、 一 々及-一 示談 I 候處、 案外に 都合 宜敷參 り、 薩州買 入 之 名前 を以、 周旋 致吳候 

との 事に 相 決、 旣に當 節 夷人へ も 及-一 懸合 T 銃 は 殆不レ 殘相調 申 候。 左 候て 艦 之 義も御 買 入相 成 候 儀 は、 必然 

御 決着 相 成 居候 事と 相考、 只 得 二 其 名 1 候へ は、 子細 無：， 之 事に 付、 何卒 買 求 候 方略、 色々 苦心 仕 候て、 薩人 

A 厶厶厶 <3< ^厶厶 AA<a 厶厶 厶厶 A 厶 厶厶 厶 厶厶 厶厶厶  <1<1<3 厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶 A 厶厶厶  <1 

へ も 急迫に 談し 込、 依頼 仕 候處、 固より 於 n 今日 一は、 唯 吾 藩 之寸ハ I にも 相 成 候 事に 候へ は、 幕府への 嫌疑 等 

厶厶 _厶 厶 A 厶厶 AA 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶  <-<1 

之 事に、 更に 眼 を 注き 候譯に 無レ之 故、 S か 檨之事 にても 盡カ 可レ 仕との 事、 則 鉄 買 求之義 も、 速に 相 運 ひ 候 

如く、 毛頭 嫌疑 を 厭 ひ 候樣子 も、 更に 相 見不レ 申、 後 來之處 も、 力 之 及 候 丈け は、 相 助 可, 申との 義に 付、 卽 

明後日より、 小 松帶刀 歸國、 新 助 〔井上〕 同行、 蒸 汽船に て 一 應鹿兒 島 迄 參り候 檨相決 申 候。 莊藏 〔伊藤〕 儀 は 

當 地に 滯留、 小銃 不足 等 之 始末 を 桕着申 候て、 薩 之蒸汽 艦、 ひ 崎陽へ 到 來を待 候て、 銃を植 込、 直 檨歸帆 

と 相 決 申 候。 就て は 能々 御 熟考 奉 レ願候 事に 御座 候。 薩 にて 箇樣に 嫌疑 を不レ 厭、 盡 カ仕吳 候へ は、 幕府 之 忌 


諱に觸 候 事、 いか 計 か 被 二 推察 1 候 事と 奉レか 候。 外 藩に て さへ、 如 レ此致 二 周旋 1 吳候 事に 御座 候へ は、 諸賢 臺 

ー應御 評決 之 事、 fw 變仕候 樣相成 候て は、 實に 今日 之 急に 應候 而已 ならす、 外 藩へ 對 候ても、 國論 一定 之!^ 

は、 ケ 様と 申 候 言葉 も 有 レ之間 布と 奉レ存 候。 今一 應、 君 上へ 御 伺 等 之 事 は、 急務 之 事に 候へ は、 片時 も 速に 

被レ 爲レ 伺、 御 評決 可 レ被ニ 仰 越 I 義と 奉レ存 候。 只々 御 買 求 相 成 候と、 不二 相 成 1 と， の 御 決議 相 着 居候へ は、 共 名 

を 得、 其 船 を 求 候 等 之 事 は、 死力 を盡 し、 御國 害を不 レ生樣 と、 實に焦 思 勞心仕 候て、 旣に薩藩等へも深^3^:之 

あいまい  r けつだん  i*- ヒょ 

熟議に 及條折 柄、 瞹眛 模稜之 事に て、 御 決 斷不， 1 相 着 1 候て は、 いか 檨 にして 他より 扶助 仕 候 事 出 來可レ 中 哉。 

僕 等外に て 盡カ仕 候 益 も 有 レ之間 布と 奉レ存 候。 則 銃 を 求 候 は 不虞 之 御 備にて、 自然 敵 兵 境 內に差 迫 候て、 暴 

戰に及 ひ 可 レ申も 難レ計 事に 付、 御手 當相成 候 事に 候へ は、 其 不慮に 御備相 成候義 は、 人力 之 及 候 丈け は、 御 

んじ .55^ ん  じっち やく 

調不 11 相 成 一て は、 相濟間 布と 奉レ存 候。 只 昔日 之 因循 は 今日 之實 着と 而已 御存 付に て は、 時勢に 違 ひ 候 事と 

奉レ存 候。 於 n 拙 生 共 一は、 いか 檨共 諸賢 臺之 貴意に 任せ 可レ申 候へ は、 中々 礮艦御 買 入 等之襄 も、 幕 長 關係之 

中 は、 容易に 再 ひ 相 調候譯 に無レ 之、 且薩 藩と 申 候ても、 度々 相 煩し 候譯 にも 參申間 布、 且僕等 當地滯 在 之 

<  W 'よ  ご すゐ さつ  そくばく 

苦慮 も、 少し 御 推察 奉レ仰 候。 固より 束縛せられ 候ても、 拷掠百 端、 處レ不 1ー 敢辭 1 に 御座 候へ は、 毛頭 御國害 

に 相 成 候 事 は、 決て 不レ仕 候に 付、 此段御 推察 奉レ冀 候。 猶艦 之義は 一 旦薩 人へ も 依顿： H 臉て、 1  い 相 決^ 簡、 

力.'。， f-,,  <->A*<d<l<1<1AA<-<1<I 厶 厶厶 厶厶厶 AAA<1 厶厶 <^ 厶<1 厶 厶厶厶 A 厶厶 

且後來 之虔も 薩と御 合一に 御座 候へ は、 此方より 餘り動 搖之言 を不レ 出方 可レ 然と 奉 レ存候 間、 何卒 速に 君 上 

I  I*  t-  i  J 』  i  I  きふ そく  <1厶<1  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  A 厶厶 厶厶^  <d 

# 伺 艦の 御 入用と 御 不用と 申 事 を、 急速に 御 答 奉レ願 候。 薩國 論、 開國 勤王に 無レ 之て は、 皇威 回復 は出來 

尊桌 倒幕の 前衛た る 薩長 聯合  一 八 九 
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不レ 申と、 擧國 一致と 承り 及 申 候。 會津 杯と 絶交、 議論 異同に 相 成候義 は、 只 會之論 は開國 にして、 幕 威 を 助 

る 之 論に て、 薩と相 離 候 由、 固より 未た 信僞ー に 御 氷解に も 相 成 間 布 候へ 共、 僕 等  一 *.?^||^4、?-^、  41. 

厶 厶 -.1-5"  、  A:^^.^-  A 厶 J, 厶- 厶 AAA. 厶， 厶 A 厶厶  <1A 厶厶 AA  r ベう？  ご どうえ-つ 

日 之國論 毛頭 國家之 禍害に 相 成 候譯、 更に 有：， 之 間 布と 奉レ存 候。 船 之義は 御廟 議御 一 決、 絶て 御 動 搖無レ 之 

處、 分明に 被 二 仰 越 一可 レ被レ 下 候。 最 速に 無レ之 候て は、 行 違に 相 成可レ 申に 付、 迅速に 御 決 斷爲ニ 邦家 一 奉レ仰 

候。 餘は 別紙 一 ッ書 を以御 承知 可レ被 11 成 下 1 候。 匆々、 恐惶 謹言。 

七月 廿六 日 〔慶應 元年〕  . 

山 田 新 助 

吉 村莊藏 

山 田 宇右衛門 樣 

桂 . ^五郞 樣 

廣澤藤 右 衞門樣  ， 

兼 重 讓藏樣  ♦ 

^原彥 太郞樣 

5 ねみ  を  う， 1フ>.」 

『魚心あれば水心』 と S ふの は 此の 事であって、 薩 州が 骨身 を 惜します カを盡 して 吳れれ ば、 長 州 とても 情義に 

*- そ  かやう  きゐ 

誘 はれない 譯には 行かない。 『薩 にて 箇檨に 嫌疑 を 不,， 厭、 盡 カ仕吳 候へば、 幕府 之 忌諱に 觸候 事、 いか 計 か 被 二 推 


察 1 候』 と s ふ：： 湫 にもな り、 伊藤 等 は、 寧ろ 長 州政府に 不動の 大 策が 確立し ない こと を、 繰り返へ し 繰り返へ し 痛 

1^ して ゐる。 『 …… _!國 論、 開國 勤王に 無 て は、 皇威 回復 は 出 來不レ 申 候と、 擧國 一決と 承り 及 申 候。 會 Si: 杯と 

絶交、 議論 異同に 相 成候篛 は、 只 會之論 は、 開國 にして 幕 威 を 助る 之 論に て、 薩と. 相 離 候 .5、 固より 朱 だ 信 僞ー 

に 御水 解に も 相 成 間 布 候へ 共、 僕 等 一見 之處に 於て は、 薩 今日 之 國論、 毛頭 國家之 禍害に 相 成 候譯、 更に 有 之 間 

くわ V？ さつ  ふと こ かん ぢ やう  しゅつぼつて X 

布と 奉レ存 候』 との 觀察 は、 懐ろ 勘定から ばかり、 割り出された 結論で はない。 『薩用 ふべ し』 との 出發點 が、 次 

レ S? みつ  ど  ま  ゆうか" 

第に 事 を 共に して 行く 間に、 親密の 度を增 し、 融解の 道 を 進めて 來 たこと を 爭ふ譯 に は 行かぬ。 何に よって ここ 

に 至る や を いへば、 大局に 對 する 公理が、 之れ を 動かして ゐ るから に 外ならぬの である。 一家 夫媳の 問に おいて 

も  せいさう  へ 

さへ、 水 も；^ ら さぬ 仲と なる に は、 幾多の 星霜 を經 なければ ならぬ。 まして 一藩の 衆、 一 國の大 において は、 そ 

1 らんぎ よく  つ こ  はん  はんもく しっし 

れ相當の^^潤曲折を越ぇなければ、 目的の 一半 を 達する こと は 出来ない。 多年 反目 嫉視の 間にある 薩長の 聯合、 

あ  ケぅ \ 

豈に 容易な らん やで ある。 

【十】 井上 聞 多の 薩摩 入說 

き う 0  たいざいちう 

薩長 相 依る の 機運 は、 S ろくのと ころに おいて 動き 初めて ゐる。 長 崎に 滯 在中の 井上が、 遠く鹿兒^I:9に乘り 

かう  ？ つなん と 

込んだ の は 何の 爲め であるか、 七月 二十 八日、 長 崎を發 した 井上 は、 小松帶 刀と 行 を 共に して、 薩 南を訪 うて ゐ 

じゃくせ う ゐ のうへ もんた  おうしり けんがく しんしんち しゃ-  ひる  おく  ，r  -  *  ぢ うちん 

る。 弱少の 井上 開 多 は、 歐洲 見學の 新進 知識 だ。 怯ます 臆 せす、 薩 藩の 家老 桂右衞 門に も 接し 薩藩 有.？.^ の 鎖 

尊 ciii 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  一 九 一 
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レ ちぢ さう のじよう  ていけい 

大久保 甲 東 • 伊地知 壯之丞 等と も會 見して、 堂々 と 時勢 を 論じ、 薩長 提携の 必要 を 論じた と いふ。 彼れ は 彼れ が 

おうしう けんぶん  さ こく  つうろん  さすが  やえ 4 さむら ひ けいて う 

歐洲 見聞より 得來 つた 知識に よって、 鎖國 などの 思 ひも よらぬ こと を 痛論した の は、 流石に 薩 摩の 山 侍 を倾聽 

せし むる ものが あった。 彼れ は 更らに 薩長 提携の 急務 を 論じて いった。 

『斯 くの 如き 世界の 大勢であって 見れば、 我が 日本 は 一刻も早く 立國の 大本 を 建て直 ほさなければ ならぬ。 我 

が皇國 をして 永遠に 維持 せんが 爲 めに は、 幕府の 權カを 打破して、 大政 を 朝廷に 歸せ しむる のが 何よりの 1, 

である。 そして 國內の 銃 ーを圖 り、 國是の 大本 を 開園の 雄 略に 定め、 優に 海外の 列强 と對： t する 0 覺 悟が なけ 

じうら 一 

れ ばなら ぬ。 之れ を實 行す るに は、 何としても 薩長 兩 藩の 勢力 を以 つてす るの 外 はない ので あるから、 從來の 

あく かんじゃう  そう  *^ぃしん 

悪感情の 如き は、 全く 之れ を 一 掃して しまって、 新國家 建設の 一 大目 的に 向って 邁進せ なければ ならぬ』 

しょせつ  れんかう  くつ 

薩 藩の 有志 も、 彼れ の 所 說に耳 を 傾む け、 兩藩 連衡の 實行 方法に つ いて、 襟を寬 ろげ て 談合す ると ころが あつ 

たと いふ。 井上 は 曰く、 

『諸君に お いて、 旣に 薩長 和解 t に 就いて、 かく 氷解 さるる 上 は、 薩藩を 代表して、 相當の 人が 我が 藩に 来て 貰 

おうしう  た ふれいし は けん  &ぅ 

ひ 度い e さすれば 我 藩に おいても 之れ に應酬 して、 答 禮使を 派遣す る やうに 取 計ら はふ。 兩藩 相互の 感情 を融 

和し、 意志 を疏 通す る 上に、 これが 先づ 第一 階梯で、 他日 聯合の 實を る は、 期して 待つべき である。』 

くわん わ  やわ 

井上の 主張 は 藩 の 反 薩空氣 を 緩和す る爲 にも、 第一 髙杉 • 桂の 氣を 和らげる にも、 先づ薩 藩から 誰れ か 使者 

しんせつ キ」 やうて う 

を 立てて 貰 ふ 必要が あると 5 ふ、 對內 融和 策 も 加 はって ゐた であらう が、 後に 中 岡も此 事を薩 摩に 來て進 說强調 


くわいだ く  じうき くわいそう  レ. 0  びんじょう 

してゐ^?。 小 松 等 も 『御尤もで ある』 と 快諾 を與 へ、 鉄器 廻 漕の 時に、 小 松 *大 久保兩 人の 中、 孰れ かが、 便乘 

はくわん  じ き 

して、 馬關に 行かう とまで 進んだ が、 これ は 時機 尙ほ 早し であった。 

こ て ふ る 

井上 は、 かくして 薩 摩の 汽船に $a られて 長 崎に 歸り、 伊藤と 共に 胡 I 丸に 乘 じて 上 杉 宗ニ郞 を 伴 ひ、 馬 關に著 

くわん さ. * 

したの は、 實に 八月 二十 六日の ことであった。 かくして 薩* 長の 歩調 は、 一歩一歩、 緩急 を 合して 行く ので あつ 

た。 八月 二十 七日 附を 以て、 桂が 廣澤 に與 へたる 書簡に、 

廣澤兵 助に 與 へたる 木戸 孝 尤の書 〔慶應 元年 八月 二十 七日〕 

やう やく  もんた 

彌御壯 榮に御 奉職 奉 11 敬賀ー 候。 漸 昨夜 〔八月 二十 六日〕 春輔 〔伊藤〕 も 歸關、 聞 多 〔井上〕 も 今日は 薩 船に 而、 

三 田 尻 まて 罷歸候 都合に 御座 候。 先々 安堵 仕 候。 大略 は 宇 翁 〔山 田〕 へ、 前々 より 之 行が かり も 有レ之 候に 付、 

申 越 置 候 間、 御 承知 可レ 被：， 遣 候。 實に 前途 之處 は、 中々 尋常に 而は 六つ ケ敷、 昨年 之 止戰之 甲斐 も、 屹度 相 

ぶんれ う 

立、 是非 勝ちお ふせ 不：， 申而 は、 正 も 邪 も、 分明に は 相 成 申 間 敷、 乍ニ此 上？ 一  御 盡カ奉 二 祈念 1 候。 さて また 

海軍 局、 軍艦 論、 且薩關 係 之 事、 實に弟 之 力に 而、 往々 之處、 甚無 11 覺束ー 奉 レ存候 間、 心事 宇 翁へ 中越、 歎願 

仕 候譯に 御座 候 間、 何卒 御 盡カ被 n 成 遣 7 御免被 II 仰 付 T 諸彥之 内より、 どなた か 一 人、 御 引受に 而、 御 出關可 

,1、、1V-  二」 ご。.？ L-*",*^: 厶，， A. 厶ト AAAAAAAA  AAAAAAAA  AAAAAA<"A<"AAA ム A 

レ^ 奉レ存 候。 誠に 薩等之 事業 之、 目途 之 相 立 候に は、 實に ぞくく 仕 候。 せめて 他日 之 勤王 丈け なりと も、 

人に 餘り 後れぬ 樣、 是非々々 有 レ之度 勢 V 存候。 肥 後 之 論 は、 實に可 惡ー 百の みに 御座 候處、 武備 之 方 は、 國を 

尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  一 九 一一； 
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かたむけ、 盡カ 致し 候 由。 肥 前 閑 翁 〔鍋 島 閑叟〕 は、 益 油斷は 不二 相 成 T 先達 而も、 崎陽へ 微行、 奉行 も 一 1" 不 

レ知 位に 而、 軍艦 其 外、 商人へ も、 大家 之 部へ は、 被， 一 罷越ー 候 由。 尤船將 等と は、 余程 議論 も 被， 致、 拙者 も 

ちゃくし 

當 時は隱 居に 而、 世事 は 嫡子に 讓り、 無事に 罷在候 事に 付、 何卒 英國 へも罷 越、 女王へ も 御面會 致し、 色々 

御 相談 も 仕度、 日本 も此 なりに て は、 懸念な どとの 烦 しも 被 レ致候 由。 夷人 ども も、 大に感 伏 致し、 上陸 之 時 

は、 王侯 之禮 を以、 二十 幾發と 歟、. 祝砲 相 發し 候處、 直に 肥前薹 場より、 アド ミラ ー ル之禮 を以、 十七 發相 

發し候 由。 奉行 を始、 崎陽 之 もの、 火に 驚 天 致し 候 由。 一 奇談に 御座 候。 翁 も 高年に 付、 さほど 恐る る 事 も 

無 レ之候 得 共、 乍 レ去油 斷は相 成不レ 申、 此節肥 前人 來訪、 其 心事 茶 不審 千 萬に 御座 候。 いづれ 今 明 n に は、 面 

會可レ 仕と 存居申 候。 先 は 右 御 願 旁 申 上 候 間、 何卒 弟 之處は 御憐察 被, 下、 御 了簡 奉レ願 候。 諸 之 內、 是非 

是非 御 任じ 可い 被, 下 候。 先 は爲, 其、 匆々 頓首。 

八 月 念 七 〔慶應 元年〕 

小 五郞允 

尙々 不レ惡 御 推量、 何卒 可 V 然奉レ 願 候。 拜。 

藤右衞 門 〔廣 澤〕 老 兄 

井上 • 伊藤の 報 吿を聞 いて、 桂が いよく 薩 藩の 進出に、 驚ろ いてなる 風 率が、 目に 見る やうで ある。 

八月. 十五 日附 にて、 廣澤兵 助が、 山 田 宇右衞 1: に與 へたる 書中に も、 


おォ J よく  ,  » 

〔前略〕 崎陽 飛脚 船、 顏、 桂 小 〔木 戶〕 より 來翰之 趣、 委曲 奉- 1 承知 一 候。 薩 一件、 何も 御 都合 能 樣相兑 へ、 爲 11 

國家 〔長 藩〕 7 大幸不 レ過レ 之、 一段 之 事 奉レ存 候。 小 松 〔帶 刀〕 大島 〔大久 保の 誤？〕 杯へ、 被レド もの は、 御 思 刀；： 

之 通り、 三 所 物 可 レ然、 御 同意 奉：， # 候 。〔今 曉迄、 合 辻に 候へ 共、 宜敷 品無レ 之に 付、 刀 送 候 也〕 云々。 

*^iんこぅ  ささ  な  ぜんけい 

と あり、 薩 州の 爲に、 滿 腔の 感謝 を 捧げて ゐる。 猶 ほ前揭 桂の 書簡に 對し、 廣澤 • 山 田より 致せる 答 書中に、 

あ ひととの ひ  とうだい あん 

〔前略〕 扱、 銑 御 買 入 一 件 も、 無二 別條 1 相 調、 旣に 昨今、 三 田 尻 迄 来着、 聞 多 〔井上〕 乘組罷 越 候 .5、 一  統 大安 

堵仕、 聞 〔井上〕 卷 〔伊藤〕 兩人 共、 不， 1 容易 1 苦心 之 程、 致， 1 遙察 1 候。 薩 一件 も 不二 一方 14、 第、 孰れ 是迄 之行找 

厶厶 厶 厶  < '厶 A 厶厶 厶厶 厶厶厶  厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 厶 

も 有：， 之、 難 二相 解 1 者 も 不レ少 は、 尤之 事、 併 彼 藩 氣之者 之 心 を 採 候 得 は、 漸次 一藩 之 永 解 も、 可 二相 調？ 5： 

分 老兄之 御 配慮、 千々 萬々、 御 苦心 之 至、 奉レ存 候。 云々。 

と 書して、 薩 藩の 誠意 は、 漸 やく 長 藩 上下に 浸透し 來 りつつ ある を 見る。 書中 後段に 至って 『薩之 遠大 之 込 杯 

可レ恐 事、 御當 家に おいても、 屹度 將來之 策略、 相立不 而は、 多年 之 御正 氣も、 相 き不 V& 次第、 確乎 御不 

動 無 レ之而 は、 元より 御 維持 無二 覺束 1 と 奉レ存 候』 と 述べて ゐる 口吻より、 薩 藩が 大 象の 動く が 如く、 悠然 大 R 的 

かへ  W- やうし げき  しゅんえい 

の爲に 進みつつ あるの 狀を 見て、 却って 良 刺戟 を、 俊英の 長 藩士に 與 へつつ ある を兑 るので ある。 

叉た 八月 二十 八日 附 にて、 山 田が 桂に 復 したる の fSn 中には、 

厶厶厶 A 厶 A<d<1 厶 <d<d 厶 厶厶厶 厶<1<1<3厶<" 厶厶 厶厶厶  ，  -: »  .t 

〔前略〕 薩. 西 肥、 其 他、 武備 與張之 趣、 承候而 は、 只 足す り 仕 候 而已に 有 5Z、 爾 し御阈 〔お 州〕 之」 おは、 隔レ海 

/  の み  りょはん しん  か  あ ひしの vs.-  •  i 

而對レ 敵候審 に 付、 足す り而已 にて は被レ 居不レ 申、 千慮 萬 辛、 何と 敷し 而、 此 大難 を 相 凌 ^レ 中候而 は、 死而 

尊 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  一 九 五 
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不レ瞑 次第に 候。 云々。 

と 慨歎して ゐる。 

に はだん  ぎろん  > 

持つべき もの は 良友で ある。 薩 州が 果して 長 州の 爲に 良友で あるか 否か は、 俄かに 斷 じがた く 議^ を づれは 

惡友 とも られ ようが、 その 惡 友が 第一 の 良友なる こと、 今や 長 藩 有識 家の、 次第に 曉り來 ると ころと なった。 

『お前 は、 莫迦 だ！』 

の. - 

と 罵し るから， 

『奠迦 が、 何う した！』 

と、 寶り 言葉が 買 ひ 言葉と なり、 遂に は 買 はな S でもよ い 喧嘩 も、 買 はねば すまぬ 事と なる。 それ を、 

『お前の 說も 尤も だ』 

と ira いて やれば、 

『ィャ そうで もない がネ』  . 

と i 〔戴す る ことになる。 友を擇 ばば、 惡 友に 限る。 更らに ー设の 極意 を 示せば、 惡 友に 交 はるに、 良心 を以 つて 

す 、犬。 


- 【十一】 西 鄕吉之 助の 意中 及び 動靜 (一) 

皇政複 古の 一 段階と しての 薩長 聯合 

此の際に 當 つて、 最も 重要なる 位置 を 占む る もの は、 何と S つても 西 鄕南洲 であった。 阪本 • 中 岡の 努力 は • 

けつが ふ  きん おも  だく 

兩 藩の 結合に なくて はならぬ もので あつたが、 之れ に 千 釣の 重み を 加へ たもの は、 何とい つても 南洲 翁の  一 で 

あった。  . 

西鄕が 果して 薩長 聯合に 對 して、 如何なる 見解 を 有して ゐ たかは、 兩派 聯合の 將 來に對 して、 頗 ぶる 重大なる 

JJ  ^  -  レ おう さ  とうかん じ 

關 係を投 する ものであった。 ここに 南洲の 意中 を 探ぐ るの は、 決して 等閑 事で はない。 

,, , t  •  '  t  .  r)  . ていけい しゅしょうしゃ  ねつ はう しゃ  お  お  ぢぅ 49 ん 

實を いへば 西鄕は 薩長 提携の 主唱 者であった。 熟 望 者であった。 押しも押されもせぬ 薩 藩の 重 鎭 たる 大^ 鄕 

し S しょう  ねつ はう  ほんそう  かう IV- つ 

に この 主唱が あり、 この 熱望が あつたれば こそ * 阪本 • 中 岡の 奔走 も、 その 效を 奏した のであった。 併しな が 

ら ここに 一考 も 再考 もしなければ ならな いのは、 西鄕の 意中が、 更ら により 大 いなる、 更ら により 廣ぃ、 一大 现 

4^ あに 動 S てゐ たこと である。 その 一 大 理想と は、 抑- -何 であるか。 

西鄕の 一一 ョ 黎を 借りて S へば、 それ は 『雄 藩の 聯合』 である。 之れ を 推し 擴め ていへば、 國家 挥 建の 爲 めの 『力』 

の 集合であった。 薩長 聯合の 如き は、 その：： E 的 を 達する、 一段 階に 外ならぬの である。 

尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  1 九 七 
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みのた ち や-つ-ちゃう 

疫應 元年 〔乙 c^〕 十一 一月 六日 附を以 つて、 蓑 田 長 暢に與 へた 書簡に おいて、 西鄕は 江戶薩 邸の 引拂ひ を、 王 張す る 

1. . ,  じキ. よくたい おう さく  ひ れき 

を 述べ、 更に 時局 對應 策の、 根本 理想 を 披瀝して ゐる。 

蓑 田傳兵 衞に與 ふる 書 〔慶應 元年 十二月 六日〕 

御兩 殿檨、 ハ佺ょ 御機嫌 能 被, 遊 二 御座-恐 悅の御 儀 奉レ存 候。 兄に おひても、 塞 冷 無二 御 障 T 御 勤 仕の〉. If〕、 珍重 

5  - そし 1!^ の J」 とく  S  >w\-  ■ - -  と 

奉レ存 候。 陳者、 . 江 戶表御 役所 等 御 引拂の 一 條、 • 如 1- 御 尊 論？ 政府より 表 通 御 問 越 相 成 候 趣、 疾 くに 承知 仕 候。 

厶 <5<|- 厶 仏厶厶 も っぽら 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 △  くり マ/ リ 

此 一 條に 付て は、 專 私 主張いた し候譯 にて 御座 候。 天下の 事情、 不 貫徹の 御 事 か、 決て 果斷 杯と 申 御 扱に 

て は 無二 御座 7 時勢 相 當の御 事、 此御方 様より 先に 立て、 御 始め 被 レ成候 樣の譯 なれば、 御 8^?rl の 御 事 も 可， 一 

. 御座 1 候 得 共、 各藩に は 後れ 候 事に 御， M 候。 親 藩 すら 御主 殿 〔幕府より 諸侯へ 降嫁され たる 夫人〕 迄 も、 國へ 

引取、 { 疋府 〔諸侯 家臣 中に て. 江 戶詰 定住の 者〕 も 不レ殘 引拂候 次第に 御座 候。 勿論、 大奥 不レ 被， 一 召 立 置 1 候て は 

てっし やう ゐんさ i  i  • 

；大 琼院. M 〔薩 藩より 人舆の 十三 代將 軍夫 人〕 御 方へ、 御 情誼に おひて、 被：， 爲レ竦 候譯、 更に 無レ 之、 如何程 力 

被に 被 二 立 1 候： ir 只 御 取次 迄の 御 事、 日々 御兩共 相 勤 候譯も 無, 之、 只 費用 を ね 候 迄の 事に 御座 候。 i7J^ 

で /、  L ん そ  じ やうぎ  だい せう けいち やう 

殿 迄、 國に 引取の 俊と、 親疎の 情義 を以、 大小 輕 道の 處、 如何 可 レ有レ 之 哉。 左 すれば 只 費用 を增候 計と 相 成 

可レ 申、 他方へ 御 緣邊の 御 方 様に おひて、 大方、 御國 元へ 被：， 爲レ入 候 御 事に て * 是以御 疎遠の 筋に 被レ爲 レ當候 

御 譯合も 無二 御虔 T 大緣寺 〔芝、 ii? 津 家菩据 寺〕 等の 義、 御 役所 不レ 被， 1 召 立 置 I 候て は 小 二相 濟 1 儀 も 有 二 御座-間 


, 敷 律 元 組 核 御靈厘 と. s- は， 何百 年 も戰爭 を經 て、 鎌な へ 被 レ爲レ 在 候 御 事に 御.. M 候 〔，5 ば、 是以被レ爲レ！！^へ肽...^、 

£ 勿に 難-一 巾 卜 ：7 いづれ 君 公 も、 御 出府 不レ 被, 爲， 在日に 至り、 御 役場， 候 御譯合 無， 之 一 々il? 以 論じ II 

候 はば、 何も 筋の 立 候 御 事に も 無, 之、 只 嫌疑 を 恐れ 候 迄に 相 成 可, 中、 當時は 幕 威 相 一お^ 故、 嫌^ を さけ. パ、 

所に、 少し 乎の 見得 候へば、 益ぶ 嫌疑 を^ 候 場に 陷り 可レ 中、 四方 嫌疑 を 掛候以 卜： に 候^ば、 是リ： 屮々 行 15::^ 

レ申 樣 も無レ 之、 是迄 幕府の 什掛 と. e. 者 は、 色々 流 一 W を 放て、 嫌疑 を掛 て、 rw: の 混經を rj- て、 俗論 を 助て 立-: 朋 

し 候 儀、 妙手に 御麼 候。 當 時の 處、 全く 手 を 引て、 名義 を 明に し、 條理 を： し、 樞 要の 場に 建ず 相 成 候；^、 

却て 俗眼の 嫌疑と 兑る處 は、 幕府の 一策と 相 成、 も ふ は，； E 分の 失 體を致 不レ申 候て は- 个 二相 濟 1 ものと 相戎、 

日々 變 革に 心 を 向 候 趣に 御座 候。 右檨 事情の 不通より、 裏はらに相成もの御座候？5御熟考可レ被ニ4^-下ー^^!<。 

尤 5 お 下 君、 吉井 氏、 下着 相 成 健 i:、 右 邊の所 相 分 居 可レ申 事と は 相 考候得 共、 尙义 上村ド fe^ 相 成 候 はば、. y 戶 

表の 事情、 巨細 御 分 相 成 可レ申 候。 間に は 私情 を以 嫌疑 說を唱 候 もの も 有レ之 向に 御， 115^ 候。 止：： 等自. W こ 相^ 

隨 意の 遊 極に 面. W がり、 、江戶 へ 行た し 念不 レ已、 物議 相 起 候 事 も不, 少 哉に 相 聞 得 巾 候 問、 必 俗論に 御 沈 被レド 

t1 rt  -A '.A  ^  ^-^  A  A  A  A  A  ,  A  A  A  A  A  <d<3<"A 厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶  <1厶.*1 厶厶厶  <1<1<3<：1 么" '5 

間 敷、 大下 葡據の 姿に 相 成、 いまだ 戰 を不， 始 計に 御座 候、 因循の 說を 以て、 諸.^へ^^|:^まひずぃ§き、^ 

^  A  ^  .A  ^  :Ar  A  A  A  .A -AAA.-  A 厶厶厶 A 厶厶 厶< "厶 A 厶厶 厶厶厶 AAA 厶厶  <1<1<1<3<1<3<1 

眼の もの 可レ耻 事に はお 二 御座 一間 敷战。 實に無 を ^き、 有用 を 事と する 時節、 小，^：!^、  4i々l- ひ!^^^ 

無レ之 事と 奉：， 存候。 上 村より.？ i< 敷 御 聞 取、 と 御 深 察 率レ希 候。 若、 事 實相當 の譯と m 力：： 御. M 候 はば、 政府へ 

も{«=:敷御辨解.^^被ニ成下,候。 不相當 の 譯に相 成 候 はば、 其 罪 は 私 蒙 申 度.' 天地に おして、 恨 無二 御座 I 候 付、 

尊. si 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  一 九九 
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少しも 御 遠慮 被 レ下間 敷 候。 如何 檨共、 御 取扱 奉：， 願 候。 爲， 其 貴兄 迄 申 上 候 間、 公平 を以、 御 汲取 可， 被レ下 

候。 頓首。 . 

十二月 六 日 〔慶應 元年〕 

西鄕吉 之 助 

蓑 田 傳， 兵 衞 殿 

！  ちゆつ ちょく ていけん 

尙ほ 『別 啓』 中に お いて、 慕吏黜 陟 の 定見な きを 論じ、 

右樣、 身 構 を 先に 致し 候 位に 御座 候 得ば、 大概 程が 知れ 候 事に 御虔 候。 可： 世 能  1 と 罷成申 候。 きき 11^ へ 

レ 4 豳、 ils 飯 ひお！ > かや ^ff^ff  iMA の 1| や 騭ぉ 4 お 

rf^?  p^spf^?. 、露！？^ ひ、 El い I ままお ぎ雾。 觀羅 を以、 

諸 藩 を 愚弄 致 そふと は、 餘り氣 強き 仕方に て 御座 候。 見込 通 不レ參 と 相 見得、 近 來は餘 程 g を 求 候 次第、 實に 

を かしな 事に 御座 候。 云々。. 

けんこうが ふぎ ろん  さぅ^^厶  C わ,) き 

と ある やうに、 賢 侯 合議 論 は、 西鄕が 幕末 を 通じての 一 大 主張であった。 その 時期の 早晚 によって、 緩 51 の 論 こ 

そ あれ、 雄 藩 合同して、 朝廷 をして 不動の 基礎の 上に、 立た しめねば ならぬ と は、 如何なる 場合に お S て も變り 

はなかった。 

それ は S に、 西鄕 が、 主と も師 とも 親と も賴ん だ、 先君 齊彬 公の 一 大遣圖 でもあった ので ある。 


〔十一 一】 西 郷吉之 助の 意中 及び 動靜 (一一) 

幕府に 絕緣 する 江戸 藩邸 引揚 

けつろん  つと かう しょう 

『幕府 賴 むに 足らす』 との 結論 は、 諸 藩の 有志に よって、 夙に 高唱 せられた ところであった。 西鄕も n 十 やく 之れ 

くわん a  しょうしゅつ 

を觀 破し たれば こそ、 雄 藩 合同 論を唱 出 したので あった。 然しながら、 いよくの 見定め は、 第二 征 長の 前後 

である こと は、 西鄕が 主として 江戸 藩邸の 撤退 を斷 行した ことによって 察せねば ならぬ。 

い ろんしゃ  そろ  てんしゃう ねん  W- つ おとし 

當時 同藩 内に も異； i 者 はあった。 彼等 は 口 を 揃へ ていった。 第一 に は 天璋院 〔將軍 大奥〕 を 孤立に 陷 S れ るの を 

てんしゃう ゐん 

何とす るかと いふに あり、 第二に は 祖先の 靈を 祭る に 事 缺ぐを 如何にす るかと いふに あった。 天 尊 院は故 岛津齊 

つと  ひとつばしよ うりつ そな  > 

彬が 夙に 將軍 家に 入れて、 一橋 擁立の 大 策に 備 へようと したと ころで あつたが、 今 は 江戸に おける 藩邸 を 引き 拂 

つてし まふと すれば、 全く 孤立の 形に 陷 いらる る は 明白で ある。 院を見 殺に する こと は臣 子の 忍ぶ 能 はぬ ところ 

であると いふので ある。 第二に は 祖先の 墓所 若し 雜 草の 裡 に埋沒 する やうに なって は、 祿を 食む ものの、 何を以 

つ て 申譯が 出来る かとい ふに あった。 

はんせつ 

その 反說 すると ころに 1 理も あり ニ理 もあった。 併しながら 西 鄕は斷 然として その 反 對論を 一. 1^ け、 藩邸 を 引き 

拂 はしめ た。 彼れ は 『藩主 旣に 出府せ ざるの 日に おいて、 單り 役宅 をのみ 存 して 何の 用 をか爲 さん』 といって ゐ 

^：：^^倒幕の前衞たる薩長聯合  .  二  0H 
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_  ，  ひっき やう  けん ざ 

る。 叉た 『斯 やうに 案す る もの は、 畢 .H:- する に、 幕」 肘の 嫌疑 を 恐れる からで はない か。 幕府の 嫌疑の 如き、 敢へ 

お…  ^  »  » 

て 恐る るに 足らす、 との 決心 さへ つけば、 藩邸 引拂の 如き は、 介意す るに 乂ら ぬ。』 ともい つて ゐる。 『：ナ 、ド §lg 

の 姿に 相 成、 いまだ 戰を 不レ始 計に 御座 候處、 因循の 說 を以、 諧 方へ 大に費 を 增し候 儀、 の ものの 可 レ耻事 

に 者 有 二 御座 一間 敷 哉。 實に 無用 を 省き、 有用 を 事と する 時節、 小事に 拘ひ、 區々 たる 時には 無レ之 事と 奉レ： i ^「お』 

云々 といへ る は、 實に； 大下 危急に 臨める の 時、 一大 英斷 なくん ば あるべからざる を 論じた る もので、 若し これが 

爲 めに 波澗を 生す る やうな ことがあれば 『其 罪 は 私 蒙 申 度、 ；大 地に して 恨 無二 御座 1 候』 と覺 悟し、 S よく、 y 

てつ  こうぜん  ii-- んぜっ 

戶 藩邸 を撖し 去った こと は、 實に薩 藩が 德川 氏と 君臣の 名義 を、 公然に 斷 絶し 去った ものであると 見なければ な 

らぬ。 『此 一條に 就て は、 專ら私 主張いた し候譯 にて 御座 崎』 といって ゐる、 西鄕 決意の I 廳に は、 S に 1 に 幕府 

絕緣の 一大 決心が # してゐ たこと を 察せねば ならぬ ので ある。 ，江 戶 藩邸の 引揚 は、 今！：：にぉける".|<;^^||^||と2 

じく、 幕府に 對 する 國交斷 絶と 見るべき である。 

*  *  * 

全 國に雄 藩 多し といへ ども、 公然 幕府に 絶緣の 態度 を 公示す る もの は、 實に薩 藩を以 つて 第一 とせなければ な 

はく だん 

らぬ。 そして この 爆彈を 投じた もの は、 我が 西 鄕吉之 助 その 人であった こと を 思へば、 彼れ が 勇斷の 人で あり、 

く； e け 一 1^  てんち さう せいてき じんぶつ  かん J 一ん 

菜？；^ の 人で あり、 天地 創 成 的 人物であった こと を、 今更ら ながら 感嘆 せざるを得ない。 

かくして 幕府に 三下り半 を 投げつ けた 西鄕 は、 その 胸中に 描いた 雄 藩 合同に 向って、 邁進し 来った。 それ は自 


然 の開展 であった。 阪 本が 長 州の 木 戶 *卨 杉の 意中 を 受けて、 京都に 上って 薩長の 聯合 を說 S たの は、 實 にこの 

一 火 轉 機に 際會 した 西鄕に 向って であった。 

1： 鄕は 薩長 聯合に 同意した。 それ は 雄 藩 聯合の 第一歩と してで あつたの は S ふまで もない。 两鄕 から 感じつ 

すゐ くわく 

つあった か 否か は 知らぬ が、 彼れ の 思想 を推擴 すれば、 國冢は 一人の 將 軍の 左右す ると ころであって はならぬ。 

國家は 多數の 能力 ある 人物の、 合同の 力に よって、 樹立され ねばなら ぬと いふ、 1 君 萬 民政 治の 意識 を 含む もの 

であった。 叉た 1 面より 兑れ ば、 國家觀 念の 上から、 國 家の 公事 を 公論しょう とする、 人材 集合の 政治で なけれ 

ばなら ぬと したので ある。 人 は西鄕 において、 恐るべき 先見 を、 發 見せざる を 得ないで あらう。 

赌長 聯合の 機運 は、 かくして 進められて 行った。 西 鄕は阪 木に 托する ところが あり、 木 戶は阪 本に 顿む ところ 

が あり、 應ニ 年に 入って、 遂に 西鄕. 木卢兩 雄の 會兒 となり、 薩長の 密約 は 成立 を兑 たので ある。 その 問に 含 

う よ キーよ く  4j つ  キ」 じゅつ  ，  •  七 ゆえん 

まれた 幾多の 紅餘 曲折 は、 章 を 追うて 記述す ると ころが あらう。 今 は 西鄕の 意中に 薩長 兩 藩の 影 は、 一 简の桉 影 

を投 する に 過ぎなかった こと を 述べ て？^1くに止める。  - 

しう *v よく  てんたん  たんじゅん  • ， . 

薩長 聯合 そのものが、 西鄕 終局の 目的であった ならば、 彼れ が 如く 恬淡に、 彼れ が 如く？ 举 純に、 兩 藩の 八 を 


作成す る こと は出來 なかった に 相違ない。 薩長 を兑る は、 國 家の 大 なる においてし、 國 家を兑 る は 世界の 火なる 

きょしんたん くわい  かへ り 

においてし、 世界 を 兑るは 宇宙の 大 において する 西鄕 であって こそ、 始めて 虚心 担懷、 私慾 を 捨てて ハ みない、 

境地 を 示す ことが 出来た ので ある。 

尊皇 倒幕 の 前衞 たる 薩長 聯合  二 〇 一一 一 
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【十一 二】 K 本 龍馬と 西 鄕吉之 助 

西鄕 が慶應 元年 〔乙 丑〕 十一月 十 一 日 附を以 つて、 在國の 蓑田傳 Si ハ 衞に與 へたる 書翰に 次の 如く 報じて ゐる • 

蓑 田傳兵 衞に與 ふる 書 〔慶應 元年 十 一 月. H 日〕 

御 兩殿樣 益 御機嫌 能被レ 遊， I 御 恐 悅の御 儀 奉レ存 候。 i ば 守衛の 人數、 御 繰 出 相 成 候處、 大に勢 ひ を 張、 II 

たいぎよ しう  / 

去就の 速なる 處、 出沒不 レ被レ 計との 趣、 大 に申觸 らし、 恐 をな し 候 模檨に 御座 候。 樣 iisM の 談判と 申 も 

の は、 餘程 奸計 爲レ 有, 之 由に 相 聞ら れ申 候。 表 通、 兵 庫 開港の 儀 は、 御 差 止と 申 事故、 是を に は、 いづ 

れ三港 丈け は、 御免し 無：， 之 候て は、 迚も 不二 相 叶 一と 申 譯を以 申立、 內輪、 兵 庫 も 異人と は 居候 由に 被 二 

相 窺 一 申 候。 其 上、 港 を 開 丈け は 勅許に 相 成、 條 約の 儀 不レ宜 廉も有 ， 之 候 付、 衆評 被， -聞食 一 候 上に、 御所 

置 可， 被レ 遊との 事に 候 得 共、 條約は 迚も 取 結 候 趣と 相 聞れ 申 候。 皆 跡 la^ に 相 成 次第、 富 語に 絶し 候譯に 御座 

候。 一 .會. 桑の 作 略 も 皆 崩れ 立、 天下の 人心 も 相 離、 無， 1 致 方ー處 より、 ili 會人此 御 邸 〔薩 藩邸〕 へ 出で、 & 

び 候 事共 不き笑 候。 H ま 44;、  き や fff. き U 塑 き^、  ^s.f^^^u 

ざ、 4、 黪ひ， ひ、 ひ 1^ き 命 お！ 4 ひか^、  K^^PKkpFff 長 

:1、 f ト » ゆん  なが ゐ もん どのし やう  きつもん  ，丈 t 

征の 事に 付ても 頓と策 を 失 ひ、 永 井 主 水 正 等、 廣島迄 差遣、 詰問 は 不二 相 叶 一 伏罪 致した るとの 一 言 を mis 


度との 賦 にて、 段々 媚を 求め 候樣 子に 御座 候。 一向 宗 寺の、 光 西 寺と か 申 坊主 は、 長家へ. H 緖有レ 之 寺に て 御 

座 候處、 是以、 橋 ，會 より 相 頼、 伏罪いた したる との 一言 を 申て 吳候 樣、 相頓候 由、 御座 候 得 共、 坊主 不レ肯 

由に 被 二相 聞 一中 侯。 此夏 時分、 被 二 召 捕 1 候、 長 人 赤 根 武人 等の 者 を、 永 井 は 召列參 たる 由に 被， 1 相 聞 一 申 候。 

ひじ  *1 ザん 

是等は 至極 幕 中の 祕 事と 被 二相 聞 1 申 候。 實 に危然 たる 向に て、 橋 *會， 桑、 困窃の 事に 御座 候. E。  S づれ 大 

樹公 〔將 軍〕 には大 坂より 下りの 模樣と 被- 1 相 窺 1 申 候。 橋 • 會 より 關白 殿下 〔一 一條 齊敬〕 へ 大 坂より 被- 1 罷 

りゃうし よく 

下 一 候 方に、 申 上 候との 說も 有レ之 事に 御座 候。 大 坂に おひても、 糧 食 も乏 敷、 當ハゃ 中 相 支 候 儀 も六ケ 敷、 

況ゃ 西に 兵 を 進め 候 儀、 萬々 無 一一 覺束 1 事と 被 二相 聞-申 候。 攻ロ 等の 儀、 备 藩へ 通達 相 成 候 得 共、 人 數を繰 出 

せと 申 儀 は 無, 之、 手數 迄の 計に て、 返 口の 謀と 被 二相 察 1 申 候。 此上戰 を 初出し 候 はば、 直 樣紛亂 の 勢 ひ、 I 

厶厶 厶厶厶 A 厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 ム厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶. 厶厶 厶厶< ； 1  <1厶<1ム 厶厶  <"< ； 1 ^ 

前に 相兑得 申 候。 幕府に お いて、 攝海 異人 之 i 判に、 益 不條理 を 顧し、 朝廷 を 欺き、 人心之愤怒を^3^ね、 長 

厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶 厶厶厶  A 厶厶厶 AA<1 厶厶  厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶 厶 <d  < ^厶^ 厶 

征 にて 兵 勢 之衰を 示し、 修理 を 失 ひ、 且勢ひ を 失 ひ 候て は、 如何 之 作用 を 用 ひ 候ても、 不 レ被レ 行、 如何なる 

智者 ありと も、 引 起 候 儀 は 無二 覺束 1 次第に 御座 候 間、 此 時に 當 りて は、 理を盡 して 進み、 勢を詳 て 勁べ 

かく こ  あつ >4 う 

き 事と 奉レ存 候。 當分 之處、 一言 發 すれば 名分 大義 を 明に して、 義を以 立、 確乎と して 不レ 動、 諸 藩を應 倒い 

たし 候 姿 も 有 ylz 候。 變に 入る 入らぬ の 境、 肝要の 場合に て、 至極 謹慎 を 加へ、 評議 を 盡し候 事共に 御座 候。 

此匕 3、 大略 如レ此 御座 候。 小 說紛々 に 御座 候 得 共、 取に 不レ足 事共に て、 文 略 仕 申 候。 頓首。 

十 1 月 十 1 日 〔慶應 元年〕 

尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  二 QS 
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西鄕吉 之 助 

蓑 田 傳兵衞 殿 

し  たいらん  ひつ ぢ* う 

幕府 は 全く 信 を： 大 下に 失うて ゐる。 若し 强 いて 此上、 長と ー戰 せんとせば、 直ちに ；大 下の 大亂 となる は 必定で 

ぐんゆうく わつ ぎよ  ど ほうぐ わかい 

ある。 1K 下大亂 となれば、 群雄 割 據の勢 ひとなり、 土 崩 瓦解、 乎の つけられぬ 狀 態となる であらう。 西 鄕は斯 の 

あく へ う 

如く 觀じ、 拉て 之に 處す るに、 如何にすべき かとい ふ 段に 至って、 西鄕の 指示して ゐる 目標 は、 幕府と か、 長 州 

とか、 會津 とか、 一 橋と かいふ、 特定 的關 係の 存在で はなく、 大義で あり、 名分で あり、 理を盡 し、 勢 ひ を 藩び 

ら かにす るに あった。 

當レ理 而後 進。 審 レ勢而 始動。 有レ 所レ不 レ爲。 爲 無二 不成？ 

たいとく たいげん 

南洲が 能く 書して 人に 與 へたる 古語 は、 彼れ の 常に 體 得し、 體現 すると ころであった。 

而 して 書中に 言へ る 『變に 入る 入らぬ の 境、 肝要の 場合』 と S ふの は、 果して 何事 を 指さして ゐ るので あらう 

か。 ；大 下大亂 の， 兆 は、 早く も： ni 前に 迫 まって ゐ ると 覺 悟して、 理を盡 し、 勢 ひ を 察し、 靜 かに 前後左右に 服 をく 

き やうお く  .  たいざん 

ばりつつ、 大事に 大事 を 執らう として ゐる 西鄕の 胸臆に は、 果して 如何なる 大策か 描かれつ らん。 彼れ が 泰山の 

如き 不動の 山 影 は、 默 として 黑く 地上に 印せられ てあつた。 

ほく かく  くわく さく  ほぞ 

初め 四國 艦隊が 兵 靡に 人 港し、 將軍は 幕閣を 率ゐて 京阪の 間に 割 策しつつ あった 際、 西鄕は 最早 や 決心の 臍 を 

かう き 

固めて ゐる。 そして その 宿 論で あると ころの 賢 侯 會議を 開く の 好機で あると して、 大久保 をして 越 前に 說 かしめ 


吉井 をして 宇 和 に 使 ひせし め、 自ら は it 國に歸 つて 久 光の 上京 を 促が した。 九 = ^二十四日、 ^鄕が 京都から 大 

阪に 下った 時には、 實に阪 本 龍馬と 同伴であった こと を 忘れて はならぬ。 

此問 における 阪 本の 動靜に は、 深 の 注意 を拂 はなければ ならぬ。 西 鄕*阪 本の 知會 は、 何時 ごろから であつ 

たか、 阪 本が 勝 安房の 學徒 時代に、 初めて 西鄕を 兌た こと は、 前に 旣に 記して おいた。 阪本は 西 鄕が樣 代の 火 人 

き やうたん 

物で ある こと を推稱 して ゐる 一方に おいて、 西鄕も 亦た 阪 本の 人と 爲りを 驚嘆して ゐる。 そして" 內鄕が 幕府 0 長 

州 g: 征令 に對 し、 鹿應 元年 〔乙 丑〕 四月 二十 二日、 薩 州の 藩 論 を 決する の 必要 を以 つて、 小松帶 刀と： 11： 伴に て、 

藩の 途に就 S た 時に、 阪本 は、 西 鄕と行 を 共に して、 西 下して ゐる 事實が ある。 兩 雄が 意 氣相 投じ、 肝膽相 照ら 

し、 共に； 大 下の 事 を談 する に 至った の は、 前後の 關 係から 推して、 恐らく 慶應 元年 〔乙 丑〕 卷夏の 交に 始まった も 

のとせ なければ なるまい。 

がう けつ 

中 岡 愼太郞 が 長 州の 豪傑と 談合し、 西鄕 をして 上京の 途次 馬 關に立 寄らし め、 木 戶 • 高 杉 等と 會 見せしめよう 

としたの は、 閏 五月の 事であった。 西鄕も ー應は 之れ を諾 し、 同 十五 日 岩 下方 平 • 中岡愼 太 郞を帶 同して 鹿兒. S 

を發 したの は、 史 實の證 すると ころ、 確と して 移すべからざる ものが ある。 十八 日に 佐賀關 まで 來た 時に、 京都 

きふ きょ 

からの.？ 6 使に 逢って 事情の 切迫 を 知り、 馬關 寄港の 豫 定を變 じて、 急遽 上阪 したので はあった が、 旣 に！！ 鄕の意 

中に、 何もの か 熟する もの あるに あら すん ば、 卒然た る 仲介ぐ らゐ で、 オイ それと-お 州に 乘り 込む こと を： する 

Is! がない。 

尊^11^倒慕の前衞たる薩長聯合  、  二 〇 七 
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【十四】 西鄕が 急遽 東上した る 事情 

Ji  i ちぽ  くら  令】 ふぎよ 

二 ここにお いて、 ー說 なかるべからざる は、 西鄕が 何故に、 木戸に 待 呆け を 食 はして、 馬關に 入らす して、 急遽 

東上 舟行す るに 到った であらう かと いふ、 疑問の 一 點に就 S てで ある。 . 

元來、 西鄕の 東上 を 好機と して、 馬 關で木 戶と會 見せしめようと いふの は、 中 岡. 阪 本の 計 割で ある。 土方 も 

みつめい  たんさく ちう 

之に 賛成して ゐる。 土方 は三條 公の 密命を 奉じて、 上國の 形勢 を 採 索 中で あつたが、 大久保 利 通 *吉 井友實 とも 

合議し、 土方 は 木 戶を長 州に 說き、 中 岡 は鹿兒 島に 西 鄕を說 くこと になった。 此處に 阪本も 馬 關に來 合 はせ たの 

*J つと く 

で、 木戸 引出しに は、 隨 分力 を盡 して 利害 を說 得した。 

くわげ き  ふ ぐ たいてん  かたき  > 

木 戶は薩 摩を悅 こばぬ。 過激な 靑 年の やうに、 不倶戴天の 親の 仇と 迄 は 思 はない が、 戀人を 3- る やうに は 思つ 

て 居らぬ。 從 つて 氣が 進ます にゐ たの を、 氣 早の 阪 本が ヤン ャと 押し出して 了った 形で ある。 木 戶も西 鄕の方 か 

ら、 頭 を 下げて 來 ると S ふなら、 會 つて やっても よいと S ふ氣 位で、 忙 がし S 中 を、 馬 關へ來 て、 西 鄕の來 るの 

を、 今や 遲 しと 待ち受けて ゐ たので ある。 

一方、 中 岡が 果して、 如何なる 程度に 西 鄕を說 き 伏せ たかは 解らぬ が、 西鄕 も、 どうせ 上國へ 出る の だから、 

へんじ  せっとく 

馬 關へ立 寄っても よ S 位の 返 詞は與 へたで あらう。 中 岡 も隨分 西鄕說 得に は、 骨 を 折った 容子 でも あるから、 IK 

下の 大勢 を 論じ、 勤皇の 大義 を 論じ、 聯合の 情お を 論じ、 西 鄕の心 を 引き 跗 けよう， \1 したに 相違ない。 西 鄕は固 


より 諸 藩 合同 論で あり、 尊皇 論で あり、 もう は 幕府に 見切り をつ けて ゐ るので あるから、 議論に おいて 屮 岡の 主 

張に は、 一 々首肯し、 反對の 態度 を 取るべき 理由 は、 少しもない。 

くせ  はら  4* 

併し 西 鄕には 一 つの 癖が ある。 自分の 肚に 思って ゐる ことで も、 他人から 論じつ けられ、 急き立てられ ると、 

妙に 靜 まり 返へ る 癖が ある。 『フ フン』 と S つた やうな 顔 をして、 募の 先で あしら ふやうな 風を兑 せる。 これが 他 

人に 『西鄕 とい ふ 男 も、 却々 食へ ぬ 男 だ』 と 思 はせ る 原因と なって ゐる。 叉た 之れ が爲に 失敗す る こと も ある。 

橋本景 岳との 初對 面の 失敗 談 なぞが、 此裤の 一端で ある。 尤も 自分が 惡 かった と 思 ふと、 直ぐに 謝罪して 了 ふ。 

謝罪の 仕方 も、 非常に 早い。 

今一 つの is、  ，s とい ふより は、 性質と いふべき は、 西鄕は ひどく 議論 や 理窟 を 嫌った ことで ある。 中 岡が 土 伎 

辯の 快 昔で まくし 立てる と、 妙に とり 濟 まして 了 ふ。 そこで 中 岡の 論に、 西 鄕が腰 を 浮かして 乘り 込んだ ものと 

, ^  ,  きつく わ 

も 3.- へぬ。 それに 西鄕 は、 ひどく 難局と なると、 自 から 進んで 猛火の 中に 飛び込みたがる 癖が あるが、 平和 含議 

に は 向かぬ 男で も ある。 蛤 御門の 丘べ 變の 時に 『二度と 戰爭 はする もので ごわ せん』 といって ゐる けれども、 何處 

やらに 快 心な 得意 さうな 風 も 見える。 元来が、 西鄕 は戰爭 好きと いふ 方で ある。 此方から 進んで 木戶と 平和協定 

會議を やらう とい ふ 位の ことで は、 餘り氣 が 浮かなかった と 見る 方が、 眞を 得て ゐ はしな S 乎。 

I  ] - 1 >  I  なっとく  きんきじゃくやく  . 

ヰ 岡 は 『やっとの ことで、 西鄕を 納得 させた』 といって ゐ るから、 西鄕が 欣喜雀躍した のでない こと は 察せら 

れる。 先 づ^々 でも あるまい が、 『序 だから、 立 寄って 見よう II ぐら ゐの返 詞と兑 るべき であらう。 ^躍で あらう 

尊皇 倒幕 の 前衞 た る 薩長 聯合  二 〇， 九 
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が、 跪々 であらう が、 鬼 も 角 『立 寄る』 といった ので あるから、 中 岡の 悅びは 察する に 難くない。 この 方が 文字 

通りの 欣喜雀躍で、 阪本 にも 報じ、 ここに 木戶の 馬關待 受けと なった ので ある。 

すると 中 岡が 浮かぬ顔 をして、 シ ヨン ボリと 獨 りで 馬 關に歸 つて 來た。 『西鄕 はどうし たか』 とい ふと 『船で 逃 

あて 

げて しまった』 と いふ。 それ を 聞いた 木戸が 『ソレ 見た 事 か。 薩 摩の 云 ふこと が當 になる もの か』 と プン/ \怒 

つく  しら 

つてし まふ。 流石の 阪本も 中 岡 も、 何とも 取り繕ろ ひやう がない。 一座 白け 渡って、 テレ てし まった とい ふ 結果 

である。 

拔、 然 らば、 西鄕は 何故に 東上 を 急ぐ とい ふので、 馬關 の木戶 をす つぼ かした ので あるか。 上國の 形勢が 急 を 

吿 げたから とい はれて ゐ るが、 急を吿 げたと いふ 理由 は 何 か。 西鄕は 約束 は 違えぬ 人で ある。 跪々 であっても、 

1 度 中 岡に 約束 をした 以上、 故な くして 反故にする 人で ない。 何か大 いなる 理由がなくて はならぬ。 當時關 係 者 

しゃかん  しん り 

の 1 人た る、 土方 久 元の 談話に、 這 間にお ける 西鄕の 心理 を 明らかにして ゐる。 

さつ ちゃう どう めい じジ れき だん 

薩長 同盟 實 歷 談 〔土方 久元〕 

慶應 元年 〔乙 丑〕 二月 五日の ことで ありまし たが、 私は筑 前の 赤 間と いふ 所に、 三條 公に 從 つて 居ります と、 

たんさく 

中 岡 君 〔愼 太郎〕 と共に、 京師の 事情 を 探索す る檨 にとの、 三條 公からの 內命を 受けて、 上 京す る ことと なり 


ましたが、 折 柄、 薩摩 ひ吉井 幸輔、 後に 友實 といった 人で ある。 其吉 井が 參り まレて * これから 束 都へ 处 


く 


とのこと でありました から、 これと 同行す る ことと なり、 黑崎を 出帆し まして、 七 rn に 下 關に到 著し、 八日 

とうしゅく 

に. HI 石 正 一郎と いふ、 勤王家の 商人の 家に 投宿し ました。 すると 其處 へ、 長府 藩の {ぉ 老三好 内蔵 助、 付 

井上 少輔、 報國 隊長の 原 田 順次、 夫から 本 藩の 奇兵 隊長の、 赤 根 武人な どが、 尋ねて 參り、 士 " 井 や、 中！； 君 

含 き ふ 

と 一座に なり、 國 事の 話に 及びます と 『天下の 形勢 は 甚だ 危急に 迫て 居る。 この 際、 薩長 兩 藩の ii が、 是迄 

はんもく あつれき 

の 通り、 反目 軋 礫して 居て は、 何事 も 出来る もので はない。 これ はどうしても、 兩 藩の を 和解 させ、 聯合 

させる 樣 にせなければ ならない』 との 話が 出た。 幸ひ薩 藩の 吉井も 其處に 居る ものであるから 『如何にも 其 

通で ある』 と S ふこと になり、 私 も 『微力ながら 共に 盡 力しょう』 と 約束 をして、 三 好 や 井上と 分れました 

せんぷく  たんさく 

が、 私共 三人 は、 十五 日に 入京し、 私 は 二 本 松の 薩 邸に 潜伏し、 諸方に 出入し、 事情 を 採 索して 居る 內、 中 

岡 君 は 一先 づ 立ち 歸て、 三倏 公に この 地の 有樣 を報吿 する ことにな り、 三月 三日に、 太宰府に 歸著 致し まし 

たが、 再び 復た 上京す る ことと なって、 五月 十五 日に 入京して 參 りました。 夫より 少し 前の ことであります 

•  きふ ひきゃく 

が、 江 戶の薩 摩 屋敷から、 京の 薩 邸へ 急 飛脚が 參 りまして、 幕府が 再度の 長 州 征伐 を發 令して、 將軍 は、 不 

日 江戸 城 を出發 せら るるとい ふこと でした。 私 は 愈- - 薩長 連盟の 必要 を 感じました ので、 中 岡 君が 參 ります 

,  ,  あ ひ たづ さ 

と、 n 十 速に この 事を談 じます と、 中 岡 君 も、 大に 同感で あると いふので、 相携 へて 薩 藩の 大久保 市藏、 卽ち 

あくかん 

後の 利 通に 面. ^3 し 『一 つ ：大 下の 爲 めに 奮來の 惡感を 一掃して、 長 藩と 手 を 握て やって ひたい』 と、 熱心に 
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說 きました 所が、 大久保 も、 尤と 聞込む で吳 れた檨 子で あるから、 其 他 在 邸の 同志 共と 相談 をし まして、 何 

は 鬼 も あれ、 將 軍親發 とい ふこと を、 薩 摩に 居る 西 鄕吉之 助、 卽ち 隆盛に 告げて、 京都へ 呼 寄せなければ な 

ら ない。 夫に 付て は、 西鄕が 上京が けに、 馬 關に立 寄り 長 藩の 桂 小 五郎、 卽ち 後の 木戸 孝 允と 會 見して、 前 

途の 見込の 所 を も 協議し、 兩藩 同心 協力 を 以て、 大に盡 力す る檨 にさしたい ものである』 とい ふと、 何れも 

同意で ありまし たから、 然 らば、 中 岡 君と 自分と は、 共に 西へ 下り、 途中から 立ち 分れて、 自分 は 長 州に 寄 

つて、 木戸 を馬關 まで 呼び寄せ、 中 岡 君 は鹿兒 島に 行て、 西鄕を 東上の 途次に、 馬關 まで 誘 ひ、 ここで 木戶 

に 面會を さする とい ふ 手 害 をき めました。 折 柄、 大 坂の 川口に は、 薩 摩の 汽船で 胡蝶 丸と いふの が 紫で あり 

ましたから、 夫に 乘る ことにな りまして、 この 月の 廿 四日に、 京都 を出發 しまして、 廿 五日 大 坂の 薩 摩の 濱 

屋敷へ 到 著し ましたが、 吉井幸 輔の父 嘉右衞 門 も、 この 船で 歸る ことにな りました から、 吉井も 途中 迄 父 を 

見送 旁 送て 參 りました。 

一行 は卄 八日に 大坂を 出帆、 閏 五月 二日に、 豐 前の 田の 浦に 到 著し ましたが、 當時 薩長の 問 は、 まだ g§ し 

て 居りました から、 薩 摩の 船で、 長 州領へ 寄港 は 出来ない。 よって 自分 は、 ここから 中 岡 君と 分れて 上陸し 

1 泊の 上、 翌朝 船 を 雇 ひまして、 福 岡へ 上陸し、 長府 一泊、 四日に 馬關 まで 參 ります と、 恰もよ し、 坂 本 君 

が薩 摩から やって 來て、 滞在中との ことで あるから、 白 石 正 一郎の 宅で、 坂 本 君 及 安|婦；§ 衞 〔黑 5 石^ 方〕 等と 

面 會し、 太宰府 ゃ薩 摩の 事情 を 聞き、 猶 『今度 西 鄕を迎 への 爲め、 中 岡 君が 鹿 兒鵬へ 赴いた』 こと を 話し ま 


すと、 坂 本？；：； も、 夫 は 好都合で ある。 何に せよ、 桂 を 此處へ 呼び寄せねば ならぬ』 と， 共に 力 を盡す ことと 

なり ましたが、 長 府の直 目 付の 時 田 庄輔と S ふ ものが、 其處へ 出て 參 りまして、 桂との 間 を 頻りに 往役 しま 

して、 六日に 時 田が 桂 を 連れて 馬 關へ參 りました。 夫から 私 は 坂 本 君と 共に 『旣往 の 小 は、 國{¥ の 大事に 

は換へ 難いので あるから、 ここ は、 一 っ國 家の 爲 めに 忍で、 今度 西鄕が 上京が けに、 この 地に 立 寄る を 幸、 

に 城壁 を撤 して、 腹心 を 敷て、 將來兩 藩 提携して 國 家の 爲 めに 盡カ ありたい』 と說 きます と、 お 州の 方に 

も、 段々 六 ッケ敷 事情が ありまし たが、 桂 も漸の 事に 承諾 をして 吳れ ましたから、 九日に 馬關 を出發 して、 

十二 日に 太宰府へ 歸 著し、 右の 成 行 を三條 公に 申 上げます と、 公に も大 S に 喜ばれました。 

拉、 私が 馬關を 立ち去りました 後の 事 を M きます と、 坂 本 君 は、 桂と 共に 西鄕の 寄港 を 待ち 合 はして 居り ま 

すと、 中々 に 西鄕が 出で 来ない、 卄 一日に、 中 岡 君が 漁船に 乘て 茫然と やって 參 りました。 坂 木 は 喜び 迎 

へまして 『西鄕 はどうした。 一緒に 來 たか』 と いふと、 中 岡 君 は 大息し まして 『自分 は 土方と 別れてから、 

鹿兒 嶋に參 り、 西 鄕を說 て、 漸く 納得 させ、 十五 日に 鹿 兒嶋を 出帆し、 十八 日に 佐賀 藩まで 來 たが、 西鄕は 

これから さき は、 どうしても 馬關の 方へ 来ようと いふ こと を 承知し ない。 ソシテ いふのに、 幕府が 二度：：： の 

長 州 征伐 を するとい ふこと は、 無謀 も甚 しい。 これ は 無名の 師 である。 前の 長 州 征伐の 時には、 我が 薩 .1- も 

厶 厶厶厶 厶厶厶 <d 厶厶 A 厶 厶厶 厶厶厶 A  AAA 

出兵 はした けれども、 今度 は 出兵す るに は當ら ない。 それにつ けて は、 關 由 を 始め、 朝廷の 人々 が、 しっか 

*d 厶 A 厶 A 厶厶 A 厶厶  <1<1厶 <dA<JA 厶厶厶 厶<1 厶厶 <3 厶厶 厶 <3<3厶<"< "厶厶 A 厶厶 厶厶 厶<"厶<1厶 

りして 居て^ はなければ 闲る。 就て は 桂と 會見も 大事で あるが、 この 事が より 大事で あるから、 豫め 朝議 を. 

尊皇 倒， ic^ の 前衛た る 薩長 聯合 .  二 一 11 一. 


大鄕鄕 全 偉 第一 一一 卷  二 一  四 

<11 厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶<1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <1厶  <1<1厶<1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

固めて 置かねば ならぬ。 一刻 もじつ として は 居られぬ。 早々 京都へ 上らねば 不可け ぬと いふから、 種々 に 慰 

めて 見た けれども、 斷乎 として 動かない から、 やむ を 得す、 自分 は 佐 賀關へ 下して 貰い、 西鄕は 京都 を 指し 

て 直航した。 自分 は 別に 舟 を 雇 ふて ここまで 來 たので ある』 との 話しであった。 坂 本 君 も、 大に 失望した け 

ふつ ぜん 

れ ども、 桂へ 默 つて 居る 譯には 行かない から、 兩 君相携 へて 桂の 許に 參り、 其 事 を 告げます と、 桂は怫 然と 

して 色 を 作して、 いふ ことに は 『ソレ 見 給へ、 僕 は 最初から コンナ 事で あらう と 思って 居った が、 ra^ して 薩 

たもと 

摩の 爲に 一杯 喻 はされ たので ある。 もうよ ろしい。 僕 はこれ から 歸る』 と 袂を拂 うて 去らう とする ので、 兩 

君 は 『マァ く』 と 止めて 『君の 顔の 立つ 檨に はする から、 この 後の こと は、 まづ 我々 兩 人に 任せて 貰いた 

い』 百方 陳謝し ますと、 桂 も 『夫れ ならば、 この 後薩 摩の 方から、 まづ 使者 を 我 藩に よこして、 和解の こと 

を 申し込まれたい、 さう しない 時 は、 我 諸 隊は必 す反對 する で 御座らう』 との 話であった。 

恐らく 此の 談話に あるの が、 西 鄕の眞 意であった らうと 思 はれる。 而 して 此の 事に は 土方 は 直接 關 係して 居ら 

す、 關 係して ゐ るの は 中 岡で あるから、 土方 は 中 岡より 此の 消息 を傳へ 聞いた もので あらう。 

要するに 西鄕 は、 朝議 確定の 急 を 感じた に 相違ない。 上國 よりの 急報 を 得て、 事情 急迫、 幕 威の 再 焰を聞 いて 

てう ギ- かくてい 

は、 木戸との 會晃 も會 見で あるが、 先づ 以て 朝議 確定 を 急ぐ 必要が あると したので あらう。 

土方の 自記せ る 『回 H<實 記』 の 中に、 

词 六日 Cil 五月〕 朝、 桂 小 五 郞* 時 田庄助 来訪。 此度、 西 鄕吉之 助、 薩 州よ. 9^ 上 一 尕懸： t ？、 當地忙 立 寄 候 手答^ 


厶 厶厶  厶厶厶 厶 厶厶厶 厶<3 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶， <3<1 厶厶厶 <d<1 厶 厶厶 <3 厶厶  <1<3  A  ^ 

付、 當藩 〔長 州〕 にても、 城壁な く、 腹心 を 以て、 篤と 相談 を 遂げ 申 度、 旣往 之小忿 は、 國 家の 大事に 難 レ換は 

勿論、 將來兩 藩 提携 を 以て、 盡カ有 度 旨、 色々 申談、 其より 小 酌 閑談 之 上、 九ッ瞎 頃、 歸 去る。 七ッ 時に 至 

り、 野 村 靖之助 来訪。 暫時 對談 之後歸 る。 

同 九日。 薩長 和解の 議も、 愈. -相 纏り、 最早 用 向 も相濟 候に 付、 此 より 諸 卿 方へ 復命 之爲 め、 歸 西に 決し、 

九ッ 時より 乘船、 福 浦 迄參候 鹿、 海上 不^に付、 滞留 上陸、 小 茅屋に 宿す。 

と 記して 居る ほど、 長 州 派 も、 阪本 •  土方 等 も、 西鄕 さへ 出て 来て、 木戶 等と 會 見して 吳れれ ばと、 これほど 頓 

みに し、 これほど 悅 こんで ゐ たので あるから、 孰れに しても 西鄕の 素通り は、 一同 を落膽 もさせ、 失望 もさせ、 

,  ざ せ つ 

憤慨 もさせた に 相違な く、 薩長 聯合に、 一箇の 挫折 を與 へたの は、 免 がれ 難 S ところであった。 

【十五】 阪本 龍馬の 糧食 供給 周旋 

抑ぶ 薩長 聯合 談を 初める のに、 阪本は 先 づ長州 側に おいて その 內情を 窺って ゐる。 四月、 西 鄕と问 伴して 12;^ 州 

に 下った 阪本 は、 西鄕が 何の 爲 めに 薩 摩に 歸 るので あるか 位の 事 を 知らぬ 智 がない。 幕府の 長 州 再征に 對 して、 

今度 は 矛 を 逆 にして 反對 しょうとして ゐる 西鄕の 意中 は、 阪本は 百 も 承知の こと だ。 幕府 旣に賴 むに 足ら や、 

全 國の强 藩を擧 げて國 家の 干城と なり、 朝廷の 爲 めに 大盤石の 力と ならなければ ならぬ との 決心 は、 西 鄕.阪 本 

の 腹中、 響の 聲に應 する が 如く 相 通じて ゐる。 阪 本が 長 驅 して 長 州に 走り、 木戸 等と 會 見して、 今 は 一切の 情實 

尊皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  二 一 五 


大西鄉 傳 ^-5  二  一  .1、 

を捨 つべき の 時 だ。 そして 薩長 互に 聯合し、 天下の 大事に 當 るの 時 だと 說 いたの は、 上っ面で 人の 腹の 中に 探， 0 

ぐ I つ さよ 

を 入れる やうな. 穴 7; 虛な 想像からで はなかった の だ。 その 證據に は、 西鄕が 當時阪 本の 請 を { 谷れ て、 長 州の 軍器 

購入の 爲 めに は、 及ばすな がら ー肌脫 がう と、 明言して ゐる 事實が あるので も 察せられる。 

木戶が 伊藤. 井上の 兩人を 長 崎に 特派した の も、 又た 薩 州の 小 松が、 誠意 を して 助力して 吳れ たの も、 西 

鄕を 中心， V する 薩 藩士の 間に、 旣に 一大 決心が、 確と して 定まって ゐ たからで はない か。 

阪 本が 太宰府に 下った の は、 何も 時候外れた 梅見の 遊で はない。 實は三 條實美 公に 逢って、 li くの 理想 を 披瀝 

する にあった。 皇政 復古の 大業 を 確立す る爲 めに は、 是非とも 薩長の 聯合 を實 現せし めねば ならぬ。 こ，^ こ， 就 C 

て 勤皇 公卿の 隨 ーを以 つて 賴 まるる 三條 公の 斡旋 を、 私 かに 期待した からであった。 會ぶ長 州から 使節と して、 

太宰府に 參 向して ゐた、 小 田 村 素 太 郞 • 時田少 輔の兩 人が、 圖ら すも阪 本と 相 知り、 彼れ の 意中に 描か つつ あ 

る 壯圖を 耳に して、 馬 闘に 歸 つて 之れ を 木 戶に傳 言し、 旁. -皇 國の爲 めに、 一大 決心 を爲 すべきの 時が 迫 まって 

ゐる こと を吿 げたので ある。 

阪 本が 太宰府 を 去って 馬關に 到着した の は、 閏 五月 一日であった。 彼れ は 時 少輔を 介して 木 戶と會 見し、 彼 

なんかい てう ふう 

れが 南海の 潮風に 岸 を 洗 はるる 土 佐 仕込みの 快 辯 を 揮って、 時勢の 大變革 を 論じ、 薩長の 聯合 を說 いた こと は、 

少なから す 木 戶の心 を 動かした。 後に 至って 伊藤 • 井 上の 活動に よりて、 無事に 軍器 軍艦 を 購入す る ことが 出來 

たの も、 阪 本が 兩 派の 中間に 立って 斡旋した 效が、 その 源を爲 してなる こと は 勿論で ある。 


西鄕が 胡蝶 丸で、 K: び 東上して 來た 時には、 海軍 兵 を 伴うて 入京して ゐる。 次第に， 薩兵を 京阪の 問に 銀 中し つ 

つ ある こと は、 最早 や 幕府に 對 して 手切れの 談判 をせ なければ ならぬ との 腹 を 物語って 餘 りが ある。 西鄕 等が ィ 

ザと いふ 場合に は、 直ちに 薩 兵を以 つて 禁裡 を 守護し、 時に よって は 幕府の 相手に ならなければ ならぬ との 決心 

は、 旣に 充分に 見えて ゐる。 

中 根雪、 江が 『鞭 負 日記』 に 書して ゐる 一節に、 此 間の 消息 を傳 ふるに 足る ものが ある。 十二月 十九 日、 老中 小 

笠原壹 岐 守に 面， 1 した 際の 日記に、 

『 …… 小 笠 原 殿 …… 過般 來、 小松帶 刀、 多 人 數を引 連れ、 殊に 大砲 を さへ 備 へて 在京す との 事なる が、 此 事の 

爲め なり や。 尙不 藩な りと ありし 故、 中 根、 薩 の藩議 は、 前に も 中 上し 如く、 最早； 大下は 大亂に 至るべし との 

意見なる 上、 《11 時外國 軍艦の 兵 庫に 滯泊 せる も、 只事なら す 思 はれし 故、 何れの 道に もせよ、 人數も 大砲 も、 

ご らくしょく 

耍 用と 心得し なるべし。 叉 其 頃 幕府 は、 威力 を 以て 朝廷 を壓 せられ、 ニ條 殿下 御 落飾、 賀 陽せ ：！ 御 幽閉 あるべし 

などの 訛 言 も 行 はれし 故、 萬 一 其 事 あらば 〔 その 內意 あり しゃも 測られす …… 』 〔棘 負 日記〕 

と 記して ゐる。 中 根雪、 江 は 震に 大久 保の 越 前 遊說に 際して、 甲 東と 應 接して ゐる關 係 も あるから、 以上の 事情 を 

明らかにして ゐ たので あるが、 薩長 聯合、 皇政 復古の 密約が、 有志の 奔走に よって 將 さに 成らん とする の 勢に あ 

つたことまで は、 流石の 雪、 江 も 思 ひ 到らなかった ものと 見える。 勿論 兩 藩の 有志の において すら、 此事 は祕中 

尊 白？： 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  二 一 七 
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の秘 として、 苟 くも 外 間の 窺知す る を 許さなかった ので もあった。 

十月 十八 日、 阪 本の 輩 下で ある 海 援隊の 佐々 木俊藏 から、 井上 • 伊藤に 宛てた 書翰に 『小 太夫 〔小 松帶 刀〕. 西 

吉. 〔西 鄕吉之 助〕 にも、 小 蝶 丸より 上京、 兩 三日 當港 〔長 崎〕 へ 立 寄り、 市 六 〔市來 六左衞 門〕 も 一同、 昨朝 出帆 仕 

候。 是 より 大勢 ー變、 國是 一定、 五洲 中に 践扈 する の 議決に、 廟堂 相 及ばん こと を、 頻に企 望 罷在候 事』 と ある 

ぎ せい 

の 一節 は、 西 鄕 .阪 本 等が 將に大 に爲す あらんと する の 機 勢 を、 最もよ く 表現した ものであった。 

*  *  * 

かくして 1$ 度 西鄕が 京都に 上った の は、 十月 二十 五日で あつたが、 是 より 先き、 西鄕が 九月 二十四日、 大阪を 

りゃうし よく  あつ- せん 

發 する に當 つて、 同行した 阪 本に 對 して、 長 州に おいて 糧食 の 供給 を 斡旋して くれる やうに 依賴 したので あつ 

た。 阪本は 西 鄕の意 を 受けて 十月 三日、 三 田 尻に 著し、 先 づ小田 村 素 太郞を 介して、 薩 藩の 要求 を 木戸に 通 ぜん 

こと を依賴 した。 

長 州政府 委員が 阪 本の 依 賴に對 し、 木戸に 與 へた 書に、 

長 州政府 員よ リ桂小 五郎に 贈れる 書 〔慶應 元年 十月 四日〕 

爾後、 御 淸適御 滞關、 可レ 被, 成- 1 御 配慮 T 奉-一敬 賀 1 候。 拔者、 上 國之模 樣も彌 々差 迫り 候 趣に て、 小 田 村 素 太 

郞事、 備人爲 二應接 7 宫巿驛 5S 張 仕 i 處、 折 柄、 阪本^1{馬〔寵馬〕同驛到着、 先月 廿 四日 〔九月〕 大阪 出帆 之. H 亿 


とうち やう 

御座 候。 此內 大樹 俄に 上京に て、 其 事情 御 承知 之 通、 不 n 相 分 I 候處、 實は討 長の 勅 を 乞 ひ、 被， 爲レ 於， 1 朝廷 一 

候て は、 至て 御六ケ 敷、 有 レ之候 得 共、 例 之 御 微力、 不， 被レ 爲レ得 レ已、 終に 被， 下 レ^ 候 .2。 就て は大村 も、 泰 

然として 早速 下阪に 相 成 候。 薩 藩西鄕 等、 大に盡 力 致 候 得 共、 共 詮無 レ之、 右に 付、 早蒸汽 にて 1： 十^ 歸國、 率 

V 兵而 登阪、 ぷ ハカ を以、 K: 度 押 止め 度との 策 之 由、 然處、 薩藩粮 米 不足に 付、 於 二 馬關 1 乞 請 鹿に 忖、 ^C^NMer 

傳逹 として 良馬 〔阪 本〕 事 I 能 越 候. H、 昨夜 〔十月 三日〕 素太郞 同道、 山 口 迄 I 能 越 居候に 付、 巳に 今朝 〔十月 四日〕 

政府 局 中より、 及 ニ應接 1 候 積に 御^ 候。 當表 相濟候 はば、 馬關 可- 1 罷越 1 候 間、 委細 は 直に 御 聞 取 可， 被：， 下 候。 

粮米 談判 之 義も有 レ之候 はば、 當節 は北條 氏、 幸 ひ 出 關に可 レ有レ 之、 被 ニ仰談 7 御 渡 方 相 成 候樣、 御 心. 配 可レ被 

レ成 候。 馬 關御有 合 も 可 レ有レ 之、. 自然 小足に も 有 レ之候 はば、 北 條氏取 計に て、 吉田邊 之 分、 御 取 寄 之 道 も 可 

レ有レ 之 候。 忽遽之 場、 成 丈、 機 會を不 レ失候 様、 御 配慮 是祈申 候。 

一、 先達て 德 〔德 山〕 岩 〔岩 國〕 登 阪之義 申來、 有無 之 答 未だ 阪 城へ 不 11 相 達 1 内、 疊み 掛け、 長 〔長 府〕 淸 〔淸 末〕 

ふ しん  しるし 

■ 其 外 之 義ゅ來 候 次第、 不藩 にも 被， 1 相考 1 候處、 右 之 通 寛大 之 沙汰 にても 登 阪不レ 致、 伏罪 之 驗無レ 之 等 之 趣 

を 以て、 切迫 申立、 乞レ 励候樣 子に 相 聞 候。 出軍 之 期 は、 歩兵 杯 市街 之咄 に、 當月 十日 顷と 致 候 様子に 

て、 良馬 〔阪 本〕 出立 之 節 は、 未だ 表 方觸出 等有レ 之た る 義には 無二 御座 一. H。 孰れ 近々 四 境へ 押 寄 可 -、 御 

手 常 向 全備と 申す は、 間に合 申 間 布 哉に 候 得 共、 決戰は 素より 覺悟之 前、 狼织は 不レ致 候 iT 其 段 は 御 放 

念可レ 被：， 下 候。 

尊皇 倒幕^ 前衞 たる 薩長 聯ム a  .  ニー  九 
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一、 備 〔備 前〕 人も應 接相濟 引取 申 候。 藝 〔安藝〕 之模樣 次第にて、 御 家老 登阪、 尙此內 以來藝 へ 申込 有レ 之^ 

第、 彼是 承り、 御 國論不 條理無 之 段 は、 克々 腹 入 致し、 早速 歸國、 內輪を 締め、 一 支 之 策 を 立 度 積 之凼、 

尤他國 之 事 は不レ 足レ恃 也。 

4- ん i. ィ I 

一、 藝使、 當月 三日 • 四日 頃に 彼 藩 出立、 山 口 罷越候 由、 岩 〔岩 國〕 より 申來 候。 定て 周旋 之 無二 詮議 一 を演說 

而已に 可 レ有レ 之 候。 

一、 廟堂 隨分 多事 1 關地 〔馬 蘭〕 之 事、 都合 相濟候 はば、 早々 御 歸山可 V 被：， 成 候。 前 原彥も 急に 罷歸、 致， I 盡 

力 1 候 やう、 御 配慮 是祈申 候。 右爲旁 得， 1 貴意 1 候。 其 内、 時下、 御 自重 専一 奉：， 存候。 草々 以上。 

十月 四 日 〔慶應 元年〕 

宇 右衛門 

直.  人 

藤 右衞門 〔廣 澤〕 

1 ー陳。 異艦 數艘追 々 兵 庫 港 へ 來 泊、 • 英 • 佛 • 亞等之 軍艦 之 由。 大樹 上京 之 節、 討 長 より は 差寄異 艦之處 

" かん 

を 致 候樣、 被 二 仰 出 1 候處、 異艦 之義は 御掛念 無， 之 段 申出、 阿部 豐後守 一人 應接 として 下阪 之 由、 尙又異 艦 

横濱 出帆 之 節、 軍陣 之 支度 等 致 候處、 兵 庫 來泊之 上 は、 至て 靜謐、 尤 上陸に て 調練 等 は 致 候ぬ。 右 異艦之 


一 條は 何共 不{ 称 千 萬に 御座 候。 以上。  ， 

小 五郞樣 

と、 速 座に 精 食 供給 を 快諾した のみ か。 之れ が 運び出しの 方法に 急 を 要する の 意を附 加して ゐる。 薩 州に， M つて 

軍器 購入の 恩 を 彼等が 如何に 感謝して ゐ たかを 察する ことが 出来る。 

追  啓  、 

薩 藩へ 粮米渡 方 之義、 本書 委細 申 上 候處、 自然、 於 n 馬關 7 御 有 合 無， 之、 北條も 未だ 出關不 致 候 節 は、 問 

之 義も可 レ有レ 之に 付、 右 之 節 は 貴家より 員數 旁. -被ニ 仰 越 1 候 はば、 急速 積 廻し、 爲レ致 候 やう、 御藏 元 役 座よ 

り、 吉田代 宫へ申 越 候 間、 右檨 可， 被， 成 n 御 承知 1 候。 以上。 

との 追 啓 をも附 加して ゐる。 如何に 細心に 薩藩糧 米の 周旋 を盡 した かが 察せら るる。 更に、 廣澤兵 助 は、 阪 本の 

報吿 によって、 愈え 長 州 征の 形勢 を 知り、 

『實に 不レ耐 二 驚愕 1 次第、 幕、 如何程 暴 斷に出 候 共、 兼て 覺悟之 前、 是迄、 御 決議 通.^、 必戰 勿論 之 事』 

との 覺悟を 示し、 別 書を以 つて、 木戸に 薩 州へ 糧食 供給の こと を 殆んど 命令 的に 報告して ゐる。 廣澤の 書狀は 

ひったん  を ど 

頗 ぶる 感激に 滿ち、 筆端、 血脈の 跳る が 如き ものが あった。 

廣澤兵 助よ リ 木戸 孝 允へ 贈れる 書 〔慶應 元年 十月 四日〕 

i サ皇 倒幕の 前衞 たる 薩長 聯合  ニニ 1 
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彌以 御康健 被， 成 n 御 勤 T 奉 n 珍壽 1 候。 拉は此 度 坂 本 龍馬 事、 上國 近情 報知、 實 に不， 耐ニ IliT 次第、 幕 如何程 

暴 斷に出 候 共、 兼て 覺悟之 前、 是迄御 決議 通り、 必戰 勿論 之 事、 黪|4^,?」ド；|^.^，|1、 4^^ 鞭 P-1I、  ^ 

撤不 仕事に 付、 過日 御手 當向獻 言 之 廉々、 追々 御手 を 被, 下、 何時 敵 兵 いたし 候 共、 屹度 實備 さ m 

御手 後れ 無， 之檨、 早々 相 調 かしと 申 合、 精々 盡カ仕 候。 龍馬へ は 松 昔 〔松原 音 三〕 小 素 〔小 田 村 素 太郞〕 僕 三 

人相 對、 今朝 〔十月 四日〕 得， I 御意 1 置 候 通、 粮米之 事、 及， 一決 答 一 置 候。 此 期に 至り、 他 藩 之助不 助に 不， 蘭、 

決戰 之處、 確乎 不動 勿論に 候 得 共、 實に皇 國：^ 亂之 際、 天朝 之 御爲、 盡カ仕 候 列藩 は、 薩は 素より、 倫 .藝. 

筑等、 成り 丈、 相 結 置 度 御 事と 奉：， 存候。 近々 薩 軍艦、 其 御 地、 罷越 可， 申、 諸事 御 都合 能、 御 取 計 可， 被レ下 

候。 次第 切迫、 微力 之 僕 式、 實に込 入、 此内申 上 置 候 通り、 彥太 事、 片時 も 早々 歸 山いた し 候樣、 吳々 御 

旋 奉レ賴 候。 爲 ti 其 計 7 其 中 爲ニ國 家 T 御 加護 奉 II 專禱- 候。 議 首。 

十月 四 日 〔慶應 元年〕 

藤 右衞門 〔廣 澤〕  ， 

貫治檨 〔木 戶〕 侍 史 

龍馬 獨特の 熱 辯に 感動した ところ も あらう が、 幕府 再 討に 決する と 聞き、 當 時の 長 州 人が 如何に 血肉 を 躍らし 

たかを 想像す るに 難くない。 


【十六】 木戸 孝 允 遂に 東上し 来る 

阪本は 更らに 進んで 馬關に 入り、 木戸と も會 見して 西 鄕の 要請 を 物語った。 木戶は 政府 閣員 及び 小 田 村 等の 書 

りゃうし よくき ようき ふ 

簡 によって、 旣に 要領 を諒 して ゐ るので、 糧食 供給の 運動 は、 一 も 二 もな く 取り運んだ。 

さ-つじう   

海 援隊の 上 杉 宗ニ郞 が、 新 購入の 汽船 櫻 島 丸 を 操縦して、 馬 關に到 著した の は、 實に阪 本が 馬 關滯留 中の こと 

であった。 西 鄕は小 松と 帶 同して、 恰度 十一月 十七 日に 長 崎を發 し、 二十 五日に 入京した ので、 阪本は 長 州交涉 

の 好 首尾 を 報すべく、 馬關 を出發 して 京都に 入った ので ある。 

西鄕は 京都に おいて、 再び 阪 本と 會 見す るの 機會を 得た。 阪本は長州が 一 諾ょく糧食を供給して^.犬れたことを 

報じ、 且つ 愈 M 兩藩 聯合の 好機に 迫りつつ あるの を吿 げた。 

勢ひ旣 にこ こに 到れば、 木 戶 • 西鄕兩 維の 會見 を爲 さしめ て、 堅く 兩 藩の 血盟 を 結ぶ に 如く はな S と阪 本は考 

へた。 阪本は 遂に 西鄕を 動かした。 西 鄕は黑 田淸隆 〔當時 了 助〕 を 長 州に 派して、 木戶を 京都に 召致し、 兩 藩の 結 

いさ. -  キ〕 びす め ぐ 

合 を 決しよう とした。 阪本は 東西 奔走の 勞を 聊か も 感ぜざる ものの 如く、 直ちに 踵 を 廻らして 長 州に 下る ので あ 

つた。 黑^ も 之に 伴うた。 時旣 に慶應 元年 〔乙 丑〕 の 十二月、 塞 風 枯林を 鳴らして 壯士の 衣を拂 ひ、 防 長の 山帶は 

高から すと 雖も、 白雪 は 早く も その 頂きに あった。 雨と 降り 來る 落葉 を拂 ひっつ、 奔馬の 如く 走馳 する 一 筒の 龍 

くわ-つれう  さう げん  *i きえい 

馬 は、 元と 是れ 一介の 壯士に 過ぎぬ。 荒凉 たる 艸 原に 投 する 一個の 斐影、 それが； 大 下の 大勢に 何等の 影響 を與ふ 

尊皇 倒幕 の 前衞 たる 薩長 聯合  ニニ 111 
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る も のぞ。 

然. - ども •£ たる 一 龍馬の 隻影が、 やがて 薩長 聯合の 盟約と なり、 倒幕 維新の 大 運動と なった こと を 思へば、 熱 

誠 ある 一 青年の ii が、 何に 尊貴すべき 價値を 有する かを考 へない 譯に 行かぬ。 

黑田 .阪 本が 馬關に 著した 時 は、 木 戶は山 口にあって、 主として 高 杉が 應 接した。 急報に 接して 木戶も 出關し 

兹に 井上 • 伊籐 等と して 黑田 を迎 へ、 西鄕の 意嚮 を聽 取す ると ころがあった。 

今 初めて 意志 を 通す るので はない。 旣に 幾度 か した 間柄で あるから、 彼等の 議は 一決して、 木戶は 直ちに 

上京す る 事に 決した。 併しながら 奇兵 隊を 始めと して、 諸隊の 有志の 間に は、 薩州 を兒て 仇敵と する の 感情 は、 

去らん として 去る を 得す、 中には 『寧ろ 幕府に 降る も、 薩と交 を 結ぶ を 恥づ』 と昂 言す る 豪傑 も 少なくな いので 

木 戶丄咼 杉 は 是等精 博の 士の ii に頗 ぶる 苦心した。 高 杉が、 奇 兵隊の 軍監、 山形 狂 介 • 福田俠 平に 宛てて、 豫 

め 異議 なきやう i 私 r た書狀 にも、 苦心の 跡 は 歴然として 讀 むこと が 出来る。 

高杉晋 作より 山縣 • 福 田に 與 ふる 書 〔慶應 元年 十二月 九日〕 

尙々、 一日 も 速に、 戰爭相 始候樣 、奉レ 祈 居候。 

セ日御 認之御 書翰、 並應接 書、 落手 奉-一 與讀 1 候。 一 の宮ぇ 追々 御 出張 之 由、 愉快 之 至に 御座 候。 乍 レ不ッ 及 御 


人数え 御 加へ 被レ下 候樣、 奉レ頓 候。 老後の 思 出に、 ー擧 仕度 奉レ祈 候。 ロロ此 度木戶 *^ 治、 上國行 之義、 拙 弟 

^き 一-き ハ llT か i^,^ き 間、 老兄 方へ も、 追 而御面 話 申 上 候 問、 御 異議 無， 之 樣奉& 候。 右 周旋 は、 井上 委 

任 候 間、 左様 御 承知 可：， 被：， 下 候。 十 郞樣も 外に 急務 も 無 レ之候 はば、 受命候 樣奉レ 頼 候。 先は爲 V ^如， 此御座 

候。 以上。 

十二月 九 日 〔慶應 元年〕 

-  谷潜藏 〔高 杉〕 

萩原 鹿 之 助 〔mil 有朋〕 樣 

福 田俠平 〔幅 田 良 助〕 檨 

木戶は 井上 を以 つて、 主として 奇兵 隊鎭撫 の 任に 當 らしめ、 諸 嫁の 中から、 主要の 人物 を隨 行せ しめ、 反感 を 

11 せしめよ うとして ゐる。 十二月 二十 一日、 井上が 木戶に 報じた 書信に、 此 間の 苦心が 現 はれて ゐる。 

井上 聞 多より 木戸 孝 允に 贈れる 書 〔慶應 元年 十一 一月 二十 一日〕 

一昨日 十二月 十九 日〕 は、 御馳走 奉 n 多謝 1 候。 昨朝 〔十二月 二十日〕 瓦屋 迄參り 候處、 大田之 議論^.. 之、 心 

痛此 事に 御座 候。 老兄も 嘸々 御 苦 勞と御 察 巾 上 候 得 共、 どうも 弟 之 心底に 不レ 任、 廟堂 は是迄 度.々 論 決 之 違む 

候 事 有 レ之候 故、 大田 之氣遣 も尤千 萬、 併大田之死者ぇ^^し、 入口 力 同心 は、 是迄同 有志 之 耻る處 との 說 う 

尊皇 倒 の前衞 たる 薩長 聯合  ニニ 『- 


大西 鄕全傳 第三 卷  ニー 一六  一 

レ去、 死者 も、 捨レ生 國家を 維持す るの 見込みに 而、 其 場に 立 至り 候 事なら ば、 不同 〔本ノ マ マ〕 生者 國家 維持 一 

之 策 を 施て 候ても、 死者 之遣憾 は無レ 之樣、 愚考 仕 候。 一身 を 以て、 獨立獨 行 は、 被, 行 候 得 ども、 國家を 維 一 

持 すれば、 斷然獨 立に て は、 迚も 被レ行 不レ申 候。 餘り 正しき 事 計 踏 行と き は、 必、 今日 迄 之 失策、 少 々術数 一 

策略に あら ざれば、 維持 割據杯 をば、 矢 張 噱喝と 思 ひ 詰 申 候。 是は弟 一人の 論に 付、 老兄迄 申 上 置 候。 御船： 

酌 可 レ被ニ 成 下 1 候。 死者へ 對し、 和解 は 不二 相 成 1 ことならば、 古来より 敵と 和睦 は 出来ぬ ものと 相 定り可 レ申ー 

候。 ど ふ も 政府 はズル く、 大田之 論 は 一人 之 潔白 之樣 にて、 弟 杯 之 口 を 入 候 時節に 無レ 之、 昨夜 も 後 來之ー 

事 杯 相考へ 候に、 維持 割據、 富 國强兵 杯と は、 夢にも 不, 1 思 寄 7 人心 も 面 は 合 體候得 共、 酷々 少々 之 私論 相 交一 

り 候樣、 被 二相 窺 T 實に艫 舵の なき 船の 如き 故、 自然 之 風浪に 任せ 候 方、 却て 宜、 人爲に は六ケ 敷、 最早 御上 一 

京 も 御 進め 不レ 申、 篤と 前後 御考 合、 可レ 被：， 成 候。 何も 兼て 御 恩 遇 を 蒙り 候 故、 弟 之 見込 丈 陳述 仕 候。 勿論 釋ー 

ゆ M  一 

前 說法之 如き、 御 一笑 可 レ被ニ 成 下 1 候。 今日 湯 田迄罷 出 候檨、 大 田よりも 申 參り候 得と も、 昨夜より 少々 風邪 

に 被 レ惱、 今朝 は 頭痛 差 起り、 未， I 發汙仕 1 候檨 故、 御免 可レ 被， 1 成 下 1 候。 迚も 此 都合に て 今日 發途 不レ仕 候。 一 

他 は 又々 可， 1ゅ 上 1 候。 草々 頓 首。  一 

二十 一 日 〔慶應 元年 十二月〕 

二 由。 御上 京に 不二 相 成 1 節 は、 老兄も 弟 も、 黑 田へ 甚以 面皮 無レ之 故、 一同 相 揃 ひ 候て、 此事は 是非とも、： 

今日中に 相 答 候檨、 相 成 度 奉レ存 候。 又 湯 田 之 方、 早く 相濟候 はば、 御歸り 懸け、 少々 御 廻 可, 被, 下 候。 以上。 一 


歡  外 〔井上〕 

^堂老 兄 〔木 戶〕 

內御 密披。 禁 -I 他見？ 

らくだん 

と落膽 して ゐる ところ を 見ても、 如何に 諸隊の 豪傑なる ものが、 薩州を 憎んで ゐ たかが 察せられる。 

* が  つるぎ 

磨きた てた る 心の 劍 

雪 か 水 かし もの 關  - 

當時、 奇兵 隊の 豪傑の 高唱 すると ころ だ。 以て その 意氣を 見るべし である。 

併しながら 廟議 も旣に 一決した ので、 木 戶は奇 兵隊の 三 好 軍 太郞、 御 槻隊の 品川彌 ニ郞、 遊 載 隊の早 川 渡の 三 

士を 同行し、 十二月 末、 黑 田の 案內 によりて いよく 東上の 途に 上った ので ある。 大阪 の； 犬 保 山 沖まで 來 ると、 

いんきん 

薩船春 日 丸が 一行 を迎 へた。 淀川 を 溯って、 伏 見に 到った 時には、 西鄕を 始め、 村 田 新 八. 大山 彥八等 は 態 勤に 

一行 を迎へ るので あった。 

えらん きょく 

雨と なる か、 風と なる か は、 一 に 薩長 雲行きの 如何に かかって ゐる。 兩 雄の 秘密 會同を 目前に 控 へて、 波瀾 曲 

*- つ  あんうんて いめい 

折 を 極めた る麼應 元. iK 乙 s〕 は、 暗雲 俄 迷の 西方に 暮れ 去った。 

【參 考】 毛 利 父子より 島津 父子への 書 〔慶應 元年 九月 八日〕 

一書^ ヒ仕 候。 秋冷 相 募 候處、 愈以御 父子 檨、 御 安 健、 御座 候 御樣： ナ、 欣然 罷在候 0 仿、 昨年 中 〔元 治 元年〕 は、 貴 瞬と、 

尊. 倒 慕の 前衞 たる 薩長 聯合  ニニ 七 


大西 鄉垒傳 第三 卷  ニニ パ 

彼是 不信 之 次第に 立 到り、， 千 萬 御 氣之毒 之 至、 奉 レ存候 * 下 拙、 愧志も 鬼 角 不二 行 届 1 故、 家來之 者、 不心得 も有レ 之、 犬に 

痛 胸、 今日 迄 打 過 申 候 * 然處、 先年 末、 於 二 征夷 府 T 對 II 外 夷 1 候 所 置、 不行屆 よりして、 人心 之 動 搖に立 到、 乍レ恐 朝廷 御 

威德 も、 御衰 頸に 可レ 及と 相考、 憂 嘆 之餘、 不レ顚 二 微力 i 致 二 周旋 1 候處、 諸事 齟齬、 多く 赤心 も贯 徹不レ 致而已 ならず、 今 

日 之 場合に 立 到 候 次第、 何共殘念之^$に候0 此度、 貴 國に罷 出 候 家 來之者 〔井上 聞 多の 入 薩を謂 ふか〕 より、 御樣子 委細 承 

知、 萬 端 及-一 氷解 1 候。 於 二 貴國- 勤王 之 御 正義、 殊更 御 確守 之 由、 實以 欽慕 之 至 候 0 皇國之 御爲、 無二 此上. T 乍 レ蔭欣 躍、 致-一 

御依賴 1 候。 弊 藩之處 は、 前段 之 趣に 付、 日夜 朝廷 之御樣 子、 懸念 罷 居候 而已。 心事 何も 御憐 察、 是祈候 0 委„^ は 上杉宗 

次郎に 相咄候 間、 御 聞 取 可 レ被レ 下 候。 先 は 任 二 好 便 一如 レ此 御座 候。 恐惶頓 首。 

九月 八 日 〔慶應 元年〕  廣  封 

敬  親 

島津 中將檨 

島津 少將樣 

尙々 先日、 家來之 者、 貴國 へ 2 能 出 候 節 は、 彼是 御 懇切に 被 二 成 下 一 候 由、 難レ有 奉レ存 候。 此後も 可 レ然致 二 御依賴 1 候 也 e 


第一章 木 戶* 西鄕の 會盟と 薩長 聯<.ロ の 結成 

【I】 倒幕の 大業 何に 依って 成る 

愈ぶ 出で て 波瀾 重疊 し、 愈ぷ 移って 風雨 散亂 する、 幕末 急轉 の政狀 を、 拙な き 筆 もて 叙し 去り 叙し 來り • ここ 

に 稿 を 改めて 慶應ニ 年 以降の 變遷を 論じ、 此 間に 於け る 大西鄕 の 出所進退 を說 かんとす るに 當 つて、 筆者 は更ら 

に 新ら たなる 感慨の 湧 起す る もの ある を 感ぜざる を 得ない。 

讓に いふ やうに、 實に 月日に 關 守りな く、 その 過ぐ る や、 光陰 矢の 如くと も、 白 駒の 隙 を 過ぐ ると もい ひ、 一 

年 二 年 は 1 瞬の 如く、 十 年の 星霜 も、 一夢の やうに 感ぜし むる ので ある。 貝 原 益 軒 も、 

% し 方 は 一 夜ば かりの 心地して 八十路 あまりの 夢を見し かな 

と 嘆 じて ゐる。 遂に 人間の 一生 を以 つて、 泡沫 夢幻の 感を爲 す もの は、 ひとり^ 林の 徒との みは 限らない が、 人 

の 泡沫と 感じ、 夢幻と 觀 する 日月に、 それ 自 から 何等の 遲速 はない。 或は 駿馬の 天空 を驅 くるが ごとく 思 ひ、 或 

ひ は 鈍 牛の 地上 を 練る がごと く兑 ゆるの も、 いづれ は その 人の 感情に 外ならぬ。 

木 戶 • 西鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  -  ニニ 九 
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遲 S ので もな く、 速い ので もな く、 タイムの 流れ は 一定 不變の 道あって、 一定 不變の 速度 を 行く に過ぎない。 

ただ そこに 千變萬 化する もの は、 人間の 世態 あるの みで ある。 世の 平和なる に當 つて は 泰平 無事、 人 も 社 會も擧 

げて傳 銃 及び 因習の 裡に 幸福なる 生活 を繼績 する ので あるが、 一た び 世態の 大變 に際會 する 時 は、 傳統を 破り、 

因習 を碎 き、 舊 るき 殿堂の 前後に ガラ. <\ と 崩れ 落つ る、 凄まじき 響きと 光景との 中に、 新ら しき 力と Sj!; 者と は 

電光の やうに 東西に 奔馳 し、 南北に 飛来しつつ、 宛が ら大 暴風雨の 中に、 斧 を森然 たる 林 中に 振 ふが 如き 勇姿 も 

て、 丁々 として 新 殿 建築の 胃 險を敢 へて する、 壯烈事 を 現出す るので ある。 

均しく 泡沫 夢幻の 人生で あっても、 變 革の 一年 は、 正しく 太平の 百年に 値 ひする 事實を 描き 来る ので ある。 倂 

も その 變革 たる や、 突如と して 来る がごと くして 然ら す、 近因 も あれば 遠因 も あり、 近々 因 も あり、 遠々 因 も あ 

つて、 一朝に して 成る もので はない が 、そのいよ く 大變 革に 臨む や、 到底 人 を擧げ 社會を 擧げ、 一た び 一大 慘 

劇の 渦中に 捲き 込まれざる を 得な い。 

無事の 百年 をー沫 にして 消し 去る やうな、 有事の 一年に 際して は、 物 も 心 も、 共に 雲と 亂れ 風と 狂 ひ、 何を以 

含 じ： g ん 

つて 半 斷の恶 準と し 不動の 目的と すべき や、 眞に人 をして 迷 はしめ、 惑 はしむ る ものが あるが、 かかる 時 i々 

として 人生 を 照らし、 北辰 そのと ころに 居て、 衆 星 之れ に從 ふの 觀 あらしむ る もの は、 實に 一切の 私心 を 捨て、 

一 意 公け に 奉す るの 犧牲 的精祌 であらねば ならぬ。 

德川 三百 年の 偉業が、 その 虚偽 的 生活の 爛熟に よって、 その 銜敗 せる 九 腐 を 露呈す るに 至った 時、 その g ぱ： § 


る大 殿堂に 向って、 雄々 しく も 倒壤の 斧鉞 を 揮ひ來 つた 勇士 は、 その 據る ところの 藩に より、 或 ひ は その 仕うる 

ところの 主君に より、 各. - その 出所進退 を 異にした けれども、 尊皇の 大義 を 明らかにし、 皇 政の 古へ に < ば へさん 

とする 奉公 心に 至って は、 何人に も變 はると ころはなかった のであった。 

^に は 倒幕 維新の 大變 革を以 つて、 薩長の 大 賭博なる かに 論す る もの も ある。 賭博と 見る も、 芝居と 兑る も、 

そは兑 る 人の 勝手で は あるが、 彼れ も 一事、 此れ も 一事、 一攫千金 を 夢に 見る やうな 赌博的 根性に よって、 1: 命 

を 賭する の變 革が、 假り にも 成し 就げ 得られよ うか。 私慾の 爲め にす るの 奇策 は、 或 ひ は 一 時 を 籠絡し、 1%: す 

ち ざ 

る こと は 出来よう。 併しながら 衆く の 人の 目 を かすめ、 久しき 歲 月に 亙って 世 を 欺む くこと は出來 ぬ。 況んゃ 君 

に忠 に、 國に義 なる にあら すん ば、 成し遂げ 能 はぬ 維新の 大業に おいて を やで ある。 

胸に 二心 あらば、 以 つて 一友に 交 はる こと も 難から う。 天地神明に 向って 恥ぢ ざる 一心あって、 始めて 萬 友に 

交 はる ことが 出来る。 今 は 西 鄕南洲 翁 を 語る を以 つて 本題と する が 故に、 假 に南洲 翁の 言行に 就 いて、 引例 を 求 

むる ので あるが、 翁が 日夕 人に 語った 敎訓の 中に、 

『己れ を 愛する は、 宜しから ざる 事の 第一な り。 修業の 出来ざる も、 事の 成らざる も、 過を改 むる 事の 出來ざ 

ようまん 

る も、 功に 仗り 驕慢の 生す. る も、 皆な 自 から 愛する が爲め なれば、 決して 己れ を 愛せざる ものたり』 

といって ゐ るの も、 ー侗の 私心が、 萬 業の 害で ある こと を 喝破した に 外ならぬ。 

白髮衰 顔意ト スル トコ n 一一  ァラ ズ。 

木戶 • 西鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  ニー 二 一 
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壯 心劍ヲ 横へ テ勳 ナキヲ 愧ヅ。 

百 千 ノ翁鬼 我レ何 ゾ畏レ ン。 

脫出ス 人間 虎豹ノ 群。 

と詠じた15^南；洲翁が、 幕末 破局の 巷に 往來 して、 如何に 虎 豹の 群を脫 する の 赤誠 を 披瀝した か。， 請 ふ、 筆 を 洗う 

あら 

て、 新たに 叙し 來る ところ あらしめ よ。 

【二】 木 戶. 西鄕 の會盟 (I) 

黑田 清隆の 入說と 木戸の 入京 

慶應 〔丙 寅〕 二 年の 劈頭に 當 つて、 特筆大書せ なければ ならぬ 一大事 實は、 何とい つても 長 州の 木戶孝 允と、 薩 

州の 西鄕 隆盛との、 京， 都に おける 會見 であらねば ならぬ。 何と なれば、 倒幕 維新の 大^の 其. 5 礎と なった 薩 -4{ の聯 

合 は、 實に兩 雄の 會見 によって 始めて 如實に 決定され たので あるから だ。 兩 雄の 握手 は、 當時關 係の 兩三 氏の 問 

において のみ 知られ、 殆んど 外 間に： 1- れ ざる 祕 密事で あつたが、 この 一端の 會兒 が、 實に 後の 新 政府 建設の 源泉 

となった こと を 思べば、 人に 知られぬ 一席の 談合 も、 一大事 實 として 特筆大書 せざるを得ないの である。 

てんかん すゐ へだ  わた 

}K 漢 一水 を 距て たる 牽牛 • 織女の 二 星 は、 遂に 相 逢 はざる ；大 川 を涉 つて、 相 接する の 機會が 近づいた。 薩長の 


^-. 事々 に 結ばれて 行き 日に日に 深められて 行った。 西 鄕* 小 松の 命 を 奉じて、 黑田了 助が、 土 藩の 池藏 

太と 祀携 へて、 長 州に 入った の は、 應應 元. 〔乙 丑〕 の 冬 も將に 暮れ 去らん とする、 臘バ 末の 事であった。 此 時に 

おける 黑 田の 使命 は、 最早 や 西 郷 • 木戶會 見の 時 到れり とし、 木戸の 上京 を 促が すに あった。 木戶は 馬^に 在ら 

す、 山 口に あつたが、 高 杉が 代って 款待し、 報 を 得て 木戶は 直ちに 馬關 に歸來 した。 當 時木戶 は木戶 I:- ュ a と改稱 

して ゐた。 

黑 W は、 木 戶に說 いて 曰く、 

ひさ かた ひさ もと だん わ 

土方 久元 談話 

六月 應 元年〕 の 下旬に 坂 本 君 も、 中 岡 君 も、 京へ 出て、 西 鄕ゃ小 松帶刀 等に 面會 して、 薩 摩の 方から、 長 

州へ 使 を 差 立てる ことにつ いて、 協議した けれども、 其 處には 種 々の 事情が 纏綿して、 容易に 行 はれない。 

七月の 中旬に は、 中 岡 君 は 京都 を出發 して、 諸隊遊 說の爲 めに、 長 州に 下り、 九月 下旬に は、 坂 本 君 も 長 州 

へやって 来て、 廣澤藤 右衛門 〔兵 助、 後ち 眞臣〕 小 田 村 素 太 郞〔1^ 爵楫取 素彥〕 等と 而會 して、 兩 藩の の 調停 

に 勉めて 居り ましたが、 十一月 中旬に 至り、 薩藩黑 田 了 助 〔淸 隆〕 は、 西 鄕の內 意 を 受け、 土 佐の 池藏太 〔細 

川 左 馬 之 助〕 と共に 馬 關に參 りました。 坂 本 君 も、 また 其處 へやって 來て、 中 岡 君と 共に、 長 州の Si 丄咼杉 

〔晋 作〕 は 勿論、 伊藤 俊輔 〔博 文〕 井上 聞 多 〔馨〕 等、 諸士 に、 和解 同盟の こと を勸 め、 また？ S 隊の問 を遊說 しま 

木戶 .w: 鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  ,  二； 一； コ一 
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したが 爲 めに、 長 州 人の、 薩 摩に 對 する 疑惑 も、 漸く 解く ことと なりました。 さうな ると、 黑 田の もて 方 は 

さしれ ラ 

非常な もので、 終に 山 口へ 行て、 長 州 侯に も拜 謁し、 其 際、 手づ から 差 料 を 給 はられた が、 此 時分に、 諸侯 

から 刀 を 貰 ふこと は、 非常な 名譽 で、 今 曰の 勳 一等 を 頂戴した 樣 なわので あった。 

夫から 一 日、 黑田は 桂を訪 うて 『かう して 互の 心が 解けた 以上 は、 速 急に 薩長の 聯合 を 進めて、 天 下 を 回復 

したいと 思 ふ。 就て は、 西鄕 は、 一 日 も 京都 を 離れられぬ 事情が あるから、 甚だ 恐縮の 至り 乍ら、 貴公に 京 

都に 登って 貰 ひ、 西 鄕と會 合して 貰 ひたい』 と勸 める と、 桂 も 早速 承知 をして、 この 尔 〔度 應 元年〕 の 十二月 

の卄 八日に、 品川彌 ニ郞、 三 好 軍太郞 〔重臣〕 及び 筑前 藩の 早 川涉、 土 佐の 田 中顯助 〔光 顯〕 等を從 へまして、 

三^ 尻 を出發 して、 翌ニ年 正月の 八日に 京都の 薩 邸に 著しました。 云々。 

木戶が 一諾、 快よ く 引受けた の は、 流石に 一 黨の長 だけ ある。 彼れ は 最早 や 此機會 を 失 ふべ からすと 感じた。 

唯だ此 時まで も、 諸隊 有志の 士 中には、 聯合 反對が 多かった ので、 木戶 は、 高 杉 • 井上 • 伊藤 等 をして、 少壯氣 

ちんきい  せっとく 

鋭の 士を 鎭靜 せしめた。 高 杉の 如きで さへ、 木戸が 說 得する 必要が あつたく らゐ だから、 年少 氣を負 ふの 土が、 

薩州 といへば、 頭から 小便で も 垂れ 掛け まじき 勢 ひで あつたの は、 固より 當然 であった。 

嘗て 高 杉が、 薩長 聯合に 對 して、 ひどく 嫌 ふので、 木 戶は意 を 決して、 これ は 乃公が 直接 高 杉に 遭って、 彼れ 

の 蒙 を 啓ら くの 外 はない と考 へ、 一夕、 髙 杉を訪 ひ、 今や 口 を 開かう とすると、 早く も 高 杉が 口 を 開いて、 

おれ わか  ♦ 

『乃公 は 解って ゐ るョ』 


乎を报 つて 木 戶のロ を 遮った。 木戶は 『これ は 乃公 を 揶揄って ゐ るの だな』 と 思った から、 充分、 意中 を盡さ 

うとす ると、 高 杉 は、 

『孤立 は S かんとい ふこと だ』  , 

木戶に 一 言 も 吐かせす、 一 語、 相手の 肺肝 を^ぬ いたと ころ は、 流石、 松 門 第一 の 俊才 だ • 

高 杉 は、 更らに 語を繼 いで、 

『第一、 乃公が、 容易に 聯合に 賛成 しないの は …… 』 

おさ 

と 云 ひかけ ると、 今度 は、 木 戶が手 を 振って、 高 杉 を 腿へ、 

そ そう 

『もう 解って ゐる。 大敵 を 前に 控 へて ゐ るから、 士氣が 沮喪して はならん と S ふの だら う J 

づ ぽし  ぽぅ ぜん 

高 杉が 圖星を 指されて、 呆然と して ゐ ると、 

『それなら それと、 何故、 乃公に 早く 云 はんの だ』  . 

とい ふと、 高 杉 は、  • 

『ゥ ハ、、 、ヽ』 

と呵々 大笑す る。 木戸 も 共に H< 地に 哄笑して、 兩雄手 を 握り 合った と傳 へて ゐる。 

英雄 は 英雄 を 知り、 俊傑 は 俊傑 を 知る だ。 に、 淸風 竹林 を 渡り 來る やうな、 爽 かな 話で はない 乎 • 

*  ♦  ♦ 

水戶 • M 鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  .  二三 五 
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朝野 有志の 意、 旣に 一 定 したる 以上、 藩 府の議 も 亦た 兹に 一 決し、 士 一月 一 一十 一 日、 上國 形勢 視察の 名 EI を以 

て 木 P に 上京 を 命す るに 至った。 玆 において 木戶 は、 十二月 二十四日 を 以て 山 ロを發 し、 奇 兵隊の 代表と して 三 

好 軍 太 郞ノ御 榍隊の 代表と して 品 川彌ー 一郎、 遊撃隊の 代表と して 早 川 渡の 三人が 之れ に 同道した。 

十二月 二十四日、 井上が 木戸に 與 ふる 書中に も 『坂 本 之 論 之樣、 老 兄御乘 組に 而、 上 國行之 上、 薩 諸子え、 御 

はやく さいがい  よろしき かと 

談決、 一先 相 付 候 方 可 レ然奉 二 愚考 I 候。 どうで 早 災害 を 除き 候 方、 宜乎 被レ存 候』 といって 居り、 叉た 同 伊藤よ 

り木戶 への 書中に も、 『基 木 不動、 復心盛 候樣、 御 良策 御 立 © 被 ，1 成 遣 1 候樣、 賴上 候』 と、 共に 木 戶の行 を 旺んに 

し、 且つ その 勞を 謝して ゐる。 

當時 木戸の 入京 は、 實に 虎穴に 入って 虎 髯を撫 する の危險 事であった。 長 州 再征の 出軍 は、 最早 や 時の ^題で 

し ぼつ  かん. HO  どうえ う 

あって、 將 軍の 親 發は、 間 髮に迫 まって ゐる。 伊藤の 書簡の 中に も 『賊兵 も 四隣え 差 迫、 國內動 搖を兒 込、 打 入 

接り ならむ か。 もはや、 東方 砲 聲發る を已、 日夜 □□ 相 待 計に 御座 候』 〔前揭 木戸に 與 ふる 書〕 といって ゐる くら 

ゐ である。 長 州 人に 對 する 幕府の 警戒 は、 微に 入り 細に 入って ゐ るので あるから、 長 州の 大立 物、 桂 小 五郎が 入 

キ J なん  たち どこ 

京す るの 事實が 知られ やう ものなら、 如何なる 危難が、 立 ろに 身邊に 落下す る や も 知れぬ。 故に 木戶等 は、 最 

初藝州 人と S ふ觸れ 出しで 出 行し、 播州から 舟 を 代へ て 大阪天 保 山 沖へ 入って ゐる。 自 から 好んで 虎穴に 入り 來 

る 木戸の 胸臆に は、 固より 何もの か 深く 頼みと すると ころの ものがなければ ならぬ。 それ は實に 一個の In! 大漢、 

西 鄕南洲 翁の 偉大なる 懷 ろであった。 木戶を 誘導して、 正月 七日、 大阪に 到 著した 黑田了 助 〔淸 隆〕 が、. 西 鄕に報 


する 一 片の 文書の 端に も、 木戸が 如何に 西鄕 に依賴 して ゐ たかを 察する に 足る ものが ある * 

黑田清 隆ょリ 西 鄉吉之 助に 贈れる 書 〔慶應 二 年 正月 七日〕 

〔前略〕 小生 も 去月 二十 八日 〔慶應 元年 十二月〕 防 州 三 田 尻 港 出帆 仕 候處、 不順に て、 漸 やく 今夕 方 〔一 n:: 七日〕 

に 着阪、 御宅へ 罷在申 候。 就て は 桂 氏 〔木 戶〕 外に 上下 八 人 同船 仕、 右 御宅 内へ 罷 居られ 申 候。 扨、 木戶 氏^、 

實に 先生の み、 1^ に 被 二相 慕 T 此節上 國相成 申 候 付、 願く ば 乍 二 大儀 7 伏 見 御宅へ 同伴 仕度 御座 候 間、 右へ 御 待 

迎ひ被 二 成 下 1 候 儀、 相 叶 間 敷 哉。 明 〔正月 八日〕 五ッ 過、 愛 元 出帆の 苦に 御座 候に 付、 少々， 好に 入 可 レ申候 問、 

爲ニ御 案内 1 申 上 置 候。 〔下略〕 

えんご  よう JJ  ひ ご 

京阪の 間にお ける 薩 藩の 有志が、 如何に、 覆面の 木 戶等を 掩護し、 擁護し、 庇護し たかは、 播州から 代 船して 

天 保 山 沖に 進んで 來た木 a 等の 一行 を、 薩船春 日 丸に 乘り 移らし めて 上陸せ しめ、 直ちに 薩州 藩邸に 潜まし めた 

]  さかの 

行； に兑て も 察せられる。 それの みならす、 いよく 淀川 を 溯 ぼった 時には、 薩州 公の 用船に 乘 せて 送り出して 

居る。 ^見に 著いた 時には、 西鄕自 から 船 著 場に 出張し、 村 田 新 八 • 大山 彥八を 隨 へて 出で 迎 ふるのであった。 

伏 見の 薩邸を 出で て、 竹 田 街道 をと つて 京都に 入る ときには、 西 鄕は薩 藩士 を率ゐ て、 4ni から 一行 を護衞 した。 

入京 後 は、 相阈寺 近在の 塔 之 段に あった、 西鄕の 寓居 〔二階建の 家〕 に滯 在し、 數 日の 後ち、 近衞 家のお 花畑に あ 

る 小 松の 別 莊に轉 じた。 

木戸 • 面！^ の 會盟と 薩長 聯合の 結成  二三 七 
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*  聿 

よくもく  だね 

囑 目の 山パ 木戶 にと りて は、 すべて これ 感慨の 種なら ざるはなかった。 山 色 水 態 は舊に 依って 變 はらね ども 

想 ひ 起す 一昨 秋、 長 軍 三 隊が泣 S て 禁闕に 奏せん とし、 遂に 鮮血に 染め 爲 したる 13^1 の 山川で はない 乎。 木戶は 

くわらん まう くわ  ち く  ほうれん  き  ま， f-  • こゥと 

禍亂 猛火の 間 を馳驅 し、 將に 鳳輦 を 叙 山に 捧じ まつらん とし、 一^地に 塗れて、 &兕の 如く 逃げ 廻った 道 も、 草 

も、 野 も、 山 も、 問 はば 昔し を 語り 氣 である。  . 

見なれ し 浪華の 地 を 踏めば、 昔し 盛んな りし 我 侯の 藩邸 は、 幕府の i つと ころと なりて、 i 船の 影 は 見る もい 

ぶせ く、 石橫 はり、 草 亂れ、 廚 朝の 詩人が 玉 華 宮を詠 じて 『溪ハ 回ッテ 松風 長ク。 重、 古 瓦 一一 g ル』 といった 

趣き を、 今 ま 目の 當 りに 見て は、 多情 多感の 木戶松 菊た る 者、 豈に； 大を 仰いで 長大息せ ざる を 得ん やで ある。 木 

戶は筆 を 執って 一 詩 を 誌し、 僚友に 示した。 詩に 曰く、 

天 道 未い 知 是耶 非。  陰 雲 四 塞 日光 微。 

我 君 邸閣看 難.， 見。  春 雨 如：， 淚 滿， I 破 衣？ 

敗殘の 木戶、 面を蔽 うて 來る。 手 を 仲べ、 胸 を 開いて、 能く こそ 來れ と、 相 i きたる 者 は 誰 ぞ。 


〔三〕 木戶. 西鄕 の會盟 (二) 

桂 大いに 薩藩を 罵し る 

木戶の 入京 は p-i ギ かで、 聯盟 密約の 成立が、 越えて 二十 一日で あると ころより 推せば、 在京 日數 凡そ 十日 間 

の 間に、 木 戶等は 果して 如何なる 行動 をと つたで あらう か。 文書の 據 るべき もの は 少ない が、 當時木 戶に隨 行し 

1 ぢきゎ 

たロ2川瞬ニ郞の直一.^は、 頗 ぶる 當 年の 事情 を 明らかにする ものが ある。 本文の 筆者 は、 曾て 品 川の^ 話なる もの 

を、 -ぉ 州の 古老 中原 邦 平 翁から 聞いた ことがある。 談話の 一節 を ここに 揭げ て、 當 時の 事情 を 知る の 料に 供す る 

ことと しょう。 

しなが 戊 や じ らう じゅつく わいだん 

品 川 彌ニ郎 述懷談 〔中原 邦 平談〕 

『1 小五郞 〔木 戶〕 と 西 鄕南洲 翁との 會見 のこと にっきまして は、 私 は. 嘗て 品 川 子爵から、 その 當 時の 模 樣を聽 

いた ことが 厶 います。 子爵の 話に よると、 桂 一行が 京都に ついた の は 慶應ニ 年の 正月 八日で、 直ぐに 相 國土チ の 

近邊 にあった 西鄕 氏の 邸宅に 入った のです。 そこで 木戶は 始めて 西鄕 に面會 したので あります が、 その 時 木 尸 

は頗 ぶる 詳細に 薩長の 1& を 述べ、 長 州の 考へ は、 斯 くく かやう であって、 一に も 二に も 朝廷へ 翁し 奉って 

木 戶 • 西鄕の 會盟と 薩長 聯<1" の 結成  ニー 一一 リ 
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勤皇の 大義 を展 ベようと 致した ので あるが、 不幸に して その 意志が 通ぜ す、 遂に 朝敵の 汚名 を 蒙む つたの は、 

.:• やみ 

まことに 殘 念の 至りで あつたと、 從來の 行 懸りを 詳しく述べ、 面と 向って 隨分薩 州の 嫌味 を 述べた さう です。 

ひ にく ふんがい 

ところが 西鄕 はた だ默 然として それ を 聞いて ゐ たが、 終始 一言 もい はす、 木戸の 皮肉 やら 憤慨 やら を 一 々うな 

づ いて ゐる のみであった さう です。 さう して 木戸の 雄 辯が 終る と、 西鄕は 何と 2 心った か、 木戸の 前に 兩手 をつ 

いて、 頭 を 下げ、 

ごもっとも 

『如何にも 御尤で ごわす』  - 

とたった 一言い つたき りで、 何とも 同情に 堪へ ぬと S ふ 面持ちであった さう です。 品 川 子が S はれる に は、 

かたは 

『木戶 のい ふところ は、 傍らで 聞いて ゐた、 我々 長 州 人で さへ、 隨 分と 非の 打ち どころ があった。 薩州 側に 立 

つて、 言 ひ 分 を 作る つもりなら、 幾ら も 反駁され たに 相違ない。 それ を默 つて 聞 S てゐて T 沟に 御尤」 の 一言 

を發 した だけで、 頭 を 下げて ゐ た西鄕 は、 流石に 大人物であった』 

と 感嘆せられ ましたが、 西鄕 翁の面 目が、 眼の 當り兒 る やうな 心地が 致します』 云々。 

元來、 木戶 は、 两鄉に は 文句が あると， いって ゐ たの だ。 慶應 元年 五月 五日、 山 田 • 兼 重 *廣 澤に與 へたる 書 

とくせ ま 

中に も 『來關 之 上 は、 大島 〔西 鄕〕 へ も、 可レ疑 之箇條 を擧、 吃 度 督責仕 見 度』 と 述べて ゐる 程で ある。 どうせ 聯 

合と 肚は 決めて はゐる ものの、 恨み まなる 薩 藩に 對し、 不平の 有りったけ は 述べたい とい ふの が、 木戸の 肚裡で 

あった。 


*<ん しし *^  *^ は 

而 して滿 身の 面罵 を 浴びた る西鄕 は、 果して 如何に 之れ に應 接した か。 『如何にも 御尤』 であると いった、 西鄉 

の 一言 は、 才略 湧く が 如き 長 州 有志 を、 正面から 面喻 はしめ た。 かう も 出る か、 ああ も 言 ふで あらう と考 へた 豫 

ひらぐ も  § 

期に 反して、 平 蜘蛛の やうに 平伏して 来られて は、 流石の 木 戶も面 喰 はざる を 得なん だで あらう。 閱 きしに 優る 

南洲 翁の 濶大 なる 度量に、 今更の やうに、 驚嘆 もしたら う。 併しながら、 两 鄕 それ 自身に お. S て は、 果して 如何 

の 情なり しか。 

單り 人の 意表に 出づ るの を以 つて、 西鄕の 全幅で あると 思 はば、 大 いなる 誤 まりで ある。 懷 ふに 西鄕は 木戸の 

孤が を 提げて 入京し 來 つた 姿 を兑 て、 胸臆 深く 同情の 淚を湛 ふるものが あつたに 相 遠ない。 木戸の S ふところに 

無理が あるに しても、 長 州の 身に なって 見れば、 かく 慨嘆す るの も 無理 はない と 思った であらう。 『仰せ 御尤も』 

すて せりふ 

と西鄕 がいった の は、 相手 を吞ん でかかった 捨白詞 と いふよりも、 此の 一言より 外に、 S ふべき 言葉がなかった 

てう けん  *  らくじつ こじゃう 

ので あらう。 罪な くして 朝譴を 蒙む つて ゐる 主君の 爲 めに、 落日 孤城 を 支 ふるの 感 ある 防 長 二 州の 爲 めに、 東西 

4-- つ-す ゐ d  ばんゆう 

に 奔命して、 今 は 惟悴し 菜て たる 桂 小 五郎に 對 して、 猶ほ其 背に 鞭う つの 蠻勇 は、 淚の 西鄕に 於て、 到底 不可能 

事であった。 古語に 曰く、 

二 十 年來曾 辛苦。  爲：， 君 幾 下 蒼 龍窟。 

らうかん  きう か  *! う ぜん  ていき ふ 

嘗て 禪 門の 老漢 が、 法を說 いて 此 語に 至り、 忽ち 泣 下して 語る を 得す、 悄然 壇 を 下って 方丈に 返ぞ き、 涕泣止 

含よ くち 

む 能はなかった と傳 へて ゐる。 事 は 修棠の 艱難 を懷 うての 極致で あるが、 今 ま、 西鄕 が、 その 面前に 现 はれた る 

木戶 • 西鄉の 會盟と 薩長 聯合の 結成  二 四 一 
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さう とう  さ 

木戶 を兒れ ば、 彼れ が 半生の 躇蹬を 思うて、 正しく 此 語と 同一 の 意 を 感じ、 心 を 打 たれ、 胸 を 刺された ので は あ 

るまい 乎。 

ひとへ  たよ 

黑 田の 書中に あるが 如く、 『木 戶氏 儀、 實に 先生の み、 偏に 被-一 相 慕 T 此節上 國相成 申 候』 と、 西鄕 一人 を賴 りに 

上って 來てゐ る木戶 である。 木戸が 何 をい はう と、 S ふ 丈 はい はして やり 度い。 西鄕の 情け は、 

『仰せ 御 尤でご はす』 

の 一 語に 竭 きる。 

まんこう 

滿 腔の 不平 を さらけ出す 木戶松 菊、 その 手 を 執って 慰 さむる 西鄕 南洲、 此の 赤心 あり、 此の 仁愛 あり。 犬猿の 

薩長が、 一夕の 會談 によって 和し 了した る 所以で あらう。 _ 

人は理 によって 動かす、 命 も いらす 名 も いらす、 士は 己れ を 知る 人の 爲に 死す ると S ふの は、 唯 だ 是れ、 一 筵 

たうぐ  お 

の 情 あるの みだ。 唐 虞の 治、 唯 だ是れ 情の 一字、 極めて 之れ をい へば、 情の 推す に 外なら すで ある。. 

【四】 木戸 • 西 鄕の 會 盟 a 一一) 

阪本 龍馬 來リ 始めて 會見 成る 

品 川 子爵の 述懷談 は、 更らに その後の 光景に 及んだ。 


『三 四 R 西鄕の 邸に 滞在して、 我々 は近衞 公の 小 松別莊 に移ゥ たので あるが、 四日 經 つても、 五日 經 つても- - 

大事な 聯合の 話に ついては、 つい ぞロを 切らない。 薩摩 側で は、 毎日の やうに 御馳走 をす るば かり、 こちらで 

は それ を 食べる ばかりと. いふ 始末で ある。 木戶の 方で は、 こちらから 話し 出して は、 長 州から 降參 する やうに 

なる から、 先づ 先方から 口 を 切らせようと 思って 默 つて ゐる。 すると 先方で も 同じ 氣 持ちで ゐ ると 兌え て、 何 

も 藤 州が 頭 を 下げる 譯 はない。 今に 長 州から 折れて 來 るに 違 ひない とで も 思って ゐる もの か、 更らに 薩長 聯合 

の 大事 實に 接近して 來 ない。 結局 御馳走 をす る、 食べる、 とい ふより 外 はなくな つて、 何となく 雙方 睨み 八" ひ 

の 形で、 無爲 のま ま、 その 日 を 送る。 木 戶も堪 り 兼ねた と兑 えて、 たうとう、 

『我々 は 何も 京都まで 御馳走に なりに 來 たので はない。 聯合の 話が 出ないならば、 一 曆 のこと 歸 つた 方が よい • 

どう だ 諸君 引き上げて 了 ま は うぢ やない か …… 』 

とい ひ 出した。 我々 も氣が 立って ゐ るから、 衆議一決、 袂を拂 うて 去らう とすると ころに，、 馬關 から 阪本 龍馬 

が 上って 來た。 それが 二十日の こと だ。 阪 本が 木戸に 向って、 

『どう だ、 聯合の 話 は …… 』 

と 聞く。  . 

『何も 出ない。 御馳走に 許りな つて、 チット も 進み はせ ぬ』 

と 木戸が 半分 疳瘤 まぎれに、 吐き出す 檨に いふ。 阪本 は、 

木 戶 • 西鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  二 四 三 
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『もう 大 がい 濟んだ 頃 だと 思った が、 それ ぢゃ どもなら ぬ』 

そくざ 

とい ふので、 二十 一日 兩 派の 大會合 を 開いて、 速 座に 聯盟 は 成立した …… 』 云々。 

しんかう が- * り 

さ しづめ 進行係の 役 ほを阪 本が つけた 譯 であるが、 阪 本な くんば、 何時まで 御馳走 をした か 分からす、 叉た • 

どうせい  こしょ-つ 

何時まで 御馳走に なって 居た か 分らぬ。 當時阪 本の 動靜 は、 長 府の三 吉愼藏 が、 阪 本に 扈從 した 日記の 一端に 見 

えて ゐる。 

三 吉愼藏 日記 妙 〔應慶 二 年 正月〕 

慶應 一一 年 丙 寅 正月 元日 

たんさく 

一、 御内 命 を 以て、 當 時勢 探索の 爲め、 土 州 藩 坂 本 龍馬へ 被 11 差 添 T 出京 之 義被ニ 仰 付 I 候に 付、 卽 刻長府 出立 

にて、 馬關に 至り、 福 永專助 宅に 於て、 初めて 坂 本 氏へ 面會に 付、 印藤 聿 〔長府 藩士〕 より 引合せ、 三 名 一 

同、 方今の 事情 懇談、 一夜に して 足らす。 翌 二日より 同宿し、 協議の 上、 至急 登 京の 事に 決し、 出船の 用 

意を爲 す。 時に 急 便な く、 止む を 得す、 五日 迄滞關 す。 

同月 六日 

一、 日 切 船へ 乘 組み、 同 十日 出帆す。 風潮" 小レ 順。 同 十六 日 祌戶へ 着、 直に 上 接 す。 此 地へ  一：^ し、 入京の こ • 

,v を 計る。 


同月 十七 日 

一、 祌戶湊 川に は、 岡 藩 〔中 川. 氏〕 の警固 あり" 神戶 より 通 船に て 上 坂す。 細 川 左 馬 介 • 寺 內 新左衞 I： は、 坂 . 

本 氏へ 隨 行に 付、 同伴す。 兩名も 土 佐の 人な り。 

同月 十八 日 

1、 大坂薩 州 邸へ、 坂 本 氏 一同 到る。 留守居 木場 傳. s: へ面會 し、 事情 聞 取 候處、 入京 成り 難き 趣に 由り、 木 

場 氏より、 薩 藩の 船 印し を 借 受け、 坂 本 氏 を 始め、 薩藩 人と 假稱 して、 入京の 用意 を爲 す。 夜に 入り、 大 

じ だん 

坂 城代、 大久保 越 中 守 〔忠 寬〕 宿所へ、 坂 本 氏 訪問に 付 同行す。 越 中 守より 内密 示談の 趣 は、 坂 本 等 事 は、 

探索 嚴密 にて、 目下 長 州 人 同行に て、 入京の 3ni 相 知れ、 其 沙汰 あり、 手配り 致した るに t:、 早々 立 返き 候 

じょうた.： 

方 然るべ しとの ことに 因り、 坂 本 氏 一同 切迫の 情 態 を 察し、 直に 宿所に 歸り、 用意の 短銃 は、 坂 本 氏、 本 

込 銃 は 細 川 氏、 拙者 は 寺 町 地方に て 手 槍 を 求め、 各ぶ 約 を 定め、 速に 上京と 相 決す。 

同月 十九 日  、 

一、 薩州 藩士 坂 本 龍馬 上下 四 人と 船宿へ 達し、 川 船 印し 相 建て、 伏 見へ 通 船す。 

一、 八 軒！： に は 慕.^ 新撰 組 出張に て 人別 を改 む。 

一、 八幡 • 淀の 間 は、 淀 藩 之 を 固め、 山 崎の 方 は、 津藩之 を 固め、 川 中には 所々 船 番所 を 設け、 往 來を改 む。 

伏兑豐 後橋邊 は、 水口 藩より 固む。 右の 如く、 嚴 重の 警 固の 處、 一 同 無事に、 伏 見 船宿 寺田屋 方に 著す。 
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同月 廿日 

一、 坂 本 氏 及び， 1 川 • 寺內等 先達て 入京し、 目今の 事情 探索し、 後れて 拙者 は 上京の 事に 約し、 三 名 出立す。 

因て 拙者 は、 薩 藩士の 都合に して、 寺 田屋へ 潜伏し、 京 情の 報 を 待つ。 

同月 廿 一日 

一、 幕府 新撰 組 廻番、 晝夜嚴 重 人別 を改 む。 因て 此時は 二階 夜具 入れ、 物置き 等に 潜み、 其 場 を 避く。 

同月 廿 二日 

一、 一橋 公、 宇治へ 進發 用意と して、 伏 見 市中、 戶別 調ら ベ 厳重に て、 進 返 切迫の 處、 彌ょ 一名 潜伏と 見認 

め を 受けし が、 頓て內 達 ありて、 寺 田 屋へ薩 人 一名 止宿の 檨 子に 付、 追 々取調へ 候 得 共、 不審 無レ之 者に 

ぐ わじよ く 

付、 着 置可レ 然との 由 報知 を 受け、 益す 寸暇 も 油斷不 11 相 成 一に 付、 s= 意の 銃檢、 臥 尊 中に 藏し、 覺 悟す。 

へんさう  うす/ \ 

本文の 文脈に よって 察する と、 木戶 等が 變裝 して 入京した こと も、 薄々 幕府の 知る ところと なって ゐ たこと が 

かんし 

知れる。 大久保 一翁の 忠言に よって 見ても、 阪 本の 身 逢に は、 嚴 重なる 監視が ついて ゐる こと を も 察せら るるの 

である。 木 戶も阪 本 も、 實に 危急の 場に 立って ゐる とい はなければ ならぬ。 

氺  * 

*  *  * 

却說、 木戶を 京都に 送り出して、 先づ 一安心と、 胸 撫でお ろした 阪本 龍馬 は、 三 吉愼藏 • 福 永專助 • 細 川 左 馬 

介 • 寺內信 右衛門 を帶 同し、 正月 十日 馬 關を發 し、 十六 日 神戶^ 上陸、 十八 日 大阪に 著 いた。 當時、 阪本 等に 對 


たん く  きび  うすく  けはい 

する 探索の 乎 は、 最も 嚴 しく、 殊に 木戶等 入京の こと も、 薄々 幕府の 探知す ると ころと たった 氣配も あるので、 

薩 藩の 木場 傳. T が、 阪 本に 注意す ると ころがあった。 

すると 大瞻 な阪本 は、 その 夜、 兼ねての 知遇が あるので、 大阪 城代、 大久保 越 中 守 〔忠 寬〕 を、 その 役宅に 訪ぅ 

た。 驚いた の は大久 保忠寬 で、 

*• うす 

『阪本 君、 君 は 容子を 知らぬ から、 今頃 ノコく こんな 處へ現 はれて 來 たの だら うが、 實は 京都 守護 職 配下の 

たんてい  たんち  めしと 

探侦 は、 IS; 等が 長 州 人 を 引 つれて、 上京して 來る とい ふこと を 探知して、 上 阪に待 受けて、 召 捕る とい ふ 通知 

が 來てゐ る。 實は 先刻、 召 捕の 手配 を予が 命じた ばかりの ところ だ。 君 等 は 愚圖々 々して ゐる 場合で ないから 

直ぐに 何處 かへ 逃げろ。 そうでな いと 余が 迷惑す る』 

流お に 後の 大久保 一翁、 勝 海 舟と： a んで、 幕府 中の 人傑と された ほどの 人物、 よく 祕事を 明かして、 阪 本の 危 

難 を 避けし めた。 阪本 もいた く 城代の 任俠に 感じ、 

『これ は どうも有難う ござる』 

と 直ちに 宿 を 立ち 出で、 高 杉が 餞別に 贈って 吳れた ピストル を 護身 用に して、 薩 藩士な りと 稱 して、 京都に 乘り 

込んだ ので ある。 

『これ は大變 M..』 

と 遁げ出す のなら ば、 聞え てゐ るが、 
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大西 鄕全櫸 第二 5  二 四 八 

『よし 来た』 

か いげん か  しゃかん 

と 許り、 守護 職戒嚴 下の 京都へ、 飛び込んで 行く なぞ は、 無謀 を 極めた 話 だが、 快 男兒阪 本の 面目 は、 這 間に iS 

さんりん 

如と して 金 鱗 をお どらして ゐる。 況ん や、 之れ によって、 木 戶* 西 鄕の、 維新 回天 史上に 一時 代 を 割 せんとす る 

一大 會見を 成就せ しにお いて を やで ある。 

【五】 木戸-西 鄕 の 會 盟 (四) 

歴史的 大會 見に おける 兩 派の 陣容 

着 

毎日 每晚、 御馳走ば かりして ゐる奴 も、 して ゐる奴 だが、 それ をのん ベんだら リと、 食って ゐる奴 も、 食って 

なが だん だん ギ- 

ゐる奴 だ。 さらぬ だに 短 かい 冬の 日足に、 長談議 は 無用 だが、 まだ その 談議 にまで も 及ばぬ と は 驚き入つ たもの 

ちう さい  そくざ 

だ。 これ だから 夫婦喧嘩の 仲裁 は 骨が折れる。 と 快 男 兒阪本 龍馬 は、 速 座に 兩 雄の 握手 を 求めた。 

阪 本が 京都に 乘り 込んだ の は、 正月 二十日であった。 阪本は 直檨、 木戶を 訪づれ て、 事情 を 聞いて 見る と、 も 

と  ふんぜん  めんきつ 

う 夙つ くに 成立して ゐる 答の 聯合が、 右の 始末で ある。 これ を 聞いた 阪 本が 情 然として、 木戶を 面詰し、 

『僕 は 長 州の 爲に 遣って ゐ るので もなければ、 又た 薩 州の 爲 にも 遣って ゐ るので はない。 天下の 爲め、 日本の 

爲 めに 遣って ゐ るの だ』 


と、 火の 出る やうに 罵し りつけ た。 後に 阪 本が、 


『乃公 は、 一生 怒った こと はな いが、 あの 時ば かり は、 心から 怒った』 


ザつ えん  すご 

と 中島 信 行に 語った とい ふから、 當時阪 本の 舌焰 が、 どのく らゐ 凄かった か は、 想像に： @ りが ある。 『土 佐 勤皇 史 J 

の 記述に 曰く、 

明れば 十九 日 〔正月〕 未明、 木場 〔傳 內〕 は、 薩州 藩士 阪本 龍馬、 上下 四 人と 船宿へ 通達し、 薩 藩の 船 印 を 押し 

さかのば  にんべつ 

立て、 淀川 を 溯 れり。 八 軒屋に 新撰 組 出張な し 居り、 人別 を 改め たれ ども、 一 行 無事に、 夕方 伏 見 船宿 寺 

田屋に 着して、 三吉 のみ を 寺 田屋に 潜伏 させ、 阪本は 細 川 • 寺 内の 一 一人 を隨 へて、 直ちに 此の 夜 京師に 入り、 

を は 

二 本 松の 薩 藩邸に 投ぜ り。 却て 說く、 桂 は、 西鄕 と初對 面の 辭を畢 る や 、、細心 i なる 娃は、 從來長 藩の 執 

り來 りたる 方針、 及び 其 14 過より、 1 時 兩藩衝 i_ &を惹 き 起せし 關係を も樓述 し、 長 藩に 於て は、 更に 他心な 

きを 說 きしに、 に 九 門の 戰爭 前より、 島 地 を 出で 来りし 西 鄕は、 唯 之 を敬聽 せる のみに して、 敢て 容易に 

にらみあ ひ  ぎょうおう 

1 言 をも發 せす、 に 重き を 持しつつ、 睨 合の 姿の み。 毎日 饗應に 意 を盡 くして、 談笑す る も、 其の E! 的た 

る 聯合 盟約の 事に 至りて は、 雙方 共に 未だ 口 を 開かす、 签 しく 日 を 送り 居たり しなり。 抑 も 京師の 薩 藩邸に 

は、 家え 三人、 卽ち小 松の 外に、 島津 伊勢と 桂右衞 と あり。 西鄕 は、 中老 格の 取扱、 大久保 其の 他 知名の 

人物 は、 岩 下 佐 次 右衛門 • 伊地知 正 治 • 村 田 新 八 • 中 村 半次郞 • 西 鄕新吾 • 大山 彌助 • 野津七 左衞門 等に て 

ぐう  しゅび  かたち 

ありき。 而 して 阪本 は、 同 二十日 桂 等の 寓に來 り、 先づ 談判の 首尾 は 如何にと 問 ふや、 桂 は 意外に も 容を改 

木戶 • 西鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  二 四 九 
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め、 『君 等の 同志が、 今日まで 折角の 御盡 力なれ ども、 僕 は 此の儘 歸國 する 覺悟 なり』 と斷 言す。 阪本 打ち 驚 

きて" 夫れ は 如何なる 仔細 かと 云 ふと、 桂 は 『阪本 君よ、 先づ考 へても 兑 玉へ、 目下の 薩藩は 中立す ると も 

いづれ さ だん  .  まう ゐ ちう 

或は 孰に 左 招す ると も、 其の 進 返 は， 自由な り。 唯 弊 藩 は 天下 を 敵と して、 其の 包圍 中に 孤立せ る 場合なら す 

や。 然るに 1  母 夜の 宴席に て、 未だ 薩 藩の 軍： 役より、 聯合の 事 を 言 ひ 出さす。 今 夫れ を 我より 言 ひ 出せば、 全 

あはれ み  らうたい 

く 憐 を 他人に 乞 ふ 道理な り。 たと ひ 防 長 二 州 焦土と なると も、 面目 を 落す が 如き 陋態を 取る 能 はす。 故に 

寧ろ 斷然 歸國と 決心せ り。 然れ ども 此の 胸中 を 君に 一言し、 せめて は、 是 迄の 御盡 力に 謝せん と、 唯 朝夕 君 

の 來るを 待ちし のみ』 と。 阪本は 桂に 向 ひて、 『長 州の 體面 云々、 一 應は尤 に 承 はれ ど、 元來 薩長の 連合 は、 

此の 日本 國を救 はんが 爲め なれば、 一藩の 私情 は 忍ばざる 可ら す、 暫く 待れ よ』 と、 云 ひ？ はきて、 直ちに 西 

鄕の 許に 至り、 其の 無情 を 痛論せ るより、 西鄕、 大久保 等も爲 めに 意 を 決し、 『然 らば 此の方より、 改めて、 

同盟の 儀 を 桂に 申し込むべし』 とて、 玆に 維新 中興の 新 局面 は、 始て拓 開せられ ぬ。 後日、 坂 本 自ら 中島 作 

- -r) ： ト- -U  *|^^  A  A'  A  A  A  A  A  A  A  A  AAAAAAAAAAAAAA 

太郞 〔信 行〕 に 語りて 曰く、 『我 生來 怒りし ことなき も、 此の 時ば かり は眞に 激昂したり』 と。 唯 此の 桂と 阪本 

との 精神的 片語 も、 亦 以て 之 を 千古の 靑 史に傳 ふるに 足らす や。 〔土 佐 勤皇 史〕 

かくて 愈ぶ 會同は 正月 二十 一日、 木戶 等の 宿所に 充てられた、 小 松の 別莊で 催された。 當 時の 會合は 何人が 出 

,  さう さつ 

席した か、 確實 にす る こと は 出来な. S が、 少なくとも、 左の 人々 の 顔合せであった こと は、 . ^ぷ 之れ を 想 察する 


ことが 出 來る。 


長 州 側 


州伤 


r 木 戶孝允 

品 川 彌ニ郞 〔御楣 隊〕 

三 好 軍太郞 〔奇 兵隊) 

早 川 渡 〔遊 颦隊〕 

西鄕 隆盛 

小 松帶刀 

吉 井友實 


土 州 側 


阪 本 


青 


馬 


細 川 左 馬 介 〔池 內藏 太〕 

寺 內 信 左衞門 


薩州 側で、 主として 此の 會 見の 衝に當 つたの は、 いふまで もな く 西 鄕 • 小 松の 兩人 であった。 當時猶 ほ 火久保 

う もく 

も 在 古 小して ゐ たから、 此の^51要會議に顔を出さぬ！^^11はなぃが、 彼れ は 寧ろ 他に 運動の 要目 を 持って 居り、 會 同の 

主役と なった 迹 がない。 三 吉愼藏 の 日記に よると、 彼が 二月 一 日、 入京し 來 つた 時に、 薩州 藩士と して 在京して 

ゐた 有志と して、 

木 戶 • 西鄉の 會盟と 薩長 聯合の 結成  二 五 一  i 
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〔太 夫】 小 松帶刀 • 島津 伊勢 • 桂 右 衞鬥。 

【中老 格】 西 鄕吉之 助。  ：  - 

【其 他】 大久保 利 通 • 吉 井友實 〔幸 輔〕 • 岩 下方 平 〔左 次右衞 門〕 • 伊知地 正 治 • 村 田 新 八 • 桐 野利狄 〔中 村 半 

次 郞〕. 西鄕從 道 〔新 吾〕 • 大山 巖 〔彌 助〕 • 內田政 風 〔忠之 助〕 • 伊集院 金次郞 • 中路權 右衞門 • 野津鎭 

雄 〔七 左衞 門〕 • 鈴 木辰彌 • 兒玉 四郞吉 • 木 原泰雲 〔醫 師〕 

の 諸 名 を 擧 して ゐる。 之れ によって 見れば、 薩州 側に お S て は、 勤皇の 中堅 は、 殆んど 舉げて 京都に 集中して 

ゐ たと S はなければ ならぬ。 殊に 西 鄕吉之 助 を 家老 格の 次に 特記して、 中老 格と して をる のに 晃て も、 當 時西鄉 

の 地位が、 如何なる ところに あつたか を 察する ことが 出来る。 いづれ にしても、 薩長 會盟の 中堅 は、 西 鄕. 木 戶* 

阪 本の 三 傑 を 推さなければ ならぬ。 

いよく 兩 派の 會 見と なり、 兩 方から 手 を さし 伸べ て 握手す るば かりにな つて ゐて、 猶ほ 且つ 我より 先き に 頭 

&  もの  さ V え  り ざ  す：  r  n 

を 下げん とする 氣早 者はなかった。 薩州 側が、 榮螺の やうな 大き S 奴 を 膝が しらに 据 ゑて 待って ゐ ると 長 州 仰 

では、 屛 風の やうに 肩 を 聳えさして、 構へ 込んで ゐ ると いふ 有 檨だ。 

『何も 長 州が 頭 を 下げる 理窟 はない。 芋から 先き に降參 して 來 い。』 

ぢ きでん   

物凄 S 聲 調が 聞え る。 毛 利 元 就からの 直 傅と S はんば かりの 驛だ。 薩州 側で も默 つて は 居らぬ。 整に 應 じて 島 

ばんせい 

津義 久以來 の、 蠻聲を 張り あげよう とする の を、 西 鄕は靜 かに 制しながら、 


『降參 で ごわす か。 ようご わす、 降參 しませう。』 

よく  レん きん おうしう 

雲突く 西鄕 が、 その 巨驅を 屈め、 疊の 上に 兩手 をつ かへ て 感動に 應酬 した 一諾 は" その 聲 地に 垂れて 使し とい 

はんもく  うんさんむ せ-つ 

へど も、 實に 金鐵の 東き を爲 した。 さし も 久しき 薩長の 反目 も、 西鄕の 一語 を 得て 雲散霧消し、 後 は. K 河の 決す 

るが 如く、 滔々 として 水 は 大海に 打ち そそいで、 ここに 兩藩 提携の 盟約 は 結ばれた ので ある。 

^.\》ぃ  含ら ひ 

玆に 薩長 聯合の 成る に 到る お i 緯に關 して、 木戸が 衷心 を訴 へたる 自記が ある。 多少、 東複の 嫌な きに あらざる 

も 之れ を， 次に 揭げ て、 一考に 供して おく。 

木戸 孝 允 手記 〔慶應 二 年 正月〕 

しき リ 

十二月 〔慶應 元年〕 薩州黑 田 了 助 〔淸 隆〕、 予を 尋ねて、 馬關に 至る。 談話、 一日、 切に 余に 上京 を 促す。 此時 

阪本 良馬 c: 龍馬〕 亦 来て 馬關に 在り。 叉 頻に黑 田と 共に、 上京の こと 論す。 而 て! ^小夢 ^至り、 き か^ま 

會す るに 忍 ひす、 故に 他人 をして、 上京せ しめんと す。 而て 高杉晋 作. 井上 聞 多 等、 亦 余 をして 上京せ しむ 

る こと を 論し、 終に 公 命 下る に 至る。 依て 余、 恥を忍 ひ、 意 を 決し、 諸隊 中の 品 川 彌ニ郞 ニニ 好 軍 太 郞* 早 

川 渡、 土人 田 中 謙 介、 薩人黑 ^了 介と 同船、 浪華に 至る。 于, 時 冗 月 四 m 也。 其翌、 同船、 淀 水 を 折る。 ； s<p 

出 下 を 過き、 慨然 流涕 せざる ものな し。 五更、 伏 水に 達す。 西 鄕吉之 助. 村 田 新 八 等、 迎て 共に 京都に 人り、 

薩州 邸に 至る。 在留 中、 大久保 1 藏. 小 松帶刀 • 桂右衞 門、 其 外相 面會 する もの 數十 人、 懇志甚 厚、 在留 殆 

木 戶 • 西鄕 の會盟 と薩畏 聯合の 結成  二 五三 
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二 旬、 而て 未た 兩 藩の 間に 關 係す るの 談に及 ばす。 余 空く 在留す る を 厭 ひ、 一 日 相辭て 去らん と 欲す。 其 前 

日、 坂 本 良馬 〔龍馬〕 上京して、 余 を 尋ねて 來り、 兩 藩の 間 相 誓約す る 所以 を 問 ふ。 余 答て 曰く、 一  も 誓約す 

よろこ  11,^んぜん  てキ. J しん 

る もの 無し。 良馬 甚恰 びす。 怨然ー ：4 て 曰く、 余等兩 藩の 爲に 擲身盡 力す る もの は、 決て 兩 藩の 爲に 有らざる 

也。 只 天下の 形勢 を 想 察し、 寤寢も 亦安ぜ さるもの 有，^。 然るに 兄 等 多事の 際、 足 を 百 里の 外に 擧け、 兩 藩 

じんぜん  ，  1,-- つき やく 

の 要路、 冗， に會 同し、 荏苒 十餘 日、 叉お 相 去らん とす。 其 意實に 解す 可から す。 iHil 々の 痴情 を脫 却し、 何 

そ 瞻心を 吐露し、 大に 天 下の 爲に 將來を 協議せ ざる。 依て 余 答て 曰く、 足下の 言、 固より 善し。 雖レ然 、今日 

げん ゐん  くわ くん 

のこと、 自ら 元 因 有り。 一朝一夕の 故に 有らす。 長 州 始め 天下の 危 を傍觀 する 能 はす、 寡 君、 則 奮然 意 を 決 

vM さ 

し、 大に 天下の 爲に盡 力 せんとす。 固より 危難に 處し、 敢て 顧みる の 意な し。 余 等 も 亦、 一意 其 主旨 を輙佐 

し、 萬 一 に 報ぜん とす。 而て 幕府、 前後 反復、 終に 獨り、 條理を 踏て； 大 下に 孤立し、 今日の 厄に 至る。 臣子 

の Ik て 分と する 所な り。 而て今 日、 薩 州の 地位、 自ら 長 州と 異る もの 有り。 試に 之 を 語ら は、 薩州は 公然、 

天子に 朝し、 薩州は 公然 幕府に 會し、 薩州は 公然 諸侯に 交る。 自ら ：大 下に 封し、 公然 盡す 所有る 可し。 我 長 

州の 如き は、 天下 皆 敵、 旌旗已 に 四 境に 迫る。 一藩の 士人、 只 心中に 安す る もの を 以て、 一死 之に 當 らんと 

くわつ ろ  きょく 

す。 固より 活路な し。 長 州の 立と ころ、 危險の 極と 云て 可な り。 而て長 州 か 今日 を 開き、 薩州 と共に せんこ 

二 よえん 

と を 謀る。 彼 をして 我 危險の 地に 誘 ふ。 言す して 自ら 助 援を乞 ふに 似たり。 是長州 人の 心と せ さる 所ろ、 余 

S1 之， を 辱 づ。 薩州 皇 家に 盡す 所有ら ば、 長州滅 すると 雖 とも、 亦 天下の 幸な り。 余 決て 口 を 開く 能 はす。 


於レ兹£^{馬、余の動ざるを悟り、 又敢て 責めす。 而て薩 州 又 俄に 余の 出發を 52 め、 一日、 西鄕 余に 今日 ひ 形 情 

を圖 り、 六條を 以て 將來を 約す。 良馬 亦此 席に 陪す。 其翌 夜、 京都 を發 し、 浪， If に 下り、 留る數 日、 而て前 

ぴ ゆうぶ 0 

に 約す る 所の 六條、 前途 重大の 事件に して、 余の 謬 聞 有らん こと を 恐れ、 一書 を 認め、 良馬に： 止す。 馬 其 

紙背に 六 倏の違 誤な きを 誓て、 之 を 返す。 黑田了 助 • 村 田 新 八 等、 數人余 等 を 送て、 浪華に 至り、 了 助 は 終 

に 歸途、 共に 藝 州に 至り、 其より 又 長 州に 至る。 而て 長州擧 藩、 必戰を 期し、 士氣? 、此 際薩 州の 我と 通 

&く わん 

する を、 擧藩 をして 知らし むる 時 は、 士氣 自ら 弛緩 せんこと を 恐れ、 敢て之 を 人に 示さす。 獨り我 公と、 耍 

路の 一 兩 輩に 吿る 而已。 

わ. 0 

常時 は祕 中の 祕 事であって、 之れ を 知る 者、 緹 かに 数人の 間に 過ぎなかった こと も、 今日 之れ を 記せば、 天下 

の 一 大事 實 として、 特筆大書 さるる。 {是 に是れ 昭代の 慶福で ある。 

1 

一 

【六】 木戸 • 西 鄕の 會 盟 (五) \ 

愈.^ 成立せ る 薩長 攻守同盟 

當 日の 會合 において、 如何なる 議論が 鬪 はされ たかは、 明文の 存 する ものが ないから 分り かねる が、 11^ の 要 

領は、 木戸が 阪 本に 與 へた 書 欣 によって 窺 ふこと が 出来る。 
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木戸 孝 允より 阪本 ffi 馬に 與 へし 書 〔慶應 二 年 正月 二十 三日〕 

すねれ う 

奉呈、 亂 筆に 付、 得と 御 熟覽、 御 推 了、 不足 之處 は、 御 了簡 奉 11 願 上 1 候。 

拜啓、 先 以御淸 適、 大賀此 事に 奉レ存 候。 此度は 無レ間 また 御 分袂 仕 候 都合に 相 成、 心事 半 を-小， 盡、 遣憾不 

レ少 奉レ存 候。 乍 レ然、 終に 行 違と 相 成、 拜 顏も當 分不レ 得, 仕事 歟と、 懸念 仕 居候 處、 御上 京に 付候而 は、 折角 

之&趣 も、 小 〔帶 刀〕 西 〔隆盛〕 兩氏 等へ も、 得と 通徹、 且兩氏 どもよりも、 將來 見込 之邊 も、 御 同座に 而、 委 

か/. > えつ 

曲 了承 仕、 無, 1 此上 T 上 は 皇國； 大下 蒼生 之爲 め、 下 は 主家 之爲 にお いても、 感悦之 至に 御座 候。 他日、 自然 も 

皇國之 事、 開運 之 場合に も 立 至り、 勤王 之 大義 も、 天 下に 相 伸び、 皇威更 張 之 端 も、 相 立 候 節に 至り 候 はば 

大兄と 御 同檨、 此 事は滅 せぬ 檨、 後 來之爲 にも 明白 分明に 稱述 仕置 申 度、 乍 レ然、 今日 之處 にて は、 決て 少年 

ふ き 

不顳之 徒へ：^ らし 候 は、 終に 大事に も 關係仕 候 事に 付 必心は 相 用 ひ 居 申 候 間、 御 安心 は 可 レ被レ 遣 候。 弟 も 二 

氏 談話 之 事 も吞込 居候へ 共、 前 申 上 候 通、 畢竞 は、 皇國之 興 にも 相 係り 候 大事 件に 付、 試に 左に 件々 相認 

申 候 間、 事 其 場に 至り 候 時 は、 現場 皇國之 大事 件に、 直に 相 係り、 事 そこに 不レ 及して 、平穏に 相濟候 とも、 

將來 之爲に は、 相 殘し置 度義に 付、 自然 も 相違 之廉 御座 候 はば、 御 添削 被 二 成 下 1 候而、 幸便に 御 送り返し 被， I 

成 遣 一 候樣、 偏に 奉， 1 願 上 I 候。 

一、 戰と相 成 候 時 は、 直 樣ニ千 餘之兵 を 急速 差 登し、 只今 在京の 兵と 合し、 浪華へ も、 千 程 は 差 置、 京阪 兩 


處を相 固め 候 isr 

つ と 

一、 戰、 自然 も 我 勝利と 相 成候氣 鋒、 有 vN 候と き、 其 節、 朝廷へ 申 上、 吃 度 盡カ之 次第 有レ之 候との 事。 

まけいろ  くわいめ つ 

一、 萬 一、 戰、 食 色に 有レ之 候と も、 一年 や 半年に は 決 而澄滅 致し 候と 申 事 は、 無》 之 事に 付、 其 間に は、 必 

盡カ之 次第、 屹度 有レ之 候との 事 

えんざい 

I、 是 なりに V 幕 兵東歸 せし とき は、 屹度 朝廷へ 申 上、 直樣宽 罪は從 11 朝廷 1 御免に 相 成 候 都合に、 吃 度壶カ 

との 事。 

一、 兵士 を も 上國之 上、 橋 〔一橋〕 會 〔會 津〕 桑 〔桑 名〕 等 も、 如 二 只今 1 次第にて、 勿體 なく も 朝廷 を 擁し 奉り、 

さへ ぎ 

正義 を 杭し、 周旋 盡カ之 道 を 相 遮り 候と き は、 終に 及 ニ決戰 1 候 外、 無：， 之との 事。 

一、 寃罪も 御免 之 1 は、 雙方、 誠心 以相 合し、 皇國 之御爲 に、 碎身盡 力 仕 候 事 は、 不， 1 中 及 7 いづれ 之 道に し 

あくど 

て も、 今日より、 雙方、 皇國之 御爲、 皇烕相 輝き、 御 回復に 立 至り 候 を 目途に、 誠心 を盡 し、 屹度 盡カ可 

レ 仕との 事。  ■ 

弟に おいて は、 右 之 六廉之 大事 件と、 奉レ存 候。 爲：， 念 前 申 上 候樣、 戰、 不戰 とも、 後來之 事に 相 係り 候皇國 

之 大事 件に 付、 御 同様に 承知 仕 候て、 相違 之 儀 有レ之 候て は、 I にか かる 苦 身盡カ も、 水 之 泡と 相 成、 後來 

之靑史 にも、 難 レ被レ 載 事に 4?、 人に は必 知らせす とも、 御 同檨に は、 能くく 覺置度 事と 奉 レ存、 御 八 I 袂後 

あ ラとラ 

も， 得と 愚按 仕、 毛頭 無二 隔意 ー處 を以、 內々. K 兄まで、 爲：， 念 申 上 候 儀に 付、 右 六廉、 得と 御 熟 覽被ニ 成 下 T 
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自然 も 弟 之 承知 仕 候 儀、 相違 之 儀 も 有， 之 候 はば、 必々 御 存分に 御 直し、 被-一成 遣， 候て、 此書狀 之 裏へ、 乍， 一 

失敬 一 御 返書 御 認め 被， 下 候て、 幸便に、 吃 度 無， 一 御 相違； 御 投じ 被， 一成 遣 一 候檨、 く 奉 二 願 上 一 候。 實に. H 

餘之處 は、 機會 を不レ 失が 第一に て、 いか 樣之 明策 良計 にても，、 機會を 失し 候て は、 萬 之 ものが 一 つ ほど も、 

役に 相 ま不， 中、 素ず 候て は、 却て 後 i と 相成續 も不， 少、 鬼角、 S つで も sif 響 を 失し 靠 

之 事 は、 其 例し 不レ 少、 終に 姦物 之 術中に 陷り候 事、 に 御座 候 間、 御 疎 も 無， 之 事に 御座 候へ 共、 此處は 

精々 御 注目、 被き 成 候て、 御 論述、 皇 國之大 機、 必無， 一勉 if 御 回復 之 御 基本、 相 立靈、 奉レ 祈候。 

0 乙 a 丸 一條、 小事に は 御座 候へ 共、 委曲 〔御 字 脫？〕 承知 之 如く、 一身に 取り 候て は、 闲苦千 萬に て、 a&l 

軍 與廢に は、 屹度 相 係り 候 事に 付、 何も 逐一 御 存之譯 に 付、 兼て 存じ 通に 相 運び、 弊國之 海軍 も、 相 與り候 

檨、 無 n 此上 r 吳々 も 奉， 願 候。 何分に も、 小 松 太夫 i 刀^ 込 吳不， 申 候て は、 實以 g| 此 事に 御座 候。 隨て 

秦は廢 滅に 至り？ 申 候と、 懸念 仕 候。 先 は 前 條之秦 、 0f 鬼 角、 ー應？ 申 上， とま 存、 相認 

候 儀に 付、 奠、 委曲 申 上 候 通 之 次第に 付、 得と 御 じ li 見ん を 賜り、 必々 御 裏書に て、 御 返書、 偏に 奉 二 願 上 一 候。 

其 中、 必々 時下 御 厭 第一に 奉- 存上ー 候。 乍 = 失敬 T 御 序 之 節、 小 〔小 松〕 西 〔西 鄕〕 吉 〔吉 井〕 氏 等、 其 外諸彥 へ、 

可 レ然、 御 致 意 奉レ願 候。 委曲 御禮書 は、 歸國之 上、 出し 可， 申と 奉， 存候。 爲， 其、 お々 頃 首拜。 

正月 念 11 一 〔慶應 二 年 正月 二十 三日〕 

尙ほ 本文 之處 は、 吳々 も 得と 御 熟 覽を赐 り、 萬 一 も 承知 仕 違への 處は、 御 直し 被 二 成 遣 r 投て、 、，- 々幸便 ゆ 


襄書御 答、 偏 奉 n 願 上 1 候。 此 餘之處 は、 只々 機 會之處 而已、 掛念 至極に 御 鹿 候。 大 は 元より、 小 一?ff に 

て も、 必 成敗 は 多く 機會 之失不 失に 有 レ之申 候。 此邊之 儀 は、 吳々 も 御 助力、 皇國之 御爲、 奉 n 祈念 1 候。 

前 田恭齋 子へ、 藥禮之 事、 御 願 仕、 奉 二 恐 入 1 候。 且恭齋 子より 詩作 も 送られ 候に 付、 其 返答 も 可：， 仕と 奉 

レ存 居、 如 ，1 御 承知 T 出立 前、 大混雜 にて、 且々 出立 仕 候 位 之 次第に 付、 其 儀 も 其 儘 打 置 候 間、 以、 不情 

不信 之處、 赧顔之 仕 合に 御座 候。 御 逢 も 有：， 之 候 はば、 此邊 之處、 宜敷御 斷り被 11 成 遣 1 候て、 彼藥 禮之虚 

も、 何 にても よろしく、 つまり 品物 にても、 可レ然 奉， I 願 上, 候。 失禮之 段、 奉, 1 恐 入 1 候。 無， ー此上 1 皇國之 

事 は、 不：， 及 n 申 上 T 乍：， 恐、 私事 も、 種々 御 願 申、 奉 11 恐懼 I 候。 擧て 何もよ ろしく 奉レ願 候。 只，^ 御 面. 之 

折 を 奉レ待 候。 其 中、 御お-は 幸便に 奉 n 願 上 1 候。 爲レ 其、 擱筆頓 首。 

.  松  菊  生 

龍 大兄 極 密御獨 折 

木戶が 繰り返へ しく 阪 本に 證明を させよう として ゐる 心底 は、 此書 狀を以 つて 一片の 私書たら しめす、 公文 

書たら しめよう とする 考 へからであった。 そして、 別に 證明 書を附 する のでな く、 特に 此書狀 の a 面に、 ぢ かに 

『裏書』 を 懇願して ゐる ところに も、 木戶の 用意の ほどが 察せられる。 

r 薩 摩の 奴等が、 甘い こと をい つて ゐ るが、 彼奴 何 をす るか 分らぬ テ。 彼奴 等に^、 旣に 一杯 も 二 杯 も 喰 はさ 

れてゐ るの だ。 迁濶に 浮 身で 乘り かかって、 大 怪我 をして はならぬ』 との 心配 も 見えて ゐる。 その 時の 證文 だ。 
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らくかん 

阪 本に 落款 を させて、 自分の 手に 確かと 握って ゐ ようとい ふので ある。 血 氣の靑 年の 反對を 押し切って、 危ない 

離れ 業 を やって ゐ る木戶 だ。 それ もまた 無理 はない。  . 

△ 厶 厶 △  しゃう しんしゃ うめ. i  たいこ はん お 

阪本は 二月 五日 附を以 つて、 此 書の 裏面に、 正眞 正銘、 間違 ひ は ござらぬ と、 大鼓 判を捺 して 返送した。 そ 

の 文に 曰く、 

阪本 龍馬の 裏書 〔應慶 二 年 二月 五日〕 

表-御 記 被 レ成候 六 條ハ、 小. 西兩 氏及老 兄、 龍 等 も 御 同席-一 テ、 談論 セシ所 一一 テ、 毛モ 相違 無レ之 候。 後來 

トイへ ドモ、 決シテ 變リ候 事無レ 之ハ、 神明 之知ル 所-一 御座 候。 

丙 寅 二月 五 日 〔慶應 一 一年〕 

阪本龍 

と 明確に 認められた。 〔本卷 頭 ロ緣參 照〕 

當時 木戸が 感懷を 詠 じたる の 詩に 曰く、  . 

防 長 亦 是王臣 人。  勤王 誰 不 精 神？ 

我 君 宽罪實 有&。  臣民 遙只 窺 11 京 信？ 

時 至 二 新 陽 1 憾 却 切た  百 萬 蒼生 未：， 知レ 春。 


〔七】 薩長 盟約 後の 諸 有志 

木 戶- 西 鄕の會 見 を、 一月 二十日の 夜であった とする 文書 も あるが、 阪 本が 二十日に 伏兑に 著した、 三士  n の 日 

記の 明文から 推して、 二十 一 日 の 夜と する 諸 書の 方が 信じられる。 

厶 厶厶厶  がう けつ れん  じょ i く 

然るに その 翌日 二十 二日に は、 旣に兩 派の 豪傑 連 は、 それぐ 大 活動の 序幕 を 開始して ゐる。 卽ち、 長 州 側で 

は、 木戶 始め 三士 は、 黑田 淸隆を 同伴して 二十 二日 京都 を發 し、 二十 三日に は大 阪出發 とい ふ 特別急行で、 海路 

两 下の 途に 上って ゐる。 そして 二十 七日に は、 廣 島に 著いて、 對 幕府の 使節、 宍戶備 後 助と 會 合して、 西鄕 との 

密約成立を1^^,1り、 二月 六日、 山 口に 歸 つて 敬 親 公に 復命して 居る。  . 

くびす めぐ 

木 戶 を 送り 屆 けた 黑田は 直ちに 踵 を 回らして 東 歸の途 についた。 敬 親 公 は 品 川 をして 之れ に附隨 せしめ、 京阪 

形勢の 見張り 役を內 命した。 彼等が 土 持 平 太夫 〔薩 藩士〕 と 山 口に 落ち合 ひ、 三 田 尻を發 したの は 二月. f 九日で、 

二十 九日に は廣 島を發 して 東上して 居る。 三 H 下旬に 至って、 黑田は 三た び 京都 を發 して 長 州に 下り、 更らに 太 

しゅんと  か  くわいえん 

宰府に 赴いた。 彼等の 足な みが 次第に 急 調を帶 び、 或る 者 は 俊！ の 山間 を驅 くるが ごとく、 或る 者 は 快 燕の 樹間 

を 飛ぶ がごと く、 眼に もとまらぬ 奔走ぶ りに、 時勢の 急流 を 察すべき である。 

げ ほ 0 

薩州 側で は、 西 鄕* 小 松が 相携 へて 卽 刻下 藩す る考 へであった らしい。 ところが 急に 樣子を かへ て、 先 づ大久 

もた 

保 甲 東 を 西 下せし めて、 急報 を 藩主 久光 公に 齎らさし むる ことにな つたら しい。 大久保 は 堀 眞太郞 を 同道して、 
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盟約の 翌 「一 一^ 京都 を發 し、 二十四日 三 邦 丸に 塔 じて 大阪を 出帆し、 二月 一日に、 鹿兒 島、 前 ノ濱に 著 船して 

をる。 

おく  A  ^  A  A   

而 して 西 鄕は、 大久 保に 遲 るる こと 一週間の 後、 一, 月 二十 九日、 小松帶 刀. 吉井友 實 • 桂 右衛門 を帶 同し、 1 

切の 留守居 は、 島津 伊勢 • 岩 下方 平に 一任して、 京 郡 を出發 した。 そして 鹿兒 島に 到 著した の は、 越えて 三月 十 

日であった。 

こんじょう 

薩長 聯合に 關 する 長 藩士 • 土 藩士、 其 他關係 有志に 對 する 薩 藩の 懇情 は、 眞に 到れり 盡 せりであった。 三吉が 

日記の 一節に、 彼れ が 盟約 成立 後の 行動、 及び 之れ に對 する 西鄕の 親切が 記されて ゐる。 

三 吉愼蔵 日記 〔慶應 二 年 二月〕 

一一 月朔日 

一、 西鄕 大人の 命に て。 兩人 共、 上京 可レ 致との ことに 付、 吉井 幸輔乘 馬に て、 兵士 一  小隊 を 引き、 迎へ とし 

て來 る。 向 夜阪本 一同、 並に 妾附 添、 京師 薩邸 西鄕 大人の 宿處に 致る。 大人 出迎 ひ、 直に 居間に 坐し、 事 

情 を 語る。 拙者 は、 初めての 面會 なれと も、 其 懇情 親子の 如し。 叉 ー窒を 設け、 坂本兩 人、 幷妾 とも 三人 

じんもん 

の休處 とせら る。 是 より、 日々 時勢の 動靜、 或は 諸 建白、 尙 ほ西鄕 大人の、 他人へ 尋問 等の 件々 迄 懇論を 

受く。 諸 有志 二三 名宛、 晝夜休 所^ 來り、 慰勞 して 相 語た る。 此時、 小 松帶刀 • 岛津 伊勢 • 桂 右衞 1： 三 名 


は、 大夫、 西鄕士 n 之 助 は 中老の 取扱な り。 大久 保市藏 • 岩 下 左 次 右衛門 •  地 知 正 治 • 村 田 新 八 • 中 村 半 

次郞 • 西 鄕新吾 • 大山 彌助 • 內 E 忠之助 • 伊集院 金次郞 • 中路櫳 右衛門 • 野津七 左衞門 • 鈴 木武彌 • 兒玉 

四郞吉 • 醫師木 原泰雲 等の 人々、 日々 來話、 懇情 至ら さるな し。 

時に 薩長 和解、 彌ょ 王政復古の 爲め盡 力、 丘ハ， 備 の手當 をな すに 決し、 西 鄕* 小 松 • 桂 を 始め、 一と 先つ 歸 

國の 事と 定め、 二月 廿 九日、 夜、 京師 出立に 付、 坂本兩 人、 妾と も、 同船に て、 拙者 は馬關 へ、 坂 本 は 鹿 

兒 島へ 同行す との 事な り。 依て 附添 ひ、 同夜 伏 見に 着す。 數 人の 有志、 伏 見に 送り 來る。 三 月 朔日、 火 坂 

藏 屋敷へ 着し、 四日 朝、 川 船に て 下り、 薩藩蒸 汽船 三 邦 丸に 乘る。 五日 朝、 大坂沖 出帆、 七日 夜、 馬 腿へ 

着す。 直に 通 船に て、 拙者 は 上陸し、 雞其他 赤 間關硯 等を購 し、 西鄕を 始め、 諸氏へ 離別の 寸志と して、 

船に 持參 す。 間もなく 出船、 因て 厚 謝して 別る。 叉た 坂 本へ は、 他日 馬 關に來 る こと を 約す。 夫れ より 拙 

者 揚陸し、 常宮屋 六 左衞門 方へ、 暫時 休息の 內、 伊藤 九 三 来訪す。 夜半 長府 まて 通 船 を 雇 ひ、 歸る。 

*  *  * 

あとみ  ふ 

木戶の 智謀、 阪 本の 俊敏、 薩長 聯合 を 廻りての、 兩 維進 返の 迹を 看る と、 或 ひ は 蔬 氷 を 履む が 如く、 或 ひ は 虎 

しょうしん おもかげ  さうよう 

穴に 入る が 如く、 必死の 狀も 見え、 焦心の 俤も見 ゆるが、 飜 へって 大西 鄕が應 接の 態度 を 見る に、 蒼廳の 火穴丄 

4ti  いうよ ラ 

を 舞 ふが 如く、 何處 やらに 悠揚と して 迫 まらざる ものが ある。 國難 前後に 相 迫 まる 長 州に 引かへ、 薩 州の 地位が 

し， フ さ-つ 

さした る 窮地に 立って ゐ なかった こと も、 西鄕を 焦燥なら しめなかった 理由で あるに は 相違ない が、 刖に 西鄕の 

木 戶 • 西鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  二 六 三 
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こんてい 

胸中、 大義 を 執って 動かざる 根柢が 養 はれて ゐ たからに 外ならぬ。 

品 川彌ー 一郎が、 黑田了 助に 伴 はれて、 上 阪し來 つた 時に、 四 境 幕軍 を 引受く るの 狀を びて、 

『先づ ゆるく とお 遣りな され。 何事 も 急いて は、 事 を 仕損じ 申す。 少壯 血氣の 人々 は、 鬼 角 11 し 易い もの 

しょうよう  ふ くつ 

で ごわす が、 從容 として 唯 だ 道理 を 踏んで 屈せす、 何處 まで もこら へて ゐれ ば、 その 中には、 却って 幕軍の 中 

から 毀れ 出し 申さう。 大丈夫 事を爲 す、 須 らく 遠謀 深慮な かるべ からす。 疎 藝は事 を 誤 まるの 元で ごわす』 

と、 懇々 として 敎 へて ゐる 態度で も、 察せられ るので ある。 幾多 艱難 を經て も、 志 堅から ざるの みか、 愈ぶ 目尻 

の 釣り 上る 者 も あるが、 我が 西鄕に 至って は、 愈ん おして 愈ぶ 道に 入り、 益よ 苦しんで 益. & を.^  くす る ものが 

ある。 舉んで 容易に 到り 得ざる の 境地、 確と して 大西鄕 人格の 偉大 を 看る。 

大久保 利 逼に與 ふる 書 〔慶應 二 年 三月 四 曰〕 

御 別 以來、 不レ能 二 御 昔 信 1 候處、 彌以御 安康、 可 レ被レ 成 二 御座 T 珍重 奉レ存 候。 大阪の 御用 も、 被レ 爲レ濟 候て、 

今日 乘船仕 居候 處、 村 田 • 川 村 兩士、 着船 罷成、 大體蒸 艦の 談判 も、 相 決し 候 由。 細事 は、 御 直に 御 聞 取 被 

V 下 候 はん。 省略 仕 候。 又々 黑田了 助、 品 川 ij? 道に て、 登坂いた し 候 付、 彼方の 事情 は i う 1^ ま ^ 此方の 形勢 

あらまし 

も、 荒增 は、 申 聞 候 得 共、 今 暫の間 は、 何分 片付 模檨 にも 無レ 之、 何卒 上京 S たし 度との 事に 御座 候 間、 差遣 

申 候 付、 如何 樣 とか、 御 P 下 度、 奉 二 合掌 一 候。 r へ s£c、  4£p や 


厶厶厶 いづく 厶 厶  厶厶厶  <1 厶厶厶 厶な <d 厶厶  <1厶<4<3 么厶  .  .  <3<1 厶厶 

现を 踏、 何 迄 も、 こらへ 居候 はば、 必幕 中に 異變到 來可レ 致 候？ r せ ハ處は 萬々 相 含 候樣、 中置 候。 遠 識無レ 之 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 ム厶厶 厶厶 A 厶厶 厶厶厶  ご とくしん H 卜  » 

俄に 棘：； 茶に 變じ 候て は 不二 相濟 1 旨、 申 聞 置 候 問、 左様 御 得心 可 レ被レ 下 候 。細事 は 御 直に 御 取、 可レ 被：， 下 候。 

此旨 荒々 奉レ 得- 1 御意 1 候。 頓首。  • 

1ニ 月 四 日 〔鹿應 二 年〕 

西 鄕吉之 助 

大久保 一 藏樣 

薩長 聯盟の 內容 は、 詳しくい へば 限りがない。 しかし 之れ を 要約 すれば 一 言に して 盡 くるの だ。 卽ち 『一 たび 

せんたん  たいはい ひるが 

戰 端が n かれた 場合に は、 兵 を 京都に 集めて 朝廷 を 守護し、 勤皇の 大 を 翻 へす』 と.^ ふに ある。 進んで 『倒 lt』 

を やらう とする 能動的な 態度 は 見えない が、 勢 ひの 進展 次第によ つて は德川 氏に 抗せ なければ ならぬ こと は、 百 

も覺 悟の 中に あった。 『幕府 何す る も のぞ』 といった ところで、 彼れ や： 大 下の 將軍家 だ。 iS 藩の 背 は まらす と 

いへ ども、 幕府 を 敵と する 以上、 日本 全 藩 を 相手と する 丈け の 覺悟は 必要 だ。 話しが 決まれば じっとして はゐら 

かくしん 

れぬ。 各.^ 國に歸 つて 藩 論 を 一定し、 内政の 大 革新 を 斷 行し、 之れ に應 する の 準備 を 作らなければ ならぬ。 木戶 

や、 大久保 や、 西鄕 やらが、 各ぶ その 鄕 里に 歸 つたの は、 この 一大 使命 を實行 せんが 爲 めであった。 そして それ 

きんき ふじ 

は 一 刻 も猶豫 はならぬ 緊急 事であった。  1 

ひ ちう ひ  きび  どうけん  けい. 9 んか 

され ど 薩長 聯合 は、 祕 中の 祕 であり、 機微 を 察し、 大勢 を 洞見す る、 大經綸 家に して 始めて 著 眼し 得らる ると 

木戸 • 西鄉 の會盟 と薩畏 聯合の 結成  二 六 五 
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ころであって、 少壯血 氣の靑 年 や、 世情に 竦い ぉ國ざ むら ひの 得て 企及す ると ころではなかった。 木 戶は長 州に 

歸 つても、 この 少壯 の靑年 連に 隨分惱 まされた。 阪 本への 書中に も ある やうに 『決して 少年 1^ 覊の 徒へ は洩 すべ 

きで ない。 之れ が爲 めに 大事 を 誤って はならぬ』 といって ゐ るので あるから、 明ら さまに 說明 する 譯には 行か-!^ 

その 苦勞は 察する に 足る ものが あった。 亦た それ は薩 摩に おいても 同檨 であった。 大久 保に 同伴した 堀 眞太郞 が 

二月 十三 日 附を以 つて、 柴山良 助に 與 へたる 書簡に 『御 國元も 今少し 共 は 開け 候 やと 存下 候處、 中々 ひどく、 何 

事 も 出来 候 丈無レ 之、 固陋 昔日 通に て、 のし 不レ 申』 と 嘆 じて ゐる のが、 何よりの 證據 である。 

堀 眞太郎 ょリ柴 山ー艮 助に 與 ふる 書 〔慶應 二 年 二月 十三 日〕 

一筆 致， 一 啓上 一 候。 御 後 も、 益 御 堅 勝。 可： fev 成- 1 御 勤務 T 珍重 御 儀 奉レ存 候。 御宿 元 も 皆 檨御元 氣の由 御 

座 候 間、 乍： fet 御 懸念 被 レ成間 敷 奉：， 存候。 小 子 も 先月 〔正月〕 五日 京 著 候處、 帶刀 殿、 西鄕 氏、 御國許 下の 苦 

に 付、 帶刀 殿へ 相 付 下の 筋に 候處。 俄に 大久保 氏 急速 下に 付。 小 子に も 前日 下 筋 相 成、 先月 〔正月〕 廿 二日 京 

出立、 朔日 〔二月〕 鹿兒島 前の 濱へ著 船、 無事 相 勤 申 候 間、 乍 二 他事 1 御 安心 可 レ被レ 下 候。 〔中略〕 御國元 も今少 

AAA  AAAAAAAAA 厶厶 AA<"<1 厶 -AAA.Jd-5-,A-  A ド， 卩 A  ^  A  A ド厶 口、  ^  ff, 

し 共 は、 開け 候 やと 存下 候處、 中々 ひどく 何事 も 出 來候丈 無レ之 固陋 昔日 通に て のし-小 レ申 松 

^  A_  A へ  <"<1A<1A 厶  <1<1 厶厶厶 厶 <J 厶厶 AA  A  A  A  A  A  A  A 厶 A<1-<1<1>A ぃド； Jl.<d- 厶 . A-  ^ 

山^お p .ii 鄕氏等 先生 達の、 早く 下り 有レ 之、 今一 變革無 候て は 小 二相 成 一と 申 事に て 折角 相 待 申. 事に 候。 

黑 田^も 大 Is- より 同船に て罷 下、 馬關 より 太宰府へ 立 寄 候 付、 三 H 跡 著 相 成 候。 京都に て は、 留守居 植田も 


m 


呼 下し 相 成、 井 悠四郞 杯に は 改心に て、 江戶の 檨相歸 り、 肥 後模樣 少し 相變候 由、 承 居候 得 共、 嘉右衞 e: 〔黑 

田淸 綱〕 熊 本へ 立 寄、 津. 田へ 逢 候 由に 付、 承 候處、 指ての 事に も無レ 之、 矢 張會論 向に て、 御 國の處 は 少し 忌 

み 候 哉に 相 聞 得 申 候。 しかし 京都 にても、 淺 井新 九 郞と申 者、 小 松 家へ 參り、 少し は 心 を 寄せ 候 俊 もお レ之、 

之 ぞ  みあ はせ 

淺井右 通の 儀 を、 津田等 も、 至極 喜び 候 哉に、 相咄候 由。 蝦夷 一條 は、 先見 合候樣 との 事に 候 間、 京都に て 

は、 何とも 夫 形 召 置 申 候。 今日は 少し 取 込 候 付、 後便に 筆 を 止、 御禮 旁まで 如レ是 御座 候。 恐愤 謹言。 

二月 十三 曰 〔慶應 一 一年〕 

,  堀  眞太郞 

柴山 良助樣  V 

【八】 寺田屋 遭難の 阪本 龍馬 

どう iiJ  はいご  とりて  生と 

暫 らく 顧みて 阪本 龍馬の 動靜を 見る に、 彼れ の 背後に は、 怪しき 覆面の 捕手が 影の 如く 附き 纏って ゐた。 

勝 海 舟 • 大久保 一翁 は、 孰れ 劣らぬ 幕臣の 雄 物で ある。 勝の 奇略、 大久 保の 沈 著、 共に 得難き 大才 であった。 

し じ  そく わい ひ れキ 

阪本は 夙に 勝に 師事して 居り、 相 往来して 素懷を 披瀝して 居った。 大阪 城代と して 滯阪 中であった 一翁に 對 して 

は、 薩長 盟約 成立の 兩 三日 前に、 阪本自 から 訪問して ゐる。 

併しながら、 如何に iK 敬し 依賴 して ゐて も、 海 舟 • 一翁 共に 幕臣で ある。 阪本 とも ある 者が、 祕 中の 祕策を 口 

木戶 . 西鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  二 六 七 
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^すべき 笞 はない。 鵜の 毛の 端 ほど も、 素振りに 見せす、 反 幕の 大策を 割しつつ あつたに は 相違ない。 併し 幕府 

もさる 者 だ。 どうやら 木戶の 入京 を 感づいて、 阪 本の 身 邊も少 々怪しい ぞ ぐら ゐの 睨み はっけて ゐた。 

『海 舟 日記』 によると、 その 慶應ニ 年 〔丙 寅〕 二月 朔 日の 條に 『聞く 薩* 長と 結びたり と 云 事、 實 なる 歟。 我 門、 

柳 川の 士、 當春薩 船に 便して 下の 關ぇ 到りし に、 長より 早速 使者 差 越、 手厚 成りし と。 又 聞く、 阪龍 〔阪本 龍馬〕 

今 長に 行きて、 是 等の 扱 を 爲す歟 と。 左 も可レ 有と 思 はる』 と あるのに 見ても、 海 舟 も 亦た 藩々 阪 本の 動 1^1 と、 

薩長の 接近に 眼 をつ けて ゐ たこと が 知れる ので ある。 

正月 十八 日に、 阪 本が 山陽から 上阪 して、 一 先 づ薩州 邸に 落つ き、 木場 傳內の 世話で 入京の 手 害 を 決め、 其 夜 

大阪 城代 大久保 一翁 を訪 うて ゐる こと は、 三 吉愼藏 の 日記に お S て 明らかで ある。 その 折、 一翁 は 次の やうな 注 

意 を、 阪 本に 與 へて ゐる。 

『足下の 身 邊は氣 をつ けなければ ならぬ ぞョ。 幕府で は、 どうやら 足下が 二三 長 州 有志 を 同伴して、 入京す る 

か  たんさく 

と S ふこと を 嗅ぎつ けて、 探索が 頗 ぶる 嚴靈 だ。 自分の 手元に も 公儀の 沙汰が あって、 實は 今の 先き、 手配り 

をした ところ だから 一 刻 も 早く、 當地を 立 返 かれた 方が よから う』 

大久 保の 注吿を 受けて、 阪本も 『これ は油斷 がなら ぬ』 と考 へた。 阪本は 兼ねて 用意の 短銃、 .1 川 〔左 馬 介〕 は 

本 込 銑、 三 吉は寺 町方 面から 手 槍 を 買 ひ 出して、 各ぶ 護身 用に 具へ た。 そして 此上は 一刻も早く 上京す るの 必要 

が あると いふので、 十九 日 伏 見に 達し、 二十日 入京した。 二十 一日 は 西 鄕 • 木戶兩 維の 舍見を 終り、 二十 二日 直 


ちに I ^京-, r ート 11- 一 Ei、 阪木は 伏 見 寺 田 屋に歸 つて 來た。 待ち 合 はせ て ゐた三 吉愼藏 と共に 薩_长 聯盟の 成立 を 祝し 

し-つげ 含 

てゐ ると、 俄然と して 危難 は阪本 を襲颦 した。 夜八ッ 時と いふから、 今の 午前 二 時 ごろ だ。 船宿の ことで あるか 

ら女 等の 夜 じ まひ は遲 い。 恰度 阪 本の 妾お 龍が 湯殿で 流して ゐ ると、 何やら ヒソく 話し fiS が 聞え た。 『阪 本々 々』 

とい ふ I 聲を： lit にした ので、 扭て はと 思った お 龍 は、 夫の 一大事、 寸刻の 猶豫 もなら すと、 水ぎ わ 立った 赤裸々 

のま ま、 身に 一糸の 紅 線 をも蔽 はす、 二階に 驅け 上って、 急を阪 本に 報じた ので ある。 當 時の 情況 は、 三士 3 の 日 

記に 詳述され てゐ る。 

♦  拳  * 

三吉の 日記の 一節に 曰く、 

同月 〔正月〕 廿三夜 

阪本 氏の み 京師より 來 著に 付、 兼て 約し 置きた る 通り 手當 致し、 夜半 迄、 京師の 樣子、 尙ほ 過る 二十 1n、 

桂 小 五郞、 西鄕 との 談判 〔薩長 聯盟〕 約 決の 次第、 委細 阪本 氏より 聞 取、 此上は 明 二十四日、 出立に て 入京の 

上、 薩 邸に 同道と 議：^ したり。 されば 王道 回復に 至るべし と、 一 酌 を 催す 用意 をな し、 懇談 終り、 夜半 八ッ 

時 頃に 至り、 阪 本の 妾 一 一階 下より 走り 上り、 店 口より 捕縛 吏人 込む と吿 く。 直に 用意の 短銃 を阪本 氏へ 付し、 

拙者 〔三 吉〕 は 手 槍 を 伏せ 覺 悟す。 此時 一士、 刀を携 へ、 兩 人の 休 所に 來り、 不{番 の 儀有レ 之、 尋問す と、 案內 

なく 押入る。 兩人 誰何し、 薩 藩士の 止宿へ、 無禮 すなと I- れば、 彼れ 偽名な りと 云 ふ。 故に 疑 ひ あれば、 ^€ 

木戸 • 两鄉の 會盟と 薩長 聯合の 結 1^  二 六. 


大西鄕 仝 偉 第三 卷  二 七 〇 

所の 薩 邸へ 引合 ふべ し、 明白 也と. S ふに、 彼 又 云 ふ、 兩人 共、 武器 を携へ 居る は 如何と。 是れ 武士の 常な り 

と 答へ しに、 彼れ 階下に 去る。 此 機に 乘じ、 樓 上の 建具 を 一目に 打 除け、 拙者 は 手 槍 を 構へ、 阪本氏 を 後に 

立て、 必死と なる。 忽ち 階下より 數人 押し 上り、 各. - 得物 を 携 へつつ、 肥 後 守 〔松 平容 保〕 よりの 上意に 付、 

愼み 居れと、 聲 高く 呼び 立つ るに 因り、 我れ は薩 人な り。 上意 を受 くべき 者に 非す と 云 ふ を相圖 に、 兼て 約 

せる 覺 悟の 通り、 一同、 銃 槍 を 以て 發 打し、 突立つ る。 彼れ に 死傷 あり、 階下に 引返く。 其 際、 一 名 阪木氏 

おやゆび  もち じう  さう やく 

の 左 脇に 來り、 刀 を 以て 拇指より 持 銃に 切り 付く。 阪本氏 傷 を 負 ふ。 此時槍 を 以て 防ぎし も、 阪本氏 裝藥叶 

はざる 由を吿 ぐるに 曲り、 此上は 拙者 必死に 打 込ん と 云 ふ を、 阪本氏 引止め、 彼れ 等 返き し 猶豫の 間 に、 裡 

手に 下り、 此場を 切り 拔け 去るべし と 云 ふ。 其 意に 任せ、 直に 阪本氏 を 肩に 掛け、 裏口の 物置 を 切り 拔け、 

兩家 程の 戸締り を 切り破り、 挨 接して 小路に 遁れ 出で、 暫時、 兩人 とも 意氣を 休め、 夫より 叉 走る。 途中 寺 

あり、 此圍板 を 飛び越ん とする に、 近傍、 多 數採索 者 ある 樣 子に 付、 路を轉 じて 川端の 村 木貯藏 ある を： In^, 付 

け、 其 棚の 上に 兩 人と も密に 忍び込み、 種々 死生 を 語り、 最早 逃路 あらす、 此處 にて 割腹し、 彼れ の 手に 斃 

は *- つけ 

るる を 免 かるに 如かす と 云 ふ。 阪本氏 曰く、 死は覺 悟の 事 なれば、 君は是 より 薩 邸に 走附 けよ。 若し 途 にし 

て 敵 人に 逢 はば、 必死 夫 迄な り。 僕 も 亦、 此所 にて 死 せんの みと。 時 旣に瞟 なれば、 猶豫 むつ かしと 云 ふ。 

せんけつ  わら ぢ  えう ぼう 

其 言に 從ひ、 直に 川端に て 染血を 洗 ひ、 草鞋 を 拾 ふて、 旅人の 容貌 を 作し、 走り出 づ。 其 際、 市中の 店頭に 

旣に戶 を 開く もの ある を 以て、 尙心 急ぎに 二 丁餘り 行く。 幸に 商人 體の 者に 逢 ひ、 薩 邸の ある 所 を 問 ふに、 


是 より 先き 一筋道に て、 三丁餘 りなり と 云 ふ。 卽ち 到る。 留守居 大^ 彦八、 出迎 へ、 昨夜の 樣子 は、 阪本氏 

の妾來 りて 注進す。 行 違 如何 やと 煩 念の 所、 天 幸なる かな、 此に 遁れ來 ると は、 今、 阪本氏 は 無事に 連れ 歸 

るべ し。 三 吉氏は 是に留 り 居るべし と、 云 ひ 捨て、 大山 氏 自ら、 船に 印 を 建て、 有志 兩三 名と、 ^^して阪本 

きんしょ  かう „5J ん  げんしゅ 

氏の 潜 所に 到り、 迎 へて 還る。 一同 鬨然、 愉快の 聲を發 す。 爾後 門の 出入 を嚴 守せ しめ、 急に 京師の 西鄉大 

じんも，^  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 

人の 許に 報す。 因て 吉井 幸輔、 乘馬 にて 走せ 付け、 尋問す。 具に 事情 を 語る。 叉、 西鄕 大人より 兵士 一  小隊 

厶厶. =1 厶厶厶 AAA 厶厶厶 ム厶厶 厶厶厶 A 厶 A 厶 <3 厶 厶厶厶 厶厶. < ^厶  ><1 厶厶 -^. 厶<1<1,  <1. A*53.<^A 

醫師 一人 差 添、 阪本氏の療治^1.當方、 兩人守 衞の爲 め、 差 下す 由に て來 著す 實に此 仕向けの 厚き 一一 目 語に 

き^,.^かぉ。 夕刻に 到り、 兩人 共に 衣服の 仕向け 有 V 之、 然處、 薩 邸へ 走り込み たる 段、 奉行所より 留守居 所 

に になり、 兩人 共に 可 二相 渡 1 と 申 来り 候 得 共、 右 樣の者 は、 邸内に は無レ 之と 申し 切り 候。 夫より 人数の 

ヒ しさく  t」 んさ うがぎ  V  *  ^  * 

手配 を爲 し、 採 索 更に 嚴 なり。 或は 京阪へ 人相 書 を 廻して、 頻りに 薩邸を 窺へ ども、 邸内に は  一.^ 隊 兵士の 

へ ん どう  の 

守衞 ある 故、 妄りに 手 を 著く る こと 能 はす。 扭、 寺 田屋に は、 變 動の 翌日、 探索 者 至り、 {豕 內を檢 し， 遺 こ 

し 置きた る銃鎗 及び 書類、 用金 等 を 拾 ひ 揚げ、 奉行所に 取 歸り候 由。 寺 田 屋儀も 引合と なり、 礼 問 殿 重なる 

歸 邸の 後ち 吿げ來 る。 阪本氏 は 追々 快方に て、 本 月 〔正月〕 二十 九日 迄、 伏見薩 邸に 滯 在す。 

tli の 稗 史小說 家が、 阪本 とお 龍との 關 係を說 き、 裸 形のお 龍 を 絶世の 美女と し、 志士と 俠婦と を 相 照して 创 

作 を 擅 ままに する の は、 船宿 危難の 一筋で あるが、 お 龍に 遭った 土佐士 人の 話に よると、 お 龍 は それほどの 美人 

でもな く、 また 節義の 堅い女で もなかつ たとい ふ。 それ は 龍馬の 歿後に おける 彼女が、 終り を 全うしなかった に 

木 戶 • 西鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  二 七 一 
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見ても 察せられる。 

鬼 はいへ、 阪 本の 爲 めに、 お 龍 は 一身 を 打 込んで 愛して ゐ たので ある。 亂 世の 女子 だけに、 危難 を 早く も薩藩 

ぅキ； み 

邸に 通す る ほどの 働ら き はあった。 阪本 も、 お 龍に は、 少なから す 浮 身 を やつした 跡が ある。 

ラっ  キ」 うえん 

そ は 鬼 も 角、 急 を 聞いて、 西鄕が 京都 薩 邸から、 時を遷 さす、 一 小隊の 兵士に、 醫師 まで 添へ て 救援せ しめた 

こと は、 阪本 ニニ 吉の 感激 措く 能 はざる ところであった。 『實 に此 仕向けの 厚き、 言語に 盡す能 はす』 といって ゐ 

る 言語の 端に、 彼等が 如何に 心强く 感じ、 それだけ 西鄕の 手配に 感謝した るかが 現 はれて ゐる。 平生 一言 を 出さ 

すと 雖も、 事 あれば、 人の 急に 赴む くの 敏捷なる、 げに西 鄕は賴 み 甲斐 ある 漢 では あるよ。 

【九】 西 鄕の歸 藩と 藩 政の 大 改革 

『時に 薩長 和解、 彌ょ 王政復古の 爲翁 力、 兵 傭の 手當 をな すに 決し、 西 鄕* 小 松 • 桂 を 初め、 1 と 先 づ歸國 の 

事と 定め、 二月 二十 九日 夜、 京師 立に 付、 阪本兩 人 妾と も 同船に て、 拙者 01 一吉〕 は馬關 へ、 阪本氏 は鹿兒 島へ 

同行す との 事な り』 云々。 

と 三吉の 日記に ある やうに、 西 鄕は小 松 • 桂兩 太夫と 共に、 歸國 する ことにな つた。 固より その 使命 は、 先發の 

大久 保が 1^ に 齎らした ところでは あるが、 時局 大回轉 に 際し、 何よりも 必要なる 兵備の 充 實を圖 らんが 爲 めに、 

薩藩 内の 一 大 改革 を斷行 せんとす るに あった こと は S ふまで もない。 前 揭の堀 眞太郞 から 柴山良 坊に與 ふる 書翰 


にも ある やうに、 『小 子 も 先月 〔正月〕 五日、 京 著 候處、 帶刀 殿、 西鄕 氏、 御國許 下の 害に 付、 帶刀 殿へ 御 付 下の 筋 

に 候處、 俄に 大久保 氏 急速 下に 付、 小 子に も 前日 下 筋 相 成、 先月 二十 二日、 京 出立、 朔日 〔二 用〕 鹿兒岛 前の へ 

若 船、 無事 相 勤 申 候 問、 乍 二 他事 一 御 安心 可 レ被レ 下 候』 云 と ある やうに、 西鄕 等の 歸國 は豫 おの 行動で あり、 

しゅうば う  厶 厶厶厶 

且つ 衆望の 歸 すると ころで もあった ので ある。 阪本帶 同の 一行が、 かくして 鹿兒 島に i 有いた の は、 三月 十日の こ 

とであった。 

此の 時の 鹿兒島 は、 薩 藩の 人 村 を 擧げて 集中す るの 觀 があった。 西 鄕南洲 • 小 松帶刀 • 桂 右衞門 を 中心として. 

くびす 

吉 井友實 • 伊地知 貞馨等 東西 奔走の 有志 は、 踵 を 接して 鄕 國に歸 つて 来た。 

と-の  めう あん 

何事に 依らす、 又た 何事 をす るに も、 內が整 はねば、 實行は 出来ぬ。 如何なる 妙案 も、 之れ を する 實 力が 

無ければ、 1 場の 穴.^ 論に 歸 する。 而 して 之れ が 實行カ は、 他人 を 頼む ので は 駄目で、 結局 は 自己の 力、 自 藩の 力 

でなくて はならぬ。 

そんのう  どくじ 

西鄕 等が 中央に 出て、 尊皇の 大義 を 伸 べんと する 爲に、 S つも 到 著した の は、 薩藩獨 自の實 力 養成であった。 

らうし ふ  てき  き うん 

そして 之れ が 實カを 養成す るに は、 舊來の 陋習 を 一擲して、 新時代の 機運に 乘ゃ るに 足る 丈の 活力 を 養 はねば な 

)  はんせい  .  ばってき 

らぬ。 玆 にお S て 乎、 藩 政の 大 改革 を 斷 行し、 人材 を拔擢 する の 必要が 痛感せられ たので ある。 

西鄕 は齊彬 以来、 此の 爲に カを倾 むけて 來 たが、 東奔西走、 未だ. その 時期 を 得なかった。 慶應 元年 〔乙. ニー 

含うて う 

,iK 丙 寅〕 となり、 最早 や 一 刻 も 豫 ならぬ 急 調 を 呈し來 つたので、 此の 機 食に おいて 藩 政の 一 大改 _>ei. を斷 行す ベ 

木 II；  ノ西鄕 Q 會盟と 薩長 聯合の 結成  二 七三 
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しゅきうて. 4u  レん しふ  I な 

く、 歸 藩す るに 至った ので ある。 元 來鹿兒 島の 風習 は、 株舊 的で、 久しい 因習の 中に 階級 的 生 だに 惯ら されて.^ 

レ しじ^し 

るから、 あまり 改革 を悅 ばぬ 風が ある。 當 時の 士 風も頗 ぶる 因循 を. 極めて 居り、 お 話に もなら ぬ點 もあった が 

それだけ 斷 行し 易い ところ も あると いふべき である。 長 崎より 歸 藩した、 小松帶 刀が 大久保 利 通に 宛てて、 改革 

事情 を 報じた る 書簡 中に、 這 間の 消息 を 窺 ふに 足る ものが ある。 

小松帶 刀よ リ大久 保 利逼に 贈れる 書 〔慶應 一一 年 五月〕 

〔前略〕扭^?^|之儀も、 未 格別 御手 を 不レ被 n 召 付 T ミ 一一 ー ケル 稽古 方 は、 被 n 仰 出-候 處、 人 氣も相 向、 多人数 

之 稽古 人に 御座 候。 御 歡可レ 被レ下 候。 其 他の 事 は、 西鄕杯 歸府之 上、 盡- 評議 ー笞に 候。 此節は 十分 之 御變革 

^レ； A、  f^.  ^ill ^い I やぜ^^ il^i、。 世間 之？、 未 能 相 分ー个 fe. 候 得 共、 不： 相 

替 7  模檨に 御座 候。 しかし 別段 異論 も页に 承り 不レ中 候。 御 安心 可 レ被レ 下 候。 岩 下家 も、 不レ遠 歸阈に 

相 成 候 半と、 折角 御 待 申 上 候 間、 御 出京に 相 成 候 はば、 n 十 E 御 歸國を 御 進め 可 レ被レ 下 候。 〔下略〕 云々。 

A 厶  に ふとう  f てく ぢん  しん/ \- 

西鄕 は鹿兒 島に 歸 ると、 直ぐに 小 松 太夫と 共に、 踊 鄕の溫 泉に 人 湯して、 暫 らく 俗 if を 洗 ひ、 身 祌の靜 養に 努 

めて ゐた。 

叉た 伊地知 貞馨の 書中に も、 尋常一様の 御 時勢で はない から、 此時 こそ は國是 一定の 根本的 大 改革 を 要する こ 

と を 述べ、 次の やうに 報じて ゐる。 


伊地知 貞馨ょ リ大久 保 利 通に 贈れる 書 〔慶應 二 年 五月〕 

さし 

〔前略〕 此方 も 當分人 氣も穩 にて、 少々 物議 共 は 冇：， 之 向 〔大 改革に 就て〕 に被レ 伺候 得 共、 差ての 事に 無二 御座 一 

候。 攝大夫 〔喜 入 攝津〕 は私領 え、 當分 被， I 差 越 I 候。 此內 より 之^ 慮 之 事共に 無， 之 哉と 被 U 察 申 候。 小 太夫 

A 厶厶  <"厶 厶 厶厶厶 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶厶<1<1 厶厶 A 厶厶 厶 厶厶厶 厶厶  <1<1 

〔小 松帶 刀〕 西鄕氏 〔吉之 助〕 にも、 湯治に て、 未 大會は 無レ之 候。 何れ 國是の 論 を 定め、 大本 確立、 基礎 相据 

厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <1 A 厶厶厶  <1A<1 厶厶  <1A 厶  <1<1AAA 厶  <1 厶 AAA  A 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 

度、 是而已 懇願に 御座 候。 開闢 以來 非常の 時節、 素より 尋常 定格 を以、 難 レ論候 得 共、 极 あっての 枝 薬、 體ぁ 

りての 用に 候 得 者、 早々 國體据 へ 置 度 者に 御座 候。 新納氏 〔刑 部〕 五代 氏 〔才 助〕 歸朝。 新說共 承り 候。 歐洲. s: 

えべ ルギ ー と申國 有， 之へ 本 は 蘭 分國) 國政も 調候國 柄、 此節 通信 並に 商社 人假 約定 有, 之、 於 二 桂 氏 〔右衞 門〕 

宅 T 御 家老、 御 側役、 御 勝手 方 會議、 議論 段々 相 立 候 得 共、 思 召 を 以て 御 一決、 来る 八 n: 比、 表 通 使節 被 二 差 

立 一 候 害 御座 候。 山川 〔揖宿 郡〕 に 紡績 機 關取立 之 害、 廣大 御手 相 付 〔中略〕 諸機關 も、 追々 御 取 建 之賦に 御座 

候 〔下略〕 云々。 

書中に 記されて ゐる 新納. 五代 等 は、 慶應 元年 〔乙 ft〕 藩 命を帶 びて 英國 に留 寧した 者で、 彼等の 歸國 により、 

更らに 歐洲の 事情 は傳 へられた。 

刻々 に變 革し 來る 時勢に 應す ベく、 薩藩 において は、 旣に 前年 、卽 ち慶應 元年 〔乙 丑〕 三月 を 以て、 左の 如く 英 

國 に留舉 せしめて ゐる。 

木戶， 西鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  二 七 五 
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二 七 六 


第 I 回 薩藩英 國留學 生 1： 慶應 元年 三 Ha 發： J 


【资 S 

〇 大目 付 監督 

〇 大 n 付開成 所 褂學頭 

cw, 姓. 24 番頭 

〇 當 番 

〇當 番 頭 

〇 開 成 所 訓導 

〇 開 成 所 句 讀師醫 師蘭學 

〇醫  師 

〇 初 造 士館句 讀師後 開 成 所 諸 生英學 

〇 開 成 所句讀 師蘭學 

〇 奥 小姓 開 成 所 諸 生 

〇 開 成 所 諸 生 


： 修業 學科； 


〔陸 軍 舉〕 

〔陸 軍 擧〕 

〔陸 軍 舉〕 

〔文 學〕 

〔醫 學〕 

〔化 學〕 

〔海軍 測量 科〕 

〔海軍 測量 科〕 

〔海軍 測量 科〕 

〔海軍 测量 科〕 


【變 名】 

石垣 銳 之 助 

上野 良太郞 

橘 直 助 

杉 浦弘藏 

三 笠 政 之 助 

野 仲 仲 平 

朝 倉 省 吾 

吉 野 淸左衞 門 

澤井鐵 馬 

永 井 五百介 

松 村淳藏 

松 元 誠 一 


【實 名】 

新納刑 部久修 

町 田 民 部久成 

村 橋直衞 

畠 山 良 之 助義成 

名 越 平 馬 時 成 

絞 島 誠 藏尙信 

田 中靜洲 盛 明 

中 村 宗 見 博愛 

森 金 之 丞有禮 

吉田已 次 淸成 

巿來 街十郞 

高見 彌 一 


【年 齢】 

〔廿八 歳〕 

〔卄三 歳〕 

〔卄三 歳〕 

〔廿 一歳〕 

〔廿 一歳〕 

〔廿三 歳〕 

〔廿五 歳〕 

〔十九 歳〕 

〔廿 一歳〕 

〔廿四 歳〕 

〔卅 一歳〕 


0 開 成 所 諸 生  〔海軍 機械科〕 岩屋 虎之助 東鄕 虎之助 〔廿三 歳〕 

〇 開 成所諧 生蘭學  . 〔海軍 機械科〕 鹽田 權之丞 町 田 申四郞 〔十九 歳〕 

〇 開 成 所 諸 生   淸水 兼次郞 町 田 謙次郞 〔十五 歳〕 

〇 開 成 所 諸 生英學   長澤 鼎 磯永 彥助 〔十四 歳〕 

〇 船 奉行 敎. Hz 掛   出水 泉藏 寺 島 陶藏宗 則  

〇 船 奉行 見習   關 研 藏 五代 才助友 厚  

〇 英 語 通 譯   高木 政 次 堀 壯十郞  


海外 渡航 は、 固より 幕府の 嚴禁 すると ころで ある。 一行 悉く 變名 せしめた の は、 その 爲 であり、 且つ 出航に 際 

しても、 薩州領 である 甑 島に 渡航す る ものと して、 發^ せしめ、 藩 命 も甑島 出張の 名義 を與 へて ゐる。 

文久 三. 1牟〔 癸 亥〕 において、 英 艦と 一 戰 したる 薩 藩が、 翌元治 元 〔甲子〕 に は 開 成 所 を 興して 海外の 智識. 語學 

等を學 ばし め、 更らに 翌慶應 元年 〔乙 丑〕 に は、 英國留 學生を 送る に 至って は、 薩藩 進取の 意氣 察すべき である。 

當 時選拔 された、 薩藩 子弟 は、 悉く 十四 五 歳より 二十 八 九 歳と S ふ 少壯有 爲の士 で、 遠く 支那 海 • 印度洋 を 渡 

り、 -亞弗 利 加 大陸の 南端 喜 望 峰 を 越えて 大英帝 國に乘 り 込む に 至って は、 その 遠大の 志望、 憲に壯 とする に 足る 

ではない か。 併も その 舉ぶ ところ は、 陸海 軍事に 關す るの みならす、 文 舉* 醫學 • 化 學* 測量 • 機械の 密な るに 

， . .  きょうたん あた 

まで 及んで ゐ るの は、 寧ろ 驚嘆に 値 ひする。 此の 第一 回の 留學生 中から、 後の 寺 島宗則 • 五代友厚 • 松 村淳藏 中 

木 戶 • 西鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  二 七 七 
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將の 如き を 出した る は、 i 是に 故な きに あらす である。 

薩藩は 旣に此 時、 堂々 たる 『開國 進取』 の 國是に 向って、 堂々 として 進んで ゐる。 長 州で は 井上馨 • 伊藤博文 

ぐら ゐ しか 渡 歌した 者がない 時に、 早く も 十 丸 名の 留舉生 を大發 して ゐ るの は、 薩 藩の 志望の 如何に 雄大なる か 

を 察せし むる ではない 乎。 十四 五歲 といへば、 今日で は 未だ 中學 一二 年の 少年に 過ぎぬ。 それが 海外 萬 里の^ 濤 

. -,,  せつい さ  はつ さう かい ねっぷう  おも かけ 

を 越えて、 ；大涯 の 絶 域に 航し、 髮を 蒼海の 熱風に 散す るの 光景 は、 何たる 勇壯の 俤 であらう。 - 

伊地知の 書簡に 依れば、 一行 屮の新 納刑部 • 五代友厚の 兩 人が、 早く も歸 朝し、 白 耳 義人との 問に、 商取引 並 

に 通信の 契約 を爲 し、 川 港に 絨績 工場 を設 くる 爲 めに、 諸 機械 を設 ：4 はするな ど、 駸.？ 乎た る その 進出 振 は、 到 

底 他 藩の 企及し 得る ところではなかった。 

愈よ 西鄕 等が 藩 政 改革に 著 手す るに 當り、 早く も 慶應ニ 年 〔丙 寅〕 三月 二十 七日に、 第二 回の 留學 生と して、 

吉原 彌次郞 〔重 俊〕 仁 禮平助 〔景 範〕 江； 复蘇介 湯 池定基 種子 島敬輔 

の 五名 を、 英國 船に よって 長 崎 を 出帆せ しめ、 歐洲へ 派遣して ゐる。 

薩長の 密約 は旣に 成立して ゐる。 之れ を 知る 者 は兩三 氏に 過ぎなかった にせよ。 その 兩三氏 は、 實に薩 藩の 國 

論 を 左右す る 重 望 を 負 ふ 人々 である。 彼等 は 第一 に 藩 論 確立の 要 を 認め、 島津 忠義 • 久光兩 公に 事情 を 報告して 

じう じつ  ぐん 

一大 決心 を 促が した。 第二に は 兵備の 充實 である。 厥 本が 西 鄕に伺 伴した の は、 言 ふまで もな く、 彼れ の 群を拔 


し A? わん  《 んせ い 

S た 手腕 を以 つて、 薩摩 海軍の 編成に 盡カ せんが 爲 めであった。 西鄕が n:. くも 海軍に 著 眼した こと は、 今にお い 

て： g ぶる 達 眼 卓識と せざる を 得ぬ。 後年 『薩の 海軍、 長の 陸軍』 と併稱 せらる るまでに、 薩 摩が 海軍に 人 村 を 出 

したの は、 何とい つても 南洲の 先見に 負 ふところが 多い とい はねば ならぬ。. 後の 山 本 權兵衞 伯 等が、 身 を 海軍に 

投す るに 到った の は、 1 に南洲 先生の 敎訓 によると 人に 談> つて ゐ るの も、 故 ある ことなの である。 S この 雄將の 

みに 止まらん やで、 南洲 翁が 後年 私 舉校を 起した 時に、 年少 子弟 を 多く 海外に 出 I せしめて、 海軍 士宫 たらしめ 

たこと は、 『薩の 海軍』 に 偉大なる 力 あらしむ る 所以であった。 

西鄕. 小 松 等が 踊鄕溫 泉から 歸魔 すると ノ諸役 合同の 會議が 開かれ、 改革 は 著々 として 行 はれた。 當時 改革の 

耍綱 は、 大凡 そ 次の 如き 方針の 下に 立てられた。 

なづ 

一、 蔡 格に 泥ます、 大いに 新人 村 を 登用す るの 道 を 啓く こと。 

二、 藩主 始め 諸事、 用 を 節し、 國 力の 充 實に努 むる こと。 

じ. JJ- つ, 0 ん 

三、 諸 役人の 定數を 定め、 剩員を 省く こと。 

くわん 

四、 大いに 門戶を 開放して、 他國 商人 • 旅客の 入國を 緩に する こと。 

五、 陸 • 海軍 軍備の 充實を 謀る こと。  • 

六、 外國 人を慷 うて、 その 長所 を發 揮せ しむる こと。 

七、 身分 牢 しき 者と 雖も、 進 首の 自， e を與 ふること。 

木戶 •  鄉の會 盟と賞 長 聯合の 結成  二 七 九 
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八、 外國 機械 等、 大いに 採用し、 國 用に 供す る こと。 

等であって、 要するに 『開國 進取』 『富 國强 兵』 の 實を擧 ぐるに 在った。 次に 揭 ぐる 吉井 友實の 書中に も、 その 1 

端を讀 むこと が 出来る。  . - 

吉井友 實ょリ 大久保 利 通へ 與 ふる 書 〔慶應 二 年 五月 十日〕 

〔前略〕 當地 〔鹿兒 島〕 も此節 は、 大變 革相始 り、 海陸 軍 等、 夫々 御掛 りに て、 振興 之 害、 就て は君邊 より、 非 

常の 御 取 縮 被， 爲， 在、 御 役人 定數被 M 相定 T 海陸 軍に 被 二 振 向 1 候 賦に御 內定、 相 成 居 中 候。 〔中略〕 遠 客 も、 當 

月末 か 来月 初に かけ、 廻船 之 模檨、 且遠 航海、 要路の 處 より 御擇 にて、 御 遣 之 御 模様、 內外 多端の 事に 御座 

候。 〔下略〕 云々。 

更ら に西鄕 自身、 大久 保に 與 へたる 書簡に、 諸 役人 等 も、 單に 役所に 出て ゐる時 丈け 事務 を 見る と S ふに 留ま 

らす、 自宅に 在る の 時 も、 急に 應じ 事を斷 するとい ふ 勢 ひ を 生じ、 上下、 共に 新 機運に 乘じ來 つた 有様 を 報じて 

ゐる。 

毒 

大久保 利 通へ 與 ふる 書 〔慶應 1 一年 五月 十 5 

卿紬 翰 忝 拜誦仕 候、 彌以御 安康、 御 勤務の 由、 珍重 奉レ存 候。 陳者大 坂 御 下にて、 細事 御閜 札、 御 ゆ 越 相 成 候 


處， 湯治 中に て 旅先え 相 達、 n 卜々 相 廻奉レ 達， 1 御聽 1 候處、 餘程御 安 慮 被 レ遊候 次第にて 御座 候。 左 樣思召 可レ被 

レ下 候。 藝地 破れと やら 叙 山 登の 阿 放 事、 餘 多の 出 役 迚も、 皆 貴兄 方 御 揃の 事故、 ちっとも 不レ 動、 安心いた 

し 居 巾 候。 若 11^ 相 變候儀 も 御座 候 はば、 蒸艦貳 艘も參 居候 付、 直檨御 飛せ の と、！^ 込 居 申 候。 いづれ 人數 

と-つち  ふ らち 

丈 は、 先御兑 合 相 成 候 はんと、 御 察 申 上 居候。 蒸 艦 出帆の 筋 は、 湯治 中に て、 御 返事 も不レ 仕、 « 不！^ の 仕 合 

に 御座 候。 此 度の 交代 人数に は、 決て 驚 出し 候 はん。 十分、 勢 は 張れ 候 事と 奉レ存 候。 其 許よりの 飛脚、 御 見 

合 相 成 居候 處、 いまだ 着不レ 致、 爱許 も、 夫 故 延引いた し 申 候。 先月 〔四月〕 廿 1 日限の 期限 を以、 御 呼 出との 

いくさ 

趣、 小 笠 原 侯 決戰の 含と 申 事、 相 聞 得 候 得 共、 何分 軍の 出来 候 丈け に無レ 之、 叉寬々 打替候 はんかと、 被 二相 

やぶれた ち 

察 1 申 候。 近來 何方よりも 便無レ 之、 事情 不二 相 知 1 候へ 共、 破 立 候 はば、 自然 相 知れ 候 苦、 御 極 候へ 共、 爲レ何 

檨子も 不一 1 相 聞 1 候 付て は、 決 策 は 相違いた し 候 はんかと、 被 二相 考 1 申 候。 如何の 形勢、 相 成 候 はんかと、 日 

rn 御 待 申 上 居候 事に 御座 候。 嘸 御 配慮の 害と 奉 V 存候 0 近衛 御 父子 樣 〔忠 • 忠 一房〕 より 御兩 殿様 へ 御狀參 り、 

,s 芳院 〔近衞 家老 女〕 儀、 京都え 被：， 止、 郁君檨 〔忠^ 夫人〕 御靈前 御祭ら せ 被 レ爲レ 成 度、 左 樣無レ 之 候て は內府 

樣御 孝道 も、 不レ被 レ爲レ 立との 趣、 御 願申來 候へ 共、 全體 わるものの 儀に 候へば、 如何にも 被 ニ殘： ま 一 候處、 不 

梵 事故、 御 反 書の 儀 は、 御 一通に て 委細 貴兄より 御 聞 取 被レ下 候樣、 申參 答、 御 治 定相成 候 付、 a 兄え は、 

私より 委細 申 上越 候て、 程 能 御斷被 11 申 上？ 御 暇 相 成 候樣、 御 働 被 レ下度 御 賴申上 候。 良 君 様 〔忠房 夫人〕 も 被 

レ爲レ 入、 其 上 梅芳院 を以、 御祭 不レ 被レ成 候て は、 御 孝道 不レ被 レ爲レ 立との 趣、 却て 御 不孝 道の 譯、 御 母君 檨を 

木 戶 • 西郷の 會盟と 薩. お 聯合の 結成  二八 一 
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餘 人を以 御祭ら せ 被， 遊 候 趣、 御 孝道に 1% 御 事と 奉レ存 候。 中將樣 にも、 思 召に は 相 逆 候 譯に候 得 共、 婦人 

く ゥ しく 

，おは、 一 I 恐し きもの 候 問、 御 暇 相 成 候 方、 却て 御爲 にも 可 レ直、 委敷 貴兄え、 申 遣 候樣、 御沙汰 被 レ爲レ 在 

厶 厶厶厶 A 厶 A 厶厶， 

宜敷御 計 可：， 被：， 下 候。 御 當地も 御變革 御手 

きま ひ、 き 御, 勤 無， 之 共、 宅に おひて、 御用 御 聞 

.iLA::iri<^..^。 相 樂居申 候。 仰 出等冩 は長藏 より 差 上 候 由 承 候 付、 相 贫き申 候。 S づれ 俗論 も、 可 U 相 起 一 候 得 

共、 當日迄 は、 何も 不一 一中 觸ー 趣と 相 聞かれ 申 候。 何とも 云 はぬ 樣 にと は、 決て 不 n 出來 1 ものに 御座 候 間、 目 

當を 定め、 是非が 1 まで は、 不レ 動譯に 御座 候。 いまだ 申 上程の 愉快 は無レ 之、 近々 御 聞に 入れ 候 程の 事 も、 

有れ かしと 祈 入 申 候。 其 御 許の 儀 は、 どうで も 動きの 付 候 はば、 早々 御 申 遣 可 レ被レ 下 候。 此旨 荒々 御 報 迄、 

如レ斯 御座 候。 恐惶 謹言。 

五月 十 日 〔度應 二 年〕 

西 鄕吉之 助 

大久保 一 藏樣 

かくて 薩藩藩 政の 大 改革 は 著々 進行し、 大に鳳 I 異を 伸ばす の ^礎せ 成立した。 西鄕は 時に 大 番頭で、 お 側役 を 

勤めて ゐ たが、 改革の 結果、 大目 附に 上せられる ことにな つた。 大志 ある 西鄕は 寧ろ 之れ を 不便と し、 固く 辭し 

て 受けなかった。 彼れ は 役人 を 勤めて、 所謂" り を悅ぶ 人間で はない。 自由に H 方に 馳驅 して、 國家 革新の 大 


や じん  かう せう 

*^ を 成就すべき、 一 火 野人であった 0 だ。 彼れ は 婦女 f.^ の袂 にじ やる る lf.;:」 はなく、 出 バに髙 嘯す る 41 虎 だ。 

常時、 橫井小 嫌が、 薩州 改革の 狀を 論じて、 兄弟に 與 へた 書簡が ある。 その 中に 曰く、 

横 井 小 楠よ リ 兄弟に 舆 ふる 書 抄 〔慶應 二 年 十二月 七日〕 

厶厶  <" 厶 A 厶厶 A 厶厶 厶厶厶 A 厶厶 <3 厶 厶厶厶 厶厶厶 <3 厶厶 <3 厶 厶厶厶 厶厶厶 な厶厶 <^厶<1ム 

I 薩州 は、 自國 取り 堅め 申 論 一定いた し、 彌以 常國强 兵に 取り 懸り、 西洋 器械 も、 大抵 取り寄せ、 洋人も 四 

厶<1 厶厶厶 厶厶  <- 厶厶ム 厶 厶厶厶 厶厶 A 厶 A 厶  A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

五楚呼 寄せ、 操 練 等、 S! 盛大に 相 成 候。 家中 若者 共 は、 大抵 洋服 截髮 いたし 候、 是迄國 中、 旅人 は嚴禁 之^、 

鹿 子 島内 は、 勿論、 何方も さし 許 候 故、 諸國 商人、 追々 人込み、 城下 杯 は、 日々 にき は ひ 候 e 國 論と 大 にう 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  A 厶 厶厶厶 

ち替 り、 術計 策に て、 行れ さる 事 も合點 いたし、 何も 誠心 公平 之處 に、 一統 歸候 由。 必^ は、 大隅公 〔久 

光〕 非常 之 人に て、 此 地に かたまり 珍重に 候。 當君 〔忠義〕 も、 餘程宜 敷、 日々 政事 堂に 出方 自身 上 iiS 、也。 

近頃！^ 訟箱を 被： &、 下情 を 聞 もし、 聞かれ 候 主意に 付、 S か 成 下賤よりも、 言上 不レ 苦、 毎朝 自身 114?^ 被レ致 

候。 是等は 近来の 美事 也。 

【十】 幕府 五 卿 を 召致 せんとす 

せ んざ せつ *< く 

西 鄕が藩 政 改革の 爲 めに、 鹿兒 島歸國 中、 三 條公を 初め、 筑前 太宰府に 潜在して ゐた五 卿の 身邊 に、 切迫した 

木戸 • 西鄕の 會盟と 薩長 聯合の 結成  ニ仄 三 
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事情が 生じた。 それ は 12^ 閣が長 州 W 征の意 を 決する と 同時に、 三條卿 以下 を 大阪に 召致し ようとし、 目 付 小 林 

は  t 

六 郞を筑 前 藩に 派し て、 五 卿の 引渡し を 迫って 來 たこと であった。 

當時筑 前の 勤皇 有志 は、 多く は 刑せられ、 藩 論 は 一に 佐幕 論 ——- 佐幕 論と いふ ほどで なく、 先づ 日和見 ぐらな 

けんぎ 

のと ころで はあった が、 幕府の 嫌疑 を 怖る る こと、 虎よりも 甚し いものが あつたので、 大體 佐幕の 風が 盛んで あ 

つたと 兒て よい 11 が、 勢力 を 占めて ゐ たので、 五 卿 は 或 ひ は 小 林の 爲 めに 拉致 せられる や も 知れぬ 勢 ひとな つ 

ひつ はく 

た。 この 逼迫した 危難に 面して、 その 誰れ よりも 驚ろ S たの は、 いふまで もな く 五 卿 それ 自身で ある。 

にくはく 

小 林が 幕 命を窗 らして 福 岡に 著 S たの は、 三月 三十日で、 頗 ぶる 手強く 藩廳に 肉薄して 居る。 筑前 藩が 幕府 を 

おそ  どくだん 

怖れる とはい ひ狀、 寶は筑 前 藩の 獨斷 で、 五 卿 を 手渡す る こと は出來 ない。 それ は 第 一征 長の 公約に よって、 五 

れんたいせ 51- にん 

卿 は 五 藩の 連帶 責任と して 護衞 する ことにな つて ゐ るからで ある。 五 藩 中の 最 有力者 は、 勿論 薩 摩であった こと 

は、 今 ま更ら 多言 を 要しない。 

三 倏實美 卿 は、 何よりも 先づ、 薩 藩士 をして 事の 急 を 西鄕に 報ぜし めた。 西 鄕は五 卿の 急 を 救 ふべ く、 黑田淸 

隆* 伊集院 兼 寛に、 兵 三 十餘 人を帶 同せ しめて、 一路 直行、 太宰府に 急派した。 

薩長 聯盟の 根本 精神 は、 S ふまで もな く皇 政の 復古に あるので、 その 皇 政の 復古に は 五 卿はなくて ならぬ 楔 子 

である。 薩長 聯盟 旣に 成立す るの 今日、 五 卿 を 幕府に 手渡して なる もので はない。 西 鄕は黑 田に 命じて、 斷 じて 

五 卿 引渡し を 担 ましむ るの 方針 を授： b た。 


黑 田が 太宰府に 著いた の は 四月 三日で、 翌 四日、 黑田は 堀 直次郞 と共に、 直接 小 林 甚六 郞に 面會 して、 薩 藩が 

五 卿 を 守護す る 使命の 何物なる か をカ說 した。 彼れ は 曰く， 

『抑. -五 卿なる もの は、 征長總 督府が 幕府の 命 を 奉じて 五 藩に お預けと なった のであって、 我々 は 藩主 及ぴ大 

隅 守の 命 を 奉じて、 その 任に 就いて ゐる ものである。 足下が 如何に 幕 命 を 振り L おして 來た ところで、 我々 は 我 

が 主君の 命令 あるに あら ざれば、 輕々 しく 此の 重任 を 解く こと は 出来ない。 足下 若し ra^ して 我々 をして 命令に 

てんさい 

伏せし めようと するならば、 宜しく 先づ 朝廷に 申し上げ、 天 裁 を經て 我が 藩主 公に 命令 を 下される がよ い。 藩 

主 公より 命令が あるならば、 我々 は 卽刻五 卿 を 足下に お渡し 致す であらう。 事 ここに 至らざる 限り、 我等 は斷 

じて 五 卿 を 手放す こと は 出来ぬ。 若し 强 ひて 五 卿 を 奪取しょう とするならば、 致し方が ないから、 兵火に 訴へ 

て 勝敗 を 決する の 外 はない』 

黑 E が 小 林 を 面詰した る、 颯爽た る 風姿 は、 頗 ぶる 溜飲 を 下ぐ るに 足る が、 土方の 『回； 大實 記』 に、 常時の 狀 

況を 詳細に 寫し 出して ゐる。 

應 

『回 天 實 記』 抄 〔慶應 二 年 四月 五日〕 

四月 五日、 晴。 四つ 時參 殿、 八 ッ時返 出。 七ッ 時半 頃より、 薩藩 黑田嘉 右衛門 • 堀 平 右衛門 • 川 畑 伊右衛門 • 

1 二 雲 藤 一 郞面會 致 度申來 候に 付、 水野溪 雲齋、 同行す。 黑田 曰。 我々 共 去月 〔三月〕 二十 八日、 國許 出足、 途 

木 戶 • 西鄉の 會盟と 薩長 聯合の 結成 、  二八 五 
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せに 於、 幕 目 付 博 多 着岸 之 飛脚に 行 逢 候に 付、 倍 道 兼行 之處、 於 U 肥 後 領分 7 堀 平右衞 門に 逢 ひ、 初て 詳紬之 

事情 承 候に 付、 一同 憤慨、 直に 同人 も 同行に て、 昨夕 〔四月 四日〕 着、 不 U 取敢  一二 日 巿目付 旅 宿へ 參候 處、 寶 

滿山行 之 留守に て、 不， 得 n 面會ハ 今朝 小 林 氏 〔甚六 郞〕 V 面會、 僕 曰、 承 候 得 者、 i 散、 此度五 卿 方へ、 御^ 

會之 上、 幕府 之 意向 御 申立に て、 浪華 迄、 五 卿 方 御 伴 被， 成、 舊位舊 職 等 御復之 事、 御 周旋 之 趣、 以ての外の 

御處 置、 甚 了解 不， 仕 候。 元 來五卿 方、 長 州より 御 渡海 之義 は、 幕府より 奉， 一朝 命 一 候 上 之 事に て、 弊 藩 初、 五 

藩ん 守護 被， 命 候 事故、 寡 m 父子に 於ても、 恭奉 k 幕 之 命 1 一 同專心 一 意に て、 御 守護 仕 候檨、 固く 申す 

候。 某 等 陪臣 之 身、 唯 主命 有 を 知て、 其 他 を 知らす。 i ひ 天幕 之 命な りと 雖、 主命 之 無， 之 は、 五 卿 方、 他 

へ # 移轉の 事、 斷 じて 御請 難， 仕、 叉假 りに 五 卿 方に 於て、 御 同意 被， 成 候 共、 某 等 御 守護 之 身、 死 を 以て も 

かんさ ク 

諫諍？ 仕、 寶使 君、 是非共、 御 伴き 成 I 召に 候 はば、 先以 天朝へ 謎 に 及 ひ、 ； i ょり髮 に 勅命 あ 

り。 其 上に て、 寡 君より 某 等に 下命 致 候 儀 なれ は、 謹て 御請 可， 仕 候。 然共、 初より 定論 あり。 假令 朝 

命. 幕 命たり. と雖、 義に 於て 缺る 所有， 之 候 得 者、 如何 檨 にも gi、 服 命 仕 間 敷 候に 付、 使 君 五 卿 方へ 拜_謁 御 

歸 坂之義 は、 御 見合 可， 被， 成、 若 強て 被， 成 時 は、 弊 藩僻國 gg;^ 風習、 壯 士鞏必 奮激、 兵器 を も相携 へ、 御 

ら,) か • 

守護 仕、 如何 檨之亂 階 相 開き 候 哉 も不， 測、 何卒 御 熟 察 有， 之 度 旨、 申入 候處、 幕吏 等、 大に I 赠歉 g^f^, 知 

レ所， 答、 少焉、 小 林 答 曰、 貴下 等 之 御 論、 至極 尤 なれば、 尙 熟議 御 答 可， 致 云々。 折 柄 四 藩 之士、 亦參 合せ 候 

に 付、 右 陳述 之 次第、 申 聞 候處、 孰れ も 同意に て、 更に 異議 無， 之 候 間、 御 安心 有， 之 度、 尙五卿 方へ も、 宜 


敷 右 之 趣、 御上 申 栴願候 云云に て、 其より 參殿巾 人、 夜 四 ッ頃返 出。 

ぢ きでん  まう しう  おど 

西鄕直 傅の 論鋒 を以 つて、 黑田は 小 林に 猛襲した。 小 林た る もの 愕 ろかざる を 得ん やで ある。 併し 彼れ も 去る 

者、 向後 如何なる 方法に 出る かも 知れない と 思った ので、 黑田は 更らに 增兵を 老臣 桂 右衛門に 要求した。 

大山 格 之 助 〔綱 良〕 は 三十 五 人の 藩 兵と、 野 戰砲三 門 を曳 いて 筑 前に 入り、 尋 いで 吉井 友實も 亦た 太宰府に 入つ 

た。 それ は 六月 六日の ことであった が、 流石の 小 林 も、 兹に 到って 策の 施すべき ものがなかった と 見えて、 五 卿 

上阪 は、 遂に その 成功 を 見る に 至らす して、 水泡に 歸 した。 

薩 藩が かくして 小 部隊 を 次から 次に 國 外に 出した の は、 頗 ぶる 注目 を 要する ことで ある。 五 卿 問題 は 勿論 その 

表面の 416 務 であった に は 相違ない が、 他に は皇政 復古の 大業 を 目前に 控 へて、 兵 を 次第に 中原に 集めん とする 乎 

段であった こと を、 察せざる を 得ない。 のみなら す、 時に 幕 長の 再 戰は旣 に 演出せられ、 長 州 は 必死の 力 を以っ 

て、 之れ に對戰 しつつ あつたから であった。 
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第二 章 幕府の 長 州 再征と 薩 藩の 獨立的 態度 

【一】 長 州 再征と 幕府の 態度 (I) 

閤老 • 及び 德川慶 喜の 態度 

薩長の t^ii に 成り、 口に 出して こそ Mm はせ ね、 兩 藩の 豪傑 連 は、 各. -藩 地に 歸 つて、 皇政 復古の 素地 を 作 

りつつ あった 際に、 それ を 知って か 知らす て か、 幕閣の 間で は、 ひたすら、 長 州 搏 征の 方策 を 進めて 行った。 

くわん えう しゅち やう  9 

1 口に 幕府 側と いっても、 その 中にはい ろくに 議論 は 別れて 居って、 寬猛の 主張 は、 人に よ.^ 藩に より 

1 硬 1 軟、 1 弛 1 張であった。 その 中で も、 一橋 は 最も 强 硬なる 1$ 征 論者で、 

【一】 防 長の 半ば を沒牧 し、  . 

【二】 毛 利 敬 親. 父子 を 蟄居せ しめなければ、 蛇の 生殺し は、 却って 百年の 大害 を殘す ものである。 

との、 主張であった。  ♦ 

けん はくしょ  めいれう 、  > 

慶輕 一年 〔丙 寅〕 正月、 1 橋が 將 軍に 致した る 建白書に よって、 その 主張 は 充分に 明瞭で ある 

1:1- 府の長 州 征と薩 藩の 獨立的 態度  二八 九 
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德川慶 喜の 提出せ る 幕府への 上書 〔慶應 一一 年 正月〕 

毛 利大膳 〔敬 親〕 家老 共 詰問 爲-- 御用-被 --差 遣-候 大小 御 目 付、 右 御用 相濟、 先々 被レ 致- 歸 坂-候に 付、 此 上御處 

置 振 之義、 御 年寄 中え も 申談、 尙 見込 之 趣、 其節不 -1 取敢 1 申 上 置 候 處、， 何分 御大 事 之 儀に 御座 候 間、 肥 後 守 

〔松 平容 保〕 越 中 守 〔松 平定 敬〕 之 見込 之 趣 も、 得と 承屆候 上、 御 治 定相成 候樣致 度、. 歸京後 早 々雨 人え 申談、 

十分 評議 相盡 候處、 大膳 父子 1 昨秋 以來、 謹慎 伏罪 罷在候 段 者、 無二 相違 1 と 申立 有 レ之候 得 共、 第一 京都 亂 

か、 s^^r^rfff  ^ktr€^^.ff^. ケ 而已 ならす、 

夫々 之 役場え 差遣 置 候 儀 も 有 レ之由 相 聞、 山 口 城 再 築 之 儀 も、 家老 共 申立 候 趣 者、 全事實 相違に 而、 領內 所々 

こ むし し 

關門嚴 重に 相設、 往来 人 者 差留、 尙 叉外國 人に 懇信を 結 ひ、 相對 勝手 を以、 兵器 等 買 入 候 儀 も、 風聞 而已に 

無 レ之承 込、 其 外 領内 取締 之爲と は乍レ 申、 父子 共 寺院 蟄居 之 身 を 以て、 永く 山 口 表え 出張 罷在、 末 家並 家老 

共、 被 II 召 呼 一 候 節 も、 容易に 差 出不レ 申、 殊に 今般 御 詰問に 被レ及 候、 宍戶備 後 介 儀 も 全 偽名に 而、 家老 立場 

之 者に も 無レ之 由。 同人 差 出 候 書面 之 意 も、 表 向 恭順に 致し、 難レ有 御沙汰 を 相 待 居候 旨 者、 認有レ 之 候 得 共、 

あ ひ あら は 

底意 之處 者、 詰り 自儘 之 申立に 而、 此上 御處置 御沙汰に 寄候而 者、 一圓 御請 仕 間敷氣 込、 十分 相 願れ 居、 1 

昨 〔元 治 元年〕 七月、 京都 暴動 等 之 儀 *?、 聊 も取敢 〔取合〕 不：， 申、 只々 大膳 父子 年来 之 勤 功 而已數 へ 立、 是迄 

公武 御 仕向 不 11 御宜 1 故 之 儀と、 體能 仕な し 候 者に 有レ 之、 從而藝 州 表え 罷出 候、 諸 隊之者 共、 對ニ 御人數 1 不敬 


之 振舞 有 ン之箭 にも 相 聞、 總而 右樣之 事に 而者、 大膳 父子 謝罪 申立、 國中 一同 謹愼、 御沙汰 相 待 居候 實意共 

雞レ 巾、 公武え 對し 奉, 長 候 主意 無 レ之段 顯然に 付、 此上 者、 速に 金 鼓 を以、 其罪狀 を御釓 し、 兼而 被， I 仰 出 I 

A  厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶 厶厶厶  もとく 

候、 朝敵 之 御 取扱 被， 成 可レ然 筋に 候 得 共、 素々 表 向 伏罪 申立 候 儀 故、 再應之 御手 數 なから、 尙乂御 年寄 共 之 

內壹 人、 彼 之 國境迄 被 二 差遣 T 大膳 父子 呼出し、 自然 病氣 等に て、 難， 1 罷出 i3 曰. e. 立 候 はは、 山 口 • 萩 迄も蹈 込、 

前條 不都合 之廉 者、 御 詰問に 被レ 及、 父子に 於て 彌恐 入、 幾重に も 御 jf 化 申 上 候 事に 候 はは、 前 條激徒 共 處© 振 

を始、 何れも； 大下之 耳目に、 明 .a に 相 分 候 程 之實意 を以、 夫々 申 譯相立 候 檨可ニ 取 計？ 右 様相 成 候 上 者、 大膳 

父子、 日頃 示 方 不行屆 之 廉而已 御 咎に相 成、 朝敵 之 罪科 者 御 赦免に て、 格別 之以 -I 御仁 惠 T 寬大之 被， 及 ニ御沙 

汰 1 可, 然候得 共、 何分 前條之 通に 而者、 何程 御 寬大之 思 召に 被 レ爲レ 入 候 共、 被レ對 n 御所 T 無レ 謂御處 5 は 振、 御 

執行 可 二相 成 1 檨も 無， 之、 隨而兩 度 迄、 天下 諸 大名 之 兵 を 動し 被：， 成 候廉ぇ 奉：， 對、 此 分に 而、 其 儘 御 拾 © 被 

レ 成候而 者、 最早 御 武威 者、 夫 迄 之 事に 有， レ之、 且者 半年 餘之 御進發 に而、 十分 之 御 効 も無レ 之、 御 屈し 被レ遊 

候樣成 行候而 者、 詰り 御 職掌え も相拘 り、 天下 之 御物 笑 ひと 相 成、 長 防に 於ても 彌增長 致し、 此上 平定 之兑 

据 も不， 一 相 立 T 大亂 不日に 相 開き 候 儀 故、 是非 大膳 父子え、 今一 應御 詰問 有, 之 可：， 然旨、 肥 後 守 • 越 中 守 • 一 

同 評議 之 上、 御 年寄 共え 申 遣 〔申出〕 候處、 坂 地 御 評議 之 面々 は 〔向 は〕 聊 異同 有 レ之、 最早 1 旦御 詰問 相濟候 

たと  うつし 

上 者、 譬へ大 膳 父子に 相尋候 迚も、 矢 張 同樣之 事に 可 レ有レ 之、 自然 病身 等 申立、 彼是 時日 を 移 居候 內に 者、 

あ ひ. 

_!s 方之氣 八" も 相 弛み、 無益 之 手 數に落 入 候而已 に而、 事 之 成敗に 預り 不レ申 儀に 付、 此上右 等 之 手段に 不レ 及、 

幕府の 長 州 1$ 征と薩 藩の 獨立的 態度  . 二 九 一 


大西鄕 垒傳 第三 卷  二 九 二 

げ まと 

直 樣寬大 之 御 處置被 U 仰 渡】 可 レ然、 左 候 はは 國中 格別 之 御仁 惠に 伏し、 難レ 有奉レ 存候處 より、 激 徒共不 -1 相 濟- 

所業に 及 候 者 は、 其 國 内に ぉゐて 取締 も 相 立可レ 申、 萬，^ 1 不服 之 儀 御座 候と も、 於 H 公武 ー斯迄 格別に 御仁 惠 

被 レ爲レ 在 候 を、 1 切 御請 不 n 申 上 1 候檨之 事に 相 成 候 はは、 1 段 之 罪 狀も相 增候儀 故、 諸 大名に お ゐても 勇み 

立、 人數 il: し 可-一 相 成 T 其 節 者 御 下知 無レ之 共、 四方より 討 入、 大膳 父子 之 罪 を 相 礼 可レ申 候に 付、 一 先 右 之 

れラち  けいてん 

被 二 仰 出 1 〔仰 渡〕 有 V 之 可, 然、 尤 寛大 之 御沙汰と 申 儀 も、 領地 等 其 儘に 被レ 置候而 者、 御 刑典 も 相 立 不レ申 儀に 

付、 高 之 內十萬 石 も 被， 1 召 上 T 父子 共 御 咎可レ 被 二 仰 付 1 哉 之 見込の 由 承り 候に 付、 尙又肥 後 守 • 越 中 守 共 中談、 

得と 相考 候處、 御 年寄 共 見込 之處、 理合者 御座 候 得 共、 右に 而者全 目前 之 儀 を 無事に 取 計 候と の 事に 而、 

決 而病极 を 候 療治に 無レ 之、 此儀者 前日 も 於 11 御前 一 申 上 候 通 之 事に 而、 且前事 之 敗れと、 敗れに 不レ 致と 

の ニッは M ひ 差 置、 大凡 前に 定 居候 筋合に 〔凡 事 見 居候 筋合 之〕 相 立と 不 -1 相 立 一との ro^ を 以て、 兒据相 立 候 儀、 

當節之 第 1 専務に 有 レ之、 何程 目前 之 事 は 相 敗れ 候 而も 後に 治り 候 事に 候 はは、 勿論 執行 可 レ然、 叉 何程 目前 

無事に 及 候と も、 後て 大亂 引出 候 儀、 差向兑 へ 居候 事に 候 はは、 1 圓御 執行 難- 1 相 成 I 筋に 而、 今般 長 州御處 

置、 無 11 此上 1 大切 之 事に 奉 レ存候 間、 聊も 御手 落 御」 M 候而 者、 後來御 取展し 六ケ敷 儀と、 幾 望に も 厚く 被レ盡 -- 

御 評議？ 尙 前後 之 事務、 篤と 御 勘 辨被レ 爲レ在 候 はは、 前件 此儘 寬大之 御沙汰に 被 レ及候 儀、 如何 可レ有 n 御 1- 一 

哉。 fffffrff,  iV へケ かか 、に^ま や ^f^^^^^f^r^^f 

，J ハ』^ き^. i き：!： 卜 き 4t 第 1 備後介 中立 之 趣、 只々 僞辯を 飾り、 自已之 勝手 を 中 張、 平常 復古 之 御 


沙汰 を 相 願 候 底意、 ^不二 相濟 f 御 年寄 共 込 之 通、 直 樣寬大 之 御沙汰に 被レ 及、 隨. 2： 一統 雞， 有 承伏 仕り、 激 

徒 共 速に 取締 相 付、 鋇靜に 及 候 はは、 直 疊國 1:¥之 幸に 御座 候 得 共、 私共 掛念之 趣 者、 右 様相 成 候 はは _^.f^l: 

<1<|1厶<1"厶.<1 厶厶厶 厶<1<1 厶厶 A 厶 A  厶厶厶 厶厶ム 厶厶 A 厶<1 厶么 厶厶厶 

外 i 者 巾 上 候 共、 内實 (せ 御 武威 之 程 を 侮り、 此上 國中彌 悔悟 改心 之 期 者 有， 之 間 敷、 左候迚 最早 一 應之 御^め 相 

濟候 後者、 . 〔豕來 共 京地 •：：；！ 戶 表え も 入 込 候 儀 難， 1 相 成-共 難：， 中、 左 すれ は 其 者 共 w ひ 入 込、 前々 の 如く 稷々 

さし はたらき 

不二 相濟 1 儀 差 働 候 者、 差 向 見 居候 事に 而、 其 節に 至り、 今般 之 御處置 御手 落 之 儀と、 相悔候 而も、 無レ詮 筋に 

而、 替へ 父子 兩 人え、 嚴^3.:之御沙汰も無，之、 隨而 領地 は 其 儘 被 二 差 置 1 候 共、 彌 悔悟 改心 爲：， 仕此上 公武 之 御 

奉公、 實以 誠意 相 盡候樣 相 成 候 はは、 則 御 武威 相 輝 候 儀に 而、 決 而兵革 を 御 動し 被, 遊 候 而已、 御 武威と 申 に 

は 無 レ之候 得 共、 父子 兩人 を始、 國中擧 而實心 悔悟 之 運 ひ、 相 付 不レ申 限り は、 兩國 小, 殘召上 候 共、 右 闽內士 

1- ^ )  .  -  JZ  \J-C  ,  、  -i  f  , ョ - ul»  ^  A  A  ^  ^  AAAAAAAAAAA  <1A<1 厶 A  A<1AA<1 厶厶 

nr^ 、祸 武威に 服し F と は 難 レ申義 に 付 當節之 御手 段、 只管 父子 實心 悔悟に 及 ひ、！： 内 之 激徒、 自分より 處 S 爲 

レ 致候樣 御 仕向 之義" ボー に 可：， 有, 之處、 右 御 運 ひも 相 付 不レ申 内、 此儘直 樣寬大 之 御沙汰に 及候而 者、 必定 御 

手 落 之 事と、 後に 大に悔 候 義出來 可， 中、 S  か， ii レ.？ J 

?LA..J3;_^CA;1A』<J1AAA5JA 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 A 厶 <J<1A 厶  <1A 厶厶 

^^、に 右 樣之御 取 計に 相 成 候 段、 被 レ對， 1 御所 向 1 候 而も、 御 都合 之 筋に も 有， 之 敷歟。 從而； 冉度迄 ；大 下 之 火 

兵 を 御 動し 被， 遊 候條、 未熟 之御處 置に 歸着 致候而 者、 天下 之 人心 瓦 i 之 基と 相 成、 防 長 二 ケ國は 綴? A に 及^ 

共、 IK 下 之 騷動者 休 申 間 敷、 左 すれ は 今般 之 御處置 者、 洽亂之 境と 奉 V 存候 間、 根 を ilk 御手 段 無， 之而 

者、 相叶不 レ申義 に 候處、 自然 成功 御 差 急の 餘.^ 、 程 能 御 取 計に も 相 成 候 樣之義 に 被， c^、 後日 御 取 Is- し 難， I 

幕-肘の 長 州 再征と 薩 藩の 獨立的 態度  二 九 三 
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相 成 一事に 立 至 候 而者恐 入 候 間、 吳々 も 此義厚 御 賢考、 被 レ爲レ 在候檨 仕度、 尤 追々、 水引 候內に は、 御國 カ御疲 

弊 者 勿論、 諸家 兵 氣も相 i み、 意外 之 事變も 難レ計 候に 付、 可 レ成丈 1 日 も 早 ふ 御 事 濟に相 成候樣 致し 度、 尙 

又 人情 無事に 相 過し 度 存不レ 申 者 は、 壹人も 無 レ之候 得 共、 御 事體に 於て、 右樣御 都合 之立樣 〔之 儀〕 に而 者、 

相 運 兼 候義も 有， 之、 且 道筋 相 立 候 上、 破れ 候義 者、 無, 1 餘義 1 次第に 而、 後々 御 取 房し も 相 成 候 得 共、 萬 一 御 

處置之 上、 筋合 相違 不レ申 篛有レ 之、 相 敗 候 節 者、 後に 引返 も 出 來不レ 申義に 付、 大膳 父子に 於て は、 如何 檨之 

義 申立 候と も、 此方 御 處置之 上に 而者、 1 點之御 後 闇き 義無ヒ z、 公明正大、 天下 服從仕 候樣、 御 進 返 被：， 遊、 

おして 

自然 彼れ 不， 服 候 はは、 素より 御 進發中 之義、 速に 御 討 入 被：， 遊 候 迄 之 事と 御 覺悟被 レ遊候 はは、 推而 服罪 之掷 

取 計 被レ成 候に も 及 申 間 敷、 且是迄 追々 御 永 引、 一 ケ年餘 も 相 掛り候 末、 今日に 至て 1 二月 を爭 ひ、 御手 落の 

事 御 候而 者、 實に遣 憾之義 に 御座 候 間、 何卒 今 1 應大膳 父子 底意 御 詰問 之 上、 寬嚴 如何 共 御 處置被 こ 仰 出 一 

きお， トき。 就 レ夫御 年寄 共 之內、 急々 上京 致し 候 檨中遣 候 間、 着 次第、 委細 中 談候義 に 御座 候 得 共、 

右 之 趣 者、 國家 重大 之 事件に 御座 候 間、 尙 幾重に も 厚く 御 賢考被 レ爲レ 在、 可 レ然思 召 候 はは、 早々 御 英斷を 

以て、 御 決議に 相 成候檨 仕度 願 候。 此段、 大略 以 -1 書取 T 奉 n 言上 1 候。 以上。 

寅 正 e:  s 應ー 一年〕 ♦ 

1 橋中納 言 〔慶 喜〕 


い かう  はつほん-て くげん 

俊 喜の 意嚮に 從 へば、 長 州の 處分 は、 拔本 塞源 的 處置を 執る 必要が ぁリ、 その 爲に は、 今 一 應、 毛 利 敬 鋭 *定 

腐 父子 を 喚び 出して、 否やの 確答 を 致させ、 國 中の ぎ亂は 父子の 責任と して、 自 から 解決せ しむる やうに したが 

よいと いふので ある。 前揭 文意の 要 を 執って いへば、 

きつもん 

■『 …… 大膳 父子 を 今一 應 詰問 ありて 然るべき il:T 肥 後 守 〔會 津〕 越 中 守 〔桑 名〕 と 評議の 上、 年寄 どもへ 申出で し 

に、 阪 地の 御 評議に て は、 聊か 異同 あり、 もはや 詰問せ すして、 直に 處置を 申 渡すべく、 十 萬 石 も 召 上げられ、 

おんとが め.  び やう こん 

父子と も 御咎仰 付けら るべき 意見の 由 なれ ども、 そ は 目前の 無事 を 計る のみ。 決して^ 极を拔 き 去るべき 疲法 

にあら す。 今 直に 寛大の 沙汰に 及ばれ、 國內 一同 承服し、 激徒 速に 鎮撫に 及ばば、 國 家の 大幸 なれ ども、 せ 木 等 

の 懸念す る 所 は、 外、 承服 を 奏すと も、 內は 益よ 御 威武 を 侮り、 悔悟、 改心の 期 は、 決して ある まじき なり。 

旣に ー應の 御咎濟 みたる 後 は、 i¥ 外 共、 1^小地、 、江戸へ 入り込む 事 を 禁じ 難く、 稗び 入 込みて、 以前の 如く 稷々 

せん 

相 働く は 必定な り。 其 節に 至り、 悔ゅ とも 詮なし。 若し 叉 父子 兩 人へ 厳重の 沙汰 もな く、 领地を 其 儘 差 i:^ かる 

< いかく 

ると も • 實に 悔悟、 改心せば、 卽ち御 武威 を 輝かせる ものに て、 兵 革 を 動かさる るの みが、 御 武威と 巾すべき 

にあら す。 兩人を 始め、 國中 悉く 悔悟せ ざる 限 は、 兩國錢 らす召 上げら るると も、 國 內の士 民、 御 武威に 服す 

げキ J と 

とい ふべき にあら す。 故に 當 節の 手段 は、 ひたすら 父子の 中心より 悔悟して、 國 内の 激徒を 自ら 處 S せし むる 

やう、 御 仕向け ある を 第 1 とす。 若し 然ら すして、 此儘 寛大の 沙汰に 及ばば、 後に 大に悔 ゆる 事 あらん。 道筋 

やぶ  くわい 

立ちし 上なら ば. 敗る ると も、 後の 取戾 は、 相 成る ベ けれど、 萬 一、 御處置 その 道 を 失 はば、 敗れた る 時、 恢 

isl^ のお 州 W 征と薩 藩の 獨立的 態度  二 九 S 
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復の 方法な からん』 

含ゃラ じゅん  あら 

と 云 ふに あって、 要するに 表面の み恭 順 と 云って ゐて も、 裏面 は 之と 全く 反對 に、 幕府 反抗の 意 氣を露 はして 

ゐ るの だから、 今 1 應敬 親父 子 を 詰問し、 然る 上、 f& 角の 命令 を發 する に 如かす とい ふので ある。 文中に 阪地云 

云と あるの は、 板 倉 伊賀 守 • 小 笠 原 壹岐守 を 指さした もので、 兩者は 今に 至って 詰問 は 無用、 直ちに 征伐すべし 

との 論者であった。 處分 方法の 上に も、 多少の 相違が あった。 

【一一】 長 州 再征と 幕府の 態度 (二) 

紀州家 德川茂 承の 建言 

慶 喜の 意見 は、 議論と して 憲に 立派で ある。 正々 堂々 たる 立論で ある 。併し 多少 時期 後れの 觀 がないで はない。 

甲子のお 變に禁 闕に發 砲した 朝敵 を 云 ふなら ば、 それ は 第 1 回の 征 長で、 兎も角も、 1 應、 鳧が ついて ゐる 害で 

ある。 慶 喜の 云 ふやう に、 長 州 再起の ならぬ やうに、 根本的 解決 をす るの ならば、 將軍親 發の當 初にお いて、 電 

光石 火 的に、 解決して 置くべき だ。  ， 

扱て 慶喜は 鬼 も 角、 當の 責任者た る、 征長軍 總督を 引受けて ゐる紀 州 侯 德川茂 承 は 如何なる 態度で あつたか。 

こじ  ギー  11, 

彼れ は 快よ く 總督の 任命 を拜 したので はない。 再三再四 固辭 したが、 聽 かれない ので、 止むな く 引受けた に 過ぎ 


ぬ。 卽 ち^々 ながらの 出陣で ある。 そこで 意 氣の揚 らう 害 はなく、 隨 つて 士氣の 振 はふ 道现 はない。 

去りと て、 乘り掛 つた 船 だ。 何とか 結論 を 著け なければ ならぬ。 こんな 勘定の 合 はぬ 戰爭 に、 永く 引掛 つて ゐ 

て は、 费用 倒れに 歸す るの みだから、 結局、 早く 何とか 形 づける より 外 はない。 斯 やうな 心理から、 長州處 分に 

關 する 建白書 を 差 出して ゐる。 

紀州侯 德川茂 承よ リの 建白書 〔慶應 1 一年 正月〕 

かたじけなく  へい ふ 

去 夏、 御進發 以来、 茂 承 〔紀州 侯〕 不肖 之 身 を 以て、 辱 も 總督之 命 を 蒙り、 國カを 傾け、 敝 賦を盡 し、 當 地へ 

出張 罷在、 昨冬 〔慶應 元年〕 迄、 殆 巨， 萬 之耗費 有：， 之 候 得 共、 實に 不二 容易 1 時勢、 効 忠盡カ 之 秋と 奉レ； 候に 付、 

右 等 之^ 弊 を不レ 顧、 多 方 經现仕 候而、 今日まで 相 勤 罷在候 も、 只々 此 御ー擧 に而、 幕府の 御 接 威 も 相 立、 就 

而は海内久安之^^；么も、 可レ被 レ爲， 立 事と、 日夜 奉 ニ欣望 1 候 儀に 御座 候。 然る 所、 此度御 亂問も 相濟、 追て 御手 

il も 相 附候所 置 振、 一條に 相 成 候 儀に 御座 候。 右 は 無二 此上 1 大事に 付、 容易に 決 論 致し 難き 儀に 候 得 共、 窃 

厶厶 AA 厶厶 A 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 A 

に 愚考 仕 候 所に 而は、 此度之 御 一 擧、 實に海 內治亂 之 儀 幕府 御 舆廢之 境と 奉 レ存候 所、 此 御大 造、 御 進發に 

相 成 候 も、 一 勞永逸 之 爲之御 長 策と も 奉 レ存候 得 共、 何分に も此度 は、 嚴然之 御所 ify、 御」 J- 候而、 ；大下 之お 目 

厶  <1厶ム 厶 厶厶ム 厶 厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶ム厶  <" 厶厶厶 .厶<3 厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 

を 一洗 致し、 長 防 之 外、 諸 藩 之 内に も、 萬々 一、 魏覦之 意 を 抱 候 者 有， 之 候 共、 此御 ー擧に 付、 併せて 右之禍 

厶厶  <" 厶 厶ム 厶厶 厶厶 A 厶厶厶 厶 厶厶 厶 厶厶厶 厶厶  かう あん  あい まい 

心 を も、 消 减致候 樣、 恢^ 之 御所 I』d、 有 二 御座 一度 事と 奉レ存 候。 若 又、 S2.< 1、 目前 苟安を 計り、 瞹昧之 御所 

の 長 州 w 征と薩 藩 の ^立 的 態^  二 九 七 
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© 等、 有レ之 候而、 今日 海 内 諸 藩 之 辨笑を 招ぎ 候の みならす、 引鑌 叉々 干戈 を 動 候 はで は、 不二 相濟 1 檨成 行、 

A 厶 A 厶厶 厶厶厶 ム厶厶  <1 厶  AA 厶厶厶 A  厶 A 厶厶 A 厶厶 厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 厶 <!1厶 ^厶 

；大 下之禍 患、 年々 深く 相 成、 詰り 幕- M の 御 威勢 • 御 氣カ とも 盡果、 糜亂鼎 沸 之 世と 可 二相 成 一と、 深く 憂慮 

厶厶  么厶八 厶厶厶  A 厶厶厶 <3<1 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 A 厶 AA 厶厶厶 厶厶厶 <J 

仕 候。 他 藩 は不レ 知、 弊 藩 之 如き は、 最早 引 續再擧 は 無， 1 覺束 1 候に 付、 何分 此 度の 御 1 擧に而 、御 還 平に 御座 

<1 A  こう キ J よ  へいかう てうへ 

候樣、 若 彼 嚴 命に 抗拒 仕 候 儀 も 候 はは、 弊 藩 疲弊 之贫 といへ ども、 直 樣弊甲 凋 兵 を 進め、 諸道の 寄 手と 力 

を 併せ、 ；大 朝 • 幕府 之 御 威令に 依 伏し、 義旗 を 建、 朝敵 を 征伐 仕 候 事に 候へ は、 必定 虜膽を 奪 ひ、 微 功を奏 

かう ちゅう とぎ 

し可レ 申、 何分に も、 此度 は、 効忠之 秋と 奉レ存 候に 付、 兼而 死力 を盡 し可レ 申、 致ニ覺 悟一 罷在 候。 仰 願く は、 

こ そ く  さう せい 

目前 姑息 之 御所 置 無, 之、 海內 蒼生 之爲、 久 安之 御 深 策、 御座 候檨、 奉 11 深禱 懇願 1 度、 此段 伏而奉 n 建言 1 候。 

頓首 敬白。 

茂 ♦  承 

くわく わん 

{且 しく； 大 下の 禍患を 除く の 意氣を 以て、 一 擧蕩平 を 期す ると ころ は、 {是 に 堂々 たる ものであるが、 『今日 迄に 我 

さいきょ  なキ」 ごと 

藩 は、 相 當の國 費 を费 やして ゐ るから、 とても^ 擧 などと いふ こと は覺 束ない』 と 泣 言 を 並べて ゐる ところ は、 

却って 正直に 本心 を 吐露した ものと 謂 ふべき である。 

財政の 窮乏 は、 單り紀 州 藩の みならす、 天下】 二百の 諸 藩 悉く 然 りと いっても よく、 會津藩 なぞ も、 『金が乏し か 

つた 爲に 維新の 敗北 を 見た の だ』 と 云って 居た とい ふくら ゐで、 殊に 幕府 そのものの、 金穀の 窮乏 は、 想像 以上 


であった。 勝 海 舟の 發表 〔鶴 肋〕 したと ころに 依る と、 度應 元年 〔乙 ft〕 將軍親 發に耍 したる 费 W は、 大阪滯 在中、 

同年 五 より、 翌慶應 一 一年 〔丙 寅〕 五月 迄の 約 1 ケ 年の 諸 費、 實に 三百 十五 萬 七 千 ra: 百 ra: 十六 兩餘を 支出して 居り、 

尙ほ廣 應ニ年 六月から 十二月に 至る 半年 間に、 更に 百 二十 1 萬 九 千 六 百 五十： 吶餘を 追加して ゐ ると いふから、 其 

おびた 

他 非常時 局の 非常 對 策に 要した る 幕府の 失費 は、 蓋し 夥しき 數に 上った に 相違ない。 紀 州が、 二度と 出征 は出來 

ぬと S つて ゐ るの も、 當 然とい はねば ならぬ。 

ほラ ざう 

叉た 開く ところに よれば、 江戸の 富士 見寶藏 〔内 藏〕 に は、 幕府の 古金 1 千 萬 雨が 貯藏 されて あつたと いふが、 

十四 代 家 茂 上洛の 際に、 悉く 支出し 盡 したと S ふこと である。 

戶川殘 花 翁の 『幕末 小史』 に、 論じて 財 用に 及び、 

『薩 も、 長 も、 土 も、 表面の 石高より、 實收入 は遙に 超過し、 長 は 三十 萬 石 餘と稱 すれ ど、 周 防の みに て 百 萬 

石に 近く、  土 は 二十 萬 石 なれ ど、 幾 倍の 歳入 あり。 薩も琉 球 群島と 日向の 領地 ありて、 元より 七十 萬 1^ のみに 

厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 △△ 厶厶 厶厶厶 

非す。 武力 亦た 財力に 歸因 する こと を 兌るべし』 

といって ゐる。 武力が 財力に 歸 する は、 その 言の 如くで ある。 兹に謂 ふが 如く、 薩 *長. 土に、 しかく  tt 々たる 餘 

はる  おは 

裕 があった 譯 ではない が、 表面 ft 高よりも、 實 收が迢 かに 多かった こと は事實 であり、 且つ 長 州 も薩州 も、 共に 

藩の 財政に 就いては、 夙に 緊縮 充實 を圖 り、 豫 じめ 準備す ると ころがあった こと は、 嘗て 論じ m はきた ると ころの 

如くで ある。 

it 府 の 長 州 再 征 と 薩藩 の 獨立的 態度  二 九九 
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【三】 長 州 再征と 幕府の 態度 (三) 

慕 閤の長 州處分 案と 宣戰 布告 

却說、 1 橋と 老中との 意見 は、 その 間に 多少の 感情 も 加 はって、 相違す ると ころが あつたが、 長 州 を 遣っつけ 

ると いふ 腹に は變 りがない ので、 結局、 削^？^は老中の意見をとって十萬石を沒牧することになり、 敬 親父 子の 處 

分 は、 一橋の 主張 を 用ゐて 蟄居 を 仰せつ ける ことに 歸 著して、 ここに 幕府の 對長州 政策 は 決定した。 それ は慶應 

二 年 〔丙 寅〕 の 正月 十九 日の ことであった。 そして 正月 二十 二日、 1 橋慶喜 〔中納 言〕、 松 平容保 〔守護 職〕、 板 倉 勝 

さう もん 

靜 〔閣 老〕、 小 笠 原 長 行 〔閣 老〕 が參內 して、 長州處 分に 關し奏 間した。 

幕 閤ょリ 長劑處 分の 勅許 を 奏聞す るの 書 〔慶應 二 年 正月 二十 二 曰〕  ， 

毛 利大膳 父子、 家政 之不行 屈、 家来 共 一昨年 〔元 治 元年〕 七月、 父子 黑印之 軍令 狀 所持、 京師へ 亂人、 奉：， 對 II 

禁闕 T 及 二 砲 發ー候 段、 不レ恐 ufK 朝 一所 業、 不屆 至極に 付、 大膳 父子、 可レ所 ニ嚴科 1 處、 益 H 右衞 I： 介 • 福 原 越 

Vy ん "タ 

後 .國 司 信 濃、 於，！ 出先 1 條々 之 主意 取 失、 非 禮非義 之 及 二 暴動 1 候に 付、 三人 斬首 之 上、 備， ー實撿 T 並 參謀之 者 

ちう りく  くわい ご 

共、 夫々 加- 1 誅戮 T 任用 失 レ人候 段、 深 恐 入、 悔悟 伏罪、 相 慎 罷在候 趣、 自判之 書を以 申立、 ^其 後、 疑 敷 件々 


相 聞 候に 付、 永 井 主 水 正 • 戶川钟 三 郞， 松 野 孫八郞 差遣、 相釓 候處、 彌 恭順 謹慎 罷在候 趣 付、 於， I 人 膳 父子 1 

朝敵の 罪名 は、 相 除 候。 乍レ 去畢竞 不明 統御 之 道 を 失 ひ、 家 來之者 共、 犯， I 朝敵 之 罪 一 候 段、 其 I 不 レ輕、 雖 

レ然 祖先 以來之 忠勤 を 思、 格別 寬大之 主意 を以、 高 之 內拾萬 石 取 上、 大膳蟄 IT 長 門、 水蟄 iJT 家督 かき は、！ I- 

レ然者 相 撰、 可 二 申 付 r 右衛門 介. 越後 • 信 濃 家名 之 儀 者、 永世 可レ爲 ニ斷絕 1 候。 此段遂 II 奏聞-候。 以上。 

正  月 〔 慶應ニ 年〕 

さう もん  がんちく  ようち やう 」》ナ 

此の 奏聞に 對し、 朝廷より お下しに なった 御 勅 論 は、 頗 ぶる 含蓄の ある 文字が m ゐられ て ：i5 り、 防 長 將 懲と仏 

り 立って 出た、 幕府に とって は、 餘り 有難 S 仰せ 出ではなかった。 勅許 奏聞に 對 して 下された 附は、 次の やう 

であった。 

朝廷よ リの 御書附 

長 防 處置之 儀、 祖先より 勤 功 も 有レ之 候に 付、 寬典を 取 行 ひ 候 檨思召 候處、 今度 決議 之 趣 一 h 上、 被, I 聞 召 1 候。 

猶、 國內 平穩、 奉レ 安二 辰 襟 1 候檨、 被， 1 仰 出 1 候 事。 

右の 仰せ 出で によれば、 毛 利 家 祖先の 勤皇の 功 を 思 召され 、寛大に 處 置す る やうとの 聖慮 である。 『國 平穏』 

と あるから に は、 餘り 業々 しい 征伐 をせ よとの、 大御 心と は拜 せられない。 叉た 別に 下賜され た 勅諭が ある。 

ち よく  ゆ 

勅  諭 

長防處 21^ 之 儀、 決議 被， I 聞 食-候。 方今 患 憂 惑 亂候而 は、 於 II 阈體 1 深 被, 爲： 二  g 襟 1 候 問、 it ひま， ひま T 

jt^,;^ の 長 州 1W 征と薩 藩の 獨立 的能ャ M  三 Q 一 
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至 當之所 置、 國內 平穩、 奉, 安二  { 辰 襟 1 候樣、 被， 1 仰 出 1 候 事。 

とぎ  しんぎん  ，) んナ * 

當今內 外 多事多難の 秋に 際し、 國内 兵亂を 生じて は、 { 辰 襟を惱 まさせら るる ことで あるから、 厚く 仁惠を 加へ 

て、 至公至平の 處置を 施す やうに との、 仰せ 出で ある。 更に 勅諭の 別紙に、 

別  紙 

長 防 處置之 儀、 昨日 被 二 聞 食 1 候 得 共、 自然 疏暴處 置、 有レ 之候而 は、 内憂外患 之 亂に拘 り 候 儀に 付、 旁以、 被 

レ爲 レ惱, 一 { 辰 襟 一 候に 付、 人心 惑 亂不, 致樣、 公明 至 當之處 置、 可レ致 段、 被 二 仰 出 1 候。 

うら 

と f を 押されて ゐる。 自然 亂 暴な 處置 をして、 人心 を騷亂 せし むるな との 仰せ 出で である。 

幕府 側に 執って は、 長州處 分の 勒裁 を拜 したと は 云 ふ ものの、 幕府と して は寇 に氣 勢の 揚らぬ 勅裁であった。 

ち .M く ゆ  ま<ぎ 

勅 論の 内容が 如何で あるに しても、 幕 議は旣 に 決し、 鬼 も 角 も 励 裁 を 得た ので、 之が 處分を 長 州に 傳ふ ベく、 

, -  むろが い よ のかみ 

老中 小 笠 原 壹岐守 は 永 井 主 水 正 〔大目 附 兼外國 奉行〕、 窒賀 伊豫 守 〔大目 附〕、 井上 備後守 〔勘定 奉行 翁大阪 町奉行〕 

木 下 大内記 〔外國 奉行 兼 軍艦 奉行〕、 牧野 若狹守 〔目 附〕、 小 林 甚六 郞 〔目 附〕 其 他 御 使番、 右き を從 へて、 二月 四日 

大 阪を發 し、 七日 廣 島に 著いた。 正に 幕 命 を 奉す る全權 大使 1 行と いふ 格であった。 

彼等 は 直ちに 薩藩を 通じて、 長 藩の 家老、 四 支 藩主、 其 他に 召喚の 命令 を 達せ しめたが、 1 方、 長 州 側に おい 

て は.， 言 を 左右に 託して、 更に 之れ に應 する の 色はなかった。 


或 ひ は病氣 であると いひ、 或 ひ は 差 支が 出來 たとい ひ、 十日 延ばし、 一月 延ばし、 長 州 側で は、 飴 紘ェの やう 

に 慰!^ して 行った。 長 州の 腹 は旣に 決まって ゐる。 出来る 丈け 時日 を 遷延して、 その 間に 兵備 を 整へ ようとして 

ゐる こと は、 火を附 るよりも 瞭ら かな 事實 である。 小 笠 原 老中の 1 行が、 儼然として 幕 命 を 下す ことが 出來 す、 

しびれ を 切らして 長座して ゐ るの も、 餘り氣 の 利いた 話ではなかった。 

やっとの ことで 毛 利 伊織 〔長 府〕 福 間 式部 〔德 山〕 平野 鄕 右衛門 〔清 末〕 今 m 靱負 〔5 石國〕 の 代表者 を、 廣 島國泰 寺に 

召致して、 長 藩處分 令を傳 へたの は、 足掛け 四 ヶ月の 後、 五月 一日の ことであった。 此の 期に 至っても、 大事の 

御 本人た る、 長 藩の 代表者、 宍戶備 後 助 は、 遂に 出頭す るに 至らなかった。 

此日小 笠 原 老中に よって 傳 へられた、 長 州 處分令 は、 實に 次の 如くであった。 

幕府の 下した る 防 長 處分令 〔慶應 二 年 五月 一日〕 

毛 利 大 膳 

毛 利 長 門 

毛 利 興 丸 

毛利大 膳、 毛 利 長 門、 家政 向不 行屆、 家来 之 者、 黑 印の 軍令 狀 所持、 京師へ 亂入、 禁闕 へ發砲 候條、 乍レ 恐、 

げんく わ 

奉レ對 -I 天朝-所業 不屆 至極に 付、 可 fe:, 處ニ嚴 科- 處、 任用 失レ 人、 益 田 右衛門 .福 原 越後. 國司信 濃、 がビ 出先- 

is ，肘の 州 w 征と薩 藩の 獨立的 態^  V  三 〇 三 
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.  ヌ 〇四 

. 倏々 の臺 取り 失 ひ、 及き 動-簾、 ip 遁、 深く 恐 入り、 三人の き、 f 實檢ハ 猶參 謀の 者 共、 S 

. I  4a つきよ 

申お 寺院 蟄居、 相靈在 f  、 自 判の 書面 を以、 申立、 其 後、 御 謹の 件々、 相 聞 候に 付、 大目 付 を以、 

きう あん  ，  1^ 

貌 問の 處、 彌 I 順 謹 編 候 由、 申立の 趣 は 御 聞 屆相 成 候得 共、 元来、 臣下 銃 御の 道氣 ひ、 奉 レ犯& 

, 一  そのと が  ふ らも  ，\ 一  レ^^-ニ^ 

廷 -の罪 震、 其 科不 ，輕、 不将の 至りに 候。 乍， 去、 祖先の 勤 功、 被， -思召； 格別 寛大の 御 臺を 以て、 御奏 

聞の 上、 高の 內、 十 萬 石 被-召 上 T 大膳は 蟄居、 長 門 は. I 居、 被， - 仰付ハ 爲， - 家督- 與 丸へ、 二士 ハ萬 九 千 四 . 

百 十 一 石 被， 下 候 段、 家来 右衛門 介. 越後. 信 濃 家名の 儀 は、 永世 可， 爲ニ斷 絶-旨、 被， -仰 出え。 

長 州 側で は、 右の 命令に 對 して、 叉 もや 『菌 書』 を 出して、 今少しく ぉ&ら かにお 願 ひすき を 申し出た 

が、 固より それ は 表面の 霞であって、 腹の 底で は、 奠け 管なら ぬと いふ 担 f の 簾が あつたの はいふまで 

もない。 1 體、 長 州で は、 何回 歎願 書 を 出す つもりで あらう。 元 治 甲子の 變 以後に おける、 長 藩士より 提出し t 

る 歎願 f 豪し I らば、 恐らく 靈 なる 『謹き』 が出來 上き あらう。 

つ. - しんで  *  、 

謹而泰 = 申 上, 候 事 〔慶應 二 年 五月〕 

乍レ 恐御兩 殿檨、 拿 之 御蠢、 一 朝 1 仕 候而已 ならす、 爾来 御 國難相清所、 |難を f  、鴻 

を、 ，報 I も、 不二 相 成 T 生を偷 み、 ひ 仕續、 多 罪 之 至、 誠 1, 一 恐 入， 候。 然る 所、 今般 叉 々不一 一 

容易 一 御沙汰 振、 被-仰 出 一 蟹。 實に 驚愕 囊之 至に 堪不 V 申。 奠 丑- 〔震 六 年〕 以來、 外 夷之 御所 置より し 


H- よ-つ ち 

て、 ，M 威 H 々陵 遲、 人心 不, 服、 難 を も 生じ 候 次第に 候。 御兩 殿樣、 是を 被：， 爲 レ悲、 く 御 力 を 公武 之 御 

つく  ざんかう 

間に 被レ 爲レ竭 勅 読 .臺 命 御 遵奉、 日夜 御 勉勵被 レ遊候 所、 豈圖讒 構 百出、 御寃罪 次第に 相增候 故、 臣子之 至 

情、 切迫 之餘 り、 甲子 〔元 治 元年〕 之 變に立 至り 候 得 共、 全以 奉：， 對， I 朝廷 T!^ 遜 之 心底、 毫末 も 無， 之 段 は、 

わ J 一- リ  A|  よ， 、 

天 地 鬼祌も 知る 所に 有：， 之 候 所、 事柄 不敬に 涉候 を以、 奉 11 恐 入 一 候 次第に 付、 國家之 汚辱 を も不レ 被， 爲， 顧、 

柱石 之臣を 罪せられ、 御兩 殿樣、 恭順 之 御 誠 念 を、 天朝 • 幕府え 御 露呈 被， 爲， 成 候 御 事に 有， 之 候 所、 如何の 

浮說、 御 取 用 相 成 候 哉、 却而 將軍家 御 進 發に相 成、 其 後 天幕 之 耳目と して、 三 監察、 藝 州に 御 下向、 國 

情 • 民心、 委曲 御領 掌 相 成 候 段、 被 11 仰 聞 1 候に 付て は、 御 誠意 賞 徹之 時、 可 レ有レ 之 奉 レ存候 所、 又々 今日 之 形 

勢に 相 成候而 は、 實に 上： 大、 覆 育之 御聖 意に は、 決 而無レ 之 御 事、 是 偏に 是非 曲直 を不レ sr 只管 二 州 必滅 之 

定算 を、 喑に贊 成 仕 候 向 有レ之 故に 候 e 最早 如何程 御 誠實を 被， 爲, 盡候 共、 決而御 諒解 は 無, 之と 奉レ存 候。 然 

處御兩 殿樣、 兼 而御奉 上 之 御 志、 厚く 被 渡 候へば、 枉而其 指令 之 通、 寸土 を も 削り、 小 責をも 御 被， 爲レ 

成 候 樣之儀 ども 御座 候、 而は、 却而御 名義 不二 相 立 二 歩 を 返 候 得 は、 一歩 を 進め、 遂に 二 州 御 湮滅 之 至、 御 罪 

名 而已、 天下 萬 世へ 遣り、 人 之 指 笑 を 被， 爲, 招 候 事、 必定に て、 誠不, 堪， 1 苦慮 痛 忿之至 1 奉：， 存候。 然は、 此 

一 to*  メ よく  しし ど 

大難に 當り 候て は、 如何にも 其宜を 不二 取 失 T 其 力 を 被 レ盡、 社稷 を御衞 護無レ 之て は、 御 祖先 之 神 怒 を被レ 蒙、 

下 は 二 州士民 決て、 却て 其 怨を歸 する 所 可レ有 奉レ存 候。 私共 是迄、 生 を M み、 日を峻 くし、 何共 無二 申譯 T 

此度 一統 議決 仕 候 所有 レ之、 假令 公 旨に 出 候 而も、 上 件 之 通、 不條理 なる 御沙汰 有レ之 候て は、 蜇而 奉命不 

幕府の 長 州 再征と 薩 藩の 獨立的 態度  三 〇 五 
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Ji!. レ 4: きこと、 乍 レ恐爱 て 申 上 置 候。 恐惶 敬白。 

長 防 士民中 

し よ う *|  く 

要するに 倐理の 通らぬ 處 分に は、 到底承服することは出來ぬとぃふのでぁ^9。 凡そ 慶應 元年より 二 年に 亙る 

長 州 再征 ほど、 氣乘 りの しな S 局面 はなく、 双方 共に 戰意 なくして 對 立して ゐ るの だから、 局面の 展開し ようは 

に  おび 

ない。 殊に 幕府の 態度 は、 煮え 切らぬ こと 夥 ただしい。 

幕府 全權は 右に 加へ て、 更ら に、 

高 杉 東行 桂 小 五郎 小 田 村 素太郞 村 田 次 郞三郞 佐々 木 男 也 

廣 澤眞臣 天 野謙吉 北條 瀨兵衞 前 原 1 誠 林 主稅 

山 縣半藏 太 田 市 之 進 

を直ちに廣島に送^^？^-るゃぅにとの命令を下したが、 長 州が 正直に 此 等の 有志 を K 斗 をつ けて、 進呈す る 害 はな 

s。 體 よくお 斷り 申し上げて、 男らしく 雌雄 を 決せん と 身 構へ た。 

いかなる 幕府 も、 玆に 至って は、 默 する ことが 出来す、 副 總督松 平 伯 香 守 a 呂津 藩主〕 は 五月 二十 八日、 總督德 

川 茂 承 〔紀 伊中 納言〕 は 六月 五日、 廣 島に 到 著し、 小 笠 原 壹岐守 は 九州 指揮官と して、 六月 二日、 小 倉 城に 入り、 

遂に 六月 七日、 幕府の 軍^が、 周防濱 海の 大島を 砲撃した ことによって、 長 州 再征の 戰端は 開かれた。 

S よく 幕府が、 長 州に 向って 發 したる 『宣戰 布告』 の 文に 曰 ふ。 


長 州 追討の 幕 令 〔慶應 一一 年 六月〕 

毛 利 興 丸 

1 昨 子年 〔元 治 元年〕 家 來之者 共、 京師へ 亂入、 禁闕 ぇ發砲 候條、 大膳 父子に 於て、 北ハ 罪難レ _.wr 嚴科 にも 可 

レ被ニ 仰 付 一之 所、 恐懼 謝 £ 非し、 老之 首級、 佛 ニ實檢 T 彌 恭順 謹 愼之 趣に 付、 天 幕 之 御主 意 を以、 格別 宽典之 

御 裁許、 五月 朔日申 渡、 同 廿日 限り、 請 書 可-一 差 出 一 害 之 所、 廿 九日 迄 猶豫之 儀、 吉川監 物より 願 出 候に 付、 

承 1^ 候 所、 勵國士 民、 疑惑 憂憤、 切迫 之 情狀、 鎮撫 難レ屆 3:n、 以、 此上 寛大 之 御沙汰、 被， 1 仰 出 1 候 様、 三 末 家 

監 物より、 叉 候 書面 差 出、 右 期限に 至り、 請 書 不-ー 差 出 1 候。 是迄 も、 至艱之 國狀、 御掛 酌、 恩威 兩道 を以、 

國家之 大典、 被 レ正候 所、 終に 御請 不レ致 候條、 天幕 之 命 を 尊 奉不レ 致、 御 裁許 違 5=、 不屈 至極に 付、 問^の 

こうん 、,  ごちう じょ 

師 被-一 差 向 1 候 間、 此旨可 n 相 心得 一 候。 尤梗命 之 者、 御 誅鋤被 レ成候 御主 意に 付、 無罪 之 細民、 末々 之 者、 1： 女に 

動 搖致間 敷 候。 右 之 通、 松 平 安藝 守 を以、 毛 利 興 丸、 並 三 末 家 • 吉川監 物え 相逹候 間、 御供 萬 石 以上、 以下 

之 面々、 可 レ被レ 達 候。 

六 月 〔慶應 一 一年〕 

旣に 右の 如く 開戰 となって は、 長 州 藩に おいても、 最早 や 歎願々々 とば かり は 云って 居れぬ。 殊に 堂々、 決戰 

の 意を披 Si し、 薩 摩の 手 を經 て、 加賀藩 以下 一二 十 一 藩に 對し、 『死 を 以て 主恩 を 報 ひ、 知已を 千載の 下に 待ち、 公 

幕」 おの 長 州 W 征と薩 藩の 獨 立 的 態^  三 〇 4- 
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ろん  ，  げきぶん  あ ひ えみ 

論 を 百 I の 後に 仰ぐ』 の 檄文 を 投じた。 兹に兩 軍 は、 兵火の 間に、 相 見 ゆるに 至った。， 

長 州 藩士の 三十 二 藩に 與 ふるの 檄 〔慶應 二 年 七月 二十 二日〕 

^紙 長 防 臣民、 弊 藩 〔薩 藩〕 へ 依賴の 儀有レ 之、 至情 無， 1 餘儀 7 乍 レ然、 今日の 形 行に て は、 取 持 候 儀、 不都合の 

はう くわん 

姿に 御座 候へ 共、 御 互 武門の 通 情、 旁. -傍 觀に堪 兼、 無レ據 別紙 相 添、 御 通達 候 間、 御 推量 御 承知 可 レ被レ 下 

候。 以上。  . 

松 平 修理 大夫内 內田仲 之 助 

^  &  〔長 州 藩士 歎願 書〕 

- ^を 

長 防 臣民、 泣 血 再拜、 謹て 諸 藩 明 公 閣下に 白す。 

主人、 多年 勅旨 を 奉し、 臺 命に 從ひ、 東西 奔走、 心中 を 被レ盡 侯處、 奸邪 蔽，、 寛仁 再生 、仰て； 犬に 1 ぎ、 所な 

り。 今日の 急に 迫り、 君臣の 不幸、 御 憐察可 レ被レ 下 候。 然と も、 事旣に 愛に 至る。 今日は、 最早. ilk を辨解 

も： 个：， 仕、 又 哀號の 御 救援 も 請 奉らす、 二 州の 士民、 各 君臣の 分を盡 し、 死 を 以て 主恩 を 報 ひ、 知已を 千載の 

、下に 待ち、 公論 を 百世の 後に 仰 候 外、 心中 他事な く、 誓て 寧 レ對ニ 天朝 Tf4 遞の 心底、 毫も 無レ 之、 ； 大地 鬼神、 

照明 森 列、 敢て 赤心 を 開く 所に 御座 候 問、 ー檨暴 〔本ノ ママ〕 の 看 を-小 レ被, 成樣、 奉レ願 候。 且又 弊 llm:$:tl、 

.^A ム -5  1L、  ^'  A  A  A  A  A  <1A< -厶 AAAAAAA  AAAAAAAAA  A  A  A  <J 

周より 不レ 論の 鹿 弊國の 事より して、 自然 天下 分裂の 基 を 開き、 外 夷 術中に 陷り候 様、 可 二相 成 一 候。 是 のみ 


遺憾に 奉， 存候。 就て は、 何卒、 3?s 明 侯、 カを戮 せ、 心 を 同 ふし、 上 灭 朝 を 奉戴 レ、 下 幕府 を 杖け、 早々 奸邪 

を誅 鋤し、 忠 ひ、 を 登 席して、 天下 をして、 正邪 判然、 名義 を 相 立、 人心 一致 仕 候 樣、 御盡 力お, 之 j ば、.^. ill 

A  -  .A  A  ^  -  A-  A  A  AAA»  ^'AAAAAA  AA 厶 A 厶厶 厶厶厶  <1  <1 厶厶厶 厶 A 厶厶厶  <厶<1 A 

レ之 候て は、 数年 を不レ 出して、 遂に 神州 をして、 外 夷に 棄與 せられ 候 *^、 必然と 奉ン存 候。 深く 御 遠 察 被レ爲 

レ在 度、 身 後の 至情、. 唯此 1 事に 御座 候。 偏に 御 亮察 被レ下 度、 泣 血 李， I 懇吿 1 候。 頓首。 

長 防 士民中 

てんか ぶんれつ もと ゐ 

今回の 長 州 征伐に よって、 萬 一、 ；大下 分裂の 基 を 開く に 至っても、 それ は 長 州の 關 すると ころで ない といって 

ゐ るの は、 明らかに 封建制度 崩れ、 將軍 倒る る も、 最早 や、 吾人の 知った ことで ない との 口吻が 兌え る。 

髮を 山風に 亂 して、 起ち 上った 長 州 壯士の 意氣、 正に； 大に冲 する の概が ある。 而してその^^：：後に、 巨 然として 

はんきよ 

蹄 居して ゐる者 こそ、 實に薩 藩の 大 であった。 

【四】 長 州 再征と 幕府の 態度 (四) 

慘澹 たる 再征の 失敗と 勝 海 舟 • 大久保 I 翁 

幕府の 長 州 再征 は、 物の 見事に 失敗した。 そして それ は糙 かに 幕府の 致命傷で あつたに 相 逮 ない。 併しながら 

おち  ぶんめい 

再征が かかる 結 に陷 いる こと は、 必ら すし も戰 つて 見なければ、 分明し ない ことではなくて、 少しく 識兑 ある 

幕府の 長 州 珥 征と薩 藩の 獨立的 態^  三 〇 九 
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ものの、 齊 しく 事前に 豫知 する こところ であった の だ。 幕府に 其 人 ありと 知られた、 勝 海 舟 も、 大久保 1 翁 も、 

つと  つうろん 

夙に その 事の 非なる を 痛論して ゐる。  . 

  てうて き  くわ，》 

. 海 舟 は、 第一 回の 長 州 追討の 際から して、 長 州 如何に 罪 ありと も、 之れ に 朝敵の 名 を 冠す る こと は、 宜しくな 

いと 論じて * 厦. -閣老 に 建言 もした が、 一 として ゐられ なかった。 用 ゐられ なかった のみでな く、 勝 は 薩長に 

おくそく  ち だつ 

通す る ものなる が 如く 臆測 せられて、 遂に は、 軍艦 奉行の 要職 を さへ 擬 され、 城 西の 一隅に、 閉居の 身と なつ 

たくら ゐ である。 

キ J ラぎ やう  ん こん  わかい 

その 幕府が、 長 州 再征の 窮境に 陷 いると、 前日の 怨恨 は 忘れた る ものの 如く、 勝の 力に よって 薩長との 和解 を 

成さし めようと した。 此のく らゐ蟲 のい い 話 はない が、 當 時の 事情 を 述べて、 勝 は 『建言 始末』 の 劈頭に、 次の 

やうに 記して ゐる。 

けん  げん  し  まつ 

建 言 始 末 〔勝 海 舟〕 

丙 寅 〔慶應 二 年〕 五月 二十 八日、 俄の 仰 ごと ありて、 禅び 御 軍艦の 奉行 勤むべき 仰 ごと あり、 また 特に 御用の 

御 事 ある を 以て、 速に 難 波え 到るべき との 御 事な り。 臣、 去る 子年、 長 州の 士民 等、 攀 下にて 大！^ I の擧ぁ 

' -  .  おふれ  ふん じ やう 

りし 折、 更に 朝敵た るの 御觸 ありし かば、 其 御 事の 後に は、 御國の 紛擾と も 成り 行なむ をお も ひ、 頻に 建言 

せし に、 是 等の 事共、 其 時の 有司の 爲に大 なる 猜忌を 得て、 職 放 たれ、 猶御 疑の 事 ども 多し と 聞 ゆ。 しか あ 


りしより、 唯一 窒に 居て、 讀寄を 勤と し、 世の たたす ま S をお も ひ 絶ちたり しに、 今 此命降 だり て、 ci: なが 

こが，  ►  • -  ちし  みなづき 

ら固辭 なさむ は、 臣 たるの 道に あらす。 一 度上阪 して 後、 致仕 を 乞 ひ 奉らむ とて、 水 無 H 十 1:1、 江 都 を 出た 

ち、 同じき 廿 二日、 難 波津に 著ぬ。 云々。 

しんじゃう 

當時 勝の 心情 は、 察する に餘り ある ものが あった。 幕 命 を 奉じて 勝が 下阪した 時に、 閣 老に呈 した 書狀の 中に 

にんむ  ふう ひやう 

は、 『此の度の 使命に より、 死して 歸る とも、 或 ひ は 生きて 歸る とも、 任務に ある 間 は、 世上の 風評 をお 取り上げ 

なき 様』 との 一言 を 加へ て をる。 併も 彼れ は、 我れ に 策な きに あら ざれ ども、 今 R: となって は、 如何なる ふ 策 も 

行 ふに. 2 がない』 と 嘆 じて ゐる。 『建言 始末』 に、 更に 次の 一 文が ある。 

けん  げん  し  まつ  ^ 

建 言 始 末 〔勝 海 舟〕 

ひそか  さ かう じ やう ゐ  るゐ  ひそか 

又竊に 聞け る こと あり。 此 度の 御 征伐 は、 先年、 鎖 港 攘夷の 朝 令に 類せ りと する 者、 密に吿 ぐる こと あり。 

常時の 關白 殿下え、 征長を 說く者 は、 其實、 唐津 の放臣 某な り。 また 中 川 親王え 說き 率る は、 會津 家の 臣な 

えいりょ  てん i つ 

り。 是れ より 轉傳 して、 終に 叙 慮に 及ぶ。 此 事は密 なれ ども、 長 州の 藩士、 明に 其 轉末を 伺 ひ 知れり。 ゆへ 

に 政令 朝 命に あらす、 幕 令に あらす 云 々の說 あり。 當時 京阪の 間に 遊說 周旋す る 者、 達識な く、 自 から 威橫 

ある 方に 依ら ざれば、 機密 を 窺 ふこと 不レ 能、 また 其 地に 徘棚 すべから す。 ゆへ に 雷同して 征長を 主張せ り、 

有識者 はしから す、 其 事の 行 はるべ からす、 下民の 塗炭に 陷 入らむ を 憐れみ、 悲歎して 沈默 すと。 藏州： ¥は 
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.A んぼ 

元來 人々 の 下風に 在る を 好ます。 竊に 西國大 藩の 機密 が 說く所 を 翁 破し、 先 じて 上 言す る ものな り。 彼豈 

徒に 其私說 を擴充 するなら む 哉 云々。 此說を 爲す者 は、 頗る 下情. に 達し、 能く 西國 の機會 を？^ 知す。 我 また 

說無 きに あらす。 然れ ども、 今 はた 如何 かむ。 衆人 雷同して、 勢 また 廻らす ベから す。 一： ム々。 

幕府の 遣り方 は、 櫻 花， 既に 散って 後、 春 を 地上に かへ さんと する もので、 如何に 智謀 ある 勝 海 舟を以 つてす る 

も、 之れ を 如何と もす る ことが 出来な いのは、 寧ろ あまりに 當然 であった。 

大久保 一 翁 も 勝 海 舟と 同檨、 幕府 當路の 人々 から は、 あまり 面白く 思 はれぬ 人物の 一人であった。 しかしな が 

ら長 州處 分に 苦しみ 拔 いた 幕 閣は、 命 を 傅へ て 一 翁の 上阪を 促が し、 彼れ の 意見 を is くと ころがあった。  • 

大久保 は慶應 元お 〔乙 丑〕 十二月 十二 日、 江 戶を發 し、 二十 二日 大阪に 著して、 二十四日 登城の 折、 閣 老と對 而 し 

て、 彼れ の抱懷 すると ころ を 陳述した。 要するに 1 翁の 對長處 分 案なる もの は、 

【第一 策】 防 州 一 國を沒 入し、 敬 親父 子 は永繁 居、 末 藩の 內 より 相 縫せ しむる こと。 

【第二 策】 五 萬 石 乃至 十 萬 石 か を、 彼れ が 選び出せる まま を沒 入し、 父子 隠居、 末 藩の 內 より、 彼れ の 望む も 

のに 相 緩せ しむる こと。 

【第三 策】 父子 隱居、 末 藩の 内、 彼れ の 望める 者に 相續 せしめ、 ^に 過 代と して、 軍艦 を 五艘 許り 差 出さす る 

ぎんたい a し  か 

か、 大 井河に 錦帶 橋の 如き 橋 を 架けし むる こと。 


〔第 四 策】 薩藩 をして 長 州に 接衝 せし むる こと。 

とい ふに あった。 第 四 策の ごとき は、 流石に 大久保 一翁なら では、 思 ひっき 得ぬ 名 策で あるが、 當 時幕閣 の少才 

たいさく 

を以 つてして は、 かかる， K や は 行 はるべく もなかった。 

さ ゐ くわう 

大久保 は 勝と 同様に、 今日は 些々 たる 幕府の 威光の み を 論じて ゐる 場合で はない。 よろしく 國，：！^ 百年の 大計 を 

考 ふべき 時で ある。 それに は斷 然として 『大政 革. 1^』 の擧 に出づ るの 外 はなく、 大政 を 革新す るに は、 『大 下の 公 

論』 に 依って 決する の 外 はない と 論じて ゐる。 これ 實に 恐るべき 卓見で ある。 當 時大久 保の 主張した 『公議 會』 

なる もの は、 ；大 下の こと は須 らく 天下の 公論に 依って 決すべし とい ふ、 公議 輿論の 思想から 出た ものであって、 

けんこうが ふぎ  ふ せつ 

赏 に ^鄕吉 之 助 の 賢 侯 合議 の 主張 と、 符節 を 合する が 如き ものであった。 

ちんじゅつ 

：,^ 月 四 ！：：、 中 根雪 江が 来訪して、 その 心事 を 尋ねた 時、 1 翁 は閣老 との 會 見の 次第 を 陳述した。 中极の 『Je!w 

夢紀 事』 に 次の 一 節が ある。 

績再 夢紀事 〔慶應 一一 年 正月 四日〕 

當時諸 有志の 議、 專ら 幕府の 御 威光 を 立てん とする 一方に 倾き、 其爭ふ 所、 S 一 小に して、 國{¥ 百年の 大計 を 立 

る ことに は 及ばれ ざり し 故、 御 威光 を 立るな どの 小事よりも、 速に 長 防の 件 を 結了して、 大政 革新の 擧に及 

たて  きふむ  けいし ちんに ふ  ； 

び、 國{¥ 百年の 大計 を 立ら るるが、 今日の 急務なる べし。 〔中略〕 元来、 長 人 等、 昨年 京師に 圃 入し、 天 下舉 
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とうばつ  ごしょく しゃ ラ 

て 討伐す べしと 申せし 時、 大樹 公 御進發 あらば、 其 御 職掌に も 適 ひ、 且は御 威光 も 立べ かりし に、 當時其 事 

しゃざい  とうはつ 

に 及ばれす、 謝罪に て 1 段 事濟に 至らん とせし を、 其 後 再び 討伐 せらる る 事と なり、 今度 は 御進發 あらせら 

ざい せ さ  ぶんめい  ぶつき ふんこう 

れ けれど、 已に其 機に あらざる のみなら す、 其 罪 迹も亦 分明なら ざる 故、 夫が 爲、 物議 紛 興して、 天下の 人 

心、 其擧に 服せ ざる 今日 なれば、 如何に 御 威光 を 立てん とせられても、 決して 御 威光 は 立が たかるべし。 又 

へいせい  せん ia, 一 

大政 革新と は、 舊來の 弊政 を 除き、 更に 時勢に 適すべき 新政 を 布 かるる 趣意なる が、 是は 幕」 肘 限りの 詮議 を 

以て、 革新 せられても、 目下 天下の 人心 幕府 を 疑 ひ 居れば、 容易に 行 はれざる べし。 故に 此際、 天下の 公論 

を 以て、 百般の 政務 を 革新 せらるべき なり。 云々。 

此の所 論 は、 一 翁が 閣老の 召し出し によって 大阪に 来り、 十二月 二十四日 〔慶應 元年〕 御用 部屋に おいて、 老中 ， 

と對談 した 時の 進言の 一 節で ある。 

しんや ゐ  しんとく 

後尔 明治 五十 年の 一大 國是 となった、 五ケ 條御 誓文の 眞髓 を、 夙に 大久保 は 心得して、 公に 之れ を 主張しつつ 

あつたの である。 高く 時流 を拔 き、 俗眼 を脫 する 活眼 達識の 士 でなければ、 此の 一刀 兩斷の 快味 を 示す こと は 出 

來ぬ。 

『薩 摩の 態度 は、 何とも 贿に 落ち かねる』 と 問うた 閣老に 答へ て、 一 翁が 言下に 『こちらで 疑へば 疑 ふだけ、 向 ふ 

がんく わう  しんとう  だいて つつ ゐ 

では 離れて 行きます』 といって ゐ るの は、 眼光 豆よりも 小なる 幕閣の 心頭に、 糙か ^一大 鐡槌を 加へ たもので あ 

つた。 


〔五】 長 州 再征と 薩 藩の 態度 (1) 

小松帶 刀が 中 根雪 江に 答へ たる 意嚮 

大久 II 翁が 閣老に 答へ て、 

『薩 州が 天下 を II ふの 野心が あるら し S とのお 疑 ひで あるが、 固より 薩は雄 M である。 何が な 大功 を 立てよう 

と は 致して ゐ るが、 まさか、 借金で 首が 回 はらす、 四苦八苦の 幕府の 後 つぎを 战 ふやうな、 そんな 莫迦 氣た露 

似 は 致しますまい』 

ねら  うらだな  , 

といった の は 名言で ある。 富豪 を战 ふ大賊 はあって も、 九 尺 二 の 裏店に、 自； S 率 泥棒 はない。 1 翁 は 藤の 武力 

を 利 W する の 策と して 『長 州處分 は、 薩の 1 手に 委して しま ふが よい』 とも、 また 『朝鮮 征伐で も、 蠆 灣祉 伐で 

も、 但し は 北海道 ig 拓 でも、 何 か 一 つ 仕事 をさせる に 限る』 ともい つて ゐる。 力み かへ つて ゐる、 薩 藩の 現^ を 

兑 透かした 言で ある。 

てん. A ぎ わく  せうて し 

長 州 搏 征に當 つて、 かく； 大下 疑惑の 焦點 となった 薩州 は、 果して 如何なる 態度 を 示した であらう か。 それ は薩 

長 聯合の 數項 において、 旣に 業に 樓說 し細說 した 通りで、 更ら に復說 する の 要を兑 ない。 しかし 如何なる 順序に 

より、 また 如何なる 機會 により、 薩 州が 幕府と 離れて 行つ たかは、 時局の 進行と 共に、 更らに 筆 を 改めて 說 くと 

幕 麻の 長 州 征と薩 藩の 獨立的 態度  三 一 五 
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ころがた ければ ならぬ。  . 

い や- フ 

慶應 元^ 〔乙 丑〕 の 末から、 二 年 〔丙 寅〕 の 初めに かけての 薩 藩の 態度 は、 幕府に とって は、 何となく 異様に 感ぜ 

られ ねばならなかった。 大久保 中東が 近衞 公の？ mlw によって、 極力 再征の 勅許 を^ 止しよう として ゐる 態度に も 

； ふ  たく 

西郎南 メ阪本 龍 ii^w の： B. 介に よって、 長 州と 晤に 投合しょう として ゐる 態度に も、 また 小松帶 刀が 事に 託し 機に 

應じ、 次 r.^ に 薩£ (を 中央に 敷 S しつつ ある 態度に も、 幕閣 をして 疑 はしむ る 何物 かが 現 はれて ゐ たに 相違ない。 或 

ち キ； よく せんてん  0 

る點 から S へば、 今ごろ、 まだ 疑 ひ を 掛けて ゐ ると いふの が、 旣に 大局の 遷轉に 後れて ゐ ると いふべき であった 

越 前の 中 根雪， 江 は、 慶應 ニハ本 〔丙 寅〕 の 正月 元日と いふ 芽出度い 日に、 薩 藩邸に 小松帶 刀を訪 うて 時事 を談 じて 

ゐる。 敵より 改 年の 御 祝儀な どと いふ、 天 下 泰平な 儀禮 からで はなく、 薩 藩の 心中 を亂 さんと したので あった。 

それ は 元年 〔乙せ〕 末、 小 笠 原壹岐 守が 雪、 江に 對 して、 薩 藩の 態度 を 氣遣ふ 話が あつたので、 猶 ほー應 本、 七 を^ か 

うとして 來 たのであった。 

其 寺、 小 松 帶刀は 長 崎で 伊藤 • 井 、上等に 兵器 軍艦の 購入に ついて, 旋 をして やった 後で、 薩長 聯合の こと は 

充分に 胸に あるときで あつたの はいふまで もない。 小 松の 返答 は 雪 江の 記述に 明らかで ある。 

た VJ 

中 根雪 江、 小松帶 刀の 意見 を 質す 〔慶應 二 年 正月 元日〕 

0 薆應ニ 年 丙 寅 正月 元日 中 根雪、 江、 薩藩 小松帶 刀を訪 ふ。 舊職 〔鹿應 元年 十二 巧〕 小 笠 原 壹岐守 殿に 謁せし 


ft じよう 

時、 蔬藩を 疑 はるる は 宜しから す。 決して 異狀 あらさる へしと 申立、 小 笠 原 殿、 稍 了解せられ けれと、 尙小 

きょどう ふしん  べんかい 

松の 擧 動に 不審 を 立て 居られし 故、 直接に 小 松を訪 ひ、 近来の 意見 を 尋ね、 然る 上、 更に 辨 解に 及 ひな は、 

水 解 せらる へき 方 も あらん かとて、 訪問せ しなり。 此時中 根、 當 時勢に 處 する 意見 を 尋ねし に、 小 松 『弊 藩 

けんぎ  厶. d  A  ^ 

は 御 案内の 如く、 種々 嫌疑 を 受け 居、 困難 少 からす。 されと 嫌疑の 如き は、 今更 致し方な き 故、 ハ § 事、 倏现 

A 厶厶  <1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 A 厶厶厶 <d  AAA 厶厶厶 A 厶厶 厶厶  厶厶 A 厶<1 厶厶厶 厶厶厶 

に 就きて 履行す る覺 悟なる か、 かかる 世態 にても、 條理 にっきて 履行 すれ は、 敢て處 しかたき にあら す。 此 

節 時事の 爲め、 周旋 奔走の 勞を 執ら さる も、 決して 度外視す るに あらす。 條理に 就かれ さる 幕議を 賛助 すれ 

は、 共に 條理を 失 ひ、 到底 天下の 爲め、 益な きのみ ならす、 却て 害 あらん 事 を 恐れて なり。 去りな から、 今 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶<1 厶厶 A 厶 厶厶厶  厶厶厶  <1<1 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <1 

日の 事 も 明日 は變 する 世 なれ は、 來月 中旬 〔二月 中旬〕 にも 至ら は、 或は 形勢の 1 變 する ie^ も あらん か。 若、 

<1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 A 厶厶 △<! 厶 厶厶厶 

形勢い よく ー變 して、 盡 力す へき 時機 到来せ は、 更に カを盡 すへ し。 しかし 最早 薩士 限りに て は、 行 屈く 

へきに あらさる 故、 大隅守 〔久 光〕 に 上京 を 申立る 積り なり』 と 申し 故、 中 根 『* して さる 時機 到来せ は、 大 

隅 守 殿、 上京 せらる へし や』 と 尋ねし に、 小 松 『先年 來、 度々 上京し けれと、 S つも 充分の 功驗を 見さり し 

故、 容易に は 動かれ さるへ けれと、 其 機 巳に 熟せん に は、 必らす 動かれ さるに あらさる へし。 北ハ際 は、 大藏 

太輔 〔春嶽 侯〕 にも、 是非 御上 京 あらん こと を 希望す』 と 申し 故、 中 根 『時機 充分 熟せん に は、 大藏太 輔も必 

す 御 同意す へし』 と 答へ、 さて、 しか 形勢 一, せす とも、 贵 下に は、 長く 此 地に 滯在 せらる る 積な り や』 と 

いさ-  ひそか 

尋ねし に、 小 松 『今日 まて 少 かの 兵 を 率て 在京せ し は、 窃に 幕府の 御爲 にもと 思 ひての 事なる か、 當 正月 中 

慕- の 長 州 1$ 征と薩 藩の 獨立的 選」 拔  三 一 七 
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又は 二月 中旬 頃 まて 滞在して、 此 上の 形勢 を考 へ、 矢 張、 優柔 不斷 なら は、 速に 歸國 して、 巳に 著 手せ し、 

海軍の 整頓 を圖 るへ き 心算な り』 と 申し 故、 中极 『引率せられ たる 兵士 は 何程な り や』 と 尋ねし に、 小 松 『百 

餘 人なる か、 幕府に て は、 大人 數と 聞かれし もの か、 最前 大 坂に 著せし 時、 幕吏、 窃に旅 宿の 戶數 • 兵士の 

しさい  ささい  じ 

員數を 調査せ し 故、 何の 仔細 在て、 しか 琅 細の 事 まても 調査 せらる るに やと 詰りし に、 小 松 微行して 上 坂す 

とんじ 

と 聞きし 故、 承 はり 合 はせ たるな りと 答へ しか、 蓋し 遁辭 なる へし。 叉、 此頃 も、 新徵 組某來 りて、 長 防に 

.6U んナっ 

處す へき 意見 如何と 尋ねし か、 此者は 會津の 廻し ものと 察せし 故、 昨年 は 禁 闕に發 砲し、 卽 反逆の 罪 あり 

と はぎ やく 

し 故、 已に宫 位 を 停められ、 叉 三 都の 邸宅 を 破 却し、 其 上、 尾 老公 〔慶勝 侯〕 您督、 越 今 公 〔茂昭 侯〕 副 督を以 

て、 征討せ しめられ しに、 毛 利 家 にても、 恐 入り、 三 老臣の 首級 を 出し、 大膳 父子 〔敬 親. 定廣〕 自ら 謹愼し 

て、 其 罪 を 謝する に 至れり。 され は此 上、 何とか 相 當の御 處置を 達せら るれ は、 全く 其 局 を 結 ふへ かりし に 

爾後、 御 疑惑の 筋 あり、 容易なら さる 企 あり. との 名義 を 以て、 再 ひ 征討 せらる る 事と なり、 今度 は 將軍家 親 

^-i  -  ノ.'  -、  w.:^.  A  、厶. < "厶. 厶， 厶 厶厶厶 A 厶厶 厶<15" 厶厶厶 厶 A 厶厶 厶厶厶  <1 厶厶 厶厶厶  <1 厶. 

ら進發 せられし か、 御 疑念の 筋 も、 容易なら さる 企 も、 實 は瞹昧 にて、 征討の 名義 明かなら す、 故に 慚愧の 

至 なれと、 愚 眼に は、 . ^とも 定見な し。 しかし 試みに 論 すれ は、 永井大 監察、 戸川 監察の 如き、 挥 征討と な 

しょ <し よ-つ 

れる 今日は、 最初、 職 掌 を 誤りた る 姿に 當る 事故、 今度の 札 問に は、 別人 を 遣 はさる へき 害に て はな かりし 

やと 考 ふる 旨、 答へ けれ は、 彼、 又、 此 上に も尙ニ 州の 地に 踏 込み 點撿 せし むへ き や、 叉 は 最初 其 事な く、 

卿 所 置 あるへ き やと 尋ねし 故、 過般、 毛 利の 家老 等、 廣 島に 於て、 點 檢を斷 はりし は、 深く 時 態に 通した る 


ちんせい 

ものに て、 感心の 至りな り。 如何と なれ は、 彼の 二 州 中には、 過激の 黨 多分 故、 何程 鎭靜の 令 を 布 きても * 

た とへ  +」 ん けつ  ざん 

點撿に 臨み、 如何なる 暴動に 及 ふへ き や 測られす。 假令 は、 幕府に 於ても、. 從來禁 闘に 發 砲し、 外 國人を 斬 

さつ  まん ふ Mvt 

殺せる 輩 を、 1 々未然に は 制せられ かたきと 一般 故、 萬 一 不慮の 事 あらん か、 罪に 罪 を 童ぬ るに 至る へき を 

思 ひての 事と、 察せら るれ はなり。 され は此 上に 點檢 せしめら るる は、 幕府に 於て 事を好ま るる 筋に 當 るへ 

きか。 と 申し か は、 彼、 叉、 さら は 御所 置 は、 何程 を相當 とすへ き やと 尊ね し 故、 是は 靈大の 事に て、 我々 

の議 すへ き 所に あらす。 しかし 此 度の 御 征討 は、 已 にも 申せる 如く、 名義 明かなら す、 幕府の 御 失體、 少小 

厶厶 厶厶厶 厶 A 厶厶厶 厶厶 厶厶 A 厶厶 A 厶厶厶  <1 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

ならされ は、 深く 御 反省、 天下、 目 を； g りて 感服す る 程に あらされ は、 更に 物議 を惹き 起す へし。 と 答へ し 

に、 彼、 更に 如何 所 m はせられ な は、 ；大 下、 目 を りて 感服す へき やと 申し 故、 孔子の 聖と雖 も、 容易く 判然 

たと 

しかた かるへ し。 況んゃ 我輩に 於て を や。 譬へ 少しく 思 ひ 寄れる 所 ありと する も、 其路に 常ら さる 者の、 私 

に發 言す へき 事柄なら す。 故に 御 同事の 身分に て は、 默々 に 付す るか 當然 なる へし。 とて、 說 得し 歸 せり』 

と 物語りき。 〔績 再夢紀 事〕  - 

おんけん  えう り やう 

如上、 小 松の 語れる ところ は、 その 人の 風格の 如く、 語は頗 ぶる 穏健で は あるが、 甚だ 要領 を 得て 居り、 殊に 意 

ゆび ざ  てう 

味 深長なる ものが ある。 『來月 中旬』 とい ふの は、 二月 中旬 を 指した もので、 そのころ； 大下 1 變の 兆が あると いつ 

てゐ るの は、 取り も 直さす、 薩長 聯合、 皇政 復古の 大 運動 を 仄めかした ものである こと は、 特に 說明を 要しない。 

併し、 スパイ 程度の 人間に、 この： 大 下の 秘事が 察せられ やう 害 もな く、 恐らく 中 根と 雖も、 此時、 旣に木 戶* 西 

慕府の長州再征と薩藩の獨立的？§^肱  三 一 九 


大久保 利 SI の 意見と 出兵 拒絕 

當時、 西 鄕南洲 と 大久保 甲 東と は、 E に 車の 兩 輪の ごとく、 薩 藩の 大八車 を曳 いて ゐ たので あるが、 西 鄕は主 

かくりつ  たい く  あた 

として 薩長 聯合の 大 仕事に かかり、 大久保 は 朝廷の 議を 確立す る 大役に 磨って ゐた。 南洲は 内治、 甲柬は 外交と 

いふ 振り分けであった。 

正月 二十 三日、 中 根雪 江に 答へ た大久 保の 主張 も、 小 松と 同檨 『倏 理』 の 語を以 つて、 進返の||^^ぃ」すべきこ 

。 と を 論じて ゐる。 大久 保が 西 鄕に與 へたる 書中、 中 根との 對談を 記して ゐる。 
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鄉の會 の 成らん としつつ ある 事情 を、 氣附 いて は 居なかった に 相違ない。 

小 松が 『薩 藩の 進 返 は、 一 に 條理に 依る』 といって ゐる 『條 理』 なる言#;^{の意味は、 頗 ぶる 然 I 命が が 多い。 眞 

の 條现は 一あって 二な く、 東西南北、 いづれ から 兒て も、 變 りのある 害 はな いが、 鬼 角、 人に より、 立場に より 

見方 を 異にする ことが 多い。 幕府から 見た 『條 理』 と、 國 家の 上から 見た 『條 理』 とに は、 現に 非常なる IfiK を 

現 はして ゐる ではない 乎。 


長 州 再征と 薩 藩の 態度 (一一) 


大久保 利 通より 西 鄉吉之 助に 與 ふる 書 〔慶應 二 年 正月 二十四日〕 

. I  き- • つくろ ひ  ご キ J うめい 

尙々、 先刻 中 根 〔鞍 負〕 より 一 封參り 候。 尙叉、 幕 情 聞 繕 候處、 此節 御礼 明之廉 は、 一 々中 ii 候。 疑念 無 

レ之 候。 全 一 昨年 〔元 治 元年〕 御 征伐 之 手順に 立 返 候 手段に 出 候 模檨に 候 趣、 爲ニ 心得 1 爲レ知 候と 之 leflf に 候。 

贵翰、 今朝 相 達、 難 レ有拜 見、 爾後 御 安康、 被, 成， 1 御座 T 奉- 1 恐悅 1 候。 扨 1 昨廿 二日、 長 州 御處？ は 1 倏、 人 

相 成、 伺 通 被：， 爲 二 聞 食 1 候 由、 差 知 候 事な から、 遺憾 之 次第に 御座 候。 tef 角、 從, 是、 亂に入 候 外 有レ之 n 舗 

さぐ リ之 1-N し 

候。 拉、 中 根、 昨日 〔正月 廿 三日〕 此方え 參 候に 付、 追々 探 得候噺 も、 御座 候へ 共、 別に 相 變候事 も、 無二 御 

座 一 候。 一翁 〔大久 保 忠寬〕 老は、 毎々 取合 候 筋に 而、 持論 之處 は、 長 州御處 s!^ は、 第二 三に 而、 鬼 角； 大下之 

しょし ま  こ- »- る 

條理相 立 候 儀、 急務な りと 之說 に而、 內實は 建議 ir いたし 候へ 共、 ど ふ も不レ 被：， 行、 込 入と 之 事に 候 由。 尤、 

.H なし  みづの ち うん 

勝 先生 〔義 邦〕 之處 も、 折角 盡カ中 之ぬ、 是 は不レ 遠、 登坂 可， 1 相 成 一と 之^に 而候。 併、 未 難レ諾 候。 水 野痴雲 

は、 更見留 なしと て、 登城 不, 致 候 由。 一翁 老は、 初より 御 役に 而も 被 二 仰 付 1 候 得 は、 御請 難 n 申 上 一と 約^に 

而出候 由。 盡す 丈け を盡 すと 之 趣意 之 由に 御座 候" 今朝 は、 一 翁 老ぇ中 根參候 付、 小生 面會之 儀、 申入 候 半 

て ぜ i 

と 之 事 〔不明〕 手 狹之會 所に 旅 〔不明〕 出入 至而 嫌疑 有， 之 〔不明〕 候樣 子に 候 間、 何分 弊 藩、 大 嫌疑 中 之 事 候 付、 

.  I  4A  くみ  わざ 

迷惑に も 可 二相 成 1 候 間、 此方より 相 願 候 含 は 無レ之 段、 態と 相 答申 候。 若、 可 レ談之 事 も 候 はは、 兄 御出懸 

n-cp  -、  rj,,  >'」r3*5,A,^<-<l A  A  A  A  A  A  A  A  A  A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 AAA  AAAAAAA^ 

相 成 度、 相考へ 候。 長 州 御 慮：. r 第二 三に 可 レ有レ 之 候 得 共、 天下 之 條理を 立ん と 欲せ は、 卽今^ 懸 たる 此御 

幕府の 長 州 と薩 藩の 獨立的 態度  11 二 1 1 
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<1<J<1 <d 厶厶 <d< ； ！厶  厶厶  <1厶<1 厶厶厶 A 厶 厶 厶厶厶 A 厶 厶 <J  A-A  A^^  A  ^  ^  A  A 

き" I ひ 11 、き、 は 有， 之 ましく や。 若、 失し 候 得 は、 乍：， 恐、 幕 之 與廢は 勿論、 ；大下 之 安危に 

^^f,  ひ」^ ひ&, レ おん い， と 論し 候處、 尤と申 事 候 得 は、 少し は 勝 

なと を 見合 候 含 も、 可 レ有レ 之と 之 事に 御座 候。 何分 前條 通、 御 許容 〔勅許 をい ふ〕 相 成 候て は、 中々 S け 候 丈 

チ  Mw ゆき  つもり 

に 無， 一 御座 I 候。 飛脚 被， 1 差 返 1 候 付、 形 行 申 上 度、 如：， 此 御座 候。 今晚乘 船之賦 に而、 取 念、 匆々 頓習。 

正月 廿四曰 申 刻 〔慶應 一 一年〕 

大久保 1 藏 

西鄕吉 之助樣 

大久保 1 翁の 主張 を、 中 根が 取次 S だと ころに よると、 

『長 州の 處分 は、 第二 第三の 問題で、 第 一 は； 大 下の 條理を 立つ るの が 急務 だ』 

とい ふに ある。 甲 東 は 之れ に 答へ て、  .、 

『天下の 條理を 立てん と 欲せば、 當 面の 防長處 分の 條理を 立つ るの が、 何より 肝要 だ』 

として ゐる。 防 長の 事 を 措いて、 天下の 條理 なる ものが、 天井に ブラ 下って ゐる譯 でない から、 甲 東の いふが 如 

く、 足元から； 大 下の 條理を 正して 行く 外 はない。  , 

中 根の 記した る 文献に よれば、 此時大 久保& 東の 言な りと して、 左の 如き 意味 を 書して ゐる。 

『防 長の 處分 は、 元 治 元年の 處 分の 時に 立ち戻った 鹿 置で なければ、 薩藩は 同意す る ことが 出來 ぬ。 幕府に 對 


い を  でう り  しょち 

して は、 別に 異議が ある 譯 ではない が、 條理を 失った 處 置が あれば、 大いに 議 せなければ ならぬ。 天下の 公理 

とも 

に反してまで も、 幕府のお 伴 をせ なければ ならぬ 必要 は、 更らに 認めない ので ある。 幕府の 中で は、 大久保 1 

翁、 勝 海 舟の 兩人を 措いて は、 他に 人物 はない。 幕府が 此の 兩人を 登用す ると 否と は、 天下の 人心に 非常なる 

關 係が ある』 

にんむ  厶厶厶 A 厶厶 

と。 此の際に おける 大久 保の 任務 は、 正しく 『幕府 絕緣 係り』 とい ふところであった。 

*  *  * 

けい せい が ぜん さ ふ てん 

斯 くして ゐる 中に、 形勢 は 俄然 急轉 し、 周 防 岩 城 山に 陣 してお つた、 第二 奇 兵隊の 一部が、 分裂して 脫 藩し、 

丈し 

岡 山の 倉敷 代宫所 を襲擊 したの は、 四月 四日で あつたが、 此事は 端な くも 征長軍 西 下の 動機と なって、 幕府 は 諸 

藩に 命じて、 出兵 を 促が した。  Z 

元來、 慶應 元年 十 1 月に 定められ たる、 征長 軍の 部署 は、 左の 如くであった。 

幕府 征長 軍鄯署 〔慶應 元年 十 一 月下 令〕 

【藝 州 口】 

第 一陣  松 平安 藝 守 〔淺野 茂 長、 安藝 廣島 藩主〕 

附  屬  松 平 近 江 守 〔支 藩主〕 

幕府の 長 州 再征と 薩 藩の 獨立的 態度  一  一二 ニー  一 
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中 軍 第 一陣 

附 ♦ 屬 

同  上 

第 二， -陣 


同 

【石 州 口】 

第 1 

第 二 

同 

應 

同 

先鋒 總 


上 


上 
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井伊 掃 部 頭 

井伊 兵 部少輔 

榊 原 式部 大輔 

松 平 三 河 守 

松 平 兵 部大輔 

松 平 越 前 守 

松 平 備前守 

脇 坂 淡路守 

阿部 主計 頭 

松 平 右近 將監 

龜井 隱岐守 

松 平 因幡 守 

松 平 出 羽 守 

紀 伊中 納 言 


三 二 四 


〔井伊 直憲、 彥根 藩主〕 

〔越後 與板 藩主〕 

〔榊 原 政 敬、 越後 高 田 藩主〕 

〔松 平慶 倫、 美 作津山 藩主〕 

〔松 平慶 ま、 播磨明 石 藩主〕 

〔松 平^ 昭、 越 前 福 井 藩主〕 

〔池 田 茂 政、 傰前岡 山 藩主〕 

〔脇 坂 安斐、 播磨龍 野 藩主〕 

〔阿部 正方、 備後福 山 藩主〕 

〔松 平 武聰、 石 見濱田 藩主〕 

〔龜井 玆監、 石 見 津和野 藩主〕 

〔池 田 慶德、 因幡 鳥 取 藩主〕 

〔松 平定 安、 W 雲 松 江 藩主〕 

〔德川^^^^承、 伊和 歌 山 藩主；！" 


【上 ノ關 口】 

第 一 

第 二 


J 

上 


同 

【下 ノ關 口】 

第 一陣 〔小 倉 口〕 


同 

同 


上 

上 


松 平隱岐 

松 平 式部 大 

伊達 遠 江 

松 平 阿波 

奧平大 膨大 

松 平壹岐 

田： I  4 

立 花 飛 彈 

小 笠 原 左 京大 

小 笠 原 近 、江 

小 笠 原 幸 松 

松 平 美 濃 

松 平 肥 前. 


守 


守 

守 


守 


守 

守 


幕府の 長 州 再征と 赌 藩の 獨立的 態^ 


〔久松 勝 成、 ^豫松 山 藩主， 一 

〔久松 定昭、 隱岐守 世子〕 

〔伊達 宗德、 豫宇和 島 藩主〕 ， 

〔蜂 須賀 齊裕、 阿波 德島 藩主〕 

〔奥 平昌 服、 豐 前中津 藩主〕 

〔松 平 勝吉、 伊豫 今 治 藩主〕 

〔細 川慶 順、 肥 後 熊 本 藩主〕 

〔立 花 鑑寬、 统後柳 川 藩主〕 

〔小 笠原忠 幹、 畳 前小畲 藩主〕 

〔小 笠原载 正、 璺前小 倉 新 藩主〕 

〔播磨 安志 藩主〕 

〔黑田 齊溥、 筑前福 岡 藩主〕 

〔鍋 島 茂 赏、 肥 前佐賀 藩主. 一 

1 一二， 一 五 


大西鄕 傳 

應  援 


I 


同 

【萩 口〕 

第 一 

第 二 


上 


第三 卷 

中 川 修理 大夫 

松 平 主 殿 頭 

厶 厶 厶 <■ 厶， 厶， 

松 平 修理 大夫 

有 馬 中 務大輔 


三 二 六 


〔中 川 久昭、 璺後岡 藩主〕 

〔松 平忠 和、 肥 前 島 原 藩主〕 

〔島津 茂久、 薩摩 庫兒島 藩主〕 

〔有 馬 慶賴、 筑 後久 留米 藩主〕 


幕府の 出兵 命令に 對 して は、 薩藩は 旣に藩 論 1 決して ゐ るので、 大久保 は 斷然担 絡の 方針 を 執り、 四月 十四日 

大阪に 到り、 木場 傳 内の 名を以 つて、 左の 建白書 を 提出した。 それ は大 久保自 から 草す ると ころの ものであった。 


きょ せつ 

藩の 出兵 拒絕 


〔薆應 二 年 四月 十四日〕 


卽今內 外 危急の 時節、 防 長御處 置の 議、 其當 否に 因り、 皇國の 御與廢 にも 相 拘り候 重 事に て、 實以、 不 -1 容 

易 1 御 儀に 候處、 追々 御 達 趣 も 被 レ爲レ 在、 猶叉 來る廿 1 日 迄に、 大膳 父子 等 被 二 召 呼 T 今度 御 受不レ 在 候 得ば、 

お しさし-つ 

御 討 入に 相 成 候に 付、 相 心得 御 差 圖奉レ 待 候樣、 被 二 仰 渡 一 候 趣、 承知 仕 候。 一 昨年、 尾 州 前 大納言 檨、 總督と 

ふくざ.，，  ご けんせき  しん そ く 

して 被 二 差 向 T 伏罪の 儀 相 立、 解 兵 迄 相 成 候處、 却て 御 譴責 同 樣の御 都合に て、 神速 御 上洛の 朝 命、 御請 無レ之 

ご さいとう 

而已 ならす、 却て 不二 容易 1 企 有 レ之由 を 以て、 御 再 討 被 二 仰 出 T 御 進發相 成、 終に 今日に 立 至 候。 御 討 人の 時 


宜に相 成 候へば、 ；大 下の 亂階被 レ爲レ 開 候 事實、 明 {II なる ie$ に御 瘦 候。 從-ー 朝廷？ 時：！ 相應 の！： まき ひ ^ 

f",. 厶.； i ゆ- 5"A5",  A,  A 厶， 厶 厶<1厶<5 厶厶 厶厶厶 <J 厶 A ム厶厶 厶ム  厶 厶 厶 d 厶么厶 厶<1 

典に 被 レ處候 御 趣意 も 被：， 爲レ在 候處、 御 奉戴 i グ之. S 傳聞 仕、 天下 衆人 物議 喧々、 不：， 堪レ聞 次第に 御座 候。 征 

伐 は： 大 下の 軍； 典、 國 家の 大事、 後世 青史に 不レ 恥、 名分 大義、 刹然相 立、 其 罪 を 鳴らし、 令 を不レ 聞して、 四 

方 響 應致候 樣無レ 之 候て は、 至當 と難レ 申、 尤も 凶器 妄に不 レ可レ 動の 大戒 も有レ 之、 當節； 大 下の 耳 E 相 開 候 5；! 

P  .  けんぜんめ いちょ  まし  丈，- らん さいきい 

ば、 無名 を 以て 兵器 不レ可 レ振も 顯然明 著なる 譯に 御座 候。 增て 國人不 レ可レ 討と 謂 ふに 於て、. 却て 亂濟 世の 

1 .5  •  .  •  » 1 - か，， し J^iL; され ，•>  A 厶 A 厶厶 厶厶厶  <1厶 <5 厶厶厶 厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 <- 

御 職掌に て 動 搖を被 11 釀出 1 候 場合に 相 至 候。 前條； 大理に 相戾候 戰鬪、 於 11 大義 1 御請 難：， 仕、 假令 出張の 命 か 

承知 仕 候 共、 不レ得 レ止御 斷ゅ上 候 間、 虚心 を以 つて 御 聞 屆被レ 下 候樣、 奉：， 願 候。 京都 詰 重役 共より 巾 上候樣 

申 越 候に 付、 此段申 上 候。 以上。 

島津 修理 大夫 家来 木場 傳內 

四：：：： 十四 日 〔慶應 二 年〕 

右 之 通、 於- 1 大坂表 T 幕府へ 及 11 御屆 1 候に 付、 此段申 上 候。 以上。 

島津 修理 大夫內 內田仲 之 助 

旣に第 1 回征 長の 時に、 西鄕は 『勅命』 を 奉じて 動く といって ゐる。 此の 理論から すれば、 第二 征長 も、 旣に 

『励 許』 あらせられて ゐ るので あるから、 之を斷 はるの 理由 は何處 にも 存 しない： である。  . 

玆 において 薩 藩の 立 前 は、 濃に 記した る、 勅 論の 文 言に ある 『寬 典に 取 行 ひ 候樣』 『國： M: 平穏』 『患 憂 惑 亂候而 

幕府の 長 州 再征と 薩 藩の 獨立的 態度  三 二 七 


大西鄕 全？ $ 第一 一 S  n 二 ー< 

は 國體に 於て、 深く 宸襟 を惱 まさせられ』 『厚く.！ 4 惠を 加へ』 『人心 惑亂 致さざる 樣、 公明 至 當の處 ：.！^』 と 仰せ 

をい りよ そんぎ よ 

された る 聖 慮に，：^ 據 して、 

『朝廷より 時勢 相應 の御處 を 以て、 宽 典に 處 せらるべく 仰 出られた るに も關 はらす、 之れ を 奉戴な き は、 ；大 

下の 使し むと ころ、 かかる； 大 理に展 るの 戰爭 は、 大義に おいてお 請け 申す 譯に 行かぬ。 出兵 は斷 じて 承知 致さ 

れぬ』 ， 

との 意に おいて、 立派に 出兵 を 担 絶して ゐる。 

.  へきれ * 

これ 實に靑 ：大 の霹靈 にして、 德川 幕府が、 第二 征 長に 大敗す るに 至った、 大 原因で あつたと 同時に、 實に 幕府 

倒 壞の第 一 彈 であった。  . 

まさ  くみ  くみ 

玆 において 乎、 應に 知るべし だ。 薩藩、 幕に 與 すれば 幕 勝ち、 長に 與 すれば 長 勝つ。 薩 1 藩の 進 返が、 ；大 下の 

嚮 背に 關 してゐ る こと を。 實 に廣應 年代に おいて は、 幕府 重から す、 三百諸侯 重から す、 薩 摩の 右す るか 左す る 

かによ つて、 時勢が 動いて ゐる。 幕府 瓦解の 狀は、 旣 に歷然 にして、 薩は 長と 共に、 勤皇の， K 施 を、 蒼天 高く 揭 

げ 出さう として ゐる。 時代の 方向 は 最早 や 明瞭と なり 來 つた。 薩 1 藩の 力 を 過信す る必耍 はない が、 事實は 明瞭 

たぢ から を  ほの 

に薩 藩に 手 力 男の 雄姿 を 見る。 黎明、 仄かに 山嶽に 在り。 明け ゆく 曉の 野に、 西 鄕南洲 あり。 

^に 鄕の自 から 起草せ る、 出兵 担 絶の 文案が ある。 察する に 四月 十四日、 大久 保が 提出せ る 担絕書 起草 以前 


に、 火久 保に 送った 原案で は あるまい か。 大久保 ひ起荜 文と 對 熟視 すれば、 西鄕の 文案に よって、 之 を 大久保 

しう ほ 

が 修補した ので はない かと W 心 はるる、 同文 同意の 箇所が 發 見さる る。 拒絶の 意 を：； 小す に は、 大久 保の 堂々 たる 健 

さう せつ 

華に 如く はない が、 『；大 理に 戻る』 • の 語 を、 創設せ る あたり、 西鄕 ならではと 思 はるる ものがない ではない。 小 松 

が 『條 理』 とい ひ、 西鄕が 『天理』 と S ふところに、 兩 者の 人品が ある。 參考 の爲に 左に 揭 出して がはく。 

西鄉の 起草せ る 出兵 拒絕の 上書 〔慶應 二 年〕 

此節、 長 州御處 置の 次第、 f; 達 相 成 候處、 承服 不：， 仕 候 付、 其 罪 を 被：， 爲， 伐 候 問、 早々 人数 操 出 候樣、 被 ，1 仰 

渡 1 趣、 承知 仕 候。 一昨年 〔元 治 元年〕 尾 張 大納言 樣 〔麼勝〕 惣督 として 被 二  §i 向？ 伏罪の 筋 相 立、 解 兵 迄 桕成候 

處、 却て 御譴 贵同樣 の譯、 其 他 御 出張の 御 役々 方 は、 罪 を 被 レ爲レ 蒙、 其 上改て 不二 容易 1 企有レ 之、 御 g: 討 被， 一 

仰 出？ 御 進 發相成 候て、 只々 天下の 動 亂を被 11 引 起 一 候譯、 事實 明白なる 儀に 御座 候處、 其 邊は全 御 取 彻に相 

成、 岡 (辛の 術 絶 果候處 より、 以前の 事故に 立戾 候へば、 其 罪 を 天下に 小 レ被レ 謝 候て は、 名分 條现 相立不 V &、 

A 厶厶 厶厶厶 A 厶厶 A 厶 A 厶厶 厶厶厶 厶 △<! 厶厶 △△ 厶厶厶 A 厶 厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 

勿論 征伐 は； 大 下の 大典、 後世 正史に 載せ、 毫も 遣 憾無レ 之 ものなら では、 戰士、 死に 安す るの 期 無二 覺束？ 且凶 

器、 妄に不 レ可レ 動の 大戒、 最早 人の 耳目 開 候 世態、 兵 機 も 不二 相 振 1 俊 當然の 事に 御座 候。 況乎 世人 擧て 可レ討 

と 謂ざる にお ひて は、 天下の 人心 を 治る の權 道- 却て 混 亂を隨 出 候 場に 成 行 巾 は、 眼前の 事に 御座 候 付、 天 

厶厶厶 厶厶厶 厶<1ム<1<1厶<1 厶 ム厶厶 A 厶厶厶 厶厶、  ,  . f  . 

理に 相展候 合戰は 萬々 相叶不 レ巾 候 付、 無 レ據御 斷申上 候 間、 虚心 を 以て 御 聞 分 被 II 成 下 一度、 此段. e. 上 候。 以上。 

の 長 州 W 征と薩 藩の 獨立的 態度  一一： 二 九 


犬 西 鄕全傳 第三 卷  三 三 〇 

【七】 長 州 再征と 薩 藩の 態度 (三) 

薩藩 は旣に 幕府 を 愚弄す 

te.  せいじゃき よくちよ く た 

西鄕の 遣り方に は、 何處 まで も齊彬 張りのと ころが ある。 斷乎 として 正邪 曲 直 を 亂さ うとして ゐ るが .1^ 時 

の 間に か 相手に 同靑 し、 結論 は 相 擁して ゐる。 何處 やらに 鷹揚な ところが あり、 水の 使く きに 就いて 流る る やう 

な 形で ある。 そこへ 行く と、 大久保 甲 東 は、 瞭 きりして ゐる。 遣る となれば 一刀 兩斷、 水 も 溜まらぬ 腕の冴え を 

見せる。 

气 .5  - 

第 1 回の 征 長の 纏め 方から、 薩長 聯合に 至る 役割 は、 西 鄕の受 持で、 叉 西鄕の 遣り口 は、 纏める のに 適して ゐ 

J ごよ  ^ 

る。 第二 回征長 出軍の 斷ぃ役 は大久 保の 受 持で、 叉た 大久保 は斷り 役に はまって ゐる。 大久保 は 西 鄕と違 ひ 『暗 

ゎナ わ  >i.lo もんどう 

の 夜に 鳴かぬ 烏の IS きけば』 などと、 譯の 解からぬ 禪 問答の やうな こと はして 居らぬ。 可なら 可、 不可なら 不可 

嫌なら 嫌、 好なら 好と、 一 語、 明瞭に 斷 じて 行く。 

辭 令に 蒙らされた 專制 時代の： &父 振りから いへば、 そして 責任 回避に 巧みな 政治家 振りから いへば、 幕府から 

愈よ 出兵され たいと 依頼され て 來た上 は、 先づ國 元に 問 ひ 合して、 藩主の 意嚮 を亂 してから とか、 さもな くば、 

事 甚だ 重大で あるから、 老臣 會議の 上で、 御 返事 申し上げる とか、 何とか、 その 邊で 御茶 を 濁して おくべき とこ 


え-つし や  ご めん かう 

ろで ある。 然るに 大久保 は、 何の 容赦 もな く、 『無名の 出師 は 御免 を 蒙む ります』 と、 明白に、 快適に、 絶して 

ゐる。  . 

•  かんしゃ くだ *< 

事の 結果 は薩 摩の 運命に かかって ゐる。 久 光と いふ 疳瘤 玉の 持主 も 控えて ゐる。 流れの 末 は皇政 復古と いふ 大 

か  だんがい  しんえん  み ぢん 

瀑布 も 懸かって ゐる。 一歩 誤 まれば、 斷崖千 尺の 深淵に 落ちて、 木 葉 微塵に 碎 けねば ならぬ。 考 へて 見れば、 一 

藩 死生の 活舞 裏で ある。 大久 保が 藩主に も 問 ひ 合 はせ す、 一個の 獨 斷を以 つて、 担 絕の意 を 公け にした の は、 何 

といっても 英斷 とい はなければ ならぬ。 遙 かに 鹿兒 島の 藩 地に あって、 此の 書の 提出 を 耳に した 西鄕 は、 

『流石に 大久保 どん ぢゃ、 市藏 でなければ、 此の 大英斷 は 出来ない』 

と、 ^稱 したと 傳 へられて ゐる。 

常時、 薩 藩の 出所進退 は、 征長 軍の 輕重を 決する 靈大 問題であった。 薩が加 はれば 千 釣の 重み を 加へ、 彼れ が 

脫 すれば illl 合の 輕輩 となる のであった から、 薩 藩が 出兵 拒絶の 建白 を 提出した こと は、 痛く も 幕閣を 打ち 驚ろ か 

しめた。 『出兵の こと は 太 だ 靈大 であるから、 重役な どの 名 儀で は、 書面 を 受取る こと は 出来ない』 との 名の 下に 

右の 建白 を 突き返へ して 來た。 そこで 大久保 は、 岩 下方 平と 協議して、 『さらば』 とい ふので、 速座に此の書を^^3 

津 忠義の 名镞に 書き 換 へて 提出した。  _ 

『鹿兒 島の 木國 との 往復に は、 少く とも 十數日 はかから ねばならぬ。 卽刻名 儀 を 書き 換 へたの は、 全く 藩臣等 

せ ん だん  よろ  い かう 

の 1^ マ斷に 外ならぬ。 宜しく 眞の 藩主の 意嚮 を 受けて、 然る 後 返答され たい』 

幕府の 長 州 征と薩 藩の 獨立的 態度  三 三 一 
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I つ  おうせつ 

と 幕^ は 詰めよ せた。 閣 老に應 接した 岩 下方 平 は、 

『我々 は 個人的の 意味で 京都に 出て ゐ るので はない。 藩主の 全權を 代表して 來てゐ る ものである。 故に 我々 c> 

意見 は卽ち 藩主の 意見で ある』  . 

と 言 ひ 放って、 更 らに應 する 氣 色がなかった。 板 倉 閣老が 大久保 を 召致して 出兵の 直接 談判 を やった の も 此の 時 

である。 席上 大久保 は 聾の 眞似 をして、 板 倉が 何 をい つても、 ig えぬ 振り をして 居った とい ふ 話 は、 有名な もの 

で、 本文の 筆者 も、 曾て 古老の 一 人から、 次の やうた 話 を 聞いた。 

『大久 保 は 流石に ボリ チシ アンで あつたよ。 西鄕が 國へ歸 つて ゐる時 は、 必ら す大久 保が 中央 舞臺に 出て ぶつ 

て、 釆配を 執って をった。 出兵 問題で 权食 と對談 した 時には、 大久保 は 聾の 眞似 をして、 扳 倉が 何 をい つても 

いんせ   と ざま だ う 

ボ カンと して 聞いて ゐた。 板 倉 は 『幕府と 薩 藩と は 姻戚 關係 にもな つて 居り、 普通 1 般の 外様大名と は 違 ふの 

であるし、 殊に 前回の 征 長の 際 は、 主力と なって 大功 を樹 てて 吳れ たので も あるから、 ここ は 1 つ 幕府の 爲め 

に 大いに 力と なって 貰 ひたい』 

しんぞく 

とい ふ邊 から 說き 起して、 親族 がらみ で 引きつけ ようとした。 大久保 は トン ト 聞えぬ 振りで、 

『私 は 近 ごろ 耳が 竦くなりまして、 仰せの 掘き は 1 々拜 承し 兼ねます るが、 鬼に 角、 連年 多事の 爲 めに、 藩 力 

ひ  <  レ  しょ 4- ん 

も 痛く 疲弊 を 致して をり ますので、 所詮 出兵な ど は 思 ひも 寄り ませぬ。 此邊の 事情、 何卒お 察し を 願 ひます る』 

とい ふば かりで、 板 倉が 何とい つても、 一 つ ことば かり 返事 をして をった とい ふ 話で ある。 隨分人 を 食った： ii5 で 


閣老の 面： WI も 何もあった ものではなかった。 圖々 しいと いへば、 此の くら ゐ圖々 しい はない よ。』 云々。 

大久 保が 襲の 眞似 をした とい ふ 話 は、 眞に 受けられぬ。 これ は誤傳 であると して、 板 念閣老 の膽を 冷やした 話 

は、 勝 海 舟の 談話に よって、 察せら るる。 當時、 勝 は、 幕府の 命 を 受けて、 ；冉征 問题處 理の爲 に、 大阪に 下って 

ゐた。 

當時、 板 倉 等閣老 の考へ は、 全く 事務的で、 薩 藩の 出兵 拒絶 害 を 受理 しないと いふ 建前 を 執らう とした。 そこ 

さが 

で、 何 か现. a になる もの をと 探した 末、 

『これほどの 重大な 書付に 主人 久光 • 茂久の 署名が な いのは 怪しから ぬ。 ただ 家来の 木場 傳内 *內 田 仲 之 助な ど 

かな 

の 連名で は、 書式の 法に 叶 はぬ』 

といって 徹 回せし めた。 すると 大久保 は、 

『左様で ござる か』 

といって 引返って 來る なり、 その 場で、 木場 傳内 云々 と ある 尻の 方を截 りと つてで つて、 『松 平 修理 太夫』 と 書い 

た 紙片 を、 糊で 繼ぎ合 はせ て、 

『これなら ば、 差 支 は ござるまい』 

と 突き出した。 まるで 幕府 を 村役場と も 思って ゐ ない 態度で ある。 板 倉閣老 も、 これ は 酷 ひこと をす ると、 少し 

ムッ となって、 

t 盼の長 州 再 ー卟 と瞎 藩の 獨立的 態^  . 三 三 三 
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『いくら 何でも、 これ は餘 りに 亂 暴な 遣り方で はない か。 第一 主人 久 光に 對 しても 無禮 であらう』 

とが  すま 

と 咎める と、 大久 保は濟 した もので、 

『ィャ 拙者 共 は、 主人より 全 權を御 委任に なって 來てゐ るので すから、 何 をしても 構 はん』 

と 云っての けたと いふ。 流石の 板 倉 も 二の句が 繼 げす、 どうに も 手の 附け やうが なく、 そこで 勝 安房 を 呼び出し 

『お前、 宜しく 處 置して 吳れ』 

とい ふこと になった ので ある。 結局、 勝の 働ら きで、 幕閣の 手に は收 めす、 勝の 懷 ろに 丸め込む とい ふこと にな 

つた。 しかし 幕府が 受取ら うが 受取る まいが、 勝が ふきに しょうが しまいが、 薩 藩の 担絕は 取消し やうがない。 

勝の 自記に 云 ふ。 

慶應ニ 年、 寅 六月、 予 突然、 幕 命 を 奉じて 上京す。 蓋し 大久保 • 岩 下 .內 田の 三 氏、 當時薩 藩の 要路に 當り、 

きょうかん  A/ るし 

再征 長不, 可, 然の議 を 建て、 幕府に 向て、 痛く 强諫 する 所 あり。 閣老を 始め、 應 答甚窘 む。 則ち 余に 命じて 

之が 所 置を爲 さしむ。 余 三 氏に 接し、 其强 ゆる 所の 征長背 二 天理 1 の 上書 を 抑へ て、 余の 手中に 生む る ことと 

ん V 、わつ 

なし、 兹 に！： 滑の 局 を 結ぶ。 余が 公 〔大久 保〕 に面會 する は、 此時を 以て 初めと す。 〔追赘 1 話〕 

勝 も 上書の 始末 はしても、 元々 大久保 等と 同じく、 再征 不可 論者で あるから、 是れ 以上、 薩 藩に 出征の 懇請 は 

して 居らぬ。 またす る氣 もない。 

k  .  けいよく  ろんきょ 

小 松の 『條 理論』、 大久 保の 『天理 論』、 〔天理の 語 は 恐らく 西鄕 の啓沃 によるな らん〕 その 何處 に論據 する か は 


ぐ らう  ， 

明示して ゐ ない けれども、 薩藩 は旣に 幕府 を 愚弄し 切って ゐる 

【八】 長 州 再征と 薩 藩の 態度 s) 

島津侯 父子よ リ 朝廷への 建白書  • 

大久保 は S よく 出兵 を 担 絶した こと、 幕府が 征長 軍を發 した 前後の 事情 等 を 認めて 鹿兒 島に 報道した。 ここ ， 

において 久光 及び 忠義 は、 連署して 建白書 を 作り、 伊地知 貞馨を 使と して 上京せ しめ、 七月 二十日、 二 條關白 

たてまつ 

〔齊 敬〕 を經 て、 朝廷に 上 らしめ た。 その 『建白書』 は實に 次の 如くであった。 

島 津久光 • 茂久の 建白書 〔慶應 一年 七月 九 曰〕 

いうか，"  き きふ そん は-つ  すゐ せん 

方今 內 外の 憂患 四方に 百出し、 實に 皇國の 危急存亡 は、 此 時に 御座 あるべく、 抑 も 今日の 形勢に 推遷 いたし 

候 儀 は、 一 朝 一 夕の 根 由に 無 11 御座 T 幕府に 於て 冠 履 倒置の 儀 少なから す、 就中、 十 年 來外夷 御處置 振より 以 

リ はん  ひ めい 

往、 ；大 下人 心、 瘤 怨離叛 の 姿に 相 成、 憂國 の士、 是が爲 に 非命に 幾れ 候 者、 數を 知らす、 輔國諸 藩、 阔 力 を 

顧みす、 東西に 奔走 仕 候 次第、 偏に 皇運 挽回の 至誠 を 以て、 聖朝を 輔弼し、 幕府 を 扶助し、 藩 屏の任 を^し 

^ ギ 1 よ  さう えん    . 

度、 下々 赤心に 候處、 幕府 駕敏の 術 を 失 ひ 候に 付、 憎怨私 親、 採擇に 適せす 候 故、 國是 一定、 衆議 合 論の 場 

IHT 肝の 長 州 TO 征と薩 藩の 獨立的 態度  三 三 五 
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すゐ はう ぐ わべ い 

合に 至り 裳ね、 悉く 水泡 畫 餅と 成り行き 候 儀、 千載の 遺憾に 御座 候。 旣に 一昨年 來、 大亂の 機 相 顯れ、 Ei-i 

干戈 を 動し、 幾多の 蒼生 を 殺し 候 上、 眼前 若 州. 信州邊 の； 大災 及び 丹 波. 大和の 一 揆、 兵 庫 *大 阪 .江 戶の騷 動 

傳承仕 候。 卽今兵 庫 丄人阪 儀、 將軍家 御 在 陣中、 號令 整肅、 軍 威 四方に 輝すべき の處、 却て 足 本の 卑商 ，賤民 

の 如き、 嚴威を 憚らす 大法 を 犯し 候 儀、 所謂、 民、 命に 堪えざる の 苦情に 出 候 事に て、 忍ぶべからざる 次第 

ちんてい  さいかんす ゐ いつ 

に 御座 候。 最早 鎭定の 形に て 候へ 共、 米價は 勿論、 諸 色 未曾有の 騰貴に て、 旣に當 年 災早水 溢の 憂 も 圖られ 

t 此上 兵端 を 開き 候て は、 爭論 日に 長 じ、 率土 分 崩、 救 ふべ からざる の 勢に 及び 候 は、 案 中に て、 其 時に 

當り、 外患 を 受け 候 節 は、 何 を 以て 防禦 仕るべき 哉。 是れ卑 臣年來 痛心 慨嘆す る 所に 御座 候。 然る 處、 内 政 

を變 革し、 皇國を 起す の大 策、 1 日も捨 つべ からざる の 急務に て 御座 あるべく 候へば、 長 防御 征伐の 儀、 御 

取懸の 儀に は 候へ ども、 願く は旣に 1 昨年 悔悟 謝罪の 道 相 立、 尾 張 前 大納言 殿、 解 兵の 上、 奏聞 を 遂げられ 

ひさつ  パ 

候 儀に て、 其 節 御 引 襲ぎ 御處置 振り、 仰せ 渡され 候へば、 謹 承 奉り 候 儀 案 中に 御座 候。 時機 を 失 ひ、 朝廷 寛 

大の御 趣意に 反し、 御 再 討、 御 進 發と稱 し、 更に 御 出軍 御 不蕃の 筋、 御； 明の 處、 御 了解 在らせられ 候. S に 

て 忽ち 本に 復し、 其 裁許の 名目 を 以て、 當 大兵 を國^ に 臨ませ、 御處置 振り仰せ 渡され 候 儀、 解 兵 後の 御不 

藩 御 晴し相 成 候ても、 御 再 討の 儀 は 御 解き 相 成らす 候て は、 本に 復し候 儀、 實 に相顯 はれす、 且つ 止む を 得 

す 兵 を 用 ひられ 候御譯 にも 伺 ひ 奉らす 候へば、 假令 奏聞の 上と は 申し 乍ら、 修理 相 叶 はす 候 故、 恐れ 乍ら 其 

筋に 承伏 仕る 間 敷く、 前文 兵 庫 • 大阪の 商 民 共 さへ、 其 令 を 恐れざる 程の 事に 候へば、 數 百年 來、 譜化 SI 心 顧 


の 長防士 民の 情 は、 餘儀 なく 察せられ 候處、 歎願の 筋 を 御 採用 あらせられす、 御 裁許の 御 汰沙、 相 拒み 候と 

て 則ち 問罪の 師差 向ら れ候 は相當 の御處 置と も 申 上げ 難く、 且又、 名代と して 出 藝致候 宍戶備 後 介 等、 御不 

審 在らせられ 候 筋 を 以て、 ^閉仰 渡され 候 儀、 問罪の 師の擧 動に 無レ之 候。 道现を 以て 御 詰問の 上、 閉口して 

返 去 致 候 はば、 必す ii 民 も 皆 罪 ある こと を存 すべき 譯に 御座 候。 却て 口 を かざる 樣に 仕向けられ 候 は、 唯 

. ^ん えん 

だ^ 怨を 起させし 計の 拙策に 陷る而 巳なら す、 是非 曲直 は 相 立ざる ものと、 ；大 下に 布吿 致候譯 に相當 り、 殊 

更防 州大島 郡への 暴發 は、 海賊の 所業に 類し 候 儀、 實 以て 歎息の 至に 御座 候。 今般の 始末、 長 防の 士民、 I 

怒 を 懐く 計りに 無レ 之、 大に 天下の 人心に 關係 致すべき 譯 にて、 如何なる 大亂に 立 至るべき 哉、 計られざる 事 

に 御座 候。 假令 討つべき の 理有レ 之 候と も、 皇國の 興亡に 相 關り候 大難の 時に 臨み、 起すべき の^ 務を m にき、 

却て 亡に 陷 るの 道に 就かせられ 候 儀、 實 以て 言語に 絶し、 恐 入り 寧り 候 儀に 御座 候 間、 前條緩 大小の 辨、 

治亂與 亡の 機、 朝議 を 以て 寛大の 詔 を 下させられ、 沛然の 恩 を 施させられ、 持 危扶顚 の聚斷 あらせられ、 視 

聽を 四方に 開き 給 ひ、 天 下の 公議、 正 評を盡 し、 政體變 革. 武備 興 張 • 遠戎賓 服、 中興の 功業 を遂 させられ、 

上、 御 祖祌の 恩に 報 ひ、 下、 蒼生 塗炭の 苦 を 救 はせられ 度き 御 儀と 存じ 奉り 候。 誠に 以て 重大の 事件、 卑賤 

愚智の 小臣、 輕卒に 奉 11 申 上 1 候 儀、 不當の 重罪に 候へ 共、 恐れ 乍ら 朝廷 寛大の 御 趣意、 兼ねて 伺 ひ 奉り 候 趣 

ばつぐん 

も有レ 之、 且つ 小臣 等、 拔 群の 聖恩 を 荷 ひ 奉り 候へば、 皇國御 浮沈に も相懸 り、 切迫の 機に 當り、 默止罷 在 候 

に 忍びす、 萬 死 を 胃し、 血淚涕 泣、 言上 仕 候。 誠 恐 誠！ ST 議言。 

幕^の 長 州 征と薩 藩の 獨立的 態度  一一 一三 4J 
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慶應ニ 年 七月 九日 

久  光 

.  茂  久 

論じ 去り、 論じ 來る ところ、 理義 最も 明白、 一 點の 疑義 を存 する の餘 地がない。 殊に 結論に おいて 『政 體變 革』 

の 語 を ゐてゐ るの は、 眞 に；^ 目 を 要する 點で、 『視聽 を 四方に 開き 給 ひ、 天下の 公議 • 正 評を盡 し』 と 云って ゐ 

るの は、 公議 公論に 依り、 天朝 中心の 大政 治を實 現す る をい ふので あって、 封建 將軍 政治 を滴滅 して、 皇 政の 古 

へに 復 する の大 理想 は、 この 建言 書中に おいて、 旣に 業に 明瞭に 認め 得らる るので ある。 是れ實 に、 天下の 大變 

ではな S 乎。 

此時、 薩 藩の 勢 ひ は、 旣に. f4 瀛の 水の 如く、 洋々 として、 八洲 を 環る の觀が ある。 

【九】 長 州 再征と 薩 藩の 態度 (五) 

佐賀藩 江籐南 白の 薩長に 關 する 觀察 


薩藩は 今や 明らかに 幕府と 離&/ した。 薩藩 がかくして 幕府 を 離れた こと は、 同時に 諸 藩 をして 幕府 を 離れし む 

る ものと なった。 征 長の 諸 軍の 中には、 薩藩 同樣、 出兵 を 謝絶す る もの も あり、 情誼 上、 お 役目 的に 出兵した も 


0 は あるが、 眞に戰 ふの 意志 はない ので あるから、 士氣 0 振 ふ iTin がない。 四方の 戰線 において、 決死の 長 州 軍に 

な た  ぎんかん はん 

難ぎ 立てられ、 見苦し S 敗軍 を 遂げ、 德川 三百 年の 金看板 を、 泥 まみれに したの も、 固より 當然の 結 であると 

S ふの 外 はない。 

斯 くの 如きの 結果 は、 薩に亞 S で 土 佐が 起り、 更らに 肥 前が 起ち、 遂に 薩長 土 肥の 聯合 軍 を 形 し、 幕府 を 向 

ふに 廻 はしての、 一 大活 舞臺を 演出す るに 至った ので あるが、 當 時佐賀 藩の 因循 を 1 掃 せんが 爲 めに、 藩廳に 

首した 江 藤 南. G の 文章の 中に も、 薩長が 天 下の 勢 を 制せん とする の狀を 述べて ゐる。 建白書 中に 曰く、 

江 藤 新 K1. よ リ原田 小 四 郎に與 ふる 書 〔慶應 二 年〕 

すゐ かう 

〔前略〕 …… 伏て 方今の 形勢 を 推考 仕 候處、 幕府 討 長の 命 を、 御 布吿相 成り S 、てより、 海內亂 形、 明. {II 相顯、 

ふん びん  れいと く  みだり 

諸 藩の 情僞、 紛紊如 レ絲。 蓋し、 幕府、 内 は 御 自分の 令德 を御修 明無レ 之、 外 は濫に 三百 年の 餘光を 以て、 依 

r とうぎょ  はい ゐ  ご パ とく  ゐ はん 

然諸藩 御 都 御 被 レ成候 思 召し 歟。 此持定 こそ、 悖 違の 始めにて 御座 候。 如 レ是御 St 德 にて、 內は 1K 勒に 違犯、 

多少の 忠義 を 御 殺し 相 成り、 外 は 夷狄に 請援 償金、 御 國體を 御 辱め 相 成 候 事より 起り 候處、 此 原因 を 御 悔悟 

fS 事 改革 無：， 之、 (金ぶ 武威 を以 つて、 ： 大下を 廢倒被 レ成候 思 召に や、 大兵 御 引卒、 東海道 西 上、 今に 御 滯阪、 

そ ち たいご  じゅんどう よ 

亂形 (叠 々固まり 候 通 相 成、 是 措置 大 誤の 根元な り。 此 誤り 御 辯 明、 左 候て 順 道に 仗り、 禮義 を^し、 尊ら 文 

tSt を 御 修明可 の處、 嚴密に 御 討伐の 師を御 取 揃 は、 古人の 所レ 謂恃レ 武者 亡の 誡 に！ ！i 、りせ 疋に危 おの 御 事に 

幕」 肘の 長 州 w;:^ と薩 藩の 獨立的 態" M  . 三 三 九 
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て 御座 候。 就 レ中閣 老小笠 原壹州 殿、 著藝の 始め、 藝の 家老 を 幽閉し、 或は 長の 使者 宍戶某 を 御 捕 相 成、 其 意 は 

必す、 先つ 壓レ 長懲, 藝左 候て 武威 を； 大 下に 御示 被, 成候稹 にても、 可 レ有レ 之 候 得 共、 抑 も 人情 時勢 を不レ 解の 

措置と J?, 申 候。 其譯 は、 兵法に 圍 城缺， 二方？ 此意は 敵 人に 恐レ死 希, 生、 離 心 滑 散し、 專 一 ならしめ ざるの 

儀に 御座 候處、 如 レ此御 捕 相 成 候 は、 是燕 人爲- -田單 1 發ニ齊 憤 一の 譯 にて 御座 候 得 は、 其 措置 は、 寄 手の 爲 めに 

不利に して、 却て 敵 人の 爲 めに、 宜敷檨 相 成 候歟。 藝 州の 情 態 は、 蓋 難, 奉-一幕 命 7 叉 長 州の 意と 相 合し 檨な 

と- つ あんこ ギ 一 

り。 是も 勢に して、 概レ 之偷安 狐疑の 心に て 如 レ此、 然るに 其 家老、 御 幽閉 相 成 候 は、 是固， 1 其 反 心 1 也。 然れ 

ば壹州 殿の 御 力量、 智謀 無 レ之事 は、 不レ待 11 智者 1 而可レ 知と 奉レ存 候。 苟も 如レ 此御檨 子に て 候 得 者、 假令此 度 

の 討 長、 如 レ意功 を 奏し、 長 防 一 一州 を 破滅 有 レ之候 共、 是卽 虞. 鋭の 情 形、 所 レ謂天 奪ニ之 鑑ー必 幕下の 宮之奇 嘆息 

|,.  -C  ：  A  ^  A  A  -PPA  A  A  A  A  A  A  A 厶 A 厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶<1 

の 事と 奉存 候。 況薩 藩已に 頭角 を顯 し、 援 長の 情勢 有, 之候樣 子、 此 義は虛 説に は 有， 之 間 敷、 其譯 は、 長き 

<J< ； 1>厶 厶厶厶 A 厶. 厶厶 厶厶 厶厶厶  <1厶<3<3 厶厶 A 厶 厶 AA 厶 厶 な A 

の 衰亡 は 薩 藩の 孤 形、 是則 唇亡齒 寒の 儀に て 候 得 者、 必盡カ 可 レ有レ 之歟。 是も 勢に て 御座 候。 加レ之 薩藩當 

時の 形勢 は、 巳に 賢ネ 登用、 所謂 小 松帶刀 *大 島 重 助 • 岩 下 佐 治 右衛門， 大久保 逸 藏. 新 納刑部 • 西鄕吉 之 助 • 五 

かはん 

代才助 • 桂 卯 右衛門 等 七 人の 加判 を 取 立、 各方 面に 御 任用、 或は 通商 交易、 當 時の 事 を 司り、 或は 京攝 間、 

萬般の 措置 を 負 任有レ 之、 又は 海軍、 或は 陸軍に 被レ 任、 近頃に て は、 兵 衆 兵器の 束 上す る 事 不レ少 、殊に 討 長 

. . HI  .  ,  *  .  ► . じょうたい  -  かんげ^  厶厶厶 厶厶 <d 厶么  <1 厶  <1厶<3.^  ^ 

の 命 を相斷 り、 是は定 て、 幕府 當時情 態 を 相 察し、 間隙 を被レ 窺、 終に 倚 二 皇室？ 以， I 勑命 I 幕 權を取 抑へ、 時 

厶厶 厶厶  5", 厶 A 厶 5"  A 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶<" 厶厶 厶厶厶  < "厶 A  <;! 厶 

{且 に 仗て は、 諸 藩 を も 致-一進 返？ 因て 建 功 立 名、 領地 を も擴張 致し 候 積に 可；， 有 レ之候 得 共、 是迄 一 橋 卿 .き津 


侯 守 衞冇レ 之 候 故、 難 二 如^? 是其 間隙 を 窺 ひ、 出兵 を^し、 不， 動不レ 返、 ffl 会：： 到来 を 相 待 者に て 可 之、? id 

にて 無レ之 候 はば、 大入费 を 小レ厭 如レ此 京師へ 出兵 致す 間 敷、 且故習 難：， 破の 例 格 を 破り、 贤才 を舉^ 致す 

,  つくろ ひ  そち  厶厶 厶厶厶  <1 厶厶  <1 厶厶 A 厶厶么 

敷、 且乂、 ：= 前の 都合 轄 候 通 情の 措置なら ば、 討 長の 布 吿を斷 る 間 敷、 然らは 薩州は 幕府 後日の 大敵な り。 

しゃしょく 

左 候て  一 n: 可， 乘の 大機會 を 待受候 はば、 長 州 突立、 天下の 兵 を 引受け、 {是 に國の 危急、 社稷の 存亡 は、 此時 

にして、 其 措置 は 容易の 儀に て 無：， 之 候 得 者、 必 改革 を斷行 致し、 門閥 • 格 例. 故 習 等、 一 切 破 却、 左 樣て擧 

レ 賢任レ 能、 然而 計, 事、 定て 詳密に、 見留る 所の 措置 も 堅固 可 レ有レ 之、 是亦 勢な り。 窃に其 見留を 考量 仕 候 

に、 以レ不 レ失爲 二 上計？ 惣て多 方の 攻軍を 釣 付、 悠々 送レ 日、 ， 專攻レ 軍、 運輸 之途を 塞ぎ、 幕府 入用の 费 を闲窃 

させ、 薩 州より 上 阈の問 隙に 乘 して、 事を發 する を期會 にして、 東西 合レ勢 東上す る猜歟 と^ 候。 一歩 返て 將 

来の 成敗 を 概考仕 候處、 戰 爭相始 りて、 一 勝 一 負 ある は、 古今の常事にて双方互に勝負可レ有レ之候5^共、 詰 

厶厶 厶厶厶 厶 厶ム 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 AA 厶厶 A 厶 A 厶厶厶 <d 

る 所 は、 卽今 幕府 雖レ如 II 强盛 T 自 澄の 勢に て、 薩長 雖レ如 二 弱小 T 後來 終に 强 盛に 相兑巾 候、 若し 其 通に 相成攸 

はば、 京師 以東 は、 幕府の 御 威光、 或は 相 行 はれ 可 レ申候 得 共、 京師 以西 は 幕府の 御 威令、 斷 然と ffi レ地、 只 

厶<" 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶  < "厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

如 二 前文 T 薩長 愈 頭角 を顯 はし、 然而 して 外 夷 必す其 間に 乘し、 或は 講和、 或は 構戰、 或は 援レ是 、或は 援， 彼、 

衆 夷 备量ニ 其 便？ 左 候て 諸 藩 も 其 勢に 從て、 動搖 離合し、 或は 盛、 或は 衰、 於レ是 乎、 始めて 海内 大亂と 奉 レ^ 

候。 因て 大小 諸 藩の 措置 は、 實に 遠慮 熟 謀、 明畫 深圖、 外 は不レ 失， 一順 名 7 不レ 落， I 武威？. S: は 殿 II 明 賞罰 一修， I 治 

政理 T 殷ニ富 四民 T 充 -I 實富庫 T 簡 1 ！撿兵 衆 T 然て 他日 大 非常の 設備、 速に 不二 相 整 一 候て は、 必す 意外の 憂 可レ有 

慕 府の長 州 征と薩 藩の 獨立的 態度  . 三 四 一 
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レ之 候。 方今 實に諸 藩 盛衰の 分る る 時に て、 其 措置 は、 一大事の 秋と 奉存 候。 伏て 惟る に 御 國の兩 先手 大砲の 

三陣 は、 已に戰 場に 臨み、 後陣 も 近々 御 繰 出 有 レ之候 由、 直に 以て 不 n 容易-折 柄な り。 要レ之 方今の 御 措置 は 

左に 三 樣に條 列 申 上 候、 至 計 は 末 條に相 決し 候歟と 奉レ存 候。 

断く 論じ 来って、 、江 藤 は更ら に, に 入り 細を樂 つて、 佐賀 藩の、 之れ に乘 すべき 態度 を 論じて ゐ るが、 彼れ が 

薩長の Si を 察し、 之より； 大下 二分せられ、 大阪 以東 は 幕 令に 從ふ も、 以西 は 薩長に 支配 せられん といって ゐる 

邊 り、. 流石に よく 形勢 を 洞察す る ものと いふべ きで ある。 

何れにしても、 薩 藩の 歎 i を稱 して ゐ るの は、 以 つて 薩 藩の 勢望が、 如何に； 大 下を壓 しつつ あつたか を 知る に 

充分で ある。 江 藤が 進んで 佐賀 藩の 進 返 を 論じ、 宜しく 薩長の 新 勢力に 加 はって、 薩長 肥の 連合 を 主張して ゐる 

たいてん どうは  ひと  -, 

の は、 活眼と S はなければ ならぬ。 單り 南. in とのみ いはす、 當時、 時勢の 大轉を 洞 破す る 者 は， 齊 しく 幕府の 無 

かん ぼ 

力 を 看破せ ぬ 者はなかった。 

【十】 再征の 幕軍 大いに 敗る 

1K の 時 は 地の利に 如かす、 地の利 は 人の 和に 如かす と は、 戰 ひの 利 を 道破した ものであるが、 天の 時と 地の利 

, ぐ そく  なや 

と 人の 和と、 コー 拍子 を 失った 幕軍 は、 嫩々 ながら、 引つ 擔 いだ 具足の 重みに 惱 みっつ、 防 長の 四 境へ とのし 力 力 

つて 行った。 


常時 如何に 幕軍の 士氣が 板はなかった か は、 戶川殘 花 翁が 『實 に當 時、 大阪 • 京都に 滯陣 せし 士卒 は、 ：* ムふも 

くわん むり つ  みづ さかつ. 4y  けつべつ 

更なり。 藝州 口に 進みし 兵す らも、 慷慨 悲憤、 怒髮 冠 を衝 くの 士は 多から すして、 水 盃 に麥 子と 袂刖 はすれ 

みやげ 

ど、 歸鄕の 日に は、 關 西の 陶器 • 織 物 を、 土 產に爲 さんと 約す るの 士も 少なから ざり しなり。 如何に 辯 護の 方法 

を盡 くす とも、 幕府の 麼 下と、 譜代の 諸 藩士が、 士氣の 振 はざる は、 當 局の 將宫、 其 人に ジ.！ しかりし は、 實に云 

ひ脫る 可き 道 は あらざる なり』 と、 慨嘆して ゐ るので も 解る。 

之れ に對 する 長 州の 狀勢は 如何。 孤立 無援の 二 州 は、 文久 以来の 返 勢に、 全身の 創傷 を负 うて、 肩で 息す る悲 

況に陷 いって ゐる。 地 は 山陽の 邊端、 一 たび 聯合 包 圍 軍の 猛维に 遭へば、 一氣に 海上に 押し出さ るるの 外 はない.。 

ぜったいぜつめい だんがい ぎつ りつ 

絕體 絶命の 斷 崖に 屹 立して、 目に 餘 まる 大 軍と、 必死の 決戰を 試みよう として ゐる。 一 藩の 運命 を雙 肩に 擔 ふの 

氣概 は、 刀痕 猶ほ 鮮やかなる 眉宇の 間に 漲ぎ つて ゐる。 山川 草木、 悉く 枯死す ると も、 最後の 一人の 存 する 迄 は 

I やしょく 

社稷 を 1 呼吸の 間に 維持しょう とする のが、 當時防 長 一 一州の 士氣 であった。 

斯 かる 兩 軍の、 勝敗が 果して 孰れに 決する か は、 旣に豫 め 知るべき ところであった。 ^戰 は先づ 幕府の 軍艦に 

よって 試みられた。 防 長 軍の 防備の 最も 薄弱なる 海上よ，^ 砲擊を 加へ たの は、 正に 六月 七日で、 松 山 藩 松 平 勝 成 

〔久松 1¥〕 の 兵と、 幕府 直下の 兵が、 大 島に 上陸した が、 高 杉 東行の 丙 寅 丸の 爲に 破られて 返 散した。 幕軍の 主力 

を 集中した の は、 言 ふまで もな く 廣島本 營の藝 州 口と、 石 州 口と であって、 先鋒 總将紀 5- 中納言 、 副 將松平 伯 

守が、 共に 鵬翼 を展 ベて、 之れ に陣 した。 井伊^ 憲 〔彥根 藩〕 榊 原 政 敬 〔高 田 藩〕 の 兩將が 六月 十三 日の 夜から、 砲 

幕府 の 長 州 再征と 薩藩 の獨立 的 態. 5?-  一一 一  W 三 
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戰を 交へ たが、 長 州 は 遊撃隊 を 主力と する 一 圑を以 つて、 之に 對し、 大竹. 小 方 玻を 占領して、 大野に 攻め か 

かり、 對陣 七月に 及んだ。 

，石 州 口 は大村 益次郞 によって 率ゐら るる 長 藩の 主力、 南 園 除、 精銳隊 が、 六月 十六 日より 出動 を 始め、 ト七 Q 

にはハ 〈i 田を攻 略した。 始め 石 州 口に 向った 幕軍 龜， 井玆監 〔津和 野 藩〕 が 長 州と 款を 通じた ので、 形勢 は 一 變し、 松 

平武聰 〔濱田 藩〕 の 兵 は、 益 田 を 捨てて 滑走す るに 至り、 阿部 正方 〔福 山 藩〕 と共に、 濱田 城に 據 つたが、 七月に 到 

つて、 遂に 落城の 外な きに 到った。 

下ノ關 口に は 老中 小 笠 原壹岐 守が 小 倉 城に 據り、 細 川慶順 〔肥 後 藩〕 有 馬鹿 賴 〔久留 米 藩〕 の 兵が 之れ を 守備した 

力、 六月 十七 日、 長 兵より 進んで 逆襲 を 試み、 八月 一日に 到って、 小 倉 城 は 火と なり、 壹岐守 は、 香 春 〔筑 前〕 に 

逃げ去った。 

當時小 倉 城 を 攻めた 長 軍の 主 將は高 杉 東行であった とい ふが、 本文の 筆者 は、 曾て 當時高 杉の 軍 中に ありし、. 

重 枝 辰藏老 より、 朝鮮 釜 山府松 島に 在る 吉岡 飛雲莊 において、 一夕 談を 聞 いた 事が ある。 貫 枝老 は、 當時 八十 二 

、  くわく しゃく さう しゃ しの がい 

歳で あつたが、 鑊 鍵 壯者を 凌ぐ 概を 示しつつ、 往年 を 追懐して 語って 曰 ふ。 

小 倉 城を攻 むる 高 杉晋作 i 枝 辰 藏談〕 

『小 倉の 戰爭の 時には、 私 は 人夫で 行きました。 まだ 小 供でした から、 問屋の 主人に 伴 はれて 參り まし ij。 長 


州の 介ハ隊 は、 it 肩に 『長-す t 何 其』 と 書いた 布 をつ けて ゐ ました。 『荷物 を 運べ』 とい はれ、 退圖々 々して ゐて、 

あぶ 

危なく 斬られよ うとした こと も 度々 ありました。 今にも： HI に晃る やうな の は、 高 杉さん の 武者 板です。 高 杉 さ 

んは 色の. C い 長身 長 顔の 人で、 役者の やうな 美男子で したが、 小 倉 城を攻 むる 時には、 白い inT に 跨って、 si!! 

鏡で 戰举 の樣 子を兒 て 居られた のを覺 えて ゐ ますが、 堂々 たる 勇姿でした。 あの 頃の 長 州 は 一生懸命で、 士氣 

の 旺盛な こと は、 ホン 卜に 男 ましい ものでした。 馬關の 町で、 よく 長 藩士が 朱鞘の 大小 を 差して、 大 に 詩 を 

吟 じたり、 歌を謠 つたり して、 練って 行く のを兑 掛けました。 その 時の 歌で 覺 えて ゐ るの は、 

散る 時 は 散る と 定めし 櫻ば な 

., 君が 爲 なら 何 か 厭 はん 

あとさき  かう せい 

とい ふので す。 乂た 後先 は 忘れ ましたが、 髙聲 に、 

未レ覺 關東獨 尊 夢。  旣長州 至誠 奮 發。  . 

と吟 じて ゐ たの を 記憶して ゐ ます。 又た 他阈の 浪人 を ドシく ffi- めて ゐ たやう です。 隨 つて その 中に 幕府 や 諸 

かんち やう 

藩. の 間 牒が隨 分 入り込んで 來 ました。 それが 知れる と^ 斬って しま ひました。 勢 ひのええ ことでした』 云々。 

談裡、 當 年長 藩の 士氣、 高 杉の 勇姿 を想兒 する に 足る が 『未 ダ覺 メズ 關東 獨尊ノ 夢。 旣ー 一長 州 至誠 銜發』 の 句 

に、 旣に 勤皇 倒幕の 意が、 充分に 現 はれて ゐる。 

かう まで 悲慘な 敗北 をす ると は、 流石の 幕 閣も思 ひ 寄らざる ところであった。 副將本 庄宗秀 〔松 平 伯 も、 こ 

^府の 長 州 再征と 薩 藩の 獨立的 態度  三 四 五 
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きつき とう  しゅったい  くラ * M う 

れ はと 喫驚し， 若し このままに 放置 するとき は、 德川 家の 1 大事 出 來と觀 じたので、 今 は 長 州 懷柔の 策を講 する 


の 外 はない と 田 化った ものと 見え、 獨 斷を以 つて、 宍戶備 後 • 小 田 村 素 太 郞を放 還し、 高 杉 以下 十二 人の 出頭 を 免 

する の 令を發 した。 

本 皮は大 ぼろ を 出さない 中に、 此の 邊で 一 先づ凫 をつ けようと の考 へで あつたが、 紀 州總督 が、 猶ほ軍 を 進め 

て交戰 しょうと する の狀 があった ので、 書 を 送って 停 戰の意 を 通じた のであった。 事 ここに 至って は、 どちらが 

總督 だか 分からぬ ことにな つてし まった。 本. B の獨斷 は、 全く 總督を 蔑 如した 仕打ちで ある こと はいふまで もな 

い。 紀 伊中 納言は 書 を 大阪に 致して、 憒 然として その 職を辭 し、 大野の 陣を撤 返した。 

i- うくわん 

本庄は 直に 大阪に 召還され、 城代 牧野 貞 明に 預けられ、 老中 水 野 忠誠が、 本庄に 代って 副總督 となり、 新鋭の 

兵 を 率 ゐて廣 島に 向った。 併しながら 旣に 崩れ かかった 顏勢は 盛り返へ さるべ くもなく、 將軍 家の 威力 も、 哀れ 

一片の 落葉に 均しく、 泥土に 委し 去らる るの 外はなかった。 

【十二 佛蘭西 公使の 內政 干渉 

き 5- うがく 

長 幕 戰爭の 最中、 突如と して 長 州 人 を 驚愕せ しめた 一 事が 起った。 それ は佛國 公使 ロッシュが、 軍艦に 搭 じて 

下の 關を 訪問し、 意外な t ぎ を 突き 込んで 來 たこと であった。 

當 時佛國 公使 n ッシ ュ の 談判の 要領 は、 凡そ 次の 如き 意味であった。 


『今 n: 日本の 政治 組織 は、 將 軍の 委任 政治で あるから、 諸 藩た る もの は、 將軍 家の 支配 下に ある ものと 兑 なけ 

れ ばなら ない。 今回の 征長 は、 幕府が 朝廷の 勅許 を 受けて、 公然 征討の 師を發 したので あるから して、 之れ に 

反する 行爲 は、 逆賊の 行爲 とい はねば ならない。 佛國は 幕府の 同盟 國で あるから、 幕府の 敵 は、 卽 ち；： i: 盟 II の 

,  かう せん  か たん 

敵で あらねば ならぬ。 若し 畏州 にして 飽くまで も抗戰 するならば、 已む なく 佛國は 幕府に 加擔 して、 攻擊を 開 

始す るの 外 はない。 併し 長 州に 和議 を 開始す るの 意が あるならば、 何も 好んで 事 を 欲する ので はない から、 長 

幕の 間に 立って、 和議の 斡旋 を 計っても よいので ある』 云々。 

との 意 を 致した ので ある。 

之れ に對 して 。ツクユと 應 接の 衝に當 つたの は、 木戶孝 允であった。 木 戶は第 1 回征長 以来の 事情 を總 i し、 

しゃう じゅつ 

長 幕の 關係 を詳 述 すると ころがあって、 第二 征 長の 無意義 なること を 痛論した。 當時 B ッシュ は 深く も 踏み込 

ます、 立ち去つ たから こそ、 大事に 至らなかった ので あるが、 若し 彼れ が强 カを以 つて 長 州に 臨んで Hi つたなら 

ゆ -*  じゃくき 

ば、 日 木 は實に 由々 しき 1 大事 を 惹起して 居った に 相違ない ので ある。 それ は ー佛國 公使の 言動たり しのみ でな 

く、 それ は實に ナボレ オン 三世の 雄 略 を 代表す る もので ぁリ、 幕府と 提携して 内政に 干涉 せんとす る もので あつ 

たからで ある。 のみなら す、 1 方に おいて は英國 公使 パ ー タスが、 薩長に 述な つて その 雄志 を 仲べ ようとして ゐ 

た 時であった から、 事の 結果の 如何によ つて は、 長 幕の 內& は、 1 轉 して 英 佛の爭 ひとなり、 日本の 運命に _e?; 大 

なる 結 摸 を 及ぼした に 相 遠なかった。  1 

幕府の 長 州 1$ 征と薩 藩の 獨立的 態度  三四ヒ 
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*  氺  ♦ 

元來、 幕府 は、 長 州 再征の 軍 を 進めた 時に、 之れ を英佛 公使に 吿 ぐるの 文 を 草して、 手交して ゐる。 十四 筒條 

1  つうれつ  らう リ よく 

に 亙る 長 州の 罪 案を歷 記し、 頗 ぶる 痛烈な 文句 を 使用して ゐる。 外國 公使に 對 して、 此れ程の 勞カ をせ へやす 位な 

らば、 何故に、 國. 2： に對 して、 堂々 たる 討伐 现. S を 公宣し なかった のか。 勝 海 舟 も 後に 此點を 論じて、 次の やう 

けんせい うんどう 

に 非難して ゐ るが、 恐らく 幕府 は、 英. 佛、 就中、 佛蘭 西に 對 して、 或 種の 牽制 運動 を 期待して ゐ たので は ある 

ま いか。 佛國 公使 ：！ ッシ ュ の、 俄然た る 長 州 乘込を 兌て、 這 間の 消息 を 察せられる。 

幕府の 英佛 公使に 提供した る、 長 州 搏征の 問罪 書に 曰く、 

べんめ. & 

英佛 公使に 辯 明した る 防 長 罪狀書 〔慶應 二 年 六月 十 一 日〕 

第 一 

其 初 永 井雅樂 を以、 公武 御 合 體の事 を 建. HI し、 其 主人 も 專ら其 意なる に 由て、 朝 幕 共に 格別に 思 召せし 所、 

だ ぶら  ざんがい 

中頃 過激 不臣の 徒に 誑かされて、 いっか 雅樂等 K 議の 輩を殘 害し、 脫藩無 賴の徒 を 築め、 淸淨の 二 州 を 以て 

はん-るん  ，ゥ つ だい 

一 團之 魔界と なし、 粗 豪 之 公卿 等に 攀緣 し、 勿體 なく も 玉體に 迫り、 大和 之 行幸 を勸め 奉り、 京師に 放 

火し、 還 幸 之 念 を 絶ち、 鸞輿 を 己が 國へ遷 し、 1K 子 を 挾 て、 天下に 令 せんとの 奸謀 大惡を 企 し、 其 罪 1 。 


樓 夷の 詔、 五月 十 曰 期 限 之 朝 命 も、 幕府より 傳へ、 亦 襲来の 節 は、 掃 接 可レ致 匕：： の 命 を、 幕府より 示され 

たるに、 陽 に 勅： an: を 奉す る を 名と して、 陰に 幕府の 不都合 を！ 1 さんとの 奸計 あり。 襲來 にあらざる、 無レ事 

通行 之 商船に 砲發 し、 公卿 を，：^ 引し、 點撿 使と 稱し、 己が 圃に 招きし は、 禁中の 御 3:: なりと 表し、 それ を 挾 

みて 天下 を 劫さん との 奸謀 也。 其 罪 二。 

第  一二 

神祖 以來、 御朱印 も 賜る 外國之 耳目と して、 来航 を 許し © るる、 襲來 にも 無 レ之和 蘭 船へ IS に 砲發し 祌 組の 

法 を 犯す。 其 罪 三。 

第 四 

然り とい へ 共、 攘夷 之 事 は、 其 比 1 旦 勒読. も 出し 事故、 其 罪 を 問 はせられ ざる は、 無量の 高恩なら す や。 

右 之 次第、 釓問 として、 被， 遣 之 幕府の 使臣 を、 謂れな く 暗殺せ し は、 卑怯 至極、 逆 命 之 大罪。 其 罪 四。 

第 五 

天 道 昭々、 陰謀 忽 暴露し、 禁中より 御不藩 ありて、 闕鬥之 輕衞、 御免被 二 仰 付 1 しに、 命 を 担み、 策 穀之下 

に、 事 を 第ん とす。 朝廷 動搖 した ま はす、 早く 可 二 引拂 133、 觔 33 を 下し 給 ふに 依て、 奸人 初て 人數を 引揚た 

れ共、 猶三條 以下の 人々 を 其 國に伴 ひし、 其 罪 五。 

第 六 

-ぉ府 の 長 州 w ；:^ と薩 藩の 獨 立 的 態お  一二 四 九 
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し  CV^J 一よ 

其 時、 征伐 之師を 向ら れ、 罪 を 鳴して 征伐 せられし は、 一 曾 半句 0 申譯 無るべし。 然る を、 格別 之 仁恕 を以 

じ かい  わき ま 

て、 自改の 期 を 待れ し、 其洪 恩も辨 へす、 猶 非望 之 企 止ます。 去 子年、 大膳 父子の 軍令 狀を 持、 鐵騎戎 装、 

.  ふんぼつ  とも 

京師へ 亂 入し、 禁闕へ 向て 發 砲し、 長 門 を噴發 して、 軍卒 を 率 ひ、 海路 辆迄 出張せ しむる は、 源平 已來、 未 

曾 有 之 大逆 無道、 南山 之 竹 を 以て 書盡し 難し。 1 々毛 髮を拔 て もたらす、 不, 1 容易 一天 地 之 大逆罪、 其 罪 六。 

第 七 

若し 實に 主人の 意中に あらす、 果して 三臣 等の 奸 謀に 出る 事なら ば、 速に 罪 魁の 首 を 刎ね、 徒 跣し、 幕府に 

伏罪の 命 を 乞へ き 害なる に、 父子 を勸 めて、 隱然割 據の企 をな さしむ、 其 罪 七。 

第 八 

,  ぐわん めいかい 一一 

如レ斯 不二 容易 1 罪 を 犯して、 頑冥 改悟せ ざるに より、 尾 張 前 大納言 殿、 總督 として 追討の 際に 臨み、 始 て三臣 

くわん たい  あまつ さ 

の 首 を 斬て、 悔悟 伏罪の 旨 を述。 其 緩怠 之 罪不， 輕、 剩 へ 謝罪 狀は、 前 大納言 殿より、 幕府へ 伺れ し 迄にて、 

未だ 朝 旨 • 幕府 之 御 裁許な き 限り は、 ；大下 萬 世、 朝敵の 罪名 を ゆるされざる なり。 然る を 私意 を 以て、 天 

下の 大法 を. 誣 犯し、 朝 幕に 抗 せんとす、 其 罪 八。 

第 九 

そむい  れう かい  もろ 

幕 命に 背て 暴動し、 攘夷 を 唱て異 船 を砲擊 しながら、 軍艦 領海に 迫り、 擊破 せらる るに 及て、 脆く も自 判の 

*, つ. H  す ゐ-^ 

降伏 を 投じて、 强て 朝 命 • 幕 令に 應 じて、 無ーー餘儀1砲擊せし旨を僞.=^、 己が 罪 を 朝廷 • 幕府に 推 委し、 私 


に 交 親 を e^i び、 往来 を 通す る、 其 罪 九. - 

第 十 

おんけい  ぎう もん  ■ 

其始疑 ふべき 事 多き に 依て、 將軍御 進發、 猶 寛大 之 恩惠を 以て、 礼 問之爲 め、 大坂 にて 三 末 家 御 呼 出 之 所、 

病に 託して 不二 差 出 7 正義の 末 家 迄 も、 罪名 を 蒙らし む。 其 罪 十。 

第 十一 

然る を、 天 地之洪 恩、 格別 之 寬典を 被 a 仃、 委曲 御 奏聞 之 上、 勑皆 幕 令 を 奉じて、 閣 老境に 臨み、 猶 誤解 

なからん 爲め、 末 家 吉川等 を 呼 出せし も、 差當 病に 託し、 不， I 差 出 1 候樣 仕向けし、 其 it 十一。 

第 十二 

うたが はし キ) 

其 末、 いつ 迄 も 病氣の 旨に て、 名代 を不 II 差 出 1 候 所、 宍戶備 後 介 儀 は、 翁て 一 門に も無レ 之、 身分 疑 敷 もの 

の 所、 俄に 1 門の 養子に 致し、 爲ニ 名代 1 差 出、 爲レ其 一途の 御 w、 出藝 致し； S ながら、 兼て 病氣 のよ しも 不二 

申立； 六月 朔曰、 爲， 1 御 裁許 1 御 呼 出の 期に 至り、 俄に 腫物に 付、 起居 雞 二相 成 一由 を以、 押ても 難 三 能 出 一 旨、 

絶て 及 ニ御斷 7  IK  • 幕 之 命 を輕慢 する 條、 其 罪 十一 一。 

第 十三 

御 裁許、 三 末 家え 被 11 仰 付 1 候處、 士 民情 實、 不 II 折 合一に 託し、 途中に お ゐて相 支、 大膳 父子え、 御 裁許 之 ila 

不 -1 相逹 T 私に 歎願 書取 縛、 藝藩迄 上達 之 儀 申立 候、 其 罪 十三。  、 

の 長 州 1$ 征と薩 藩の 獨立的 態度  三 五 一 
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第 十四 

傭 後 介 儀、 病氣之 段、 自分より 申立、 名代 之 御用 不 -1 相 勤 一 候に 付、 右 御用 之 儀 被：， 成， 1 御免 T 當人 身分に 付、 

し さい 

仔細 有レ 之、 國泰寺 へ 呼出し 候 所、 又 々 病氣 申立 不 11 罷出？ 依て 病氣 全快 迄、 御達し 藝藩 へ 御 預けに 相 成 候 節、 

安藝 守警 衞人數 間に 不レ 合に 寄、 爲ニ警 衞ー銃 隊被ニ 差 出 1 候 所、 右樣 主人 之 命 を 承りながら、 其 ffl 向 を も 不一 1 相 

あ *H つ さ 

勤 T 剩 へ 身分 疑 敷、 其た め 御 預に相 成、 其 旨 輿 丸 初、 末 家吉川 等へ も、 御 達 相 成 候 上 は、 彼是 異論 ケ間敷 儀、 

有 レ之間 敷 は 勿論、 恐縮 可 一一 罷在 1 害 之 所、 右備後 介、 御 預相成 候 節、 銃 隊被ニ 差 向 1 候 上 は、 兵馬 を 以應じ 候 

など 

は、 臣 子の 分 杯と 罵り 候 は、 長 防 二 州、 備後介 之 所領なる 哉、 毛 利 之舊領 なるや、 果して 毛 利 家 祖先 已來之 

舊領 ならん に は、 備後 介の 爲に、 丘 ハ馬を 擅 に 差 出し、 臺命を 担み 御 裁許 を 違背し、 却て 主人 を 罪に 陷 

るる 也、 其 罪 十四。 

如上の 御機嫌 取の 文書， に對 する 批判 は、 改めて： a に 論述す る 必要 はなく、 勝 安房の 論す ると ころが、 何よりも 

能く、 その 要 を 得て ゐ る。 

勝 安房の 批評 

あんす  ていめい  こ さい 

案る に、 征 長の 趣旨 を、 訂盟外 國に吿 る は、 素より 當然の 事 なれ 共、 其始、 政府 嘗て、 我か國 人に、 巨細の 

第 情 を明吿 する 事な く、 御 不審の 件々 あり， ふに 過ぎす。 されば 蘭國の 人民、 其 趣旨 を 解す るな きは拉 置、 


其 戰陣に 臨む の 士と雖 も、 何たるの 故 を 以て、 親發 ありし とい ふ を 知る 者 少し。 元來 i: 誥の文 は、 簡明 嚴 ま、 

厶 <5厶<5 厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

其 罪 を 鳴らして、 これ を 公衆に 知らし むる は、 古今 軍機の 一大 喫緊 要務に して、 これに. H て、 全國の 人、 政 

♦ .  かんく わ U  A 厶 厶厶厶  厶厶厶 AAA 厶厶 <d  厶厶 <d 厶厶厶 厶<1 

府已む 事 を すして 干戈 を 動す の 主旨 を 知り、 また 戰鬪 の士 は、 これ を 以て 踊躍 裔與、 敵 愾の心 を 同 ふし、 

各 競て、 報 効を圆 るべき は、 論 を 待す。 然るに、 事、 此に 出す して、 天下 をして、 無名の 暴 擧 なる を 疑 はし 

め、 從て 我が 戰士 も、 勇 奪の 氣を振 ふに. H なく、  ^靡 內？ おに 終りし は、 最、 失策の 大 なる 者と いふべ し。 況 

さき  きう もん 

や、 嚮に 大小 監察 をして、 罪狀の 有無 を 糾問せ し 時、 彼れ 逐 一 辯 解せ し 後なる に、 却て 其 旣往の 罪 を责、 彼 

. へい  ，  くわい じふ さ i) よく 

をして、 十分の 辭柄を 得せし めし は、 頗る 其 順序 條理を 失し、 加 之、 其外國 公使に 吿 るの 書 も、 晦^ 琅縟、 

立言の 體を 得す。 顧て、 彼 〔長 州〕 より 頻々 訴 ふる 處の書 を！ 115- るに、 明暢 痛快、 よく 情に 訴 へて；^ さす、 人 を 

して 感動せ しむる 者 あり。 其 文章の 1 段に 至ても、 彼我、 勝敗の 數、 巳に 判る る處 ありと いふべ し。 

.  〔開國 起源〕 

〔十二】 怫國 と英國 との 對 幕末 態度 

怫國 公使が、 長 州に 威嚇 を 試みた こと は、 內 亂に乘 じて 1 儲けしょう とした 卽興 的行爲 ではなかった。 固より 

幕府-の 依頼 も あり、 閣老 との 密約 も あり、 本國の パリ， I 政府との 聯絡 もあって、 熟慮 協議の 結果であった こと は 

いふまで もない。 
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まんせ つ 

佛國が 夙に 幕府 を 助けて 陸海 軍の 編成 や、 軍器 軍需品に 便宜 を與 へた こと は、 今更ら 煩說 する まで もない。 元 

治 元年 〔甲子〕 外國 奉行 池 田筑後 守が、 パリ ー に 入った 時の 如き は、 佛 人は頗 ぶる 彼れ の爲 めに 便宜 を 計って 居る。 

さくせ う 

特に 池 田に 親近であった モンブランの 如き は、 諸侯 を 削 小して 幕府の 威力 を强 うする 爲 めに、 佛國の 力 を 借る ベ 

きこと さへ 進言した。 パリ ー 政府で も 同 1 の 意見 を 持って 居り、 池 田との 間に、 攻守同盟に 等しい 密約 を さへ、 

取り 換は したくら ゐ であった。 

日本 駐 剳の 佛國 公使 ッ シュ も、 モ ン ブラ ンと同 一 の 見解から、 主として 幕府に 傾む くの 態度 を 執って 居った。 

內亂 平定の 爲 めに は、 兵力 及び 財力 を 提供しても よいとの 意氣 込みであった ので、 閣老 側で も、 夙に 佛國 に賴む 

ところが 多かった ので ある。 阿部 豐後、 松 前 伊豆、 酒 井 忠毗、 小； 架忠 順の 如き は、 最も 傾佛の 一味であった。 

いよく 第二 征長 となった 時、 海外 使臣 等 は、 孰れ も 事の 容易なら ざる を觀 取した。 幕軍が 勝てば、 これで 幕 

ぐ わ わい  しつつ ゐ 

府の 勢力が 回復して 來る であらう し、 萬 一長 州が 勝てば、 封建 制 は 瓦解して、 中央 勢力 は 失墜して 了 まふで あら 

うし、 いづれ にしても 此れが 天下分け目の 戰爭 である こと は、 政治 眼に 長 じた 彼等の 見 週さぬ ところであった。 

此の 時に 當 つて は、 使臣の 識見の 如何によ つて、 國際上 重大なる 影響を及ぼし 來る こと は、 敢 へて 說明を 要し 

ない。 當時 日本に は 一 一個の 政治的 中心が あった。 一 は舊 幕府で あり、 1 は 朝廷 を 中心とする 薩長の 勢力であった。 

くわん ほ 

此の 新 舊の兩 勢力の、 孰れが 次の ゼネレ ー シ ヨン を 支配す るか は、 外國 使臣 連が、 爭 うて 觀破 せんとす ると ころ 

であった。 


國の 内外 を 問 はす、 凡そ 事 は 理論の みに よりて 行 はれす、 大部分 は 感情の 支. g を 受 くる ことが 多く、  ft 國が幕 

府に賴 り、 英國が 薩長に 傾む くの 形と なった のに は、 幾多の 來歷が あり、 關 係が あり、 叉た 英と. 怫 との 競 心 も 

加 はって ゐ るに は 相違ない が、 ロッシュ とパ ー タスとの 活眼の 差 も、 自 から 此 間に 現 はれて ゐる。 

ッシュ が 幕府に 頼るならば、 此方で は 一 つ 薩長の 新 勢力 を 助けて、 1 つ 仕事 を さして やらう とい ふ氣 が、 パ 

1 'クス をして、 幕府 を 向 ふに 廻 はさし めた、 一原 因で はあった らうが、 彼れ が 夙に 日本の 政治的 1 大變 革を豫 

くわし ぽ  ナ •， がし 

し、 幕府の 運命、 最早 や 永から すと 觀 破し 去った の は、 流石に 焖眼 とい はなければ ならなかった。 

當 時英怫 が、 果して どの 邊 まで、 日本 を覬覦 する の 意が あつたか は、 猥りに 臆斷を 許さない。 しかし 佛國 公使 

が 下の 關に乘 り 込んで、 長 州に ねぢ 込んで 來 たの は、 何と S つても 内政 干涉に 相違ない。 叉た 英國 公使が 五月 二 

十七 ht 長 崎に 各國 使臣 會議を 開いて、 政治 を ミカ ド 政府に 1 任し、 德川氏 は 一 諸侯と なり、 列藩 相 倚って 合議 

政治 を 行 ふやう に 運動した いと 述べて ゐ るの も、 明らかに 内政 干涉に 相違ない。 當時 若し 內亂 その 極に 達し、 國 

•  どくが 

家 的 觀念を 忘失し 去る やうな ことがあれば、 恐るべき 毒牙 は、 神聖なる 我が 邦土 を 荒して ゐ たに 相 遠ない こと を 

思へば、 彼等 をして 遂に その 野心 を逞 うする の餘 地な からしめ たの は、 全く 天佑と いはなければ ならぬ。 

【±ニ】 英 國と薩 州との 接近 

ひそ 

佛國と 幕府と が、 窃かに 相 約す る ことがあ るとの 風說 は、 意外に も薩 州の 耳に 逸早く 通じて 來た。 それ は 池 K 
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の 後に パリ K に 派せられ た、 柴田 日向 守の 態度に より；^ るると ころと なった C 日向の 使命 は日佛 修交の 大志 も あ 

つたが、 別に は 金 澤にァ ルセナ ー ル 武器 製造所 を 起す つもりで、 ーケ年 二十 五萬圓 宛、 五ケ 年 佛國に 納付す る こ 

とに よって、 武器 製造に 關 する 一切の 便宜 を、 佛國 より 受けん とする にあった。 然るに 柴田 はか かる 重大なる 問 

題 を、 一私人た る モンブランに 托して 交涉 する の は、 甚だ 危險 であると 考へ、 直接 パリ ー 政府に 向って 交渉す る 

ことにな つたので、 モンブラン は 深く その 前約 を 無視す る を 憤り、 不平 を留學 中の 薩人、 五代 才助 〔友 厚〕 に：^ ら 

した ことが、 端な くも 薩 州に 通ぜら るるに 至った のであった。 

薩 州が 英國と 接近す るに 至った のに は、 頗 ぶる 複雜 したる 關 係が 存 して ゐる。 五代と 共に 英國 にあった 寺 島宗 

則が、 下院議員 オリファントに 說 いて、 皇政 復興の 近き にある を 論じ、 幕府 覆 減 後に おける 條約 締結 植が、 一に 皇 

ふくき 

窒 に復歸 する こと を說 いたので、 オリファント は、 更らに 之れ を 外相 クラ レントンに 進言した ので、 外相 は その 

理. ある こと を 察し、 命をパ ー タスに 通じて、 ミカ ド 政府の 成立に 助力せ しめたの であると いって ゐる。 

尙ほ 夙に 日本に 渡来して、 國 内の 政狀 に通曉 して ゐた、 英國 商人 ガ ラバなる ものが、 パ 1 'タスに 說 いて、 薩長 

必ら す： 大下を 制する に 相違ない から、 之れ を 助けて、 他日の 親交 を 結ぶ の 得策なる こと を 論じた ので、 パ ー クス 

の 意 大いに 動く に 至った ので あると もい つて ゐる。 いづれ にしても、 英 • 薩 は 次第に 接近す るの 道程 を 進み、 遂 

しんぼく 

に パ，' タスの 薩州 訪問と なって、 その 親睦が 公然に 示さる るに 至った。 

パ 1- タスが 鹿兒島 港に 入った の は、 長 幕 戰爭の 開始 せられた 際で、 六月 十七 日であった。 英國 東洋 艦隊 水師提 


督キ ュ ー パ ー 將軍 は、 プリンス •  HI ャ ル號、 へ セルへ ン ト號、 サ ラシ ス號 0 三 艦 を 率ゐ て、 薩 摩へ 廻航 したの 

であった が、 嘗て 英 艦と 砲难を 交へ た薩人 は、 旣に 舊怨を 忘れ去った ものの 如く、 祝砲 を發 して 之れ を歡迎 し、 

パ ー タスと 久光 • 忠義と は、 互に 隔意な き 交歡を 取り か はすに さへ 至って ゐる。 

西鄕が 七：： j: 十 R 附を以 つて 大久 保に 送った 書簡の 一節に， 當 時の 狀況が 認められて ゐる。 

大久保 利 逼に與 ふる 書 〔慶應 二 年 七月 十日〕 

御兩 殿檨、 益 御機嫌 能 被， 遊 二 御座？ 恐 悅の御 儀、 御 互 難レ有 奉， 存候。 陳ば長 防の 戰爭、 大概、 宰府 出張の 方 

より、 山 田 孫 ー郞を 被， 一 差遣 T 承 合 候 形 行. S. 來 候て、 早 相 分 候に 付、 早速 御 人數、 被， 一 差 出 1 候賦 にて、 一陣 御 

手 常 相 成 候處、 三 邦 丸 着 帆、 能 都合に て 御座 候。 最早 一陣 は、 御手 當相成 居候 故、 其 儀 も 被 二 _チ^ 出 1 賦に 御座 

候處、 船 仕 廻 出来 兼、 些痛損 有レ之 付、 三組 丈、 此節 被， I 差 出 1 都合に 相 成、 跡 三組 は、 一 七 日 計 は 後れ 可レ申 

候 得 共、 却て 一時に 着 坂より は、 兩 度に 着 坂いた し 候 方、 勢 を 張 候 はんかと 奉 レ^ 候。 乍：， 然. M 處有レ 之、 無 

レ據 ちと 手 數には 候 得 共、 宜敷 勢に 相 成 候。 大 幸の 事に 御座 候。 出兵 御 斷の御 建. m 書、 御名 前の 處、 n 十 速 御 

許容 被， 爲レ在 候 得 共、 英人著 府涯の 事に て、 大混雜 中、 殊に 機會 を以、 其 運 は 御 許に て、 可， 1 相 付 一段 巾來居 

候 故、 少しも 不,， 1 取 急 1 事に 御座 候。 叉た 朝廷え の 御 建白書、 中將公 〔久 光〕 御自身 様、 御 添削 被：， 遊、 御手 

自御認 相 成、 御 差 出の 都合に 相 成、 お 互に 難レ有 次第に 御座 候。 英人來 著、 段々 談判の 始末 は、 岩 太夫 〔5 お 下 
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方 平〕 .^-申上越候付、 文 略 仕 候。 大概 見込 通 はやり 付 候賦に 御座 候 得 共、 欺かれ 候へば 無二 致 方 1 隨分、 幕 手 

を 英は打 離 候賦に 御座 候。 何分に も 能 都合に て、 大幸 此の 事に 御座 候。 長 州に おひて は、 此 度の 始末、 餘程 

出来 候 事に て、 兵端 を I？ く 所から、 破った 處迄、 間然す る處 無二 御座 7 此處 第一 の譯 と相考 居候 處、 十分 やり 

應じ候 付、 今の 處 にて、 如何なる 佛 人たり とも、 應援 可, 致 道、 相 絕申候 はん。 諸 藩に おひても、 益ぶ 出兵 は 

致 間 敷、 是 より 王 窒の與 時來候 はんと、 雀躍 此事に 御座 候。 〔下略〕 云，々。. 

薩. 長. 英が 連衡して、 幕府. 佛國の 勢力に $ ^杭しょう とした 形勢 は、 書中の?.^ として 現 はれて ゐる。 

而 して 當時、 西 鄕がパ ー タスと 會兌 したる 内容 は、 西鄕自 から 之れ を 摘記して、 京都 在勤 中の 岩 下に 贈って ゐ 

る。 卽ち 左の 如くで ある。 

岩 下方 Kl- に與 ふる 書 〔慶應 二 年 七月〕 

一兵 庫 開港の 儀 は、 上 ；大 子より、 下 萬 民 を 欺て、 外國と 約定 相 結 候 儀、 萬國 普通の 條 約と 難 レ申候 付、 右 

の譯、 SJ 以て、 幕府 を相責 候檨、 細々 及 二 談判 1 候處、 政府と 約定いた し 候 譯に候 得ば、 內 輪の 混雜 は、 決て 外 

國 人の 差 構 事に も無レ 之、 勿論 勑 許と 申 儀 も、 相 望 候 事に 無レ 之と 申 募り、 餘程慕 臭有レ 之、 破談の 勢に 成立 候 

處、 得と 日. 本の 情 實を中 解き、 其 上 利害得失、 委 敷申閬 候處、 初て 會 得いた し、 夫より 彼の 底意 不レ殘 打 明 候 

向に て、 大 に 幕府の 失體 を、 申出 候 場に 立 到 候て、 全 熟 話の 都合に 成 行 候 事に 御 極 候。 左 候て、 彼等 申 聞 1 


に ま、 S づれ 右の 事 昨、 外國人 可レ存 いはれ 無 レ之候 付、 何方より 承 候と 小レ申 候て は、 相濟巾 敷、 §0 

さし 

摩の 名目 を ST し 候て は、 决て 不都合の 儀 も 有 レ之候 はん。 彼等 も 出した く は無レ 之と 巾 事故、 其邊は 少しも 差 

i4jl。 然共、 直 樣突掛 候 向と は、 不 n 相 兑得ー 候へ ども、 幕府の 不條现 なる 次第に は、 あぐみ 候 様子に 御 

座 候。 4^ 機に 依て は、 申立 候も不 V 被 レ計候 得 共、 極て 申立と は不 n 申 聞 一事に 御」 M 候。 

一兵 庵 港え 異船 渡来の 節、 勒使を 被 二 差 向 ー候樣 子、 如何の 見込 を 以相盡 候 哉と 承 候 付、 其 節 は^ 摩の 人數、 

勒 使の 御供に て、 異 船え 乘込、 期日 を 引延し、 是非 諸侯 を 京師え 集會 し、 全 幕府の 乎 を 相 離し、 朝廷よりの 

S^^^^E^^^.  如何の 譯 にて、 其 策 崩 候 哉と 中 事故、 其 節 幕府より 頻に相 

,aj、  ？^, 廷 よりの 御所 置に 相 成 候て は、 辭職仕 候 外 無：， 之 段 申 募、 終に 勑使を 繰 止 候 付、 せ ^致-相違 T 建.^ の 

» 面と 相 離 候 故、 如レ此 if の 譯に立 到、 殘 念の 旨 申 聞 候處、 實に悅 び 候て、 彼等 も 大に殘 念が り 候 事に 御 

農。  . 

f  つも u- 

ー^^まの御所^と相成候はば、 公卿 衆の 御 談判と 相 成 可レ中 哉。 是迄 政府 閣老邊 え、 引合の 場 如何 可 レ致賦 

かと 承 候 付、 其 節 は 朝廷より 五六 藩の 諸侯に 被レ 命、 專 引受、 兵 庫 港の 運上 は、 朝廷に 相 納め、 ^國並 "通 

の條約 を以. 相 結、 信義の 交、 其 時 こそ 可 n 相 調 T 只今の 如き 幕吏の 賄胳を 貪、 不廉の 次第と は、 大に違 ひ、 外 

國に 於いても、 都合 可， 宜、 勿論 日本に 於いて は、 是 より 相^、 本道の 事に 成 行可レ 申と、 決定いた し 居候 ヒ曰 

幕府の 長 州 K: 征と薩 藩の 獨立的 態 ぼ  一二 五， 
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申 聞 候處、 至極尤の議論と^.事に御座候。 

一 右 通の 次第、 外 園より 開立 候て は、 大いに 不都合 到來 いたし、 日本の 人 も、 不服の 譯も 出来 候 はん。 いづ 

よろし かる まじく 

れ、 其 邊の處 は、 急速 取褂 候て は、 宜 間 敷 候に 付、 能々 機會を 見合、 是非 相盡吳 候檨、 申 事に 御座 候。 . 

一三 港の 稅、 三分 一 丈け は、 是非 ；大 子に 相 納候檨 、度々 英國 より 幕府え 申立 候 趣 申 聞 候。 左 樣無レ 之 候て は 

大君と 相 唱候儀 小 二相 叶 T 日本に 於いて は、 兩君 有レ之 姿に て、 外 國には 決て 無レ之 事に 候、 いづれ 國王唯 1 の 

體は、 不二 相 居 1 候て は、 相濟間 敷と 申 事故、 頓と 日本人、 外國の 人に 對 して 無二 面目 一事と. m. 置 候。 

一日 本條 約の 五ケ 國は、 諸 藩に 勝手に 相 交 候樣、 觸逹相 成 候樣、 政府に 可 n 申立 7 左 候へば 大に 可：， 致 事 

に 御座 候。 勿論 政府の 欺 謀 は-小 レ被 レ行樣 成立、 自然 政府の 不條理 なる 儀 も、 外國の 人、 可 二相 分 一中 聞 候處、 

大に悅 び 候 事に 御座 候。 • 

一 江戸え 相 詰 候 人に、 何 篇打明 相談 可レ致 人物 は不， I 罷居ー 候 かと、 相尋候 付、 決て 無, 之 段、 申 聞 候處、 何卒 

たしかなる 

成人 物差 出 吳候儀 は、 相 調 間 敷 哉と 申 事故、 隨分差 出 可 二相 成 一と 返答いた し 候處、 合符を 渡し、 是 を持參 

の 人 なれば、. 不レ 疑と 申 候 事。 

此書 によれば、 兵 庫 開港に 關 する 薩 藩の SI^ 嚮は、 鎖 港 攘夷に あるので はなく、 朝 命に よって 開港の 肚 であった 

ことが 解る。 而 して 談判の 言辭 より すれば、 西鄕の 眼中、 幕府の 片影 も 止めす、 薩藩 そのものが， ー阈の 代表な 

るかの 趣き を 示して ゐる。 而 して 更らに 驚ろ くべき は、 開港に よって 生す る 關稅の 中、 三分の 1 を 朝廷に 奉す る 


とい ふが 如き" 先から 先の 細事まで、 當時薩 藩 代表者の 肚裏に、 劃せられ てゐ たこと である。 此ひ 用意" 此ひ準 

储が 確立して ゐ たれば こそ、 諸侯 合議、 朝 命 導 奉 主義の 大 運動が 行 はれた ので ある。 

卽ち 知る。 此時、 旣に英 國と薩 藩、 パ ー タスと 西鄕 とに、 頗 ぶる 接近した る 意が 投合され てゐ たこと を。 

是 より 先き、 15 〔慶 應〕 三月、 パ ー タスが 英 艦に 乘 じて、 鹿兒 島に 廻航 した こと を 耳に して、 機， 乘す べしと 

爲し、 AI から 薩 州に 乘り 込んで、 薩 .長. 英の會 合 を 試みよう としたの は、 實に高 杉 東行であった。 彼れ は 木戶と 

しんしょ 

合議し、 乙 丑 丸 解決の 親書 を 藩主 敬 親 公から 受け取って、 伊藤 俊輔と 同伴して 下向した。 英人ガ ラバの 汽船に 乘 

じて、 先づ長 崎に 上 降し、 薩 藩の 留守居 役、 市來 六左衞 門に 會見 したが、 市來 は、 薩 藩の 内情 を說 いて、 ぼ 人の 

入薩 に、 或る 危險の 伴 ふ 恐れ ある こと を 注意した ので、 高 杉 • 伊藤 は、 親書 を 市來に 托して、 長 崎より 下の 關へ 

引き あげた。 

パ ー タス は 當時旣 に、 薩長に 密約の 成立して ゐ たの を 察知した もの か、 廻薩の 途中、 下の 關に立 寄って、 藩主 

に面會 せんこと を 求めた 事實が ある。 毛 利 敬 親 は、 六月 之に 承諾の 意を傳 へて ゐ るが、 その 時 は 恰度、 長 幕 11 戰 

すゐし ていとく 

の！： 取 中であった ので、 會兒の 目的 を违 する ことが 出來 すして、 彼れ は 橫濱に 引き あげた。 パ ー タスが、 水師 提督 

キング 將軍を 代理と して、 三 田 尻に 遣 はし、 前約 を 履 ましめ たの は、 越えて 十二月に 入っての 事であった。 

幕府と 佛國 とが、 如何なる 關係 にあり、 薩* 長と 英國 とが、 如何なる 修交 を 結び、 或 ひ は 結ばん としつつ あつ 

慕」 S の 長 州 再征と 薩 藩の 獨立的 態. 肱  一一： 六 I 
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たかは、 略. - 之れ を 前述の 事情に おいて 察知す る ことが 出来よう。 當時 幕府が、 若し 深く も 佛國に はまり 込み、 

たすけ  か 

兵力 • 金力の 援を 受けて、 長 州に 臨んで わたならば、 實に國 土の 大亂 を醯 もして ゐ たに 相違なかった。 勝 海 舟 や 

大久保 一翁の 如き 活眼の 士が、 聲を大 にして、 力 を 外阈に 仰ぐ ことの、 日本の 大{ ^である こと を 論じた ので、 幸 

にして、 佛國 をして、 深く その 手 を 仲ば さしむ るの 機會を 得 ざら しめた こと は、 何とい つても、 日本の 大幸 とい 

はなければ ならない。 

佛國 公使が 下關 にね ぢ 込んだ と 聞いた 時、 鹿兒 島に あった 西鄕 は、 深く その 及ぼす ところの 影響 を 憂 ひ、 吉井 

友實を 急派して、 長 州に 聲援 せし むる ところで あつたが、 木 戶の快 辯に よって、 大事に 及ばす して 解決した こと 

を 聞き、 吉井は その 出動 を兑 すして 濟ん だのであった。 兄弟 牆に鬩 めぐと いへ ども、 外、 その 侮 を禦ぐ こと を 

忘る る やうな 日本人ではなかった の だ。 


第三 章 十四 代 家茂將 軍の 薨去と 長 幕休戰 

【I】 十四 代 家茂將 軍の 薨去 

さんえ い あは  しゃ.；，， -i- い  すで  そん ゆ ふ  し  i んし やう つ 

山 影 淡き ところ 鐘聲 あり、 旣に 1 村の 夕べ を 知る。 防 長 四 境の 戰 報が、 頻りに 幕府に 向って 鐘を撿 きつつ あ 

る 時に 當 つて、 俄然と して 幕府の 本營に 弔鐘の 響きが 起った。 大阪城 中に おける、 十四 代 將軍德 川 家 茂の 去が 

卽 ちそれ であった。 

おじ やう ほうらく  ぽ つらく あんじ 

家茂將 軍の 死 は、 或る 意味に おいて、 實に 幕府の 牙城の 崩落で あり、 德川 三百 年の 没落 を 暗示す る もので あつ 

た。 假令家 茂が 1 筒 凡庸の 少年に 過ぎす して、 とても 家 康の雄 略な く、 家 光の 才氣 がなかった にしろ、 その 身將 

軍の 任に あり、 軍； きを 四方に 檐 うて ゐる 以上、 その 死 は 『將 軍の 死』 であり、 影響 は 四方に 波及 せざるを得ない 

のであった。 ー將 傲： 化れ て、 萬 軍の 士氣が 崩る ると 同じ やうに、 近代 政治の 上に おいても、 國家 及び 社會の 要地に 

立つ 首相 或 ひは黨 首の 死 は、 直ちに 集團の 運命に 關係 せざるを得ない。 況んゃ 封建時代 における、 主權 者の 死に 

おいて を やで ある。 

家茂將 軍の 死 は、 慶應ニ 年 〔丙 寅〕 七月 二十日 〔或は 十九 日〕 であった が、 將 軍の 健康 は此 年の 赛 四月 ごろから、 

旣に 多少の 異和を 生じつつ あった。 當時は 胸痛 を 催 ほし、 少しく 苦痛 を感 する くら ゐ のこと で、 大した こと もな 

十四代家茂將^^の^.^-去と長幕休戳  三 六 三 
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いところ から、 そのままと なって ゐ たが、 五月 中旬 再發、 六月 上旬 叉々 健康 を 同. - 下旬より Sii にお 3 を 

生じて、 やや 重態の 狀を 示して 來た。 竹 內. 伊東 兩侍醫 の 『容態 書』 は、 七月 二日 附で、 京都 所 司 代へ され 

たが、 その 文 は 次の 如くであった。 

ご えう たい き 

御 容 態 書 〔慶應 一一 年 七月 二日〕 

去る 四月 下旬、 不圖御 胸痛 爲， 在 候。 右 は 傷 冷 毒に 御感 被， 遊 候 儀 共、 奉， 診、 發 表の 劑差 上、 御 快方 之處、 五 

月 中旬 又々 御 再感、 御 同 檨之御 容體に 付、 同前 之 御手 當差 上、 追々 御 全快 被， 遊 候 末、 六月 ト： 旬に 至り、 御 rar 

喉 麼爛、 且御胃 中 不和 之 御 容體に 付、 對症之 御 藥差上 居候 處、 六 月 二十四日より、 御兩 脚ぎ お i 御 發被レ 遊 

ナ ,、lr^  W, わ う 

候- 依， 之 專ら健 胃 利尿 之 御手 當差上 候 得 共、 鬼 角 御 小水 短小、 御水 氣漸 相增、 昨日 以来、 II？ が 御 苦悶 等 

之 御 症御發 被， 遊、 今朝に 至り 猶御寬 解に 奉 レ診候 得 共、 未だ御利水も御十分に無，之、自然其||ガ^^相加は^' 

候 方に 奉レ診 候に 付、 1 同心 配 仕 候。 以上。 

七月 二 曰 〔慶應 1 一年〕 

.  竹 €： 渭川院 

伊東 瑤川院 

尙 ほ大阪 在留の 閣老 より、 京都 所 司 代に 差 出された る 書簡に は、 次の 如く 報ぜら かた。 


大阪閤 老ょリ 京都 所 司 代への 書 〔慶應 一一 年セ 月晉〕 

I 雞. 堪 11 座 候處、 益よ 御機嫌 能、 恐悅 奉レ存 候。 次に 贵樣 愈ぷ御 勇猛 御勒、 珍 H 然は h- 様 〔家 

茂〕 去る 四月 頃より、 折々 御 胸痛 等 被レ爲 候 趣、 相 伺 居候 處、 爲っ差 御 儀に は 無， 之 故、 ^段 何方へ も 不こ中 

進， 候處、 &ー ll^l^iAi^ サ ^^^^^^f  Ik 七 n:: 二日^ • ^之 後、 鬼 角 御 胸膈御 竊被レ 遊、 

^4 ふ^ まま  1^^ ま ^i、。 就て は 江 府£ 戶〕 へ も、 御 醫師上 阪中遣 候 e とも、 不一- 

取 敢-其 御 地より、 左 之 者 共之邊 にて、 急速 下阪 相 成 候 様、 御 取 計 可 V 被レ成 候。 尤 名前 等 は、 定て遠 居 可レ申 

候 間、 御 勘考に て、 可：. 然、 御 下知 可レ 被い 下 候。 

高 階 筑前守  福 井 丹 波 守  . 

右！^ 名に 艮り r<, チ 、譯に は 無 レ之候 間、 御心當 り 之 者 候 はば、 下阪 之 儀、 急速 御 取 計 有 レ之候 樣致度 奉レ存 

右 御用 筋 而已申 進度、 如， 此 御座 候。 不悉。 

將軍 のび |1!ぅ は 果して^^ Si なる か、 リウ マチス 症なる か、 或 ひは兩 症の 併發 なる か、 御 典醫の 中で も、 いろ 

いろに 說 があった が、 その いづれ にせよ、 症狀は 日一日と、 重態に 赴 むくのみ で、 十二 日ごろから、 晝夜 不眠と 

なり、 を發 し、 益.. 惡 化の を 現 はした。 七月 十五 日、 キ井 仲^が 記述せ るお 狀 記に は、 一層 詳細に 將軍 

の症狀 及び 治療、 一 1 餌. 食事 等 を 明記して ゐる。 

十 四 代 家 茂將軍 の ^去 と 長 幕休戰  ーテ" 五 
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半 井 仲 庵の 將軍 病狀記 〔慶應 二 年 七月 十五 日〕 

今 十四日 〔七月〕 石 川 玄貞老 に 面會、 公方 樣御容 鉢 伺 上 候處、 被 二 申 聞 1 候 は、 當初夏 之 比より、 レゥ マチ セ御 

症に 而、 諸 部 御 疼痛、 其 上 御 喰 之 御 分量 は、 相 應被ニ 召 上 I 候 得と も、 唯 御好不 レ被レ 遊に 付、 レゥ マチ セ劑に 

健 胃藥、 御 兼用、 追 M 御 快方に 被：， 爲， 在 候。 然る 處、 去月 〔六月〕 廿 四日、 御 脚 御 股 御 張り 被レ遊 候樣、 被 二 思 

召 1 との 御 事に 付、 玄」 貝 相 伺候 處、 御 微腫被 レ爲レ 在 候。 仍而渭 川 院拜診 之 上、 サルサ バル リラ 煎 方 差 上、 其 後 

は、 先 御同檨 之處、 同廿 八日 .卄 九日、 此地 非常 之 大雨、 洽濕^„^敷、 此節御 蒸 氣頓に 御 閉塞、 御 腫氣、 1 時 

に御增 加、 御 小水 御 不利、 ー晝 夜に 二三 勺 位 加：， 之、 七月 朔 日に は、 大 嘔吐、 膽汁夥 敷 御 吐出 被レ 遊、 御喻 1 

ら て ふせ キ』  じきた sf す 

切 御 好不， 被， 遊 候に 付、 渭川院 一 同、 示談 之 上、 淸飲 〔酒お 酸 一 錢 • 喇帖石 一 ー錢〕 中に 實吉答 利斯葉 〔十 爪〕 浸 

出 調 上、 且袭 用に は、 里 歌 利飮差 上、 御相當 被：， 遊 候 哉、 御 小水 日々 御 通 利相增 〔二 合 半 計つ \〕 御 腫氣、 十 

ほしい ひ 

の 七 は 御 消散、 御 喻仙台 辘 御相應 被， 一 召 上 7 其 後 御 本 飯 も、 御 一度 之 量、 貳拾 五.^ 計、 被， 1 召 上？ 御 順 快 之 

御 運、 被, 爲レ在 候處、 去る 九日、 伯 州 侯 之 御 一 件、 逹， I 御聽 1 候處、 以之外 御腹 立、 實に不 n 容易 1 御 氣色之 由、 

其翌 二日、 御 膳 被 1 一 召 上 1 候 分、 不：， 殘御嘔 逆、 御 吐出 被レ 遊、 其 後 御 容体、 九日 已 前へ は御復 被， 遊 兼、 御惣鉢 

何となく 御 快 爽不， 被：， 爲， 在、 加レ 之， 十二 日 顷 より、 晝夜 共、 御 不寐、 神經御 痙攣 症、 御發 起、 精神 御穩靜 

なく， 御 牀御枕 等、 頻に御 取替 被， 遊、 御 煩 躁狀に 被 レ爲, 在 候。 〔中略〕 乍レ 併、 御 喰 量 は、 前記 程 は、 今以被 n 


f^:: 上- T 御 老若 御 逢 之 節、 御意 振 等、 格別 御變り 被：， 遊 候 故、 素人目に は、 御 危險之 御 病症と は兑ぇ 小：， 申 候 

厶厶厶 厶厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

5：： ども、 玄貞 〔石 川 玄貞〕 之晃 込に て は、 不二 容易 I 御容體 にて、 豫後御 安定 之 處、 唯今 決定 致 候 事 出來不 -、 

唯々 御 案 思 可レ申 御容體 なり。 衆醫 1 銃、 御脚氣 症に て は無レ 之、 全く レゥ マチス 轉變 症に、 腸 胃 御 不和 を 兼 

候に、 起因 致 候 御 症との 醫案 なり。 云々 。 

と S つて ゐ るので、 旣に將 軍の 身邊 に、 危殆の 迫 まりつつ あった こと を 知るべき である。 

き とく 

將軍 危篤の 報 一 たび 傳 はる や、 京都から は 高 階 安藝 守、 福 井豐後 守の 兩醫が 下阪し、 せ 〕 廷 より は 飛鳥 井傳奏 〔中 

納言雅 典〕 と共に、 寮醫を 下阪して、 病狀を 見舞 はれ、 、江戶 城から は、 天 S. 院、 和 i おの 許から 奥 醫師を 下阪せ し 

めら れた。 念 を 聞いて、 一 橋 中納言 は、 十七 日將 軍に 謁した が、 翌々 十九 日、 松 平 春嶽が 登城した 時には、 苦惱 

すきま  えいべつ  えう えつ 

最も だしく、 遂に 進 謁する 事が 出来なかった ので、 繙 かに 障子の 間隙より、 永別の 意 を 含んで、 遙 ：1 する の 外 

はなかった。 かくして 家 茂將軍 は、 二十日 〔或は 云 十九 日〕 午前 七 時に 至って、 遂に fc^ 去と なった。 時に 年、 稷か 

に 二十 一歳であった。 

【一一】 十四 代 德川家 茂の 人と 爲リ 

メ 

『人間、 生れて： S 人の 身と 爲る 勿れ。 1 生の 苦樂、 他人に 依る』 と は、 婦人の 身上 を 評した る 古人の 曾で ある 

が、 此語、 移して 以て 將 軍に 及ぼす こと も 出来る。 殊に 十四 代將 軍、 德川家 茂の 一生 を觀 する に、 『人 問 生れて 將 

十四 代 家茂將 軍の 薨去と 長 幕 休戦  三 六 七 
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軍の 身と 爲る 勿れ。 一生の 浮沈、 他人に 依る』 と 評する も 亦た、 敢 へて 不可な きを 兑る。 

家 茂 は、 仁 孝； 大皇の 末年、 弘化 三ハネ 〔丙午〕 紀州 藩主 德川齊 順の 子と して 生れ、 紀州家 を 機ぎ、 初め 慶福と 稱し 

た。 家 茂 は將軍 家を繼 いで 稱 したる 諱で ある。 父 齊順は 十一 代 將軍德 川 家 齊の第 六 子で、 御 三 卿の 一、 淸水家 か 

ら 入って、 紀州 家德川 治寶の 嗣子と なった 人で ある。 紀州家 繼嗣の 順位から いへば、 十三 代の 紀州 藩主で、 略譜 

は 次の 如くで ある。 

き  しう け  "やぐ ふ 

紀州家 略譜 


z プ 


，cf 豕康の 十 一 男。 字 長 福。 慶長七 年 三月 生。 常 陸 八^! I 

賴 宣〔 - ザし 從 二位 大納言。 1 文 十 一 年 1^ 薨。 年 七十。 贈 正 二位 n 


、ヅ サダ 


き 、「一一 に，^賴宜の子。 字 長 福。 從 二位 攉 大納言。 

，チ. S  一  し 寳永ニ 年 八月 八日 薨。 ^ん 十一。 贈從ー 位ハ 


ツナ 


-綱 敎 〔三 代〕 


光貞の 子。 字 長 福。 從 三位 權中納 言ハ 


寶永ニ 年 五月 十四日 薨。 年 四十 


-賴 職 〔四 代〕 襲 I &五 代〕 光貞の 一一 一子。 41 年 十一月 サー I 


、綱敎 の 弟。 -" r-;-7. チ.. 宗家 を 編ぎ 八代將 軍と なる。 寶曆 元年 六月 廿日 薨。 年 六十 八 _ 


や 一一！ - は ，-1ヽ ソ左 京大 夫賴 純の 子。 頼 致と 稱す。 享保 元年 亩宗の 後 を繼" 

-宗 直 〔六 代〕， 


權中納 言。 寳曆七 年 七月 七日 藉。 年 七十 六 < 


：ムへ  "gg" ン  tin  A 

ル  皿 ゲ  本 

M グ fiffl や Iff サ 
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丄 9 寳 〔十 代〕 - ま.^,^^. I 齊 順 〔十 一 代〕 十一 代 將軍家齊 の 六 男。 


_ 正 二位 大納言 „ 


^  十一 代將軍 家齊の 二十 二 男。 十二 代將軍 家慶の 弟" 

f  rj*〔 - ーィ」 從 二位 大納言。 


一 は、： ：：， 齊 順の 子。 字 慶福。 十ニ代將軍家慶の後を繼ぃで征_^^、大將軍となる_ 

— 家 茂 〔パ ニー チ〕 


時に 年 十三。 征 長の 軍を督 し、 慶應ニ 年 七月 二十日、 大阪 城に！ t ず。 年 二十 


"グ  賴€- の 七 男。 5§疾*,」 列す。 ヨリ ミチ  ヨリ チダ 

I 茂 承 〔十四 代〕 iii 乳 八い"；；； 十一 一：。 賴 倫 〔十五 代〕— 賴 貞 〔十六 代〕— 

紀州 家が 名門た る は、 御三家の 1 たる は 勿論、 德川 中興の 名君と 仰がれた、 八 代 吉宗將 軍 を 出した 關係 によつ 

つな  おも 

て、 おも 明瞭で あるが、 十一 代 家齊將 軍、 十二 代 家慶將 軍，^ の 血緣關 係に 繁 がる こと も、 家 茂 を からしめ た 5§ 

因で ある。 

十^:代家^^^將車の_^-去と長^^|-休魏  .  三 六 九 


仁政の 閗 高し。 寬政 元年 薨ず。 年 六十 一 
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レ ぎさつ 

家 茂が 十四 代將 軍に 立った 事情 は、 安政 度の 政情 關 係に 共 <、 つくので あって、 その 經緯は 本傳第 1 卷に 明らかで 

ある。 井 $ ^直弼 が、 諸賢 侯の 1 橋慶喜 擁立の 運動 を、 一 夜に して 反覆した る、 代 玉と して 選 まれた のが 當時 十三 

くわいら い  つ 

歳の 家 茂 その 人であった ので ある。 所謂る 1 橋 派と 井伊 派との 政爭の 傀儡に ffl ゐられ たのであって、 將 軍職に 卽 

いたの を名譽 であると すれば、 夫までで あるが、 是れ より 安政 大獄と なり、 文久 の政變 となり、 朝 幕 最大の 難局 

に 引きす り 廻され て、 之が 爲に壽 命 を k め、 大阪 城に 客死した る 一生 は、 決して 幸福なる 生涯と は斷じ 得ない。 

戶川殘 花が、 

公 は 幸福の 君に 在し ます か、 不幸の 君に まします か。 若し 紀州 藩主に て 非常の 御 困難 もな く、 爲 めに 御 疾病 

レ- つ. Icsz 

も釀さ ざり しと 思へば、 未だ 六十 歳に は 遠き 御 齢に て、 或は 德川 公爵と、 世より 仰 ふ がれ、 優涯 なる 皇 恩に 浴 

し 給 ふ 可き を。 喧。 〔幕末 小史〕 

と 嘆 じて ゐ るの は、 1 现 なきに あらす である。 

家 茂 は 元と、 將軍 家を繼 ぐべ くして 繼 いだので はなく、 全く 政爭の 具に 供せられ、 井伊 大老の 犠牲と たり、 人 

身 御供の 祭壇に 登った 形が ある。 人の 幸 不幸 は、 見る 人に よって 異なる とは雖 も、 1 生の 苦 樂を他 入に 支配 せら 

はるさめ ぬれ かよ  どうらくむすこ 

れて は、 春雨に 濡て通 ふ、 道樂息 子に も 劣る とも 兑られ よう。 

K んょぅ 

家 茂 は、 凡庸と いふ 人で なく、 又た 英主と いふ 程で なく、 人と 爲り は忠 厚誠實 であった。 大奥の 女中に 可愛が 


ぎゃく こラ 

られ たの も、 この 爲 であり、 ；大 朝に 對 して 逆 抗の勢 ひがなかった の も、 この 爲 であらう。 忍耐 溫 良の 德 があった 

こと は、 福 地 樱痴が 『幕府 衰亡 論』 中に、 

凡そ 闲 難と 云ふ闲 難に、 御身 を 際し 玉 ひし 事 なれば、 無念の 淚を、 兩 眼に 港 へ 玉 ひし は、 展. -の御 事に て あり 

しと ぞ。  ♦ 

わか  . 

と 傅へ てゐ るので も 解る。 

紀州 藩史宫 たりし、 堀 内 信が 記せる 文中に、  .， 

公 〔家 茂〕： 大资 卓絶、 夙に 英邁 盛德 の御譽 高く、 私 かに 伺 ひ 奉る もの 少 からす。 御成 長の 上 は、 いかたる 明主に 

わたらせ 給 ふらむ。 龍祖 〔龍 山 公. 德川 賴宣〕 の 御 再生、 乃至 有 德* 香嚴ニ 公に、 御 ひとしき 御 政 を S. し 給 ふ 

ら めと、 上下の 群臣、 相擧 て、 單に 御成 長の 一事の み を、 祈り 奉りし は、 一 日 千秋の 思 ひも 管なら ざり し。 

と、 家 茂の 幼時 を稱揚 して ゐ るの は、 幾分の 割引が 要る にしても、. 根からの 凡庸で ない こと は、 後年、 勝 海 舟が 

堀內 信に 語れる、 左の 一 話に よって 判明す る。 勝 曰く、 

余、 軍艦 奉行と なり、 屡ぷ公 〔家 茂〕 に呢 近す。 未だ 若年 ゆ ゑ、 御 才略の 如何、 知り かたしと 雖も、 御 精神の 

さいぎ  たん 

絶倫 は、 有德公 〔德川 吉宗〕 にも 劣り 給 ふま じ。 初て 御 上洛の 頃 は、 ；大下 紛擾 を 極め、 公武の 間、 猜疑 百 端、 

.4V よう./, \  たんせ ぎ  ひモか ひ しゅ 

人心 询々、 實に 旦夕 を 安ん ぜ ざるの 勢 ひなれば、 閣老板 倉 伊賀 守 は、 深く 憂懼し、 竊に 一 匕首 を 製し ノ必ら す 

御懷 に 祕し玉 ふ 可し と 奉つ るに、 公 仰せに は、 天 朝、 余 を 害し 給 ふ 如き 事、 決してな し。 余 も 亦、 害せら る 

十四 代 家 茂將？ ^の 去と 長 幕休戰  一一 一 七 一 
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可き！ なし。 たと へ 害せら るると も、 余 は如レ 此の 物、 豈携ふ 可き の 精神な らん やと、 直に 地に 擲ち給 り。 

是れ 現に 伺 ひ 知る 處 にして、 唯此 1 事に て、 余り あり。 他 論な し。 

果して 十四 代 家 茂に、 八 代 吉宗の 器量 ありし や 否や は、 猶ほ 未だ 批判の 餘 地を殘 しおく としても、 |g 射の ポ 1 

を 地に 挺って、 國 難に 殉 ぜんとす るの 精神 は、 家 茂の 爲に、 彼れ が 壯烈の 心事 を傳 ふるに 足る の ならす や。 

左に 野 村 丹 後 守が 手記せ る、 家 茂 最後の、 大阪城 中に おける 起居の 狀態 を揭げ て、 彼れ が 人と 爲 りの 一端 を 知 

り、 且つ 彼れ が、 如何に 國 難に 際して、 志操 を 毅鍊 したる か を 察する の 料と しょう。 

大阪城 中に おける 將軍家 茂の 起居 〔野 村 丹 後 守 手記〕 

慶應ニ 年 〔丙 寅〕 六月 

一、 去 冬 〔度 應 元年〕 井伊 掃 部 頭. 榊 原 式部 大輔 初、 諸 役人 向 者 勿論、 諸番方 並に 輕き 役々 迄 も、 防 長 出張 之 

者 は、 於- 1 其 席に 1 御 目 見、 被， I 仰 付 T 諸 役人え は、 於， 1 御座所に r 御 人拂、 御 ffl 等 も、 時々 有 レ之候 得 共、 

繁多 故、 略す。 

I、 街 馬術 御 好被レ 遊、 暑 寒 共、 無二 御 懈怠 ハ 五 拾 三 間 御馬 場へ 被 レ爲レ 入、 御乘馬 被, 遊 候。 御 小姓 小 納戸へ 

も、 乘馬 被- 1 仰 付 f 叉 者 御 相 乘馬等 も 被， I 仰 付 7 御供 之 御 側 衆、 並 御 同所へ 御 固めに 罷在 居候。 检劍之 奥 詰、 

砲術 之 奥 詰へ も、 折々 乘馬被 二 仰 付 T 御 覽被レ 遊 候。 暑 寒 之 時分 者、 思 召 を 以て、 御 葛 (勿. 御水 等、 御 則 向 


褂り之 者、 並 御馬 方 御 口 之 者 迄え も、 度々 被, 下 有レ之 >  分而暑 寒强節 杯に 者、 御供 之 御 側 衆 初、 御 小姓 • 

御 小納戶 一同え も 被：； ト、 右々 に 而暑案 一 相 凌ぎ 候 事、 度々 有レ 之、 御 幼年に 被：， 爲：， 在 候 得 共、 御氣 被：， 爲レ： 

1. 格別に 而、 一 同 難レ有 狩り 候 事。 

、 折々 御 側 向へ 打球 被 二 仰 付 T 御 慰に 御 覽被レ 遊、 奧詰 檢劎之 者へ も、 被， 一 仰 付 1 候。 乍：， 去、 中には 不 乎 

之 者も^ レ之候 得 共、 右 者 勝手次第との 御意に、 强而は 不レ被 二 仰 付？  a 平常 御 慰 事 者、 御好不 レ被レ 遊、 打 

球 义者打 割劎術 杯、 折々 被 n 仰 付 T 御 慰に 御 覽有レ 之 候 事。 

、 御 枪術御 相手に は、 奧詰小 南 弦 次郞罷 出、 御 小 納戶之 内に 掛り之 者 有.， 之、 御 相手 申 上 候 事。 

、 御 劍術柳 生但馬 守、 折々 罷出、 御 相手 申 上 候。 御 側 向に も、 御 相 乎掛之 者有レ 之、 御 相手 等 仕 候 事。 

、 炮術も 御 好 被， 遊 候。 御 角 場に 而、 度々 御 稽古 被, 遊 候。 御中り 者、 格別 御 立、 御 相手 仕： S 、御 側 向 之 者、 

中々 及 不レ中 候 事。  一 

、 御學 御 好 被：， 遊、 毎朝 奥 儒者、 小 林 榮太郞 • 成 島 甲子 太郞、 代る く罷 出、 御素讀 被， 遊、 御 跡に 而、 

折々 譜 釋被ニ 仰 付 T 御聽 被， 遊、 御 晝夜御 用 閑 之 節、 並 夜分 四時 頃 迄、 和漢 之 通俗 書物 類、 御. E 身 御讀被 

レ遊、 叉 者 御 側 向 之 者へ 御讀 せ、 御 聞 被：， 遊、 且 古今 名 將 • 名 臣等之 事業 等、 御 聞 被 M 遊、 若 ハネ之 御 小 性え 

は、 分 而學問 御 進め 被， 遊 候。 御覺ぇ 殊に 御宜、 一度 入， I 御聽に 1 候 事 者、 少しも 御 失念 不レ 被：， 遊、 人々 驚 

入 候 事に 御」 M 候。 

十 e: 代 家 茂將： 本の 藉 去と 長 ^休戦  三 七 三 
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一、 御 晝夜御 閑暇 之 Ml に、 御 側 向 七 八 人位 づっ、 御 休息へ 被：， 召、 日本 外史、 其 外 書物、 御廻讀 被.， 遊、 叉 者 

詩作 等 被， 一 仰 付 一 候 事に 御座 候。 

但宜 詩作 等 出来 之 者へ は、 折々 被， 下物 等 も有レ 之、 厚 御世 話 被, 遊 候に 付、 一 同 難， 有、 大いに 勵み 出精 

致し 候 事。 

一、 御 詩作 並 御 側 向 之 詩作、 出来 候 毎に、 御 儒者へ 被 二 仰 付 7 甲乙 附け 致し、 入 ニ御覽 1 候檨、 被 11 仰 付 7 出來 

之 上 者、 御前に 而、 御 讀被レ 遊 候 事。 

一、 奥へ 御學問 所、 御 こしら へ 相 成、 養 賢閣と 御名 附け 被レ 遊、 奥 儒者 兩人之 内、 壹人づ つ、 日々 罷出、 御 

側 向 之 者え 教授、 被， 一 仰 付 7 御用 之 日々 御 側 向 之 者、 稽古に 一 能 出 候。 叉 學問逹 者に 出來 致し 候 者 は、 

廻讀 輪講 等 も 被 II 仰 付 T 御 定日相 立 有：， 之 候。 右 之 節 は、 度々 御聽 問に 被， 爲レ入 候 事。 云々。 

以上 は、 大阪城 中に おける、 將軍家 茂の、 起居の 一端 を 窺 ふに 足る ものであるが、 文字通り、 文武 兩 道に 織 精 

したる 狀 態が^ ばれる。 尤も 『殿 樣藝』 は、 赤貧 洗 ふが 如き 間に、 餐 雪の 功 を 積み 來る 者と は、 自 から 選 を 異に 

する にしても、 世に いふ 泰平 無事の 際にお ける、 『名君』 の 質 はあった ものと 見える。 

兵馬 倥惚 とい ふ ほどの 事で ない にしても、 脂粉の 香に 滿 つる、 春風、 花 蕊を撫 して 過ぐ る 江戸 大奥に ゐ るのと 

せいせん  ぶたら せいしゅん くわん ご  たい t-t  f 

は 違って、 征戰の 陣中に、 可惜、 靑 春の 歡娯を 捨て去つ た靑^ 將 軍の 大去 は、 まことに 一掬の 同情な きを 得ぬ。 


【三】 和宮靜 寛 院の御 悲歎 

ご ひたん  こラ まよ 

玆に 4^ も 御いた はしき 御 心境 を拜し 奉つ る は、 十四 代 夫人、 和宫の 御 悲歎であった。 家 茂 將軍ー 去の 報の 江戶 

城に 傳 はる や、 和宫の 御 悲歎 は、 御 側に 侍する 人々 をして、 眞に面 をお ほ はしむ る ものが あった。 

大阪城 中よりの、 將軍 家の 病狀を 報す るの 書 は、 刻々 に 和せ ：！ の 御 許に 達しつつ あった。 『靜寬 院御側 日記』 に 

よれば、 

ぜ. S ぐわん ゐんぉ も はに つき せう 

靜寛院 御 側 日 記 ^  〔慶應 二 年 七月〕  ， 

九日 〔俊 應ニ年 七月〕 攝津 守、 大 坂より 御 便に て、 大樹 樣御機 けんよく、 しかし 常 四 H 中頃より、 少々 御 胸 

痛、 御 小水 御 不通な から、 御 匕 も 伺、 格別の 御 事に も、 申入す 候處、 追々 御 不通に て、 六月 中顷 より、 よ ほ 

と 御水 氣も 被, 爲レ 在、 御不 食に て、 七月 1 日頃、 御 衝心 遊し、 一同 心配、 御 案 事 申 上 候へ 共、 先々 御 ひらけ、 

御お さまり に は 成りら れ候 よし。 云々。  .  , 

十二 日 七月 十日 認 にて、 大樹 樣、 御所ろう の 事、 昨 九日 御 便り 著に て申參 り、 驚 入 候 事 申入、 御. 2:^^ 御存 

知 様 あらせられす は、 御 申入の 事 申入 候。 云々。 

十三 日 大阪 より 五日 出に て、 御 容體參 る。 先々 四日 • 五日 共、 御 平らに て、 御 小水 御通し も 壹合五 才餘り 

十四 代 家^ 將^ の 薨去と 長 幕休戰  .  三 七 五 
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に は 成られ 候。 御 食事 も、 御 输 なと、 少々 上らせられ、 御水 氣も 御同檨 の內、 御 減し に 相 成 候. H。 めて た 

し。 云々。 

十四日 今日 著の 上表に て、 追々 參り候 御 容體を 伺、 驚 入 候 由 申入な り。 云々。 

十五 日 大阪 より 七！ n: 五日 出に て、 酉 刻 前著、 坪內 伊豆守の 旅 中へ、 仲間より 申參り 候文、 今日 著の よし。 

大樹 樣の 御容 鉢な り。 御覽に 人ら るる。 其 後、 七月 六日 出の 御 便り 著に て、 ひらう 先々 五日 丄ハ日 は 御同樣 

にて、 御 小水 御通し、 少々 御增 めとの 事な から、 御 少き御 事に 存上 候。 御水 氣も、 御 同様の よしなり。 云々。 

十六 日 大阪 より 七月 七日 出と 九日 出と 兩 度の 御 便り 著、 大淵 祐玄は 何となく、 少々 づっ 御疲勞 あらせられ 

候樣、 申入 候 由な り。 

十七 日 大阪 より 十 1 日出の 御 便り 著に て、 十 1 日朝 はちと 御 不出来ながら、 已半刻 ころより 御 快方と、 渭 

川院 より 申， 云々。 

十九 日 大阪 より 十三 日出 御 便り 著。 

二十日 大阪 より 十五 n 出御 便り 著、 十一 日より 少々 御 不出来に て、 御よ ろしから す。 御つ かれ も 伺、 何時 

厶 厶 A 厶厶 厶 

御 衝心 も 難レ 計と、 祐玄 より 申 入られ 候。  - 

廿 三日 大阪 より 十七 日出に て御容 體書參 る。 兎角 御通し 御少 く、 御水 氣 も御增 遊し、 何時 御 衝心 もお ほつ 

か 無、 御つ かれ も あらせられ 候よ し。 


廿 四日 十七 日出に て、 昨夜 著の よし。 攝^|^讦へ養春院ょり^便にて、大阪御容體巾入、 書面に て、，^ ほどよ 

A 厶厶 厶厶厶  厶厶厶 A 厶  厶 A 厶  厶ム △ 厶厶  厶  <1<1  厶厶 A  厶厶  <1 厶厶厶 <!△ 厶 厶厶厶 

ほど 御六ケ 敷、 四 五 ぼの 處、 御案毐 、 申 上 候よ し中參 る。 戌 刻 頃、 大樹 様、 追々 御 六ケ敷 御容體 のよ し。 去 

る 十九 日出に て申來 り、 御 容體書 も參ら す、 恐 入 候 由。 云々。 

厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 AAA 厶厶厶 

廿 五日 去る 二十日、 御 六ケ敷 あらせられ 候， H。 大阪 表より 申來り 候。 

以上 日記の 耍抄 により 察する に、 大阪 城に おける 家 茂の 病狀 は、 殆んど 毎日、 和せ ：！ の 御 乎 許に 违し、 二十日 

去の 報 は、 二十 五日 入手 あらせられ たる 御模 樣に拜 せらる る。 翌 二十 六日より は 『思しめ しさ まに て、 御， 々御 

精進』 と あり、 二十 七日の 日記に は、 早 や 御 薙髮の 御 決心が 傳 へられて ゐる。 かくて 丸 ：！！： 六日、 將 軍の 造 骸は、 

空しく、 江戶 城に 歸り、 十月 二十 三日、 4= 上 寺に 葬む り、 十二月 十九 日、 和せ！ 1 は遂 ひに、 御雞髮 あそばされ 『li 寬 

J^«I』 と稱 せらる るに 至った。 宫は家 茂と 御 同年に 在し まして、 時に 二十 一歳の 花の 盛りに て 在し ました。 

世に 和せ：： 御詠と して、 へらる る 御 歌に、 

三瀨川 世に しからみ のなかり せ は 

今 J み もろ とも  わた 

君 諸共に 渡ら まし もの を ， 

家茂將 軍、 遂 ひに 歸ら ざるの 報 を て、 心の中 を 詠 じた まへ りと 傳 へて ゐる。 叉た 將軍在 生の 當時、 やがて 歸 

ととの 

、江の 上、 和宫に 土産と して 齋ら さんため、 大阪在 城 中、 調 へられた る 織物 類な ど、 將 軍遗骸 と共に 江戶 城に もた 

ら された る 折の、 詠な りと： S はるる 御 歌に、 

十 £ 代 家 _4 ^將^ の 藉 ホー と 長^ 休戰  11: 七 七 
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. ^、つ せみ から をり 

輝の 唐 織 ころもな にかせ し 

きみ 

$f ^もに しき も 君 ありて こそ 

着る とても 今 は 甲斐な き g ころも 

や  きみ 

緩 もに しき も 君 ありて こそ 

よ  なか う  み 

世の中の 憂き て ふうき を 身 一 つに 

あつ  ここ ち 

とり 集めた る 心地 こそす^ 


と.； S へて ゐる _ 


嘗て は、 淚 をのみ て、 關 東に 下り、 

&し  含み をみ 

惜 ましな 君と 臣 とのた めなら は 

むさし の 

身 は武藏 野の 露と き ゆと も 

ほ ま J  * み-つ 

再度 はえ こそ か へらね 行く.^ の 

令」 よ  し 

淸き なかれ はくみて 知りて よ 

'  ■  ■ ' ) .  けんこん かいわ 


II； 七 八 


とずた まひぬ る、 ！ては 在し まし つれ ども、 ！き まの 情に おいて、 戴 ききし I の あるべき ずな く、 將 

軍との 永別 を獻 かせた まふ 御 心のう ちを拜 しまつれば、 三十 一字の 御 歌の みことば は、 切々 として 人の は^た を斷 

つもの が ある。  . 


嫁して は 夫に したが ひ、 老いて は 子に したが ふ。 日本 婦人の ゆくべき 道 は、」；： a の 示した まひし 御 跡に 低ば るる r 

し  ふ  と-て ほ  二  ようき  M ごり 

士は 己れ を 知る 人の 爲 めに 死し、 婦は 己れ を 愛する 人の 爲 めに 被 ひ を 凝らす とか や。 二十 一歳の？ カ紀 を各殘 にし 

て、 落した まひし 黑髮 の、 何ぞ それ 美 はしき や。 

早く も 世 をす てて、 御佛に 仕へ たる 蓮月尼 僧で さへ、 老女 鏡を兑 るの 終に 題して、 己れ の すがたに 引 くらべて 

はな み  はる  かがみ やま 

花と 見し 春 はむかし の 鏡 山 

かげ はづ. かしき 雪の しら かみ 

と 詠 じ、 また、 

我ば かりや つれし 人 はな かりけ り 

誰れ にくらべん 墨 染の そで 

麻の ころもの 緩な きを 嘆 じて ねる ではない 乎。 况んゃ 金 枝 玉 葉、 花 も 香り も ある 人 を や。 

【四】 十五 代 將軍德 川慶喜 (一) 

將 軍繼統 としての 囝安龜 之 助と 一 橋慶喜 

*  ごくひ  .  つい キ J ふ 

家茂將 軍の 喪 は 極秘に 附 せられた。 極 祕に附 せられた る ものが、 菜して 極祕 たる を S! しゃ 否や。 そ は 今 ま 追及 

十四 代 家茂將 の藉 去と 長 幕 休 熾  .  三 七 九 
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する まで もない。 家 茂の 死と 共に、 踵 を li ら さすして 起った もの は、 言 ふまで もな く、 lllgK 総の 直大 問題で あ 

つた。  . 

こんらん 

幕 の 情 は 混亂の 極に 违 して をった。 外 は 朝廷との 關係 において、 薩長との 關係 において、 遠く は 英郎と Q 

I  、  なんくわん  てんか * 

& 係に おいて、 舞^に？^ 1^ 關を 重ね、 殊に 眼前に 展開され て ゐる征 長 軍の 始末 は、 1 刻の 急を爭 ふの ドタン 場に 臨 

んでゐ る 此 時に 當 つて 將 軍の 後 統 となり、 天下の 重きに 任す るの 材は、 茶して 誰れ ぞゃ。 閣老に は閣老 の考へ 

が あり、 大奥に は 大奥の 愦實 があった に 相違ない が、 時局の^ 観 は、 それらの 毗^ 膽を 許さぬ。 ^外の 動 搖を防 

ぐ爲 めに は、 一刻 をも爭 はねば ならぬ。 此の 時に 當 つて 衆望の 歸 すると ころ は、 在京 總督、 一橋 中 納言德 川慶喜 

でなければ ならなかった。 

鹿 喜 自身に とって は、 それ は 甚だ 以 つて 有難 |j 惑であった かも 知れぬ。 前に 安政 度に おける、 十三 代 家定の g 

cl 問題の 時に、 天下の 輿論 を 負 ひながら、 井伊 氏の 政策に よって III した、 を 持つ 慶喜 として は、 殊に 目先 

の兑 える 慶喜 として は、 幕府の 斷末 魔に なって、 苦る しい 酽^ 教 となる こと は、 頗ぶ るり 心" であった に 相違ない 

のであった。 

併しながら 當 時の 情勢 は、 彼れ 一身の 感情に よって、 如何と もす る ことの 出来ない Ml に 臨んで ゐた。 n 十く も 

後統 問題の 親斜を 恐れた 春嶽 は、 將 軍の 生前に、 直接 その 意志 を 聞いて おいた 方が よいとの 說 であった が、 閣老 

も 今と なって は、 病苦の 將 軍に 向って 『御 後 は 誰れ にし ませう か』 などと、 聞かれた もので ない と斷 わった。 


將軍^^此去の翌ニ十ー n、 春嶽が 登城した 時、 板 倉 閣老の 談話の 中には、 將 軍の 遺志な りと して、 いお 喜 を 推さう 

とする 言葉が あった。 それ は 越 前 家の 記錄 『緩 挥夢紀 事』 に 明らかで ある。  •  、 

大阪 城中將 軍繼铳 の內議 〔慶應 二 年 七月 二十 一 曰〕 

0 廿 一日 〔七月〕 朝 四ッ時 〔午前 十 時〕 登城、 夕 七ッ時 〔午後 四時〕 歸館 せらる。 板 倉 殿に 御 逢お りしに、 权含 

r 今」 とく  しばし 

殿、 昨曉、 御醫師 より、 追々 御 危篤に は 候 得 共、 晝頃迄 は、 御 持ちな さるへ し。 暫時 御 休息 然るへ きかと 巾 

たいしゅつ  よび，. P ど 

出 候 故、 返 出せし に、 途中より 呼 房し となり、 ！肚に 登城、 御前へ 出し か、 1^ 早 〔六ッ 半時 前〕 言語に 絶 候 次第 

に 至らせられ、 恐 入 候。 仍而卜 はに 急使 を以、 1 橋 殿へ 申 上、 今日 叉々、 内 書翰 差 出 候。 就而 は、 八/ タ歟、 明 

朝歟に は、 必 下坂 せらる へしと 申さる。 公、 今後 之 御 措置 は、 一昨日 承り 候 通り \彌 御 決定な り やと 問 はれ 

しか、 板 倉 殿、 喪 を祕 する は 論な く、 御 相 IS の 事、 も、 祕 中の 祕 事な から、 同僚 限り は、 ：„ ^若致 しお、 則：： d 戶 

表へ も 申 上しな りと 答 へらる。 公、 上檨御 末期、 何とか 仰 出され さりし や、 坂 〔板 八： 10 此義 は、 極極 困 究の事 

おん あと  ごふれ い 

にて、 萬 一之 時、 御 跡 は 如何と 伺候 も、 人情 忍 ひかた く、 其 事に は 及 はさり しか、 御 病中に、 上様 御 不例、 

段々 御 長引 成させられ 候に 付而 は、 如何 心得 然るへ き やと 伺 ひしに、 長 防は紀 州に 委任、 政務 は 1 橋に^ 任 

し、 余 は 養生 一方に 致し 度な りと、 仰ら れし事 ありと 語られたり。 公、 此時其 御言 も 安心の ひとつ なれと、 

尙 昨年 御" S 職 仰 立ら れし事 あり。 其 節の 事 は、 如何と 申されし に、 板 倉 殿、 いかにも 共 4§愤 かに 伺 ひし 事 有 

十 四 代 家 t 戍將？ ^の藉 去と 長^ 休職  二八 一 
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り。 公の 御 心 付に て、 いよく 心丈夫に 決すへ きなりと 中され し 故、 公 如何 伺 はれし やと 問 はれし に、 板 倉 

こんざつ  お. H なし 

殿、 昨年 御 辭職之 件に て、 混雜之 末、 拙者 當職仰 付ら れ しか、 其 節の 輒^ に、 辭 職の 事に は、 種種 間違の 次. 

第 ありて、 朝廷へ 對 して は、 恐 入り 奉る 事なる か、 余の 後 職 は 一橋より 外に、 相續 すへ き 者な し。 故に 此事 

は、 決心して 在りし なり。 事柄の 間違 は、 鬼 も 角 も、 此 心は變 はらす との、 上意な りし。 此 上意 は、 御 遣 命 

厶厶. 厶. A 厶， 厶 厶；： 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A  A 厶厶厶 厶 A 厶厶  <1 厶厶 <;! 厶厶厶 A 厶  <1<1 厶 

も同樣 なれ は、 此兩件 を以、 一橋 殿へ 申 上く へ けれ は、 公に も 其 思 召に て、 御 勸めを 願 ひたしと 中 さる。 公、 

しゃしょく あんぎ ここ 

德川家 社稷の 安危 愛に 決せり。 拙者、 不似、 且餘事 は、 都 而御斷 りなれ とも、 此 事の みは、 決死 盡 力す へし。 

ナ 一 

去りな から、 先年 失敗の 事 も あり、 且 拙者 一 人に て、 御勸 め. & て は、 紀. 尾への 嫌疑 も あり、 如何す へき や 

お. J みつ くろ 

と 有りし に、 板 倉 殿、 今明日 之內、 1 橋 殿御 下坂 あるへ けれ は、 御見譜 ひ、 御 下坂 之 翌日、 御 登城 ありて、 

ご けいとう 

御 繼統之 事、 伊賀 守始 は、 如何 申 上 候 やと 御 伺 被：， 成 候 はは、 何とか 御 答 あるへ し。 其 節、 心 付 候 次第 あれ 

は、 伊賀 守 同席に て、 中 上た くと、 仰 上られ、 拙者 を、 御 呼 下されな は、 御 同席に て、 申 上る 事に 致す へし 

との 事な りき。 〔續 再夢紀 事〕  • 

けいとう もんだい  かう ij 

以上の 記事 は， 將軍繼 銃 問題に 關 して、 閣老が 如何なる 意見 を 有した るか を 知る に、 好箇の 史料で ある。 要す 

るに、 

『將 軍の 御 病 氣が永 引き さうな ので、 御氣 分の 宜しい 時、 政務の 心得 を 伺った ところが、 防 長の 事は紀 州に 1 

任し、 政務 は 一橋に 一 任して、 自分 は靜 かに 療養した いと 仰せられた ことがある。 また、 昨^  〔慶應 元年 五月〕 


將軍 歡を辭 職され ようとす る 時、 將軍 は、 予の後 職 は 一橋 を 措いて 外に はない。 此の 事 は， 既に 決心して 1^ ると 

明言され た ことがある。 さすれば 1 橋 を 後 職と する の は、 將 軍の 遣 志で あると いっても、 差 支 あるまい』 

と S ふので ある。 

此の 言 薬に は、 表面から ばかり 受け取られぬ、 裏面の 文がないで はない。 將 軍の 遣 志 をい ふなら ば、 家 茂 江戶 

發 城の 際、 天 尊院、 和宮に 『予 若し 不慮の 事 あらば、 安 纖之助 〔家 達〕 を 立てて 後嗣と せよ』 と 明言した 點か 

ら 推して、 田 安 を 立つべき である。 併しながら 今日と なって は、 一橋 を 取り逃して は、 1 大事 だとい ふ 心配 は、 

十分に 見えて ゐる。 

*  *  * 

こ うし 

田 安 龜之助 を 後嗣と して 立てる こと は、 和宫 •  fK 璋院 への 遣 言であった こと は、 『靜 寬院 ：！ 呂御側 日記』 にも、 

將軍 薨去 直後の 日記に、 左の 如く 記されて 居る。 

せ. S ぐわん- e ん のみやお .vfi につ き 

靜寛院 宮御側 日記 〔慶應 二 年 七月 一一 十四日〕 

二十四日 〔七月〕 〔前略〕 右 は 御 養 君の 御 事 昨年 〔慶應 元年〕 御 進發の 節、 仰 置れ 候 御 通、 m 安 龜之助 殿 〔德川 

家 達〕 に 遊し 度と、 天 璋院様 〔十二 代 夫人 篤姬〕 より は、 仰 出され 候へ 共、 こなた 〔和せ ：！〕 の 思しめ し は、 いか 

厶厶厶  <1<1 厶  <1A 厶厶 A  厶厶 AAA 厶厶厶 厶厶厶 A  <1 厶厶厶 

か 哉と、 伺に 付、 仰 置れ に は 候へ 共、 只今の 御 時勢、 御 幼年に て は、 S かかと 御 心配 遊し 候へ 共、 御後兑 に 

十 g! 代 家茂將 取の 藉 去と 長 幕休戰  三 八 三 
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<n 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶， 厶厶 fl,<LAP<-<l<l<13 

爲に、 かん 考御坐 候檨、 表へ 申出 候 樣と仰 il さるる 

しん ぼつ 

此の 日記に 據れ ば、 江戶城 大奥 にても、 將軍繼 銃 問題 は、 早速、 議に 上った ものと 兑ぇ、 天 琼院 は、 家 茂親發 

の 際にお ける n 一^に 基づいて、 田 安 龜之助 を 立てる 意見で あり、 和宮に は、 明瞭に 度 喜と はい はれない が、 今日 

の國家 重大 事 を脊負 ふに 足る 人材 をと いふ、 ぉ考 へで あらせられた やうに 拜 せらる る。 

おもてむ <3 

將 軍の 遣 言と いはば、 此方が 眞の遣 言で あつたに は 相違ない が、 板 倉 閣老等 は、 大阪城 中に おける、 表 向の 遣 

さき  じしょく  I てう じ ゃラ  .  J  * ヒ 

言と して、 慶喜 說を强 調して ゐる。 翁に 將軍 家辭職 奏上の 節に、 『後 は慶 喜に』 とい はれた とい ふの は ト， 誉中 

はんご  とり 

にも 明記され てゐる ことおが、 これ は 1 種の 反語と 察すべき 筋が あり、 家 茂の 眞の 肚裏な りし や 否や は 俄かに 

*  *  * 

えう じゃく 

并し 和宫の 仰せに も ある やうに、 この 國家 非常の 難局に 當 つて は、 龜之 助で は 幼弱で、 お立ち 甲斐がない。 天 

下の 公事 公 眼 を 以てすれば、 如何に i がられて ゐて も、 當時、 . 一 橋 虔喜を 措いて 他に 人がない。 當時慶 喜 は、 三 

._ つ ハ • 

十 歳の s^i^ で、 立って 立ち 甲斐が ある。 慶 喜と は、 鬼 角 氣の合 はぬ、 松平容 保で さへ、 ；大 下の 和平 を 期す るに 

--, リナ ^  きふ じ やう 

は、 を 立つ るの 外 はない と斷 言して ゐる。 七月 二十 三日 附を 以て、 容 保が、 松 平 春 嶽に與 へた、 急狀に 左の 

如く 述べて ゐる。 


松！^ 容 保よ リ松 早春 嶽に與 ふる 書 〔慶應 二 年 七月 二十 三日〕 

一-くみつ 

1 翰 呈上 仕 候。 秋 暑强く 御座 候處、 先以御 安寧 之 御 事、 珍重 奉レ存 候。 扨、 h 樣、 銜逄例 之御樣 子、 極密^^^ 

內竄 之處、 奉レ 伺、 何共 當惑、 可 1- 申 上 一 樣も無 1- 御 坐 T 實に 歎息、 只只 奉 二 恐 入 1 候而已 に御麼 候。 贲君 にも 

il 御 苦心 之 御 儀、 且御 痛心 之 程、 偏に 山山、 恐察 仕 候。 右に 付、 恐 入 候 事に 候 得 共、 先顷、 極密御 相談 申 

上 候、 ぎ ii 之義、 一 ど 伊 P き IT  ^^^^m§fm^t.  幾度 霍て 

や かきで ET きぉま かひき s、 き き ゃト きき ii や ^ff^r 蹇 にも 御 

同意の 事に 候 得ば、 是非々々 御 奮 發御盡 力の 程、 奉- - 祈 望-候。 小生 も 是非 是非、 下坂 仕度、 殿下 丄呂 等へ 參 

よん どころ なく 

殿、 lira 懇願 仕 候 得 共、 何分に も 橋 公 御 1 同、 下坂 之 儀 は、 六ケ 敷、 扱 扭殘念 至極に 御 坐 候 得 共、 無 レ據思 

ひ 丄り候 次第、 奉, 希 候。 將又、 甚以恐 入 申 上 翁 候 得と も、 當時如 レ斯御 時勢に 候 得 は、 時節 を 計り 

御 埋葬 之 儀、 御手 輕に、 先以坂 地へ、 假に御 埋葬 被 V 遊、 追而は 御改？ 邪 被レ遊 候と も、 當 時は戰 地に 被 レ爲レ 在 

候 も 同樣之 事、 左 候 得 は、 實に御 美事、 諸 藩 幷討手 等 迄、 難レ 有、 格別 奮發も 可：. 仕と、 奉 レ^ 候。 是は奥 向 

等、 甚六 ケ敷 事、 不二 容易 一義と、 奉 レ存候 得と も、 貴君 若 御 同意に 御座 候 はは、 主 立、 格別 御 盡カ之 程、 奉 

レ願 候。 誠に 上 をぎ 為に 御 取扱 申 上 候 檨に當 り、 お S も、 恐 多 候 得 共、 返 而御德 義を奉 レ增候 事と、 奉レ存 候。 

ごくみ つ S 

何れに も、 御大 切 之 御 時節、 何卒、 何卒、 十分に 御盡 力、 幾重に も 奉 二 歎願 1 候。 一 橋 殿 之處、 f 極密 殿下 i お 

十四 代 家茂將 軍の^ 去と 長 幕休截  三 八 f 
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〔，， ^へ、 申 上 候處、 "御 M 之 儀 は、 lis 盡カ、 且同公 御 馳せ歸 り も、 被 レ成候 はは、 十分 御說 得、 御盡 力、 

被 レ成候 思 召 之 旨、 御内々、 御沙汰 被 V 爲レ在 候。 其 節 は、 私共に も、 十分 盡カ仕 候 心得に 御 坐 候、 先 は 右 等 

之 趣、 申 上 度、 早早 如：， 此御坐 候。 恐惶 謹言。 

尋常 平和の 時で すら、 將 軍後統 問題 は、 内外 關係 上、 頗 ぶる 面倒で あるのに、 將軍 大阪に 客死す る さへ あるに、 

ずの 難局に 直面して ゐる 際で あるので、 挺 i 其 人 を 得る や 否や は、 天下の 徵 背に 關 する、 重大問題 である。 

會津 守護 職が、 船 li を 捨てて、 慶喜を する の 急 をカ說 して ゐ るの は、 左 も あるべき 事で ある。 

【五】 十五 代將 軍德 川慶喜 (一一) 

I 橋慶 喜の 將軍 家相 續の 肚裏 

され ど慶 喜に は慶 喜の あり、 I^K が あり、 且つ 叉た ill も あれば、 深 I もあった。 しかし 『もう 德川も 

これでお 了 ひだ』 とい ふこと は、 ii なる 彼れ の 逸する ところではなかった。 將軍 家相 緩の 懇請 を 受けて、 彼れ 

が 固く 辭 して 受けようと しなかった の は、 『これ は i.^ 六ケ 敷い 場所 だ』 と 見て とった からで あらう。 『勅命 あり 

とてもお 請け は 出来ない』 とまでい つて ゐる ところな ど を 見る と、 如何に 彼れ が、 冷靜に 時局 を 見る の 人で あつ 

たかに、 驚かされざる を 得ぬ。 


まん v<  だいかう  た  ザつ む 

併し 彼れ とても、 滿更 ら色氣 がなかった ので も ある まか。 『乃公 1 度び 起た ば』 の 野心が、 必ら すし も 絶無で 

お ほじ-つと こじう と 

あつたと はい はれぬ。 され ど 愈ぶ となった 際に、 四方八方から、 大姑 小姑に いぢ めら れては 溜まらぬ との、 懸念 

が 腹の 底に ある。 彼れ が、 何處 まで も、 固 辭の意 を 徹底しょう としたの は、 一た び 壇に 上る の曉、 他 をして 一言 

やく  ほ 0* 

もなから しめよう との 機略が、 仄 見えて ゐる。 

つぶく が. -り  けいとう くわん しょう 

老中 板 倉 伊賀 守が、 1 橋說伏 係と なって、 七月 二十 三日、 大阪城 中に おいて、 疫 喜に 繼統 を勸獎 した。 案の 

如く 慶喜は 頑として 耳 を 傾けない ので、 板 倉 は 百計 盡き、 遂に 春嶽の 登城 を 求めて、 助太刀 を 請 ふの 外 はたかつ 

すゐ たいろん しゃ 

た。 春嶽 はもと より 1 橋 推戴 論者で はあった が、 責任者と なること を 避けて ゐ るから、 二の足 も 三の 足 も 踏んで 

ゐる。 當時 舂嶽、 慶 喜の 問答 は、 やや 此 間の 事情 を 明らかにする ものが あるので、 左に 之れ を 抄出して 見よう。 

先づ 春嶽 より 口 を 切って 問うた。 

『將軍 家 御繼統 のこと に 就いて、 閣老等 もい ろく 心配いた して ゐる檨 子で 厶 ります るが、 公に は 如何 やうに 

ぉ考 へで 厶 ります か』 

て レた  へいこう 

『只今 も 伊賀から 手痛く 責め立てられて、 とんと 閉口いた したと ころです。 何と あっても、 不才の 身ぢ や。 此 

事は斷 じて お請け は 致されません』 

けいとう  f 

『左檨 仰せら るれば、 私も强 ひて は 申し上げません。 併し 德川 家に 糰統 なくて は相濟 みますまい。 此俊は 何と 

ぉ考 へな されます るか』 

十四 代 家茂將 軍の M 化 去と 長 幕 休戦  三 八 七 
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『先 づ以 つて 尊公のお 考へは 如何。 それから 承 はり ませう』 

『私 は贵 殿より 外 はない と 存じて 居ります。 伊賀 も 同意と 申して をり ました。』 

『それ は 到底 駄目 ぢゃ』 

『さらば 誰れ を 然るべき 人物と 御覽 になります か』 

『先づ 尾 州， 紀 州の 中から と 存じます』 

『それで； 大 下が 治まる と 信じられます るか』 

『今日の； 大下 は、 誰れ が 出ても 治まりつ こ はない。 紀， 尾兩 家から 繼統 あらば、 分 はこれ を 輔佐して、 充分 

盡カ はいたし まする 考 へ ぢゃ』 

それで 春 嶽は默 つて、 右の 手 を 出して 指 を 折り、 

げんど ラこラ 

『尾 張 前 公 はか やう。 玄同公 は 未知の 人ぢ やが、 多分 か うだらう。 元 千代 公 は 幼少で 物に ならぬ。 紀州公 も 若 

年、 田 安 は 愚庸、 水 戶公は 田 安と 大した 差 もな く、 或 ひ は 二三 段 下る かも 知れぬ』 

といって、 さて 七 本 目の 指 を 開いて、 それ を 鹿 喜の 前に 突き出した。 度 喜 も H 心 はす 破顔一笑し、 

-a  f  ノ，. -  いとう  ご  <  ん  ちょく ぢ やう  .40  Rt 

『何は|&^,もぁれ 繼 銃の 事 は 御免 ぢゃ。 たと ひ. 勒読 あらせられても、 お請け は 出来ない から、 その 時 は 

する か、 江戸へ 逃げ 歸 るより 途 はありません』 

ふ 徹頭徹尾 固辭 したが、 卷嶽は その 言葉の 檨 子で 『これ は 物になる ぞ』 と 思った。 春嶽は 1 生 人に 語って 『一橋 


は、 ねぢ あげの 酒の みぢ や』 と 評して をった。 それ は 何とか彼とか、 ねじる 丈ね じる が、 結局 はさむ のぢ やとの 

評で ある。 此の 評の、 果して 當れる や 否や、 慶 喜は翌 二十四日 上京し、 その 跡 を 追って、 板 倉 も、 春嶽 も、 上京 

さか  そ うけ さう ぞく 

し、 逆ね ぢ あげに ねじあげて、 遂に 七月 二十 六日、 宗家 相 緩を諾 する 迄に 運び、 二十 七日 愈ぶ 決定 を晃 るに 至つ 

しゃう ぐんせんげ 

た。 將軍宜 下は頗 ぶる 後れ、 十二月 五日に 至って 發 表された が、 結局 吞 むべき 酒 は li^ む 事に なった ので ある。 

【六】 十五 代 將軍德 川慶喜 05 

皇政複 古を考 へ たりと いふ 說 

lis: が 宗家の 相 續 を諾 しながら、 何故に 將 軍職に 就く こと を斥ぞ けた か。 或る 者 は 之れ を 解して、 慶喜 は此時 

すゐ はう かん ぼ 

旣に德 川 家の 衰亡 を 看破し、 十四 代 家 茂 をして、 德川 最後の 將 軍たら しむる 考 へであった とい ひ、 皇政 復古の 精 

祌が、 慶喜 をして、 將 軍職 を繼ぐ こと を、 躊躇せ しめたの であると いって ゐる。 彼れ の祕 |& 役と して、 當時裏 而 

鬱 

みゃくらく 

の 活動 をした、 原巿之 進の 建言 や、 その他、 文献の 脈絡 をた どって 見る と、 慶 喜が 皇政 復古に 關 して、 全く 考ふ 

る ことがなかった とはいへ ない。 併しながら、 一言に 皇政 復古と いっても、 某して 如何にせば、 皇 政の 實 を擧げ 

る ことが 出來 るか、 之れ を實際 問題と して晃 る 時 は、 實に 由々 しき 重大問題で、 此邊 にまで 慶 喜が 確信 をお した 

と は 思 はれぬ。 

十 e: 代 家 翁 軍の 藉 去と 長 休戰  三 八 九 
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C じ  しんじゃう 

慶 喜が、 將 軍職 を固辭 したる 心情に 關し、 『慶喜 公傳』 は 次の 如く 解して ゐる。 

し 上う ぐんしょぐ こ じ  じじ 上う 

將 軍職 固 辭の 事情 〔德 川慶喜 公傳〕 

公 〔慶 喜〕 が 相 續を諾 して、 軍職 を 否み 給へ るに は、 蓋し 其 故 あるへ し。 此時公 は 軍！ i の 絶えた る を 機と して、 

<^^1^<;1厶厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶厶<1 厶 A 厶厶 厶厶 厶ム厶 

王政に 復 せんとし、 家 茂 公 を 以て、 最後の 將 軍たら しめんの 志な りき。 され ど 如何にして、 王政復古 をな す 

へき か、 又 復古の 後 は、 如何にすべき かに 至りて は、 未だ 定見 を 有し 給 はす、 原 市 之 進 申して 曰く、 『御 深 

慮 如何にも 御尤の 次第にて、 遂に は 王政復古 あるべき こと、 勿論 なれ ども、 其方 法 宜しき を 得すして、 1 歩 

ふんらん  けっかう 

を 誤らば、 非常の 紛亂を 招くべし。 且叉、 御勇斷 遊ばさる とも、 思 召 を 奉じて、 斯 かる 大事の 決行に 堪 ふべ 

き 人の 候 か。 今の 老中に て は、 決して 爲し遂 ぐべ しと も 思 はれす。 叉 下々 に は、 其 任に 堪 へたる 者な きに あ 

き, ど  け は. S  とうよう 

らね ど、 今の 制度に て は、 俄に 輕輩を 登庸な し 難ければ、 時 を 待たせ 裣ふ外 は あるべ からす。 今 は 先づ、 力 

の 及ばん 限り、 御 祖先 以来の 規範 を、 御 持 績 あらん こと 然るべき か』 と、 固く め 奉る に、 公 も 『國事 多端 

の 際、 なまな かなる 事し 出で て、 却て 國家を 誤らば、 德川家 は ともあれ、 皇祖 • 皇宗に 對し 奉りて、 何の 辭 

を 以て か、 § 船し 奉るべき。 あはれ 此志を さんに、 宜しき 折 は 叉 も あるべし』 とて、 心なら す も、 猶豫す 

べきに 定め 給 ふ。 抑 王政復古と 口に は 言 ふ ものの、 鎌倉以 來永繽 せる 政體 を、 1 朝に して 變更 せんこと は、 

さ うてつ ふ  , 

決して 容易の 業 あらす。 若し 一歩 を 誤らば、 鎌 倉 亡びて、 窒町 起る の 舊轍を 踏む まじき にも あらす に 


ぐんゆう かつ よ よ さう  はか  う 

は 群雄 割 據を豫 想して、 私を圖 らんと する 大名 あり。 外に は、 英. 佛ニ國 の、 恩を沾 らんと する あり。 此際 

けんこん てせ  おそれ 

乾坤一擲の、 王政復古 を 策して 成ら すん ば、 其 結果 は、 國家を 危うす るの 虞 あり。 公の 憂 ひ 給 ふ 所、 實に此 

う よく  みっけい  すう キ J 

に：： H -。  5 石 倉 友 山 は、 薩長 二 藩 を 羽翼と して、 王政復古の 密計 あれ ども、 未だ 其 緒に 就かす。 朝廷の 樞機 は、 

尙 公武 合體 派の 手に 在り。 よしや 公に して、 王政復古 を 奏上す とも、 氣運は 容易く 之 を 嘉納 せらる るまでに 

ぢ ろん  じ. *v  さ ぼ 

は 熟せ ざり き。 公の 持論なる、 王政復古 は、 其 時機に あらす とすれば、 當分は 祖先 以來の 規模 を 持 IS せざる 

ベから す。 然るに、 尙 軍職 を 否み 給へ るに は、 必す其 理由 あるべし。 今 試に 之 を 推論 せんか、 凡そ 文 久ニ兀 

治まで は、 幕府 衰 へたり とはいへ、 尙幾 分か 組 先の 餘烈 を存 したりし に、 此に 至りて は、 一 々朝廷 • 及諸大 

レ か-つ  ょラ  △ 厶厶厶 △ 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 d 

名の 意嚮に よりて 進 返 すれば、 將軍は 唯 其 名 を 擁する に 過ぎす、 故に 公 は 先づ、 本宗を 相^しつ つも、 尙軍 

厶厶 A 厶厶厶 ム厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 

職 を 避けて、 徐に諸 大名が、 乃公に 謳歌すべき か、 はた 他に 行くべき か を、 凝視 せんとす るな り。 蓋し 舜が 

しゃう  なんか  やう じ やう  てう きん 

堯の讓 を、 南 河の 南に 避け、 禹が 舜の讓 を、 陽 城に 避け、 諸侯の 己に 朝 親す る を 待ちて、 始めて 位に 卽 ける 

が 如； *0、 趣な りけん。 されば、 公が 相 續を諾 して、 軍職 を受 くる こと を 肯じ給 は ざり し は、 朝廷 • 及 諸 火 名 

に對 する、 一種の 政策な りと いふ を 得ん。 朝廷 • 及 諸 大名の 意嚮に して 定まらば、 公の 態度 も 亦、 ー變 せん 

のみ。  • . 

じ ぎ 

度 喜が 此傳に 解せ るが 如く、  ra^ して 皇政 復古の 時機 到れり とする こと、 書中の 評の 如くな りし や 否や は、 尙ほ 

< わん さつ  くわん は-つ  ささ だいく はい  じちょう 

觀 察の 餘地 ありと する も、 幕府 及び 諸 藩關係 を、 觀 望した る は、 翁に 大 苦杯 を 喫して ゐ る經驗 より、 頗 ぶる 自 Hall 
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した ものと 思 はるる。 

つ  あかつき  し 

慶 喜に 將 軍職 を繼 ぐの 意が あった こと は、 彼れ が 板 倉 勝 靜に對 して、 『いよく 大任 を繼 ぐの 曉 は、 予の施 

せいはう 丄ん  いぞん  ひ れき 

政 方針に よって 斷行 する。 それでも 異存 はない か』 と 念 を 押し、 春 嶽と數 次の 會談 中、 披瀝して ゐる 時局 對 策の 

口吻に 兄ても、 充分に 其 意 ある を 認める ことが 出来る。 要するに 彼れ は、 暫 らく； 大 下の 形勢 を 察し、 機の 熟する 

を 待って、 徐 むろに 將 軍の 大任に 上る の 下心であった。 

いづ  やく ま は  て ばな 

併しながら その 孰れなる にせよ、 慶喜は 決してよ い 役 廻りではなかった。 手放しで 議論 も 出来れば、 意見 も 立 

ち、 相當の 手腕 もあった ので あるから、 將軍 として は名將 軍と いはなければ ならなかった。 彼れ 若し、 泰平の 世 

の 將軍家 であったならば、 隨分 褒め 上げられる 明君で あつたに 相違ない。 

『緩 W 夢紀 事』 の 傅 ふる、 度 喜が、 繼統相 緩 を 承諾せ る 後の、 板 倉 伊賀 守 及び 松 平春嶽 との 對座 における、 慶喜 

の應 答に よれば、 彼れ が 此の際に 何事 を考 へつつ あつたか、 又た 春嶽が 如何なる 見解に 基づいて、 慶 喜の 蒙 を 啓 

きたる かが、 明らかで ある。 

板 倉 勝 靜* 松 Kt. 春 嶽と慶 喜との 對談 〔慶應 二 年 七月 二十 六日〕 

其 後、 公 〔春 嶽〕 伊賀 守 殿へ、 別席に て 御 面談に 及 ひたき 事 ありと て、 次の間に 出られ、 扱 伊賀 守 殿に 巾 人ら 

れし は、 今度 御 代替り となりし は、 痛 歎の 至り なれと も、 是 却而、 德川家 之 危急 を 救 ふへ き、 好機 會な るへ 


し。 如何と なれ は、 方今 天 下の 勢、 將に 四分五裂に 至らん とす。 薩州 之， 出兵 を 担め るが 如き も、 大久保 1 藏、 

一已の 計ら ひに あらす。 其 根 某-は、 必阈議 に 出で しなる へしと て、 先年 池 田 筑後守 を 使節と して、 歐洲に 遣 

はされ し 時、 筑， 後 守か佛 國人コ ント デモ ンフ ラスより、 日本の 威武 を 海外に 震 輝 せんに は、 第一 に IS 侯の 權 

けづ 

力 を 削り、 政權を 幕府 1 手に 歸 せされ は、 行 はれ 難しとの 說を 聞て、 大に之 を 同意し、 其 手段 を 以て 德川家 

すゐ うん ばんく わい 

の 衰運 を 挽回せ はやとの 企圖を 起し、 其 後横濱 在留 佛國 公使、 n セッに 謀り、 其說を 幕府に 進めし に、 幕府 

じょ/、  ひそか 

にても、 徐々 に 之 を 信用 ありて、 遂に 今日 長 防 再 討の 形勢に 運 ひたる 趣 を、 薩人も 窃に佛 人より 閱 居る よし 

を 巾 述られ しに、 伊賀 守 殿、 大に 驚かれし 體 にて、 左 ああ は、 譯 ある 事な りと 申さる。 公、 叉、 前述の 次第 

なれ は、 此上 は、 多年 尊 有せられ たる 幕府の 威權を 去り、 IK 下 有名の 諸侯 を會 同し、 皇國 1 般に關 する 大事 

は、 一 々之 を 謹し、 然る 上、 其 議決 を以、 施行 せらる る 事と なり 候 はは、 天下の 人心 自ら 安 すへ きな リ。 

拉； 大 下の 人心、 安 する に 至れ は、 德川 家より は、 御 威光 を 求められす とも、 諸侯より、 御 威光 を 立 中す へ 

し。 尤 新の 如き 場合に 至りても、 德川 家に て は、 尙 謙譲 諸侯の 列に 下らる るの 思 召に あらされ は、 今 n 之 ゆ 

態 到底 折 合 かた かるへ し。 夫の みならす、 德川家 は 諸 有司 を改撰 せらる る 事 も、 亦 肝要なる へしと 巾され し 

に、 $ ^賀守 殿、 一 々御 同意 千 萬、 今日 之 場合に て は、 仰の 如くなら され は、 かな ひ 難し。 就 而は薩 州の 義如 

何 致し 然るへ き や、 尊公 御 周旋 は、 下さる ましき かと、 巾され しか、 公、 其 周旋 は御斷 りなり。 尤薩州 を 安 

厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶 厶厶 △<! 厶厶  <1厶<:1  厶厶 厶厶<1ム厶<3 厶  <1厶 

ん せらる る 事 は、 條理 にさへ 御 就きな され 候へ は、 至て 易き 事と 存 するな り。 伊 I；： 〈守 殿 問、 條现に 就く と は、 

. 十四 代 家 茂將： 水の 薨去と 長^ 休戦  .  三 九 三 
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女 何 公 云、 先に 申せし 如く、 此際橋 公眞に 御自反 ありて、 幕烕を 去り、 國 家の 大事 は、 一 々有名の， 諸侯に 

議 する 事と せられ、 然る 上、 勝 安房 をして 薩に說 か しめられな は、 薩は必 して、 我 用 をな すへ きなり。 

伊賀 守 殿 云、 長^の 事 は、 勝も此 儘に て は、 局 を 結 ひかた しと 云へ り。 到底 一 1^ あてた る 後、 寛大の 御處置 

になり て、 然るへ き歟。 公 答、 御 同意な お。 拙者 も ー當の 後と 存 するな り。 しかし 是も 諸侯に 議 せら 1 し 上 

なる へし 尤薩ま 用 をな す 事と なりな は、 大饰を 進めら るるに も 及 はす。 勝に 軍事 を 指揮 チー しめられても、 

局 を 結 ふへ きなり。 伊賀 殿 云、 萬々 御 同意 なれと も、 勝 は 橋 公 殊之外 嫌 はるる 故、 今日 御意 見 を、 橋 公へ 仰 

上られても 勝の 事 は御控 への 方 然るへ し 〔中略〕 程なく 一 橋 殿御 逢 ありて、 今 曰 は 肥 後 〔容 保〕 初 三人の 御 

加勢 かと あり けれ は、 公 御 相 鑌の事 は、 過日 坂 城に 於て 申 上 候 通り、 尊 卿の 思 召 次第に 任せ、 { ^早 中 上ぬ、 レ 

得な りと 申されし に、 一橋 殿、 繼 銃の 事 は受 くる 心に なれり。 併 今朝より、 肥 後 始めに 食 立ら れ、 闲 却を究 

めた との 仰に て、 暗に 喜色 を帶 はれたり とそ。 斯て 1 橋 殿、 叉將 軍職 は 如何して {tn^ しからん と、 尋ねられけ 

れは、 公、 是も御 心任せな り。 强 而御勸 めに は 及 はすと 申さる。 1 橋 殿、 受る方 か 受けさる 方 か、 公、 德 U 

家の 御先 例より 申せ は、 御受の 方、 天下の 形勢より 申せ は、 容易く は 御 受けな き 方なる へし。 ，H 時 一橋 殿、 

手を拍 ち、 兄は眞 に知已 なリ。 能 こそ 左 は 思 ひ 給 はり たれ。 予は ーチ. ^さる 心なり。 I- ぎ？ 气の _ ず^^、 

は 公、 夫 は御尤 至極の 御 事、 實に腐 服し 奉るな り。 併、 將 軍職 は 如何な さるへ き S 労 口 なり p、 一 橋 殴、 誰ぷ 


りと も、 適任の 人に 授けられて、 然るへ し。 公 其 適任 は 如何して 撰 はるる や、 一橋 殿、 滅亡に 定まりた る德 

川 なれ は、 此方より 撰 ふへ きに あらす。 諸侯 を 集めて、 議 せしめ、 衆議 之歸 する 所なる へし。 公、 諸侯 を殘ら 

す 集められな は、 却て 混雜 致す ましき や。 一橋 殿、 間に合 はぬ 者 は、 追々 に歸 へし、 有志の 人を殘 し、 以後 

は、 ；大 下の 軍： 事、 都而其 人々 に議 して、 施行す る 積り なる か、 夫に 就 而は第 1 に、 幕府の 非 政と 弊 事 を 改め、 

諸 役人 も、 老若 を 初め、 人員 を 減し、 御用 取次 等 は、 全く 廢し、 坊主 迄 も 銃隊に 組み、 衣服 • 飮食等 は、 1 

橋の 振 合に て、 專ら節 儉をも 行 ふへ きなり。 公、 諸侯の 衆議、 若將 軍職 は、 尊 卿に 限る へし。 矢 張德川 家に 

て、 御受持 ありた しと 中す 事に 至りな は、 如何。 一橋 殿、 其 時 は辭せ さるへ し。 公方 今 天下、 四分五裂の 勢 

を 酸 成せし か、 御 承知の 如く、 治亂は 有志の 者より 起り 候 事故、 今日 御 代替り に當 り、 先 有志 者の 心 を 御" & 

らん  かんえ う  A ム厶厶  厶 A 厶厶厶 厶 A 厶 A  AA 厶厶厶  厶厶 厶厶厶  <1厶<1厶<;1 

欖 なさる か、 第 1 の 肝要な り。 薩の 如き、 速に 御 引 入なくて は、 長 州の 上に、 叉 一 大長州 を 生す へし。 1 橋 

  お 5 ク& こみ 

殿、 萬々 御 同意な り。 扱、 長 州 は 如何す へき や。 公、 先 尊慮 を 伺 ひたし。 1 橋 殿、 何分 ー當 て. K 討 込 をす る 

心得な り。 兄 は 如何。 公、 一 當 あてらる る 事 は、 御 同意な り。 併是 も、 諸侯 集議、 御 同意. S. 上 候 後なら は、 

敵 は 1 長 州に 止る へ けれと も、 只今の 所に て は、 然るへ からす。 一橋 殿、 是も 萬々 御 同意な り。 扱此御 談話 

の 件々、 大概 公と 一橋 殿との 御意 見 符合な りし か、 後の 長 州の 事件 は、 諸侯 集議 云々 を、 1 橋 御 同意と は 

けいとう しんせい 厶厶 A 厶厶  厶 厶ム厶 厶 A 厶厶ム <J 

あり けれと、 公 は 其御內 心に、 繼銃 新政の 初-なれ は、 1 際の 功 を 立てん との、 御 冀望も あり。 又 幕下の 兵 を 

率て、 長 防の 國 境に 臨みな は、 諸侯 も必 す愤發 して、 協力す へしとの、 御 考案 も ある 事と、 御 察し あり せれ 
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は. - 大 段の 所、 都て 御 同意に て、 安心 仕れり。 併尙、 追而參 上申 上る 事 も あるへ しとて、 退座 せられき。 公 

けいとう  よろこ  r そ ち 

禅 ひ t 伊賀 守 殿に 御 逢 ありし に、 伊賀 守 殿、 一橋 殿、 繼統を 承諾 ありし は、 歡 はしく、 且 今後 御 措趕の 御け 儿 

込 も、 大方 は 宜し けれと、 一癖 ある 御 方 なれ は、 人情 時勢の 掛酌 もな く、 何事 を も、 御 心任せに 仰 出さる る 

事 ともならん か。 さて は、 誠に 闲 却の 至りな り。 公に は、 是迄も 容易なら さる 御盡 力なる か、 尙此 上に も、 

こ ひねが  い ご 

愈 御 盡カを 冀 ひたし。 就而 は、 己 後 御用 部屋へ も、 御 入り ある 檨 にと、 され けれ は、 公、 夫 は 意外 千 萬、 

已 にも 御斷 はり 申せし 事なら す やと、 答 へられし に、 伊賀 守 殿、 叉 一 橋 殿の 御 相談 相手に て、 自分 共の 及 は 

で ぎ すぎ 

ぬ 所 を、 御 扶助 ある まての 事な り、 と ありし か、 公、 今日 迄の 事 すら、 隱 居の 身分に は、 出來 過な り。 i!^ 〈早 

御 動 座 云々 の 御用 もなかる へ けれ は、 差當 りたる 要件、 御定まりの 上 は、 速に 歸圃 すへ きなりと、 答 へられ 

き 〔續 再夢紀 事〕 

卷嶽 が、 薩長 兩 藩に 對 すべき、 新將 軍と しての 態度 を 論じて ゐる ところ は、 {是 に耍を 得て 居り、 且つ 正 鴻を握 

つて ゐる。 『此 際、 薩 藩に 對 する 進 返 を 誤 まらば、 却って 第二の 長 州 を 作る ことになる』 と誡 しめて ゐ るの は、 

たし  かくしん  くば 

事情に 通じて ゐる 丈け に、 糙 かに 核心に 觸 れてゐ る。 慶 喜が 將 軍職に 登壇す る 前に、 相 應に心 を 配りつつ ある、 

しゃかん 

用意の ほど も、 這 間の 言裡に 察する ことが 出來 る。 

fe え 4<  しんだい かぎ  ふるや たい 

慶喜 は、 幼少の 折から 苦 勞の絕 間が なく、 たうとう 身代限りの 古 屋臺を 脊負ひ 込んで しまったので あるから、 


にく  やく 

とぅせ始めから：^^折り担の憎まれ役でぁることは疑はれぬ。 『慶喜 はは 先き の 見える 人で はあった が、 意見 は 常 

てう へん ぼ かい  かく こ ふ どう しょ ねん 

に 朝 變暮改 して、 確乎 不動、 初一念 を 貫く ことが 出来なかった』 と 評され もした が、 彼の 時、 彼の 場合、 誰れ か 

よく、  UA する 意兑を 動 かざさる を 得る も のぞ。 勤皇と いひ、 復古と いひ、 佐幕と いひ、 if. 港と いひ、 壤 夷と い 

ひ、 錢 港と いっても、 時々 刻々 に、 旋風の やうに 急轉 する 時勢に 引 きづら れ、 押し出され、 目の まふ やうな 變り 

方 をし なかった もの は、 殆ん どなかった ではない か。 

度 喜な くと も 德川氏 は 倒れ、 慶 喜あって も 將軍家 は 崩る るの 運命に あった。 何 ぞ單り 鹿 喜を责 むる を ん やで 

ある。 冷靜に 之れ を 見れば、 鹿 喜 あるに よって、 幕末より 維新への 回轉 は、 少なくとも、 その 歩調 を 緩う して ゐ 

いんじゅん こ. そく 

る。 慶 喜を以 つて 因循姑息と 罵る もの も あるが、 因循姑息でなかった なら、 幕末の 時代 的變革 は、 決して あんな 

.9} ん くわつ  けんく わん 

圓 滑な 進展 を兑る こと は 出来なかった かも 知れぬ。 大小の 波 潤 は、 少なくとも 伏 兒 • 鳥 羽に おいて、 海道の 嶮、 關 

けんる ゐ  どうえ う  かうよう 

において、 江戸 城の 堅壘 において、 萬 丈の 動搖を 揚げた かも 知れぬ。 かくの 如く：：^ 來れ ば、 因循姑息の 效川も 亦 

た、 決して 捨てた もので はない。  \ 

家茂將 軍の 喪 は、 極 祕に附 せられた が、 鹿 喜旣に 宗家 を繼 いだ 以上、 之れ が 世間に：^ れ ないで ゐる华 ：： はない。 

此の 一 大事 變を 耳に して、 薩長 は、 果して 如何なる 活動 を 始めた であらう か。 慶喜 は、 して 如何なる 對策を 之 

れに 加へ たで あらう か。 

十 叫 代 家茂將 軍の 蓬 去 と 長 幕休戰  一一】 九 七. 
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【七】 長 州 再征に 對 する 德川慶 喜 

さう ぞく  さ お 

德川 家の 相續 はする が、 將軍 家の 相鑌 はせ ぬと、 鹿 喜 はいって ゐる。 それならば 長 州 征伐 は、 沙汰 やみと なら 

さいせい れい 

なければ ならぬ。 何と なれば、 朝廷から 下されて ゐる 再征 令 は、 征夷 大將 軍に 下されて ゐ るので あって、 1 個の 

けいしょうしゃ 

德川家 茂に 下されて ゐ るので はない。 して 兒れ ば、 將軍 歿して、 その 繼承 者がなければ、 自然、 征長令 も、 新將 

ちゅうぜつ 

軍の 出来ざる 間、 中絕 する の 外 はない ので ある。 

然 らば 慶喜 自身 は、 征長を やめる 氣 であるかと いふに、 決して さう ではない。 寧ろ 大いに やる 氣 である。 場合 

みづ  しんせい  て. sfc  はら  ゐ あつ 

によって は躬 から 親征 もして、 手痛く 叩きつ けようと いふ 肚が ある。 その 手柄で 諸侯 を 威 魔し、 徐 むろに 將 軍職 

に 練り あげて、 威令 を 四方に 振 はう との 算段で ある。 長 州を片 づけて おいて、 將 軍職 を繼が うとい ふ慶 喜の 肚は、 

1 應 成る 程と 首肯され るが、 將 軍職 を繼 がなければ、 征 長の 繼緩は 出来ない とい ふ 矛盾が、 そこに は 大きく 横 は 

つて ゐる。 

そこで、 どこまでも、 將 軍の 喪を秘 する の 必要が 生じた。 七月 二十 八日、 將軍家 茂の 名を以 つて、 

.  家 茂 名義に よる 朝廷への 上書 〔慶應 二 年 七月 二十 八日〕 

臣家茂 儀、 初夏 以来、 染疾罷 在、 其 後 精々、 治 術 相 加、 快 和に 趣 候處、 當月 初旬より、. 再感、 旣に此 程、 勅 


使 を以、 實に 過分 之 iil、  之 次第、 i に 病勢 愈 進、 不レ堪 n 執務 1 候 間、 此上 危急に 臨 候 者、 家 

俟慶 喜え、 相 續爲， 仕 候。 尤, P か 儀 者、 至急に 付、 爲 n 名 代 出 張 1 爲レ 仕度、 此段 勅許 之 御沙汰、 被 こ 成 

下 1 候樣、 奉 V 願 候。 

七 月 〔慶應 二 年〕  家  茂 

との h きを 爲し、 慶喜 をして ^.s- き たらしむ る 勅許 を、 滅 かじめ 請 ひ 奉って おいて、 慶喜は g 告で、 別に 左の 上 

書を爲 した。  1 

め うお ハ こ 

長 M 征 戈の 名代 を 請ふ慶 喜の 上書 〔慶應 二 年 七月 晦日？〕 

大樹 〔家 茂〕 此 程所勞 候處、 漸々 疲 勞相增 候に 付、 此上 危篤に も 及 候 得 者、 私え 相 續爲レ 仕、 且防長 之義、 至 

急に す、 爲二 名代 出陣 1 候 樣申付 越 候。 不肖 之 私、 固より 行屆不 候 得 共、 防 長 之 儀 者、 卽今之 急務、 國家 

安危 之 付、 II ほつ 微力 之 限り、 勉勵仕 心得に 御座 候處、 相續之 儀に 至 候て は、 私 輩に は 負荷 堪候筋 

に 無：， 之、 公武え 對し、 實に 恐懼 無レ已 候に 付、 再三再四、 固 辭仕候 得 共、 許容 無レ 之、 內外 危急 之 御 時節、 

皮 是辭避 仕、 數日相 送 候內に は、 人心 之 向 否に 拘り、 如何 樣之變 事 可 n 相 生 一 も難レ 計、 何分 國家之 大事に は 

難 レ替候 問、 早. -相 請候檨 可， 致 旨、 斷て申 聞有レ 之、 1 身 進返此 期に 相窮、 當 惑無レ 限、 猶 返て 勘辨仕 候處、 

. ^上 徒に 固 辭仕候 も、 却て 大樹 之 意に 相 背き、 且國 家の 安危、 傍觀 仕、 只管 一身の 樂地を 求む るに 相 近、 深 

十四 代 家 サ火將 軍 の藉 去と 長 幕休戰  三 カナ 
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恐 入 候に 付、 其 身の 席 劣 を 忘れ、 相 緩の 儀 承知 仕、 爲 ^ 御名 代 一 出陣 可， 仕 奉 レ^ 候。 然る 處、 大樹 職 任 之 儀 者、 

s^.  mi 行 屆不， 申、 之 恐れ、 實に 今日に 差 迫り、 戰慄 難レ堪 候に 付、 此上、 幾 まに も、 御 斷中上 

候 間、 兼而御 許容 之 御沙汰、 被 n 成 下-度 奉 V 願 候。 此段 言上 仕 候。 誠 恐 誠惶。 頓首 謹言。 

七 月 〔慶應 二 年〕  慶  喜 

公然 將 軍の 薨去 を秘 して ゐる 以上、 鬼 角、 物が 詐術 的になる の を 避け 難い。 そ は 鬼 も 角 も、 致し方がない とし 

て も、 度 喜が、 長 州 征伐 だけ は、 將軍 名代と いふ 立場で やる が、 責任の 衝 たる 將 軍職に は、 斷じ てなら ぬと いふ 

の は、 どうしても 誠意 あり、 且つ 勇氣 ある 態度と は 思 はれぬ。 

慶喜は r 兀 と，々、、 征長 論者で あるから、 多少の §"4^ や 加 はって、 ここに 將軍 名代の 稱を以 つて、 征長軍 を 振 はう 

とする ので ある。 諸 藩の 將士 は、 固より 初めから 戰 意がない から、 將軍 IC お 去 をう すく 喚ぎ 知って は、 一勝 乘り 

氣 がせぬ。 慶 喜は是 等に 賴 らうと せす、 幕府 直下の 士を 集めて、 洋式 銃隊を 組織し、 之れ によって、 少なくとも 

安藝、 石 兌に 進出して ゐる防 長 軍を擊 返せし め、 その 邊で和 を 講じようと 思った。 

勅令 は 直ちに 下り、 慶 喜の 本隊 は 十三 大隊、 五六 千 人の 新鋭 私で、 S よく 炎； 犬 八月 十二 日を以 つて、 大擧西 

に 下る の豫定 であった が、 その 前日 十一 日、 端な くも 小 倉 落城の 報が 達した ので、 出征 は 中生と なり、 遂に 解 兵 

となる の 外はなかった。 小 含 落城が 戰略 上、 果して 何程の ％ 値 あり や は 知らぬ。 九州諸藩の！！^/背に關する^大關 

キ J よぜん 

係が あつ， (しこしても、 一 か |§ -の陷 落 を sgs たぐら ゐで、 慶喜は 何故に 明日に 迫 まった 出征 を 遽^ として 中 し 


こ、 e 

た 力 

松平容 保の 如き は 『かくなる 卜： は、 寧ろ 一刻 をも爭 うて 出征 あるべき ではない か。 八/俄かに 中止 さるる と は、 

かう ろん  きふ へん  しょこう がふぎ  • 

前日の 硬 論に も 似合 はしからぬ 急變 では ありませ ぬか』 と 詰めよ せた が、 度 喜 は 『此上 は 諸侯 合議の 上、 鬼 角の 

決定 をす るの 外 はない』 といって、 遂に 川流れと なって しまった。 

へう へんて ぎたい ど  だっと  しょ ぢょ 

此の 場合に おける 慶 喜の 豹變的 態度 は、 何としても 受けと り 翁ね る。 『始 には脫 鬼の 如く 終り は處 女の 如し』 

と my き換て 見ても、 脫 鬼と 處女 とが 此の くらね 接近して ゐ るの も 珍ら しい。 慶喜. E 身に 如何なる 云 ひ 分が あるに 

てんがん  ぎよ けん  い うぢ やう 

しても、 八月 八日に は參內 して； 大 顔を拜 し、 御劍 及び 優 読 を さへ 賜 はって ゐる慶 喜で ある。 況んゃ 朝 より 迫 ま 

きう せんかい へい  ぶ さう 

られ た、 休戰解 兵の 謹 を 一. 1^ けて、 武装した 慶喜 である。 それが 一 小食 城が 落ちた からといって、 萬 事 取り やめと 

いふの は贿に 落ちぬ。 

朝廷 €： でも 有力なる 解 兵 論者が あり、 薩 州の 隠密なる 運動 もあって、 度 喜 出征の 留守中、 氣 がかり な 事が あつ 

おさ 

たにしても、 慶喜 なくと も、 京都に は 守護 職 も あり、 所 司 代 も あり、 大阪に は 閣老連 も ひかへ てゐ る。 之れ を 抑 

へる ことの 出来ない 普 はない。 のみなら す、 そんた A こと は、 突發 のこと ではなく、 久しい 前から 屑に 唾して 戏 

して ゐる ところな の だ。 

何 は 鬼 も あれ、 慶蕃が 『かうな つた 以上 は、 諸侯の 合 叢に 俟っ外 はたい』 といって ゐ るの は、 少しく. H 來 する 

十 四 代 家 fK: 將 の _8 ^去と 長 休職  四〇ー 
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ところが ある。 それ はいよ く ii の 時に、 『何故に 將軍 家の 繼承 を辭 する や』 と 詰めよ せられた 折、 燈离は 『自 

分 は 德川家 を 絶やす 譯に 行かん から、 宗家の 相續 はする が、 將軍家 は 紀州か 尾 州 か、 然るべき 人物 を 選定して 立 

つて 貰 ふの 外 はない。 若し その 人の な S 時 は、 諸侯 合議に よって 大政 を 決する がよ い』 と 論じた ことがある。 

その 時 諸侯 合議 論 を 極力 黉同 したの は 松 平春嶽 であった。 しかし 春 嶽と慶 喜との 相違す ると ころ は、 諸侯 合議 

論 そのものではなくて、 之れ を 行 ふの 前後に あった。 それ はかう であった。 

「I】 先 づ長州 處分を 了し、 然る 後 賢 侯を會 して 合議す る こと 〔慶 喜說〕 

【一一】 先づ賢 侯を會 して、 長 州 處分を 合議し、 天下の 輿論に 聽 くこと 〔春 嶽說〕 

兩 者の 意 兑は 似た やうであって さう ではない。 合議 を 先にす るのと 後に する のとで は、 大した 相違 を來 たす の 

ていし う  えう やく  *  rj  - 

である。 當時 春嶽が 提唱した 合議 論の 要約 は、 次の やうであった 

『新 ji 當 面の 二 大 問題 は、 將軍繼 承と 長 州 征伐の 二つで ある。 これ は ー德川 家の 問題で はなく、 天下の 問題、 

國 家の 問題で ある。 i がって、 德 川家關 係の 少數の 人に よって、 私議すべき 性質の もので はない。 宜しく 賢 侯 

を 四方に 求めて、 一： Siki ハ II によって 決すべき が至當 である。 衆議に よって 將 軍職 を 定め、 征 長の 始末 を 講じた 

ならば、 ； 大下自 から I おに 歸す るで あらう。 若し 然ら すして、 私に 征 長の 軍 を 進む るが 如き こと あらば、 國家 

こんらん  „  „ 

の狀態 は、 1 署混亂 に 赴む く 許りと なる』 

とい ふに あった。 そして 彼れ は 『この 天下の 公理に さへ 就けば、 薩州 とても 決して 幕府の 良友たら ぬ譯 はない』 


こ-つゆう  くわん ぼ  たくろん  > 

と 論じて ゐる。 これ は 流石に、 齊彬 以来の 交遊 ある 春嶽 でなければ、 觀 破し 得ない 卓論で あつたか 

«^きせっしゃぅだケ 

『德川 も 最早 や 此の 邊で おしま ひ』 と 春嶽に 公言して ゐる慶 喜で ある。 諸侯 合議 は、 寧ろ 彼れ のカ說 唱道す る 

ところであった。 しかし 彼れ は、 その 合議 を やる 前に、 是非とも 長 州 丈け は、 片 づけて S かねば ならぬ と、 主張 

したので ある。  .  . 

それが 今では、 一 小 倉 落城に よって 一 變 してし まひ、 諸侯 合議 を 先 きにする の 論に 變 つたので あるから、 その 

手品の 速やかな るに 驚ろ かざる を 得ない。 事 ここに 到って は、 何としても 春嶽の 助太刀 を 請 はねば ならない。 

【八】 小 倉 落城に よ リ征長 中止 

春嶽 は. HM 分の 意見が 用 ひられない から、 此の上 は 何時までも 京都に 止まって ゐる用 もない ので、 さっさと 福 井 

へ 引き上げ てし まふ 害であった。 しかし 國 家の 重大 事 を 目前に 控 へて、 德 川の 危急 を 知らぬ顔 も出來 す、 暫 らく 

たいざ"， -  がふぎ ろん  • 

滯 在して ゐる 中に、 慶 喜の 態度が 1 變し、 合議 論に 傾む いて 来たので、 或は 書簡 を以 つて、 或 ひ は 直談 を以 つて、 

飽くまで も 賢 侯會議 を獎め た。 當 時舂嶽 の 意見 の 要領 は、 

一、 速に 將 軍の 喪を發 する こと。 

一、 慶喜は 直に 將 軍職 を繼ぐ こと。 

.ー、 慶 喜が 將軍 家を繼 いで も、 幕府 は 今日 限り 廢止 する こと。 依て 將軍 は江戶 城へ 歸 るか、 此の まま 滯 京す 
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るか、 何れと も 朝廷の 命に よって 決する こと。 

キ J うらい 

一、 德川家 舊來の 制度 を 改め、 諸 藩へ は 命令の 權 がない こと。 隨 がって 德川 家は紀 州. 尾 州と 同一 の 格と た 

る こと。 

一、 從來 幕府から 設けて あった 守護 職、 所 司 代、 町奉行 は、 卽ち 之を廢 止す るか、 そのまま とする か、 すべ 

て 叙 慮の ままと する こと。 

一、 兵 庫 開港、 外國 交際、 諸侯 統轄、 金銀 貨幣、 その外 1K 下の 大政 は、 一切 朝廷へ 御 返上 申し 上ぐ る こと。 

めいれいしょかん 

一、 若し； 大 下の 衆議に よって 德川將 軍 家 を、 從前 通り 存： 4 はする ことと なっても、 諸侯への 命令 書簡 を 蔡に復 

する 丈け で、 其の 他の 制度に は、 充分 改革 を 施 こさねば ならぬ こと。 

げんせつ 

とい ふに あった。 旣に皇 政 維新の 精祌 は、 充分 その 言說の 中に 發兑 せられる のであった。 之れ を 文句 通りに 實行 

がふぎ よ ろん  てんのう しんせい *- いたい  ， たく けん r 

してし まへば、 立派な 合議 輿論の 基礎に おける； 大皇 親政の 政體が 出来 上って しま ふので ある 春嶽の 卓見 を稱す 

べきで は あるが、 當時 幕府 を 離れて、 自由 批判 を 下し 得る 境地に あった 者の 間に は、 是 等の 議論 は、 寧ろより 以 

上に 進行して をった ので ある。 寧ろ 此の 場合に おいて は、 如何に 時勢が 最後の 幕に 向って 与お 仃 しつつ あつたか^ 

察すべき である。 

攀  *  * 

長 州に 一撃 を 加へ、 1 ト 功名 を 立てて 後、 徐 むろに 將 軍職に 上らう とする 慶 喜に、 ー戰の 勇氣が 崩れて しまつ 


て はれば、 殘る ところ は、 如何にして 時局 を彌鏠 する かの 一途 あるの みで ある。 これに は 春 嶽の說 くが 如く、  (I) 

將 軍の 喪 を 一 刻 も 年く：. K 下に 公表し (一一) 防 長 再征 は休戰 とし (三) 諸侯 を會 して 將來 を議 する の 外 はない。 慶喜も 

此の 三 段の 方法 を 読す る ことに 決心し、 八月 十三 日、 私 かに 二 條關. tll に內 謁して、 休 戰の勑 許 を 請 ひ 奉る ところ 

れん ぜん 

があった。 十六 日、 旗 前にお いて 國事掛 を 召集して、 御前 會議を n かせられた 時に、 慶 喜も自 から 出席して 事情 

を 述べ、 終に 勒許を 仰ぐ に 到った。 當時慶 喜の 上書 は 左の 如くであった。 

慶 喜の 諸侯 合議 • 國是 議定の 上書 〔慶應 一一 年 八月 十六 曰〕 

私儀、 大樹 爲， 一名代 1 出陣 之 儀、 被 二 聞 召？ 此程御 暇 賜り、 不日 發途 可, 仕 奉， 存 候處、 大樹 病體 追々 差 重 候 趣、 

諸 藩 一統 傳閒仕 候 故に も 可 レ有レ 之 哉。 九州 筋、 俄に 解 兵に 及び、 兼て 爲， 1 指揮 1 出張 罷在 候、 小 笠 原 壹岐守 〔長 

行〕 儀 も、 引 揚歸阪 可：， 仕 段 申 越 候。 私儀、 征長之 大任、 素より 行 屆不レ 申、 堅く 御 斷も可 二 申 上 1 之虑、 目前 

之 急務、 國家御 安危 之界と 奉：， 存 候に 付、 其 分 を不レ 測、 一 身に 引受け 勉强仕 候 心得に 御座 候處、 前段 之 事 勢 

に 立 至， り、 諸 藩 引 揚候上 は、 兼而 言上 仕 候 通り 蔬カ 菲才 之 私、 此上諸 藩 之 指揮 無 11 覺束 T 尙叉諸 藩に 於ても 

み すゑ 

而之御 趣意 も 御座 候 折 柄、 俄に 解 兵 仕 候 は、 必定 夫々 見据 も可レ 有， 1 御座 7 就而 は、 此 場に 於て^ 速 諸 藩 呼 

集、 銘々 見込 も 得と 承 はり 屆、 利害得失 論定の 上、 天下 公論の 歸着 を以、 進 返 可レ仕 奉レ存 候。 私儀、 是 まで 

格別 之 御 寵恩を 以て 厚き 蒙， 1 御沙汰 T 出陣に 臨み、 今更 右檨之 儀、 言上 仕 候 は、 朝廷へ 奉 レ對、 實に 恐懼 千 萬 
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奉 レ存候 得 ども、 此上 御大 事 を 誤候而 は、 尙々 恐 入 奉, 存 候に 付、 至情 難， ー默止 一言 上 仕 候。 此段 何卒 寬大 之以， 一 

思 食 T 微衷 之 程宜敷 被, 爲 二 聞 召 分 T 御 許容 之 御沙汰 被 二 成 下 1 候檨、 奉：， 願 候。 前件 之 次第、 畢. S 諸事 不行屆 

より 差 起り 候義 と、 私に 於て 率 二 恐 入 1 候。 依レ 之、 謹而 罪を朗 下に 奉レ续 候。 誠 恐 誠惶。 頓首 謹言。 

八. 月 〔慶應 二 年〕  慶  喜 

勝ち さう だから 戰ひ をす る。 負けさうなら 止めに するとい ふやうな、 戰爭の 仕方 は、 物 笑 ひの 種と なる の 外 は 

めん？^  く  い ぢ 

ない。 .H 來征 長の ー擧 は、 幕府の 面 10! を 立てる か、 否かの、 意地 づ くの 戰爭 である。 慶 喜が ー戰 しょうと したの 

も、 最後まで 長 州 を 叩き伏せな くと も、 せめて 安藝 • 石 見兩國 に 進出して ゐる 敵軍 を 追 ひ 出して、 舊 地を楚 還し 

て 面目 を 立てようと したのに 外ならぬ。 然るに 味方の： ^〈色が 少々 北向きと なった からといって、 俄かに 出動 を や 

めん SK  くだ ま  つぶ 

め- 休戰 しょうと いふの は、 何としても 面目 玉の 踏み 澄し である。 

幕府 は 終に 八月 二十日 〔將軍 逝去 一ヶ月 後の 當日〕 を以 つて、 いよく 將 軍の 喪を發 し、 同時に 宗家 相 を 公表 

ちょ^.^ ち やう 

した。 朝廷より は翌 二十 一日、 傳奏 より 所 司 代に 向って 休 戰の勅 読 を傳 へさせられた。 

【九】 或る日の 正 親 OT1 ニ條卿 

孝 明 天皇 は、 終始 一 F 、して 攘夷論 者で あらせられ たと 拜 聞して ゐ るが、 同時に、 名分 を 正す 上より して、 何處 

まで も、 征長 論者で あらせられた やうで ある。 


八：：^ 十三 日、 疫菩が 二 條關白 を 通じて、 休 戰論を 聞え 上げた 時に も、 ；大皇 には頗 ぶる 御 不興で あらせられ、 八 

ち. U  くち やう 

月 四日 慶喜 出陣の 勒$ 成の 通り、 飽くまで も 追討の 功 を 奏すべ しとの bnl を 達せられた。 十六 日の 評定に おいて、 

已む なく 休戰の 勅許 を與 へられた の は、 眞に已 む を 得ざる 御 心よりの ことで あつたの は拜 察し 奉る に闲 しまぬ。 

之れ より 先き 七月 二十日、 將軍 薨去の 當日、 薩州 藩が 長 州 再征の 非 を 鳴らして、 斷然 出兵 を 拒絶す るの 建白書 

を 傳奏に 捧呈した 後、 二十 九日、 孝 明 天皇 出御の 簾 前にお いて、 國事掛 の 評定が 開かれた 時、 極力 解 兵 論 を 主張 

したの は、 議奏正 親 町三條 卿であった。 

元来 此の 建白書 は、 薩 藩の 一大 轉機を 示す ものであって、 主として 在京の 大久保 E. 東が 奔走した ものであった 

をん たう 

が、 公卿 中には、 此の 建白書 を 直に 御 取り上げになる の は、 甚だ 不穩當 であるとの 論が 多かった。 その 故 は、 朝 

廷は萬 機 を擧げ て、 之れ を 幕府に 一任して ゐ るので あるから、 內 政に 關 する 1 藩の 建白 を、 ly 接 朝廷が 受 くべき 

ではな S とい ふに あった。 

此 時に 當 つて 極力 その 非 を 鳴らした のが、 正 親 町三條 卿であった。 彼れ は 『征 長の 擧は 元々 幕府の 失體 である、 

薩藩 その 非 を 指摘し、 國 家の 方針 を 建言せ る もの を、 そのまま 放棄した 結果、 他日 國家 大亂 ともなれば、 何人が 

果して その 責を負 ふべき か』 と 痛論して、 關. {II の 手に 握り潰ぶ す 害であった 建. m 書 を、 闕 下に 捧呈す る ことにな 

つたので ある。 

1 一十 九日の 御前 會議の 席上に おいて、 正 親 町 三 倏卿は 昂然と していった。 
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『今日の 御 評議 は、 皇國の 安危に も關 する 重大 議事と^ じます るから、 恐れながら 叙 慮に 反し、 不敬に 涉るゃ 

うな ことがありましても、 皇國を 憂 ふるの 誠意に 免じ、 御 寛容 をお 願 ひ 申します』 

と 前 程して、 幕府の 失態 を痛擊 し、 现ぬ なき 戰ひは 皇國の 不祥事なる を以 つて、 一日 も 早く 休戰 すべき 旨 を 論じ 

け キ」 えつ  -  • . 

た。 その 聲調 頗る 激越な ものが あつたが、 關白 以下 一言 も 之れ に 次ぐ ものがなかった。 水 を 打った やうな 靜か 

さの 間に、 玉音 は簾內 より 起って 『征 長の 事 は その 目的 を 達する まで は、 解 兵 は 相 成らぬ』 と 仰せられ たので あ 

つた。 

此時、 正 親 町 卿 は、 形 を 正し、 聲を勵 まして、  . 、 

りんげん 

『事 は 苟も 皇國の 安危に 係る。 たと ひ 一時 は 綸言に 逆 ふといへ ども、 條现 は何處 まで も 一さねば ならぬ。 申し 

上ぐべき 事 は、 身命 を 賭しても、 申し上げぬ 譯に ゆかぬ』 

といって、 更ら に詳ら かに、 幕府の 不條理 を 剔抉して、 時局 牧 拾の 途は、 倏理 なき 戰ひを やめ、 一 に 公理に 就く 

にある こと を 熱 論して、 憚 かると ころがなかった ので、 一座 はまる で 白け 渡って しまったと いふ ことで ある。 

天皇 も その 偶 誠の 至情 を 掬 ませられて か 『今日の 事 は； 大 下の 大事で あるから、 朕に おいても 猶 勘考す ると ころ 

が あるで あらう。 諸 卿に おいても 更らに 深く 考慮せ よ』 と 仰せられて 入御 あらせられ たと 傳 へられて ゐる。 

かんそう 

數 ある 月 卿 雲 客の 中、 一死 を 期して 諫爭の 勇 を 振 ふ、 正 親 町三條 卿の 如き は、 いささか 以て 壯 とする に 足る も 

のが ある。 何時の 世、 如何なる 時に おいても、 君に 死 諫の臣 なくん ば、 皇威を 四方に 布く こと は 難い。 


〔十】 登場し 來る勝 安房 守 

戰爭を 止める と 決心 をした 以上 は、 如何にして 征 長の 軍を撤 する か を 決しなければ ならぬ。 併も 何人が 之れ を 

實 行 する か。 此の 敗戰の 後始末に 選み 出された のが、 海 舟 勝 安房であった。 勝 は西鄕 をして、 『その 智 測り 知る ベ 

からす』 と嘆稱 せしめた ほどの 逸才 であるが、 閣老の 忌む ところと なって、 久しく 局外に 閑居して をった。 殊に 

くわん せい 

一橋と は、 感情が 面. HI くなかった。 家 茂將軍 逝去の 前後、 春 嶽が休 戰論を 主張した 時に、 切に 閣老 に勸說 した も 

の は 勝の 登 であった。 その 意味 は、 勝の 人 村た る こと を 知って、 之れ を 野に 放棄して おく こと を 措 しんだ から 

でも あつたが、 の 底 は、 勝に よって 薩州を 誘 ひ 出し、 長 州 を 孤立に 陷 いらし むる ことが、 長 を 屈する 唯一無二 

の祕訣 であると 見た からであった。 これ は 流石に 透徹した 卓識と いはなければ ならなかった。 

併し 勝と いふ 聲を 聞く と、 閣老は 毛蟲の やうに ゾッ とする のであった。 板 倉 閣老が 春嶽に 答へ た、 次の やうな 

返事の しぶりで も、 略. - その！ u の 呼吸が 洩れて ゐる。 

『御意 見 は 御尤に 存じます が、 勝 は 一 橋が 殊の外に 嫌 はれます ので、 征長對 策の 御意 見 を 一 橋へ 中し 上げら る 

るなら ば、 勝の こと 丈け は、 お話しな さらぬ 方が よろしう 厶 います』 

と 注意して ゐ るので、 一橋と 勝との 間 を 察する ことが 出來 るので ある。 

一橋 も 聰明 才智の 人で あり、 勝 も 聰明 才智の 男で ある。 聰明と 聰明と が 鉢 合 はせ をして、 ッント 横 を， M いたや 
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うな 氣味合 ひで あるが、 如何に 蟲が 好かぬ といっても、 必要に は 勝たれぬ。 旣に 休戰と 決して 見れば、 よくこの 

まと  つな  が 

敗戰を 纏め， 幕 威 を 鬚ぐ 大才が 必要で ある。 そこで 一橋 も 我を折って、 いよ，/ \- 海 舟 を 登用す る ことにな り、 勝 

をして .4{ 州に 臨まし めて、 休戰の 始末 をつ けしむ るに 至った。  • 

一 橋が 勝 を 厭 ふ ほど、 それほど 勝 は 一 橋と 剠 して は 居らぬ。 勝 は 寧ろ 1 橋の 賢 を 認めて、 夙に 將 軍の 大銃を 繼 

ぐ もの は、 慶喜を 措いて 他 にないと 思って ゐた。 將軍亮 去の 當日、 七月 二十日、 勝が 宗家の 危險を 憂うる 建言 書 

の 中に、 彼 は 逸早く も、 一橋 を 擁立して、 大統を 安ん する の 急務なる を說 いて ゐる。 

慶喜 擁立の 急を說 ける 勝の 上書 〔慶應 二 年 七月 二十日〕 

小 臣竊に 悲歎に 不レ堪 候 御 事 御座 候。 當今結 兵、 終に 御 勝利 を不レ 聞、 然るに 悠々 時日 を 消し、 終に 國難を 成 

し 來候折 柄、 ；大我 君 上 〔將軍 を 指す〕 の御爲 に、 愛憐 を 降さざる 時 は、 誠に 不レ 可レ 言の 形勢と 相 變可レ 中 候。 

若^、 君 上 御 病床 御 軍： 事に 被， 爲， 渡 候 はば、 萬緖先 御後兒 の 御 事故、 速に. 一橋 様へ、 悉く 御 任せ 被， IT 暫 

厶厶 厶厶厶 △△ 厶厶厶  <1 厶 <!△△△  △<!  たいは <  くわん さよ 

く 天下の 變動を 御 覽被レ 遊 候 御 儀と 奉レ存 候。 然る 上、 君 上 は、 小 倉 表に 滯泊仕 居候 軍艦 を 以て、 江戸え 還 御 

相 成 候 御 儀と 奉レ存 候。 當地 は； 大 下の 變に 因て は、 何分、 如何 成 哉、 實に 難レ斗 場所と 奉 レ存候 間、 篤く 御 熟 

考 被：， 遊、 御果 決、 尤 急務と、 乍レ恐 奉レ存 候。 若 陸路 還 御に 相 成 候 はば、 ；大 下の 人心、 當節、 薄氷 を 踏 候 折 

如何様の 混 亂相促 可レ申 哉。 雞レ 斗、 深 掛念仕 候。 存附候 所、 極内々 入 II 御 聞 一 置 候。 以上。 


七：：！：  二十 口 〔度 應 一 一年〕 

一橋の 聰明なる を 立つ るに あら すん ば、 到底 この 亂 離の 極に 達せる 時局 を、 安定す る こと は闲 難で あると は、 

聰明なる 勝 安房の 逸せざる ところで ある。 後に 一橋が、 容易に 將 軍職に 就かぬ 事情 を 聞いた 時、 勝 は 更に 俊 喜の 

起 を 促が して ゐる。 七月 二十 九日の 建言に、 

勝 安房、 上書して 慶喜を 推擧す 〔慶應 二 年 七月 二十 九 曰〕 

臣愚、 恐懼 不レ堪 二 悲歎 1 奉 II 申 上 1 候。  . 

かふ こく  ふん じ やう 

大凡、 ；大 下の 靈事 は、 闇國の 人心、 折 合 不レ申 候て は、 終に 不レ 成、 反て 紛擾と 相變 可, 申 候。 此の 問 私心 相 

挾、 公平 至當缺 候て は、 上 天朝 • 幕府の 御 命令に 御座 候 共、 被レ行 難き 所、 御座 候。 是 あからさまに 御 担 

不レ申 候 共、 人心 徹底 不レ致 候 所より、 終に 亂禍を 相 固 申 候。 今日の 御 急務、 上樣御 病床 御 蔑 事の 折 柄、 萬 緒 

厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶 厶厶厶  <1 厶厶厶 A 厶厶厶 厶厶な 厶厶厶 厶厶厶 厶<" 厶 

の 御 位、 1 橋 樣ぇ御 任せ 被， 遊、 一と 先 還 御 之 御沙汰に 御 決定 相 成 候 哉に も、 蔬々 奉 二 承知 1 候。 然るに、 1 

橋樣、 容易に 此の 御大 任 御 引受 不レ 被， 遊 候 は、 乍レ恐 御尤千 萬と 奉レ存 候。 何分 是 まで 一橋 様 御 輔佐の 御 助力 

も、 貫徹 不レ 仕、 且關 東に て は、 當御 地の 情 實も不 11 相 分 1 候處 より 哉、 此間浮 說も紛 々承 居候 俊 も冇レ 之、 是 

諸 有司、 御 邦 内 且爲， 1 御 家 一に 小忠 あるが 如くに 候へ 共、 其實は 邦家に 可レ盡 御 職掌の 大忠 に心附 す、 葡 弊に 

なづ  厶厶 厶厶厶 

相 泥み、 天下 變 通の 御所 に 於て、 いまだ 了解 不レ仕 候 ゆへ 哉と 奉 レ^ 候。 此 際に 立 到り 候て は、 御 邦 內は中 

十 代 家 茂將， m の 薨去と 長せ が休戰  ■  四 11 
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<3A 厶 厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶  <1厶<5  厶 <3厶<3 厶 A 厶  <1厶<1 厶 A 厶厶  厶 A 厶 厶 <J<1 厶 

迄 も無レ 之、 御 家臣の 面々 一致、 一 片の 誠心 を 以て、 ひたすら 一橋 檨御 委任 被レ遊 候樣、 奉 二 懇願 1 不レ申 候て 

<1  <1 厶厶 A<1 厶厶 厶厶 AA  厶 A 厶 A 厶厶  厶厶 厶厶厶  < "厶 厶<1厶<1  厶厶 A<1 厶厶厶 厶 厶厶厶 

は、 決而御 承引 も 有 二 御座 I 間 敷、 且は 各々 一致、 御 命令 を 奉じ 不レ申 候て は、 邦家の 御 萬 解 は、 乍レ恐 萬々 

無二 覺束 1 御 儀と 奉レ存 候。 附て は、 京師 御 懇願の 御 筋 等 は、 尤御 急務と 奉 レ^ 候へ 共、 猶叉、 關 東大 奥の 御 深 

おん はこ 

意、 諸 有志の 赤心、 篤と 被 レ遊ニ 御聞屆 T 內外 上下、 一 致の 所 を 以て、 1 同 懇願 仕 候 御 儀に 御 歩 ひ 候 はば、 如 

何 哉と 奉 レ存、 乍レ恐 1 時 以ニ御 威光？ 御 押へ 被レ 遊、 或は 以ニ朝 威 r 御 示 被レ遊 候と も、 其實、 御 誠 實相缺 候て 

は、 終に 紛擾の 基と 相 成、 將た 一 橋樣に 於ても、 御 充分の 御 指揮、 被レ遊 難き 御 場合 も、 可， 有 二 御座 1 哉と、 

ぞんじ みだり  ひそか 

奉レ存 候。 小 臣御內 々御 決定 を も 不レ奉 レ存、 漫に 犯- 1 機 忌 1 奉 二 申 上 1 は、 其 罪 難 レ斗候 得 共、 不レ堪 ニ默止 7 竊に 

微衷 奉 U 申 上 1 候。 謹言。 

寅 七月 二十 九 曰 BS 應ー 一年〕 

ゆだ  したが 

全 權を慶 喜に 委ね、 閣老 初め、 一 に その 命す ると ころに 順 ふので なければ、 決して 慶喜 をして 起た しむる こと 

は 出来す、 叉た 彼れ の 才智 を、 自由に 伸べ しむる こと は出來 ぬと 切言して ゐ るの は、 慶 喜の 心情 を 解す るの 言で 

えうて い  . 

あると 同時に、 叉た 人物 活用の 要諦で ある。 

*  *  »  ■ 

び らん 

勝の 征長 意見 は、 曩に 述べた やうに、 大久保 一翁と 殆んど 同巧異 曲で、 殊に 無用の 財 を麼亂 する こと は、 國家 

の大 害なる こと を、 勝 は 最も 憂 ひて 居た。 彼れ の 征長を 論す るの 文に 曰く、 


勝 安房 征長 拙速 論 〔慶應 一一 年 七月 十七 日〕 

夫 兵 は 拙速 を 貴ぶ。 是其 時と 勢を詳 にし、 以て 可レ 用な リ。 當 今の 形勢、 殊に 其 速 を W ゆるの 時なる 歟。 今、 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 な 厶厶  ひつ f  く 

遲寛 緩々 之 もの、 殊に 大災を 促す の徵 なり。 諸家 之 諸卒、 內心戰 を不レ 好、 加レ 之、 用途 一 5 赴^して 如何と もな 

すべから ざるの 勢 あり。 此 衆多 烏 合、 離心甚 敷、 諸卒を 以て、 空 敷 歳月 を 過 さば、 瓦解 之 勢 如何 ぞ 能く 防ぐ 

ベ けんや。 內には 政績を 明かに して、 務て正 平 を 以て 衆 心 を鎭撫 する は、 彼が 心 裡を資 るの  一 y 射に して、 

彼が 海岸 要 樞の地 を攻擊 する は、 其 餘國を 屈服せ しむる の 良策な り。 凡そ 兵 は 衆多 を： 小レ 好、 練兵 靠少を 勝 

れり とす。 然る を 察する に 〔？〕 用途 困 迫、 « はざる の 衆多 を賴 むは、 自ら 敗軍 を 招くな り。 今 侯伯 兵 を 出さ 

す、 徒に 傍觀 する もの は、 旣に內 地の 戰爭 を不レ 好、 機 會に乘 じて 其 中間に 周旋 盡カ せんとな り。 今や 兵 結 

ま 厶<1ム 厶厶厶 厶厶厶  A  <1 厶厶 A 厶厶 

んで 一敗 地に 塗れ、 攻守 其 勢 を 異にする は、 寧 如何の 良策 有る や。 王者の 兵 は 多 殺 を不レ 好、 嚴 に攻艱 する 

A 厶  厶 △△△ 厶厶 A 厶  厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

時 は、 人 を 殺す 事 寡な く、 彼が 氣勢を 屈服せ しむる に 足らん tr 戰 はすして 守れば、 時旣に 初秋に 至り、 1 

時 洽氣來 らば、 傳染の 諸 病 甚だ 多 からん。 戰卒戰 ひに 死せ すして 病に 死す るの 殊に 其 算を 異にせん 敷。 是乂 

知る ベから す。 且 費用 績か す、 牧歛甚 敷に 至れば、 我 數萬金 を 費して、 恨を內 地に 求め、 彼 は 其 災 ii_L! 起 

るを賴 み、 務めて 以て 其 勞を俟 たん。 若 夫 速に 出な ば 期 月に て 成る 事 あらん。 其 後寬猛 其{且 敷に 位して、 之 

を 所 置せば、 豈 不可と いはん や。 今、 漫に、 其寬 急用 兵 之 利害 を 記す る 耳。 

4>gl 代 家茂將 軍の 薨去と Bl^ 幕 休職  四 一三  . 
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これ は 七お 十七 n、 勝が 征長 軍の 態度 を 論じた 一文で あるが、 之れ によって 見る も、 勝が 如何に 幕府 財政の 翁 

乏を惧 れてゐ たかが 察せられる。  ， 

板 倉閣老 から、 長 州 派遣の 密旨を 受けた の は、 八月 十八 日で あつたが、 勝は翌 十九 日、 直ちに 京都 を發 し、 二 

十一 日廣. 0:2 に來 著した。 苦しい時の神頼みで、 今に 到って 勝に 始末 をさせる くら ゐな らば、 夙に 彼れ の意兒 を 用 

ひ、 彼れ の 雄 才を揮 はしめ て 置き さうな ものであるが、 ここが 理茼 ばかりで は ゆかぬ、 人生の 曲折で あらう か。 

勝 は 面. HI くもない 他人の 尻 拭 ひ を 命ぜられて、 廣島 くんだり まで 出張って は 見た が、 機旣に 遲れて は、 彼れ の才 

略 を 用うる の餘 地がない。 要はた だ、 事な く 休 戰の約 を 結んで、 あまり 幕府の 面目 を 澄ぶ さぬ 範圍 で、 凫を つけ 

て來 るまでの ことであった。 

【十一】 勝 • 廣澤の 大願 寺會見 

八月 一 一十 一 日、 勝は廣 島に 著す る や 否や、 紀州 總督の 本營に 至って その 所懷を 叙べ、 藝州 侯に， 1 して 一 橋より 

の 使命 を傳逹 してお いて、 家老迂 將曹、 用人 寺 尾 生 十 郞 • 植 田 乙 次 郞と會 見して、 長 州に その 來意を 通 ぜんこと 

を依賴 した。 八月 二十 五. 日に 彼れ は嚴. li? に 渡り、 それから 新 港に 向って、 孤 身 深く 長 州の 草 を 踏んで、 その 赤心 

を 披瀝す る考 へであった。 嚴 島から 支 藩 5 石國 藩の 用人、 安達 十郞 右衛門に 贈った、 勝の 書中に は、 

『 …… 小 拙、 以 ニ獨步 T 其御國 ぇ茂罷 越、 云々 之處、 篤 誠 實に御 談判 可レ致 心得に 候。 幸藝 藩へ 過 口 右 等 之 所 は、 


通 中： も 候 得 共、 往来 隔絶に 而、 お 1 敷 消 日 致し 候 間、 御 都合 次第、 明日に 而も 罷出可 V9. と存候 …… 』 云々 

とあって. 拙速 を 贵ぶは 兵ば かりで なく、 弦 を 離れた 矢の やうに、 祌 速の 間に 彼れ との 談判 を 試みよう とする の 

が、 勝の 心中であった。 

會兑地 は 岩 國大津 港と 決して ゐ たが、 勝が 防 長の 封 内に 入る の を危險 とする. 畏州 派の 意 兑 から、 嚴鳥 で會兑 す 

る ことに 變更 し、 長 藩の 廣澤兵 助. 井上馨 • 太 田 市 之 進 • 長 松文輔 等と 勝 安房との 會兄 は、 九 月 二日、 大願 寺 書 

院 において 行 はれた。 當時 勝. 廣澤の 論判 は 『井上 伯傳』 に詳ら かで ある。 左に その 記述 を 引用す る。 

〔勝 曰く】 一 橋 公、 深く 時勢に 鑑みる 所 あり。 列 侯 を 京都に 召集し、 衆議 公論の 歸 する 處に據 りて、 大政 を更 

新し、 隨て 長州處 分の 事 も 亦、 至 當の處 置に 出 でんと す。 因て 予に 命じて、 止戰の 事を贵 藩に 謀らし む。 請 ふ 

卿 等、 其の 志を領 し、 兵を收 めて 後 命 を 待て。 

【廣澤 曰く】 一 橋 公の 賢明なる、 予等 固より 之 を 知る。 今や 時勢に 鑑みて、 大政 更新の 英斷に 出 でられん とす。 

ナ "せき 

予等 深く； 犬 下の 爲 めに 之を賀 す。 然れ ども、 幕府 從來 の處？ f はを觀 るに、 常に 變詐 の形迹 ある を 免 かれす。 故に 

今回の 命に 就ても、 予等亦 疑な き 能 はす。 抑 M 一  昨年の 秋、 京都に 於け る變動 は， 固より 主人 父子の 知る 所に 

あらざる も、 銃 御 宜しき を 得ざる の 罪 は 免る ベから す。 故に 征討 總督、 尾 張 大納言の 廣 島に 出陣 ある や、 、王 人 

父子 は變 動の 首魁た る 三 家老の 首級 を 總督の 軍門に 函 送し、 同時に 其の 參 謀の 者 四 人 を 斬り、 以て 罪 を 朝廷 • 

幕府に 謝せり。 尾 張總督 は、 主人 父子が 恭順 謝罪の 誠意 を 認められ、 直ちに 班 師の令 を 下されたり。 爾米防 長 

十四 代 家茂將 軍の _i ^去と 長 幕休戰  四 一 五 
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げ うぼう  かんさつ 

の 土民 は、 日夜 寛大の 御 處置 あらん こと を翹 望す るの 折抦、 意外に も 再び 征討の 令を發 せられ、 尋で三 監察 を 

廣 島に 下して、 御 不當の 件々 を轧問 せらる。 家老 宍戶備 後 助、 一藩 を 代表して、 一々 之 を 辯 解し、 且つ 主人 父 

子の 誠意と 防長士 民の 情實と を縷陳 して、 只管、 公明正大の 御處置 あらん こと を 懇請せ り。 三 監察 も 遂に 其の 

衷情 を諒 とし、 落 意 承知の 旨 を 答へ て歸 京せられ たり。 於 レ是、 防 長の 土民 は、 今回 こそ は 必らす 寛大の 御沙 

汰 あらんと 信じ 居りし に、 豈に圖 らん や、 小 笠 原閣老 の下藝 ある や、 兵力 を 以て 主人 父子の 名代た る 宍戶備 後 

こうし ふ  はな  tJiM つり やく  む こ  さつりく 

助を拘 執して、 進軍の 令を發 し、 兵を縱 ちて 我が 南 郡の 沿岸 を抄 掠し、 無辜の 老幼 を 殺戮せられ たり。 士民等 

s:- 謂 ふ。 是れ 決して 堂々 たる 王師の 爲す 所に あらす。 必らす 姦邪上 を擁蔽 し、 朝廷. 幕府の 命を嬌 めて、 我 を 

ぽ うさい かいじょ  けっか  はし  えん わう 

暴- M せんとす るな りと。 乃ち 一致 團結、 決死 奮 進して 道路の 茅 塞 を 芟除し、 闕 下に 趨 りて、 主人 父子の 宽枉を 

訴ん とする の擧に 出で たり。 蓋し 一橋 公の 眞意 は、 或は 今 閣下の 言 ふ 所の 如くな らん も、 幕府 從來の 所 爲に鑑 

みれば、 予等防 長士民 は、 之に 信 を 措く 能 はざる を 奈何 せん。 此上は 唯 初志 を赏 徹して 已む あるの み。 止戰の 

令の 如き は、 敢て請 ふ 所に あらす。 

【勝 曰く】 卿 等の 言 ふ 所、 誠に 理 あり。 然れ ども 今や 將軍 旣に薨 逝せられ、 國內 多難、 前途の 事、 實に 痛嘆に 

堪 へざる もの あり。 加 ふるに 海外 列阈 は、 我が 邦 を 環視し、 其の 間隙に 乘 じて 爲す所 あらんと す。 若し 世界の 

大勢 を逹觀 せす、 徒らに 邦 内相 闘ぐ とき は、 古 印度の 覆 轍 を 踏んで、 笑 を 千歳に 貽 すに 至らん。 今の 時に 方り、 

かう き  か-つ 1 りゃう  ^るが せ 

宜しく. K 政 を 一新し、 綱紀 を更 張して、 我が 邦獨 立の 基礎 を定 むべ し。 是れ 一日 も忽 にすべからざる の 急務た 


り。 一 梳 公の 深- ぽ實 に兹に 在り。 故に 幕 椅は將 に丄戰 の 令を發 し、 方面の 兵を牧 めんと す。 卿 等 其の 令に 顺 

がへ  びげ き  ) 

ふ を 肯んぜ ざれば、 少なくも 之 を尾擎 する 勿らん こと を 請 ふ。 

【廣澤 曰く〕 弊 藩士：^ の情實 は、 已に 陳述した るが 如し。 毫も 他 を 俊 掠す るの 意な し。 況んゃ 幕府の 大故を 幸 

として、 兵 を 弄する が 如き は、 決して 欲する 听 にあら す。 若し 幕府に して 兵を牧 め、 大政 を 更新す るの 意 あら 

しゃう ぜんめい ちょ 

ば、 唯 其の 實蹟 の、 彰然明 著な らんこと を X 布 ふの み。 

廣澤は f 凤 士道の 意氣 地より、 主從の 道義より、 情義 を盡 して 論述した。 勝 は 政治家 だ- 國 家の 大局に 立って、 高 

^大處 より、 ；大 下の 利害 を 切論した。 勝も衞 (澤の 言 を 心中に 同情し、 廣澤も 深く 勝の 火 局 眼に 敬服した。 勝の い 

つた 『大政 一新』 と は 何 ごと をい つた もので あらう か。 此の 場合 深く その 眞 底にまで 及ばなかった であらう が、 

？^. ；日、 井上が 單獨に 勝を訪 う、 て、 ；大 下の 大勢 を 論じ、 世界に おける 日本の 地位 を 語った 時には、 勝 も：： s^n 十 _f」 肘 政 

治の 大團圆 に 近づいて ゐる こと を 物語って、 危急の 目前に 迫 まって ゐ るの を 痛嘆した。 共に 手 を 握って 國{¥^ 建 

の鴻 業の 爲 めに、 努力す る こと を盟 つたと 傳 へられて ゐる。 

【十二】 長 • 幕 愈 i 休 戰の幕 を閉づ 

幕軍の 撤兵に 際して、 長 州 は 之れ を 追 摩せぬ とい ふこと に 話 を 纏めて、 勝 は 九月 十日 * 歸 京して 復命した。 

幕府の 休戰令 は、 八月 三十 一日 を以 つて 廣 fiw に 到達した。. その 文面 は、 

. 十四 代 家茂將 軍の f お 去と 長 幕休戰  四 一 七 
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きうす- んれ S 

幕府の 休戰 令 〔慶應 二 年 八月 三十 一日〕 

-大 横 薨去、 下情 哀憐 之 程、 御 察 被：， 遊 候。 依レ 之、 暫時 兵事 見合 候檨 被- 1 仰 出 1 候。 長 防隣領 侵掠 之 地、 速に 引 

拂、 鎭定罷 在 候樣、 被 11 仰 出 1 候 事。 

右 御所より 被 二 仰 出 1 候に 付、 總督 より 達し 候 事。 

とい ふので あつたが、 文中 『長 防隣領 侵掠 之 地』 と ある 文 言 は、 痛く も 長 州 藩士の 氣に さわった。 此の 休戰 令が 

藝藩 使者 中 井 勇 次郞、 深 町 三 郞右衞 門に よって 山 口に 達せられ たの は、 越えて 九月 十六 日で あつたが、 『侵掠』 と 

は 怪しから ぬ。 我々 は 幕府の 追討 軍と 對戰 して、 之れ を關 外に 擊返 したまで であって、 寸 毫と雖 も、 他領 を 侵掠 

した 覺ぇ はない。 とい ふので、 叉 も 一 波瀾 を 生す るに 至った。 

長 州 藩 はこ こに 陳情書 を 作り、 戰爭の 勢 ひに よって、 攻 進の 形と はなって ゐて も、 決して 他人の 領土 を 侵掠す 

るの 意志で はない から、 侵掠 地 引拂ひ 云々 の 命令 は その 意を得ない。 思 ふに 是れは 眞の朝 意で はなく、 中間に お 

いて 製造した ものに 相違な く、 叉た 將軍家 喪中で あると いふと ころから、 一 時 休 戰の令 を 下さる るので あるから 

み  あき 

必らす や 他日 戰備の 整 ふの 日 を 待って、 再 戰と相 成る の 下心で あるの は、 火を睹 るよりも 瞭ら かで ある。 力 力る 

不都合なる 休戰 令に は、 服す る ことが 出来ない との 理由 を 認めて、 休戰 令と 一緒にして、 幕府に 突き かへ してし 

まった。 


し 力し 勝との 盟約で ある 追 難 をせ ぬと いふ 一條 は、 之れを守るの意をg^i-かにしたので、 幕府 は fefxP 角^;^ ど 

斷行 する ことにな つた。 藝州 口、 石 州 口 を 始め、 各所に 屯 在して ゐた 幕軍 は、 追々 に 引き上げ、 九： n: 下旬に は、 

完全に 全 幕 車の 撤退 を兑 るに 到った。 

幕府の 解 兵 令 〔慶應 三年 正月 二十 三日〕 

從， I 御所 一 被， I 仰 出-;: 拠 趣 も 有レ之 候に 付、 長 防 討 手、 暫時 兵事 御 見合 相 成 鍵處、 此度 御國 喪に 付、 一同 解 兵 可 

レ致匕 In、 被 二 仰 出 1 候。 

との 解 兵 令 を 下した の は、 實に 翌慶應 三年； 止 月 二十 三日であって、 之れ によって、 さしもの 長 州 征伐 も、 鬼 も 角 

も大圑 圓を兑 るに 到った ので ある。 

*  fc. 

赝. 41 じ來 つた やうに、 征 長の 一 幕 は、 何としても 幕府の 一 大 失敗で あり、 一 大打擊 であった。 三百 年 問、 威 

を 海内に 振うた 德川 幕府 は、 此の ー擧 によって、 自 から 自己の 運命に 止め を 刺した やうな ものであった。 

顧みて 四方の 形勢 を： るに、 薩長 は旣に {| を 作り、 靜 かに 機運の 動く の を 待って ゐる。 京都で は、 洛外 岩 倉 

つき 上  くわい ナっ 

おに 蟄居して ゐる 一代の 怪傑、 岩 倉 友 山 は、 將に 大いに 爲す ところが あらう として ゐる。 幕府 は 旣こ蜀 立の 力 を 

失うた。 今や 四方より、 賢 侯 は 上京して、 群雄 會議は かれんと して ゐる。 此 時に 當 つて、 悠 吠、： として その 巨 M. 

十 BI 代 家茂將 軍の^ 去と 長 幕休戰  四 一 九 
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を鬵の 草原に 橫へ、 10^11^^, 四方 gH きを 眺め S あった も s、 實に 我が 西 鄉南洲 で 

あった。 


【第三 篇】 孝 明 天皇の 盛德 大業 

第一章 天下の 輿論，、」 なり 来れる 諸侯 會 議論 


1 橋 度 喜 は 宗家 を相續 はした が、 將軍 家を繼 いで はゐ ない ので ある。 して 兑れ ば、 慶應 ニハネ 〔丙 寅〕 八 降 は 

む せいふ  じ やうたい 

幕府な く、 將軍 なき 時代で ある。 旣に 幕府な く、 將 軍な くんば、 事實は 明らかに 無政府の 狀態を 示して ゐる。 

此の 時に 當 つて、 R 本 それ 自身の 當 面せる 問題 は、 單 なる 内治 問題で もなければ、 叉た 單 なる 對外 問題で もな 

く、 實に 日本 阈國 是の大 確立であった。 人 は 之れ に觸 るる こと を 好まなくても、 勢 ひ は 之れ に觸れ しめなければ 

止まない のであった。 而 うして 此の 内 外 紛糾の 極に 達した 日本 を、 如何に 立て 換へ るか を考 へる 前に、 何人が 之 

れを議 する 役目 を 負 ふべき かの 事 實が横 はって ゐる。 旣に無 幕府、 無將 軍、 無政府の 彼 態に ある 上 は、 之れ に 代 

しょこう がふぎ  けんこう くわい ギ 1  き うん 

る もの は、 實カ あり、 識見 ある 諸侯の 合議に よるの 外 はない。 賢 侯會議 が、 朗せ すして 實 現さる る 機運に 到违し 

たの は、 これ また 自然の 勢 ひで あつたと 見なければ ならぬ。 

所謂る 佐幕派 も、 勤皇 派 も、 此の 賢 侯畲議 の 召集に おいて は、 立 泥に 一 致した。 一 橋、 春嶽を はじめ、 西鄕、 

天下の 與論と な リ來れ る 諸侯 會 議論  四 二 一. 
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大久保 は 固より、 Mki すると ころ ある 岩 倉の 如き も、 i 共，^" に 諸侯 會 議論 を 主張して ゐる。 しかしながら 諸 

侯會 議の觀 きに おいて は、 悉く 一致 を 見て ゐ るが、 その ISi 及び 根本 li において は、 兩派 大いに その 內容を 異に 

して をった。 それ はいふまで もな く、 佐幕派で は 『幕府 中心 主義 的 諸侯 會 議論』 であり、 勤皇 派で は 『皇室 中心 

主義 的 諸侯 會 議論』 であった ことで ある。 . 

越 前 藩 は、 夙に 中 根雪、 江 • 酒 井 十之亟 と、 小 松帶刀 • 大久保 利 通 等 を 通じて、 密々 薩 藩との 連繋が 保 たれて 居 

り、 或る 程度に おいて 意志 も疏 通されて ゐる。 西 鄕- 大久 保の 主張し、 カ說 し、 强調 する 諸侯 會 議論に は、 元々 

同意 を 表する ところで あつたが、 將軍 交代の 危機に 際し、 殊に 松 平春嶽 は、 大いに 慶 喜の 反省 を 促が すの 要を認 

め、 且つ 諸侯 會議の 急 を 痛感した ので * 左の 一書 を 裁して、 之れ を 鹿 喜に 贈って ゐる。 

松 K1. 春嶽 より 德川慶 喜に 與 ふる 書 〔慶應 二 年 八月 五日〕 

拉は 去月 〔七月〕 廿 六日 上京、 直に 參殿、 拜話之 序、 御意 有 レ之候 通り、 乍 レ恐德 家 は、 到底 滅亡 之 期と 被 1- 

^SB^ 御 血統 之 御 事故、 お. IMiT 御 繼統は 被 御 了簡 一に、 被， 決 候 得と も、 將 軍職 之 儀 は、 御覺 

不レ 被， 爲レ在 候 故、 御受不 被./ 成、 其 任に へ 候 者へ、 御 讓被レ 遊 御 心得 之 段、 御意 を拜聽 仕、 誠以難 レ^ 次 

第、 是 德川家 御中 舆之御 威德、 且大 好機 會と t1 佩之餘 り、 實に 舞踏 之 所 を 知らす、 唯今に 於 而も、 銘 

か ^ 仕 居候。 其 後 も、 毎々 蒙 W き ir%%% 申 上 候 事に 御座 候。 t 日 も 叉、 as 候ね、 暴 竟征長 之 御 i 


は、 丘ハ權 幕府え 御 や X 任 之 % を以、 悉 幕 謹に 依りて 之御處 5151 に 有レ之 候虚、 其 任 を 被 レ爲ヒ 候、 將軍家 御 

ごしょくし ラ 

下 世に て、 御 職掌 位と (御 下 世 御内 實之 儀當 時と 相 成候而 は、 誰知らぬ もの も 無レ之 候處、 表 向 計 御-:^ 中 之 

御 姿に て、 兵 革 を 長せられ 、而 は、 長 人の袭 てロ實 とする 所の 朝 命 台 旨に も無レ 之、 中 浮 雲 之 所爲た 

ん ぜんちょめ r-  のみ  ご はつ も 

る 襄， 現然 著明 故、 益 長 人 之 得策に 落 候而已 ならす、 諸 藩 も 猶更 不服 を增進 可レ仕 候。 叉 御發： ^や N 上た れは、 

尊ら の 御 私事、 無名の 軍に て、 大義に 於て、 不, 被レ爲 に濟御 儀と 奉 レ存候 事) 相 成候處 にて、 是迄之 如く、 征伐 

i し ええ  ご し しう  いよ/ \ 

を.' 恣 にせられ 候て は、 德川 の 御 私 讎を很 せられ 候 も 御 同様にて、 天下 之 諸侯、 彌 以 不服に 歸し、 益 御 

闲 難に 被， 爲：， 運 候 は、 必然 之 道理と 奉レ存 候。 何分 方今 討伐 を 被：， 議御儀 は、 更に 御 尤とは 不レ奉 レ^ 候。 乍レ恐 

當時之 御 大義と 中 は、 過日 御所より 被， 1 仰 出 1 之 御名 代に 而、 御 出陣 之 儀 は、 一 曰； 御 に而、 ^に 大樹 公 御 

下 世に 付、 德川之 御 家 は 橋 公 御 相 續に相 成 候 段 朝廷へ 御 奏上、 御 在 御 職掌 中、 御 委任 之 征長ー 件 は、 

如 レ此々 々之 御 次第と 申 事 を、 御 申 上に 相 成 朝 命 を以、 攻手之 方 は、 當分休 兵 被 レ命置 候 間、 賊兵も 妄動 仕 

ぶんめい 

間 敷 旨、 被 ，1 仰 出 一 被, 下 度 段、 被 二 仰 上 一 候 はば、 夫に て： 大 下に 將 軍職 無 事 分明に 相 成 候。 此時依 レ葡德 川 

家へ ^一 下に 相 成 候 敷、 叉 は 他 藩へ 宣下せられ 候歟、 夫 は 叙 慮 次第と 申 ものに て 候。 德川 家へ、 强而被 

厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶 A 厶厶 厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 -  »  -  '  ：  '  ！  J 

レ命候 はば、 諸侯 會議之 上、 御 決定 被 レ成度 候 間 朝 命 を以、 群 牧を被 レ會候 檨御願 (蒸 汽船に て 傳奏衆 閣 

老方乘 組、 召命 を傳候 程成祌 速なる べし) 會集 衆議 之 上、 公論 愈德川 家に 決 候 はば、 御受 有：. 之 (御 委任 之 

は、 當分御 辭返可 レ被レ 遊 事歟) 今後 之 御 國ぎ並 長 防 之 儀 も、 寛大 之御處 m はに 可-一 相 成 一 4^ 否 を 被レ議 候而、 是亦 

天下の與論となり來れる諸^^會議諭  ,  W 二三 
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公論 之處 決を以 朝 裁 御 伺 之 上、 鬼 も 角 も 御 施行 被， 遊、 如， 斯 御 奉戴に て、 公平無私 之 御 政 近た る 

を、 新將軍 新政の 御手 初に、 明々. {! ！々、 天下へ 御開 示有レ 之、 i« 之 を、 船， 候 御 儀、 常然 之御倏 

现に、 可レ 有， I 御座 1 と 奉レ存 候。 唯今、 此御 順序に 御 失策と 相 成 候て は、 往々 御 政治の igi、 必然 可， 有， 一 御 

こ そ  ゐ ね，ぶでく  ^ リ X ザ •  M 

座 一儀と 奉レ存 候。 何分 今度 社、 無二 御 遣 念 T 將 軍職 を； 大 下に 御. 擻 if し、 不：， 被， 遊 候半而 は、 W ひ i せに 歸す 

る 所以 之條理 無， 之 事と、 可 n 相 成 一 御 事と 奉：， 存候 事に 御座 候。 例 之 |4<ゐ 位 之 罪 を不, 顧、 -"111 奉， a 白 1 候。 

ふしてね が は  ご さいな ふごり やう さつ 

伏而 希く は、 御 採納御 亮察、 奉レ仰 候。 恐惶 謹言。 

此寄 によれば、 卷嶽の 提言せ る 諸侯 會 謹の 主意 は、 將 軍職に 關 する、 天 下 諸侯の 議を 1 り、 一：^ する 爲と 解せ 

けいき くわん 二く  .  ' 

ら るるが、 後に C 八月 十二 日 M 喜に 勸吿 せる、 春嶽の 改革 意見 一； 前揭四 〇 三頁參 照 によれば、 彼れ は艇： ぶズ？ ii 

に 渡る、 幕政 大 改革 を 斷行 せんとし、 或る 意味から いへば、 將軍 政治、 若く は 幕府 政治の 內容 に、 根. 4 的 改革 を 

加へ ようとして ゐ たこと が 解る。 

*  *  * 

而 して 春 嶽は、 倦ます、 撓 ます、 反復して 慶審の 反省 を 促し、 數 回に 亙って、 時局 牧 拾の 急な らんこと を 告げ 

てゐ る。 その 一 誓に 曰く、 

松 半 春嶽 のよ リ德 川慶 喜に 與 ふる 書 〔慶應 二 年 八月 十三 日〕 


1 翰 奉，， If 啓-候。 秋冷 增加 之處、 先 以倍御 安泰 被， 成-御座 T 奉 n 恭賀-候。 然は 一 昨日 は 御 m 人より 手， 卸 昨 

日 は 態々 御 使 を以、 御 用談 御座 候に 付、 不快 登 館 仕 候樣被 H 仰 下 一 何分 押ても 罷出乍 レ不レ 及、 御談之 端に 

相 加り 度 候 所、 過日 來之" 鬼 角に 不快 罷在、 失敬 奉 U 恐 入 1 候 得 共、 難- -罷出 一 奉 レ^ 候。 扨、 下ノ關 口、 意 

外 之義、 f 御 苦慮 可， 被 レ爲レ 在と、 千 Ji-rli つ 1 候。 先 曰來も 毎. C 申 上 奉り 候 通り、 今度 御繼統 可レ被 

柄、 ffff^.  il^. 雾に は、 誠に 以大 好機 ま泰 v^l、 未た hi 他界 御弘 

め不 n 相 成 一 以前、 誰知らぬ 者 も 無， 之、 將 軍職 闕候得 は、 隨而命令を受る所なしと巾心にも候^^、 九州 解體 

之 姿に 相 成 候て、 大勢 ー變仕 候。 是 諸侯に て楚 候に も無レ 之、 自然^ 现紘、 不レ 得レ止 儀に 御座 候。 斯様 相 成 候 

ト- ま、 大權- 小， 一勉 樣 にと 申 場合 は、 最早 過去り 候 事故、 此上は 速に 大喪 御 發表相 成、 將 軍職 は 袭而御 決心 

之 通、 固く 御 11 被， 成、 是迄 幕府 御 失體之 儀、 多々！^ レ之、 御名 代 御 奉 命 も不レ 被レ爲 レ遂、 時勢 變 革に 相 成 候 

次第、 委く 朝廷へ被^仰上？ 御|^^御申上之上、 何卒 命 を以、 廣く群 牧に御 諮 謀 被 レ爲レ 在 國 是御定 

^ きき^ 樣、 御 至誠 を以、 御 願 被， 成 候 得 は、 自然 く 霞 III? 之 道 も 相 立、 德川家 之 御 盛名 も 千載に 傅り 可 

.1 然る を此 上に も S き 之大窗 被 i、 き is ひい？ ^ぎがず きど ii^F 成 候而 は、 访 一 朝 

^^t^^f^^pf^^, 天下に 被， 對 候て は 大 C 御晚 力〕 不信義 大御不 德に相 成 候。 億兆 人心 之-小 レ免所 

にて、 却て 滅亡 を 御 招 被， 成 候義と 奉：， 存候。 吳々 も 前文 之 通、 御 反 正 相 成 候 得 は、 乍レ 恐、 P ま 以來、 三百 

年 之御德 政、 如何 そ 一朝に 可， 致 M 消滅 一哉。 必堂々 たる kii 之 御 家名 は、 相 傅 候 事と 奉 レ^ 候。 飽迄御 承知 

天下の 與論と なり 來れる 諸侯 會 議論  四 二"" 
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は 可. 被： feM^ 候 得 共、 厘々 之 鄙 衷不. 忍，, 默止 7 叉々 犯，, 虎 威； 奉 二 拜陳- 候。 之 多 罪 は、 伏而 奉， 仰， き 

容 1 候。 恐愤頓 首。 W 拜。  . . 

以上、 春嶽 の. 提唱せ る、 時局 對 策の 要領 は、 

一 此の 機會 において、 幕府 從來の 秕政を 一洗して、 名譽を 回復すべき こと。  . 

二 何よりも 先づ、 前 將軍家 茂 公の 喪 を、 天下に 公表 さるる こと。 

一一 一 直に 朝 命 を 以て 諸侯 を會 し、 ；大 下の 大國是 を 定めら るる こと。 

四 將 軍職な くし て ；大 下 の 軍務 を銃攬 する こ と は 朝廷 を 欺む くに 當る こ と。 

とい ふに 歸 して ゐる。 

是れに 由って 之れ を觀 るに、 春嶽 は、 頗 ぶる 徹底せ る、 制度 上の 大 改革 を斷行 せんとす る I 息 I： を 有して ねる。 

卽ち 一切 を 朝 命に よって 奉じ、 三百 諸 大名に 對 する 命令 樓を も、 之れ を將 軍より +し、 一 に により， お 5 れ 

出 を 仰がん とする ものの 如くで ある。 而 して 之れ を 決定す るに、 諸侯 會議 による、 ；大 下のお i において せよ とし 

て ゐる。 

r 一一】 慶喜は 幕府の 爲の 諸侯 會議 

* いちやう きう * ん  てうて い  う よ 

征長休1 に^3|ぃて、 慶甚が 朝廷に 奉った 八月 十六 日の 上書の 中に、 諸侯 會議の 文字 を、 明らかに 用 ゐてゐ るお、 


その 文中に 『此 場に 於で、 急速 諧藩呼 集、 銘々 見込 も 得と 承り 屆、 利害得失 論定の 上、 ；大下 公論の 歸ー者 を 以て、 

進？ I 可レ 仕^ レ存 *』 と あるの は、 gsf に 諸侯 を 集めて、 長州處 分を議 しょうと する 意味であって、 何も 日本の 國是 

を 決定す ると か、 決定せ ぬと かいふ やうな、 大問 题を議 する 爲め でも 何でもない のであった。 長 州處 分を議 する 

爲 めの 諸侯 會議 であるから、 何も 朝廷 を 煩 はす 必要 はなく、 幕府の 命 今-によって、 諸侯 を 召 化 木す るので 澤山 だと 

思って ゐた。 朝廷に おける 所謂る 公武 合體 派と せられて ゐた、 二 條關. 0: 齊 敬〕、 賀陽宮 等 は、 一橋の 意を諒 とし、 

it 府 側の 爲 めに、 大いに 謀る ところがあった。 

此の 場合に おける、 慶 喜の 諸侯 召集 は、 征 長の 難局 を、 如何に 拾牧 する か を 協議 するとい ふに^して、 實 をい 

ぶんたん 

へば、 CI 己一 個に て 處：. f ぬすべき 性質の もの を、 諸侯へ 分擔 せし むる 結 菜と も 見られる ので ある。 將軍 及び 幕閣の 

失敗 を 諸侯へ 轉嫁 する やうな もの だ。 肥 後の 長 岡 護美が、 慶 喜に 與 へて、 召集に 應じ 難き を陳 辯せ る 書の 如き も、 

うかが 

如上の 如き、 諸侯の 感想 を 窺 ふに 足る ものである。 彼れ は 朝廷 も 幕府 も、 共に 此の際 大いに 自省し、 朝野 一致、 

上下 一 心に なりて、 國 難に 當 るべ く、 天下の 公論に 聞くべき を 論じて ゐ るが、 結局、 肥 後 藩 は、 內外多 一?:- だから 

出られぬ とい ふ 結論で ある。 

長 岡 護美よ リ 德川慶 喜に 贈れる 書 〔慶應 二 年 八月 十八 日〕 

ご もくさん  ，  たと ひ  てんか ぐ， T. かい たいほう 

a§  ；大下 之 御 目算 相立不 V &、 此儘御 征討と 申 候て は、 假令 ー國之 御成功 相 立 候ても、 ；大： ト 瓦解、 大 崩 

天下の 與論と なり 來. 4 る 諸侯 會 議論  四 二 七 
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之 勢と 成 行 候 は、 必然 之審 にて、 方今 大洲、 國富 兵强之 勢より、 相 考候得 は、 孤，： £2 之 日本、 實に 危急； 亡 

之 秋と 被 二相 考 7 今日に 至 候て は、 京攝之 間、 大根 本 御 確定に 相 成、 天 下 之 公論 を 御 集、 皇州之 國是を 被：， 定、 

厶厶 厶厶厶  厶厶 厶厶厶 A 厶  厶<3<1厶<3 厶厶  <1 厶厶 

. 天 下と 共に、 天下 を 興す の 儀、 第 1 之 御念 務と 奉レ存 候。 〔中略〕 今日 之 形勢に 立 至 候 も、 乍 レ恐御 根本 御 確 

r じ せ 含  き ぎ 

定， 不レ 被：， 爲レ 在より 之 儀に て、 於 二 幕府？ 是迄之 御 事蹟 を、 得と 御自反 被, 爲 vj^、 ；大下 之 人心 危疑 を 抱き 候 

所以、 深く 御 勘考に 相 成、 是迄御 失體之 件々 は、 御 誠意 を以、 ；大 朝に 被レ 謝、 外夷攝 海に 渡来 之 御目^ 等、 

天 下 之 公論 を以、 今日 之當否 を被レ 幕府 之 御 腰、 屹度 御 居不レ 被：， 在 候て は、 に， sli^ は 開 鎖 共に、 天下 大亂 

とくと JJSf やう さつ  とも 

之 基と 相 成 可レ申 奉,^ 候 si、 於 二： 大朝 1 も、 宇内 之 形勢、 得 斗 御 諒察に 相 成り、 朝. 慕 供に 御 一 體之 命令、 改 

しゃ ラ 

て； 大 下に 御 布告に 相 成 候 檨有レ 之 度、 幕府に て は、 犬阪御 永住に て京攝 御警衞 被， 爲， 在、 兵 庫 渡來之 外夷猖 

けつ ほしい にせざる や. つ  ご かんかう 

獗を不 レ 恣様、 屹度 御處置 被：， 爲レ 在、 宇内 之 形勢、 天下 之 公論 は、 深 御 勘考 相 成 度 奉， 存候。 右 等 之 大事 件 等、 

是迄朝 • 幕 御 誠 實之御 命令、 無レ 之、 一 體小レ 仕 候より、； 大下之 人心 危疑 を 抱 申 候 は、 必然 之 事と 奉：， 存候。 

厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

右 様 幕府 御自 反に 相 成 候 上 は、 於 U 朝廷 1 も、 先ハ 本来、 御 紀綱相 立 不：， 申 次第、 屹度 御自反 被.， 爲：， 在、 幕府 御 

厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 AAA 厶厶厶 厶厶厶 厶<1 とくと 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3A 厶 

委任 之 道、 愈. -相 立、 宇内 之 形勢 を 初、 天下 之 人心、 今日に 立 至 候 次第、 得 斗 御 諒察 之 上、 長 防 之愤實 等、 

厶 厶厶厶 A 厶  <1<1 厶厶  <1厶< "厶厶 厶 厶厶 △△<!  A  A 

天意より 被レ爲 レ發候 御沙汰 之 筋 も 可 レ有二 御座 1 歟と 奉：， 存候。 何れに も、 今 曰 之 御 急務、 御 根本 御 確お 有レ 之、 

御處： 筋より 外 有 V 之 間 敷と 奉 ニ存込 1 候。 〔下略〕 云々。 

長！： も春嶽 同樣、 諸侯 會 議論で は あるが、 その 結論が 『幕府 委任』 に歸 してね るの は、 薩 藩が、 斷乎 として！ K 


さ す-つ 

朝 中心に 政權 を歸趨 せしめよ うとして ゐ るのと は、 非常な 相 遠が ある。 幕府 も 反省し、 朝廷 も 反お し、 擧國 一致、 

, ぎ ぎ 

國 難に 常れ と說 いて ゐる ところ は、 堂々 たる 立論で、 ー點の 疑義 も ある^はな いが、 朝廷と 幕府と を I:!: 一  の 立場 

さうた いてさ  ちう ゆ  .  $ 

に、 相對 的に 對立 せしめて ゐる ところ は、 他の 勤皇 論に 1 驚を輸 すると ころで あり、 從 つて、 論に おいて、 舊 

套を. g せざる 所以で あらう。 併し乍ら、 鬼 も 角 も 諸侯 舍議、 天下 公論に よって 國 政の 運行 を爲 さんと して ゐ るの 

は、 旣に勢 ひの 免 かれざる を 見る ので ある。 

しゃう しゅ  さつ はん  しょこうく わい きろん しゃ  やま 

之れ に對 する 勤皇 派の 倡 首 は、 何とい つても 薩藩 である。 西鄕は 勿論、 大久保 も 熱心なる 諸侯 會議 論者で、 山 

しなの みや  だい 

階宮、 近衞 卿に よって 朝廷 を 動かさう として をった。 彼等の 主張す ると ころ は、 此の 機に 乘 じて、 皇政 復古の 大 

革新 を斷 行す る考 へであって、 どこまでも 朝 命に よって 諸侯 を會 し、 德川慶 喜 も 1 諸侯と しての 地位 を もって 列 

やき  ゆうめ/)  ふくしょく  キ- らく 

席せ しめ、 會議 の內容 において は、 長 州 を { 有 1:^ し、 毛 利 敬 親父 子 を 復職せ しめ、 五 卿 を も歸洛 せし むる の 結 を 

もた 

1^ ら さう とする にあった。 

さう ゐ  じつげん じゅんじょ  かく 

かかる 勤皇、 佐幕 兩 派の 意見の 相 遠 は、 諸侯 會議の 實行を 中心として、 之れ が實 現の 順序に おいて、 然、 確 

執 を 生ぜざる を 得なかった。 

【三】 岩 倉 友 山の 大經綸 

おち  さんし ふ  こくぜ  -  »  I  I 

天下 無將 軍の 狀 態に 陷 いり、 群雄 は 四方より 參 集して、 國是の 大方 針 を 決しよう として ゐ るの は 明らかに 國 

天下の 輿論と なり 來れる 諸侯 會議論  1： 二. 
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家大變 革の 開幕で あるに 相違ない。 勤皇、 佐幕の その 孰れが 勝 を 制する か は 知らぬ が、 こ こぞ； 大 下の 危機な りと 

は 知られた。 

くわん はラ ひそ  おも 

此 時に 當 つて 靜 かに 天 下の 大勢 を觀 望し、 私 かに 皇政 復古の 好機 到れり とし、 徐 むろに 座 を 立って、 全國 合同 

よ すてび と 

の 大策を 試み 來っ たもの は、. 實に岩 倉 村の 世捨 人、 入道 友 山、 岩 倉具視 その 人であった。 彼れ は 和，： お 降嫁に 座し 

ち よくけん  おうせい  もよ 

て、 勑譴を 蒙む り、 文 久ニ年 〔壬 戌〕 より 正に 五ケ 年の 春秋 を、 洛外の 1 寒 居に 幽棲し、 微風、 花 を 催 ほす を！ 3- て 

ザ： くらくせ う ：-  ひるが  じんぐ わい 

春の 來る を. 知り、 木 落蕭々 として、 寒風 病 葉を飜 へす を 見て、 秋の 去る を 知る、 塵 外の 客と して 送った が、 彼れ 

あ  1 うぎ よ  ， 

豈に 尋常一様の 風流 兒、 世捨 人な らん や。 彼れ が 前後 五ケ 年の 幽居 は 彼れ において は、 實に 多事多難の 五ケ 年で 

しじ 3- う  おさ 

あった。 一片 憂國の 至情 は、 抑 へんと して 抑うる を 得す、 慶應 元年 〔乙 丑〕 に は 『叢裡 鳴蟲』 の 正 鑌ニ篇 を 著 はし 

薩長 勤皇の 雄 藩 を 支配し、 朝廷 自 から 皇政を 古へ に復 へす の 大策を 論じた。 同年 〔乙 丑〕 九月に 至って は、 更らに 

け ふしん ち  くわい てん ゐ け ふ じ やう じ 

『全國 合同 策』 なる もの を 草し、 上 は 朝廷より、 下 は 萬 民に 到る まで、 協心 一致して、 以 つて 回天の 偉業 を 成就 

すべき 所以 を 論じた。 その 論す ると ころ 實に 正々 堂々、 大 處高處 よりして、 天 下の 大勢 を達歡 し、 確乎 不動の 大 

策を以 つて、 時務 を 論す ると ころ は、 實に當 代 第 1 の大 文章で あると いはなければ ならぬ。 

さラ まう し し 

『全國 合同 策』 は (1) 薩 藩に 對 する 始末 (二) 長 藩に 對 する 始末 (三) 諸藩脫 藩の 士 及び 草莽 志士に 對 する 始 

末 (四) 世上 風 說に對 する 始末 (五) 外 國に對 する 始末 を 論じた る ものであるが、 中に 就いて 薩長 處 分に 對 する 立 

論 を 引かん に、 曰く、 


『全國 合同 策』 抄 〔虔應 元年 九月〕 

薩藩之 始末 

嘉. 水 癸 a の 歳、 墨 使來航 以來、 幕吏 處置を 誤り、 朝廷 を輕 蔑す る こと 一 にして 足らす 候。 此 際に 常り 薩摩贈 

中納言 は、 水戶贈 大納ー ki 等と 心 を 協せ、 志 を 同く し、 尊ら 尊王攘夷の 議を唱 へしに、 事 半途に して 卒去に 及 

ひたる を 以て、 修理 大夫 並に 其實 父三郞 は、 贈 中： 百の 遣 志 を繼述 し、 文久辛 酉の 冬、 國 家の 大事 を密 奏し、 

かう がいげ キ』 れつ 

翌壬 戌の 歳に 至て、 三 郞繁然 義を擧 け、 山陽 南海 西 海の、 慷慨 激烈 之 徒を大 坂に 留め、 其 身^に 上京、 勤王 

ちうじ やうそう ちつに および  えいかんな なめなら 卞  もと 

報國之 衷情 及 ニ奏陳 1 候處、 御採用被：，爲レ在^^感不,斜と被ニ仰下1候。 然るに 慷慨 激烈 之 徒 か 建議 は、 固より 

き げき  すいぶ ちんせい  じ， 5 ん.？ つ 

忠誠 憂國之 至情に 出 候と 雖、 其 議論 頗る 詭激に 過く る を 以て、 緩 撫鎮靜 被 二 仰 出？ 三郞速に之を；迫^？致候。 

うが ふ  含 げき 

而 して 烏 合 之 徒 か 詭激の 議論 は、 御 採用 不, 被 レ爲レ 在 事に 御內約 有レ之 候。 其 後 左 衞門督 勅使と して 來下、 三 

郎に 輔佐 被 二 仰 付 7 幕府 三 事 策の 其 一 を 奉行す るに 至り 申 候 は、 一 ニ郞 周旋 盡カ之 功に して、 當 時に 在て は實 

をぎ ゐ せん わう しょはん  * 

に， 1 大難 事と 謂 ふ 可き 者に 有レ之 候。 元来 幕府 は、 積 威 專横庶 般總て IS 慮の 如くに 行 はれ 不レ 申、 和宫 降嫁 之 

じゅん ほう おびただしく  ほつ こ  よくせい 

時に 於 而も、 朝 命 之 條條、 之 を 遵奉 不レ致 者夥敷 有レ之 候。 幕府 之 跌扈、 多年 朝廷 之 を 抑制す る こと 能 はす、 

-.. いいたん せっし  そっせん  しゅしゃう  ぜんじ  てきがい  こ ぶ 

慨歎 切齒之 至に 候。 然るに 三郞、 天下に 率先して 勤王 を 首唱し、 漸次 諸 藩 奮 興 敵 愾之心 を 鼓舞 致 候。 加レ之 

幕府に 於て、 萬 一朝 命 を 遵奉 不レ 致、 不幸に も 事 變差起 候 はは、 修理 大夫提 封 三 州 之 兵を擧 けて、 勤王 可レ致 

天下の 與論と なり 來れる 諸侯 會 議論  四 三 一 . 
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の 決心 を 示し、 誠に 可 n 感賞 一事に 候。 三 郞歸京 之 途中、 生麥 if に 於て、 英 夷の 無 禮を資 め、 ii 、を 加へ 院 

は、 勅使 輔佐の 東 任 を 負 ふ を 以て、 警衛の 貴に 任す る處 置に 有, 之、 叉鹿兒 島に 於て、 英夷を 11 する か 如 

きも、 皇威を 輝し 幕吏の 惰氣を 警醒す るの 功勞、 著き 者に 候。 而 るに 勑 使左衞 門督、 及輔 左の 三郞、 未た 歸 

京 復命 不レ 致の 間に、 朝議 何に 由て か 一 變し、 前日 御內約 有， 之 候 慷慨 激烈 之 徒 か 議論、 審ら御 探 用 相 成、 其 

末 遂に 大和 行幸の 布告 あるに 至り、 加 レ之三 事 策の 朝議に 參預 せし 者 は、 悉 し; I くきん を 蒙り、 左衞門 #1,^1 

蟄居 被 二 仰 付 7 特に 勤王 倡 首 之 三郞亦 被， 爲， 捨候 如き 形狀 有， 之 候。 乍：， 恐  11 如， 此 終始 御 一 F 、不， 被， 爲レ在 

候而 者、 如何なる 廟論を 惹起し、 ひ 皇威之 不振 を 招き 候 様 可, 1 立 至 1 敷と、 iti*iliinikd 險。 

長 藩 之 始末 

ほくし  しう *,  J 一  くわん 

嘉永癸 ft の 歳 墨 使來航 以來、 醜 夷の 大患 日に 迫り、 國體を 損し 皇威を 汚し 候に 付、 大善大 夫 IH^ に 不レ忍 

候而、 決然 尊王 之議を 幕府に 獻し、 叉 家 來を以 正 親 町 三條に 由り、 勤王のお i_2,4fei し、 誠忠 之 段 御 滿足之 

旨 被 二 仰 下 7 父子の 內 早早 上京 候樣、 御沙汰 有レ之 候。 繼て長 門 守 上京、 國事 周旋 被，！ 仰 付 7 是 より 攘夷 之歆 

盧御 確定 を 伺 ひ 奉り、 擧國 蜜發、 叙 慮 御 1 貫の 事に 決心 盡カ 仕、 大膳大 夫 は 二百 年来 il の、 將軍 上洛の 典 

を擧行 せんこと を、 幕府に 周旋 致 健。 其 後 父子、 力 を 協せ て國 事に 執 i 手し、 自國の 海防 を 11^ す。 癸 亥の 歳、 

大樹 上洛、 攘夷 之 期限 を； 大 下に 布告す るに 及ん て、 其 期 を 失 はすして、 墨 夷 を 馬關に 砲擊致 候。 是 時に E 親 

- I  .  さ けズ  あ. ュ 

町 少將を 監察 使と して 長 藩に 差遣し、 其 軍勞を 慰せられ、 叉 f: く 列藩^ 令して 曰く、 今度 於 二 長 州 I 禳 夷の： @ 


盧 遵奉 致 候に 付て は、 皇國ー 體之儀 故、 互に 應援 致す 可し 云云と。 兼て 尊王 主張の 藩に 於て は， 此 御沙汰 を 

t やか 

奉 承 仕 候而、 告益 感激 致 候。 其 後 朝議 攘夷 之 成功、 1 日 も 速な らんこと を 希望し、 遂に 大和 行幸、 親 征之軍 

議 あるへ き 旨、 被 二 仰 出 1 候。 而 して 八月 十八 日に 至り、 俄然 長 藩^ 町 門の i3l を 1^ せられ、 且九 I： 內に數 千 

あだか  れんか のさう じ やう 

の 甲兵、 銃砲 を 列ね、 恰も 逆賊の 目前に 在て、 之 を 伐たん と 欲する か 如きの 形 情有レ 之、 輦下 之騷^ 言語 

に 絡し 申 候。 實に長 藩 を視る こと、 朝敵の 如し。 而 して 其 藩 地に は、 猶ほ 攘夷の 儀 を、 依然と 盡 力せ しむる 

の 勑使滯 在せ り。 乍 レ恐兩 端に 涉り候 御 措置と 奉レ存 候。 然れ とも 長 藩に 於て は、 絡て 觖 望の 心なく、 京師 在 

勤の 兵士 は、 謹 愼に藩 地へ 引揚 けたり。 此 一事に 於ても、 長 藩 忠誠の 心 は 御 憐察可 レ被レ 爲レ在 儀に 候。 而る 

ちょくかん かう 

に 大勝 大夫 父子の 上京 を禁 せられ、 特に 攘夷の 朝議に 參預 せし 者 は、 悉く 勅勘 を 蒙む るに 至り 候。 此 間の 事 

は、 乍， 恐 叙 慮 終始 御 ー貰不 V 被 U 爲, 在 候より、 差 起り 候歟と 奉レ存 候。 之 か爲に 如何 之 廟議も 差 起り、 其 結 

果 終に 昨秋 七月 十九 日の 暴動 あるに 及 ひ 候。 然れ とも 大膳大 夫 父子に 於て は、 謹愼 恭順の 1 途に 有レ之 候。 

か れいしん ぼく ぶんまん. i うがい 

唯唯 家 隸臣僕 等、 t 戀憂慨 の餘、 終に 此 暴動 をな すに 至 候 儀と 存候。 誠に 不レ堪 11 慨歎 大息 之 至 1 候。 

,  さく ろん 

而 して 岩 倉が、 兩 藩に 對 する 始末の 策 論に 曰く、 

第一、 薩藩 勤王攘夷の 忠志、 當初叙 慮、 其 奏狀御 採用の 處、 fll に 於て、 過激の 議論の 爲に、 終に 被レ 爲レ捨 

お IH しめし J ーヌゐ  C ゐ かん 

候狀 態に 立 至 候 は、 全く 思 召 違の 事件 も有レ 之、 御遣憾 不レ少 候。 依而、 1 旦 不平 を 抱く の 俵 も、 有 レ之候 半 

き わう こ うえん  しっかい ゐき やく  ご い ら 1  ：? 

と雖、 旣往 の公怨 は、 悉 ii!: 遣 却し、 向後、 諸事 一新、 御 # 賴可レ 被：， 邀候 深厚 之 歙盧、 奉- 1 汲取 一可 レ申 候。 
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且上 朝廷よ.^ 下 萬 民に 至り、 皇國 合同、 醜 夷の 禍患を 掃 |§ し、 國威御 更張被 レ爲レ 遊 度 儀に 付、 御沙汰 之 次第 

も、 可 レ被レ 爲レ在 候 間、 速に 上京 致す 可く 旨、 被 二 仰 下 1 候。 箇樣の 御沙汰 振に て は、 如何 可 レ有レ 之 哉と 奉レ存 

候。 

第二、 長 藩 勤王攘夷】 途の忠 志、 歙感、 追々 被- 1 仰 下 1 候 次第 も 有レ之 候處、 御先 見 被 レ爲， 違 候 儀 も 被, 爲, 在、 

今日に 立 至 候 段、 御遣憾 不レ少 候。 依而、 1 旦、 不平 を 抱く の 儀 も、 有， 之 候 半と 雖、 旣往 之が お- g は悉 &ま| 

し、 向後 諸事 一新、 御 倚 頼 可 レ被レ 遊 候 間、 深厚 之歙 慮を奏 戴可レ 致、 且、 上 朝廷より、 下 萬 民に 至り、 皇國 

しラぃ くわく わん さう おう  こく ゐ ごかう ちゃう 

合同 醜 夷の 禍患を 掃蕩し、 國烕 御更張 被：， 爲, 遊 度 儀に 付、 御沙汰 之 次第 も、 可， 被, 爲， 在 候 間、 今般 勒勘 

被レ免 候條、 速に 上京 致す 可き 旨、 被 11 仰 下 1 候。 箇檨之 御沙汰 振に て は、 如何 可 レ有レ 之 哉と 奉レ存 候。 

薩長 兩雄藩 を 引いて、 皇室の 兩 翼と 爲し、 皇政復古の大業を打成せんとする^^！！綸は、 當時告 倉 を！^ いて、 他 

に 其 人 を 求む る を 得ぬ。 

【il】 『續 全國 合同 策』 に 現 はれた る 萬 機 I 新 

人 は 或 ひ は、 岩 倉を以 つて、 奸 賊と稱 し、 ^辦 と！ るが、 彼れ I- に 人の &&&& を辦 むきて、 以 つて 天下 を 

盜 むの 徒な らん や。 彼れ が 才智 は鑤 走し つた 村 正の 如く、 餘 りに it に 過ぎた 爲 めに、 往々 にして を g する 

の 行 ひも あつたが、 政治家と して は、 實に拔 群の 技 ？里 を 有して 居った。 幕末 維新に かけて、 朝廷 をめ ぐる 


-  が ぎよ  」 

客の 中に ありて、 よく 野 獸の勢 ひ を 示す 薩長 を駕 御して、 倒幕 維新の 大業 を 成し 得る もの は、 何とい つても 友 山 

を 推さねば ならなかった。 

あら は 

慶應ニ 年 〔丙 寅〕 五月に 至り、 岩 倉 は 更らに 『繽 全國 合同 策』 を 著した が、 彼れ は 論じて 曰く、 . 

5V ぐ ぜん こぐ がう どう さく 

續全國 合同 策 〔慶應 二 年 五月〕 

ひ ぎ  ぐわん どん ふがく じき  さと  さき ちょくかん かう 

臣友山 誠 恐 誠 惶頓首 肅拜， 謹て 鄙議を 上つ る。 友 山 頑 鈍 不學、 事 機 を 縢らす。 向に 赖勘を 蒙む り、 門 を閉ち 

そフ ちつ 

て幽蟄 し、 日月の 明 を 仰 かさる こと、 已に五 年に 及び 候。 友 山枯朽 之餘、 當 世に 用な き 者と 雖、 今 HI の 如く 

*- つ はく をり から  ぴ ちう  かう ちゃう  おも ふ  . ほんく わい  おも 3 

外患 内憂、 切迫の 折 柄 々の 微衷、 仰て は皇權 を更張 せんこと を 念 ひ、 俯して は 國威を 挽回 せんこと を 念- 1 

お  Q  ろラ しつ 

日夜 憂憤、 自ら 措く 能 はす 候へ 共、 進て 二目 を 左右に 陳 ふること を 得す、 K- 一く 陋窒の 中に 悲泣 仕、 或は. 恶夜 

しょてんけ いなう  ろうぎ  ぐ けん 

雪 窓に 坐し、 或は 暑天餐 囊に對 し、 嶁 蟻の 愚見 を 書 綴り 候 事、 已に數 回に 及 候 得 共、 出 位の 言、 無用の 論と 

かラほ ん 

相 心得、 終に 稾本は 丙 丁 童子に 附し申 候。 然る 處、 近日 外患 益す 迫り、 內憂 益す 深く、 友 山慨愷 悲痛、 誠に 

かんもく ざ し  .& うくわん  げんゆ  てんまつ ろ. ん じゅつ-  ：   , . > 

i 默 坐視に 忍 兼罷在 候。 因て 憂患の 立 至 候 原由 を 研究し、 其の 顚末を 論述 仕り 併せて 之を處 分す るの m を 

そラ ち し  ひそ  ご tt>  さつ  カズた t 

奏陳 可レ仕 候。 伏て 願く は 陛下 心 を 潜め、 祌を 留め、 御 省察 被 二 成 下 1 候 得 者、 宗廟 • 社稷の 爲め、 感戴 奉レ存 

じ A. う *1 い  ぐ わいくわん したがつ  *  > 

0O. 抑 外患 内憂の 相 由り て 出つ る は 古今 之 常 勢に して。 或は、 内憂 あるに 乘 して、 外 患隨て 入り、 或は 外 

を攘 ふか 爲に、 內憂隨 て 生し 候。 然れ とも 孰れに 在ても、 內憂は 本な り、 外患 は 末な り。 是非 内憂 を 除き 小 

天下の 輿論と な 來れる 諸侯 會 議論  四 三 五 
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ひそか あん  かんど ベ,. -f? つ 

レ申候 半て は、 決て 外患 を 攘ひ候 儀 は 相 成 不レ申 候。 友 山窃に 案す るに、 漢土：^ 宋の 末、 君子 小人 互に 相爭 ひ、 

ほうた う  ■  SM フ ざん てんりく つ  き 0 りよ  とし 

遂に 朋黨 の獄を 興し、 1 時の 賢哲 流 資殄戮 に 就き、 國 家の 元氣、 隨て消 亡 致 候より、 金虜 之に 乘 して、 あ i 

；  .  さばく  きんそう  そうしつ はんと  こ-つな しし c> う £* 

を 謀り 大擧侵 人、 ニ宗諸 王、 沙漠 之 地に 擒 送せられ、 宋 室の 版圖、 大半 金虜の 有と なり、 終に江1^《|大^- 

し. S  くくつ  へん あん 

地に 縮 屈せられ、 僅に 偏 安の 業 を 保つ こと を 得る 而已に 候。 此れ 所謂、 內 憂に 乘 して 外患 隨て 入り 候 者な り。 

なんそう  かんきち ゆうがく ひ  きくき 'うかつり よく  くわいみ，、 

南宋の 初に 當 りて は、 韓世忠 岳 飛 等の 如き、 君子の 徒、 痛く 外患 を 憂へ、 鞠躬竭 力、 日夜 勤勞、 恢復 を隱 

しんく わい わう けん はく  なほ  なんそう すく  .《 らっ 

り 候べ 共、 小人 秦檜 • 汪彥伯 等の 爲に斃 され、 終に 南宋の 亡 を 救 ふこと 能 はす 候。 此れ 所謂 外患 を攘 て、 内 

憂隨て 生し 候 者な り。 明 末に 至ても、 君子 小人 内に 相爭 ひ、 君子 KK. 斃れ、 小人 志 を 得て、 遂に 君 を 誤り、 

へい *- いまん ち  だつ たんそ 0 きょ  ちょうく なんしん  ゐ くわん  べん ぼつ 

國を寶 り、 兵 政 慢弛致 候より 韃靼其 虛を窺 ひ、 長驅南 侵、 四百 餘州 衣冠の 風、 盡く 辦髮の 俗と 成果 候。 此れ 

所謂 内憂に 乘 して、 外患 隨て 入り 候 者な り。 宋* 明當 時の 諸 帝 をして、 君子 • 小人 を 兩 用して、 各 其 所 を 得 

せしめ は、 憂 決して 生し 不 レ申候。 內憂 生せ さると き は、 外患 決して 入らす。 縱令、 外患 入り 候 共、 內憂 

しばら 

を 除き 候へ は、 恐る るに 足らす と 奉レ存 候。 本朝 中古 以前の 事 は、 姑く 置て 論せ す 候。 三百 年 以來、 太平 打 

繽 き、 文物 IS んに與 りたる も、 武備 整 はす。 隨て士 氣額廢 致候處 より、 外 夷、 時々 環海 出没し、 &を伺 ひ、 

ほ さ  こつね 厶  ま し 

機に 投 せんと 欲し 候 折 柄、 老中 水 野 越 前 守 等、 征夷 府 輔佐の 任 を 失 ひ、 忽然と 夷 船 打拂の 令を廢 止して、 外 

ひら  w- やう さくぜん ちう 

夷 和親の 端 を 啓き、 水戶贈 大納言の 如き は、 之 を 憂慮し、 良策 善籌を 建て 候 得 共、 1 も 之 を 施行す るの 期 を 

得す 候。 癸丑 甲 寅 以降、 阿部 伊勢 守 • 堀 ^備中 守 等 幕府の 執權 にして、 外 夷の 應接其 當を失 ひ、 吾 か 國の武 


せ ぃゐさ  ゐ かん 

備整 はさる か爲 に、 彼 か 勢威 を 熾かん ならしめ 候 は、 遣 憾に存 候。 其 後 戊 午に 至て、 井伊 掃 部 頭 等、 朝廷 を 

べっし  そ かく  含 よかつ しんがい  さう 

蔑視して、 勒 命を沮 格し、 外 夷の 虚喝に 震駭して、 條 約に 調印し、 上 は 親王 • 公卿. 諸侯より、 下 は 列藩 草 

*^ う  f\】fv  み  かうて き  はい *J 

莽の士 に 至り、 苟も 熱血 を國 事に 灑く者 は、 之を視 て、 幕府に 抗. 敵す る 者と 爲し、 或は 之 を廢錮 し、 或は 之 

る たく  さつりく  せ うる ゐ  な 

を流謫 し、 或 ひ は 之 を 殺戮して、 幾ん と 唯 類な からし めんと し、 實に 暴政 至ら さる 莫く 候。 降て 壬 戌に 至り、 

きんげ き ひら  かくしつ 

薩長 二 藩の 意見、 相 合せす して、 釁隙を 啓き、 癸 亥に 及ん て 會長又 確執 を 生し、 甲子に 及ん て、 遂に 私鬪を 

輦 下に 挑む に 至り 候。 此 間に 於て、 大和 *但 馬 • 常 野の 事件 相繼て 起る。 是皆 外患より 內 憂の 隨て 生し 候 者 

なり。 今や 內憂を 除かされ は、 外患 を攘ふ 可き の 時期 は、 決して 來り 不レ申 候。 內憂を 除かん と 欲する に は、 

ろうべ う  ひやう たん あ ひい 

廊廟之 上、 君子. 小人、 擧 用の 道 如何に 有る 而已に 候。 抑 君子 • 小人 は、 元と 氷炭 相容れ さる か 如き ものに 

はいたい  つうろん 

候而、 古来 君子 は擧 用す 可く、 小人 は棑 返す 可し と 云 ふ を 以て、 賢哲の 通論と 相 成 居候へ 共、 天下に 小人 は 

すくな  はいたい  し-つ-くわ 

常に 多くして、 君子 は 常に 寡き か 故に、 盡く 小人 を排 返せん と 欲せ は、 固より 衆寡 敵す る 所に 無レ 之、 尊ら 

ざつぜん  ， 

此に 注意 を 要し 申 候。 叉 君子. 小人、 雜然並 ひ 進ん て、 以て 治 を 致す 可き 者 は 未た 之れ 有らす と、 古人の 論 

も 亦 有レ之 候へ 共、 今日の 形勢に 於て は、 君子. 小人、 兩用致 不レ申 候半而 は、 天下 治り 不レ申 候。 唯、 君子" 

だいち やくがん  あ ひかな ひかた く  ， ， 

小人 を 兩用致 候に は、 〔各 其 所 を 得せし むる を 以て. K 着眼と 致し 不レ 中て は、 難 二相 叶 1 候。 然れ とも、 fjf^ 子 は 

が ギ 一よ  ，^ 

返き 易く、 小人 は 返き 難き 者に 候へ は、 一 朝 之を駕 敷す るに 其方 を 失へ は、 君子 盡く 去て、 小人 獨り W り 可 

し-つた ラ 

レ申候 間、 之 を駕馭 する に、 用意 尤 周到な らん 事 を 要し 候。 元來、 君子と 稱候者 は、 正 心 誠意に して、 且義 

天下の 與論と な リ來れ る 諸侯 會 議論  四 三 七 
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を 知る 者に 候へば、 "I 令 不平 ある も、 怨恨と 申す 事 は 無, 之 候へ 共、 小人と 稱し候 者 は、 心中に 耻を 知らす 

ん- く. tji し  . ^た  . 

して、 且ネ 智を逞 ふす る 者に 候へ は、 1 朝 不平の 心 を 生 するとき は、 深く 怨恨 を 懷き巾 候て， 必す黨 を 引き、 

類 を 集めて、 詐 i を 施し 候 者に 有レ之 候。 是 故に、 小人 を擧 用せ は、 其 地位 を與 へて、 其 才能 を盡 さし 

かんえ う 

め、 而 して 共 心に、 ー點の 不平 を 起さ さらしむ る を 以て、 尤 肝要と 致 候。 叉 君子 を擧 用せ は、 治國を 以て、 

れんぼ らんし よう じょ  二  くし う 

己れ か 任と 爲 すの 心 を 弛まし めすして、 縱令、 小人と 並 ひ 立つ も、 廉頗 • 蘭 相 如の 私怨 を 捨てて、 國讎を 報 

かんえ う 

する 事に、 努力せ しか 如きの 念 あらしむ る を 以て、 尤 肝要と 致 候。 果して 此の 如くに、 兩 用 致 候へ は、 決し 

..AJ  t う., - 一ん あ ひ »  ふん さう 

て 氷炭 相 I あれさる の 憂 は 無レ之 候。 夫れ、 君子 • 小人、 國 内に 紛举 するとき は、 多 力の 者 は、 其 黨を樹 て、 

C わ J よく  ぐ わい ナん か  つうくわん 

寡 力の 者 は、 外観 を假り 可レ申 は、 古今の 通 患に 候。 外 權を假 ると 申 候 而も、 外 夷の 力 を假る 事に、 相 成：^、 

へ は、 恐る 可く 憂 ふ 可き の き 者に 有レ之 候。 廣の 太宗、 李 世 民の 如き、 不世出の 英雄に 候へ 共、 一虚 突 厥 

の 兵 を 借り、 創業の 力 を 助け、 幽 燕の 地 を 以て、 其德を 報せ しょり、 唐 三百 餘 年の 問、 北方の 關！； を 失 ひ、 

終に 取 返す 事 も 相 成 不レ申 候。 後晋の 石敬塘 は、 契 丹の 兵 を 借て、 後 唐 を 伐ち 亡し、 其 恩 を 謝せん か爲 め、 

うち  くるし 

雁門大 原の 如き、 要地 を 北 狄に與 へ 候より、 宋 丄兀* 明を經 て、 常に 北 狄に资 めら れ 候て、 遂に 漢土 を舉け 

て、 滿*淸 の 有と 成さし め 候。 是れ他 邦の 談 として、 輕々 に 看過す 可き 事に 非す 健。 若し 八/ n、 吾 か 皇國に 

於て、 此に 類す る 事 ありと せん 歟、 譬へ は、 西 國は墨 夷 を 引き、 中 國* 四 國は英 夷 を 引き、 北 國は魯 夷 を 引 

か  さう； J  く  £  くわん 

き、 東 國は佛 夷 を 引く と 申す か 如く、 此等諸 夷の 權カ を假 りて 相互に 勢を爭 ふて、 攻伐致 候へ は、 其 禍患を 


異 日に 賠す 事、 豈に惟 石 敬塘の 比な らん や。 朝に は 一港 一市 を 開く こと を 求め、 夕に は义 1 港 1 市 を 開く こ 

と を 求め、 之に 加 ふるに、 彼れ の 藩の 内治に 關 係し、 叉 此れの 藩の 内治に も關 係す る 等の 事、 陸 緩と 桕 起り、 

-ー かっせい せん そうくつ  はか 

終に は 堂々 たる 祌 州の 地を擧 けて、 胡 51 腥膻の 窟と 成り 果候哉 も、 測られす。 誠に 恐る 可く、 悲む 可き の 

至に 候。 且、 古來、 戎 夷の 敵 を 謀る に は、 多く は 敵 を 以て、 敵 を 伐つ の 計に 出つ るに. ra り、 今の 外 夷 も、 亦 

かき » め  ほど ij  しんしょ  こ げん  ほん 

必す 兄弟 牆に鬩 くの 計 を 施し 可レ申 は、 必然に 有レ之 候。 況ゃ 國內の 臣庶、 已に胡 服 を 衣て、 胡 言 を W ゐ、 » 

き あいぐ わん はんけ う しんかう  ふゆ 

器 を 愛玩して、 蠻敎に 信 向す る 者、 日に 增し、 用 に 殖るを 以て、 其 心 志 も、 大半 は戎 夷に 化し 居候 故、 外 夷 

ちじよ <  まラ ぎよ 

の 權カを 假り候 事 は、 左程 恥辱と も 存し不 レ申候 間、 預め之 を 防禦す るの 策 を盧ら さる 可から す 候。 抑、 方今 

之 形勢 は、 外患より、 內憂隨 て 生し、 内 愛 隨て 生し 候より、 外患 又 益す 深く 成らん とする の 際なる を 以て、 

じんぜん  ぐわん かつ  きんおう む けつ  くわん せつ  くわん かつ 

此 儘に、 荏苒と 歲 H を： £揭 せ は、 實 に金甌 無缺、 宇内に 冠絶す るの 皇國 をして、 犬 羊に 均き、 外 夷の 管轄に 

つか さんぷく  含 -か 

屬 さしむ る は、 明鏡の 如くに 候。 念て 此に 至れ は 九夏 三 伏の： 犬と 雖、 猶ほ 肌膚に 粟 を 生せ しめ 候。 實に塞 心 

厶厶厶  厶<3 厶厶厶 A 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶< ：厶 厶厶厶 厶厶厶 A ム厶 厶厶厶 厶厶厶 

せ さるへ けんや。 是 故に、 內憂 外患 を攘除 せんと 欲する に は、 全國 合同の 策 を 建つ るの 外、 善 計無レ 之と 存 

厶  今，1 ようく し ごく  ぐち ゆう  ひ ちう 

候。 友山臣 子の 分と して、 言上 仕 候 は、 恐懼 至極に 候へ 共、 皇國 の御爲 に、 愚忠を さんと する の鄙衷 より、 

き たん  くわん ゆう かう かい ごこう りゃう きこしめし  厶 厶厶厶 厶厶厶 

忌憚な く 言上 仕 候。 仰き 願く は、 陛下 寬裕、 江 海の 御 洪量を 以て、 問 食 給 はんこと を。 夫れ 全國の 合同 を 謀 

<3 厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶  AA 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 

るに は、 陛下 御 自ら 罪 を 引か させられ 候 聖慮を 以て、 加 茂 又は 石淸 水に 行幸 あらせられ 候て、 1 七日の ir 

厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶 AAA 厶厶厶 厶厶厶 厶厶ム<1 厶 A 厶厶 厶厶厶 

御 親祭 幣帛 を 奉り 給 ひ、 宸衷 至誠 を 以て、 社 前に 於て、 詔書 澳發遊 はされ、 天 下臣 庶と明 約 を 立 させられ 度 

天下の 輿論と なり 來れる 諸侯 會 議論  EI  一一 一. 
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r 其詔 書て は、 今や i 證、 まく & 鍵し、 內亂 M て 起らん とする は、 朕の 不德、 政令 其宜 を 得意より 

f  jzs 一  n  二  tt  >t<  メ  4..-  まひ  きうて き ざ U ギ-, a 

致す 所に して、 上 は 祖宗の S を灘 する に 足らす、 下 は S. の 生命 を， 保 庇す るに 足らす、 旦仪 f 慙愧 

する 听 なり。 ff.  S  r 政令 &f  、 汝 g と、 農 を A 紘に 輝し、 疆を 凰に 

おそ 

歐て 以て、 外 夷 を 11 せんと 欲す。 汝臣庶 無事の 曰 は、 業 を 勉め產 を 治め、 有事の 日 は、 私闘に 怯れ、 公戰 

こ 勇み、 敢て ％1 ある こと 勿れ。 汝 臣庶、 其れ 朕 か 意を體 せよ と。 此の 如き 御 趣意 を 載せられ 度 候。 叉 伊勢 

、 *  二よ いの 

• 熱 田へ は、 公卿 勅使 をさ& されて、 の 蘇 r 以て、 肅禽の 策 を 奉告して、 其 S を禱ら させられ 

度、 且 ii の 上に は、 德川、 一 橋、 會津、 桑 名、 薩摩、 長 門、 尾 張、 越 前、 土 佐、 因幡、 備前、 阿波、 仙臺、 

宇 和 島、 米澤、 塞 r 加賀、 肥前、 肥 後、 筑前 等の 列藩 I せられて、 厚く 御篇 遊は 意 可き 旨、 仰 出さ 

れ度、 而 して 親王 • 公卿. 諸侯の 衆議 を 以て、 ，i "是を t て i# せられ 候て、 又 詔書 を 渙發遊 はされ 度、 其 詔書に 

はま ifir を I 謹く せし 以來、 S 並立て、 文武 岐を 成し、 II する 所 は、 或は 非と 管、 幕府の 令す る 

所、 或は 是と爲 る 儀 も 有， 之 候て、 天下の 事、 是非 一定す る 所 無， 之、 人心 向 ふ 所 を 知ら さるに 立 至候パ 夫れ、 

文 こ^すれ は、 其 弊 ゃ必す 弱に 流れ、 武に偏 すれ は、 其 弊 ゃ必す 暴に 陷る。 故に 暴と 弱と 相 交りて、 終に 釁 

il す。 是れ 天下 pflk- こと 無き 所以に 候。 上古、 列聖の 天下 を 1 する や、 王 命 を梗す I 之れ 有る 

時 は、 天子 親ら 兵馬の 間に 臨ん て、 p^"oo 天子 若し 事故 あら は、 皇后 • 皇子、 之に 代る。 是れ列 襲 

意の 存 する 所に 候。 中古 以來 兵馬の 權、 臣下に 1 ね 候て、 天子 i い 討伐の 勞を 取らす。 是れ列 聖の雲 を 忘 


,  含よう くがいたん  と  かラか C  i んぎ r 

るる 者 朕 た 恐懼 慨歎に 堪えす 候。 自今 爾後、 將門 政を秉 るの 制度 を更 革し、 朕 親ら^ 機 を 銃へ、 文を修 


め、 武を識 し、 政令 一途に 出て て、 以て 天下の 人心 をして、 其 向 ふ 所 を 知らし めんと 欲す。 是れ、 上 は、 列 


聖の 深意 を繼紹 し、 下 は、 萬 姓 を綏撫 する 所以に 候。 決して 股 か 皇窒の 興隆 を 致さん とする の、 私心に 出つ 

し り  けい リん  li^- くぐ わし 

るに 非す して、 ffi ち； 大地の 至理に 基つ き、 皇國 を經綸 せんと 欲する の 宿願に 出つ る 者に 候。 誠に 已む を^ 

さる 事に 有レ之 候と、 此の 如き 御 趣意 を 載せられ 度 候。 陛下 御 自ら 罪 を 引かせられ 候て、 至誠の. ol^i^ より、 

.  かんきう じゅん まう 

斷 と 御處置 在らせられ 候へ は、 天下の 臣庶、 誰か 感泣 遵奉 仕ら さる 者 之れ 有らん や。 伏て 願く は、 陛下 深 

ごしせ つ 

く御留 心、 御 熟思 被 レ爲レ 在 候て、 全國 合同の 大計、 速に 御 施設 有レ 之候檨 仕度 候。 外 夷 侵入の 患 は、 皇國に 

ろ ぞう  ふくて つ  ご かんか • 

於て 三千 年 以來、 未曾有の 事に 候へ 共、 漢土に 於て は、 已に覆 轍有レ 之、 聖慮定 て 御 鑑逸被 レ爲， 在、 今日 

の 形勢、 外患より、 内 憂 を 生し、 內 憂より 又 外患 深く 成 候 次第、 實に御 痛心 之 御 事と、 奉 II 拜察 1 候へ は、 友 

含よう く  ひ ま 

山 臣子之 至情、 何共 恐懼に 堪 へす 候。 誓て 犬馬の 勞を效 し、 聖明萬 分 之 一 を 稗銜し 奉り 度、 展々 の 心、 自 

：: •  *  -  3  rv  . ご びんさつ  き やう こ  ごくわん ゆう  きぅけっこ^:>ぐゎも 

ら止 むこと 能 はす 候。 陛 下臣の 微衷 を 御 润察被 二 成 下 7 註 瞽の罪 を 御 寬{ 有 被レ遊 候樣、 泣 血 懇願の 至に 候。 臣 

友 山、 誠 恐 誠惶。 肅拜謹 上。 

陛下、 是 より、 萬 機 1 新の 親政 を實現 遊ばさ れんが 爲に は、 躬 から 罪 を 聖體に 引き、 加 茂 社. 石淸 水に 一 七日 

さんろう  、 *,i く ささ 

の 參籠を 遊ばされ、 親しく 神明 を 祭り、 幣帛 を 捧げ 玉 ひ、 神前より； 大 下の 大號令 を 發し玉 ふべ しとい ひ、 更らに 

その 詔書に は 『朕の 不德、 政令 其宜を 得さる より 致す 所』 云々 と 仰せ 出で 玉 ふべき を 切論して ゐる ところ は、 實 

天下の 與論と なり 來れる 諸侯 會 議論  四 a 1 
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きつ や-?  へい  さう *1 いてい ij  く  れ てう 

に 千載の 下、 炳 として 仰ぎ見る に 足る の大 文章、 大 識見で ある。 創世 肇國の 御祌意 も、 歷朝、 聖皇 のまつ りごと 

も、 ただこの 1 點 より 湧き出 づるを 思 はば、 岩 倉の 立言、 眞に皇 政の 體を 得たり とい ふべき である。 

【五】 八月 三十日の 御前 會議 

さく ろん  た  うつく わ も  もて あそ 

岩 倉の 策 論 は、 唯 だ 胸中の 懷を 洩らす 爲 めに、 閑居の 戲 むれに、 筆硯を 弄 ん だもので はない。 彼れ は 此の 

經綸 を、 直ちに 實 行に 附 する の 必要に おいてして ゐる。 『全國 合同 策』 を 草した 時には、 中 御門 經 之の 手 を以っ 

え *1 らん きょう 

て、 ニ條關 白を經 て、 叙覽に 供しょう として ゐ るし、 藤 井 宮內、 井上 石 見の ニ薩士 によって、 薩藩 にも 同意 を 求 

めて ゐる。 更らに 山 階宫、 近衞忠 熙、 六 條中納 言、 久世前 宰相に も、 本文 を 示して、 朝廷の 出所進退 を 定めん と 

して ゐる。 前 揭の慶 應ニ年 〔丙 寅〕 五月 『續 全國 合同 策』 を 草した 折に も、 正篇と 併せて、 之れ を 千 種 有 文 侍從に 

よって 密 奏して ゐる。 

くして 岩 食 は、 一個の 幽客と して、 洛外の 草庵に 屛居 はして ゐ たもの の、 事實 において は、 岩 倉 村 は 皇政復 

古の 策源地で あり、 岩 倉 その 人 は、 宮廷 內 における、 尊皇 黨の 一 大勢 力と して 現 はれつつ あった。 岩 食が 赖譴を 

蒙 むれる の 身なる を も 顧みす、 私 かに 公卿、 志士と 語ら ひて、 幕府 倒滅を 謀りつつ あった こと は、 彼れ が 一世の 

奸物 たる 非難 を 蒙む つた 所以で もあった が、 同時に また 憂國の 至誠 包む に 由な く、 1 身の 榮辱を 捨てて、 天下の 

大義の 爲 めに、 勇往邁進した 力量 を稱 せらる る 所以で もあった。 世上の 毀譽 褒貶 は いづれ にも あれ、 岩 倉 は慶應 


末年の 大變 革に おいて、 逸すべからざる 人傑の 一 人であった。 

慶 喜が 征長 軍を撤 し、 いよく 諸侯 會議 4-11 くの 外な きに 到った 頃、 5 お倉 は 好機 正に 到れり とし、 皇政 復古の 

さくろ 

大 策を實 行す るの は、 此機を 逸して は 再た び來ら すと して、 千 種 有 文 卿 をして、 1 篇の策 論 を 奏上せ しめた。 そ 

うし 

の 要旨に よると、  • 

一、 德川慶 喜 をして、 直に 大政 を 返上せ しむる こと。 

一、 列藩 會議の 實を擧 ぐる こと。 

一、 征長軍 を 撒し、 毛 利 父子 を寬 典に 就かし むる こと。 

一、 斷然皇 政 維新の 大變革 を 行 ふこと。 

等で あつたが、 岩 倉 は 之れ が實 現の 前にお いて、 賀 陽宮、 ニ條關 .11! の^ 在す る こと は、 大 なる 障 礙 である こと を 

くわ，.？ ほ 

看破し、 大原 重德を 初め、 有志の 堂上に 說 いて、 1 に は賀陽 二 條關白 等、 佐幕派の 返 職 を 迫り、 一 に は 近衛 

忠熙を 初め、 幽閉 逸走の 勤皇 諸 卿 を 復職せ しむる の 建議 を爲 さしむ るの 策 を 講じた。 八月 三十日、 孝 明 天皇 出御 

れん ぜん  そ し  あんちゅうひやく 

の 簾 前にお いて、 國事 摘の 大會議 が 開かる るに 至った の は、 實に岩 倉が 年來の 素志 を 貧 徹せん とする、 暗中飛躍 

によって 起り 来った ものであった。 

此 日の 御前 會議 は、 午後 六 時 〔酉の 刻〕 頃から 初 まって、 遂に 夜 を 徹し、 翌 九月 一日 午前 二 時 〔丑の刻〕 頃 を 過ぐ 

るまでに 及んだ が、 ；大 皇の兩 側に は、 

暑 
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【國 事掛】 二 條關白 〔齊 敬〕。 山 階宮。 賀 陽宫。 近衞內 大臣 〔忠 房〕。 九條 大納言 〔道 孝〕。 

【議 奏〕 正 親 町三條 〔前 大納言〕。 柳 原 光 愛 〔大納言〕。 廣橋胤 保 〔大納言〕。 六 條中納 言 〔有 容〕。 久世前 宰相 〔通 

照〕。 

〔傳 奏】 飛鳥 井中 納言。 野 宮中 納言。 

*> ざ  だぅじゃぅ；^^.^* 

の 諸 卿が 侍 座し、 左の 如き 二十 二人の 堂上 方が 參 朝して、 宮廷 改革に 關 する 大會議 を 開かれた のであった。 

【參朝 堂上】 中 御門 經之 〔左 大辨 宰相〕。 大 原重德 〔前 左衞門 督〕。 北 小路 隨光 〔左 京權 太夫〕。 高 野 保 美 〔三位〕。 

穗波經 度 〔三位〕。 高 倉永祐 〔三位〕。 櫛 笥隆韶 〔中 將〕。 愛宕 通 致 〔中 將〕。 植松 雅言 〔少 將〕。 高 野 保 建 〔少 將〕。 

園 池公靜 〔少 將〕。 高、 辻 修長 〔少納 言〕。 千 種 有 任 〔侍 從〕。 長 谷 信 成 〔美 濃權 介〕。 岩 倉 具 綱 〔侍 從〕。 四 條隆平 〔大 

夫〕。 西洞院 信愛 〔大 夫〕。 西 四 辻 公業 〔大 夫〕。 愛 { 石 通 旭 〔大 夫〕。 澤 宣種 〔主 水 正〕。 大原重 朝 〔左 馬頭〕。 5 お倉 

具定 〔大 夫〕。 

【六〕 大原 三位の 御前 彈劾 

威容 堂々 として、 風な くして うつば りの 塵も拂 はるる かに 見えた る 時、 先づ 進んで 關白彈 劾の 意お 含めて、 進 

奏した る もの は、 大原 三位 重德 卿であった。 彼れ は 曰く、 

一、 諸 大名の 召集 は、 實に 焦眉の 急務で ある。 天下の 公論に 訴 へて、 國 事を議 する こと は、 大義 を 明らかにす 


いんじゅん  ゐ かん  も 

る 所以で あるに も關 はらす、 今に 到って、 因循 朝議の 決する を晃 ざる は、 頗 ぶる 遣 憾 である。 若し このまま 

にして 過さん か、 或 ひ は 容易なら ざる、 國難を 生ぜん を、 恐れざる を 得ぬ。 

.40 よよう  なんぎよ く 

一一、 國家 多難の 際に 當 つて は、 廣く人 村を擧 用す るに 非ら すん は、 1 局部に 限られた る 人々 のみに て は、 難局 

を 打開す る こと は 困難で ある。 安政 大獄 以來、 幽閉 せられて ゐる諸 公卿 は、 悉く 人 村と いひ 難き にせよ、 赦 

免の 恩命 を 下されて、 朝廷の 爲に盡 力せ しむる 必要が ある。 

てった.！ 

三、 防 長に 對 する 無名の 征軍 は、 直ちに 撤 返せら るべき である。 朝廷 は 幕府に 命 を 下し、 かかる 無用の 兵亂を 

しづ  ぎ わく  ん げき 

鎮めさせら るべき である。 然ら ざれば、 人心 は 疑惑 を 生じ、 朝廷と 國 民との 間に、 釁隙を 生す るに 至る であ 

らう。 

きつ *~ ん 

以上の 1 二 事 は、 今日 卽刻、 議決 せらるべき、 喫緊の 重要 事で ある。 次に は、 

ぎよ そ 

四、 近時 朝廷の 擧 措に は、 頗 ぶる 失體が 多い。 旣に 1 たび 決せられ たる 朝議に して、 後に 幕府からの 言上に よ 

つて、 變改 さるる ことの 度々 なる は、 決して 人心 を 安定す る 所以で はない。 是れ 抑ぶ 何人の 責任で あるか。 

綸言 は 汗の 如し。 1 たび 決せられ たる 朝議 は、 如何なる こと ありと いへ ども、 再び 之 を變改 されざる やうで 

なくて は、 皇 政の 確立 は覺 束ない。 

ろん ぼう  は- b 

とい ふ大原 卿の 論鋒 は、 明らかに 佐幕派の ニ倏關 白、 賀陽 i 呂の 責任 を 問 ひつめ てゐ る。 その 聲調 は頗 ぶる 厲 しく、 

威風、 四隣に 振 ふ ものが あった。  ， 
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孝 明 天皇に おかせられて は、 頗 ぶる ill あらせられ たが、 固より 大. 原 は 屈する の 色はなかった。 此の 時、 ニ條 

關白 は、 

『大原 三位の 言上す ると ころ は、 一々 尤もと 存じます。 朝廷 今日の 失態 を 招き ましたの は、 一 に臣が不德の^^ぉ 

すと/ J ろであります。』 

と 述べ、 賀陽宮 も同樣 に、 その 失態の 罪 を 負 ふ 皆 を 述べられ たが、 大原は その 言を繼 いでいった。 

『如何にも その 通りであります 。聖上に おかせられて は、 1 に 寛大の 叙 慮に あらせら るるに も關 はらす、 關由 

或 ひは宮 は、 幕府の いふと ころ を 信じて、 朝政 を 幕府の 意志の ままに、 左右せられ たの は、 是れ 皆な 宫の 罪に 

外ならぬので あります。 1 日 もこの ままで は濟 まされぬ ことではありません 力』  * 

大 原の 離 I バは頗 ぶる 鎌^、  si に 辭職を lj まるの 載お であった が、 天皇に おかせられて は、 事 甚だ 重大 なれば、 

更らに 熟考す ると ころ あるべき 旨 を 仰せ 出されて、 一同 を 返 朝せ しめられた。 そして 大 原の 進言に よる、 四 事 策 

の 中、 

『朝 命を以 つ て 諸 藩主 を 召集す る 事』 

の 一事に 關 して は、 折衷 說を 容れ 勅許 を與 へらる る ことにな つたので ある。 

ニ條關 白と 賀陽宮 と は、 群 卿の i 劾に 對 する 責任 を 負うて、 九月 四日 その 職を辭 する の 上表 を 奉った 

天皇 は頓 ぶる 之れ を 1^ まれ、 お許しがなかった けれども、 兩者は 深く 決する ところが あつたか、 遂に 參朝 しな 


かった。 

【七】 岩 倉 友 山と 大久保 甲 東 

しつ 含 やく  . . みつ 

ニ條關 白、 賀陽！ 一 呂の 失脚 は、 岩 倉の 絲を 引く ところで あるの はいふまで もない。 岩 倉 は薩 藩の 大久保 等との 密 

議 によって、 慶喜 をして 大政 を 返上せ しめ、 皇政 復古の 大業 を實 行しょう として ゐ るので、 朝廷の 重職に、 佐幕 

派の 兩 者の ある こと を、 否定す るの 必要に 迫 まられ てゐ たので ある こと は、 前に 述べ 来った 通りで ある。 

之れ と反對 に、 兩 者の 失脚 は、 幕府 側に とって は 容易なら ぬ 大事 件で ある。 慶喜を はじめ、 會津、 桑 名の 藩士 

等 も、 公卿の 間 を 運動して、 辭 職の 貫徹 を 引き止めよ うとした。 九月 六日に おける 度 喜の 上奏文に、 次の 如く 記 

されて ゐる。  ， 

德川慶 喜の 朝廷に 上 つれる 書 〔慶應 二 年 九月 六日〕 

今度、 關白殿 〔二 條齊 敬〕 賀陽宮 〔朝彥 親王〕 御辭職 被-仰 立 1 候 由、 當今、 內外紛 亂之御 時 势、 樞要之 御 職務 

萬 1 御 動 搖に相 成 候 樣に而 は、 天下 之動靜 に相拘 り、 國家之 御爲、 以之外 之 御 儀と、 深 赌心仕 候。 殊に 此程 

ご へ ん. 4* し 

言上 仕 候 通、 諸藩參 集、 利害得失 論定 可 レ仕折 柄、 總而御 is- 之 儀 御座 候而 は、 御 不都合 之義と 奉：， 存候。 增 

而萬機 之 任、 御 i 翼 之 職、 1 時に 御辭職 被-一 仰 立 1 候 段、 朝廷 如何 樣之御 混 雜有レ 之 候 儀と、 諸 藩 之 疑惑 を 31 
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ご くんら う 

き、 此上 意外 之事變 御座 候樣相 成候而 は、 折角 言上 之 素 意 も 不二 相 貰 T 是迄之 御勳勞 も有レ 之、 格別 之 御 信任 

も 被：， 爲 ife 候 事故、 及 11 此場 1 彼是 之 御 次第 可：. 有 レ之害 も 無- 1 御座 1 候。 旁 早々 被 11 召留 1 候 儀、 勿論 之 御 事と 奉 

レ存 候。 實に、 國家之 御 一 大事に 可 二相 拘 一過 慮 仕 候に 付、 何卒 速に、 右 之 御沙汰 被 11 成 下 7 上下 安堵 仕 候樣、 

御 取 計 之 程 奉：， 願 候。 何分 切迫 之 御 時勢、 此段雞 ニ默止 1 言上 仕 候。 以上。 

せつ 二う 4- ん 

今や 諸 藩 會議の 幕の 開かれん とする 前に 當 つて、 勤皇、 佐幕 兩 派の 斥候 戰は 試みられつ つあった。 そして 勤皇 

の 諸 卿 を 操つ る もの は、 洛外の 岩 倉 友 山で あり、 友 山の背 後に あって、 更らに 之れ を 操つ りつつ あった もの は、 

薩 藩の 大久保 甲 東であった。 

*  * 

ちょく けん 

岩 倉 は文久 ごろまで は、 公武 合體 論者であった。 彼れ が 勅譴の 原因 を爲 した 和宮御 降嫁 問題で も、 いろくに 

く  じじ やう  けっせい ちう しゃ ほどな 

入り組んだ 事情 は あるが、 要するに 公武 間の 親和 協調 を はかる にあった。 その 515 倉に 血 精 注射 を 施して、 皇政復 

古 論に 移らし めた もの は、 大久保 甲 東であった。 

じんけつ  <  へんせん きづ  -っ かっかん  ゆうきょち ゆう きょく 

岩 倉 も 人傑で ある。 他人に 閜 いて 時勢の 變遷に 氣附く ほどの 迂濶漢 ではない。 少く とも 岩 倉 村に 幽居 中、 局 

ぐ わ しゃ  を かめ  もく  かがや  じんけつ 

外 者と して 見物して ゐた 彼の 眼 は、 岡目八目 以上に 輝いて ゐ たに は 相違ない。 併しながら 如何に 岩 倉が 人傑で あ 

に ふせつ  み のが 

ると いっても、 手 ぶら では 仕事 は 出来ない。 そこに 薩 藩士の 入. 說を どうしても 見遁す こと は 出来ない。 岩 倉 村に 

やい ぶん  ぶ，？ し  しんぎん 

. 出入した 浪士の 中には、 隨分 いろんな 分子が あった。 最も 親近で あつたの は。 紀 州の 香 川 敬 三、 大 橋愼藏 などで 


あつたが、 土 佐 や、 蔬 摩の 有志 も、 その 間に 交って、 時勢 を 窺って をった。 薩摩 では 堀 次郞、 井上 石 見、 藤 井 _ お 

つと ち ぐラ  きみゃく 

rM:、 など は、 夙に 知遇 を 得て ゐ たが、 それら を 通じて 氣脈を 合 はせ つつあった もの は、 大久 保であった。 

大久 保が 初めて 5 お 食と 會 見した の は、 和 i:.:! 御 降嫁の 折で、 島津久 光に 扈從 して、 京都、 ；： d 戶の 問に 奔走した 時 

で、 此の 時まで は、 まだ 公武 合體 論で 進んで 居った 時代であった。 岩 倉が 薩 藩に 眼 をつ けたの は、 隨 分 古る いこ 

-  . -r" .  みと  わけ  こと  ぞく  ； A ら 

ろからで 慶應 になって、 急に その 力 を 認めた 譯 ではない。 殊に 大久 保と は ソリが 合った。 俗にい ふ 馬の合 ふ 柄 

*^  は"、 49  、"十  じ- フ 31.?, ゾ 

ベ：： ひで， 經綸 家、 政治家と しての 肌合 ひが、 兩者を 深く 相 結ばし むる に 充分であった。 

例の 『叢裡 鳴蟲』 を めた 時に も、 5? 倉 は 井上 石兒 をして 之れ を 先 づ大久 保 利 通、 小松帶 刀に i さしめ てゐ る。 

しかし 叢 裡鳴蟲 時代まで は、 岩 倉 は 公武 合 體臭を 全く 脫し 切って ゐ なかった。 それ は、 大原卿 をして、 關 束に 離 

ら さしめ た 『三 事 策』 に まだ 未練が 殘 つて をって、 用 ひやう 一 つで は、 今日 とても 三 事 策が 行 はれない こと はな 

の  ほ し S? き やう はう ふつ 

いとい ふ 意見 を 述べて ゐ るので も、 略よ その 心境が ss^ 驚され る。 

大久保 は 11 大久保 を 中心として ゐた、 在京 薩 藩士の、 代表的 意見 は 11 旣に 全く 幕府に が 切り をつ けて しま 

つて をった。 故に 大久保 は 私 かに、 岩 含に 會 見して、 倒幕の 大策 を； 511"!;^ 或 ひ は 同志 をして、 遊說 せし むる と 

ころがあった。 3 お倉の 眼の 色が 變 つたの は、 糙 かに 大久 保の 決意に^ がされて ゐる。 

彼の 八月 三十日の 御前 會議 も、 二十 二人の 堂上 方を參 朝せ しめた 力 は、 何とい つても 岩 倉に あった。 そして そ 

の 八 3- を 誘 ひ 出した のが 大久 保であった。 大久保 自筆の 日記 〔八月 三十日〕 に 御前 會議の 消息 を 知る に 足る ものが 

. 天下の 興 論と な リ來れ る 侯 諸 會議蕭  四 四 九 
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ある。 

、  大久 保利逼 日記 〔慶應 一一 年 八月 三十日〕 

一、 八月 晦日 大原卿 〔重 德〕 中 御門 卿 〔經 之〕 以下、 二十 二人、 國事 言上 之 皆 を以、 不時 御 參相成 候 事。 

一、 中 御門 卿、 ニ條家 〔齊 敬〕 之御參 殿、 御 趣意 御 演說、 御 參御願 相 成 候 由。 

一 、 國事掛 御 一同、 議 • 傳、 御參 被：， 爲レ 在、 野々 宮 〔野 宫定 功〕 者 不參。 

一、 御 一同 御參、 御 詰 所え 大原卿 御 出、 今日 國 事に 付、 言上 仕度 儀 有 V 之、 同列 申 合 列參仕 候。 御 一同、 御 

i ど處 にて 言上 仕度 御 直言 上 奉 レ願候 旨、 御演說 之處、 殿下 御 承知に て被レ 爲レ遂 -1 言上 1 候處、 無レ程 出 街 

被レ爲 在、 御 一 同 御 列席 之 處に大 原 卿 以下 廿ー 一人、 被 レ爲レ 召、 左の 箇條、 大原 卿より 言上 之 由。 

1、 諸 藩 御 召 之 儀、 片時 も 難 二 差 置 1 急務に 候處、 先日 も 御 評議 被 レ爲レ 在ながら、 未 今日 迄 も 御 達 も 無 n 御 坐 一 

1-J しぜん 

由。 誠に 以、 案外の 儀と 奉レ存 候。 早々 御 決定 斷然御 達 相 成 度 云々。 

一、 當地 多端 之 時節、 人材 御用 ひ不 -1 相 成 1 候而 は、 不 V 被， 爲， 濟候 付、 戌年 〔文久 二 年〕 以来、 幽^ 被 n 仰 付 1 

,p 、面々! ：1 お出 仕 被-仰 付 1 候樣、 別段 人 村と 申 丈 之 者 も、 有 = 御 坐 1 間 敷 候 得 共、 夫々 御用 相 立 可レ申 云々。 

一、 長 防 解 兵 之 事、 以 -1 朝 命 1 斷然 御沙汰 相 成 候樣、 無, 左候而 は、 人心 不， -相定 1 云々。 

以上、 今日中、 御 決議 被 V 爲レ 在、 御 首尾 相 伺、 返 朝 仕 決心に 御 坐 候。 


、 是迄 朝廷 御失體 不レ少 より、 今日 之 次第に 立 至り 候。 適 朝議 を以、 御 決定 之 事 も、 ： 幕府より 首 上 を 

ご てん .1 

以、 御 轉移相 成、 則 長 防 之 事に おいても、 寬大之 御 趣意 之處、 言上に 付 云々 と、 御沙汰 相 成候樣 之義、 大 

WN んげ S?  よく/、 ご じ.^  く かう  JJ て *さ* 

に 人心 疑惑 仕 候 次第に 而、 御 坐 候。 綸言 不レ 可， 返 ものと、 克. < 御 熟考、 以來、 朝廷 之 朝廷た る 御 體&、 

ぎ つと 

被レ 爲レ立 候樣、 屹度 御變 革、 被 レ爲レ 在 度、 しかし 此儀 は、 急速に は 出来 申 間 敷 候 間、 克御 評議 も 有， I 御^ 1 

度 云々。 

右 四 ケ條、 言上 相 成 候處、 御上より、 ケ條ー 々 御 承知 不レ 被：， 爲レ遊 候而、 勿論 此位 之義、 言上いた し 候 

に、 事々 敷 列 參に及 事、 甚 不敬 之 至りと 御沙汰、 暫時して、 亦此 義左檨 言上いた し 候 はは、 昨年、 兵 igln 

こそ 

港 之 節 は、 實に 神州の 御 一 大事に 付、 其 時 社 可 二 申 上 1 事と、 御沙汰 も 被 レ爲レ 在 候. a。 一  问御 平伏に 而候 .5。 

：  ひつ さやう 

& 下より、 御沙汰に 申立 之 條々、 一 々尤之 至、 畢竞 今日 之 御 失體に 至り 候 儀、 其 罪 御自身に 歸候 段、 御沙 

汰有レ 之 候處、 大原 卿より、 夫 は 決 而左樣 に 無， 1 御 坐 1 云々、 被, I 仰 上 1 候處、 賀陽宫 より、 畢. S 御 S 身に 罪 

は 歸し候 段、 御沙汰 有レ之 候處、 決而其 通に 御 坐 候。 全體 粟田 宮に而 、御 法體被 レ爲, 在 候に、 何の 爲、 御^ 

ぎ 被 レ爲レ 在 候 哉。 然に 今日、 人心 一同 不伏、 御 失 德を生 候に 至り、 實に其 罪 御 一人に 歸し候 段、 御；^ f 被 

レ成 候。 

、 諸 藩 御 召 之 儀、 尤之 事に 候。 ： 早々 御 召不， 一 相 成 1 候而、 不 n 相濟 1 事 候 得 共、 中納 言より • 言上 之 趣 も.；^ 

レ之、 原 市 之 進よりも 其爲 上京、 言上 之 次第 も 有：， 之、 全 御 聞せ 不二 相 成 1 候而 は、 信義に 背き 候 問、 一 應御 

天下の 與論と な リ來れ る 諸侯 會 議論  四 五 一 
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申 聞 之 上、， 早々 御發相 成可レ 然と 之 趣、 殿下より、 御 論に 而、 其 通 相 決 候 由。 

但大原 卿御說 に、 朝廷 斷然御 發相成 候に 付、 中納 言え は、 諸 藩 上京 之 上 は、 共に 盡 力いた し 候樣、 御沙 

汰相成 候 筋、 御 決定に 而候. H。 ， 

ご ゅラ めん 

一、 御上より、 幽閉 之 堂上、 御宥免 之義、 御 承知 難， 1 相 成 T 夫 程 議論いた し 候 はば、 不日に 大 原え、 御 直に 

論、 被 二 聞 召 1 度 候 間、 一人 參 内相 成 候檨、 御沙汰に 而、 御 一同 返 朝 之^。 

I  、 一  同 返 出 之 上、 小 御所え、 殿下 始、 御 出席に 而， 尙 幽閉 堂上 方、 御宥免 之義、 御 願 相 成 候 得 共、 今晩に 

限り 候 儀に 無, 之と、 御 許容 無レ之 由。 

あ ひか か はるべく 

一、 大原 卿、 可レ 被：， 爲レ召 候 儀、 氣受 にも 可 二相 拘 1 候 間、 早 目 之處、 殿下より、 御 願 相 成、 二日に 御 決 之 由。 

そっこく  ご きょよう 

諸 藩主 召集の こと は、 卽 刻に は、 御 許容はなかった。 これに は慶 喜の 考 ふるところ も あり、 朝議 之れ に 迷 はさ 

くわん けい 

れ たる 關係 もあった。 薩藩を 中心とする 諸侯 召集 論 は、 朝廷よりの 召命 を發 せられた いとい ふのに 反し、 鹿 喜の 

をう しふ 

は、 幕 命に よって、 召集し ようとい ふに 存 した。 

種々 押し 廻 はした る 結果、 遂に 慶 喜の 意中 を 折衷して、 朝 命 を 以て 幕府に 御 下命 あり、 その 御 下命 を 奉じて、 

つた  じゅんじょ  うきょく 

慶 喜が 諸侯 召集の 命を傳 ふるとい ふ 順序に なった。 要するに 迂曲した 遣り方で は あるが、 慶 喜の 意中に 落ちた の 

は、 上京 を 命ぜられ たる 諸侯の 顔觸に 見ても 解る、 結果 幕府に 好都合の 諸侯 を 召集す るに 歸 して ゐる。 卽ち 召命 

さう ゐ  にんよう 

を 受けた る 諸侯 は、 幕府に 都合の よい 人々 であるに は、 相違ない が、 旣に 諸侯 會議を 認容した ところ は、 幕府が 


一 歩 も 一 一歩 も、 薩 藩に 讓 歩して ゐ るの を 否み 難い。 

【八】 大久保 甲 東の 政治 眼 

形勢 は變 じた。 たと ひ 刺 譴を受 くるの 身で はあって も、 進んで 身命 を皇 國の爲 めに 捨 つべき 時は來 た。 S おは 

さんて う  だレ くわいき  いん 

八月 二 口、 上書して 參 朝のお 許し を 請 ひ 奉った が、 お許しはなかった。 八月 三十日の. K 會議 も、 關. {1!、 尹 の 引 

せ  げきりん ゆる 

責と はなった が、 結局 主上の 逆鱗 を寬 うする に は 至らなかった。 幕府 側で は、 ニ條關 白、 尹 の 復職 を 迫り、 慶 

じょ-ふくさん てう  ざうて い  一 

喜の 除服 參朝を 願 ひ 出で て、 宮廷に おける 佐幕派の 勢力 を、 盛り返へ す ことに 努力した。 

つ  ^うてい  しほ あ ひ 

德川慶 喜 は 未だ 將 軍職 を 繼 いで をらぬ。 そして 宮廷で は 佐幕派の 二 巨頭、 關白、 pT フ宫が 引返した。 此の 潮 合 こ 

しょこうし ふく わい こくぜ けってい ぜっかう  いちは や くわん とく 

そ、 諸侯 集會、 國是 決定の 絶好の 機會 であると は、 大久 保の 逸早く 看 得する ところであった。 九 =：： 十六 日 附を以 

けんげん しょ 

つて、 丸條、 一條、 近衞、 山 階宮、 德大 寺の 諸 卿が、 左の 建言 書 を 上った の は、 大久 保が 必死と なって 近 衞にカ 

說 したから であった。 その 建言 書 は、 

一 宮 • 四 卿の 建言 書 〔慶應 二 年 九月 十六 日〕 

方今 不 11 容易 1 世態に 付、 不レ 顧レ恐 言上 仕 候。 關 白に も辭職 出仕 も無レ 之、 且つ 諸 藩に も 被 11 召 寄 1 候 御沙汰 も 

{?^之、 旁. -關白 出仕、 且諸藩 上京 迄 之處、 大小 共、 國事關 係 之 儀 は暫被 11 差 置 T 尙諸藩 上京 之 上、 厚 被： 

天下の 與論と な リ來れ る 諸侯 會 議論  四 五三 
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ゆう i^f 

衆議 7 天下 公論 を以、 被 二 聞 食 1 度、 奉 レ願候 事。 

九月 十六 曰 〔慶應 一 一年〕  道  孝 〔九 條〕 

實  良 〔 一 條〕 

忠  房 〔近 衞〕 

晃  〔山 階 i リロ〕 

公  純 〔德大 寺〕 

議奏中  • 


とい ふので あつたが、 大久 保の 意中 は、 尹宮、 關. ni の S 職 を 力 あ" きとして、 此の間に 大いに 舰？ 1謹^ の 合同 を 謙る 

必要が あると したので、 苟 くも 國 事に 關係 する 大小の 事務 は、 諸侯の 參 集まで i ぎされ たいとい ふに あった。 

九月 八日、 いよく 久 光の 出京 を 促すべく、 岩 下方 平が 京都 を發 して 歸 ました 折、 大久 保が 西鄕に 贈った 

にも、 此 間の 決意 を 知る に 足る ものが ある。 

大久保 利 逼ょリ 西 鄉吉之 助に 贈れる 書 〔慶應 一一 年 九月 八日〕 

御兩 殿樣、 益 御機嫌 能 被 レ爲. 遊 二 御座 T 御 同慶 奉レ存 候。 次に 貴兄い ぎ/ iri"i?s 被. 成 御 精 務奉ニ 恐悅ー 候。 爾 

後、 御 當地之 形 行、 不 議之變 と 成、 .f- 原 卿 〔重 德〕 始、 列 公 群參之 力に て、 ニ條 殿下 〔齊 敬〕 尹 i 呂 〔朝 彥 


じ ギ-  うちわ こんざつ 

鋭 王〕 御凝 職、 被 二 仰 立 1 候 時 {且 に 相 成 候 得 共、 段々 内輪 混雜之 次第にて、 夫 故 諧侯御 召 之 事 も、 御 延引 相 成、 

や ラ{ 

漸々 今 口 御沙汰 相 成 候て、 岩 下家 〔方 平〕 御 出立 之 都合 相 成 候。 旁 E 細 之 事情 は、 御 直に、 御 承知 相 成 故と、 

ごじ ゆく la 

態 略文 仕 候。 此上御 進 返の 事 は、 御 趣意 も 被.， 爲レ 在、 且御 熟議の 上、 御 決 可-一 相 成 1 候 得 共、 何分 御大 恭の時 

ごばう く. Q し 

節に、 御 傍觀は 難：， 被, 爲 11 出来 1 は 勿論、 來尔 〔度 應 三年〕 十二月、 兵 庫 開港 之 期日 も Si 迫、 今般 英 夷へ 御 談判 

之 趣 も有レ 之、 內外實 に 難 二 差 置 1 御 場合と 奉存 候。 併、 今 御 出馬 〔久光 上京 を 云 ふ〕 被 レ爲レ 在、 萬々 御成功の 

,* す 厶厶厶  厶厶厶  <1 厶厶厶  厶 厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶  厶厶厶 

見据は 更に 相付ハ 漉、 殊に 橋 〔慶 喜〕 譎詐 百 端 之 心 術、 至 平 を以、 賢 侯 之 公論 を 容れ候 儀 も 無二 覺^ 7  .2: 實は、 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶 厶厶厶 ム厶厶  <1 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶  厶 A 厶厶 A 厶 A 厶厶  厶厶厶 A 厶 

今般 諸 藩 御 召 之 事 も、 斷然朝 命之處 は、 色々 御 拒み 巾 上 候 次第にて、 其 底意 も 推計せられ、 大蔵 大輔様 〔松 

平 春嶽〕 にも、 實は御 憤懣 之御樣 子に 被 レ聞申 候。 右 旁 之 形 行に て 實に此 間の 御盡カ は、 不二 御 場合 

に 御座 候 得ば、 十分 御 決 斷被レ 爲レ在 候 上なら では、 中々 其！ fa 有 二 御座 一間 敷 奉レ存 候。 幸に して 將 軍職 御凝 返 

^く 巾 上 候て、 此議は 諸 藩 來會迄 は 相 勤 申 間 敷 候に 付、 誠に 不：， 可， 失 機 會と存 候 間、 共和 之 大策を 施し、 征 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶 AA 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶 A 厶 厶厶厶 A 厶厶  厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

夷 府之權 を 破、 皇威與 張 之 大綱 相 立 候樣、 御 盡カ奉 ニ伏冀 1 候。 成否に 拘 はらす、 可：， 竭は此 時と 愚考 仕 候。 H 

分宜 敷、 御 周旋 之 程、 伏て 御 賴申上 候、 決 論 之 次第 等、 岩 下家、 御 直に 御 演說可 二相 成 1 事故、 何も 相お 大 

迄、 あらく 中 上 候。 尙 近々、 豐瑞 九より 可， 一中 上 1 候。 拜首。 

九 m: 八 日 〔慶應 二 年〕 

大久保 一 藏 
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西鄕吉 之助樣 侍史 

くわつ がし ゆう  とら  ど だい 

大久 保が 政治家た るの 活眼 を 有して をった こと は、 此の 好機 を捉 へて、 政權を 朝廷に 歸し、 之 を土臺 としてぎ 

けし をつ  え り  くわ v> さつ りょく 

日本の 建設 を 試みよう とした、 その 鋭利なる 觀 察 力に よって 知る ことが 出来る。 大久 保は將 軍の 死せ る を以っ 

て、 乘 すべきの 好機 會 なりと した。 しかしながら 西鄕 において は、 叉た 別に 見る ところがあった。 

【九】 西鄕は 幕府 を 侮らず 

ひリぉ  さんて う  どへ うお  て がら  ,  . - 

二十 二 卿が 無理 推しに 參 朝して、 尹 i お、 ニ條關 を 土 俊の 外に 押し出して しまったの は 手柄と いへ は 手柄で あ 

まんて う け はい  ぉォ 

るが、 何としても 無理が ある。 背後に 5 お倉が あり、 大久 保が あり、 品 川が あっても、 滿 潮の 氣配は まだ 沖の 方で 

.^J しべ  せつり  さきが 

して ゐる に過ぎない。 ひたく と 岸邊に 打ち寄せ るまでに は 至って をらぬ。 雪裡に 梅が 魁け て、 春が 來る にして 

も、 自然の 勢 ひが、 すぐに 後から くと 續 いて 来なければ、 魁 けても 魁け 榮ぇ がしない。 何となく 獨りボ ツチの 

影の 薄い ところが あるの を 免 がれない。 

九月 十八 日に、 朝廷から 下された、 1 宮、 四 卿への 達しに は、 

一宮 • 四 卿へ 下された る 御沙汰 書 S 應ニ年 九月 十八 日〕 

きこしめされ  W- ていに おいて 

右府 〔近衞 卿〕 已下、 言上 之 趣、 一 昨日 被 11 聞 食-候。 其 後 御 熟考 被 レ爲レ 在 候處、 雖二關 白 不參？ 於- 1 里亭 覽 


執政 先 蹤^。 穷 於- 1 國 事-被- 1 差 置-候 得 者、 國政暫 被, 廢候檨 相 聞、 拘 -1 朝憲-候 間、 矢 張 小事 者、 依， - 緩急 一可， 一 

所 置 T 尙 lisf: 事 者、 諸 藩 上京 之 上、 衆議 被 ，1 聞 食 1 度、 更 御沙汰 候 事。 

とあって、 IS 侯來 集まで、 國 事の 議決 を廢 する こと は 出来ない との 刺 意であった。 これ は 如何にも 御お の 仰せで 

か  て パし ゆつ ち う 

あって 國に 1 口 も 政府な かるべ からすで、 假 りに 尹 宮、 一 一條 關 白が 辭表提 出 中で あるに しても、 その 爲 めに 

國 事を廢 する 譯には 行かない。 

ノ、  -*  .J'  、  ,  II -、  ふくしょく  もよ くナん .A う 

これ はすつ と 後に <； ^つての ことで は あるが、 二 條關白 は 復職と なり、 二十 二 卿 は 却って 勅 謎 を 蒙む る ことにな 

か  じょふくさん てう  つ 

P  5 つ 1 方 慶喜は 除服 參 朝のお 許しが あり、 十二月に なって いよく 征夷 大將軍 を繼ぐ ことにな つた。 一時的 

では あっても、 幕府 側の 勢力 は、 どし く 盛り返へ して 來て、 諸侯 會議も 名ば かりで 實が 入らぬ のであった。 

長 州 藩で は、 品 川 彌ニ郞 を 京都に 出して、 薩 藩との 氣脈 を通ぜ しめて をった。 大久保 は 品 川と 相 謹して、 何と 

かして 此の 機會に 幕府 を 倒さう とい ふ考 へで、 一度 歸國 して 西鄕の 意！ 13^ を 叩く ことにな つた。 その： gB^ は、 "叫 川 

と 再び 三 K 尻で 會 合する ことに 約して、 鹿兒 島に 歸 つて、 西鄕と 久方ぶ りめ 會談を 試みた。 

ほんそう かんしゃ  おも 

その 時、 西鄕 は大久 保の 奔走 を 感謝し、 徐 むろに その 意兒を 述べて いった。 

『おはん の 御說、 尤もで ごわす。 諸 藩の 會合、 國是の 決定 もい よく 機運が 熟して 來 たやう では あるが、 今少 

し 煮え 切らぬ ところが ごわす テ。 先づ以 つて 心を靜 め、 おもむろに： 大 下の 機 勢に 注目し、 人心の 趨 むくと ころ 

を. おせなければ ならん。 おはん の 論で は、 . 一 が 未だ 將 軍，：： 豕を繼 がす、 將： 車み： 位の 隙に 乘 じて、 回 大 の 偉 を 
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試みよう とのお 說のゃ うぢ やが、 隆盛の 見る ところ は、 そこで 少しば かり 違うて をる。 十四 代 家 茂の 歿後 は、 

にして ゐ るの は、 自然と 同情が 一身に 集まる の を まって ゐ るので、 幕府 滅亡の 機運と は 申されません。 こ 

こで 事 を擧げ るの は 勢 ひに?^ するとい ふ もので、 流れに 逆うて 舟 を やる やうな もので ごわせ う。 いよく 慶喜 

るん J  うちお *^ しさう 

が將軍 i に 就いて、 その 任に I？ るの 日と 相 成らば、 必らす や 内輪から 紛爭が 起り、 從 つて 人望 も 蔬 すらぎ、 遂 

に 下の 人心 を 失 ふに 至る ことと：：^ する。 化しく 此 時を以 つて 斷然皇 政 復古の 大業 を 決行 致さば、 四方の 人心 

を 得、 事の 成る こと、 鏡に かけて 見る が 如くで ごわす …… 』 

大久 保に は大久 保の 見る ところが あり、 西 鄕には 西鄕の 見地が あつたが、 西 鄕の說 くと ころ、 1 言 1 句、 動か 

ヒ ん  せい りゃく  たいきょく たつ-く 力ん 、 - 、ゝ 

すべから ざる ものが あった。 西 鄕は單 に 事 を 行 ふに、 政略 をのみ 唯 1 の ものと はせ す、 大局 を 逹觀し 自^の 豁 

ひに 順うて、 大事 を 成す の 明が あった。 

大久呆 も、 西鄕の 所說を 聞いて、 成る 程と 合點 し、 西鄕の 意見に 從 つて、 暫ら くその 計 畫の實 行 を 中止す る こ 

ちんじゅつ 

とに し、 品 川と 三 田 尻に 會 して、 西鄕の 意見 を 陳述した。 


【十】 西鄕の 活眼 確と して 動かず 

、- つけね  じちょう 

獨 り大久 保との みい はす、 天下の 人 を擧げ て、 幕府、 #衰 と 見る ときに、 西鄕 ひとり、 八， ゃ將軍 死し、 お Jsgl ま- 

し、  人情^ 府を 1 れむの 時、 世情 幕府に， き i する の 時な りと して、 猥りに 輕擧 して 討つ ベから やとす るの は、 眞 

に 西 鄕の獨 擅 場で ある。 幾多 歡難 を經 て、 事に 老鍊 すと 稱 せらる る、 故 あるかな である。 

却 !i 朝廷から 諸 藩へ 上京の 朝 命が あつたの は、 慶應ニ 年 九月 七日であった。 き 命に よれば、 

德 川中納 言 〔鹿 喜〕 

過日 言上 之 趣 被 二 聞 召？ 別紙 之 通、 諸 藩へ 御沙汰 相 成 候に 付而 は、 上京 候 はば、 早々 決議 可レ 有- 1 首 上 13u、 御 

沙汰 候 事。 

と あり、 而 して、 上京 を 命ぜられ たる 二十 四 藩の 諸侯 は、 左の 如くであった。 

上京 を 命ぜられ たる 諸侯 2 十四 藩〕 

【本人 自身 上京すべき 者〕 

惠川慶 勝 〔尾 張 藩〕 德川茂 承 〔紀伊 藩〕 前 田 0 寧 〔加 贺 藩〕 

【當主 代理と して 上京すべき 者】 

天下の 與論と なり 來れる 諸侯 會 議論  •  W 五 九 


山 內豐信 〔土 佐 藩〕 


長 岡 護 美 〔同上 家 臣〕 
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鍋 島 直 正 〔佐賀 藩〕 

島 津久光 〔薩摩 藩〕 

【家 來滯同 を 許して 上京せ しむる 者】 

細 川慶順 〔肥 後 藩〕 

〔父子の 中 一人 上京すべき 者】 

蜂須 賀齊裕 〔德 島 藩〕 

同 慶贊 〔同上 世子〕 

藤 堂 高 猷 〔津 藩〕 

同 定 昭 〔同 上： 世 子〕 

【本人 自身 上京 不可能 なれば 重臣 iW 代らし むべき 者】 

伊逹 鹿 邦 〔仙臺 藩〕 池田慶 德 〔鳥 羽 藩〕 

松 平定 安 〔松 江 藩〕 有 馬慶賴 〔久留 米 藩〕 

立 花 鑑 . 寬 〔柳 川 藩〕 

〔旣に 在京中なる 諸侯〕 

松 平慶永 〔福 井 藩〕 松 平容保 〔會 津 藩〕 


同 

淺 野 

同 


茂 韶 〔同上 世子〕 

茂 長 〔廣 島 藩〕 

高 ffw  〔同上 世 子〕 
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伊 達 条 城 〔宇 和 島 藩〕 


黑 田長溥 3 前 藩〕 

同 茂勳 〔同上 世 子〕 

久松勝 成 〔松 山 藩〕 


松 平慶倫 〔津山 藩〕 

池 田 茂 政 〔岡 山 藩〕 


松 平定 敬 〔桑 名 藩〕 


上 杉齊憲 〔米澤 藩 世子〕 

しゅうき きこしめすべく 

德 川中納 言、 言上 之 趣 も有レ 之、 諸 藩 衆議、 可， 一 聞 候 間、 速に 上京 致し、 決議 之 趣、 中納言 可レ有 n 奏聞 一 3 曰、 

被 二 仰 出 1 候 事 

ぶ たい  じゅんじょ 

とあった。 いよく 諸 藩會議 の舞臺 は、 勑命 によって 開かる る 順序と なった が、 御達しに も ある やうに 『巾納 言 

, .  じ やうそう  お ひろ 

可 レ有ニ 奏聞 一』 とい ふの は、 諸 藩 會議の 結果ば、 一橋 慶 喜より 上奏す べしと いふ 意味であって、 此の 意味 を 推し 擴 

かへ  しんてん 

めて 行く と、 諸 藩主が 勝手に 建言す るの 自由 は、 却って 失 はれ、 諸 藩 會議の 美名の 下に、 慶 喜の 勢力 を仲展 する 

やうな 結果と なる ので、 諸 藩の 方で は 餘り面 由く 思 はなくな つた。 松 平 春嶽の ごとき は、 これで は 折角の ；大 下名 

が f 

侯の 合議 も、 何の 役に も 立たぬ とい ふので、 在京 を斷 念して、 十月 一日、 京都 を 去って 歸國 してし まった。 

やま ひ  *- うめい 

薩藩 においても、 西鄕の 意見に 從 つて、 久 光の 上京 を 中止す る ことにな り、 疾の 故を以 つて 召命 を辭 した。 そ 

して 之れ に 代って、 1 先づ西 鄕吉之 助、 小松帶 刀の 兩 人が 出京す る ことにな り、 彼等 は 十 H 十八 日 鹿兒島 を發し 

て、 二十 八日 京都に 到着した。 

當時南 洲の考 ふるところ は、 何としても 朝廷 內に 勤皇の 諸 卿 を 集め、 確乎 不動の 中心 を樹 つる ことが、 先決 問 

題で あると いふに あった やうで、 佐幕派の 爲 めに 幽閉され て ゐる諸 卿 を、 再び 朝に 立た しむる 運動に 著 手す る 方 

針であった。 ところが 南洲著 京の 當時 は、 南 洲の豫 言した 通り、 幕府の 勢力が 再燃し 來 つた 時で、 大原^£1.;德以下 

へいもん  ゆうきょ  げんじゅう かんし 

の 二十 二 卿 は、 十月 二十 七日、 罪 を 負うて 閉門と なり、 5 お倉 卿の 幽居にば、 會* 桑の 兵を以 つて、 嚴 望に 監視 さ 

天下の 與論と なり 來れる 諸侯 會 議論  四 六 一 


大西鄕 佥傳 第三 卷  四. j へ 二 

れる ことにな つた。 のみなら す、. 慶喜は 正 二位 權 大納言に 進んで、 十二月 五日 を以 つて、 征夷 大將 軍に 任ぜら る 

るに 至った ので、 幕府の 勢力 は、 ここに 再た び 中央 政局 を獨. ^する かの 形と なった。 

『慶 喜が 將 軍職に 就けば、 紛爭 は必ら す内 より 起って、 天下の 人心 を 失 ふ』 と は、 南洲の §1 すると ころで あ 

つた。 南洲は 何に 感 すると ころあって、 此の 言 を爲し たかは 知らぬ が、 今や 豫 5k の 如く、 慶喜は 十五 代將 軍の 榮 

冠 を 戴いた。 そして 內に は、 幕府の 兵制 を 改革し、 外に は、 朝廷の mi を i いで、 ，みに 諸侯 を IIM しょうと し 

た。 その 幕下に は、 智謀の 臣原市 之 進の あるあって、 幕府の 勢威 は、 少なくとも、 向上 發展の 運に 進み 行きつつ 

あった。 

勤皇の 諸 卿 は 固より、 皇政 復古に 意圖 ある 雄 藩の 諸侯 を 初め、 諸 藩の 有志 等 は、 頗 ぶる 時の 非なる に Mi した 

>  J ちん もやく みだ はつ  うつ  , お 

力 1^ り. 西^ は 沈 著に して- 濫りに 發 せす、 靜 かに 大勢の 移り行く を 打ち 眺が めつつ、 時の t る を 待つ ものの 

如くで あた。 

かくして 慶應ニ 年 〔丙 寅〕 の 歳 は、 行く く ん とし、 新任の 征夷 大將軍 は、 その Mi を、 四方に 振 ふ ものの 

如くで あつたが、 時なる か 否か、 ここに 時勢 をして 急轉 せし むる、 一大 變 事が 起った ので ある。 


第二 章 孝 明 天皇の 盛德 大業 

【二 孝 明 天皇の 崩御 

に は  ほうぎょ 

度 應ニ年 〔丙 寅〕 十二  二十 五日、 孝 明 天皇 は猝 かに 崩御 あらせられた。 天皇 は 十一 二日 ごろから、 少しく 御氣 

ごぶよ  かんば-つ  ご はつ 

分惡 しく、 御 不豫に 渡らせられ たが、 寒 胃 御發熱 ぐら ゐに考 へられて ゐた。 然るに 十五 日に、 猝 かに 高度の 御發 

ねつ  ぎょく たい はっしん ぶつ  てんい  ご とうそう 

熱と なり、 十六 日に 玉體 に發疹 物が 出來 たので、 典醫等 はいよ く 御 痘瘡に 罹らせられた ものであると 拜 診した 

じゅんとう  きふ へん  たいぜん 

ので ある。 その後 はや ゃ順當 の御經 過に 渡らせられ たが、 二十 五日に 至り、 御容體 は急變 して、 遂に 大漸に 至ら 

せられた のであった。 十二月 廿 五日 附を以 つて、 近衞 內府忠 房より、 松 平 春 嶽に與 へた 書翰に、 此 間の 御 病症 を 

らラ はい 

記し、 且つ 宮中 狼狽の 狀を 報じて ゐる。 

近衞忠 房よ リ松 早春 嶽に與 ふ る 書 〔慶應 1 1 年 十二月 二十 五日〕 

〔前略〕 極密 申入、 丙 丁 ぷぷ希 入存候 也。  ； 

ご ふうき  てんやく  ご そ- フ 

當月 十二：：： より、 主上 御風 氣に被 レ爲, 在 候處、 十五 日晚、 餘 程御發 熱、 典藥 一銃大 心配、 十六 日に 至り 御惣 

しん  ご とうそう 

身 御 發し物 被 レ爲レ 在、 十七 日に 至り 御 痘瘡 之 旨、 言上に 相 成、 日々 御 順 痘には 候 得 共、 今 二十 五日 御 容體赏 

孝 明 天皇の 盛德 大業  m 六 三 


大西鄕 4- 傅 第三 卷  四 六 四 

たそがれ  いささか  SJ なんし やう 

にく 不二 容易 1 御 事、 一 銃大 心配ぶ ぷぶ、 先 々黄昏 比より、 聊靜謐 に 被 レ爲レ 在 候。 何分 餘程 御難 症に 被， 爲， 

在、 七 八 分 之 由、 醫師中 居候。 實に. 不二 容易 1 御發し 物に 御座 候。 今日 之 御 容體、 一統 大 心配ぶ ぶぶ、 諸 

社へ 御 祈禱、 檨々 之 事共、 被, I 仰 出 T 臣下 一統 大 心配、 諸 社 信心 之 事に 御座 候。 先に 夕景 より、 聊、 御靜に 

被 レ爲レ 在 候。 吳ぷ 御大 事の 御 事。 實 によ M 心配ぶ. -仕候 事に 候。 吳々 爲ニ國 家 1 御 運 強く、 御 全快 被 レ爲レ 在 候 

かラ びん  きょうえつ 

樣、 信心 仕 候 事に 候。 幸便に 任せ 極密に 申入 候。 御運强 く、 追 M 御 全快 可 レ被レ 爲レ在 は、 恐 悅に存 候。 何も 

ごじゅんとう 

. く極密 ぷぷ、 御 他言 御 無用 M ぷ ぶに 祈 入 候。 吳々 御莫 言に 願 入 候。 先よ 夕 量より 御靜之 容體、 尙ぷ 御順瘦 

ごじ ゆみやう 

御 肥 立 被：， 遊 候 檨祈入 候。 吳. - 爲ニ國 家？ 御 壽命御 長久、 祈 入 存候事 也。 

必 M 御 他言 御 無用、 大亂 書御覽 分、 可い 給 候 也 

十二月 二十 五 曰 〔慶應 一 一年〕 

忠  房 

此の 書 は 未だ 御登遐 以前に 認められ たもので あらう が、 ；大 皇御 危急 を 前にして、 筆 も 心 も 共に 打ち 亂れ たる さ 

ま は、 前後 錯亂 したる 文脈に よって 明らかにされる。 尙ほ幼 太子、 祐ノ宫 〔後の 明治： 大皇〕 の 外 祖に當 る、 中山忠 

ほうぎょ  .40 ろく  い どう 

能 卿 記に、 旣に 崩御 遊ばされ たる 以後の 記錄を 留めて ゐる。 日 次 等に 多少 近 衞内府 の 書と 異同が あるが、 前 

後の 事情に おいて 大差 はない。 


中 山忠能 日記 〔慶應 二 年 十二月〕 

ご ふ よ  ご かしゃう 

十二月 十五 日、 主上 御 不豫の 由、 十一 日より 御 不快 十三 日御假 床、 熱散ぜ す。 御 勝、 御寢、 御行 もな りかね、 

只 御 譫語 被レ 仰、 苦惱、 十四日 醫師御 痘瘡と 申 上、 近年 御壯 健に 被レ 在處、 按 外の 儀 也、 春秋 三十 六 歳。 云々 

十七 日、 玉顔 色附、 御 出物 大分 澤山、 御 毒 深、 廿日 頃 大事と 承 候。 醫師高 階、 餘り痘 を 手 かけ 不レ申 山。 十 

九日、 慶子 〔後の 中 山 一位 局、 明治天皇 御 生母〕 來狀、 御のと 痛み、 藥惣て 御い や、 闢白 御檨子 伺、 大に恐 入 

候。 云々 

二十 二日、 御痘の 次第、 鶴 女內. -述レ 之、 兒藤谷 丸 抱瘡、 七十 五日 相 立、 歸參 の處、 面 體痘跡 多、 上 甚御氣 _ 

おし ぜん 

味 惡く思 召 候 中に、 御 發痘、 及, 一大事 1 候 由 也。 慶子 來狀、 御 日立 御 順當、 御 膳 も 召 候 由。 

二十 五日、 慶子 返詞、 昨夜より 御 容體、 何共 恐 入 候。 今日 午刻、 旣 に祐宮 親王 御 方、 俄に 御前へ 被レ爲 レ參、 

くわん ざよ ひ たん  てんうん 

唯今 還 御、 悲嘆 被：， 爲, 在、 皆々 落淚、 天運の み 懇祈仕 候。 云々 

ぬれ 衣 を ほし あ へ ぬ 袖に 思 ひき や 

又も 淚 のか かるべし と は 

二十 六日、 早天、 慶子 來狀。 昨夜 戌 刻 〔午後 八 時 頃〕 御 事 切。 是 より は、 親王 樣 〔祐宫 を 指す〕： 大下 萬人悅 ぎ、 

四海 太平、 奉レ仰 二聖德 1 候て、 賢明の 英 君に 成せられ 候 樣、 信心の 外！ ーレ之 候。 中々 ゆだんの ならぬ 時節、 
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萬 事 恐 入 候 事に 御座 候。 云々 

きつ I う  •  ご りんじ ふ  ご く なう 

兩書を 口して 前後の 事情 を 察する 時 は、 御 病症 はいと 重 もく、 御 臨終に 至らせら るる 迄 は、 頗 ぶる 祸苦惱 あ 

ら せられた ものと 拜 察される。 询 に 恐れ多い 極みで ある。 中 山 卿 は 固より、 ニ條關 白、 賀 陽宮、 近衞 卿な どの 側 

近の 親王 公卿 方で さへ、 天皇 御 臨終に おいて、 大事 を 承 はるの 機會 はなかった と 思 はれる。 

【二】 孝 明 天皇の 盛德 大業 

, ^うさん  しゅんじう 

崩御の 御 時、 天皇 は寶算 僅かに 三十 有 六 歳に 渡らせ 玉うた。 御 治世 は 二十 年に 過ぎす、 尙ほ 春秋に 富ませ 玉 ふ 

ほうぎょ  かふ 二く あいせき 

の 御身 を以 つて 皇政 復古の 確立 を も 見 そな はし 玉 はすして、 猝 かに 崩御 あらせられ たの は、 闔國の 哀惜し 奉つ る • 

ところであった。 

天 保 二 年 〔辛 卯〕 六月 十四日、 天皇 御 降誕 あらせられ、 同 十一 年 〔庚 子〕 三月 十四日 皇太子に 立た せられた が、 弘 

化コ 一年 〔丙午〕 正月 一 不 六日 御 父 帝 仁 孝； 大皇 崩御 あらせられ、 翌ー 一月 十三 日、 御 歳 十六 を以 つて 踐？ ら せられて 

以來、 二十 年間の ぎ は、 日本に とりて は 曠古の 大難 局であって、 外に 世界 列國 との 交涉が 開け、 內に朝 幕の 

嫩爭が あり、 天皇が 此の間に 立た せられて、 叙 慮 を、 上下 內 外に 惱 まさせられ たこと は、 實に 尋常一様の ことで 

はなかった ので ある。 

今、 夭 皇御 在世中の 略 年表 を 作って、 盛德 大業の 御 聖蹟と 國 事の 變遷と を 知る の 料と する。 
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【一-一】 孝 明 天皇の 國難 御轸念 

僅かに 略して 年表に 記し 奉る ところ を 見ても、 天皇 御 治世 間の 日本が、 如何に 未 f 有の 難局に 逢 遭しつつ あつ 

たかを 知る に 足らう。 此の 紛糾の 間に 虚して、 能く 國共么 を 不動の 礎の 上に 立てさせられ、 神武 以來、 絶えて 無く 

して 稀に 見る ところの 明治の 盛 世 を、 打 出す るの 基 を 開かせ 玉うた、 天皇の 御 偉業 は、 炳 として 日月の 輝 やくが 

如き ものが ある。 

.5 うく  はんな う ひつう 

難局に 立ち、 難局に 崩 じ 玉 ひたる 天皇の 御 一生 は、 また 實に 憂苦、 煩惱、 悲痛 極まり あらせられぬ 御 一 .i:^ であ 

ら せられた。 常時 幕府 旣に 衰運に 向って ゐた とはいへ、 世に 將 軍あって 天皇の 在 はす を 知らざる もの は、 獨り草 

M の 民の みではなかった。 九重の 雲 深き ところ、 天皇 日常の 御 生活 は、 眞に 長れ 多き 極みであった。 外 しきり 

に 到り、 國內 鼎の 湧く が 如きと き、 天皇 i 辰 憂の 極、 淸凉 殿の 東 庭に 下りさせ 玉うて、 露し げき 御 袖 を 合せ 玉 ひ、 

遙 かに 皇太 神宮 を拜し 玉うた こと は、 實に 幾夜に か 連なった。 

ナし .<J 一  かんかう  ほしい  9 

安政 五 年、 井伊 大老が その 麼勢を 揮うて、 所謂 戊 午の 大獄 を 敢行し、 擅 ままに 條 約を訂 結した ときの ごとき は 

天皇 ；ま 憤、 遂に 遜 位の i 辰 翰 を 下し 玉 ふに さへ 至った。 關白九 條尙忠 への 御瘦 翰に 曰く、 
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0  M  翰 〔安政 五 年 八月 五日〕 

蠻夷 一件に 付て は 〔御名〕 愚存、 春來申 述べ 候 通りに て、 假條 約の 義に相 成り 候て は、 實 以て 神國の 

神宮 始め 皇祖 だ對し 奉り 申譯 なき 義、 關東申 聞け の 通り、 和親 候て は害遲 く、 叉 担めば 害 速と 承知 候 得 共、 

セ  一く わし 

何れに 致ても 天下の 大患、 和親す るに 於て は、 皇國の 大體を 失 ひ、 尤患增 長に 相 成 候 事 顯然に 候 時 ま、 公 

武 共に 禍に相 成 候 はん 哉と 存候。 京都ば かりの 爲を^ 候に て は無レ 之、 差し 當り德 川 家の 爲に 宜しから すと 存 

じ、 隔 心なく 返答 候。 去 六月 一 一十 一 日まで、 一 事の 往反 も無レ 之、 ， 只 々據 どころ なき 次第にて 條約 調印 濟さ 

れ候 由、 屆け棄 て 同 樣に申 越 候 事、 如何なる 處 置に 候 哉、 嚴 li に 申せば 違 勅、 is ずに 申せば 不信の 至に は 無, 

之 哉。 之に 依りて 右模檨 尋問に 及びた く、 過日 評議の 上 一 二 家の 輩、 又は 大老 上京の 事 申 遣 はし 候へば、 三 家 

は 押し込に て 上京 致させす、 大老 も 差 支 申立て、 延引の 旨 申 越し、 加， 之、 朝廷の 議論 不同 心の 事 を 承知し 

乍ら、 七月 七日 魯西亞 も 墨 夷の 振り 合 ひに て、 倏約 取り極めの 由、 同 十四日 英吉利 も 同斷。 追々 佛蘭西 も 同 

斷の 旨、 屆け棄 に 申 越 候。 右の 次第 を 捨て置き 候 はば、 朝 威 相 立 候 事 哉。 如何に 當 時の 政務 は、 謁 東に il^M 

ききょう 

せる の 時ながら も、 天下 國 家の 危 凶に 拘 はる 大患 を、 其 儘に 致 置 候て は、 前文の 如く 神宮 以下に 對し 奉り、 

如何 これ あるべき や。 只 公武の 間柄に 拘留す る ことば かり 配慮 候 は、 柔弱の 薄忠の 人の 事。 平常り 寺と 違 ひ、 

此の 如き 國 家の 一 大事、 關 東の 横道の 時節、. 何事 を も 聞き 濟み 候て は、 却って 如何 之れ あるべき や。 乃て 备 


. の 意 相 尋ね、 一 應は不 當の儘 申し 遣 はし 度 候。 就て は 去 六月 二十 八日、 愚 存書差 出 候。 親王 中へ^ の f?、 

度々 差 止められ 候へ 共、 先 文の 通り、 關 東の 處 置に て は、 國家萬 民の 爲 めに 申 遣 はし 候 所存、 一事 も 相 立た 

ざる 義は、 實に 全く  〔御名〕 薄德の 故に 候 間、 再三 申す は 如何ながら、 是非々々 し^ 41  うの 上、 右 兩條關 東へ 

通達 これ あるべき 檨存 候。 近. 部下 總守 使に 上京の 由ながら、 是も i 化の 由 故、 何卒 右 兩倏、 總州 上京 迄 

に、 早々 遣 はすべく、 急 度 申し入れ 候 事。 

. 衆人の 中、 短慮の 沙汰の 樣、 申述 ぶる も 之れ あるべき や、 さり 乍ら、 其れ は 國に忠 の蔬き 輩、 實に 前文の 

如く、 捨て置き 難き 事と 存候 間、 衆 慮 を 顧みす 申 述べ 候 事。 

はいしょう  せっし 

言々 切々、 今日 之れ を拜 誦し 奉つ る もの をして、 尙ほ 且つ 幕府の 專 横に 切齒せ しむる ものが ある。 況 んゃ當 時、 

さう げん  けんせい  ， 

勤皇の 志士 は 悉く 草原に 刑せられ， 大老 は權 勢を獨 占して、 擅 ままに 條約を 締結す るに 對 して、 ： 大皇は 祖宗の Jl 

靈に對 する の 責任より して、 今や 躬 から、 位 を讓. つて 、/天地神明に 謝せん とし 玉 ふので ある。 Mi の 民心 は爲め 

さんたく ゆ 

に 沸 然として 湧き 返へ つた。 尊皇攘夷の 論 は、 實に山 澤を撼 るが して 起った。 

和宮御 降嫁 は 公武 一 和の 大 策より 來 たって ゐ るが、 ；大皇 の 御 憂 は、 實に 愛し 玉 ふその 皇 妹の 身上に おかれた。 

翌文久 二 年 〔壬 戌〕 八月、 大 原重德 をして 關 東に 下さ しめられた とき、 天皇 は 左の 詔書 を 授け 玉うて、 歙旨を 群臣 

に 致さ しめられた。  - - 
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大西鄕 全傳 第三 卷  四 七 四 

和宮御 降嫁の 詔 〔丈 久ニ年 八月〕 

朕 惟 ふに 方今の 時勢、 敷 1 ^鋭 i を恣 ままに し、 幕吏 措置 を 失し、 天下 騷然、 萬 民 塗炭に 墜 ちんと 欲す。 朕 深 

そうき i 

く 之れ を 憂 ふ。 仰いで 祖宗に 恥ぢ、 俯して 蒼生に 愧づ。 而 うして 幕吏 奏して 曰く、 近 來國民 協和せ す。 是を 

以て ii うの 師を擧 ぐる 能 はす、 願 はくば 皇妹を 大樹に 降 さば、 則ち 公武 ー和而 うして； 大下勸 力、 以 つて 夷戎 

を 観 § がんと。 故に その 請 ふところ を 許す。 而 うして 幕吏 連署して 曰く、 十 年の 内 必らす 夷 戎を攘 はんと。 

朕 甚だ 之れ を 喜ぶ。 誠 を抽き 神に 新り、 以 つて 其の 成功 を 待つ。 昨躐和 宫の關 東に 入る や、 千稱 少將、 岩 倉 

少將 をして、 1K 下 大赦の 事 を 論 さしめ、 且つ 告げて 曰く、 國政 舊に仍 り、 大概 は關 東に 委 する も、 外 夷の 事 

Ms. 一 

の 如きに 至って は、 則ち 我國の 一 大重 事な り。 其の 國體に 係 はる もの は、 成な 朕に 問うて 後議を 定め 或 ひ 

は 二三 外 藩の 臣 をして i# "の 所 置 を預り 聞かしむ。 幕吏 對 へて 曰く、  i 辰 意 事 甚だ 重大、 遽 かに 奉行し 難し。 

IF ふ暫 らく 猶豫 せよ と。 旣 にして 頃日、 列藩 謀議 を献 する 者 あり、 薩長 二 藩の 如き、 殊に 親しく 來 りて 事 を 

奏す。 且つ 山陽、 南海、 西國の 忠士、 旣に 蜂起し、 密 奏して 云 ふ、 幕吏 奸徒 日に 多く、 正議 地に 委す。 而ぅ 

して 王家 をな i しろに し、 と睦 み、 物貨濫 出し、 國 用乏耗 し、 萬 民 困 弊の 極、 殆んど 夷戎の 管轄 を受 くる 

に 至る や、 日なら すして 知るべき なり。 冀くは 旌族を 擧げ、 鸞輿 を 函嶺に 奉じ、 幕府の 奸 吏を誅 せんと。 或 

ひ は. 曰く、 太平 徵 ilfi の 弊 を 除く が爲 めに、 京師の 奸 徒を誅 せんと。 叉た 曰く、 幕府 を 顧みす、 猿 夷， の 令 


を 五 幾 七道の 諸 藩に 下せよ と。 其の 衆議の 如き、 畢に 忠誠 憂國の 至情に 出づ ると 雖も、 事 tr た 激烈な り。 薩 

ちんあつ  ゐ だく 

長の 輩を喩 して 鎭 -M せし む。 其の 他 幕の 老吏久 世 大和 守 を 召し、 往復 日 を 歷、 未だ 唯 諾を吿 げす、 而 して 先 

いんじゅん たう あん ぷ XT- よ 

づ咋 職喩す 所の 大赦 を 行 ふ、 夫れ 大樹 猶ほ 弱、 何の 失 か 之れ あらん。. 但だ 幕吏 因循 偷安、 撫麼術 を 失 ふ。 是 

ゆうく 

の 如くん ば 則ち 國 家の 傾覆 立ちて 待つべき なり。 朕 日に 憂懼す。 所謂 一日の 安 を偷み 百年の 患 を 忘る。 聖賢 

の 遣訓鑑 むべ し。 内に 文德を 修め、 外に 武衞 を備 へ、 斷然 攘夷の 功 を 建つべし。 是に 於て 衆議 を 褂 酌し、 中 

こうけ ふ  かう き  .  ) 

道 を 執 守し、 德川 をして 祖先の 功業 を與 し、 天下の 綱紀 を 張らし めんと 欲す。 因て 三 事 を 策す。 

しんど 

其の 一 に 曰く、 大樹 をして 大小 名 を 率ゐ、 議 して 國家を 治め 夷戎 を攘 ひ、 上は祖 神の 震 怒 を 慰め、 下 は 義臣 

の歸 嚮に從 ひ、 萬 民 和 育の 基 を 啓き、 天下 を 泰山の 安き に 比せし む。 

其の 二に 曰く、 豐臣 太閤の 故 典に 依り、 沿海の 大 藩五國 〔島 津、 毛 利、 山內、 前 田、 伊達〕 をして 五 大老と 

くわん かい  さう じ やう 

稱し、 國 政を咨 決し、 夷戎を 防禦す るの 所 置を爲 さしむ。 則ち 環海の 武備、 堅固 確然、 必らす 掃 攘の功 あら 

ん。 .  . 

ほ にん 

其の 三に 曰く、 一橋 刑 部 卿 をして、 大樹 を援 け、 越 前前 中將を 大老 職に 任じ、 幕府 を輔 任せし む。 內 外の 政、 

當に左 枉の辱 を 受けざる べし。 此れ 萬 人の 望、 恐らく は 違 はじ。 朕、 意に 此の 三 事 を 決す。 是を以 つて 使 を 

關 東に 下す。 蓋し 幕府 をして、 三 事 中の 1 事 を 選み て以 つて 行 はし めんと 欲するな り。 是を以 つて、 ™l ねく 

き たん  たんしん けいよく 

群臣に 詢る。 群臣 忌憚な く、 各ぶ 丹心 を啓沃 して、 宜しく 讜言を 奏すべ し。 

孝 明 天皇の 盛德 大業  11 七 五 


大西鄉 全傳 第一 S  四ヒ」 ゝ 

天皇 匿の 御 至情と、 攘夷の 御 精神と は、 惻 2 して 人に 迫 意 ものが ある を覺 ゆる。 天皇の #雷 は、 實に 

攘夷 を以 つて ー茛し 玉うた こと は、 數 多き Ml うに、 議に、 維に、 常に 墨せ させた まうた 文窘 中に、 明 

ら かに 窺 ひ 奉つ る ことが 出來 るが、 夫 はまた 單 なる 攘夷の 爲 めの 攘夷ではなかった。 天皇の 御 精神 は、 建 國以來 

未だ 曾て 外 夷の 侮り を 受けた ことのない、 萬 邦 無比の 國體を 維持せ させ 玉 はんとす る 御 精神であった。 

【s 孝 明 天皇の 御製 を拜す 

； 犬皇 はまた 一方に おいて 詩人で あらせられた。 その 御 衷情 を國 風に 託して 詠 じさせ 玉う や、 の士氣 は、 常 

に 之れ によって 振起す るの 例であった。 

久 阪玄瑞 は、 嘗て 『俟釆 撵錄』 を 著 はし、 その 開卷 劈頭に、 孝 明 天皇の 御 英風を 記し 奉って、 實に 次の 如く 記 

して ゐる。 〔原 漢文。 今讀み 易から しむる 爲に 和文に 譯す〕 

, •  さ ..f たぐろ < 

俟 釆擇錄 

今上 皇帝。 神聖 叙武。 近世 ノ聖主 ナリ。 民ヲ 傷、、,、 夷ヲ 憤リ、 ^然、 中興 一一 志 有リ。 . 

嘗テ 天下 一一 勅シ、 梵鐘 ヲ毀 i  、ン、 機 昏フヲ 鑄 造ス。 又タ嘗 テ和氣 淸麻呂 一一 追贈.、 ン、 讒王大 明 #ト 曰フ。 比 等 

ろ 1 つ 

. ノ 盛事. ハ、 臚列 一一 勝フ可 カラ ズ。 他 ノ聖明 叙 慮 ノ若キ -ー至 リテ ハ、 御製 一一 ii ス。 御製 一一 曰ク。 


アサ ナイフ ナ、 タミ ヤス カレ ト、 ォ乇 フミノ、 

コ コ 口 一一  力 カル、 コ トク  一一 ノ フネ。 

叉 曰ク。 

エミ スラ ョ、 フネ コキ乇 トセ、 イセ ノウ ミ、 

力 ミ ノミ クー ート、 シリテ アルカモ。 

又 曰ク。 

ホコ トリ テ、 マ モレ ミヤ ヒト、 ココノ エノ、 

ミハ シノサ クラ、 カセソ ョクナ リ。 

又 曰ク。  ノ 

ス ミ シ ェ ヌ、 ミ ッ 一一 ワカ ミ ハ、 シ ツム トモ、 

一一 コシ ハセ マシ、 ョ ロッタ ミ ク サ。 

叉 曰ク。  .  ^ 

ァチキ ナヤ、 マタ ァシキ ナヤ、 ァシ ワラ ノ、 

タノ ムカ ヒナ キ、 ムサ シノノ ハラ。 

ぐ 61 しゅんぶ 

則 チ草莽 布 衣 ノ士、 愚 夫 羸婦、 目  一一 一 丁 ナキモ ノト 雖モ、 之 レヲ聞 キテ、 咸ナ 感激 悲愤 シ、 涕下、 襟ヲ 濕ホ 

孝 明 天皇の 盛德 大業  四 七 七 
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サザ ルハ莫 シ。 〔御製 誤記. なきに 非らざる も、 原文の ままと し 今 は 正さず〕 

しんぎん 

嗚呼、 獨 り久阪 のみな らん や。 當時 御製 を拜 する もの、 誰れ か皇 事に 盡し、 袁襟を 安んじ 奉つ らんと、 欲せ ざ 

る あらん やで ある。 


社 頭 祝 言 〔安政 二 年〕 

ちょ  う ご  よみや 

千代よ ろづ 動きな き 世と 宮ば しら 

た  いの  かみ がき 

立てて ゆく へ を 祈る 神 垣 

しんれ う 

天壌無窮 なるべき、 我が 御 國體の 尊 ふとき すら、 臣僚 その 道 を 誤 まり、 幕 閣外 夷に 屈する により、 打ち 寄す る 

あだなみ  きしべ  かみが- 4o  , 

仇 波に 大和 島根の 岸邊も 危うく 思し 召せば こそ、 かく も 神 垣の 御 祈りと はなり つれ 

秋タ傷 心 〔安政 五 年〕 

わがお も ひ 夕べ とだに も かぎらね ど  . 

あぎ  ， , 

•  まして こころ をく だく 秋 かな 

ぎよ れん  こくそ 

大老 權を ほしいまま にし、 秋風、 御簾 を卷 いて 寒し。 夕べと なれば、 秋 は 物 を 思 はする に、 まして 國 礎の 危う 

ご しんねん  しゃしょく 

きを 目の 鲨り 觀ぜ させ 玉 ひて は、 御 窟念も 一 しほで ある、 君皇 をして、 獨り 社稷 を 憂へ しむる、 果して 誰 人の 罪ぞ。 


寄 レ風述 懷 〔安政 六 年〕 


こと くに  ひと 

異國 もな づ める 人 もの こりな く 

かみ かぜ 

.  はら ひつく さむ 祌風 もがな 

から  すゐ せん  あつ 

東 湖が 唐うた にも、 詠 じたる が 如く 『天地 正大 ノ氣。 粹然 トシ テ祌州 一一 鍾 マル』 わが 國に、 ー點 の： 汴れ あらし 

な-つ 

むべ からす。 異國の 異風 はもと よりの こと、 之れ に 泥め る國人 も、 拂ひ淸 め 玉 はむ と 念じ 玉 ふ。 大御心 こそ、 げ 

に 伊勢の 祌風 そのもの ではない 乎。 

ラら  ち  どり 

浦 千. 鳥 〔文久 二 年〕 

浦 づたふ 千鳥に つれて 世世の ため 

た ひと 

まこと 正しき 人 を 得 まほし 

いそかぜ  Ij  く かせいち ゆう 

磯風に 傳 うて、 聞え て來る 千鳥の 聲 にも、 國家 誠忠の 士を 得た ま はんとす る 御 心 をお も ふに つれても、 君側に 

その 人な きこと、 實に萬 世の 憾みで はない か。 

じ 5 つ  くわい  . 

述  懷 〔文久 二 年〕 

かみ  こ- -ろ 

祌 ならば わが 心 を もしろ しめし 

ねが 

ひたすら 願 ふこ と をう け ませ 

くんのう  おんみ  ばく i っゐ 

君 皇の靈 き 御 躬を以 つてしても、 猶 ほみ 心に 叶 はせられ ぬ ことのみ 多く、 神に 願 ひ を 懸けさせた まふ。 慕 末 維 

新の 風雲の、 いかに はぜし く亂れ たる か は、 御製 を拜 して、 思 ひ 半ばに 過ぐ る ものが あらう。 

孝 明 天皇の 盛德 大業  四 七 九 
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寄レ 弓. 述 懷 〔文久 二 年〕 

あづさ 弓眞 弓つ き ゆみ 年 をへ す 

-  治まれる 世に ひき かへ さなむ 

ぎんな りし 大御代 をお 4 ほし 召して は、 亂れ たる 世 をな げかせ 玉 ふ。 げに 後世 へだたれる 世の 臣民 をして、 

猶ほ 君の 爲に裔 ひ 起た しむる 大御 ことばで はない か。 嘗て 飯 田 年 平が 『詠史 百 首』 の 第一に 『みとらし の眞 弓の 

ひびき 絶えし よりもと すゑ わかぬ 世と ぞ なりぬ る』 と慨 きし 歌 も、 今更の 如く 思 ひ 出 でら るるで はない 乎。 

題 しら す 〔年代 不詳〕 

蟲 さへ も 心 ありげ の ものがたり 

つきみ  い  きか ►  > 

月見が てらに 出で て 聞 はや 

.4IJ ん 

i かに 人の 目 をし のんで、 iSi ふかく 忍びよ る もの、 あに 心なき 月 前の 蟲 のみな らん や。 心 を 千々 にく だく 勤 

Si の 志士が、 "ii の聲を 庭前に 1 こしめ し 玉 はんとの 大御 心で ある。 この 一首の 大 御うた あるに よりて、 臣 死す 

とも 可な りで ある。 

米 使 ペルリ を以- つて、 人 は 開國の 恩人と いふが、 彼れ が 胸中に 何物 を藏 したりし か は、 霸權を 四方に 伸べ つつ 

くわん ほ  ,  0 

あった 當 時の 衆國史 を讀む ものの、 直ちに 觀破 すると ころで ある 

題 しら す 〔年代 不詳〕 


ほこ  i も みや びと 

戈と りて 守れ 宮人 ここの へ の 

かぜ 

みはしの さくら 厕そ よぐな り 

さうた く  あ *< つ かぜ  なび 

天皇の 一 詠 は、 草澤の 志士 をして、 實に 袂を拂 うて 起た しめた。 平野 國臣が 『天津 風 吹け や 錦の 旗の 手に 靡かぬ 

草 は あら じと ぞ思 ふ』 と 詠 じた 歌 を も、 思 ひ 合 はさる るので ある。 

»  衣 〔文久 三年〕 

う  もの  からころも 

打た で やむ 物なら なくに 唐衣 

ち だ  よ  4« 

仇に いく 夜 をな ど 過ご すらむ 

いんじゅん  すねよ 

因循、 年 を 久しう し、 遂に 外 夷に 杭す るの 意氣 なき、 衰餘の 慕 府の爲 めに、 滿 腔の 遺憾が たたえられて ゐる。 

秋  懷 〔安政 五 年〕 

あぎ  み  .4Tj  • 

秋 もい まこれ を 見 かれ を 聞く からに 

むかし  そで 

昔し のぶの 袖ぞ つゆけ き  \ 

禁 庭の 秋 ふかきと ころ、 御 袖の いと ど 露け きを 拜し 奉つ るの も、 國家を 田^ ひ 蒼生 を 案じさせた まふ、 淚の 御痕で 

あると 思 ふ 時、 何人 か 果して 淚な きを 得よう。 

題 しら ず 〔安政 元年〕 

うばたまよ  ふゆ 

烏羽玉の 夜す がら 冬の さむき にも 

孝 明 天皇の 盛德 大業  P 入 一 
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くに たみ 

つれてお も ふ は 國 i 民 のこと 


It き • うすき^の いましめに 


お，^ にわが^ を か へり 見つつ も 


I 共に 安政 元年の 御 fs つて 意。 朝た に 夕べに、 im  I 謹の 上で はなく 

して、 國民 赤子の 上の みであった。  - 

朝 述 懷 〔安. 政 六 年〕 . 

あさ あさ )  ^5  , , 

ねが はく は 朝な朝なの 言 の 葉 を  • 

あはれ みうけよ 神なら は 神 

安政 六 年の暮れ、 『朝 述懐』 の 御製で ある。 

n こ， うたれ k にく だけて 祈る かな 

戯 のし は ざの ただ 安す かれと 

加 茂 行 幸 〔文久 -1 年〕 

^ の 春 は 花 も かすみ も 打す てて 

g やす かれと おも ふば かリぞ 

Is き 尊 ふと I 以 つて、 S きに 至らせ 玉 ふ。 ま， ず、 」Kf 越え、 勤き 志 ま 復古の 大業 を 成 


-  さん ザん  しん 卞ゐ  . 

し 遂げた 所以で あらう。 建國 三千 年、 燦 として 世界に 輝く 國家を 建設した 日本 國史 の眞 は、 世上 流行の 淺錄 

なる 理論 を以 つて、 輕卒に 說き盡 される もので はない。 上に 斯の君 あり、 下に 斯の民 あり。 幕末 危局 をー轉 して、 

だしゅつ  た  ゆう ゑん  しん こく 

明治の 盛 世 を 打 出した 所以で ある。 以 つて 國を樹 つるの 如何に 悠遠に して、 且つ 深刻なる もの あるか を 知るべき 

である。 〔謹んで 記す。 引用 御製 は 民間に 傳 ふる 文献に 據れる ものなる を 以て、 或は 誤傳 誤記 あらん こと を 恐る。 猶ほ 『題し、. 0 

ず』 若しくは 『年代 不詳』 と ある は、 御題 及 年代の 傳 はらざる が爲 である〕  , 

【五】 孝 明 天皇の 後月 輪 東 山陵 

はる あさ  みち 

. 春秋の いで まし どころ 道 かへ て 

、  . み ゆき 

こ は いづこ へ の 御幸なる ら： む 

いつ せい ► あ. S とラ  さんり ょラ 

一世 を 擧げて 哀悼の 淚 にくる る 中に、 慶應ニ 年 十二月 二十 九日、 山陵 奉行、 戸田 大和 守忠 至に 命じて、 山陵 を 

^„^山に營ましめらるるゃ、 大和 守 は 答へ ていふ。 

山陵に 關 する 戸田 大和 {.I: の 泰答書 〔慶應 二 年 十二月 二十 九日〕 

今般 御陵 御 制 造 之 儀、 取調 進 達 仕 候樣、 廣橋 大納言 殿、 被 11 仰 出 T 奉レ長 候。 中古 佛法 渡來 以後、 御 制 造 之 形 

- ,  じゅん ばく  &く はく ざんにん  おんだ び 

樣も、 變革 仕、 遂に 上下 淳朴 之 風、 刻薄 殘 忍と 相 化し、 奉レ始 ニ持統 天皇 T 御 荼毗之 事、 世世 御 常例と 相 成、 

孝 明 天皇の 盛德. 大業  四 八 三 
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乍レ 恐, ん辑； よ 蜓^、 一  曰 一 5^ わ I じんに 奉， 姿、 九輪 石 之 御 塔、 御 表と 仕 候 儀、 數 百年 來 之御定 制と 相 成、 遷延 到- 

今日-候 段、 * き il; &之 至、 有志 輩 之 同一 授に 御座 候處、 後光明 天皇 • 御 新 喪 之 御 時より、 御 火 一群 被レ 爲レ廢 

候 得 共、 其 後 御代々 樣之 葬、 kiii へ 入御、 御 式 被 V 爲 V 濟、 夫より 山 頭 堂に 而、 御茶 毗之 御作 法有レ 之、 

此 所より、 kim 迄 は、 寺 門 僧徒 共、 kim と 奉 V 稱、 御 表面 御 火葬、 御 內實御 埋薛と 申 候 御 儀に 奉 V 存候。 

元來 之 凡夫に て、 生 は 始死は 終、 愼, 終 は臣子 忠孝 之 道に 於て は、 最 重大 之 事と 奉：， 存候。 故人 之 其 身分 

に應 し、 禮節を 重し 候 儀に 御座 候處、 無 n 勿體 1 も、 一 天 萬乘之 大君 をして、 表 裡不レ 合 之 銜禮節 有 レ之候 御 儀 

にて は、 四霄 赠 之御體 裁に 於て、 乍 V 恐^" 瑕 戴に も 可レ被 U 渡歟 と、 奉： 痛哭 一 候。 且 御先 先代 樣 より、 尊號 

けう あい 

に 被， 爲， 復、 叉諸國 御陵 も、 御 復古に 相 成 候 御 時節に 御座 候 得 者、 何卒、 泉 浦 寺 是迄之 御廟 所， S 一 狭隘に て 

可 レ然御 地所 無レ之 候に 付、 同 寺 地中に て、 ど 御 地所 被， 爲レ 卜、 御陵 御 築造に 相 成 候樣、 仕度 奉レ存 候。 

尤數 百年 來、 御 薄 葬、 ii 徹之御 儀に 御 應 候 得 者、 一 時 山陵 御 築造と 申候而 者、 定而御 議論 も 相 生し 可レ申 

候 得 共、 是迄、 龕 前 堂 山 頭 堂 杯と 申、 贅所之 冗費 を 相 省き 候 時 者、 是又 容易に 御 築造 成功 可：^ 仕、 奉レ存 候。 

乍レ然 無：， 據御差 支 之、 御 次第 柄 も、 被 レ爲レ 在、 前文 之 御 儀、 御 採用に 不 n 相 成 T 是迄之 御園 內に、 葬 御 被レ爲 

レ在候 御 儀に 御座 候 共、 斷然、 內外 一 致 之 御 埋葬 之御禮 儀に 被レ爲 レ復、 御荼 毗無實 之御規 式、 一 切御廢 止に 

相 成 候樣、 仕度 奉レ存 候。 將叉 名分 國體 は、 天下 人心 之 向背に 關係仕 候 儀に 付、 右 早早 御英 斷有レ 之、 臣子忠 

孝 之 標準、 iii、 無-一 御座 1 候 而者、 御陵 之 儀、 取調 出来 兼 候に 付、 微衷 ゆ 上、 此 段奉レ 伺候。 以上。 


十 二 月 〔慶應 二 年〕 

戶田 大和 守 

すうぎ  ご くわそう  メ  .51  んぎ C  -  -^. 

情 巾 S 大， ぬ 守の 奉答 は、 數 百年 來、 打 絶た る ：！ 呂 中の 崇 儀を復 し、 佛敎 による 御 火葬 を廢 せられて , 儀に 後して 

ナ ザん  しょくえ 

い 陵に お i する ことにな つた。 二 條齊敬 は 直に 大和 守の 献言 を 採用し、 慶應 三年 冗 月 五日、 觸穢の 事 を 廷臣に 読 

きいれ うでん ひんき う うつ  ぢ. んさ、 4 

く 七日、 御糟を 御棺に 納め、 十日 更に 御槨に 納めて、 淸凉 殿の 殯宮に 徙 された。 十七 日 泉 山 御陵 地の 地鎮祭 を 

のちのつ きの わ ひがし やまみ ささき  ノ  3 

行 ひ、 二十 三日 陵號を 定めて 『後 月 輪 東 山陵』 と 命ぜられた 

くて 正月 二十 七日 夜 酉の 刻 〔今の 午後 六 時〕 に 至って、 梓宮 淸凉 殿の 濱宮を 出で させ 玉 ひ、 牛車の 音 も 悲しく 

に 向か はせ 玉 ふ。 親王 .攝 政 ニニ 番所 堂上に して、 靈柩に 供奉し まゐら せざる 者 は、 月 華 門外に 列 立して 奉 

送 4P ヒ げた。 此夜 牛車の 御 後に 扈從 しま ゐら せた る は、 德大寺 公純、 近衞忠 翻、 近衞忠 房、 綾小路 有 長、. 正 親 町 

げっけい うんかく  ， 

實患、 一 條實 良、 九條道 孝、 柳 原 光 愛、 廣橋胤 保、 鷹 司 輔政を 始め、 先帝の 殊遇 を 蒙 むれる 月 卿 雲 客 五十人 之 わ 

に：！ 叱 ひ、 武宫 として は 十五 代將軍 德川慶 喜、 京都 守護 職 松平容 保、 京都 所 司 代 松 平定 敬、 閣老权 倉勝靜 等が 供奉 

しま ゐら せた。 後の 元老 西 園 寺 公望 公爵の 如き も、 十 有 餘歲の 少年 を 以て、 列 中に あった。 

ちゃ ぎよ  ほう さう  おは 

同夜 亥 半 刻 〔令の 十 時〕 泉 山に 著 御 あらせられ、 翌 二十 八日 申 刻 〔今の 午後 四時〕 に 至って、 奉 葬の 御 儀 を 訖らせ 

ら た。 越えて 二月 十六 日、 上 卿 近衞忠 房、 宣下 使 長官、 鷹司輔 政、 次宫、 三條西 公允 を 遣 はして、 諡號を 上つ 

らせ 玉うた。 長官の 奉じた る宣命 文に 曰く、 
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せん  めう 

宣  命 

天皇 掛長 キ、 後月 輪 東 山陵 一一、 恐ミ恐 ミモ奏 賜へ ト奏 ク、 高キ、 明ク、 淨キ、 御意 以テ、 大 八洲 國所知 テョ 

リ、 垂 拱テ； 大下ヲ 治 賜 コト、 二十 一年、 無事 ク無 故ク、 上下 倍 安穩. 一一、 公民 モ富 足ム ト思テ ナム、 敬 祌ノ深 

キ 御心ヲ 以テ、 古ノ 法ノ隨 一一、 廢 タル 祭祀 ヲ モ與シ 賜フ。 加 之、 御代 御代 ノ、 山陵 ノ荒廢 ヲモ、 修 賜ヒ、 繕 

賜フ、 彼ト 云ヒ、 是ト 云ヒ、 猶モ古 一一 復シ賜 フ事ノ 多ケレ 、ノ， 百 宫モ皆 、慶 仰キ、 公民 モ、 厚 慈ヲ蒙 戴テ、 

國家愈 泰平-、 諸臣愈 忠誠 ヲ懷 テ、 仕 奉 リヌ。 此食國 ヲ、. 能 治 ヌル 事ハ、 偏 一一 恤賜 ヒ、 矜賜 フカ 故 ナリト * 

仰 キ長ミ 賜 ヒテ、 日月 ト共 一一、 長ク 孝道 ヲ盡 シ、 仕 奉 ムト念 行シシ 一一、 去年、 御 藥ノ事 有ト、 驚キ聞 食テ、 

夜ト ナク、 晝ト ナク、 天神地祇 一一 祈 リ奉リ 賜. シカ、 不慮 乇、 此 孝子 ヲ拾賜 ヒテ、 鷲嶺ノ 霞-一登 リ賜フ ト聞食 

テ、 驚キ、 惜ミ、 痛ミ賜 ヒテ、 大御泣 哭シ大 坐 セリ。 曾 毛 曾 毛、 孝 《父 ヲ嚴 ュスル ヨリ、 大ナル ハ莫ト ナム。 

故是 以テ、 山陵 ヲ營 ミ、 舊 儀ノ隨 一一、 安 措 賜フ。 叉 大行ァ レハ、 大名 ヲ受 ハ、 古典 ュ モ 所存 ナリ。 然 ュ御諡 

ヲ不 奉ハ、 山 ヨリ 高ク、 仰 奉ル恩 德ヲ、 伊何爾 カス へ キト、 所念ス 一一、 大臣 モ其 由ヲ 進奏ス 一一 依テ、 吉日^：ぺ 

辰ヲ擇 定テ、 御 誼 ヲ孝明 天 皇ト、 稱白シ 奉リ、 恒 一一 シ モ無キ 御幣 ヲ、 令 捧持 テ、 奉 出リ、 從 二位 靈 大納言 藤 

原 朝臣 輔政、 正 四 位下 行 左 近衛 權少將 藤 原 朝臣 公允 等ヲ、 差遣 テ、 此 狀ヲ奏 賜フ。 今 又 幼 劣 ノ身ヲ 以テ、 天 

之 日 嗣ト定 賜ヒ、 續 賜ヒテ ヨリ、 上天 心ヲ 懼リ、 下民 望 一一 違ハ ムト、 戰慄ノ 心 深 カリ ヌ。 自今 以後、 萬機ノ 

政つ 祖宗 ノ遣 德ヲ 蒙リ、 爪牙 ノ相扶 奉 マ マ 一一、 天地 ト共 一一、 無 動ク、 夜 守 日 守 一一、 幸 賜へ ト、 此狀ヲ 平ク、 


安ク、 聞 食ト、 恐ミ、 恐 ミモ、 奏賜 ハク ト奏。 

慶應 三年 二月 十六 日 ♦ 

ご レ つがう  てんきょ 

御諡號 は、 前 中 納言八 條隆祐 の 勘 申す ると ころで、 典據は 孝經の 『明 王事 レ父 孝。 故事 レ 天明』 の 語に 出づ ると 

いふ。 而 して 翌 二月 十七 日、 太 政 宫符を 以て、 御諡號 宣下の 布 吿が發 せられた。 

御諡 號に關 する 太政官 布告 〔慶應 三年 二月 十七 曰〕 

今月 十六 日。 詔 博。 諡者顯 德表レ 行。 聖經之 遣訓。 而 王者 之大猷 也。 恭 惟孝 明 天皇。 聰明 叙智。 而功烈 光- 1 于 

四海？ 寬裕 溫柔。 而仁風 行 n 於 千載？ 叙 聞 川 流。 神 襟 蘭 郁。 父ニ老 堯舜？ 先德韜 光。 憲 U 章 文武？ 君 道 方 被。 

於, 是 蔑,， 物不. 得， 1 其 所？ 靡,， 國 弗., *,1 其 恩？ 嗚呼 哀哉。 晨糨解 V 鳳。 早銷 II 神 躬于壤 末？ 曉 蓋俄レ 金。 旣散 11 靈 

魄於 1K 潯？ 追- 1 惟 盛德？ 爭 有- 1 大號？ 愛 奉 11 尊諡？ 恭稱 11 孝 明 天皇？ 仰 願 傅-大名 於 後昆？ 與 n 盤石 1 長不 レ朽。 耀 -1 

餘威於 萬 邦？ 與， 1 日月 一共 無：， 疆。 普吿， i}K 下？ 俾：， 知 II 朕 意？ 主 者 施行 者。 諸國 承知。 符到 奉行。 

JJ ゐ とく  く.,；ぅ》^っ  はいしょう 

孝 明 天皇 御 一代の 御威德 は、 實 にこの 御吿 文の 中に 光 耀 する ものが ある。 拜 誦し 奉つ る 者 をして、 今更の 如く 

かんた レ 

感 戴せ しむ。  • 

み あいたう  きょうはう  たく 

當時、 勤皇の 志士、 咸な 哀悼せ ざる ものな き 中に、 中 岡 愼太郞 は、. 凶報 を 齎らして、 太宰府に 到り、 之れ を謫 
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つ  ヒぁと 

流の 三條 公に 吿げ、 共に 袂を しぼって、 言の 出づ ると ころ を 知らなかった。 彼れ の 日記に、 曰く 

中 岡 愼太郎 日記 〔慶應 三年 一月〕 

一月 九日 〔慶應 三年〕 夕、 五 卿に 謁し、 上國之 御大 事 を、 申 上。 五 卿、 御 慟哭 無レ 止。 余 亦爲淚 下。 仰き 見る こ 

と不レ 能、 餘事を 論す るに 不レ 及して 返く。 . 

* ひ のた ま  ひ たん 

十日 三條 公に 謁す。 公、 余に 謂て 玉 はく • 上國の 事、 實に 悲嘆に 不 レ堪。 然に 天下の 危急、 救 はざる ベ か 

- き  -3 やう 

らす。 聖明、 宿 昔の 叙 慮、 遂 ざるべ からす。 皇太子 ノ尙 春秋 若く、 明 德を輔 養し 奉らざる ベから す。 今日、 

若し 此の 一 を 失せ は、 天下の 事、 如何。 汝 夫れ 身 を 以て 勤めよ や。 孤 臣何ぞ 此の 命 を 蒙る に當 らん や。 然る 

ていし じゅう わう 

に、 只 一 死而已 と。 涕泗 縱橫、 而 返く。 

此時、 言な き は 言 あるに 勝る である。 斯の 時、 斯の心 ある もの、 豈に獨 り、 三 條 • 中 岡に のみ 止まらん や。 天 

たもと し X  お ほ 

下の 志士、 悉く 袂を 絞らざる はなく、 淚を蔽 はざる はなかった 


第一章 西 鄕吉之 助の 雄 藩 勤皇 蹶起 運動 

【I】 明治天皇の 御踐祚 

くんね  ほラ ぎよ  せいれ うでん  k 

國にー 日 も 君 位な かるべ からす。 先帝 崩御の 後、 慶應 三年 〔丁 卯〕 正月 九日、 皇太子 睦仁 親王 は、 淸凉殿 代 〔小 

せ しきて 0  ほうさん 

御所〕 に 出御 ましまして、 踐？ g の 式典 を擧げ させ 玉うた。 時に 寶算、 僅かに 十 有 六。 

ぜん. V  しおい  \ 

踐祚 次第 〔慶應 三年 正月 九 曰〕 

奉 n 仕 御殿 御裝 束？ 

新 帝 出 II 御晝 御座？ 

先 レ是內 侍 二人。 取ニ劎 璽？ 置 二 夜 御殿？ 〔內々 儀〕 

關. fn 候 n 簀子？ 〔豫敷 M 圓 座？〕 

次 改ニ關 白 一可 レ爲 二攝政 一之 由。 有 二 天氣？ 
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次 攝政召 n 藏人？ 

藏人參 11 砌下？ 

次 攝政仰 T 補， 1 藏人 一之 由 3 

藏人進 n 庭 中 ー拜舞 返。 

次 攝政更 召 n 藏人？  ， 

藏人參 進 候 11 黉子？ 

攝政ア I 綸旨？ 

公卿 昇殿 勅 授帶劎 牛車 如レ舊 殿上人 藏人 〔頭 五位 六 位〕 所 衆 出納 瀧 口  〔巳 上 注 二 折紙 1 賜レ 之。 J 

宸儀 入御。  - 

次 上 卿 著- 1 仗 歷？ 

藏人參 レ軾仰 11 公卿 勅 授帶劎 牛車 可 レ爲レ 如 レ舊之 由？ 返 入 〔藏 人頭 以下 之 事 仰- 1W 納？〕 

次 上 卿 召 U 外 記 1 仰 レ之。 

次攝政 於， 1 便所 1 帶レ劎 就 11 弓 場代 1 奏 V 慶。 訖著 n 殿上- 〔無-奏上？〕 

次 攝政巳 下。 列 11 立 弓 場代？ 奏 n 勅授 昇殿 等 之處？ 〔以 -I 蔵人 il 奏者？〕 

次 攝政已 下。 著 II 殿上？ 〔豫 居レ獎 今度 無- 1 此 儀？〕  . 


九 


次攝政 召- -藏 人頭？ 仰 n 頭 以下 禁色 殿上人 雜袍幷 御 乳母 禁色等 之 事- 

次 攝政於 11 直廬 1 覽 -1 吉書？ 〔先 官次藏 人。 〕 

次 諸 卿 移-著 宜陽殿 1 〔今度 略レ 之。 〕 

次 上 卿 著 n 仗 座？  . 

次辨下 U 吉書？ . 

次 職 事 下 11 吉書？ 

次 職 事 仰 n 禁色 雜袍之 事？ 

次 上 卿 召 11 外 記-仰 レ之。 

次 職 事 各 下 11 吉書？ 

次 職 事 仰 11 警固 固關之 事？ 

次 上 卿 召 11 外 記 - 仰 11 警固之 事？ 

次 召：， 辨 仰- 1 固關之 事？ 

次 上 卿 起 U 座。 

次 職 事 向 11 臺磐 所？ 仰- 1 御 乳母 禁色之 事？ 

次 內侍所 供, 1 御 膳？ 〔三箇日。 〕 
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次 供 11 御 膳？ 〔今度 略レ 之。 〕 . 

次 供 一一 朝餉 御 膳？ 〔同上〕 

次 有 n 大殿 祭？ 〔同上。 〕 

r  かんそ  さう こ しんごん 

以て 如何に その 簡素なる か を 知る に 足るべく、 又た 如何に 蒼 古森 嚴 なる かを拜 すべきで ある。 

ネ  *  氺 

抑. - 明治天皇 は、 嘉永五 年 〔壬 子〕 九月 二十 二日 〔陽暦 十一 月 三日〕 の 御 降誕で、 御 生母 は 中 山 大納言 忠 能の 女、 

慶子 〔後の 中 山 一位 局〕 で、 孝 明 天皇 寶算 二十 二 歳、 慶子 十八 歳の 皇子で あらせられた。 九月 二十 九日、 祐宫と 御 

命名 あらせられ、 睦仁 親王と 仰せられた。 

祐 1  呂御 幼時の 英明に 在し ましたる こと は、 申す も 長 こき 極みで あるが、 孝 明； 大皇 にお かせられて は、 皇 男子、 

內 親王 も、 數 おはし ましたが、 不幸に して、 みな 二三 歳の 御 幼時に して 薨去 あらせ 玉うた ので ある。 殊に 第一 皇 

ご めいめい  かう  ■  ごしょう あい 

子が、 未だ 御 命名に も 及び 玉 はすして、 薨じ玉 ひたる 後で あるから、 唯一 の 皇子と して、 祐 ：！ 呂に、 如何に 御鍾愛 

を 集め 玉 ひし か は、 拜 察し 奉つ るに 堪 ふる 次第で ある。 孝 明； 犬 皇の皇 男子 *內 親王 を拜 記し 奉 つれば、 正に 次の 

如くで ある。 

【第一 皇女】 順子內 親王 〔九 條尙忠 の 女 夙子ノ 出。 夙 子 《後 ノ英照 皇太后〕 

〔嘉永 三年 十一月 四 曰 御 誕生。 同 五 年 薨去〕 御 三 歳 


【第 一 皇子】 


サチ /ミヤ 厶 ッヒ トン ン ワウ 

【第二 皇子 ：！ 祐宮睦 仁 親王 


【第二 皇女】 富 


キノ 

貴 


【第三 皇女】 壽 滿 


マサ 


【第 四 皇女】 理 


ご かう たん 


ミヤ 

宮 


ミヤ 

宮 


ミヤ 

宮 


はや 


〔坊城 俊明ノ 女、 伸子ノ 出〕 

〔嘉永 三年 十二月 十七 日 御 誕生。 翌十 八日 薨去〕 

〔中 山 忠能ノ 女 慶子ノ 出。 後 ノ中山 一 位 局〕 

〔嘉永 五 年 九月 二十 二日 御 降誕〕 

〔九條 尙忠ノ 女、 夙子ノ 出〕 

〔安政 五 年 六月 十二 日 御 誕生。 同 六 年 八月 二日 g| 去〕 御 二 歳 

〔堀 河 康親ノ 女 紀子ノ 出〕 

〔安政 六 年 三月 二十 二日 御 誕生。 文久 元年 五月 一 日 薨去〕 御 二 歳 

〔堀川 康親ノ 女 紀子ノ 出〕 

〔文久 元年 十月 八日 御 誕生。 同 二 年 八月 十日 薨去〕 御ニ歲 

U そ らく 


くわう とうふ じ やう 


第 1 皇子 は 御 降誕の 翌日、 夙く も 御殂落 あらせ 玉うた ので あるから、 御 命名 も あらせ 玉 はす、 隨 つて 皇統譜 上 

にお 留め も あらせられぬ 害で あるから、 祐宮を 以て、 第二 皇子と 申 上げる 譯 はない が、 以上の 表 は、 皇子の 御 d 

じょ  じゅん ゐ  ，  ， 

序を兒 易から しむる 爲に、 E りに 御 噴 位を數 へたる に 外ならぬ。 


斯 かる 御 不幸の 中に ありて、 祐宮の ひとりす く 
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0- いめいえ いち  はっけん 

と 御成 長 遊ばされ、 英明 叙智を 次第に 發顯 された こと は" 

四 九 三 
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やが  だいね しん くわん せい  C せ いうん 

纏て 明治の 大 維新 を 完成し 玉 ふべき、 御 聖運を 負 はせ 玉 ひし こと を、 拜 察し 奉つ るに 苦しまぬ。 

しる  3 一よ 元 A 

小 寺 玉 晁の宽 集せ る 『連 城紀 聞』 に 記せる 中に、 祐宫御 年 六 歳の 御詠な りと 傳 ふる 御 歌が ある。 

み しら  まね  ひと 

夷 等 〔 1 一一 異國〕 を 招きし 人 ももろ ともに 

はら  かみ かぜ 

拂ひ つくさん 神風 も かな 

つ 4y み ， く もね  かり がね 

月見れ は 雲井 を わたる 雁金の 

みづ  み 

水に うつりて 見 ゆるな りけ り 

あめりかの 醜の 奴ら をいた つらに 

.  なみだな が 

か へ せし とき は淚 流る る 

えみ しら  *J た 

夷 等 はまた も來ら はまの あたり 

はら  はぢみ 

きりて 拂 ふて 耻見 せまし を 

しょう たん  がいぜん  ご 0^ い ふう 

と傳 へられて ゐる。 1 誦 三嘆、 年少、 旣に 慨然 國を憂 ひさせ 玉 ふ御英 風、 目の あたり 見 奉つ るの 感が ある。 殊に 

か てう  きき  うや  はう ふ 0 

その 歌 調の 萬 葉 *紀 記 を 凌ぎ、 あたかも 神武 天皇 御 東征の 『討ちて し 止まん』 の 御製に も 彷彿た るの 感 ある は、 

てんぷ ご えいしつ  じ せい  さん 

天賦の 御英質 もさる ことながら、 矢張り 君國 多難の 時勢の 力の 加 はれる を、 度外視す る 能 はぬ。 併も 之れ が 聖算 

未だ 御 十 歳に も 達し 玉 はぬ 折の、 御詠 出と 拜 しまつれば、 ただ それ 感歎の 外 はない。 

え. i め. i  ざ れつ  しんめい  》i いれい しづ 

上に 英明の 君 あり。 下に 義烈の 臣 あり。 而 して； 大に祌 明の 辉 やき あり。 地に 英霊の 鎭 まる あり。 皇政 維新の 大 


業、 豈に 成らざる の理 あらん やで ある。 

【二】 孝 明 天皇 崩御 後の 形勢 

ほうぎょ  な于 

孝 明 天皇の 崩御 は、 佐幕派と 勤皇 派との、 その 孰れなる と を 問 はす、 國を 擧げて 悲しみ、 民 を擧げ て慟き 奉つ 

さ .1 だい ひしゃう じ 

ると； J ろであった。 天皇の 崩御 は、 國 家の 最大 悲傷 事で あると 同時に、 又た 最大 事實 であった。 之れ によって、 

國家は 非常なる 損失 を 受けた の は 勿論、 佐幕派に とっても、 勤皇 派に とっても、 一 ^^！；：戰を受けなぃ譯に行かな 

かった。 

ほうぎょ  てんか . 

天皇の 崩御が、 幕府 派に 幸 ひする ものと なった か、 將た 勤皇 派に 有利なる 轉開を 見る に 至つ たかは、 ここに 論 

すべき 事柄で はない。 幕府 派に とっても 勤皇 派に とっても、 一 大打擊 を 受けた 此の 1 大事 實の 間に、 如何な^^厳 

面が、 如何なる 人々 によって、 如何なる 方向へ 轉開 する ことにな つ たかを 考 ふるとき、 事實は 勤皇 派の 大擧 猛進 

を 示し、 崩御 1 年の 後に おいて、 幕府 遂に 倒れ、 皇政 維新の 局面が 鮮 かに 展開され 来って ゐる。 

孝 明 天皇 は， 熱烈なる、 攘夷論で あらせられ たが、 併しながら、 その 仁慈なる 愛 民の 御 精神 は、 四民 陋胞の 見 

地 を 失な はせられ す、 幕府の 爲め にも、 終始 1 貫して 同情 を 垂れさせ 玉うて ゐた。 故に； 大皇御 在世の 間にお いて 

は、 如何に 幕府が その 進 返 を 誤 まり、 擧措を 失 ふこと があって も、 或 ひ は 天下の 舆望を 失 ひ、 Dl^i のぎと なる の 

事實 があって も、 朝廷より 進んで 幕府の 敵と ならせら るるが 如き こと は、 嘗てなかった。 幕府 は實に 天皇の 博ガ 
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なる 御 德と盡 きざる 御 庇護と によって、 久しく その 命脈 を 維持す る こと を 得た とも 言 ひ！ n> る。 

事實斯 くの 如くであった こと は、 天皇の 崩御に よって、 幕府の 牙城が、 ガラ 落ちに 『朋 I に 向って 行った 事實が 

何よりも 有力に 之れ を 物語って ゐる。 崩御 直前まで は、 新將 軍の 威力と、 宮中 佐幕派との 勢力 は、 して、 

寧し ろ その 威 を 加へ つつあった。 薩長の 提携 も、 岩 倉の 擡頭 も、 勤皇 紳 卿の 運動 も、 どちら かとい へば、 晴 中の 

ひ やく  くわく さく  せんせい てき り うどう 

飛躍で あり、 裏面の 劃策で あり、 潜 勢 的 流動た るに 過ぎなかった。 

然るに： 大皇の 崩御 は、 端な くも 此の 形勢 をー轉 して、 勤皇 運動 をして 表面的な らしめ、 お 乾 を I して 巨 川の g 

し S つ  たいさう とくしゃ  へ 、きょ 

出す るが 如き 形勢 を 展開した。 その 最初の 出来事 は、 大喪 特赦に よって、 嘗て 罪 を 負うて^ 居せ しめられて ゐた 

多數の 公卿 方が {有 免せられ て、 續々 として 表面に 現 はれ 來 つたこと であった。 

此時、 西 鄕が久 光に 建言して、 先づ is 廷强 化の 必要 ありと せる 文案に よれば、 三 條實美 卿 を 上げて、 isp が 

せいちゅうし せい 

の 重任に 進め、 議奏 • 傳奏 に、 精忠 至誠の 士 を推擧 し、 先づ 朝廷の 權カ 集中 を 策して ゐる。 

島 津久光 侯への 建白書 S 應 三年 五月〕 

先帝 崩御 新 帝 御 幼年、 無， 1 此上 1 朝廷の 御大 難に 御座 候處、 是迄 深く 御 §11 を も、 被 レ爲レ 蒙 候 上の 御 事に 

て、 尙更默 止 被 レ爲レ 居候 儀、 難 レ被, 爲レ忍 SS 口、 前後 を不, 被 レ爲レ 顧、 御 登 京 被 レ爲レ 在 候 儀、 全 朝廷の 御 

H 肋に 被 U 思 食！ 候ての 御 事、 時 早 亂惜を 生し、 後來 如何の 御 危殆に 被 レ爲レ 臨 候 も 雞レ計 朝 威 は 日 


日 衰弱の 姿に 押 移、 晝夜寢 食 を 不レ被 レ爲レ 安 御 勢 ひと 成 行、 御 歎息の 次第に 候。 就て は攝 政の 御大 任に 被レ爲 

レ 居候 上 は、 御 持 定の御 策 も 相 立 居候 ii}:: に 御座 候 間、 御開 運の 御 定算を も、 拜聽被 レ爲レ 成、 從來の 御 積 si も、 

ひらぎ  る る  . ^らと 

相排、 御 安心 被， 爲 U 成 度 段、 樓縷 至誠 を以、 初 は 御 訊問 被 U 爲：， 在 度 儀と 奉 レ^ 候。 屹度 御大 策相備 居候へば、 

無， I 此上 1 御大 幸の 御 儀に 御座 候 間、 速に 御 施行 相 成 候樣、 得と 御責 被， 爲レ在 度、 若 哉 御 策 も 相 立 居不レ 申、 只 

高位に 御 安 著 共に て、 全 忠誠の 御 志 も不， 1 相 見得 r 一向 僥倖 を 被：， 欲 候 位の 御 事に 候 得ば、 突然と 御 策 を 御 聞 

取 相 成 候て は、 御 驚 怖 彌增候 計に て、 可 レ被レ 施 手段 も、 御 失脚 被 レ爲， 成 候 程 も、 不レ 被レ測 儀に 御座 候 間、 一 

ご じんもん  くわ，？ きふ 

先 御 訊問の 上、 小事の 管 見 か、 又は 御 無策の 譯に候 はば、 大小 寬. 1116 の辨、 能 能 御 心に しみ 入、 大切の 儀と 被， I 

思 食 込 T 御醒悟 被.， 爲レ在 候樣、 次第 次第に 叩 上げさせられ 候 方、 可：， 宜 儀と 奉 v# 候。  • 

一、 議奏 • 傳奏の 御 進 返。 

一、 議奏 衆に は、 忠實の 御 方と、 知略 有 レ之候 方、 壹人づ つ 御 拔擢有 11 御座 1 度 儀と 奉レ存 候。 . 

一 、 傳奏 衆の 儀、 義 氣有レ 之、 決て 節 を 不レ變 御 方、 兩人程 も 御 登用 相 成 度 儀と 奉レ存 候。 

三  條  樣 

.  ご *y ん iJ 

右三 條檨に は、 御 禁錮 中に て、 御 登用 難レ被 レ爲レ 成、 夫夫 御 格 も 有レ之 もの 故、 一已の 御 見込 を以、 御 計 出 

來兼 候と か、 又は 先帝の 御機嫌に 相 觸候處 も有レ 之、 御 道の 上、 御 差 ff^v 爲&在 候と か、 いづれ 御 拒 
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被 レ成候 御言 葉、 被 レ爲レ 在 候 はんか。 其 節は委 敷御辨 明、 被 レ爲レ 在 度、 此御 時勢に 被 レ爲レ 臨、 人 村と 被 二 思 

食 1 候 はば、 御舊 核に 御 拘被レ 爲レ在 候 儀に 無レ 之、 御 政事 擧り、 御 1 新 被 レ爲レ 在 候處、 第一 の 御 格、 只 I 弊 

を以、 公論 を 御 破り、 被 レ成候 儀に て は、 決て 不二 相 濟ー譯 に 御座 候 間、 私論 を 捨てて、 公平 至當の 御所 置、 

被 レ爲レ 施 候處、 得と 御 理解 有 11 御座 1 度 儀と、 奉レ存 候。 

右 兩條は 朝廷の 御 急務、 1 、(敷の 機、 此 時に 御 鹿 候 間、 先づ 大事の 箇條 を以、 御 立 貫 被 レ爲レ 在 候へば、 是ょ 

り!^^ を 生じ 可レ申 儀と 奉レ存 候、 大事 件の 間に、 小事 相雜 候て は、 必 大事 は 輕く相 成 候 付、 今日の 御 盡カは 

くわん てつ  • 

一向 根本 迄 を、 以 n 至誠 1 貫徹 仕 候處、 偏 奉-一 渴望 1 候。  . 

大久保 は 更に 之に 附箋して、 左の 如く 議奏 • 傳奏衆 を 指 命して ゐる。  • 

【議 奏】 正 親 町 ニ條樣 阿部 樣 醍醐 檨 萬 里 小路 樣 

【傳 奏】 烏丸樣 中 御門 樣 

以て 薩 藩が、 如何に 運動 を 朝廷に 集中しつつ ありし かが 明らかで ある。 此期 において、 若し 一歩 を 緩めん か、 

幕 力の 再興 は 必然であった からだ。 

【一一 I】 勤皇 諸 卿績々 宥免 せらる 

當時 京都に は、 西鄕を 初めと して、 大久 保、 小 松、 吉井、 岩 下等の、 薩 藩の 重鎮が 滯 在して、 盛んに 遊 說を試 


みっつあった。 彼等の 一 大目 檩は、 朝權の 回復に よる 皇政 維新の 上に あって、 之れ を實 現す る 方法と して、 先づ 

五 卿の { 有 免 を 請 ひ、 一 方に は 諸侯 會議 を實 現す るに あった。 時の 變じ、 勢 ひの 轉 する に隨 つて、 諸 星 は 四方に 奔 

ち  もく へう  たいかう 

馳 して、 その 進 返 はー樣 ではなかった けれども、 その 目標と すると ころ は、 西鄕 等の 大綱と する 以上の 大方 針に 

よって 動いて ゐ るので あった。 

孝 明 fK 皇 崩御 を 聞く と共に、 西鄕 等の 第 1 に 危惧した ところ は、 此 機に 乘 じて 幕府が 1 餍 その 勢力 を 盛り返へ 

し、 或 ひ は 逆に 威 を 朝廷に 揮 ふに 至り はしない かとい ふこと であった。 そこで 岩 倉 は 進んで 中 御門 經 之に 進言し 

ていぎ  せ •> 

て、 中 山忠能 卿を以 つて、 幼 帝の 大傅 とする こと を 提議した。 これ はいふまで もな く、 幕府 派た る ニ條關 白の 勢 

威 を 削がん とする 意圖に 出で たもので あった。 薩 藩士 も 岩 倉と 歩調 を 合 はして、 此の 議を 近衞內 大臣 〔忠 房〕 に說 

とくしゃ 

いて ゐる。 更らに 鷲 尾隆聚 〔侍 從〕 によって は、 幽閉 諸 卿の 特赦が 建言され た。 

大傅 問題 は 遂に その 決定 を 見る に 至らなかった が、 特赦 は 朝議 1 決して、 之れ が 實現を 見る に 至った。 

慶應 三年 正月 十五 日、 先づ、  , 

【元 治 元年 參朝を 禁ぜら る】 

有 栖川中 務 卿宫。 正 親 町 大納言 實德。 石山 少將基 文。 石山 右兵衞 權佐基 正。 

平. 松 甲斐 權介時 厚。 五條 少納 言 爲榮。 五 迂大夫 安 中。 

【文久 ニ年愼 入洛】 .  • 
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九條 圓眞。  ， 

【文久 三年 遠慮 差控】  . 

廣幡權 大納言 忠禮。 德大寺 中 納言實 則。 長 谷 三位 信 篤。 東 園 中將基 敬。、 

萬 里 小路 前 右 中辨博 房。 

右 親王 及び 十二 卿に 對 して、 各. - その 罪を宥 さるる の 御沙汰が あった。 正月 二十 三日、 大喪の 當 日を以 つて， 太 

せいざん 

宰府西 篚の五 卿 を、 薩藩 以下 五 藩に 命じて 入洛せ しむる の 令を發 せられた。 當 時の 五 卿 は、 

三 條西季 知。 三條實 美。 東久世 通禧。 壬 生 基修。 四條 隆謌。 

う しな 

の 五 卿で、 文久 三年 八月、 長 州に 奔 つた 七 卿の 中、 錦 小路 賴德、 澤主水 正の 二 卿 は 中途に おいて 失った ので ノ今 

その 五 卿の 宥免を 見た ので ある。 

越えて、 正月 一 一十 五日に は、 

〔一宮 ニニ 卿、 元 治 元年 所 罰】 

有 栖川帥 I 呂熾仁 親王。 中 山 前 大納言 忠能。 正 親町少 將 公董。 觀 修寺辨 經理。 

〔文久 三年 差控被 命】 . 

橋 本 中納言 實麗。 橋 本 少將實 梁。 滋野 井中 將實 在。 豐岡 大藏卿 隨资。 

a? 丸. 侍從 光德。  I 


ひ 一 宫 • 八 卿が、 各. -央^ 朝 を 許され、 差控 へ を 免ぜられた。 

更らに 正月 二十 九日に は、 前年 〔慶應 二 年〕 八月 三十日の 參 朝に 對 して 幽閉 を 命ぜられた、 山 階宫晃 親王 以下 二 

十二 卿 〔前揭 にっき 略〕 に對 して、 その 幽閉 を釋 かれ、 更らに 文久ニ 年、 和宮御 降嫁に 坐して 罰せられた。 

久我建 通 〔素 堂〕 千 種 有 文 〔自 觀〕 富 小路 敬 直 〔敲 雲〕 岩 倉具視 〔友 山〕 

に ふらく 

の 四 卿の 入洛 を 許さる るに 至った ので ある。 

以上の 諸 卿 は、 悉く 勤皇 派と しての み 見る こと は 出来ない が、 孰れ も 幕府の 爲 めに 忌まれ、 過激 堂上と して 排 

う よく 

斥せられ た 人々 であった から、 是 等の 諸 卿が、 俄かに 宮中に その 勢力 を 復活し、 羽翼 を 張る やうに なった こと は 

まし やう 

幕府の 爲 めに、 決して 安泰 を 保障す る 所以ではなかった。 

【四】 西 鄕吉之 助の 歸藩 事情 

. .  ふくく わつ  ぜんてい 

大喪 特赦の 恩 惠を以 つて、 かくの 如く 多數の 勤皇 堂上が、 復活し 來 つたこと は、 蓋し 何事 かの 大發 する 前提で 

ちゃくがん 

あらねば ならなかった。 西 鄕吉之 助の 著 眼 は、 此の 一 大 好機 會を 逸しなかった。 

西鄕 は大久 保、 小 松、 吉井 等と 商議して、 諸侯 會議 を實 行す るの 最大 好機に 直面した こと を 喜び、 且つ 皇權回 

じ やうぎ  ばくしん  つうせつ 

復の爲 めに、 今や 一切の 情僞を かなぐり 捨てて、 1 路 驀進す べきの 時で ある こと を 痛切に 感じた。 そこで 大久保 

をして 留守 師圑 長と して 京都に 留まらし め、 西鄕自 から 歸 藩して、 久 光の 上京 を 促し、 兼ねて 道 を 得て 山內容 堂、 
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だいどう 

伊達宗城 にも 遊 說し、 是非とも その上 京 を 促が す ことにな つた。 彼れ が 吉井友 實と帶 同して 京都 を發 したの は、 

天皇 崩御の 後、 僅かに 一ヶ月の 後で、 慶應 三年 正月 二十 二日であった。 疾箭の 如く 鹿兒 島に 著いた の は、 翌 二月 

朔日 のこと であった。 

西鄕は 別に 大山 格 之 助 〔綱 良〕 をして、 筑前 太宰府に 急行せ しめ、 五 卿の 上京 を 促が さしむ ると ころがあった。 

當 時の 事情 は、 土 佐の 阪本 龍馬が、 三吉愼 藏に與 へた 書簡に、 その 片鱗が 窺 はれる。 

阪本 龍馬より 三吉愼 藏に與 ふる 書 〔慶應 一一 一年 一一 月 一一 十二 日〕 

薩州 大山 格 之 助、 二十日 〔二月〕 關 〔下 關〕 に 来る。 則 面會。 此人筑 前に 渡り、 本 國に歸 る。 其筑 前に 渡る 故 は 

此度、 朝廷より 三 條卿を 始め、 五 卿 を 御 歸京之 事、 被 二 仰 出 1 候よ し、 此 儀に 依ての 事な り。 

先日 井上 聞 多が、 京師より 下りし 時の 船に て、 西鄕吉 〔南 洲〕 は歸國 せし。 此故 は、 薩侯 御上 京の 議を 以て 下 

りし。 此頃、 幕府に も大 におれ 合薩 州に こ ひ 候事甚 しく、 然れ ども 將軍 は、 餘 程の 憤 發 にて、 平常に 異り候 

事共お ほく、 ゆだん 不レ 成と 申 合 候。 

薩の 周旋、 此頃餘 程 行 はれ、 先に 御 引 込 相 成 候、 二十 四 卿の 御 宥罪も 相 解け、 筑 前の 三條卿 は、 御歸 京の 上 

は、 天子 御 輔佐と ならせられ 候よ し。 此儀 は、 小 松、 西鄕 など、 決して 見込 ある 事の よし。 然れば 先づ、 天 

下の 大幸 とも， S ふべき か。 可 V 楽々々。 . 


此頃、 將軍は 海軍 を大に 開かん とて、 米 國へ大 軍艦、 船人と もに 借 入 候よ し。 五ケ 年に て 八十 萬 金 程、 費と 

申 事の よし。 幕、 原 市 之 進が 咄 致し 候よ し。 以上 五條 

大山 綱 良が、 西 鄕の命 を 受けて 西 下した i|K 叩 は、 主として 五 卿に 宥 免の 事情 を 報じ、 その 上洛 を 促が すに あつ 

た。 然し 彼れ が 西 下の 途次、 小 郡に おいて 桂 小 五郎 〔木 戶〕 と會昆 し、 下關 において 阪本 龍馬と 相會 し、 太宰府に 

.T んご  くわく 

おいて 中 岡 愼太郞 と面晤 して ゐる 事實 から 推して、 薩 *長*  土の 三大雄 藩の 志士が、 如何に 皇政 復古の 大業 を 割 

しつつ あつたか を 察せざる を 得ない ものが ある。 大山が 太宰府に 著いた の は、 二月 二十 三日で あつたが、 彼れ は 

翌 二十四日、 三條 卿に 謁して、 京師よりの 使命 を 齎らした。 當時 太宰府に あった 土方 楠 左衞門 〔久 元〕 の 日記に、 

前後の 事情 を 記して ゐ る。 

土方 楠 左衞門 日記 〔慶應 一一 一年 1 一月 一一 十四日〕 

二月 二十四日 〔晴〕 九つ時 〔正午 頃〕 より 參殿、 入 夜 四つ 時 前 〔十 時 頃〕 返 出。 大山 格 之 助、 今日 拜謁、 後に て自 

びんせん  b 

分 も 面會、 同人 本 月 六日 京師 出足、 藝藩 便船に 乘じ、 長 州に 立 寄り、 小郡驛 にて 桂 小 五郎に 面會、 諸 卿 方 

ご き らく  し 5,<1*ん 

御 歸洛之 事、 京師に て 周旋 之 模樣共 相 語り、 尙 藩侯へ も、 申 上吳候 3 曰、 頼み 候處、 桂も甚 安心に て、 來月初 

旬に は、 當 方へ 罷越候 害 之 由、 京師の 模檨 は、 昨冬、 五 藩より 請願書 差 出 候 所、 本年 正月に 至り、 幕府より 

&ん m あり、 曰、 五 卿 方 は、 自ら 求めて 朝廷 を 離れ 候 事故、 今更、 朝廷より 被 二 召還 1 候 謂れ 無レ 之と、 薩藩 にて 

西 鄕吉之 助の 雄 藩 勤皇 厥 起 運動  五 Q 三 
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しれ *,  ちんべん  ゐ にん 

は此 指令に 服せ す、 大に 彼是 陳辯 する 所 あり、 遂に 右 之 指令 を 取消し、 五 卿歸洛 之處置 は、 薩 藩へ 委任と.^ 

に、 相 決 候に 付、 小松帶 刀より、 議奏、 傳奏 迄、 諸 卿 召還の 朝 命 願 出 候 得 共、 案外 當路之 方々、 御 担に 付、 

幕府より 諸 卿 引取 之 名義に て、 先づ 洛外 迄、 御歸之 事に 内 決 〔下略〕 

かくして 大山 は 二月 二十 七日、 中 岡 愼太郞 と 同道に て 太宰府 を發 足し、 三月 二日、 鹿兒 島に 到 著した。 

【五】 諸侯 會議 の賨 現に 驀進 

ふ.^. -ょ  くわく さく  えお 

西鄕が 諸侯 會議の 急遽 實行 を畫 策した こと は、 當時頗 ぶる 秘密に 附 せられた。 若し 萬 一 幕府の 探知す ると ころ 

さ. i ぐう 

となって は、 千載 1 遇の 好機に、 ひびが 入る こと を惧れ たからで ある。 故に 此の 事 は、 西鄕、 大久 保、 小 松、 吉 

じゅくぎ 

井の 兩 三人の 間の みに 熟議され、 直ちに 實 行に 著 手され たもので あった。 

諸 書に、 西 鄕が吉 井と 共に 歸國 した 時に、 小 松 帶刀も 共に 同行した やうに 記して あるが、 小 松の 歸鄕 に關 して 

は、 少しく 疑 はしい ものが ある。 何と なれば、 西鄕 等が 畫 策した 諸侯 會議 は、 要するに、 

島 津久光 〔薩 摩〕 山 內容堂 〔土 佐〕 伊達宗城 〔宇 和 島〕 松 平春嶽 〔越 前〕 

き はん 

の 四 侯の 上京 を 期す るに あつたの である。 そして、 島津久 光に は西鄕 直接 進言す る爲 めに、 自 から 歸 藩して ゐる。 

その上、 土 佐、 宇 和 島へ も、 久光 上京 確定の 上で、 西 鄕が乘 り 出す 下相談に なって ゐた。 して 見れば、 ここに 松 

しん つ  ちんざ 

平 春 嶽に對 して、 何人 かが 進說の 任に 當る ものがなくて はならない。 大久保 は 京都に 鎭 座して、 宮中の 事情 を 見 


張って ゐ なければ ならぬ 役目に 當 つて 居り、 岩 倉との 交渉 も * その 任と する 4J ころであって 見れば、 何としても 

小 松が 卷嶽掛 りの 役目 を帶 んでゐ なければ ならない。 その 小 松が、 西鄕、 吉 井と 1 緖 に歸國 する 害 はない。 果た 

せる かな 『續 挥 夢 紀事』 に、 西鄕が 鹿兒島 著より 八日 後の 二月 丸 日、 京都に おいて 小松帶 刀と 酒 井 十 之,^ との 會 

見 を 記して ゐる。 その 記事に、 

5V ぐ さ， &む  きじ 

繽再 夢紀事 〔慶應 一二 年 二月 九 曰〕 

二月 九日、 京都に 於て、 酒 井 十 之亟、 薩藩 小松帶 刀を訪 ひしに、 雜 話の 末、 小 松 云、 方今 内治 漸く ii!! 及 

び、 外患 亦累 りに 至れり。 加 ふるに 先帝 崩御、 今上 尙御 幼冲に 在らせられ、 實に 危難の 世態な り。 尤攝 政の 

ご ナん 0 

铜職も 在らせら るる 事に は あれ ど、 大隅 守に は、 多年 先帝の 御 眷顧を 蒙り 奉りし 事故、 今日の 御 場合、 速に 

上京、 國 家の 御 爲め、 乍 レ不レ 及、 御 補 〔？ 0 佐 申 上べき なりと、 此地 にて は、 議旣に 1 決し、 過日? < か.!？? & 

〔西 鄕〕 鹿兒 島に 出發 せり。 就て は、 吉之 助鹿兒 島へ 著國、 議 一定の 上 は、 大 隅守必 上京すべし。 され ど大隅 

守 唯一 人 上京 すれば とて、 御 補佐 を 遂げ 得べき にあら ざれば、 大藏 大輔殿 〔春 嶽〕、 容堂殿 〔山 內〕、 伊豫 守 殿 

〔伊達〕 へ、 豫 じめ 使者 を 差 出し、 同じく 御上 京 あらせら るる 樣御 相談に 及ぶべき 見込な り。 其 際、 帶刀は 貴 

藩に 參る ベければ、 時宜に 寄、 貴君へ 御 同行 を 願 ふ 事 も 有るべき 敷。 叉容堂 殿、 伊豫 守 殿へ は、 吉之 助歸京 

之 途次、 直に 參 るべき 敷と 存 するな り。 且叉、 此事、 吉之助 歸京之 上、 國議之 次第 は、 尙御內 話す ベ けれど 

西 鄕吉之 助の 雄 藩 勤皇 蹶起 運動  五 〇 五 
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今日に 在りて は、 極めて 祕密を 要すれば、 貴君 限り、 御 聞 置 下され、 他へ は 如何なる 同志たり とも、 御泄し 

なき 檨に願 ひたし。 薩邸 にても、 小 松、 大久 保、 大島 〔西 鄕〕 の 外に、 此 儀に 與 かりし 者な き 程の 事故、 此程 

ふ ましい 

宇 和 島 藩 上 甲 貞ー參 りし 時 も、 不本意ながら、 委しく は 申 聞け ざり しとの 事な りき。 云々。 

ないやく 

と あるに 見て、 小 松が 在京して 越 前遊說 掛の內 約であった こと を 察する に 足る ので ある。 後ち 四月に 至って、 春 

嶽 が先づ 一 二 侯に 先んじて 上京した 時、 小 松 は 直に 同 十七 日 越 前 邸に 參 向して 面會 して ゐる。 

まつび 

叉た 二月 晦日 附で、 西鄕が 在京の 大久 保に 與 へた 書簡の 末尾に 『小 松 太夫え は、 別段 不二 申 上 一 候に 付、 宜敷御 

. . .  かくしょう 

執 達 率レ願 候』 と あるの が、 小 松 不同 伴の 確證 である。 

梅雨期 將に盡 きんと して、 ここに 赫然 たる 天 光 を 碧 落の 上に 見る やうな 心地す る、 慶應 三年の 劈頭に 當 つて、 

國勢開 展の大 運動に 乘 じて、 期せす して 現 はれ 来った もの は、 ニ大 卿と 四大雄 藩主であった。 而 して その ニ大卿 

と は、 岩 倉 具視と 三條實 美と であって、 四大雄 藩主と は、 いふまで もな く、 島津久 光、 山 内容 堂、 伊達宗城、 松 

平春嶽 であった。 

四大 藩主の 中に、 長 州が 加 はって ゐな いこと は、 少なから すその 衡を 失する の 憾みがない ではない が、 元治以 

ちょく けん  きんしん 

來の 勅譴を 蒙む り、 軍； ねぐ 謹 愼の意 を 表して ゐる毛 利 敬 親父 子の 上京 は、 蓋しい ふべ くして 行 ふべ からざる と 

)  くわう ゐ くわい ふく 

AJ ろであった。 たと ひ 先帝 崩御の ことがあり、 皇威 ま復の 一 大 事に 臨む かちとい つて、 無理^ 薦めて 見たところ 


で、 敬 親が 輕々 しく 之れ に 耳を假 すべきで ない こと は、 當時 何人も 知 了す ると ころであった。 

三條、 岩 倉の 二 卿 は、 その 性格に おいて、 出處 において、 大いに 異なって ゐる ものが あった。 和宫御 降嫁 問題 

において は條公 は、 岩 倉の 姦計 を痛擊 して 止まなかった 一人であった ので、 前年、 中 岡、 阪 本が、 洛外の i 慰に 

みつ タ-  た かん 

岩 倉を訪 ひ、 勤皇の 大策を 密議し、 それ を筑 前の 三 條に齋 らした 時に も、 條公は 『岩 倉 は 佐幕の 大奸 ではない か。 

彼れ と共に 勤皇の 事 を 謀る こと は出來 ない』 といった ほどで あるが、 三年 四月に 至って、 兩 卿の 間に 一脈く の 通す 

る ものが 出来た。 

三 條* 岩 倉の 提携 は、 要するに 薩長 聯合の 土 臺" の 上に 築かれた ものであった。 朝に 在って 兩卿、 野に 在って 兩 

はう がふけ ふりょく  げんどう WV よく  ゐ しんく わい てん き そ 

藩、 この 抱 合 協力が、 卽ち 勤皇の 原動力で、 隨 つて 維新 回； 大の 基礎と なった ので ある。 岩 食の 意 を 奉じて、 三條 

.  . . .  ,  せっきん  じゅんじょ 

を說 いたの は、 土 佐の 中 岡 愼太郞 で、 中 岡が、 岩 倉に 接近した る 順序に 就いては、 『岩 倉公實 記』 に詳 びら かで 

ある。 曰く、 

岩 倉 具視、 三條實 美と 消息 を逼 する 事 〔岩 倉公實 記〕 

初め 四月 二十 1 日、 中 岡 愼太郞 〔時に 石 川淸之 助と 稱す。 土 佐の 人〕 は 橋 本鐵猪 〔大 橋愼〕 を兑 て、 之に 語り 

ともども  しう せん  ほ よく  さ 0 くわく 

曰く、 予は坂 本と 與 共に、 薩長 二 藩の 間に 周旋し、 二 藩 をして、 朝廷 を 輔翼し、 王政復古の 大策 を參靈 せし 

めんこと を 園る。 今や 幸に して、 二 藩 宿怨 を 解き、 同盟 巳に 成る。 洵に皇 國の大 幸な り。 予は 更に、 京師に 
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を いそく  ていけいい うえぎ 

在る、 有志の 公卿と、 宰府に 在る、 三條公 等と、 内外 聲息を 通し、 相 偕に、 薩長 二 藩 を、 提携 誘 被せん こと 

くわい./.^ •  じたい 

を 望む。 故 を 以て、 登 京 以來、 有志 家と 稱 せらる る、 公卿 を歷訪 する に、 大抵 聩聩 として 時 體を辨 せす。 俱 

さ たん 

に 大事 を計議 する に 足る もの 無しと。 嗟歎 之を久 うす。 鐵猪 曰く、 子 盖そ岩 倉 前 中將に 謁せ さる。 愼太郞 曰 

さ ばく たいかん  たきき い-た 

く、 前中將 は、 佐幕の 大奸に 非ら す や、 之と 王政復古の 大策 を計議 する は、 薪 を 抱き 火 を 救 ふか 如き ものな 

り、 誠に 危 からす や。 鐵猪 曰く、 子 は 未た 前 中將か 人と 爲りを 知ら さる を以、 之を危 むな り。 予詳に 之 を 語 

えいけつ  じゃくく わん  くわい ふく 

らん。 前中將 は、 當 世の 英傑な り。 弱 冠 にして、 皇室 を 恢復す るの 志 を 立て、 壯 年に 及んで、 常に 國難を 

きょうさい  さんよ  げぃ がふ 

医濟 する を 以て、 念と 爲す。 曾て 和！ I 呂 降嫁の 議 に參預 する や、 陽に 幕吏の 意 を 迎合す るか 如きの 觀 ある も、 

陰に 彼に 入り、 彼 を 計る の 計 を 運ら し、 大權を 皇室に 牧復 せんこと を圖 りしな り。 而 るに、 世の 激徒 は、 惟 

其 外 計の み を 見て、 其 內心を 知らす。 故に 目して 佐幕の 大 奸と爲 し、 ー唱百 和、 飛語 を 以て、 之 を排陷 す。 

げ さと  がいさう 

三條 公の 如き、 賢明の 人に して、 尙ほ激 徒の 說を 信用し、 之 を 朝廷に 劾奏せられ たり。 今や 前中將 は、 洛北 

へいぎ よ  ち ぐう 

岩 倉 村に 屛 居し、 密に 四方の 志士と 相 結納して、 王政復古 を籌圖 す。 予も亦 知遇 を受 くる こと、 巳に 久し。 

. 近 日子 を 誘引し、 之に 謁せし めん。 子 其れ 試に 之と 時事 を 討論す へし。 而 して 愼太郞 は、 鐵 猪と、 岩 倉 村に 

,  とさ 

注き、 具視に 謁す。 具視 乃ち 慎 太 郞と深 語、 暴 を 移す。 愼 太郞、 大に 具視か 器識の 宏遠に 服す。 其 寓に歸 る 

そ-つぐ ラ 

に 及ん て、 鐵 猪に 謝して 曰く、 圖ら さりき、 公卿 中に、 斯の 如き 人 あらんと は、 予か前 中將に 遭遇せ し は、 

てんいう  しゅく はう 

殆と 天佑な り。 予か 宿望、 巳に 達せり。 六月 二十 五日、 愼太郞 は、 坂 本寵馬 〔時に 才谷梅 太 郞と稱 す。 土 佐 


ら つ  ともども  ちう さく  は 力 

の 人〕 を& して 来り、 具視に 謁し、 與 共に 王政復古の 籌策を 討論し、 三 條實美 等と、 內 外相 應 せんこと を 商 

きうかん  よ はう 

る。 具視 曰く、 三條 氏に して、 舊 憾を釋 き、 予を舍 てされ は、 誠に 大幸 なり。 一 ニ條 氏の 如き、 舆望を 負 ふの 

人と、 計 謀 を 通して、 薩長 二 藩 を 左右に 提挈 する を 得 は、 則ち 王政復古の 大策を 建つ るに 於て、 何の 難き こ 

くわい ご  ぎ みつ 

とか 之 有らん や。 是 よりして、 具視、 屡 愼太郞 • 龍馬と 會晤 し、 以て 機密 を計議 す。 九月 愼太 郞、 太宰府に 

ちう しゃう 

赴き、 實 美に し、 吿 くるに 具 視と籌 商の 顚末を 以てす。 實美 曰く、 岩 倉の 如き 大奸 と、 與 共に 大事 を圖る 

いさぎよ  しん はう ん りゃく  く しん  えんぶ 

は、 心に 之 を 屑し とせす。 東久 世通禧 曰く、 予は岩 倉 か、 深謀 遠 略 を 懐き、 皇國の 爲に苦 辛し、 却て 宽誣に 

罹りた る こと を 知る。 當時予 は 一族た るの 故 を 以て、 嫌 を 避け、 敢て之 を 言 はさり き。 今や 在京の 公卿 を觀 

たと ひ  あらた  くひ  ， 』 

るに、 恐らく は、 岩 倉の 右に 出つ る 者 は 無 からん。 設使岩 倉 は大奸 たりと 雖、 心を悛 め、 過を悔 て、 カを恢 

復に輸 す ものと せ は、 之と 謀議す る も、 何の 不可 か 之れ 有らん や。 況ゃ 忠誠の 心 をせ して、 大有爲 の 材を抱 

くに 於て を や。 實美 之を然 りと す。 愼太郞 乃ち 京師に 還り、 具 視に， 謁し、 實 美の 手書 を呈 す。 蓋し 内外 相應 

じんす ゐ 

して、 國 事に 盡瘁 せんこと を 誓 ふなり。 具視 大に悅 ふ。 

, 【六】 歸藩 後の 西 鄕吉之 助 

西鄕 が鹿兒 島に 到 著した の は 二月 1 日で、 山 内容 堂を說 くべ く、  土 佐に 向け 出發 したの が、 十三 日で ある。 し 

て兑れ ば、 此の間、 僅かに 十日 餘 りの 日數 しかない。 此の 短時日の 間に、 如何にして 藩主 久 光の 上京と いふ、 一 
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大事が 決定され たか、 その 間にお ける 西鄕の 動靜は 如何。 

先帝 崩御 後の 形勢 は、 幕府に とっても 乘 すべき 機會 であった が、 勤皇 派に とっても、 亦た 大いに 乘 すべき 機會 

であった。 此の 機に 乘 じて 幕 勢の 擡頭 を壓 へ、 ヅッ と乘り 上る 爲 めに は、 何としても 諸 雄 藩の 大會議 を 興し、 日 

ふくく わつ  じゅ リっ . 

本 政局の 中心、 を、 幕府より 直に 朝廷に 移し、 天皇 親政の 復活の 下に、 諸 雄 藩の 公議 政治 を 樹立せ ねばならぬ。 西 

.4fJ ふ せん ぼ- フ 

鄕歸 藩の 事情 は、 久光 をして 大擧 上京せ しめ、 かかる 一大 革新の 急先鋒たら しむる にあった。 

西鄕の 使命 は 頗る 重大であった。 それだけ 彼れ の 決心 も强 かった。 久 光の 上京 を 促が すに、 彼れ は 確かに 一死 

を 期して をった こと は、 當 時の 西鄕 文書の 中に も 散見して ゐる。 

しう せん 

久光 自身 は、 上京 周旋に 就いて、 敢 へて 異議 をい はぬ かも 知れぬ。 寧ろ 進んで その 烕を振 ふ を 快と する でも あ 

らう。 しかしながら 久 光の 左右に は、 佐幕派の 重臣が 取り 卷 いて ゐる。 直接 久 光に 突撃して、 その 決意 を 得た と 

はん うん 

ころで、 左右 重臣の 反對 があって は 何にも ならぬ。 殊に 今回の 上京 は、 藩 運 を 左右す る、 大 問題で あるば かりな 

やくしん 

らす、 實に國 運に 關 する、 1 大 躍進 を 試みん とする ので あるから、 どうしても 藩 論 一定、 擧藩 一 致と いふ 大 まと 

まりで 乘り 出して かからねば、 成功 は覺 束ない ので ある。 

そこで 西鄕 は、 歸藩後 三 四日の 間、 先づ藩 論の 檨子を 見る つもりで、 ブラ リと 遊んで ゐた。 固より 久光 にも 謁 

しっせい  くわん ばう 

見せす、 執政 等の 意見 を、 それとなく 觀 望して ゐた。 執政 等の 意中 は、 何處 まで も平穩 主義、. 勿 事 主義で、 成る 

ベく 我れ より 事 を 起すな どの 危險 は、 飽くまで も 之れ を 避けたい とい ふ、 因循 思想であった こと は、 云 ふまで も 


なかった。  - 

され ど藩內 有志の 中には、 却々 時務 を 知る もの も あり、 盛んに 藩主の 上京 を、 建言す る ものが あって、 執政 等 

ちんあつ  くわん さつ 

も それら 有志の 言動 を鎭壓 する のに、 隨分 困り果てて ゐる樣 子 も 見えた。 西鄕は 冷靜に その 次第 を觀 察し、 五六 

どう ゐん れい 

日ごろ、 いよく 評定 を 開く ことにして、 執政 初め、 お 側役 全部に 渡って、 動員令 を 下した。 國老島 津備後 を 初 

きんき ふどう ゐん 

め、 湯治 中であった 山內作 次郞、 伊地知 壯之亟 を も 呼び寄せ ると いふ、 緊急 動員で 大 評定に かかった。 西 鄕は列 

座 を 見廻 はし、 やがて 京阪の 政情より、 自己 歸 藩の 事情 を 述べ、 雄 藩 會議を 興す に 就いて、 堂々 藩主 久 光の 上京 

論 を 持ち出した。  .  ， 

レ さ- 2 よ 

西鄕 は、 固より 大反對 の ある こと を豫 期して ゐ たから、 若し 衆議 決定 を 見ない やうな 場合が あったら、 . 潔く 身 

を 返 ぞくの 決心 を さへ して ゐ たが、 列座の 議論 は 案外に 盛んな もので、 久光 上京 は 異論な く 決定 を 見た。 これに 

お ほや た. i  ，  - . 

は 西鄕も 寧ろ 意外の 感 があった が、 15^ にも 角に も、 闔 藩の 輿論 1 定 して 大屋 臺を 繰り出す とい ふ 霧 ひに なって 來 

やく ぜん 

たので、 西 鄕も思 はす 躍然 たる を 禁じ 得ざる ものが あった。 


〔七】 薩 州の 藩 論 一 決， 


ゆうよ 


藩 論が 旣に 一決した 以上 は、 最早 ゃ猶豫 する 必要 はない。 西鄕は 家老 桂 右衛門、 島津 伊勢の 兩相 と共に、 評定 

の 翌日 久 光に， 謁し、 その 快諾 を 得た。 旣に久 光 上京が 確定した ので あるから、 西鄕は 此の 意 を 齎らして、 土 佐、 
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宇 和 島に 遊說 する ことにな り、 士 ニ曰 夜半、 鹿 兒き發 して、 海路 土 佐に 向け iglr 千五县 知に 著いた。 二 

月 晦日、 西鄕 が大久 保に 與 へて、 此 間の 消息 を傳 へた fa 嫩が ある。 

大久保 利 通に 與 ふる 書 〔慶應 三年 二月 晦日〕 

御 分 袖 以来、 不 御 音信 一 候處、 彌以御 安康、 奉， 賀候。 當月朔 日 安 著いた し 候處、 三 四日 は 病 氣に而 引 入 

居、 御上 京之說 は直樣 言上 不レ 仕、 1 同 之 評議に 掛、 一決 之處 を以、 言上 之 含に 而 御座 條故、 形勢 見合 居候 

處、 不-ー 罷歸- 内に、 御大 故 之 時 を以、 御上 京 可， 被， 爲， 在 事と、 段々 建白 之 向 も 有， 之 候 由に 而、 執政 方 も、 

難 r& 被 レ致候 趣に 御座 候。 三 五日 も 相 過 候に 付、 一 同 御 會議相 窺 候處、 備後殿 初、 執政 中、 御 側役 中、 都而 

出席 相 成、 山 內. イチ チは 湯治に 而 御座 候 故、 罷 歸候檨 申參、 相 揃 候而、 議論 持 出 候處、 案外 老 先生方 之 御 

議論 盛なる 事に て、 速に 御上 京 之 儀 相 決 大慶 之 事に 御座 候。 此度之 衆議、 不二 相 決-候 歟、 又は 御 決定 不レ被 

レ爲レ 在 候 得 者、 返 身 之 含に 御座 候 故、 强く申 建 も不， 致 候 得 共、 案外 之 事に 而、 我輩 は 飛揚 此 事に 御座 候。 

御遙察 可レ被 = 成 下-候。 夫 故 翌日 は 桂 家、 諫訪 家、 御 兩人與 私 も 御前え 罷出、 具に 言上 仕 候處、 直檨御 承諾 被 

遊 候に 付、 十三 日夜 半より 出帆いた し、 容堂 侯へ 御 使者 相 勤 候 而罷越 巨細 申 上 候處、 氣味 じ,^、 御 返答に 而、 

いきて ふたた 5S  /  、、"^み 1*  一 I 

生再不 n 罷歸 ー與迄 被， 仰 候 由、 至極 之 御 決心 出來 被， 爲、 難， 有 次第に 而 御座 候。 一二 月 中 を 限 與御定 相 成、 私 之 

. 滯 在中に、 御上 京の 御 廣め相 成、 餘程御 はまり 出來候 段、 福 岡 杯、 咄有 V 之 候。 夫 故 昨日 御發 し、 別 《 之 通、 


あこ 仰 出-候 間、 いづれ 三月 廿日 比に、 御 發途之 御賦に 御座 候 間、 其 御 許 之 御手 當等 は、 宜敷御 願 申 上 候、 宇 和 S 

は餘程 因循 之御說 に而、 上京 被：， 成與 は、 御 返答 被， 爲， 在 候 得 共、 無二 覺 束-被， 思 申 候。 嘸 御 待 長 御座 候 牛と 

案勞仕 居候 得 共、 無-致 方 7 延引 I 能 成 申 候。 小 松 太夫え は 別段 不 ，- 申 上-候 付、 {且 敷 御執逮 奉， 願 候。 頓首。 

二 巧^ 日 〔鹿應 三年〕 

西 鄕吉之 助 

大久 保】 藏檨 

文 ri- 久 光の 上京が、 三月 二十日 過ぎに なること をい つて ゐ るが、 これ は 相當の 兵力 を 砲して、 出京す る 方針 

であるから、 充分の 餘裕を 要した ので あらう。 西螂 等の 考へ では、 萬 一 の 場合 あらば、 幕府と 戰場 において 

ゆるの 覺 悟であった。  • 

〔八】 山 內容室 と西鄕 との 會見 

ニパ 十五 日 a 究は吉 井 友 實を帶 して、 土 佐須崎 港に 上陸し、 直に 高 知に 向った。 先づ舊 知. 幅 岡 孝^に 面會 

して 事情 を 述べた。 福 岡 は 勤皇の 志士で、 南 洲とは 京阪に おいて Is が ある。 容堂 寵臣の 一人で あつたが、 孝 ^ 

C  そんば. くろん しゃ 

は-,/ は ひどい 翁 「幕 論者であった ので、 容堂は 兼々 その 邊に 1^ 滿 があった。 そこで 京都に 出して： 大 下の 泰： g を 知ら 

しめ く 四方の 士と交 はらしめ たが、 その後 孝憐も 俄かに：^ 近を廣 め、 尊皇の 大義に i ると ころが あり、 且つ 
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土 佐 藩の 特別な 事情 を も 察する 餘 地が出 來 たので、 容堂は 『福 岡 もどう やら 物が 解かって 來た』 と 喜んで ゐた。 

西 鄕と福 岡と は、 諸侯 會 議論に おいて 1 致し、 皇政 復古 論に おいて 一致し、 京都に おいて 旣に 厘よ 會議 すると 

ころがあった。 福 岡が 初めて 西鄕に 逢った の は、 中 岡 愼太郞 の 紹介であった。 中 岡 は 西 鄕にゾ ッコン 惚れ込んで 

ゐる 人間で ある。 福 岡が 叉た：^ れ をした の も無现 はない。 西鄕が 一月 二十 二日 京都 を出發 した 時には、 福 岡 は 土 

佐に 歸 つて、 藩主 容 堂に 說く役 廻り を 受け持って ゐた。 西鄕が やがて 土 佐 を 訪問 \- て來る ことに、 豫め打 合 はせ 

があった こと も 想像され る。 勿論 福 岡が 容 堂に 向って、 薩* 長 • 土  • 越の 聯盟 運動 を 進言した こと も事實 である 

し、 又た 薩 摩の 大 芋西鄕 ドンが 來る こと も、 打ち合 はして ゐ たに 相違ない。 

西 鄕と吉 井と が、 福 岡に 案內 されて 山內容 堂に 謁見した の は、 著 土の 翌 十六 かで あつたと 推さる る。 容堂、 南 

く は 

^會 見の 次第 は、 中 岡の 日記に 詳しく 記されて ゐる。 之れ によると、 兩雄 對談の 光景 を、 目前に 見る やうな 感が 

ある。 

中 岡 慎 太郎の 日記 〔慶應1 一一 年 一二 月〕 

0 三月 三日 吉井 氏を訪 ふ。 話に、 先月 西鄕氏 十三 日出 帆、 十五 日須 崎に 著す と 云。 土 州へ #1 に 到り.、 吉 

井船將 にて 行き、 歸途、 宇 和 島に 到る。 同 二十 七日 歸國 〔中略〕 夕刻 西鄕 氏を訪 ふ。  . . 

0 西鄕、 土 州に 到り、 福 岡 藤 次 〔孝 涕〕 と 同く、 容堂 公に Si したり。 西鄕 儀、 此度、 薩 侯の 命 を受參 りし 事に 


て、 大 隅守檨 〔久 光〕 より、 被-仰 含 1 たる 次第 も有レ 之、 大に 心配して 參 りたる が、 上國の 勢、 S| に 言上し たれ 

ば、 公 御 a 答に、 『薩 侯の 御主 意、 御尤の 事に 付、 拙者 杯、 侯の 御 相手に は 相 成 問 敷 候 得 共、 早速 上京 可レ 致、 

厶厶 <J 厶厶厶 厶厶厶 厶  <-厶 厶， おんぎ 厶厶 厶厶ム 厶厶厶 厶<1 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

尙又、 此方 は贵 方と は 違 ひ、 德川 家の 恩義 も ある 事 なれ ども、 皇 國の爲 め、 公論 を以、 盡カ する 事 なれば、 

厶 厶厶厶 ム厶厶 厶厶厶 厶 A 厶厶 厶厶 厶厶 A 厶厶厶 A 厶 厶 厶厶厶 厶厶厶 ム厶厶 厶厶 A 厶厶厶 厶厶厶 A 

地球上より 兒 たる 時 は、 矢 張 公論な り。 然れば 親 藩と 雖も、 今日に 至て は可レ i 事 也。 況んゃ 外 藩の 列に 在る 

を や』 云々。 被 レ仰候 由。 西鄕 曰く 『此度 は、 事不レ 被レ行 と 云て、 御 引取に 相 成 位の 事に ては不 11 相 成 一』 と 

巾 上る。 公 『素より 覺悟 也』 と 被レ仰 候ぬ。 後ち 藤 二に 被レ 仰し は 『此度 は 死 を 目的と すべし』 と 也。 公 叉 西 

鄕 に被レ 仰し は、 『藤 次な ども、 實の尊 幕 論で ありし が、 此度 上京して 0 有志に 交りし に. a て、 大に 議論が 能 

く 成りた る こと も、 嬉しき 事』 と被レ 仰、 其れにて 西鄕 始めて、 胸が ぐっと 下りた る 由。 0 西 鄕滯留 中、 容堂 

公 上京の 儀、 國 中え、 被， 1 仰 出 1 候 由 也。 〔中略〕 西鄕、 土 佐より 歸途、 宇 和 島に 到、 老公に Si し、 御上 京の 

論に 及ぶ。 侯 曰、 『凡、 事、 目的 立 ざれば、 行 ひ 難し。 目的 は 如何』 と、 被レ仰 候に 付、 西鄕、 默 して 返かん 

とす。 松根圖 書、 西鄕に 向て 『容堂 公、 上京の 目的と 云 は、 如何に 候 哉』 とい ふに 付、 西鄕 答に 『先づ 能く 

ご き なん 

御考被 レ遊レ 成よ。 是程 正しき 目的と 云 は 無き 事に て、 容堂公 は、 今日； 大 朝の 御 危難、 臣 子の 不レ得 レ止處 が、 目 

的に て、 御上 京に 御 決しの 事に て 候。 凡、 天 下の 事、 平常の 事 は、 手 づるを 付けて 成す ことなれ ども、 斯る 

9 がいと くしつ 

御大 事に 當り、 大義名分 を 以て、 盡す 日に 當り、 利害得失 を 論す る は、 如何にも、 合點不 仕』 と 云し 處、 松 

极御尤 と 答 ふ。 松 根叉國 疲弊の 事 を 云 ふ。 西鄕 其れ は 御 執政の 御言 葉と も 聞え す。 大義に 臨み、 論すべき 事に 
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しゅ ん 

非す。 中々 左檨 のこと にて は、 足下の 力に て、 國を 富ますな ど は、 思 ひも よらぬ 事 也』 と 云 ふ。 夫より 酒宴 

しゃく 

となり、 女 を 出し 酌を爲 す。 老公 曰 『吉之 助、 京都に 愛 女が 有る か』 と。 西鄕曰 『御座 候』 。公 曰 『名 は 何と 

云 や』。 西鄕曰 『此れ は 申 上ました とて、 何にも 不二 相 成 一事 故、 <f マ 少し、 何 か 御 爲に相 成る 事 を、 御 尋ね 被レ下 

度』 と 云。 公 曰 『其方が 左様の 言 を 云 ふ 奴つ 故、 仕方の なき 男 だ』 と雜 言す。 云々。 然るに、 先 『國の 疲弊 を 

推して、 勉強して 上京』 と 答に 成りし .5。 頗 ぶる 曖昧な りしぬ。 

ぢ きわ 

當時中 岡 は鹿兒 島に 行って ゐ たので、 西鄕の 直話 を、 そのまま 日記に 記して 置いた ものと 思 はれる。 先の 西鄕 

の 書簡と 對照 すれば、 I 付 節 を 合する が 如き ものが ある。 

とくべつくわん けい  f- 

容 堂が 『土 佐は薩 と は少々 事情が 異 つて 居って、 幕」.^ と は 特训關 係が ある』 といって ゐ るの は、 藩 祖山内 一 

豐が、 蘭 原の 役に 殊勳を 立て、 遠州掛 川の 六 萬 石から、 家康 のお 目鑑 で、 土 佐 二十 四 萬 石の 大名に なった こと を 

ゆび  こうぶ がったい. 9 ん .  ， ，  >  3 

指 ざした もので、 此の 關 係が、 容堂 をして 何處 まで も 公武 合體 論者たら しめた 所以で もあった 

〔九】 伊達宗城と 西鄕 との 育見 

<1 A 厶ゝ. ^厶  しんせつ 

容堂を 打ち止めた 西鄕 は、 その 足で 直ぐ さま 伊豫に 廻り、 二 e: 二十四日、 宇 和 島で 伊達宗城に 進說 した。 

いうね  じん ざ い  び -- 

元來宇和島^^には、 それほど 有 爲の人 村 を 出さなかった 爲 めに、 ^l涖としてのカは微々たるものでぁったが、 藩 

けんこう  きうぎ 

主 伊達宗城が、 當時海 內の賢 侯と して 聞え てゐ たので、 齊彬 以来の 舊誼亿 より、 侯の 勤皇 心に 依頼す ると ころが 


おらう としたの であった。 

レ ん じゅんろん 

西鄕の 書簡の 中に 『.： 千 和 島 は 因循 論で 大した 望み は 掛けられない。 上京 はする との 御 答へ であった が、 何とも 

おない もの ぢゃ』 と ある やうに、 容 堂の やうに 氣 持の いい 響きが しなかった。 西 鄕は宗 城に Si して、 久光 上京 

の 4^ 意から、 容堂卽 座の 赞成を 述べ、 上國の 形勢 は 勿論、 國家將 來の大 策に 及んで、 此際、 斷然 上京、 皇 政の 很 

古に s?^ あるべき の ク.^ i をカ說 した。 すると 宗 城の 返 詞が、 頗 ぶる 半煮えで ある。 

『物事と いふ もの は 何 ぢゃぞ よ。 ちゃんとした 目的が 立って 居らん ければ、 成就し ない。 西鄕、 》01 的 は 何ぢゃ 

ネ、 口 的 は！』 

ビ- つ、 一 *  ち 

西鄕は 胴體が 太くて、 どうやら 智義が 廻り 兼ねさう に 見える が、 却々 頭 は 鋭い。 此の 一問 を關 いた 西鄕 が、 何 

にも 首 はないで、 立ち上って しまった。 さらば 御免 を 蒙む らうと いふので ある。 席上に 陪從 して ゐた 松极圖 寄が、 

あはて て、 西鄕を 引き止め、 

『まあ/ \ お待ちな され、 目的 は皇 政に 御盡カ あると いふに 相違ない 話で ござる が、 殿の 目的と 仰せられ たの 

に は、 別の 意味 も ある こと ぢゃ。 先づ、 容堂 侯の 上京 さるる とい ふ 目的 は、 何で ござる かの ゥ ：：： 』 

その 場を& らふ 爲 めに、 西鄕 にと りなす やうに いった。 氣の拔 けた 西鄕も 『一度 は 御 說明も 申し上げよう』 と 

いった 氣 持ちで、 座に 復 へり、 

『先、 づ とくと ぉ考 へな されよ。 侯に は 今 ま 更に mi 的 は …… などと 仰せら るるが、 これほど 正しい 目的 は ござら 
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.  てんて う だいき なん 

ぬ譯 では ごわ せんか。 容堂 公に は、 今日は 皇國の 一 太 事、 }^ 朝の 一 大 危難 ぢゃ。 臣子 @ 分 とムて 御盡カ 申し あ 

さ  ぐ わい はん  ふ S? こつ さ * 一ん 

. ぐるの は、 何とも 避け 難いと ころ ぢゃ。 我々 外 藩 は 元より、 德川親 藩の 者 共 も、 皇 政の 爲 めに 粉骨^身すべき 

ところ ぢ やと 申す 目 的に 外ならぬまで のこと、 この 明らかな 大義で、 いよ-/ \ 御 上京と 決せられた 次第で ごわ 

てづる  と-の 

す。 凡そ； 大 下の 事 は、 尋常の 時で ござれば、 いろくに 手蔓 を 求め、 足場 を 固め、 用意 萬 端 相 整うた 上で、 ボ 

ッく相 始めて ようご わせう。 然しながら、 かかる 一 大事に 當り、 大義名分 を以 つて 邁進す る 場に 臨んで は、 

i- いばい リ どん  タ がいと くしつ 

成敗 利鈍 を 顧みる 要は ござらぬ。 然るに、 今に 至って 猶ほ、 利害得失 を 論ぜら るるの は、 西鄕 トン ト その 意 を 

得 ませぬ。』 

能 is^ らす といへ ども、 腹の 底から、 響き 來る、 西 鄕の言 葉に は、 千鈞の 力が あった。 これに は、 松 根 國老も 

& お 

『御尤も』 と應 へる の 外はなかった。  - 

『御 盡カも 結構で は ござる が、 ：^: しろ 弊 藩 は 費用 多端で ござって、 薩、 土の やうな 大 藩のお 伴 は、 出来 兼ねる 

のぢ や。』  . ： 

ぐ ち  そろばん. a んぢ やう 

： 松 根 は懷ろ 勘定の 愚痴まで 持ち出した。 勤皇の 大義と. 算盤 勘定と を 一緒にされて は， 西 鄕が默 まって 居らぬ。 ノ 

『これ は 執政のお 言 薬と も； 3^ じ 申さぬ。 財布の 軍； みで 勤皇 は 出來ま せんぞ、 左 やうの こと を、 此の 場に 臨んで 

論す る もので は ござるまい。 なか/^ そんなお 考へ では、 足下め 力で 匍 富を增 す； J  などと は 思 ひも 営ち ぬ 

、とで ごめ せう…：.； 4- . 


ねぎら  しか 》i ん 

こ 角、 .： ポ城も 上京と 決まった ので、 遠路 使命 を傳 ふる 勞を犒 ふべ く、 その 夜 酒宴の 席が 設けられた。 宗城も 


頗 ぶる， 人んで あるから、 奥 女中な ど を 出して、 西鄕 ドンのお 酌 をさせる。 宗城は 笑 ひながら、 

『ど うぢ や 西 鄕、. 京都に は 女で も あるか …… 』 、い 

と 聞く。 西 鄕は眞 面目な もので、  . 

『ごわす …： ：』 

ある もの を 無い などと はい はぬ 西鄕 である。 無い やうな 顔 をして、 人目 を 誤魔化す やうな 西鄕 ではない。 11!^ 

やく ぢょ 

明瞭 『ごわす』 の 返 詞が氣 が 利いて ゐる。 いかにも 西鄕の 面目が 躍如と して 居る。 

レ たづら もの 

宗城 は何處 まで も、 惡戲 者で あるから、 

『ほほう、 それ は 珍ら しい ぞょ。 その 女の 名 は 何とい ふか や …… 』 

『これ は 申し上げました とて、 何の 役に も 立たぬ ことで ごわす。 何ぞ 今少し、 爲 めになる こと をお 零ね なさ 

れ …… 』 

と 相手に ならぬ。 時が 時、 場所が 場所、 使命が 使命で ある。 かかる 時 かかる 問答 は、 無益で ござる との 謳 刺が、 

宗 城の 胸に ピシリ と 立った。  ，. 

『西 鄕、 その 方が 左 やうの こと をい ふ奴ぢ やから、 仕方のない 男 ぢゃテ …… 』 

ねっしん  しょく 

いよく 上京との 返答 はあった が、 西鄕は その 熱心の 足らない の を 早く も觀 破し、 多くの 望み を， #せ すして 
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歸途に 就いた ので ある。 

宗城 もさる 者、 西鄕の 口に 迂濶に は 乗らぬ。 殊に 僅か 十 萬 石の 小 大名で ある。 薩州ゃ 土 州の 大 藩と 同じ 船に 乘 

ふ たん  ねら 

つて は、 國 費の 負 檐に堪 へ かねる。 小 は 小な り、 貧 は 貧な りに、 覘 ふところがなければ ならぬ。 西 鄕の雄 辯に、 

腰 を 浮かして 泳ぎ 込まぬ 理由 は、 ここにあった。 

こ て さき  す まふ  うか せ 

され ど、 要するに、 かくの 如き は、 小手先の 喧嘩、 指先き の 相撲に 外ならぬ。 身 を 捨てて こそ、 浮ぶ 瀨も ある 

瀨戶 際での、 藝當 ではなかった。 ， 

伊達宗城 日記 〔慶應 一一 一年 二月〕 

じょうかん 

同 〔二月〕 廿 三日 薩大隅 守 〔久 光〕 より、 蒸 體三邦 丸に て、 西 鄕吉之 助 を 以て、 上京 之 儀、 申 越 候。 

めん つ 

同廿 四日 面謁。 

. 大隅守 口上 大意 

しゅぐう  •  う だい 

先帝 奉レ蒙 M 殊遇 1 候處、 薩、 豈料 哉、 被^: fell 崩御 1 新 帝、 御 幼年、 加レ之 宇內之 形勢、 眞に 切迫、 f 恐 

ごじたい  ざし はう くわん 

悚 1 候 御 時體、 臣子之 分、 坐視 傍 觀難ニ 申 上 一 候 段 〔故 か〕 此度可 レ致ニ 上京 一に 付、 兼 兼 約束 之 儀に 付、 同檨、 h 

. 京 之 儀、 被， 1 相賴 1 候 趣な り。 


. 委曲 致- 1 承知 T 御 趣意 御尤之 儀、 御 同意に # 候。 尤當 今、 救 時 之 大き、 ト^^!^^無,か§得=^ハ、 兼 兼 御 i:e 盟 

之 事故、 可 レ致ニ 上京？ 但、 當時、 此方、 蒸 艦 は 修複中 故、 大隅 上阪候 はは、 其 艦 致, 1 借用 一度 申 候。 

きろく  かん  さクノ 

如ト： は 逑宗 城の 自記になる、 西鄕 來訪當 時の 記錄 である。 行文 た簡 にして、 紘事を 鍵 さ ざれ ども、 宗城意 

中の 片鱗 は、 之れ を 薪 ひ 知る ととが 出來 る。 卽ち西 鄕の傳 へたる 久 光の 意志 は 『君 國危. lii の 場合、 共に 上京して 

,  ねつ I*  たいさく  fa.*  くそく 

臣 子の 分を盡 さん』 との 熱意が 顯 はれて ゐ るが、 宗 城の 答へ は 『別に 對策も 浮ばぬ が、 お 約束 だから、 參る 丈け 

.  れいぜん 

は參 らう』 とい ふ、 やや 冷然た る ものが ある。 之れ を大久 保が 久光 を激勵 して 、『天下 創業の 意氣 込み を以 つてせ 

け く. n  く  ねっせ 一 

よ』 といって ゐ るのに 比すれば、 まるで 氣 合の 掛け 方が 違って ゐる。 何事 も計畫 より は 熱誠で 事 は 成る。 纏て 四 

あしなみ 

侯の 足 並が 亂れ、 分れく に歸 したの も、 故な きに あらす だ。 

〔參 考】 四 侯 詩歌 

逸 • 題 

風 捲 11 妖雲 1 口 欲 レ斜。 多難 關 レ意 不 レ思 レ家 0 

誰 知 此褢有 1 ー餘 裕？  立 II 馬 郊原ー 看 二 茱 花 一 

詠  草 

異國 のこと あらん 今 は 世の みか は 身 を もす てまし 君た みのた め 

神に して かみ まつらす る 天皇の 御 かけお かむ は あな かしこし も 
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御祭の むしろの 末に かしこみ て みれ は 神代の ここ ち こそ すれ 

絲竹 もよ もす みわたり 御祭の はて しみ ゆきの、 玉し き Q. 庭 

偶成  松 平春嶽 

眼 見 年年 開化 新。 研 レ才磨 レ智競 謀 レ 身。 

翻愁 習俗：？ 浮薄？  能 守 二 忠 誠 1 有 11 幾 人？ 

壬 戌 1^ 中 作  島 津久光 

自 レ出 一一 家 鄕 1 已 三 旬。 轎舟過 得幾關 津。 

此行， 何 意 人知 1^。 欲レ綠 扶桑 國裏 塵。 


第二 章 四大雄 藩主の 東上と 朝 權囘復 運動 

【一】 島 津久光 • 西鄕吉 之 助の 上京 

土 佐、 宇 和 島の 兩 藩に 遊說 して 歸國 した 西 鄕は、 その 足で 直ぐに、 大村 藩、 平戶 藩へ も進說 する 心算であった 

が、 薩 藩の 事情 は、 西鄕の 留守 を 許さぬ ものが あった。 四國 行の 僅々 十五 日の 他行で さへ、 藩 内に は隨分 形勢 盛 

ぎ やうせ き  f  じゅん 

り 返へ し 運動が 試みられた 行迹 があった。 此の上、 引き いて 此行 を續 けて ゐ ると、 その 間に 如何なる 形勢が 馴 

ちぐう ど  い たく 

致せられ ぬと も 限らなかった ので、 恰度 鹿兒 鳥に 來合 はせ た 中 岡 愼太郞 に 依託して、 自分 は ひたすら、 久光 東上 

の 準備 を 急がし めた。 

二月 朔日、 西鄕 が大久 保に 致した 手簡の 別 啓に、 左の 一條が ある。 

大久保 利 通に 與 ふる 别簡 〔慶應 三年 二月 朔曰〕 

別 啓上 仕 候。 大村 • 平 戶*舊 州の 處、 粗 御 咄合申 上 置 候通此 邊之處 より、 外 援と成 候へば、 夫 丈け は 大にカ 

を 得 候 儀 も 可 レ有レ 之と 相考 へ、 旣に遊 說に出 候賦に 御座 候 得 共、 只今 引 はづし 候て は、 因循 說相 行れ、 御 出 

厶  厶厶^1么厶^1^1厶^<1厶厶<1厶厶.^1厶厶  、： にと ぞ 

立、 甚以 混雜之 場に 相 成 候 半と 申 事に 御 趣 候 故、 右 先見 合 申 候 間、 何卒 其 元にて、 右三 藩え 御說得 被， 一成 下 1 
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大、 西 鄭全 傳 .. 第三 卷：.  五 二 四 

ほんそう  ち 

度 候。 奔走いた す 含 御 虔 候處、 内 や 御 出立、 ^六ケ 敷 御座 候に 付、 些と 手後れ 相 成 候 間、 宜敷御 願 申 上 候。 

中 岡 は 太宰府の 三條 卿よりの 使命 を帶 びて、 三月 二日、 大山 格 之 助と 同伴で 鹿兒 島に 來 著した。 西 鄕は中 岡の 

歸 途を以 つて、 大村 • 平 戶. 並に 藝州 藩に 遊說 せし むる ことにした。 そして 中 岡に 附せ しむる に 村 田 新 八、 寺 田 

弘の兩 士を以 つてした。 

中 岡の 一 行 は 三月 十 一 日、 鹿兒島 を發航 し、 海路 阿久根 港に 泊して、 十四日 長 崎に 著し、 平戶 • 大村兩 藩の 有 

くわい てん 

志と 談合し、 十七 日 太宰府に 歸 著した。 馬關 において は、 阪本. 伊藤 等と 會 見して、 西鄕 が計畫 しつつ ある 回； 大 

ゐげふ まさ  じ やう ほ- フ もた 

の 偉業、 將に 近き にあらん とする の 情報 を 齎らし、 上國に 向った。 

西鄕は 遂に 久光を 擁して、 三月 二十 五日 三 邦 丸に 駕 して 出 發、 翌 四月 十二 日い よく 入京した。 固より 今度の 

入京 は、 一 大 決心 を 以てして する ので あるから、 萬 一 の 場合に は、 幕府と 一 戰す るに Is るか も 知れない。 そこで 

レん そつ  く 

西鄕 は、 歩 騎六隊 • 砲 一隊 • 海兵な ど、 總勢七 百 餘人を 引率し て 練り 出した。 

七 百 人と いへば、 一千 足らす の少 兵で ある。 何ば かりで もない といへば、 それまでの ことで あるが、； 大 下大亂 

きざし  .i.- ゅラ ほう  ごく わう はいけい 

の 兆 ある 當時 において、 國 家の 雷 望 を 負 ふ 島津久 光が、 薩 • 日 • 隅 三 州の 後光 を 背景に して 乘り 出した こと は、 

しちやう そ はだ 

何としても、 天下の 視 聽を聲 てし めざる を 得なかった。 ， 

レは  れんめい う よく  やう は-つ  こ しょう 

況んゃ 連盟の 羽翼 旣に 成り、 軍 中には 目今 志士の 仰望して 已 まざる 西 鄕吉之 助が 扈從 し、 大砲まで も ゴロ リゴ 

！ 5  しんどう  げん  きんけんし やうぶ 

ロリと 鬼き 出した ので あるから、 これが 諸 藩 を 振動 させない 譯 はなかった。 行軍 巾の 西鄕 は、 條 として 勤 儉尙武 


た  u ふくて うど  ぼく か たづ さ 

の 令 を 下した。 そして 自 から その 範を 垂れ、 衣服 調度の 如き は、 實に質 素 を 極め、 了 侯 一荷 を携 へたの みで、 自 

から 飯 も 炊けば、 宿屋の 始末 もし、 身 邊の事 は 一 として 自 から まぜざる はなかった。 

師と も、 親と も、 推服して ゐ る南洲 先生に して、 旣に斯 くの 如くで あるから、 士卒が 之れ に 激© されない は 

きそ  と ぎう つら 

ない。 春 王 三 n、  野 を 渡る 春風に 競うて、 薩南 健兒の 意氣、 正に 斗 牛 を is- ぬく ものが あった。 

【一一】 薩 宇 • 越の 四 侯 皆 到る 

久 光の 一行 は、 四パ 二日 大阪に 著し、 十二 日い よく 入京した。 伊達宗城 は 第二 著で 十五 日、 翌十 六日、 第三 

著の松平！^！嶽が入京した。 山 內容堂 は、 これより やや 遲れ て、 五月 一日に なって 入京し、 ここで 四 侯の 顔が 出揃 

つた 譯 である。 

くつ わ  はらぐ あ ひ 

西鄕 等の 運動で、 今や 四 侯は轡 をなら ベて 東上す るに 到った が、 四 侯 共に その 肚 具合 は 違って ゐる。 同じく. K 

改革 を 欲する の意圖 はあって も、 一歩 誤 まらば、 倒幕の 一大 決 戰を辭 せない 肚が あるの は、 久光 一人で ある。 

くわん  ヒゼ 

松 平 春嶽は 一 贯、 した 勤皇 論者で は あるが、 元 を 礼せば 德 川の 一 門 である。 麼 喜と ソリが 合 はぬ にしても、 將軍 

の寢お を摇 かうな どと は 2 心 ひも 寄らぬ。 出 内. 谷 堂 は西鄕 が遊說 した 時に、 『此の度 は； 山の 土と なる 覺悟ぢ や』 と 

慨」； ：！ した ほどで はあった が、 极が 公武 合體 S 者で、 『德川 家に は 特^の 關 係が ある』 といって ねる くらね だから、 

ほて-つ  ゅづ  くわいた うらん *i 

久 光と 何 編まで も 歩調 を 合 はせ る 譯には 行かぬ。 伊達宗城 も、 勤皇に おいて は 一歩 も 譲らぬ が、 快刀 亂麻 を斷っ 

糊 大雄 藩主 の 東上と 朝 權囘復 運動  i  二 五 


え ， 西 鄕. ^ 傳 きニ卷  ，  五 二 六 

あられ うぢ 

の 荒療治 を考 へて は 居らぬ。 四 侯 それぞれの 肚 具合が あるから、 後に なり 先き になり であるが、 何としても 久光 

とうもく  くわん 

が、 太っ腹 をき めて ゐる 丈け に、 四 侯 中の 頭目の やうな 觀 があった。 

久 光が 大阪で 一週間 あまり も llh 間 どった の は、 いろくの 事情が あった。 直ちに 驅 けつけ た 大久保 • 小 松と、 

ぽん ラ りゃく 

西 鄕，吉 井 等の 有志が、 一般 方略 を議 したのに もよ るが、 當時麼 喜が 大阪 城に ゐて、 久 光の 登城 を 求めた のに も 

し こう  めんえ つ 

よる ことであった。 しかし 久光 は、 まだ 朝廷に 伺候し ない 前に、 將軍 家に 面， 謁する 譯に は參ら ぬと いふので、 0 

喜に は 目 も吳れ す、 そのまま 入京して しまった。 

ぐう ざう しゃう ぐん  £ ひ 

. 慶喜も 尋常一様の 偶像 將軍 ではない。 肚に 一物 も あれば、 二 物 も ある 男で ある。 四 侯お 揃 ひの 入京が、 チト縱 

妖 であるぐ らゐ のこと は、 先刻 承知 をして ゐる。 相手が 四 人、 こちらが 一人であって 見れば、 このが i の少々 f 

强 いこと は、 木 村 皮 之 助が 軍配 を 引かなくても 解る。 疫 喜に は 叉た 別に、 慶 喜の ^ があった。 

『今や 關 東の 政令 一新し、 兵馬の 制 も 亦た 見るべき もの あり。 一橋の 膽略は 決して 侮る ベから す。 若し 今にし 

てうせ いばん くわい  1 

て 朝政 挽回の 機 を 失 ひ、 幕府に 先 を 制せら るる こと あらば、 實に家 康の挥 生を晃 るが 如し、 今日； 大 下の 勢 は、 

さ /、れい たま  き き  ぼつ  きんじん  ちょく か  さ - 

山嶺に 丸 を くが 如く， 危機 僅かに ー髮、 ー轉 せば 忽ち 千饭の 下に 直下 せん。 誰れ か 得て 之れ を 支 へん 哉。 唯 

だ 之を轉 する 者の 力 如何と 顧みる のみ』  ， ： 

かつ は 

と は、 長 州の 木戸が、 當 時の. 形勢 を 喝破した ところで あるが、 『之れ を轉 する ものの 力』 は、 實に久 光の 背後 

しふち ゆう 

に 集中せられ つつあった ので ある。 


【三】 西 鄕* 大久 保の 久光敎 育 

東上 四 侯の 中に おいて、 島津久 光が 東， 鎭の 觀を呈 したの は、 久光其 人の 人物が、 松 平 春 嶽 • 山 內容堂 • 伊達宗 

城に 對 比して、 茶 だしく 勝れて ゐる とい ふからで はない。 年齢に おいて、 久光は 四 侯 中： i 取 も 長 じ、 疫應 三年に は、 

ねん もやう 

五十二 歳に 達し、 ^達宗 城の 五十 之れ に 次ぎ、 山 rs: 容 堂の 四十 一歳、 松 平 春 a の 四十 に 比し、 大凡 十 歳の 年長 

せ いきょく  はも  おく  かく 

であった が、 その 政局の 出現に おいて は、 春 嶽ニ谷 堂に、 迢 かに 遲 れてゐ る。 謂 はば 弟分の 格で ある。 

四 侯年齡 比較 〔慶應 三年〕 

鳥津久 

伊  達  宗 

. 山 內 豐 

松平慶 

春 嶽は久 光の 兄 分た る 島 津齊彬 と して、 1^ に嘉永 • 安政の 外交問題、 將軍繼嗣問題に1^^^て、 令名： 大 下- 

し  せきお く た か 

に 席き、 容堂は 江戶に 在って、 當 時の 碩學. K 家と 交 はり、 宗城 亦た 賢 侯の， 聞え 高く、 文久 政局 後の 登場人物 たる 

久 光の、 遠く 及ばざる ところ，， である。 ：  , 

四大雄 藩主の 東上と 朝 權囘復 運動  五二七 


光 〔文化 十四 年 十月 二十四日 生〕 五十一 歳 

城 〔文政 元年 八月 1 日 生〕  五十 歳 

信 〔文政 十 年 十月 九日 生〕  四十 一歳 

一水 〔文政 十 一 年 九月 二日 生〕  四十 歳 

P  k-  し .J-ll> 
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えう  はいご  ちゅうけん  ，やう A う 

要は 久光 背後の 力が 物 をい つて ゐ るので あり、 而 して 薩 勢力の 中堅 は、 何とい つても 西 鄕* 大久 保の：. f 雄で 

ある。 久 光が 何程 人傑で あるに しても、 結局 は 殿様の 偉い のに 過ぎない。 炎： 大凍 地に、 心身 を 鍛§ して 来た、 甲 

東 • 南洲の 比で ない こと は 申す 迄 もない。 

よう  て ばな  ぢ" ；！J,"*W ん 

久光を 擁して 東上した 西鄕 も、 又た 大久保 も、 いよく 手放して、 海千山千の 鹿 喜と、 直談判 をさせる となる 

W こ  たいきょく い ぜん  じう ぶん  しんた，？ ね 

と、 少なから す 心配が あった。 玆 において 乎、 先づ 四侯會 同、 慶喜對 局の 以前に、 充分に 久 光の 心 膽を鍊 つてお 

をし 

く 必要 を 感じた。 大久 保、 先づ久 光に 論へ ていふ。 

大久保 利 逼ょリ 島津久 光に 上つ る 書 〔慶應 三年 四月〕 

ん& 御上 京に 付て は、 不三谷 易 一大事 之 御 場合、 皇國の 安危 I 亡に、 相 拘、 殊に 幕府に 於て は、 御 擧動相 

うかが ひ 

窺 、 猶亦 列藩 は 御 進 止 相 見合 居、 ー國 之動靜 を以、 1K 下 之 大勢 を 成 候 儀に 御 鹿 候 得ば、 別て 不：， 輕譯 にて、 

すゐ たい  一-ばう くわん 

第一、 內外御 危急に 被 レ爲レ 臨、 上 朝廷 之 衰體、 下 萬 民 之 困苦、 御傍觀 に雞レ 被：， 爲：， 忍拋 n 國家 1 御 盡カ被 

： ： . , - , あまね  くわく じう  厶厶 A 厶厶  <1 厶厶 厶厶厶 厶厶 么厶<:1<1厶<1 厶厶 

レ遊 候、 御 忠誠、 遍く： 大 下に 擴充仕 候檨、 有， 1 御座-度、 自今； 大下を 創業す るに は、 全く 意氣 込み 一 を 以て、 . 

仁義 名分 相 立、 隨て 成否に も、 相拘 事に 御座 候 間、 幾重に も 御 誠忠 を以、 列藩 を も 感動せ しめ 候檨、 仕向 有 

こんじ ゆく  ご たちぬ.^ 

レ之 候義、 根 軸に 可 レ有ニ 御座 1 候。 ^來、 名分 大義 を以、 御 立 貫、 終に 今般 御上 京 被 レ爲レ 在 候に 付て は、 

朝廷より、 諸 藩に いたる 迄、 有志 之 論 は、 多く 駄 尾に 附 かんこと を 欲し、 依賴之 形に 候 得 共、 中には 各藩 見 


いんじゅん ゆうよ 

込 之 異同 も、 或は 闲循^ 豫之向 も有レ 之、 動 兼 候 姿に 御座 候。 夫 等 は 固より、 不レ足 レ取候 得 共、 應と 不應と 

かか 

に拘 はらす、 公平 之 御 趣意 を以、 尾 州 • 藝藩， 其 餘、 柳 川 等に 至 迄、 賢 侯 方、 御 談合 之 上、 手 分 を以、 御 使 

者 被 二 立 1 度、 窄レ ^候。 

r と ラ よう 

一、 朝廷、 人材 御 登 油 之 急務 は、 已に御 治お 之 通に て、 大略 御 居り 相 成候虚 にて、 丘ハ 成^ 港、 朝議 御 確 {儿 之 

分、 相 立、 不レ損 ニ國威 T 不朽 之 御 良策 相 立、 斷然 朝廷 之條 約に 相 成 候 外、 今更 致 様 有 11 御座 I 問 敷。 

一 、 防 長 之 儀、 前條 同斷、 非常 之 朝 命、 以， 一大 膳 父子 7 天下 國 家之爲 を^ 候 誠意 被 こ 食 T 分家 領本之 通、 

あんど  ち. a うせい をぬ きんで 

長 門 相 sr 家中 一同 安堵、 尙抽 11 忠誠 1 候樣、 御沙汰 相 成 度。 

但、 大 膳義、 不行 屆之譯 を以、 隱居。 

ち. C  くめい をた め  A 厶厶厶 厶厶厶 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

.1、 兵 庫 II 港 之 大事 件に 就て、 511,1 刺 命 1 候 養、 東 罪不レ 可レ免 候に 付、 征夷 將 軍- g を窗、 ^封 之 上 諸侯 之 列 

厶厶 厶厶 厶  tj うぎ  ご さいだん 

に 被 二 召 加 一度、 實に不 11 容易 一義と は、 奉 レ^ 候 得 共、 今般 之 機會に 於て は、 公議 を以、 御 裁 斷被レ 爲レ在 候 

外、 無レ之 儀と 奉レ存 候。 

だいが は  ほ ラターよ 

今や 將軍 は代換 りと なり、 IK 子 は i 朋御 あらせ 玉 ひ、 加 ふるに 外に 兵 庫 11 港 1? 題 あり、 內に長 州 IS 征 あり、 殊に 

 ^^^u  '  ：  '  I  . だいき. . みゃく. （  が ぜんたいとう くわう けんく わい ふく 

薩畏の监：？^^は成立して 倒幕の 機 は 脈々 として 動き、 せ！ 1 廷の 勤皇 派 は 俄然 搽 頭して、 皇權 回復 を 試みようと 

して ゐる。 此の際に おける 決心 は、 尋常一様の 決心で は濟 まされぬ。 大久 保が 久 光に 說 いて、 『；大 下 創業の 意氣』 

をネ 殿して ゐ るの は、 薩藩 必死の 奮起 振りが 讀 まれる。 

gl 大雄 藩主の 東上と 朝 櫂 间復運 励  五 二 九 


大西鄕 傳 第三 卷  五三 〇 

殊に 薩 藩の 對度、 久 光の 進說を 指示して、 

第一 朝權 確立の 爲に人 村 を 登用して、 朝廷より 兵 庫 開港 を 仰 出さる る ことが、 何より 第一 の 急務た る 事。 

第二 防 長の 處置 も、 朝廷の 命 を 以てし、 大膳 父子の 誠意 を 認めて、 一藩 勤皇の 道 を 開かし むる 事。 

&ん きう き きこ 0  け * つ 

第三 兵 庫 開港 問題 紛糾の 責任 を 以て 將 軍の 封 を 削って 一 諸侯の 列に 落し、 萬 機 朝廷に 歸 する 事。 

かくぜん 

と敎 へて ゐ るの は、 旣に 確然た る、 皇政 維新の 斷 行であって、 實に 時勢の 一大 回 轉を爲 さんと する ものに 外な 

らぬ。 

西鄕も 亦た、 別に 大いに 久 光に 建言して、 薩 藩の 執るべき 態度に 關 して、 懇々 として 指示して ゐる。 

島 津久光 侯への 建言 書 〔慶應 三年 五月〕 

どうじ やうが..？》  りゃう ごやく  ご き とく  ご が 

此度御 建言 相 成 候、 堂上 方 御 人物、 兩御役 〔議奏 • 傳奏〕 え、 御 備相成 候 得ば、 當時 朝廷の 御 危篤、 眞實御 合 

^ 一 相 成、 十分 御 はまり 相 付 候處、 御 見留被 候 上 は、 三ケ條 〔長 州處分 問題 • 五 卿 一 條* 兵 庫 開港〕 の 

r なん i, こい  こ と， <\ くぐ わかい 

御難 題と 申 御所 置に 付て は、 いづれ 理と勢 ひ を 明に 被レ 察、 順序 不二 相 立 1 候て は 悉 瓦解 可レ 仕儀と 奉： fe; 候 

<1 厶厶  <1 厶厶 <3厶<1  厶厶 厶厶厶  A 厶 A 厶厶 厶 厶厶 厶厶厶 △<! 

付、 笫 一長 州の 御所 置 は、 朝廷より 幕府え、 一先 御 尋被レ 爲レ在 度 儀に 御座 候。 諸侯の 儀 も、 追々 上京 可レ致 

なほ とく 

候 得 共、 其 内 幕府の 見込 被ニ閬 食？ 猶、 得と 諸侯の 儀 も 被 11 聞 食？ 天下の 公論 を以、 御沙汰 可 レ被レ 爲レ在 候 間、 

くわん てん 

早速 建言 仕 候樣、 御 達 相 成 度 儀に 御 鹿 候。 其 節 は 三 伐 〔第三 回征 長〕 を 申立 候 か、 寛 典 を以、 言上に 及 候 か、 


.f* きょく  こうへ し たう  ご し か う  ^ 

兩條の 儀に 御處候 間、 委曲 御 質問 被 レ爲レ 在、 公平 至 當に出 候 はば、 大 幸の 儀に 御座 候 付、 速に 御 施行 相 成 

もう  でう リ  ご きう もん 

長 州 侯 も 御 禮參內 の 運に 相 成 度、 若、 猛に出 候 はば、 可 レ戰の 條理、 御轧 問に 相 成 度、 可 レ戰の 筋 有 レ之候 は 

ば、 勝利な しとて 可：， 及- 1 休戰 1 譯、 更に 無 レ之候 間、 如何 共、 戰の本 志 可 U 相 立 1 含の 處、 只今の 姿に て は休戰 

の 名 を 借、 悔悟の 語 を 吐き、 全 不絛理 の 戰に陷 候 譯に候 得ば、 三 伐 〔に〕 付て は、 今一 層の 罪 を t^、 全の 私鬪 

ナ つか あ 一 そ  ぐんぜい  たんぐ わんし よ  > 

に 立 至り 候 故、 .ぉ 州に おひても、 闕 下に 哀訴と 中 ものに て、 軍勢 を 押出し、 謹で 歎願 書 を 朝廷に 奉レ捧 

さへ ぎ  あ ひく じ ま 

御沙汰 相 待 候 はば、 必 府 遮り 候 はん。 其 時 こそ 力 を 合、 內 外より 一時に 責打 候て 相 挫 候より 外 無 n 他 策- 15$- 

と 奉 J.::^ 候。  、 

厶  <1 厶  <1 厶  くわん てん  ご き らく  ，  - 

I、 五 卿 方の 儀 は、 長州寬 あの 御所 置 相 成 候て、 御 禮參內 と 申 場合 相 成 候へば、 其 時 御 歸洛相 成： ：&、 て： ^レ. N 

儀と 奉レ存 候。 若、 猛を以 長 州え 接 候賦に 候へば、 必五卿 は 擒と被 二相 成 1 候债 は、 案 中の 儀と 奉：， 存候 付、 

よろし かる まじく 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶 A 厶 A 厶 厶 .，ム 厶， 厶厶， A  ^ 

御 歸洛被 11 差 急 1 候て は宜 間 敷、 五 卿の 進 返 は、 長 州の 所 置に 依て 御 決 相 成、 可レ然 事と 率 レ^ 候。 

I 、兵 庫 i きの 儀 は、 いまだ 期限 も不 -1 差 迫？ 旣に 幕府に おひて は、 約定いた し 居候 末の 審 候へば、 いづれ 

厶厶.^1厶厶厶厶<3  <1 厶厶厶  厶厶ム 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶 厶厶 厶ム  厶厶厶 厶厶厶 厶厶 A  厶厶 

なり、 朝廷の 御 根 軸 相 立、 朝烕 輝き、 幕府 も 道 を 相 立 候 檨成行 不レ申 候て は、 本道の 儀 出 來兼候 付、 御 急 

厶<1 厶厶厶  <1 厶厶  <1A 厶厶 もしゃ  む だう ふるま ひ  . .  . 

務中 結尾の 御所 置と 奉レ存 候。 若 哉 幕府に おひて、 無道の 振舞に 立 至 候 共、 朝廷の 御 居 相 付 候、 士は、 K 侯 

方 合 從の御 勢力 相 倫 候へば、 理を盡 して 御 進 相 成 候て、 事 行れ 可レ 申、 其 節 は 幕府 は 御 離 相 成&、 て、 朝廷 

の 開港 條 約に 御 振替 可レ被 レ爲レ 成と 奉レ存 候。 自然、 長 州 も 一 體に相 成、 御 策 を 助 可：， 巾 候 〔むば、 御 は 嫌 

四大雄 藩主の 東上と 朝 權间復 運動  五三 一 


大西鄉 全傳 第三 卷  五三 二 

まし  は.，？ 二く み つう 0 うば ふ 

增、 十分の 御 策 相 行れ、 萬國 普通の 公法 を以、 外國 人え 被 レ接候 はば、 決て 天下に 異論 有 n 御 極 一間 敷、 い 

てし か" w,^  くわい  かんえ-つ 

づれ とも； 大下 挽回の 御 時節に 候へば、 朝 威 振起 候處、 肝要の 儀に 御座 候。 尤長 州の 御所 超 次第、 兵 庫の 御 

ごめ いさく か へ つ 

策 も 相 變譯に 御座 候 間、 只今 御 申 建 相 成 候 共、 御明 策 却て 無益に 鳩 可 レ申候 付、 先 御 見合 相 成 候 方、 可レ宜 

儀と 奉い 存候。 

ばう i ひ. ；ぅ が  わな 3-  はんく わい  ぐ かう 

右 暴 虎 氷河の 論に 涉候得 共、 挽回の 節 更に 相 立不レ 申、 愚考の 儘 相認候 付、 得と 御 熟. 評 奉：， 仰 候。 頓首。 

± つらん. H んせ い 

大久保 は 撥亂反 正の 意氣を 以てし、 西鄕 は何處 まで も 『理と 勢 ひ』 とを以 つてし、 議を ；大 下の 公論に 歸 すべき 

め/ひもく 

大道より して ゐる。 ここに 兩 雄の 面目 を 見る。 

し £ せつ  どうしん ど-つ こん  いき tE くどう こ う  て いけん 

西鄕 の所說 と、 大久 保の 進言と、 同心 同根に 出で、 全く 異曲同 巧で あるが、 同じく 提言した 三 簡條屮 に、 西鄕 

が 五 卿 問題 を 提示して ゐる のが、 少しく 異なって ゐる。 要するに 西鄕 の所說 は、  . 

じんもん  ちゃうし ゆ  こうへいし たう 

第一 長 州 所趕は 朝廷より 幕府へ 尋問し、 天 下の 公論 を聽 取して、 公平 至 當の處 分 あるべき 事。 

くわん てん 

第二， 五 卿の 進 返 は、 長州寬 典の 處 S と 同時に 行 は せらるべき 事。 

へんかう  じゅん！？ フ 

第一 一一 兵 庫 間 港 は、 朝廷の 開港 條 約に 變更 し、 朝廷より 仰せ 出され、 幕府 • 諸侯 は 之 を 遵奉す る やうに 計ら 

とい ふに 存 して ゐる。 

だん i  てう けんかく 9 つ まいしん 

大久 保の 言、 西鄕の 語、 要するに 此際、 斷乎 として 朝權 確立に 邁進され たしとの 進言であった。 


更に 西 鄕が久 光 侯に 建言せ る 文案 を 見る に、 彼れ は吳々 も、 久 光の 態度に、 過誤な からん こと を進說 して ゐる 

こん 4- つてい ねい  しうた う  おしう  み 

その 言の 如何に 懇切 叮寧を 極め、 如何に 周到の 用意に おいてし、 又た 如何に 訓 へて 倦まざる か を 着よ。 

島 津久光 侯への 建言 書 〔慶應 三年 五月 十二 日 SO 

御 登 營被レ 遊 候 時機、 相 成 候 はば、 一 大事の 場合と 奉 レ存候 付、 公道 を以、 御 說破被 レ爲レ 在、 感服 被, 致：^、 樣、 

御 議論 被 レ爲レ 在 度 儀と 奉 レぉ候 間、 外 御 方方 樣と、 得と 御 打 合 相 成、 御 論 一徹に 相 立 候樣、 有 二 御座 1 度、 火 

せっさ けんぼう  おしのぎ  めいしゅ  ひきのが 

樹公 〔慶 喜〕 に は、 譎詐 權 謀の 御 方 故、 御正 論 を 御 凌 被 レ成候 儀、 明 手に 御座 候 間、 御 論 を 引^し、 裘に被 二相 

あざむかれ  かいしんく わい ご  . 

廻 1 候 か、 叉 は 御 改心の 姿 を以、 被 レ欺候 かと 奉レ杯 候。 彌 改心 悔悟の 場に 立 至、 ；大 下の 公論 を 被 レ爲レ 用 候處、 

萬 萬 無 11 覺束 一事と、 奉 レ存候 間、 長 州 御所 置の 儀、 且兵庫 開港の 策、 必御尋 相 成 候 はん。 其 節 は、 決て 御 取 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶 厶厶厶  厶 厶厶厶 厶厶厶  りょうさく 

合 不レ被 レ爲レ 在、 第一 朝廷 御 遵奉の 筋、 相 立 不レ申 候て は、 悉く 齟 Si 仕 候 付、 如何様の 良策 あり 共、 行れ 不レ 

じ 5- つ *? フ  もと  そ し 

申 候 付、 屹と 遵奉の 道、 被レ 爲レ盡 度、 御 申立 相 成 候 はば、 其 儀 は、 固よりの 素志に 候 間、 論 もな きこと と、 

しかれ ども とん ご じつせ ぎ 

御 返答 相 成 候 はん。 然共頓 と 御 實跡相 見得 不レ 申、 勿論、 近日 ニ條 殿下え、 御 迫 相 成 候 件、 全く 公平の 御 

論 共、 被 11 相 伺 1 不レ 申、 其 上、 新 帝 御 幼年の 御 儀に 御座 候へば、 尙更 懇懇と、 御 建言 可 二相 成 1 處、 却て 威勢 を 

おんお さ  JJ けいべつ  あ ひ あら はれ  . せんざい 

以、 御 押へ 被 レ成候 次. 第、 全御輕 蔑の 姿に 相當 り、 御 忠實相 顯不レ 申、 尤 志と 業と は、 今日の 處は 勿論、 千載 

四 大雄 藩主 の 東上と 朝 權囘復 運動  五 三 三 


大西鄕 t<l- 傳 第三 卷  、  五三 四 

に 殺り、 決て 不：， 被：， 欺 ものに 御座 候 故、 口舌 を以 は、 如何 樣共、 御 解 出来させられ 可 レ申候 得 共、 中々 人 

心の 落 著 は、 難 n 相 成 1 儀 は、 ii 御明の 上と は， 奉 レ^ 候 得 共、 全 左 檨の御 振 合、 相 見得 不レ申 候 故、 事事 物 

llfei の 所 置と、 相 成 候 次第に 御座 候。 長 州の 御所 置と いへ 共、 兵を勞 せらる るに 不レ 及、 眞實 遵奉の 筋 

被， 爲 二相 立 1 候へば、 必 11 可： 儀に 御座 候。 夫の みならす、 外 夷の 儀 も、 かく 迄、 朝廷の 御 憂慮 被 レ爲レ 在 

候 儀 を、 親 敷 御 汲受被 レ爲： fe 候 はば、 ii の 御所 置 も、 有 H 御」 き 間 敷、 始終 朝廷 は 度 外に 置ての、 御 扱に 

相 成. お、 故、 ぼ ま、 の に 立 至 候 事に 御座 候 間、 いづれ 私權を 離れ、 公平の 議 を以、 遵奉の 筋、 相 立 候 得ば、 

時勢の gg 相 分り、 開 鎖の 得失、 mif レ 仕儀 は 勿論の 事に 御座 候 段、 一 遵奉 を以、 申 事 は相贯 候、 御 議論 御 

立 込 成 儀と 奉レ存 候。 其 上 は、 御^ 論に 闲窮被 レ致候 か、 叉 論 を 詰 付て、 御 底意の 處被 M 相 探 一度 を以、 今 

日實 行を擧 候處、 如何 可レ致 哉と、 御 尋掛相 成 候 はん。 其 節 は、 少しも 御 構不レ 被レ爲 在 候て、 天 下の 公論 を 

乂、 巾 上 候 儀に て、 全 幕府の!： を 殺 杯と 申譯に は、 更に 無レ 之、 世 勢 的當の 論、 却て 幕府の 御爲 と、 率 

レ； 3^ 候 間、 M 仏に して、 御 聞 取 被：， 爲， 在 度 段、 御 申斷の 上、 い、， が 天 下の 政 柄 は、 天朝え 奉 レ歸、 幕府 は 一大 

4 一^^ま I、 て、 つきの？ 瓜^ を以、 御 极相成 候 はば、 忽御實 行 相擧、 萬 民 初て、 愁眉 を 開、 皇 國の爲 に、 

ノー  P  L?  * 

カを盡 さん こと を II 力 ひ、 人氣 振起り、 Mi. & 期に 至り、 一新 可レ致 事と、 大道 を以、 御 論 解 被 レ爲レ 在 度 儀 

と 奉レ存 候。  圍 


此の 霄 によれば、 鹿 喜の 人となり を 充分に 久 光の 肚に 入れ、 斯うい へば ああ、 ああい へば 断う と、 鹿 喜の 態度 

*言詞 まで をも豫 想し、 手 を 取って 敎 へる やうに 說き與 へて ゐる。 まるで、 入 學試驗 に 出掛けて 行く 小 供に、 鋭 

心で いろ/. \ に 敎 へて やる のと、 同一 の感が ある。 

、 

一 

【四】 朝權 回復 は 朝廷 改革よ リ 

はら  はら 

四 侯の 肚 がそれ，， ^に 違って はゐて も、 どうにかし なければ ならぬ とい ふ 肚には 一致して ゐる。 當 面の 問題と 

4 りゃうし うしよ ぶん  ひやう ごかいこう 

して S* の 先き に ブラ 下って ゐる 問題に は、 長州處 分が ある。 兵 庫 開港が ある。 この ニ大 問題 を 解決す るに ついて 

お ほ ャ S  てう さ 

も、 慶 喜と 大相撲 を 取らなければ ならぬ。 それ を 何う する にしても、 最後 は 朝議の 決定に よらなければ ならぬ。 

かいかく  き そ  さいだいき ふむ 

そこで 朝廷の 改牟、 宮中の 基礎 を 固う するとい ふこと は、 何としても 最大 急務で ある。 

つと  ちゃくがん  ふく ゐ 

西鄕は 夙に ここに 著 眼した。 久光 をして 政務 を議 せし むる 前に、 先づ 朝廷に 勤皇の 諸 卿 を 復位せ しむる の 案 を 

立てた。 

久 光が 容 堂の 入京 を 待ち受けて、 五 月 六日、 四 侯 初めて 打ち 揃うて ニ條攝 政に 謅 した 時に、 先づ 第一 に 傅 奏- 

けつ ゐん  してぎ  ほ けつ  si うせ. i 

議奏 中に、 闕員を 生じて ゐる こと を 指摘し、 之れ を補缺 する こと を 要請して ゐ るの は、 實に 此の間の 事情 を 語る 

ものである。 

e: 大雄 藩主の 東 ヒと朝 權囘復 運動  五三 五 
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、 島津久 光公實 記 〔慶應 三年 五月 口 

五月 四日 公 〔久 光〕 松 平容堂 • 伊達 伊豫 守と、 越 前 邸に 會す。 

六日 公、 大藏 大輔、 容堂 伊豫 守と 同く、  ニ條攝 政の 邸に 參し、 請て 曰く、 某 等、 召に 應 して 入京し、 互に 

ふくあん  し せい じゅんじょ つまびら か  »  - 

腹案 を 吐て、 事 を 謀りし も、 去歲 以來、 朝廷 施政の 順序 を、 詳 にせざる を て、 愚見 を定 むる こと を 得す。 

す， 35  けつ ねん  ほ にん 

願く は 之 を 垂示 せられん を。 且つ 聞く、 現今、 傳奏. 議奏、 皆闕員 あり。 久く 補任な しと。 某 等、 秘に 恐る。 

きょくむ た ほう ひ けん  じ やうた つ  ほ けつ せんかう 

事 を 奏する に當 り、 兩 職人 乏しく、 局務 多忙、 鄙見の 速に 上達せ ざらん を。 故に、 補闕の 銓衡 を、 急に せら 

れんこと を 願 ふ。 攝政 曰く、 方今、 國家 多難、 某、 幼 帝 を 奉して、 攝 政に 當り、 恐懼 事に 從ふ。 特に 卿 等の 

よくさん  ど さい  -fjl> し 

翼贊を 望む。 公 等 曰く、 及ばす と雖、 誓て 駑材 を盡 さんと。 是に 於て、 攝政、 客歲 以降、 朝政の 順序 を概示 

す。 公、 ニ奏 の 事 を し、 殿下の 意 を 問 ふ。 攝政、 頃日 以来の si を 語り、 其 選定の 難き を辨 す。 公、 

じ やうそう 

其 急 要なる を 以て、 今日、 近 衞* 一  倏 • 九 條の諸 公卿と 議定し、 明日 を 以て、 上奏 せられん こと を 働說、 攝 

政、 事 を定 むべ からざる を 以て、 之を辭 す。 三 侯、 亦 各 白す 所 あり。 攝政、 其 言 を 容れ、 速に 選定す る 

りゃうそう ほけつ  しょうろん 

を 約す。 十日、 公、 大輔 .豫 州と 共に、 再び ニ條 邸に 參し、 兩奏 相闕の 速な らんこと を 詳論す。 時に 公、 首 

す. 3 せし  きゃっかう はばか  たく  こば 

として、 中 御門 • 大 原 二 卿 を 推 藤す。 攝政、 二 卿の 强硬を W り、 事に 託して 之 を 担む。 歸途、 二 侯 本邸に 來 

會す。 後數 日、 正 親 町 ni 條前 大納言 • 長 谷 一 二位、 議奏に 描す。 


,  *- つせ う  ほ けつ *-,^&ぅ  5 やうそう 

. l„s 日久 光が 攝 政に 迫 まって、 補 闕の錢 衡に關 して は、 近衛、 一條、 九條諸 卿と 會議 して、 明日 直ちに 上奏 あれ 

にく は y  すゐ せん  . 

と 肉^した のに は 理由が ある。 久光は 中 御門 經之、 大原 軍： 德のニ 卿 を 推薦した とい はれて ゐ るが、 之れを^^！るべ 

き機會 について は、 最近に 一 の 好機が 起って ゐた。 

それ は 四月 十五 日、 英國 公使の 一行が、 敦賀に 旅行す る 要件 を以 つて、 伏 見 街道 を 通過す る こと を、 幕府が 獨 

だん  きょよう 

斷を以 つて 許容した ことから、 端な くも 問題 を 生じた ので ある。 

れんこく  い じん  》< か  よ ろ，？  feA 

輦穀の 下 を、 夷人の 通過に 委す るの は不屆 であるとの 輿論が、 一時に 京攝の 間に 嵩まった。 十六 日の 夜、 土 州 

浪人と 稱 する ものが、 夜陰に 乘 じて 滋野井 • 鷲 尾 卿 邸に 迫り、 幕府の 許容 を 不問に 附 したの は、 容易なら ざる 魁 

JAI  そぶ 

體 であるから、 {nj しく 議奏 • 傳奏の 責任 を 問 ふべき であると し、 場合によって は. {u 匁を擬 する かの 素 板り さへ 一： 小 

おど  ム 厶厶. 

したので、 公卿 速の 愕 ろき 一方で なく、 十七 日、 俄かに 議奏廣 橋 大納言、 六 條中納 言、 久世 宰相 中將、 傳奏 野々 

^«1中納霄の四卿を免じ、 別に 薩州、 因 州、 備 州の 三 藩へ、 京都 守護 警衞を 命す ると ころがあった。 

島 津久光 公 實 記 〔慶應 三年 四月 十七 日〕 

四月 十七 日 朝廷、 傳奏野 宮中 納言、 議奏廣 橋 大納言 〔能 保〕 等、 四 人に 論し、 其 職を敲 せし む。 蒸、 外人 

てうて い 

の內地 通行 を 許す の 書 を 奏する や、 諸 藩士、 朝廷 之 を 受けて、 問 はざる を 以て、 關 {n  • 兩奏の 罪と 爲し、 之 

を禁 せされ は、 將に其 邸 を 火 せんとす。 山 階宮、 攝 政の 邸に 至り、 吿 けて 曰く、 激徒 等、 野宫^ 門 等 四 人、 

四大雄 藩主 の 東上と 朝 權囘復 運動  五 ： 二 七 
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ていと  や  ぼラ ぎよ 

幕府の 意 を 承け て 外人 を 帝都に 近くる と 疑 ふ。 今 其 職を罷 めされ は、 恐く は暴擧 あらんと。 攝政、 之 を 患へ、 

薩 .因* 備の三 藩に 命し、 警戒 を嚴 にせし め、 四 人を罷 め、 幕府に 令して、 兵 庫 1E 港尙ほ 未定なる か爲、 0 

今 堅く 之を梵 す。 其 令 文に、 英人、 伏 見 街道より • 大津を 通行す る もの、 十七 人餘 ありと 載す。 十八 日、 大 

お  れんか  ろん さう 

將軍， 自ら 攝政 邸に 赴き、 幕府 を舍 き、 輦 下の 警衞を 三 藩に 命す る を論爭 し、 叉英 人の 通行す る もの 十七 人 

かくしょう  せま  べんろん 

に 及 ふの、 確證を 得ん こと を逼 る。 近衞 内大臣 • 一條 左大臣 〔實良〕 九條 大納言 〔道 孝〕 大將 軍と 辨 論す。 內 

府等、 終に 訛 言 を 信し、 輕率、 時事 を 上奏す る を 以て、 自ら 引责 し、 國事 褂を辭 す。 十九 日、 柳 原 新大納 

や  さしひかへ  つい 

一 百 〔光 愛〕 の議 奏を罷 め、 滋野 井中 將等四 人に 差控を 命し、 警備の 令 を 解く。 零て 近 衞公及 一條 以下、 三 卿の 

iiiH  げ，^ ど ろんぎつ 

職を復 す。 大將 軍の 攝政 邸に 逼る や、 激怒 論詰、 夜 を 徹して 返く。  - 

てラ ていかい かく  ■  かう ざいれ う 

薩 州が 朝廷 改革の 急務 を 論す るに、 好材料 を與 へたの は、 實に 此の 一件であった。 中には 英人 をして 急に 旅行 

を 思 ひ 立た しめたの は薩 州であって、 小 松帶刀 は、 態ぶ 之れ が爲 めに、 十一 日英 國 軍艦 を 訪問して、 之れ を 慂 

したので、 さて こそ 十二 日から、 急に 公使が 旅行 を 申し出で たので あると さへ 傳 へられた。 

はんぷく  ふうぶん 

會藩秋 月 種樹の 如き は、 『反覆 常な き薩 藩の ことで あるから、 今回の 事、 必らす 風聞の 如くなる ベく、 朝廷よ 

り、 守護 職、 所 司 代 あるに も關 はらす、 別に 三 藩に 警衞を 命ぜられ たの も 不審の 一 つで ある』 といって ゐる くら 

ゐだ。  - 

かんけい しゅやく 

小松帶 刀が、 果して 斯 かる^ 計の 主役と なった か 否か は、 今 ま 俄かに 信す る こと は 出来ない。 久光 東上に 相 前 


後して 此の 魁搖を か！ 1 巾に 生じた ことと、 薩 藩が 强 硬に 宮廷 改革 を 主張し 出した 關 係から 报 して、 その 間に 推察 を 

ほしい i 

擅 にした ので も あらう。  - 

梦れ にしても、 中 御 門、 大 原の 二 卿 は 推薦に 入らなかった けれども、 正 親 町 三條前 大納言、 長 谷 三位の 二 卿が、 

新ら たに 議奏に 任命 さるる に 到った。 

【五】 長州處 分と 兵 庫 開港 

四 侯^ 上 後に おける、 第一 の 議題 は、 焦眉の き I に 迫 まって ゐる、 (一) 長 州處 分、 (一一) 兵 庫 開港、 の 二. K 問题で 

あった。 

4、 成 II 港の 期限 は旣に 十二 n:^ に 迫 まって ゐる。 少なくとも 半年 前に は、 之れ を！ K 下に 公 する の 必要に、 驚 

は 迫 まられ てゐ る。 故に 慶喜 は、 英國 公使 等 を 大阪に 招 見した ときに、 

〔I〕 幕府に おいて は、 問 港の 意志が ある こと。 

〔二〕 關係各 國の新 問 紙に 公表す る こと を認 むる こと。 

めいた ふ  ちょくさい 

の 二 件に 明答 を t± 〈へて ゐる。 そこで 之れ が 勅裁 を 得る の 必要に 迫 まられ てゐ るので、 四 侯に 對 して、 第一 に 兵 

11 港の 問題 を 解決して、 然る 後に 長州處 分を議 しょうと した。  , 

傻喜は 何 慮まで も、 幕府の 手 を 以て 兵 庫 開港 を 決しようと の考 へで あるから、 朝廷に 上書して、 ^港の 已 むな 

g: 大雄 藩主 の 東上と 朝 權囘復 運動  五 三. 1^ 
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じ やう しん 

きを カ說 し、 勅許の 急 を 上申した。 

德川慶 喜よ リ兵庫 開港 勅許 を 請 ふの 書 〔慶應 三年 五月 五日〕 

1 昨 丑年 十月 中、 條約 勅許 之 節、 兵 庫 者、 被 レ止候 旨、 御沙汰 之 趣、 早速 外國 人え 可， 一中 渡 1 之處、 左候而 者、 

ぐ わかい  せっかく へい をん  すゐ はう 

忽 瓦解に 及 ひ、 折角 平 穩之御 趣意 も、 水泡に 可 二相 歸 T 且ー 旦取 結候條 約、 相變候 者、 只々 信 を 萬 國に失 候 

しょ i- ん  .？J^>t^sy じ 5- う い r れ うさつ 

而已 に而、 所詮 可レ 被：， 行儀に 無， 之、 其 段、 深 心配 仕 候 得 共、 一 時 之 情 態、 御 諒察 之 上、 條約 勅許 被レ爲 

レ在候 儀、 尙叉、 彼是 申 上 候 も、 掛酌 可, 仕 筋に 付、 先 其 儘 御請 申 上 置、 篤と 熟考 可, 仕 奉， 存候折 柄、 長 防 之 

事件、 差 起り、 引續故 大樹 之大 故に 及び、 遂に 開港 期限 差 迫り、 各國 より 者每々 申立 候條件 も有レ 之、 就レ右 

.  さいおう じゅく  W 'よか，；？ べん  し t 

猶叉、 再應 熟慮 勘 辨相盡 候處、 條約 變更之 儀、 强而 施行 仕 候 者、 必定、 義理 曲直 之 論に 及 ひ、 大に 不都合 相 生 

ひゃくまんせ いれい  とたん  JJ ふち，？ 

し、 詰り 百 萬 生靈、 徒に 塗炭に 苦しみ、 皇國之 御 浮沈に も相拘 候檨、 可, 1 成 行 1 者、 自然に 有レ 之、 右 檨之形 

よん どころ なく  り かう 

勢 立 至 候 上、 無 レ據倏 約 履行 候而 者、 實に御 國體、 御 威信 共、 總而 不，！ 相 立； 於， 一 職掌 ー最 不二 相濟 一次 第、 殊 


に 堅 艦 利器、 彼 所長 を 取り、 皇國之 富 强を謀 候 者、 今日 之 急務 候 問、 何れに も、 開港 可レ仕 者、 至 之 儀に 

有レ之 候。 然るに、 今更 彼是 申斷候 者、 是迄 苦心 仕 候、 富 强之術 も、 一時 盡果 可レ 申、 且條約 之 儀 者、 各國交 

えい ギ I う ふ えき  しの 

際 之 S 本に て、 永久 不易 之 規則 無 レ之候 者、 遂に 强者弱 を 凌き、 弱者 强に 被：， 制 候檨、 可， 1 相 成？ 西洋 諸國、 

大小 强 弱者、 御座 候 得 共、 全く 信義 を 重し、 條約 致- 1 遵守 1 候に 付、 凌 奪 1 吞之患 も 無, 之、 夫々 立 國罷在 候 


事に て、 條約之 守 否 者、 國之 存亡に 相拘候 儀に 御 候 得 者、 旁以、 一旦 取 結 候條約 者、 是 ik^l^ レ ，き, 

者、 難 二相 叶 1 奉レ存 候。 就而 者、 被， 爲ぃ 於， 一 朝廷 一 候 而も、 右 之 事體、 篤と 御 勘考 被 レ爲レ 在候樣 仕度、 ^！然利 

害 得失、 如何と 被 ，- 思 食-候 儀 も、 御座 候 者、 參內之 上、 E 細 言上 可レ 仕、 奉：， 存候。 將又、 宇ぎ 形勢、 律ぎ 之 

者、 追々 中 上 候 通に 御座 候處、 古今 之 情 態、 尙 篤と 考究 仕 候 得 者、 萬國森 列、 土地 風俗 之 異同 者、 有レ之 

候 得 共、 均しく IK 地 之 化育 を受、 今日 其 生 を遂、 其 死 を 完く致 候に 於而 は、 素より 彼此 之^ 無レ 之、 旣にぽ 

生 同胞に 候 上 者、 從而 信義 を 通 候 者、 1K 地 之 理に 候處、 皇國 i 齡 f,! 御 國柄を 以て、 ^%ハ 中 ii^Klf 船 地に 

そく こん  ばん り ひ りん じ ざい ほんそう  -^?ぅてっ 

當り、 卽今 海外 諸 州、 逐日 相 il、 萬 里 比隣、 自在 奔定 之砌、 獨舊轍 を 墨守、 萬國 普通 之 交接 不レ 致候而 者、 

ち ひもと  くわ， 5 い とみ 

自然 之 大勢に 相 房り、 不 -1 容易 r 禍害、 頓に可 二相 生 1 奉レ存 候。 因而 者、 形勢 之變 局、 方今 之 機 會に候 間、 四 

海 兄 n.r 一視同仁 之 古訓に 御 其」 被&、 1K 下と 共に、 御 更始 被， 爲 候樣、 仕度、 左 候 はば、 是迄之 一 

洗、 數年 を-小 レ出、 富强 充實、 皇國之 御 武威、 彌增皇 張、 奉に 女ニ 朝 意 1 候樣、 盡カ 可， 仕 奉い 存候。 此段奏 iS 仕 

货。 以上。 

三 五 日 〔鹿應 三年〕  m  喜 

之れ に對 し、 朝廷より は、 更らに g: 考を 促が された るに より、 疫离 は、 三月 二十 二日、 w び 勒許を ふの 12^^ 

を 上った。 兹 において、 朝廷 は、 列 is 主に 命じて、 直ちに 上京して、 兵 鹿 11 港の 可否 を 論ぜよ と、 仰せ 出された。 
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じゅんじょ  くわんだ い しょち 

薩 藩の 意見 は、 先 づ長州 處分を 了し、 然る 後 外 國に對 する のが 順序で あり、 殊に 長 州に は 寬大の 處置を 行ふ必 

要が あると 決心して ゐ るので あるから、 長州寬 典と 兵 庫 開港との、 寬* 開の 兩 問題の、 孰れ を 先 きにする やで、 

かくしつ  じっこん 

先づ慶 喜と 四 侯との 意兑が 確執 を 生じた。 小 松帶刀 は、 英國 公使 パ ー タスの 秘書、 ァ，' ネスト • サ トウと 眤 近で 

レ ち はや 

あると ころから、 會 見の 次第 を、 逸早く も 耳に した。 

さぎ  そうせい  しじゅん 

元 來兵庫 開港の こと は、 曩に 朝廷に 奏請 もして 居り、 且つ 諸 藩に 諮詢して ゐ るが、 未だ 解決 を 見て ゐ ない。 そ 

どくだん きょだく  しう にん 

れを慶 客が 獨斷で 許諾 を與 へたの は、 甚だしく 前後 を 失して ゐる。 殊に 公使 招 兄の 理. E は、 慶 喜の 將軍 就任に 對 

が じ  きよよう  ぎ れいてきせ うけん 

する 賀詞 を 述べる ので あるから との 理由で、 朝廷の 許容 を 受けて ゐ るので ある。 その 儀 禮的招 見の 席上で、 兵 庫 

開港の 重大 事 を 解決して しま ふの は、 朝廷 を 蔑 如す る もので も ある。 四 侯の 意兒 は、 此點で 全く 一致し、 頗 ぶる 

鹿 喜の 出處を 不快と した。 

故に 五月 十四日、 四 侯が ニ條 城に おいて 鹿 喜と 會 見した 時には、 先づ 事件の 經 過に 就いて 慶 喜の 說明を 求めて 

せんしゃう  き やうて う 

ゐる。 席上 久光は 長 州處分 を先唱 し、 内に 先づ整 ふるところあって、 然る 後ち 外に 及ぶべき を强 調して ゐる。 

【六】 將軍 • 諸侯の 二 條城會 見 

产}  やま ひ  けっせき 

超えて 五月 十九 日、 再度 ニ條 城の 會 見が 行 はれた 時には、 容堂は 疾を以 つて 闕 席した が、 宗城、 春嶽、 久 光の 

くわん てん  さいろん 

三 侯が 出席して、 先づ 第一 に 長 州 寛 典の 局 を 結び、 第二に 兵窜 開港 を 決すべき こと を 再 論して ゐる。 三 侯 は先づ 


此の 議を板 倉 伊賀 守に よって 將 軍に 達せ しめたが、 三 侯 を招兑 して、 慶喜は 改めて：：： つた" 

ちく 

『一 二君の 進言 は、 伊贺 から 逐一 承 はりました。 その 事に 就いて、 今 親しくお 評議に ぁづ かりませ う。 八/一  應充 

分 御意 見の あると ころ を 申されたい』 

之れ に 答へ て、 代表的に 口 を 切った の は、 春嶽 であった。 

せつ ぼく 

『前日 會 見の 結 ra^ について、 その後 三 侯 ともよく く 協議 を 致し ましたが、 仰せの 通り、 兵 庫 開港の 事 は 切迫 

ふんらん 

致して ゐる。 しかし 國內の 人心が 一 和 致さん ければ、 開港 をいた したと ころで、 いよく 紛亂を 生す るば かり 

である。 そこで 先づ 長州寬 典の 事 を 決して、 徐 むろに 外事に 及ぶ が至當 であると、 我々 意見 を； = ^めた 次^で あ 

じゅく かう 

ります。 將軍 家に おいても、 此邊を 御 熟考 ありたい』 

も. J と  -A  らん 

『諸君の 決議 は沟に 御尤も ぢ やが、 如何に 國 内に 紛亂を 生じた ところで、 結局 それ は 德川家 一家の 安危に 關す 

るの みに 過ぎない。 然し 乍ら 外國關 係の 事に 至って は、 若し その 期 を 失 ふやうな ことがあれば、 これ は阈 (猿の 

簾 大事で ござる。 六月 七日に 先って、 先づ これ を 決せん ければ ならぬ』 

廣喜 は、 何處 まで も 開港 急務 論で 押しつける。 その 時、 久光は 口 を 切った。 

りよぐ わい き 0 ばし 

『長 州 寬典を 國內の 一 小事と さるる の は、 洵に盧 外 千 萬で ある。 お 州 その 局 を 結ばす して、 若し 11 港 を^さる 

る やうであった ならば、 人心 は 必らす 服せ す、 キット 天下 大亂に 到り ませう ぞ』 

からてつ *^ う おど  ± ら 

久 光が 『；大 下 大亂』 とい ふの は、 { 分鐵 砲の 脅し文句 ではない。 肚に 一物が あるから である。 $i 逹宗 城が その 11 目 
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を 引き受けて、 

『久光 侯が、 人心 服せ す、 fK 下 大亂に 至る であらう と 明言され たの は、 少々 考 へなければ なりますまい。 幕 守 

■1 めぶ 

において 1K 下 を 欺む かるる の實が あり、 四方 31" 之れ を 疑が つて ゐる 事實を 知って ゐ るからで あらう』 

と、 何だか 深味の ある こと をい ふ。 春 嶽は宗 城に 向って、 

『君の いはる ると ころ、 頗 ぶる 含蓄が ある。 ただ それ 丈け では、 慶喜公 も I が i が 行くまい から、 君の 懐中物 

をお 出しなさい』 

そこで 宗 城が 懷 中から 出した 一通の 書面、 それ を慶 喜が 手に とって 見る と、 次の やうな 文 言が あつ fe。 

『四月 二日、 閣老、 攝政 殿下に 候して {ir す。 大樹 外 使を延 見す るの 際、 兵 庫 開港の 事 を 語らす、 仰ぎ 願 はくば、 

宸襟を 安んじ 給 はんこと を、 ® ほお 纖 ill!- が 日、 自ら 船 1〕 すべし』 云々 

とあった。 之れ をー昆 した 慶喜 は、 頗 ぶる 當 惑せ ざる を 得なかった。 兵庫^ 港の 事 は、 慶富自 から 外國 公使に 斷 

f 與 へて ゐ ながら、 還に 對 して は、 『決して そんな f ないから、 御 安心 あれ』 と M 一 して ゐ るの を、 

まくろ 

鹿 喜の 面前で^ 露して しまったの である。 

クブカ 『： 犬 下 を 欺 t 力 ほ UJ に大亂 あらん』 といって ゐ るの は、 窃かに 朝廷 を 欺 ひの 氣措を 指さして ゐ るので 

ろ ，J» う  こぶ 

あった。 慶 喜の 論鋒 は頗 ぶる 鈍った。 そして 遂に、 『長 州の こと は、 寬 大に處 zai する 皆 を、 明言す るに 至った 

ので ある。 將軍對 四 侯の 斑 引 は、 斯 くして 1 張 一 弛であった。 


【七】 松 平 春嶽の 折衷 說 提議 

よ ぎ  くわんだ， i 

• 虔喜 は、 長 州.^ 分 寛大の 言明 を爲 すの、 餘儀 なきに 立ち 到った が、 寛大に 處分 するとい つても、 如何 やうに 寬 

大 にす るかに 到って は、 ご 一目 も 口 を 開いて は 居らぬ。 のみなら す、 兵 庫 開港 を 第一 とし、 長 州 處分を i ，を 一とす る 

じゅんじょ  しゅち やう 

の 順序に 到って は、 斷乎 として その 主張 を 曲げなかった。 

久光は 飽くまで も、 長 州 先決 論 を 主張して、 

『旣に 長 州を寬 大に處 するとい ふ、 御 決心で あるな れば、 何等 手間 は 要らぬ 害ぢ やから、 先づ 此の方から 片を 

つけ、 然る 後ち、 外國關 係に 及ばれて 然るべきで あらう。』 

とい ふのに 對 して、 疫喜 は何處 まで も自說 を 屈せぬ。 , 

『兵 iSil 港の こと は 期限が あって、 旣に 目前に 迫 まって ゐ るが、 長 州の こと は、 特に 何時 何日と 決まった 譯で 

しょ り 

はない から." ボッ く處现 して 差 支 は ござるまい。 長 州 を 先にして ゐて は、 徒らに 時 曰 を やすば かりで ある 

くわん きふ 

から、 自 から 緩" tl がなければ ならぬ。』 

慶 喜對久 光の 論判 は、 實は幕 ニ隨 の對陣 であった。 幕府 側から：！ 3- れば、 兵 庫 11 港の 方が、 焦眉の 与 6 であるに 相 

^3なぃ。 薩 摩から 兑れ ば、 長 州 救濟の 方が 先決問題 であるに 相違ない。 兩 方で 必要に 迫 まらる ると ころが 逮 つて 

i  L-  くわん キ J う 

ゐ るから 自 から 問題の 解決に も。 緩急の 相違が 生じて 來 るので ある。 
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山 就れ にしても、 慶 喜と 久光 とが、 かう して 對陣 して ゐて は、 何時まで 經 つても、 結論 は 見出されぬ。 そこで 春 

せ つちう  <<っ てい ぎ 

嶽は、 兩 者の 中間 を 和して、 折衷 說を 提議した。 

『拙者に おいても、 久光 公と 同檨、 順序から 申せば、 長 州 を 第一 にし、 開港 を 第二に する のが、 至 當とは 存じ 

ぐ わし^ 

申す が、 兩君 とも 左 左 やうに 頑張られて は、 茶て しが ござらぬ。 依って 兩件 とも 前後な く、 同時に 決行され て 

は 如何な もので あらう か。』 

て. i あし 

成る 程、 ぉ殿樣 らしい 考へ では あるが、 Is^ に 角、 兩說の いづれ にも 偏せ す、 いづれ を も 尊重した、 提案で は あつ 

た。 しかし その 實 行に 至って は、 頗 ぶる 至難の ことで ある こと は 勿論であった。 

さんどう  はら 

慶喜は 直ちに 之れ に贊 同を與 へた。 その 肚は、 兩件 同時 說に 一決 すれば、 いよく 仕事の 上で は、 いろくに 

ぜ にん 

,1 ェが 出来る。 兎に角 兵 庫 開港 を 是認 さしてお きさへ すれば、 後 はこつ ちの もの だとい ふ考 へであった。 

同席の 宗城 は、 固より 春嶽 說に贊 成で あつたが、 久 光が 果して、 之れ に 快諾 を與 へた か 否かに 就いては、 頗ぶ 

る M 赠を缺 いて ゐる。 恐らく 此の 席上に おいて は、 久光は 折衷 說を 否定す ると も、 叉 は 是認す ると も、 何等 明瞭 

な 立論がなかった 爲 めに、 一座の 空氣 によって、 折衷 說 成立の 形と なった ものと 見なければ ならぬ。 

【八】 薩 藩士の 折衷 說反對 運動 

め. J れぅ 

此の 場合に おいて 久 光の 態度が 明瞭 を缺 いた こと は、 頗 ぶる 薩 藩の 立場 を惡 しくす る ものと なった。 そして 長 


州 を 寬大に するとい ふ 方法に ついては、 山 內容堂 は、 支 藩 或 ひ は 老臣 等の 歎願 害 を 差 出さし め、 それによ つて 朝 

くわん てん  ひ れき 

廷 から 寬 典の 恩命が ぁリ、 幕」 肘が 之れ を 奉じて 實行 すると い ふ 態度で なければ ならぬ と い ふ 意兑を 披瀝し てゐ る。 

審嶽も 宗城も 之れ に贊 同して ゐる ところ を以 つて 兒れ ば、 之れ が實現 は、 一 寸 面倒な 筋合 ひも ある。 之れ を 兵 庫 

11 港の 勅許と 一 諸にす ると なれば、 どうしても 長州處 分が 遲れを とらねば ならぬ。 

五月 十九 日の 二 條城對 決 を、 久 光が 齎らし 歸 つた 後、 西鄕、 大久 保、 小 松 等 は、 之れ が對 策に ついて 論議す る 

ところがあった。 彼等の 意見 は、. 結局、 兩件 並行 說に は反對 する ことに 一 致した。 

將軍慶 喜の 考へ は、 固より 兵 庫 開港 を 急に する こと は 勿論で あるから、 長 州の 方 は、 單に 寛大に するとい ふ 名 

もくじ やう ふ こく  H- うく わって *~ 

1： 上の 布 吿を發 する つもりで あつたに 相違な く、 總括的 寬大處 分に 關 する 励 許 を 仰ぐ に 止めて、 一方 兵 庫 開港の 

方 を、 ドシ， /\ 決して 行く 心算で ある こと は、 頗 ぶる 明瞭であった。  • 

そこで 久 光が 之れ に 賛同 を與 へた 形に なって は、 薩 藩の 主張 は 全く 消 減す る ことと なって しま ふ。 のみなら す、 

かへ  おち 

却って 鹿 喜の 術中に 陷 いって、 兵 庫 は 開港した。 が、 長 州の こと はこれ から ボッ/ \-紬 目に 渡らう とい ふこと に 

すゐ はう 

なって は、 薩 州が 死力 を盡 して 爭 はんとす る、 長 州 復活が 水泡に 歸 してし まふ 結果になる ので ある。 皇政 維新の 

うんさんむ せう  けんせい  き やうれ つ 

大目 的が 雲散霧消す るば かりで なく、 幕府の 權勢 は、 之れ によりて 一 曆强烈 を 加 ふるの 結果と なる の 外 はない。 

西鄕等 は、 ここにお いて、 此の 形勢 を 極力 盛り返へ す 運動 を 開始せ ざる を 得なかった。 

五月 二十 三日 は、 鹿 喜が 四 侯を帶 同して 參內 し、 兩 件の 勅裁 を 仰ぐ の 日であった。 此の 期に 到って は久 光の 參 
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を辭 する の 外 はない と 思った ので、 二十 二日、 大久保 は 越 前 邸へ、 小 松 は 宇 和 島 邸へ 伺 侯して、 明日の 參 €： を 

久 光が 辭 する 旨 を 通告した ので、 春 嶽も宗 城 も、 共に 久 光と 進 返 を 共に し、 參內 しない ことに 一決した。 

春嶽に 直々 Mil した 大久 保が、 久 光不參 内の 理由 を 1! 陳 したと ころに よると、 薩 藩の 主張 は實に 次の 如くで あ 

つた やう だ。 

『主人 久 光より 總 g 致す ところに より ますれば、 幕府に おいて は、 何處 まで も 開港 急 先の 御 論で、 結局 兩件を 

同時に 行 ふとい ふこと に 御 決 著に 相 成りました とのこと で ござる が、 かくて は 先般来、 四 侯會議 にて 決定いた 

しました る 長 州 第一 開港 第二の 趣 皆 は、 全く 消滅いた した も 同然で ござります。 その上、 長 州の 處分 について 

は、 家老 或 ひ は 末 家から、 何 か 哀訴 狀を差 出し、 その上で 勅裁 を 仰がる る. s にも 聞き及びます るが、 これ はと 

さくち 

ん とその 意 を 得 ませぬ。 旣に 寛大と 御 決定に なり ましたる 上 は、 直に 藩主の 宫 位を復 し、 削 地 を 返へ さるる の 

御狀が あるべき では ありませ ぬか。 何も 今更ら 歎願の 何のと 面倒 をつ ける に 及びますまい。 明日 參内も 結構で 

は ござれ ど、 主人が 參 内いた しましても、 右 やう 議論が 一致いた さす、 決裂と 相 成りまして は、 却って 恐れ 人 

る 次第で ござる によって、 先づ 明日 參 内のと ころ は、 御免 を 蒙む るつ もりであります。』 

大久保 遊 說の言 裏に は、 幕府 自 から その 失敗 を 反省して、 長 州 征討の 責任 を 負 ひ、 罪 を； 大 下に 謝する にあら す 

んば、 承知 は 罷りなら ぬと いふ、 意氣 込みが 見えて ゐる。  , 

宗 城に 使した 小 松帶刀 も、 甲 東と 同 論を以 つて、 久 光の 不參内 を 通告し、 且つ 薩 藩の 出 所 を 明らかにして ゐる。 


一： 小 城、 蒂 刀會兑 の；^ 2^ は、 四 侯の 主旨、 斯く贯 徹せざる において は 致し方 もない から、 此の際 趣 3:! を 明らかにす 

ベく、 四 侯の 建言 書 を 提出す る ことにたり、 帶刀 は歸邸 後、 .y に 西鄕、 大久 保と 謀り、 文案 を 草して、 板 介： 閣老 

まで 投出 する ことにな つた。 

【丸】 四 侯 建白と 西鄕の 意見書 

四：^ の 建言 書 は、 五月 二十 三日、 松 平春嶽 によって、 权倉 閣老に 提出 せられた。 その 文に 曰く、 

四 侯の 建白書 〔慶 應； 一； 年 五月 二十 三日〕 

：太 下の 大政 は、 公明 大之至 现を盡 し、 時世 的當、 內外 緩急 之辨を 明に 御 施行、 無二 御 庵 1 攸て は、 難 k 二 和 

行 一義、 勿論に 候。 全體、 不, 可：， 救 之 今日に 至る 根 由 を、 推 究仕候 得 者、 乍 レ憚、 府年來 之 御失體 より、 

醯出 候賴、 殊に 防お 搏討之 御ー擧 より、 物議 沸騰、 ；大下 離叛之 姿、 相 及 候 次第 御座 候。 依：， 之、 明 由 至 常 之 

筋 を以、 防 .4^ 御 處^、 可レ爲 11^ 務 T 兵 庫 開港、 防 長 事件 は， 大に 緩急 • 先 後. 順序、 冇レ之 段、 談合 之 上、 

建言 仕 候 装に て、 篤と 返考仕 候處、 右 獄 別 を以、 曲- y 當 否 之 分、 被 レ爲レ 立、 御 反お 之御實 跡、 顯 ると 不 

含よ しん 

レ 被レ顯 とに 相拘候 事に 付、 虚心 を以、 御 反 察 被， 爲， 在 候樣、 奉， 願 候 二 件、 朝廷 元 可 レ被レ 令レ奏 旨、 拜承仕 候 

得 共、 全國御 安危に も 關係仕 候に 付、 是非 至 公 至大 之 道 を以、 私 榴を被 レ拔、 治 久の大 策 被 レ爲レ 立 候 様、 有 二 

e: 大雄 藩主 の 東上 と 朝 權：^ 復遝動  五 四 九 
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御座 1 度、 重大 之 事柄、 雞ニ默 止？ 猶 再考 之 趣、 言上 仕 候、 誠惶 敬白。 

五月 二十 三 日 〔慶應 三年〕 

.  松 平 大藏大 輔 〔春 嶽〕 

松平容 堂 〔山 內〕 

島 津大隅 守 〔久 光〕 

伊達 伊豫 守 a 示 城〕 

此の 建言 は、 表面 長 州 問題と 開港との 緩急に 關 する、 四 侯の 意見 を 開陳す る ものと はなって ゐ るが、 文中に 使 

用され た 文 言の 中には、 明らかに 『幕府 彈劾』 の 意 を 含んで ゐる ものが あった。 

今日の やうな、 時局の y§ を i し 起した の は、 憚りながら 幕府 積年の 失體 であると いひ、 時局の收^^は、 一 に 

幕府が 反省の 意 を 表する の 外 はない とい ふの は、 明らかに 彈 劾の 意 を 表して ゐる ものである。 『天下の 大政 は 公 

げんり 

明 T 一大 至 公の 極 を盡』 すべきで あると いって ゐ るの は、 その 言 裏に、 幕府が 不正、 不公、 不明の 限り を盡 して ゐ 

ると いふ こと を藏 する に 充分で ある。 

さく *- .  すゐ くわく  0 

比の 時に 當 つて 西 鄕は、 左の 如き 意見書 を 作成して、 之れ を當 局に 据 出し、 四 侯 建言の 主 S 曰 を推櫚 して ゐる 


島 津久光 侯への 建言 書 〔慶應 三年 五月〕 

御 論判 被， 爲， 在 候、 ニケ 條之義 は、 內外之 大患、 fK 下の 至難、 不， 可レ 過， 之義に 御座 候。 就て は 〈未.^ 順序 を以、 

御 建言 被 レ爲， 在候譯 合、 自然人 心 之 趣く 處、 理勢之 定る處 を、 kii 被 レ爲レ 在 候ての 御 事に 御座 候 g^、 右^^ 

委曲、 朝 幕の 心腑に 合 候檨、 得と 御 辯 解 被 レ爲， 在 度義と 奉， 存候。 いづれ 成長 州 之寃罪 を、 御 解 被， 爲， 成 

候 得 者、 IK 下人 心 之 定る處 出來、 異心 を 挾 候 者 も、 反 心 致し 候 檨成行 可， 申、 長 州 を御惡 被， 成 r-: たへば、 

るる 积デ、 ド之人 は、 お 州 を 憐 候 檨罷成 候義、 天下 之通 情に 御座 候へば、 じ斷 つ^も f と 相 成義と 奉， 存， 民。 -,、 

下 之 大政に 於て は、 何事 も 根源 を 御正し 不， 被， 成 候て は、 末 治る 譯無， 之義、 ii たる ことに 御座 候。 お 州 

之 人心 を 被：， 安 候 ？r 其 根本 を 御見拔 被，， 爲 vl^ 候處と 奉， 存候。 如何と なれば、 第一 惡 しと 3 心 ふ もの を 不^ 

〔偶〕 がられ 候ト： から は、 如何に 分らぬ 者 も、 感服 不， 致譯 無， 之、 右 等の 處、 御 政體之 大本と 奉， 存候 付、 長 州 

御 鹿^ を 先に、 被 U 仰 立 一 候譯に 御座 候、 兵庫^ 港之義 は、 後に 被 二相 廻 一 候處、 理勢 可， 然義 にて、 全， 分 勝 

手 を以、 私心より 被 M 仰 立 一 候義に は、 更に 無， 之、 畢竟 長 州の 處、 初に 攘夷 之 論 を 主張し、 戰爭迄 もいた し 

候義に 御座 候へば、 爽人 之所趕 に、 關 係いた し 候と、 ；大 下 之 人 も 致， 一安心- 譯に 御座 候、 一； f 府 にち (て は、 ， 

きょうふ  おちす  -J  - 

初より 戰を 恐怖し、 一事の 談判 毎に、 押 付ら れ 候て、 頓と倏 理を被 レ失候 故、 開 鎖 之 論- と 起 候 義にゅ 

座 候。 尤條现 を 以戰ば 被， 決、 一二 戰も 有， 之 候て、 其 後に 定約之 御 取 結 相 成 候 得 者、 却て ill は不， 一 相 生 一の 
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ご ベラさん 

みならす、 押 付ら るるの 所 置より は、 吃と 筋 は 相 立 可 レ申苦 と 奉レ存 候。 戰之 上より、 御廟 算被レ 爲レ在 候 はば 

勝算 は 全無レ 之義、 相 分 居候 得 共、 遠レ J 過て、 因循に 陷、 勝敗 之 御 的而已 にて、 御所 置 も隨て 落下 候て、 

如 レ此輕 蔑 を 被 レ受候 次第に 立 至 候 間 、常時に 於て は、 人心 安堵 之廉を 御兑？ H 不レ被 レ爲レ 付 候て は、 何 迄 も 混雜 

可 レ仕義 と 奉 レ存候 間、 長 州 之處、 一 體と 被, 爲レ 成、 大策を 評議し、 公論 を以、 皇國 の爲、 私權 を捨、 至當の 

御 計 相 成 候へ 者、 天下 之 異論 は、 忽^ 可 レ申 事に 御座 候 間、 順序 を以、 御 英斷、 可 レ有ニ 御座 一義と 奉， 存候。 

之れ によって 見れば、 西 鄕が當 時 長 州の 爲 めに 滿 腔の 同情 を 表し、 何物 を 措いても、 先 づ長州 救出に 全力 を盡 

しんい  もと  くわつ ぼつく ち 

しつつ あった ことが わかる。 その 深意の 存 すると ころ は、 固より 生れ 立ての 薩長 聯盟 をして、 活澄々 地の 活動 を 

なさし めようと する にあった に は 相違ない が、 その 據 つて 立つ ところの 极抵 は、 天下の 大道で あり、 立國の 大義 

であり、 磨すべからざる の 名分であった。 

【十】 宮中 『虎の 間』 の大 評定 

山內容 堂の 態度 は、 上京 以後に おいて、 やや 灰色 を帶 びて ゐる。 意兒は 明瞭で あるが、 態度が ボケて ゐる。 j# 

政 改革に おいて、 朝權 回復に おいて、 決して 人後に 落つ る もので はない が、 薩摩 竿の 後押し は氣が 利かぬ。 のみ 

ならす 慶 喜の 專斷 は、 容 堂の つむり を 少なから す 横町に 曲げし めた。 不平 滿 腹と いふ 氣味合 ひで、 匇々 逃げ 仕度 

であった 。 


五 ni: 二十 三日、 お. g 喜が 參. S して。 兩 問題の^ 裁 を 仰ぐ の大 評定が 閒 かれた 時には、 久光 は^ょり、 容堂は i;^ 

として 来 したかった。 春 嶽丄示 城 も、 不參 内の 意 を 決して ゐ たが、 幕府よりの によって、 時 劉 週れ て參内 

する に 至った。 

此日、 德川慶 喜 は 所 司 代 松 平 越 中 守、 老中 板 倉 伊賀 守、 稻葉美 濃 守の 三 氏を從 へて、 登 朝した の は、 午後 三時 

過ぎの 刻限であった。 堂上 方より は、 ニ條攝 政、 近衛. 鷹司兩 前關 白、 山 階せ ：！、 賀陽 宮、 近衞 内大臣、 一條 火納 

言、 九條 大納言、 鷹 司 大納言、 【議 奏】 正 親 町 三條、 柳 原 大納言、 葉 窒中納 言、 長 谷 三位。 【傅 奏】 大納 

言、 飛^：^^中納言等が出席し、 i お 中 『虎の 間』 にぉける^<ぃ" |^|;_"は^1かれた。 

二 倏攝政 は 四 侯の 登 朝な きを 以 つて、 會議を 開く こと を 中止され、 日 野 大納， を以 つて 登 朝 を-俗が された。 か 

くして 松 平 春 嶽が登 朝した の は、 午後 五 時 ごろで、 會議 がいよ く 開 かれた の は 午後 八 時 ごろであった。 i; 小 

城が 閣老の 召使に 促が された の は、 實に 此の 夜 十二時であった ところ を兑れ ば、 此の 舍議 が、 如何に 大 なる 使 

命 をお して ゐ たかを 察する に 足らう。 

卷 嶽：：ー；小 城 は、 會議の 中途に おいて、 薩藩の代表小松帶刀をぉ！^して、 切に 久 光の 參内を mi レ たが、 小 松 は 

斷 じて 之れ に應ぜ す、 病の 故を以 つて、 久 光の を敲 した。 

^.^.n 力 力く して 久光 をして 登 朝せ しめなかった の は、 慶喜 において 到底 彼れ の 主張す る、 長 州 先決 論を容 

るるのへ は 地の ない こと を兑て 取った のと、 此の 舍議に 出席せば、 ぎくまで も自說 を る 結 E^、 或 ひ はが 鍵 ま 
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裂の 責任 を、 一身に 負 はねば ならぬ 羽目に 陷 いるか も 知れない。 それ を 恐れた からで もあった。 

-  けつれつ  だう じ やう あつ  くわん てつ 

會議が 若し 決裂に 到らす とすれば、 必. らす ゃ慶喜 は、 自 說を以 つて 堂上 を壓 し、 結局 その 主張 を 貫徹す るに 相 

たもと 

違ない。 しかる 時 は、 その 決議に 加 はらす、 中途に して 袂を拂 つて 返く にしても、 多數 によって 決する 鹿 喜 案に 

責任 を頒 かたない 譯には 行かぬ。 

、 X  すで すで めいはく 

そのい、 つれに しても 薩 藩に 不利なる こと は、 旣に 業に 明白なる ところであった。 果して 然 らば、 寧ろ 初めより 

まさ  くわん そく  S- つき やく  さ ox 二  メ 

登 朝せ す， 會議の 責任 を 負 はざる の 優れる に は 如かぬ。 かかる 觀 測に 立脚して、 遂に 久 光の 參 内を兑 るに 至らな 

かった 次第であった。 

, -S6  よろん きふせ む う 

會議の 中心 問題 は、 長州處 分、 兵 庫 開港 問題の 兩大 案件であって、 之れ に對 する 輿論の 急先鋒と なって ゐ たの 

は薩 藩で あり、 之れ を 代表す る ものが 島律久 光であって 見れば、 彼れ の 姿の 見えざる こと は、 虎の 間大 評定に 何 

くう ぎよ 

となく  虛を 感ぜし めた。  、 

*  *  * 

『繽 再夢紀 事』 の揭 ぐると ころに よると、 當日、 虎の 間にお ける、 朝 .幕* 諸侯の 列席 は、 次の やうであった 

として ゐ る。 
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席上、 慶喜は ニ條攝 政に 促が されて、 先づ n を 開き、 參內の 趣 32 について、 次の 如く 開陳した。 
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»^c^し たんて *1 

.. 『今日 參 内の 要旨 を 端的に 申 上 ぐれば、 1:^ 州虚 分、 兵 庫 開港の 二 件に 關 して 勅裁 を 仰ぐ にあります。 抑ぶ 長 州 

も  ほう ぎよ 

處分 のこと は、 前將 軍の 喪に よって 休戰 となり、 先帝 崩御に よって 解 兵 を 仰せ 出された もので、 前年 〔慶應 二 

年〕 冬 諸 藩の 意見 を sp: ひ轧 したる に、 多く は 再征 を 不可と する の 論で あり、 又た 今回 上京の 四 藩の 主意 も、 寛 

だい しょお 

大に處 置せ よとの 論であります。 依て 速に 朝議 寛大の 仰せ 出で を 希 ひます る。 次で 兵 庫 開港 は、 先年 〔慶應 乙 

丑 元年〕 十月 五日、 三 港 勅許の 節、 兵 庫の みは 開港 停止の 勒詫 でありました なれ；^、 今日の 時勢に て は、 最早 

や 開港の 外 はなく、 當 卷外國 使臣よりも、 懇請 を 受けて ゐる 次第、 殊に 諸侯に おいても、 四 藩に おいても、 ^ 

港 已むを 得すと 申し 居る 譯 なれば、 兩件 とも 同時に 勅許 を 賜 はりた く、 希望 を樓陳 いたす 次第で ござる。』 

あだ  ていちょう いんぎん  まら 

恰 かも 現代の 首相が、 樞密 院に對 する やうな、 鄭重 愿穀を 極む る もので あつたが、 彼れ の肚の 底に は、 此の 場に 

かくねん 

おいて 若しも 朝議 一 決と なら すん ば、 死す とも 返 場せ ぬとの 確 念 を^して をった。 

此の 會議 がー 時 休憩と なった とき、 慶 喜が 刖 席で 春嶽に 私語して、 『今度の 兩件 は、 如何 やうに 議論が 岐れて 

も、 今日 決せ すん ば 明 口、 明日 決せ すん ば 明後日、 連日連夜に 及ぶ とも、 勅許 を 仰ぐ まで は、 斷 じて 返 朝 は 仕ら 

ぬ 決心 ぢ や。』 

といって ゐ るのに 見ても、 その 心中 は 察せられる。 

鹿 喜に 次いで、 泰 嶽は攝 政から、 その 意 ：13- の 開陳 を 迫られた が、 彼れ はー應 之れ を 謝絶した。 それ は 四 侯 合議 

の 件 も あるから、 自分の み發言 するとき は、 萬 一 累を他 侯に 及ぼす 惧れが あると いふに あった。 併し 四 侯 合議の 


意：！ 3- が 何物で あるかに ついては、 簡略に 之れ を 述べた。 

きうり やう あんど  つ 

『我々 會 議の耍 3 曰 は、 長 州 に^して は， モ利敬 親父 子の 宫位 を復 し、 葡領 安^、  は 世子 定廣 に繼 がしむ る 

* んぎ  くわん *- ふじゅん じょ 

こと。 兵 庫 開港 は、 長 州 處分を 1=^ した 上で、 更ら に誇議 をした 後に おいて 開港と；^ する のが 緩 わ 順序の 常 を 

得た ものであるとの 申し 合 はせ で 御座る。』 

レ ざ  めん M く 

と頗 ぶる 他人行儀に 述べて ゐる。 春 嶽は四 侯の 合議 を是 とする において 異議 はない が、 幕府 をして 面 を 立てし 

めねば ならぬ とい ふ 同情 も ある。 彼が 『寬開 同時 說』 を 提唱した の も 此の 意に 外ならぬ。 依って 彼れ は、 別に C! 

r し 一 個の 私兑 として、 次の 巾し 立て を爲 した。 

『iss 卿に おいて は、 四 藩 說に御 同意 も ある やうで あるが、 四 藩 背後の 力に 長 怖し、 迎合す る やうな ことがあつ 

て は 相 成りますまい。 將 軍の 意 晃と四 侯の 合議と は、 前後 緩急の 差 は ござる が、 結局 大差 はない。 朝廷に おい 

て も、 充分 將 軍の 申し出で を 酌み とられて、 然るべ く 御 決定 ある やう、 ぉ盡 力が 願 ひたい。』 

公卿 中には、 種々 の 議論 もあった が、 結局 『長 州 寬大、 兵 庫 開港』 の赖許 あらせら るる ことと なり、 之れ が發令 

の 順序に ついて、 更ら に議を 蔑ぬ ると ろが あった。 

此夜 十二時に 及んで、 伊達宗城の 登 朝 を 見た が、 結局 久 光の 登 朝がなかった 爲 めに、 勝利 は 鹿 喜の 手に 歸し、 

翌朝 二十四日 を以 つて、 次の 如く 勅命 を發 せられた。  • 
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朝廷よ リ慶 喜へ 與 へられし 御沙汰 書 〔慶應 三年 五月 二十四日〕 

一 、 兵 庫 被 レ停候 事。  . 

一 、 條約 結改之 事。 

右 取消 之 事。 

長 防 之 儀、 昨年 上京 之 諸 藩、 當年 上京の 四 藩 等、 各 寛大 之處 置、 可レ 有, 1 御沙汰 1 言上、 於 n 大樹 1 モ 寛大 之 處！！ ？一 

言上 有レ 之、 朝廷 同樣被 n 思 食 1 候 間、 早 々寛大 之處 置、 可 11 取 計 1 事。 

兵 庫 開港 之 事、 元來不 n 容易？ 殊 先帝 被 レ爲レ 止 候 得 共、 大樹 無二 餘儀 1 時勢 言上、 且諸藩 建白 之 趣 モ有レ 之、 當 

.b つと 

節 上京 之 四 藩 モ同檨 申 上 候 間、 誠不レ 被レ爲 レ得レ 止、 御 差 許-相 成 候。 就テハ 諸事 屹度 取締 相 立 可レ申 事。 

w ぎ W 'やう  てつ 

かくして、 さしもの 大 論議 も、 老手 慶 喜の 爲に、 遂に 勒許を 得る に 至り、 四 侯 合同の 力量 も、 その 意 を 徹する 

かへ  やぶへび  ■ 

に 至らす、 却って 藪 をつつ いて 蛇 を 出す の 結果と なった。 後年 慶 喜の 述懷談 に 曰く、 . 

じゅ つぐ わ i- おん 

德川慶 喜の 述懷談 〔昔 夢會 筆記〕 

諸 藩 を 呼 集める とい ふこと は、 今に 何 かから 出て 來る だら う。 ちょっと 話 をす ると 昭德 院檨 〔家 茂 公〕 の 後 を 

相績 した、 長 州 征伐と いふ こと も、 是非 將軍 家の 後を繼 いで 遣らなければ ならぬ。 そこで 遣る とい ふ 時分に 


*- つたう だ i は 

參內 して、 朝廷から 節 刀 を 賜った。 愈進發 になら うとい ふ 時に 長 州の 方が、 細 川 〔肥 後 藩〕 にしろ 3： にしろ * 

皆 討 手の者が 解 兵す る、 ^15 えてし まった、 其 報が 此方に 來た。 そこで 皆 解 兵して しまって は、 幾ら 節 刀 を 

じゅくりょ 

賜った 處で、 とても 功 をな す譯 にいかない。 それから 篤と 熟慮して、 是 はどうしても 征討と いふ こと はむ づ 

かしい。 ついては 先づ 一つ 本 を 正さなければ いけない。 そこで岛津〔久光〕だの大藏〔松平慶永〕伊達〔宗城〕£^{ 

しゆう ま 

之 助 〔長 岡 護美〕 ああい ふ 者 を 殘らす 呼 寄せて、 さう して 篤と 衆議 を盡 して、 それで 私の 腹の 中 は、 どうも 是 

は 王政に 役す るより 外 あるまい とい ふ 腹が あった。 呼 寄せて 公明正大に 私を棄 てて 一 っ國 家の 爲に 評議 を盡 

して 兌たい と 斯う 思った。 處が長 州の 方で は、 小食 を 取る、 濱田を 取る、 すっと 出て それ を 占領して ：5 る。 

それで 旅 下の 者、 會* 桑な ども、 是非 意地 張らなければ ならぬ。 處が 私の 考 では、 それ は 實は御 進 發で騷 い 

で兑 たもの の、 能く 考 へて 見る と、 別に 長 州 を 憎む 譯 はない。 唯 錦： g に發 砲した とい ふ ものの、 決して 主人 

の 命令と いふ 譯 ではなし、 巳む を 得ぬ 所から 出た の だから、 其 筋 さへ 立てば、 どの やうに 宽大 にしても. S い、 

斯うい ふ考 なんで、 決して 長 州 を 憎む とい ふこと ではない。 會. 桑 を 始め 旗下の 者 も、 彼 を 憎んで、 どこ ま 

や  せんり 5^9 

でも 彼 を 遣って しま ふとい ふので はない。 なかく そこが むづ かしい。 それから 考 へて、 今 占領して： 15 る演 

W や 小 含 を、 長 州の 方で おとなしく 、還して、 すっと 自分の 國へ 引上げて もら ひたい、 さう すると 誠にお 州 も 

♦  ひそか 

おとなしい 者 だとい ふこと になる、 そこから 寛大に する こと も 出來 やう、 斯う 密に考 へた。 そこで それ を 一 

つ させ やうと いふ- で、 勝 安房 〔義 邦、 軍艦 奉行〕 …… 、 あれ は 薩州ゃ 長 州の 方に 懇意な 者が ある、 此 役：：： は 

四 大雄 藩主 の 東上 と 朝 櫂间復 運動  五 五 九 
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勝より 外にない ので、 勝 を 呼んだ の だね。 それで 1K 下の 形勢 は 斯うで ある、 決して 長 州 を 憎む とい ふ譯 はな 

ゆ， が i 

い、 行 懸り上 斯うい ふこと になった から、 どこまでも 寬大 の處置 をしたい と 思 ふ。 思 ふけれ ども、 何分 今 占 

® 、して 居る 處へ、 此方から 出て 行く 譯に はいかな いから、 あれ を おとなしく 引く やうに なると、 其廉で 何と 

か 納まりが つくだら うと 思 ふから、 一 つどう か. s: 々行って …… と 勝に 言 ひ 付けた。 勝 も 誠に 御尤、 私が 參っ 

て 計ら ひませ う …… 。 そこで 一方 は 春 嶽* 伊達. 容堂 〔山 內豐 信〕 良 之 助、 これらに 梅澤 孫太郞 〔亮. 目 付〕 を 

使者に 遣り、 國 家の 本に ついて 相談したい ことがあ るから、 至急 上京して もら ひたい …… 。 長 州の 方へ は、 

内 を 緩める 爲に、 どうか 兵 を 引いて もら ひた. い、 此方から 賴む譯 ではない が、 其 意 を 汲んで 何とかな ると、 

だん まし 

此方が 大に 緩む、 緩めば 寛大になる からと いふので、 勝 を 遣つ たんだ。 そこで 勝が 歸 つて 来て、 自分 は談 树 

をした 處が、 誠に 長 州で は 丁寧に 取扱 ひ、 段々 話を聽 いて 誠に 喜んだ …… 、 誰と 談判した かとい ふと、 それ 

は 廣澤兵 助、 今一 人 何と 言った か、 事に よったら 井上 侯爵 かも 知れぬ。 井上 侯 I 时 なら、 侯爵 は 能く 知って 居 

る笞 だから、 聽 けば 分る。 そこで 兵 を 引き ませう とい ふこと になって、 殆ど 兵をト n 領地から 引い たんだね。 

それまで は 大分 宜 かった。 處が其 時分に はもう 薩州 あたりで は、 討幕 論者と いふ ものが、 此方に 居った もの 

だから、 直に 上京し ないで 大 變遲れ た。 其 中に 上京 はした けれども、 餘程 此方 は 公明正大と 思っても、 なか 

くさう はいかない。 早く 言 ふと、 ちょっとした 處が 「薩 州の 島 津少將 今日 出京、 御知らせ 申す」 とい ふや 

し だく 

うな、 屆 ぶりから 何から 皆 違って、 もう 向 ふに はちゃん と 支度が ある。 そこで どうも 急に 運びが つかな ハ。 


虎へ 兵 魔 II 港と いふ ことが、 どこから 出來 たか、 出來た 虚は覺 えない けれども、 丘ハ庫 II 港と いふ ことがあつ 

て、 "： ル非勑 許に ならなければ 國 家の 爲 にならぬ とい ふこと で、 上京した 者 も 出て 巾 上げたん だ。 慮が 上京 は 

四^^〔越.土ニ于.薩〕 …… 島津に 伊逹に 卷嶽に 良 之 助だった か、 どうも 能く 覺 えない が、 そこいらの 人 だ。 

とな 

兵 成 n 港の は 已むを 得ぬ から， 勑許 にたらなければ ならぬ とい ふこと を $： 唱 へた。 唯. お 州 を 寛大の 鹿 m はに 

しろ、 此 二つの 並び 行 はれる やうに しろと いふの が 四 藩の 言 ひ 出しだった ね。 處が審 柄 は、 長 州の 事と 外阈 

の 事と はまる で 別の もの だから、 何も 一緒にしなければ ならぬ とい ふ 筋 はない の だ。 けれども、 兵 成 il 港と 

ふくあん 

並び：. 仃 はれる と • それが 爲に長 州の 方 も 無 M§ として、 無事に 入京 を 許る す ことにすると いふ 腹案なん だ、 四 

藩の 方の 注文が …… 。 それで 丘 ハ^ ^は勒 許と あれば それまでで 長 州の 方 は寬大 といっても 違 ひの ある ことで、 

其 時分 原 市 之 進 〔忠 成、 目 付〕 も參 €:、 小 松帶刀 も參. 2： する。 それで 之 進と 小 松帶刀 は， 御所で 大分 議論が 

あつたんだ。 帶刀は 無罪と して 何もない 平素の 通りに しゃう とい ふ說、 又 市 之 進の 方 は、 是も宽 大は宜 い、 

併し ー體ぉ 州と いふ ものが 罪が ある もの か 無い もの かとい ふと、 罪が ある …… , 罪 は ある …… 、 然 らば 寬大 

といっても、 罪の ある 者の 中の 寬大 とい ふの だ。 小 松の 方 は、 何でも かで も 罪のない ものにしよう、 共 議論 

を频 にやった やう だが、 とうく 小 松の 方が、 まあ 少し 說き 伏せられ たやうな 應梅 だね。 處 へ伃违 ^豫が は 

いって 來て、 2 ふへ をして、 そこで 無茶苦茶に 議論 をして しまって、 遂に^れ 刖れ になって しまった 

んだ。 そこで、 •： ^州の 方 も宽大 とい ふでう、 まだ 寛大の 租度も 極まらぬ の だ。 兵 iii の 方 は、 許す と 仰し やれ 

w 大雄 藩主の 東上と 靭權^ 很速邀  五六 一 
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ば それつ きりの 話 だ。 そこで 私が 四 藩 を 呼んで、 どうも 今の 儘で：. f はく 譯に はいかない、 兵 庫 開港 は 救 許に な 

ら なければ ならぬ と 思 ふが、 貴所 方 はどうで ござる と 言った 處が、 觔 許になる …… 、 許す より 外 はない とい 

ふの だ。 なれ ども 並び 行 はれる やうに したいと いふの なんだ。 それでもう 四 藩 も、 兵 庫 開港 をす るより 仕方 

がない とい ふ。 それで 私が 聽屆 けた。 聽屈 けたから 朝廷へ 四 藩 も 開港し なければ ならぬ と. & します から、 き 

やくち よくき よ 

約勑 許になる やうに 願 ひたいと いった 處が、 愈 四 藩の 者 もさう 言 ふか、 さやう でございます、 私が 承り まし 

おぼしめ  ちょく まよ 

たと 申 上げたん だ。 そこで 時勢 巳む を^ざる ことに 思 召し、 又 上京の 四 藩 も 申す から、 勑 許になる とい ふこ 

とで、 勅許に なつたん だね、 處が四 藩の 方で は、 決して まだ 兵 庫 開港の 事 は ゆさぬ とい ふこと になって 來た。 

こしら  •  げきろん 

そこで 申さぬ のに さう いふ こと を 言 ふの は、 幕府で 持へ るんだ といって、 大變に 激論が 始 つた。 けれども あ 

の 時分 は、 諸侯と 言 ふ もの は、 つまり 家来に 良い 者が あれば 賢人、 家来に 何もなければ 愚人 だ、 家来 次第と 

いった やうな もの。 そこで 主人が さう 言っても、 家来が 承知し なければ それ は 通らない。 それで まだ 言 はぬ 

と 言 ふの だ。 けれども 言つ たんだ。 此方で は當 人が 言った からと いふ、 家来の 方で はま ださう いふ こと は 言 

か  すま 

はぬ、 斯うい ふ譯。 けれども 此方 は 言つ たんだから 斷然 澄して 居た。 それで 其 事 は それつ きり 濟ん でし まつ 

げキ J 

た。 なれ ども それが 爲に 又ー署 激した は 激した。 併し 巳む を 得ぬ ことで …… 。 さう いふ 事情が あった もの 

だから、 ここで 四 藩 を 呼んで 議さ うとい ふこと も、 しっくり いかないで、 とうとう それぎ りに なって しまつ 

かう のう  とうはく 

たもの だから、 長 州の 方へ 勝 を 使者に 遣った こと も、 一向 効能がない。 それに まう 其 時分に は、 討幕と いふ 


iJ と は 向 ふに はちゃん と 出來て 居た もの だから、 なかく  0 とい ふ處へ 運ばな かひた。 此兵 ^tra 港の こと 

は、 cl^ 萍 がもう あの 時分に は 長 州と 密に 合體 して 居た の だ。 それで 兵 庫 開港 は 勿論 何も Si ハ議 はない >  なれ ど 

も 長 州の 御處 置と 共に 行 はれる やうに したいと いふの が薩 州の 論 だ。 それで 越 前 • 宇 和 島、 §2 薩 州に 同意し 

たの だね。 けれども 兵 庫 開港の 方 は、 開く とか 開かぬ とか 言へば それで 濟む、 くなら 開く と 決 答 すれば そ 

れ までの 話、 然るに 長 州の 方 は、 寛大な 御處 置と 言った 處が、 寛大に も 色々 ある、 罪の ある 者の 寛大と、 何 

もない 者の 寛大と は 同じ 寛大に も 差が ある、 それで 兵 靡の 開港と 長 州の 處置、 兵 庫 開港 は 兵 扉 開港と 別の も 

の だ。 けれども あの 時分に、 もう 薩 州が 長 州と 同意した もの だから、 丁度 幕府で は兵廊 開港で 迫られ て^し 

て 居る から、 それ を 一緒にと 言へば- それなら 仕方がな いから 長 州 も { 有して しまへ、 斯うい ふこと にしゃう 

とい ふの が、 薩 州の 方の 眞の 目論見 だ。 ー體 二つ 並べて しなければ ならぬ とい ふ 理窟 はない の だ。 けれども 

本 は それなん だ。 それで 大藏 • 伊達 • 島津、 これが どう だとい へば、 開港 はしなければ ならぬ と 斯うい ふの 

だ。 それでもう 三人の 兵 庫 開港の 存寄 はちゃん と 分って 居る。 それからして 島 津も問 港が 宜しい と 申した か 

ら とい ふこと を 朝廷へ 申 上げた。 然る 處が 島津の 方で は、 まだ 言 はぬ とい ふやうた ごたくした ことがあつ 

， .  i  けった ふ  しょち 

たが それ はもう 斷 然と 遣って、 外國 人の 方へ 決 答して しまった。 それで 長 州の 處置 は殘 つて る。 けれど 

もこれ も 長 州が；， ii;^ が ある もの か 無い もの かとい ふ處が 極まらぬ では、 寬大の 出 どころ がたい。 處が蔬 州の 方 

では、 まるでもう 罪 はない もの だから、 官位 も舊の 通りに 復し、 總て先 前の 通りに 入京 もさせる が宜 いと 斯 
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うい ふ、 叉 幕 の 方で は、 さう いふ 譯に はいかぬ、 大體 さう いふ 譯だ。 それで 使と か 何とかい ふ ことがある 

が、 斯うい ふこと は sfe がない、 且 枝葉の ことで、 大體 がそれ なんだ。 片方 は 幕府で 困って 居る^ 港へ 附込 

んで、 長 州の こと を唯濟 まさう とする、 幕府の 方 は、 11 港 はしなければ ならぬ， 長 州の 處 置と いふ もの は、 • 

先づ 罪が あるか 無い か を 礼して、 罪が あると なったら、 罪の ある 上の 寬. K、 無ければ 無い 處で 寬大 と、 斯う 

しなければ ならぬ とい ふの だから、 どうも 共に する 譯に はいかぬ、 且又 二つ 並べて しなければ ならぬ とい ふ 

ず^ はない、 斯うい ふので、 島津の 方で は 何でも 共に しろと いふ 處 を. もう 皆 開港で なければ ならぬ とい ふ 

ことにな つた もの だから、 それで 濟 してし まった の だ。 其 ごたく だ。 此 細かな. 誰 を 使に 遣った の 呼んだ 

のとい ふこと は 一向 覺 がない が 大體は それなん だ。』 

【十一】 四 da- の 足 並亂る 


まか 


殿様 會議は 結局 殿 樣藝當 の 程度に しか 運ばぬ。 春嶽、 宗 城の 兩人 は、 已むを 得す I 能り 出た とい ふ 程度であって 

め * れぅ  ちょく ぢ やう 

も、 旣に 評議に 預かって ゐ るので あるから、 今少し 明瞭な 態度 を 示し 得べき とおであった。 後に 到って、 勒誌 の 

文 言 中に、 我々 の 意志に 反する ものが あると いって、 ケチ をつ ける 位なら ば. 何故に 會議の 席上に おいて カ爭し 

なかった か、 四 侯 合議の 決 論 を. 何故に 强調 しなかった か。 ここに 至って 殿様 は 殿様で あると 中す の 外 はない。 

ぢ うまう  ちう けん -' 

久光 は當時 天下の 重 望の 集まる ところ だ。 四 侯會議 とはい ふ ものの、 實は久 光が 中堅の 勢力 を 占めて ゐる 彼 


れ 若し 死の 男 を报 ひ、 能動的に、 突進 的に、 幕府に 肉まして 行ったならば、 必らす ゃ西鄕 等が 計靈 して ゐる、 

皇政役 古の 大業 は、 その 端 を 啓く の 時機 を 早めた に 相 遠ない。 

西鄕 等が 虎の 間大 評定に、 久 光の 出席 を 留めた の は、 勢 ひの 旣に 非なる を 察した からで も あらう が、 結局 は久 

光の 力 骨： を、 危ぶんだ からで は あるまい か。  - 

久光 にして、 もし 大久保 ほどの 力が あり、 西鄉 ほどの 膽 があった ならば、 虎の 問 最後の 大 評定に おいて、 堂々 

と乘り 込んで 掘 勢 を 挽回す るぐ らゐ のこと は、 敢 へて 難しと はしなかった らう。 

だっと  しょ ぢょ 

山 内容 堂に 至って は、 初め 脫 鬼の 勢 ひが あり、 終り は處 女の 形であった。 『今度 は 鬼 山の 土と なる』 と 決心して 

國を 出た ところ は、 美窜 なる 出陣ぶ りで あつたが、 四侯會 謹が 始まる ころから、 旣に返 潮の 氣味合 ひがあった。 

幕 *薩 の 中 に 挾まって、 獨自ー 己の 境地 を かんとして 5：： す。 後ろ 向に 舟に 乘っ たやうな 姿で あつたの は、 容 

堂の カ景を 疑 はしめ る ものと なって をら う。 

ほしい Ai*< 

四 侯の 足 並 はかくして 亂れ、 大いに 力 を 振 ふべ くして、 振 ひ 得なかった 爲 めに、 度 善 をして 獨り その 意 を 擅 

にせし むる の 結果に、 終って しまった。 

つ ひ f 

五：：：；： 二十四日の 勒：？ ^は、 長 州は宽 火、 兵 庫 は 開港と 仰せ 出された が、 四 侯が 府 のい： 3； 任 を 追求す るの 意志 は、 

し よち 

少しも^ はれて ゐ なかった。 長 州は寬 大に處 置すべし と は あるが、 ただ 寬大と 丈け では 筋が 立たぬ。 毛 利の 位 

を復 すると も、 領を そのままに 安增 せし むる とも、 後嗣 を 誰れ に繼 がしむ ると も、 その 擾の 順序 は. として 不 

w 大維 藩主の 柬 ヒ と 朝權： ！復述 勦  五 六 五 


大 西 鄉 f^ll 傳 第三 卷  , 五六 六 

明で ある。 

兵 庫 開港に ついても、 勅 読に よれば * 寧ろ 四 藩の 建言に よって 開港と 決せら るる やうに 聞え てゐ る。 四 侯の 合 

つまび 

議は、 第一 に 長 州 問題 を 決し、 然る 後ち において、 諸侯の 熟議 を審ら かにして、 兵 庫 問題 を 決しよう との 意味で 

あった。 これで は 全く 四 侯は慶 喜の ダシに 使 はれた やうな もので、 1 として その 主張 は 貫徹して ゐ ない。 

あ ひ たづ さ  おそ 

久 光と 春嶽と は、 相携 へて 二十 六日 宗城 を訪 ひ、 旣に發 せられた る 勅 誰に 對 して、 文句 をつ ける の は 畏れ 多い 

が、 四 藩の 本意 は、 之れ を 上達して 置く の 必要が あると いふので、 び 左の 建議 書 を上呈 する に 至った。 

四 侯の 建白書 〔慶應 三年 五月 二十 六日〕 

兵 庫 開港、 防 長御處 置の 二 件 は、 當時不 11 容易 1 御大 事と 奉レ存 候。 全體 幕府 防 長 再 討の 妄擧， 無名の 師を動 

そうこう  さ-つらん 

し、 兵威 を 以應倒 可 レ致心 積 候處， 全 奏功に 不， 至、 天下の 騷亂を 引出 候 次第 故、 各藩 人心 離叛、 物議 相 起 候 

時宜に 御， M 候。 就て は 卽今被 レ爲レ 立 ニ阈基 1 候 急務 は、 公明正大の 御處 m はを以 天下に 不レ被 レ爲レ 臨 候て は、 一 圓 

治り 不二 相 付 1 候。 防 長の 儀 は、 大膳 父子、 宫位 復舊、 平常の 御沙汰 相 成、 慕府反 正の 實跡、 相 立 候 儀、 第一 

あんど 

と 相 心得 申 候 間、 判然 明白、 實跡相 顯 候 上、 天下 人心 始て 安堵 可レ仕 候。 第二 兵 庫 開港、 時勢 相當の 御處置 

被 レ爲レ 在、 順序 を 5£可：， 申、 兼て 勘考 仕 候。 先般 蒙 n 御下問 1 候 得 共、 未 一 同 勒問對 答 不：， 仕、 前文 二 件、 順序 

_  IHi! 別 を IT 幕府へ 暖中出 _ 凌 候處、 一^二 十四日、 防 長の 儀 は寬. K の處置 可 二 取 計 T 兵 靡 開港め 儀 If 當 i 郷ヒ凉 


の 四 藩 も 11： 様、 上 候 間、 ^-个 ：s 被：， 爲 得, 止、 御 差 許に 相 成 候と ニム々 * 御沙汰の 御 番付 拜 25^, 仕、 實以、 意外 

の 次第、 不レ堪 二 驚愕 1 仕 合 御座 候。 從ニ 朝廷 1 御沙汰の 儀、 容易 可 レ泰ニ 巾 卜 •！ 筋に 無レ 之、 恐懼 至 奉 レ^ 候 得 共、 

皇國 東大の 事件、 事實 相違の 儀、 默止罷 在 i4、 場合に 無二 御座 1 候 間、 不レ得 レル、 ー應 f-1 伺 上 1 候。 以上。 

.  越 前 宰相 

島 津中將 

宇 和 島少將 

土 佐少將 

【十二】 龍 頭 蛇 尾の 四 侯 遂に 返 場 

ま ぅぞ  り き さ う  き やうせ つ  り ん けん あせ 

後で 文句 を 並べる くら ゐ ならば、 何故に 事前に おいて、 猛議 し、 カ爭 し、 强說 しなかった ので あるか。 綸言 汙 

の 如し。 旣に 一 たび 勅 読と なって 出で た 以上 は、 最早 如何と もす る こと は 出来ない。 

山 内容 堂 は、 病の 故 を 以て、 上表の 翌 二十 七日、 サッサ と 返 京歸國 してし まった。 在京の 薩 藩士の 中には、 容 

堂の 藏志 弱行 を 篤し るの 聲が 盛んであった。  • 

ゆん ベ 見た 見た 四條の 橋で 丸に 柏の 尾が 見えた。 

丸に 柏の 三 ッ恭を 抱いた の は、 山 内 { 求の 定紋であった。 京 意 は 柏の 尾 を 冷笑した。 事 赏齟疗 を 生じて、 發熱髙 

四大 雄^ 主 の東ヒ と 朝權； n 復 連動  五 六 七 
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•r- か  1  わら 

く、 且つ 言語 を發 する ことが 出来す して、 請暇した ので さへ も、 俄 病人と 指 ざして 嗤 つた- 

たんどく 

五月 十四日、 四 侯が 打 つれて ニ條 城に 參 向した 時に、 久 光は單 獨に將 軍に 面 謁して、 大いに 述 ぶる ところ あら 

ん とした。 容堂 は、 何も 獨り 手柄 をす るに も 及ぶまい。 一緒に 參 らうと 主張した が、 久 光が 聽 かぬ。 すると 容堂 

が 取 gj^" を g きさせて、 突然 久 光の 襟が み をつ かんで 引き もどしながら、 

『咄、 なぜ 1 諸に 參ら ぬリ』 

と 座席の 上に 引き落した。 久光は 向つ 腹 を 立て、 手に した 扇 を 以て、 したたかに 容 堂の 手 を 打った。 容堂は 突 放 

し ざまに、  - 

『ゥハ 、、ゝ ヽ、』 

と 大笑 ひした と、 木戸の 談片 にある が、 此の 邊の氣 合 ひが、 薩*  土の 關係 を努爾 として 現 はして ゐる。 勢力の ハ.^ 

ひも あり、 感情の 深淺 もあって. 四 侯 一致の 行動 は、 一先 づ 失敗に 終る の 形と なった。 

容 堂の 穴 i 席を充 たす に 足る もの は、 佐 賀藩鍋 島閑叟 —— 六月 二十 七日 11 の 上京で あつたが、 大勢 旣に 去って 

見れば、 叉た 策の 施 こしゃう もた A かった。 

*  *  * 

ら * そ たしぐ わし  • 

長 州 寛大の 處 分に 就いては、 幕府 は 果せる かな. 長 州 側からの 哀訴 嘆願 を受 くるの 形式 をと つた。 卽ち藝 付 藩 

在京 家老 石 井 修理 をん：^ し. - 藝州藩 をし. て 毛 利 家に 對 し- 嘆願書 提出 を慫慂 せしめん とした。 石 井 は 其 場に おいて 


そ 0 不可能 なる を樓^ し、 調」 4；： は 御免 を 1 むります と斷 わった。 

六！：：： 七日に 到り、 藝州侯 松 平 紀伊守 は、 板 倉 閣老に 向って 周 施お 斷 りの 建 {w を 提出した。 

松 平 紀伊守 よ リ板倉 閤老に 送る 書 〔慶應 一一 一年 六月 七日〕 

〔前略〕 前日 來、 家來 共へ、 々御內 諭の 趣、 具に 傳承致 候 得 共、 一 H 一 愁訴の 近 絶、 國 tii 致 候 上 は、 今更 

及 ニ說論 1 候共、 不二 行 1:^1 而已 ならす、 却而御 威德を 損じ、 御 不都合 筋に 落 合、 折角； 大 幕の 御 趣意、 水泡に 相. 

歸し、 御 爲不レ 可レ然 俄に 付、 其 節 家来 共より、 有 體中候 次第、 於， 1 拙者 一 も同樣 奉：，：！^ 候。 乍 二 慮外 7f 取 前より、 

公 邊御役 方々、 自經歷 の 次第、 並 同姓 安藝 守より、 不時 飽 まで. S. 出？ a 候 事情 を以、 〔i と 御 反 察、 徒に 御斷 .s- 

上 候 俄に 無， 之 段と も、 御， 汲取 被レ 下、 此上 神速に 寛大の 御實 跡、 御 裁斷被 レ爲， 在 候 様、 御,, お iyi 

致 候 俄に 御. i. 一 候。 以上。 

ぃぐじ^^し  つ， 3 きう 

越えて 六月 十九 日に-到り、 紀伊守 は 更に 上書して. 幕府の 因循 決する ところな きを 追求して ゐる。 藝藩 主張の 

耍领を 示せば、 

『抑ぶ 今日の 紛 亂を來 したる 根本 は、 幕府が 大義名分 を 誤 まり、 爲 めに ：大 下の 人心 を 失った に 其上囚 する もので 

ちょく ぢ やう 

ある こと は、 天下 公知の 奥 論で ある。 旣に 朝廷に おかせられて は 寬大に 鹿^すべき 勒ぉ を發 せられて ゐ るの 

であるから、 幕府た る もの は、 よろしく 朝 意 一視同仁の 御仁 德を拜 し. 近に 長 防の 罪 を 許すべき である。 然る 

EI 大雄 藩主の ie-h と朝權 M 復述動  五六 九 
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にも 關 はらす、 今日に 至って 尙ほ長 州 をして 嘆願書 を 提出せ しむる の 態度に 出づ るの は、 朝 意の あると ころ を 

失 ふば かりで なく、 益人大 下の 疑惑 を 深う し、 きハ S の^ 赚を 招く ものと なる の は- 火 を^る よりも 艦ら かで あ 

る。 防 長の 士民 は、 今や 朝 意の 有難き を拜 し、 一日千秋の 思 ひを以 つて、 靑； 大白 日の 御沙汰 を m して ゐ るの 

であるから、 よろしく 名分 を 正し、 寬 中の 最寬 なる 御沙汰あって 然るべき だ。』 

、とい ふに あった。 

滯 京の 春 嶽、 宗城 も、 共に 藝 藩の 意嚮に 賛同す ると ころであって、 或 ひ は 書を以 つて、 或 ひ は 人 を 派して * 慕 

うな  ゾ . 

府の 反省 を 促が したが、 幕府 は 遂に 之れ を ふる 車の 微 だに も 示さな か. つた。 

三 侯 も 幕府の 剛；^ に は、 手の つけ やう も なくなり、 遂に 各よ 匙 を 投じて 歸國 する の 外はなかった。 

松 平 春嶽は 八月 十日 を以 つて、 伊達宗城 は 同 十八 日を以 つて、 各. -歸 藩の 途 についた。、 久光は gls をつ とめた 

力 力うな つて は獨 力の 振 ひやう もない ので" 丸 月 十五 日に 至って. 退京す るの 外な きに 至った。 

*  *  * 

四 侯 上京 は、 かくして 龍 頭 蛇 尾に 終って しまったが、 殿 檨藝當 が 終局 を 告げ、 ここに 幕 威 は その 勢 ひ を 加へ た 

かに 見えた が、 藩侯 返 場の 後、 西 鄉. 大久保 • 小 松は薩 を 代表し、 長 州より は 新進の 山縣、 品 川、 土 佐より は 後 

藤 象 ニ郞、 板 垣 返 助が 出場して、 公卿 側で は 岩 倉 友 山、 三條實 美との 融合 も 成立し、 に皇政 維新の 大幕は 切 

つて 落さる るに 至った。  , . 


【±ニ】 次いで 登場し 來る者 は誰ぞ 

：メ.  ,  J2 やくりよ  くわう ゐん  くわ かく 

夫れ. 大地 は 萬 物の 逆旅に して、 光陰 は 百 代の 過客な りと いふ。 花、 春と 同じから す- 月、 秋と 等しから す、 四 

.U  、  f  it に M^^.-^^^^v  - り はふ  さう もんく わ-つらく さん こ 一， - あら  まんざん ゆき  く.；，. しん 

時の 序 ^陳 代^す る， 大地の 理法から いっても、 草木 黄 落して 山 骨 露 はれ、 滿山雪 消えて 花 苔 ほころ ぶる 理で、 

人 も 亦た 時に 隨 つて 變じ、 代に 應 じて 新たなる 譯 である。 

之れ を 幕末 • 維新の 世に とって 兒て も、 嘉永 • 安政の 時と、 文 久ニ兀 治の 時と、 各. M 時勢の に隨 つて、 之 

れに應 ^したる 人物 も、 次々 に 移り 來 つて ゐる。 更らに 慶應の 末年 ともなり ぬれば、 天皇 崩 じ 玉 ひ、 將軍 11 じ 去 

り、 最 n 十 や 時勢 は 大轉の 場に 臨み 来って ゐる。 

けん もつ ：2  すで  しょし わう ぎ  く. t-ij  く  J- く  こ- Tt- 

大老 權 を專ら にす るの 時代 は旣に 去り、 處士 横議の 時代 も 過去と なり、 大義 は赫 として： 大 朝に 歸し、 公議 は 

炳 として 諸侯の 冠 に 輝 やくに 至った が、 大義の 歸 すると ころ、 正義の 公卿な かるべ からす、 公議の 發 すると こ 

ろ、 鐡 石の 志士 を 要し、 時勢い よく^ 轉し來 るに 及んで は、 形式的 地位 や、 傳統的 階級 や は、 遂 ひに お を 動 

かすに 堪 へす、 攝政 *關 白 • 議奏の 失脚 を 避け 難く、 諸侯の 返 場 も 亦た 已むを 得ざる ものと なり 来った。 人、 時 

キ； ん ほん 

^^を左右せす、 時勢、 人を掀 翻す る 勢 ひ を 生じた。  . 

次いで 登場し 來る者 は 誰ぞ。 それ は 今日まで 影の 人となり、 帷幕の 人となり、 主 侯 を 動かし、 勢カを^；^！^し來 

gl 大雄 藩主の 東に と 朝 權；！ 復 5?^，  五 七 1 
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つた、 3g の 實カ者 その 者で なければ ならぬ。 せる 哉、 皇權 回復、 皇政 復古、 維新 1：; 大の、 卽時卽 行、 .ま 體 iM 

グぞ  えし  ちからもち 

の 時代に 臨んで は 艇皇 公卿， 志士 仁人 は、 今までの 椽の 下の 力 持から 出で て、 舞裹表 雨に 现 はれ、 今までの 地 

下 潜行から 頭 を もたげて、 雨後の 简 の やうに、 地殼を 割って、 地上に つし 来った。 

いく わら そくた くしのう 

5 お倉 友 山 は、 洛 北の 幽 から、 三 條實美 は、 西 陲の誠 居から、 衣冠 束帶 して、 君 王の 傍らに 座し、 後藤 • 板 垣 

等 は阪本 • 中 岡の 後を享 けて、 土 藩 代表の 雄 者と して 現 はれ、 西 鄕. 大久保 等 は、 久光返 場 後の ili の 主役 者と 

して 登場し、 木 戶 • 大 村 •  ^藤 • 井上 等 は久阪 • 高 杉の 後 機 者と して、 百 萬の 慕 兵 を 破り、 血 刀 を 振って 進み、 

玆に 完全に、 倒幕 維新の 活舞臺 を 現出す るに 至った。 

はしご  のぼ  そくと 

舉 問と 梯子 は 飛んで：？： られ ざるが 如く、 如何に 4.1 轉の 時勢と 雖も、 一足飛びに 進 £ おする もので はない。 如何に 

俄かに 改革しても、 改革の 結 Ei- は、 一時 は 人 nn を 驚ろ かすかに 感ぜら るる も、 何時の間にか 世 t,^ は 舊に復 し、 且 

っ返ぞ き、 且つ 進み、 矢張り 四時の 序、 新陳の 代謝す るが 如く、 自然の 道 をた どるの 外 はない。 

幕府、 權カを 失して、 始めて 閣老の 威、 地に 墜ち、 諸侯、 實カを 示し 得すして、 後ち 群雄、 知勇 を 振 ふるに 至 

たす 

るので あって、 時と 處と 人と、 各 ぷ相應 じて、 時勢の 變遷、 時運の 進展 を援 くるので ある。 

くわん 

之れ を 西 I おの 偉大なる に觀 する も、 その 一日に して 長大なら ざる は、 第一 卷に說 くと ころの-. 3 鄉、 力 ニ卷？ jr れ 


てん はい やく 

るると ころの 南 洲に见 て、 讀 者の、 百 も 承知 せらる ると ころで あらう。 幾た びか 流離 颜沛の 厄に 13 ひ、 义た 幾た 

びか 撼 1:1^ 蹬の地 を 踏み、 或 ひ は 九地の 底に 落ち、 或 ひ は 命 全く 絶えながら、 ただ： 大命の 存す るあって、 ぶ 絶 

ゆるの 命運 を 一纏の 絲に繁 ぎ、 漸 やくに して、 皇政、 古へ に復 し、 維新、 ；大を 回らす の 機に 際 會し來 つたので あ 

つて、 南洲 翁が、 

贫居 傑士 ヲ生 ジ。 ， 勳業 多難 一一 顯 ハル。 

雪 一一 耐へ 梅花 麗ハ シク。  霜ヲ經 テ楓薬 丹シ。 

といった の は、 彼れ が鐵 石の 心肝 を 吐露した るの 詩句なる も、 同時に 亦た、 彼れ. in 身の 境遇 を 物語れる もので も 

あるの だ。 

ばんぶつ やく  9 よ  くわ かく  かたち 

isj 物の 逆旅 は、 單だ 大地の みならす、 百 代の 過客 は、 獨り 光陰の みならす、 來る もの は 去り、 形 ある もの は：！ { 

じ、 去來 轉變、 限りなく 盡 くるな き 中に ありて、 ひとり 萬 世に 滅 せざる もの は 何ぞ。 請 ふ 第 四卷に 出で 來る大 西 

鄕に 就いて 之れ を 春よ。 


大 西 鄕 全 傳 【第三 卷】 薩長 聯合 運動 篇 11 終-— 

g: 大 雄，. r 王 の 東上 と朝權 復述動  五 七 11 一 


- r  (I  ) 配列 は 五十音順 とす 

S  #  ^  M  riy>^. に.^. 也 i&l (二) 各項 年代 人物 • 地名の 順に 從ひ 

ル fl^  4^  nj>  ^.^/T  7^  ,tt.^」 主として 頁 頃に 從ふ 

(三) 記 敦は頁 數を現 はせ リ 


^政. 
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五 11 ャ urn 
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安政 二 年 〔乙 卯〕  一 s.sc<.epK 

安政 三年 〔丙 辰〕  10 ャ 10 ク四 六へ 

安永 四 年  一一 一六ん 

安政 元年 〔甲 寅〕  sc<. 四 <7S<11 

安政 六 年 〔己 未〕 …… い …… SC 九 へ 一一 

安政 五 年 八月 五日  四 七 一一 

安政 五 年 六月 十二 日  四な 一一 

安政 六 年 三月 二十 二日  四 ルー 一一 

阿部 關老 〔正 外〕  二 

阿部  二 丄11丄ール.5^ 


阿部豊後守 〔正 外〕… 1<丄一 一 一.IPH?  一一 KHl 干 

一 1 一 HIPS ャ四ケ 111? 一一 ー五四 

ァ I 'ネスト • サ トウ  一 ル is 一一 

飛鳥 井中 納言  望 一一 一 

赤松 左 京  £< 

會津容 保  六 < 

淡路 〔毛 利〕  七 四 

安藤 閣老  ルー 

赤极 武人  10予ー 二 一 

阿部 豪 1  ニー  11 

足 利  11 一一 0.111 一一 

安島 帶刀  IMl 
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一一 一 一一 
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阿部 主計 頭 〔阿部 正方〕  營 S 




有 馬 中 務大輔 〔有 馬慶 賴〕. 

阿部 正方  

有 馬慶賴  

安藝 守 〔松 平〕  

飛鳥 井傳奏 〔中 納言雅 典〕. 

安達 十 郞右衞 門  

阿部^ 勢 守  

愛宕 通 致  

愛宕 通 旭  

粟田 宫  

晃 〔山 階宫〕  

淺野茂 長  


…： 雪 

…： ml 一六 

…： 雷 
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…： 種 
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…： ■ 

：… 四 HS 

…： 四 S3 
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靑山 忠良  七 

阿部 正弘：  四六ル 

安藤 對馬守  さ 


第 三 卷 索引 


ァ 


第三 卷 索 引. 


ァ— ィ (ヰ) 


二 


较 小路 有 長  S へ 玉 

有 栖川中 務卿宫  四 かれ 

有 栖川帥 宫熾仁 親王  五 00 

秋 月種樹  塁 < 

會津… ャ 1? 六 三き •  U0- 5  •§ 六- 

一一 一二 丄1 一 1<丄 一 5SS0.SS ゼ 

熱 海  …ニー  1 

亞米利 加  一一 一四 .四 か .11 お 

^  .0 

赤間關  …… ^.  一  S 一一 

近江屋  へ 六 

會津藩  1§.ーーか<.四六0 

阿波 藩  11 一一 

近 江  ニー 一一 

朝 倉 三 郡 〔上座 • 下座 • 夜 须〕  1 四 一 一一 

赤 間  一 110 

安藝 廣島藩  一一 一一 一一 一一 

阿波 德島藩  一一 一 一一 五 

安藝  SOO.SO 六 .sso 

熱 田  EISO 

阿波  四 so 
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岩 下方 平 〔佐 次右衞 門〕… 一ーーれ6丄10 ヤー 憂 • 

IgHll 一一 亍藝 HllBK.Sg 
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井 价直弼  

池 內藏太 〔細 川 左 馬 之 助〕. 

石 田英吉  

板 垣  


…… さ 丄 一一 さ 
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岩 倉具堯  
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 1 五ね 
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院 〔天 璋院〕  1101 

井上 少輔  1  一二 

井上 〔少 輔〕  1111 

市 六 〔市來 六左衞 門〕  一一 1< 

ョ藤韋  llSS 

岩 下 次 右衛門   一一 S や 一 5 ラー 一一 SO 

伊地知 正 治   一一 S や ilHj 一一 .1ーさ一 

伢集院 金次郞  1ー五ラ1511 

$i 九 三  Is 

井 您四郎  1ー<  ゼ 

市來 勘十郎 〔松 村 淳藏〕  一 IHi 


磯永 助 〔長澤 鼎〕  IP? ぶー 

郁 君 〔忠 熙〕  11<1ー 

伊集院 兼 直   一 KS 一 

板 食 伊賀 守… 1 一九 六 .llm 丄1ー<ャ一 一一 ル亍 §ー一.星1マ . 

五量 

板 勝靜   一 so.l 一 R 一一 .£<五_ 

井上 僦後守  一 ilOil 一 

今 田靱負   一一 一 0ー11 一 

井伊 掃 部 頭 〔井伊 直憲〕   一一 一 lis. 一 一一 七 11 j 

井^ 兵 部少輔   一一 一一 si 

市藏 〔大久 保〕  臺： 

板 倉閣老 …； 一 一誓 .11 匿 .ー 一 K1 .ーーーへ£.20 か .3¥ .. 

壹州 〔小 笠  一一 一  soj 

井 斩直憲  一 一一 sill 一 

池 田 统後守  一一 g.s 

池 田 〔统後 守〕  一 一一 fs.l 一 ー量 

岩 太夫 〔岩 下方 平〕  登ぶ 一 

市來六 左衞門  一ーー六 二 

市來  E1, 

家康  ー11 さ H 一一 六公五ーゥ五 一 ー< 一 

家 光  一一 一六 一一 一 
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東 瑶川院   一一 Hfi 

東  一一 一六 四 

渭川院 ：  一一 一六 ウー 一 ー七六 

石 川玄貞   一一 5C 

家齊  一一 ま 

家慶  一一 一六 ケ£六< 

井伊 〔直 弼〕   一一 rnH 一 K0 

井伊 大老  一一 一 さ •£ 六ル .四 七 一 

有德公 〔德川 吉宗〕  ：   一一 一 ± 

祐玄 〔大 淵〕  一 

家定  1 一一へ o.sw 
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井上馨  四 一 五 
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池 田慶德  四さ 
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地 知 〔壯之 lgl〕  五一 一一 

一 條 左大臣 〔赏 良〕  M へ 

稻葉美 濃 守  量 一一 一 璧 

一 倏 大納言  五 五一 一一 
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一 *會  一一 R 
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岩國藩  IHR.Sn 四 
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間 五月 五日 〔慶應 元年〕  R れ 
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七月 〔慶應 元年〕 ：…  一一 UMlil 

十月 三日 〔慶應 元年〕… 憂 丄 一 K.l? 一  一 一八 .ー11 ル 

十月 二日 〔慶應 元年〕  一一 K 

十月 日 〔慶應 元年〕 ……  一一 K.lu.lc 六 .ー一ーケ 

一一 一 10丄ー1 一一 1 

十月 七日 〔慶應 元年〕  四 0.S 六 

十月 五日 〔慶應 元年〕  き于 四 さ 

十月 朔日 〔慶應 元年〕  

十月 一 曰 〔慶應 元年〕  ：ム 八 

十 一 日 〔慶應 元年 十二月〕  六 四 

十五 日 〔慶應 元年 一 月〕  六 六 

四月 二十 二日 〔慶應 元年〕..  六 六 

vf: 〔乙〕 a 歳慶應 元年  六 六 

四月 二十 五日 〔慶應 元年〕  六 六 

十月 中旬 〔慶應 元年〕  六 < 

十月 二十日 〔慶應 元年〕  六 八 

十月 二十 五日 〔慶應 元^〕  六 八 丄 一一 八 

十 一 月 十九 日 〔慶應 元年〕  さ 一一 

十 一 月 二十 曰 〔慶應 元年〕  sjj,! 

十 一 月 三日 〔元 治 元年〕  10S 


十二月 二十 三日 〔元 治 元年〕  1§ 

十七 日 〔慶應 元年 二月〕   一 § 

四月 七日 〔慶應 元年〕  1Q 五 

十月 〔文 久ニ 年〕  一 ◦ 九 

十二月 〔丈久 二 年〕  Ig 

七月 〔甲子〕 〔元 治 元年〕 …… ニー  ニー 一  K.IM ケ 

四 さ 

十七 日 〔元 治 元年 三月？〕   二 11 

十 一 月 二十 八日 〔元 治 元年〕  二 四 

十二月 三日 〔元 治 元年〕  二 六 

十二月 四日 〔元 治 元年〕  二 六 

十二月 五 • 六日 〔元 治 元年〕  11 六 

十二月 十 一 日 〔元 治 元年〕  ニ< 

壬 戌 〔文久 二 年〕… 一ー一ー三ー一へニ 一一 ケ  一一 一一 £丄ー零 

壬 戌 七月 〔文久 二 年〕   一一 

正月 元日 〔慶應 元 i^〕  IS ル 

正月 二日 〔慶應 元年〕  ■ …：  一 S ル 

四月 二十 六日 〔慶應 元年〕  S ル 

十三 日 〔慶應 元年 四月〕  S ル 

四月 二十日 〔慶應 元年〕  IIP ん 

十九 夜 〔元 治 元年 七月〕  一六 § 


櫻 鳥 丸  1<  1.1 一一 一一 一一 

 S-K 六 

關   一一 0 ヤー 一一 四 

：  ニニ  .1 需 丄 一一 一一 ヤー 5 一 •！ 一六 ケ 

佐賀藩  一 1 1 ーラ 臺<  • 一一 一一 一一 ケ 8  •  §  •  HI 六 < 

 11 一一 一 ヤー 墨 .ー一 六 八 

 IMM.ls ケ 1 一 五一 .ss 

桑 〔桑 名〕  1ー1^1ゼ 

造士館  S 六 

薩摩處 兒鳥藩  一一 一一 一 六 

薩. 長 • 肥  看 一 

サラ シス 號  一 一一 五 a 

宰府  一一 一 ls.§< 

薩 *長* 英   一一 一 HK.Ml 

篠山藩  四 S 

櫻 田 門  SC 九 

坂 下 門  四 さ 

山 頭 堂  

薩 .長 •  土  • 越  S 四 

薩 •  土  nn へ 六 八 

薩 • 因 • 備  き ー< 


七月 十六 日 〔慶應 元年〕  1 ズ 

十七 日 〔慶應 元年 七月〕  n<,H ル 

十九 日 〔慶應 元年 七月〕  1ズ 

七月 十九 cr 〔慶應 元^〕   KO.S 臺 

七月 二十 六日 〔慶應 元年〕  UO.Silil 

七月 二十 八日 〔慶應 元年〕  U1 

十二月 六日 〔慶應 元年〕  1100 

十一月 十一 日 〔慶應 元ギ〕  110M 

十五 日 〔慶應 元年 五月〕  110 ヤー ニー 一一 

十八 日 〔麼 應元ギ 五月〕   一一 一 三 一一 

十五 日 〔慶應 元年 二月〕  11 二 

十二 日 〔慶應 元年 五月〕 ；…  ニニ 一一 

四月 〔慶應 元年〕  

十二月 十九 n〔 慶應 元年〕  Ill ヤー lis 

十月 十八 日 〔慶應 元年〕   一二 < 

十 一 月 十七 日 〔麼應 元年〕  一 11ーー11 

十二月 九日 〔麼應 元年〕  さ 一 Hf 

十二月 二十 一 曰 〔慶應 元 J^〕 …… 一一 一一 一六 

十一 一月 〔麼應 元年〕  11ー一 ヤー ま 一一 一 

十 一 月 〔慶應 元年〕  11 臺 

十二月 二十四日 〔慶應 元年〕 …… 1 養 丄 一一 一四 

正月 七 》! 〔麼應 二 年〕   一一 一一 K 


正月 八日 〔應慶 二 年〕  一 1111 ヤー 一一 一一 ル 

十六 日 〔慶應 二 年 正月〕  一 固 .ー1£ 六 

十七 日 〔慶應 二 年 正月〕  § 

十八 日 〔慶應 二 年 正月〕   一一 六 

十九 日 〔慶應 二 年 正月〕  1 一 1予ーー2 九 

正月 十日 〔慶應 二 年〕  一 ISC 

正月 二十日 〔慶應 二 年〕  11 四 < 

正月 二十 一 日 〔慶應 二 年〕  一 13 ル 

正月 四日 〔慶應 二 年〕  t 一一 H 一三 11 

正月 念 三 〔慶應 二 年 正月 二十 三日〕… 0 

正月 五日 〔慶應 二 年〕   一 HC 六 丄一七 一一 一 

正月 二十 二日 〔慶應 二 年〕  §£00 

正月 十八 日 〔慶應 二 年〕  11六 八 

十九 日 〔慶應 二 年 十月〕  11 六 < 

正月 二十 三日 〔慶應 二 年〕：.  一 R や 一一 一一 10丄1  一二  I 

正月 二十 九日 〔慶應 二 年〕  1P5I 

四月 二十 一 日 〔慶應 二 年〕  一 一 八 I 

四月 三日 〔慶應 二 年〕  1KH} 

四月 五日 〔慶應 二 年〕   一一 04 

四月 四日 〔慶應 二 年〕  一 ー《.ーー一ー一ーー一 

十 一 一 月 〔慶應 二 年〕 … … 一一 化 丄 一一 六 一 .i.M^O. 


正月 〔虔應 二 年〕  ，：• 一  IDf.lllli^s さ 

正月 二十四日 〔慶應 ニギ〕  一一 一一 一一 一一 

四月 十日 〔虔應 二 年〕  一一 111 六， 

四月 十四日 〔慶應 二 年〕   一一 一一 PHil 一 1<ー 

七月 二十日 〔麼應 二 年〕 …… 臺チ ss.sl? 

SI 自 

十七 曰 〔慶應 二 年 六月〕  一一 一？： g 

七月 〔慶應 二 年〕   一一 一 Is. 一一 一 ルケ S00: 

七月 十日 〔慶應 二 年〕  一一 sops- 

四月 〔麼應 一 一年〕  一一 一六 IIHIIKS.IIHOHIPS  ： 

七月 二日 〔慶應 二 年〕  一一 一六 叩 一一 一六 14 

十 一 一 日 〔麼應 二 年 七月〕 …… ーーー六予ーーー六ゥー11 

七月 十五 日 〔度應 二 年〕  11 ーヌ 

十 ral 日 〔麼應 二 年 七月〕  一一 一 K クー 一 m 

七月 朔日 〔慶應 一 so  一 一 

十七 日 〔慶應 二 年 七月〕 … … 一 11 六 ヤー 一一ぶ 六 .llm 一 

十九 日 〔慶應 二 年 七月〕 …… 一一 一六 セ 丄ーーゼクーーーゼ ャ 

七月 一 日 〔慶應 二 年〕  一 ip? チ 

十三 日 〔慶應 二 年 七月〕  一 一 ps.l 一 PHC 一 

十五 日 〔慶應 二 年 七月〕  

七月 五日 〔麼應 二 年〕   一一 六 一 

七月 六 曰 〔鹿 應ニ 年〕   一一 P? さ 
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十六 日 〔慶應 二 年 七月〕  一一 IH 

七月 七日 〔慶應 二 年〕  一一 ーセ六 

十 一 日 〔慶應 二 年 七月〕  一一 一ぶ 六 

十月 二十 三日 〔慶應 二 年〕   一一 PJ お 

十二月 十九 日 〔慶應 二 年〕   一一 m 

七月 二十 三日 〔慶應 二 年〕   一一 一 <3丄 一一 0? 

七月 二十 六日 〔慶應 二 年〕  一 一一 化 

十二月 五日 〔慶應 二 年〕 ……  一一 K ケ sell. 四 さ 

七月 二十 八日 〔慶應 二 年〕  一一 一 ル< 

十 一 日 〔慶應 二 年 八月〕  四 00 

十六 日 〔慶應 二 年 八月〕  g 予 30 七 

七月 二十 九日 〔慶應 二 年〕  四 二 

七月 十七 日 〔慶應 二 年〕  S 四 

十九 日 〔慶應 二 年 八月〕  四 一四 

十月 一 日 〔慶應 二 年〕  Ga 

十月 十八 日 〔慶應 二 年〕  四六一 

十月 二十 七日 〔慶應 二 年〕  sa 

十 一 •  二日 〔慶應 二 年 十二月〕  四 六 一一 一 

十五 日 〔慶應 二 年 十二月〕  SC 一一 一 

十六 日 〔慶應 二 年 十二月〕  S1 

十二月 二十 五日 〔慶應 二 年〕  四 さ 一 

十二 日 〔慶應 二 年 十二月〕  ES 


十七 日 〔慶應 二 年 十二月〕  £六ー 一一 .ss 

十二月 二十 五日 〔慶應 二 年〕  

十二月 十五 日 〔慶應 二 年〕  H.HI 

十 一 日 〔慶應 二 年 十二月〕  so- 

十三 日 〔慶應 二 年 十二月〕  

十四日 〔慶應 二 年 十二月〕  四 六 If! 

十九 日 〔慶應 二 年 十二月〕  so- 

七月 二日 〔弘化 元年〕  四 S 

正月 二十 六日 〔弘化 三年〕  sea 

十月 〔弘化 四 年〕  四 W 

十月 十三 日 〔弘化 四 年〕  四 S 

四月 五日 〔嘉永 三年〕  四 六 

十 一 月 十 EI 日 〔嘉永 三年〕  EI 六へ 

正月 〔嘉永 五 年〕..  四 六 八 

十月 二十 三日 〔嘉永 六 年〕  SC 八 

十 一 月 二十 七日 〔嘉永 六 年〕  sc< 

十二月 二日 〔嘉永 六 年〕  sc< 

四月 六日 〔安政 元年〕  S 六へ 

十六 日 〔安政 元年 四月〕  S 六 八 

正月 〔安政 二 年〕  四六< 

十月 〔安政 二 年〕  

十月 二日 〔安政 二 年〕  四 六 < 


十 一 月 二十 三日 〔安政 二 年〕  四 六へ 

十二月 〔安政 二 年〕  S 六 < 

七月 〔安政 三年〕  n< 

七月 五日 〔安政 三年〕  四六< 

十月 二十 一 日 〔安政 四 年〕  ル 

四月 二十 三日 〔安政 五 年〕  四 六れ 

七月 六日 〔安政 五 年〕  S 六ル 

十月 二十 五日 〔安政 五 年〕  £ 六ル 

正月 〔安政 六 年〕  SC ル 

七月 〔萬延 元年〕  四六 ル 

十 一 月朔日 〔萬延 元年〕  四六 ル 

四月 〔文久 元年〕  

十月 十七 日 〔丈久 元年〕  £ 六れ 

十 一 月 十五 日 〔丈久 元年〕  れ 

十二月 十 一 日 〔文久 元年〕  ル 

十二月 十三 日 〔文久 元年〕  四 六ね 

正月 十五 日 〔文久 二 年〕  四 さ 

四月 二十 一！； 日 〔文 久ニ 年〕  四 さ 

七月 六日 〔文久 二 年〕  四 さ 

七月 二十 二日 〔丈 久ニ 年〕  £ さ 

四月 十 一 日 〔文久 三年〕  四 さ 

七月 〔文 三年〕  …： EWO 


十二月 二十 七日 〔文久 三年〕  四 ざ 

十二月 〔元 治 元年〕  S さ 

十月 〔慶應 元年〕  四 さ 

十月 〔慶應 二 年〕  a  ^さ 

七月 七日 〔安政 五 年〕  四 七 一 1 

十 m 日 〔安政 五 年 七月〕  四 さ 1 

十七 日 〔慶應 三年 正月〕  

正月 二十 七日 〔慶應 三 igO   S<B1 

十六 日 〔慶 應三ギ 二月〕  S 八お .五一 四 

十八 日 〔嘉永 三年 十二月〕  i 一 

正月 二十 三 口 〔慶應 三年〕  ISO 

正月 二十 五 曰 〔慶應 三年〕  ISO 

正月 二十 九 口 〔慶應 三年〕  HjOI 

正月 〔麼 應； 一： 年〕  き 一一 一 

w 月 〔慶應 三年〕  BIO 六 

十七 日 〔慶應 三年 四月〕  Is 六 .Mllp? 

四月 二十 一 日 〔慶應 三年〕  ujs 

十三 日 〔慶應 三年 二月〕 …… ko ケ m  二 

十五 日 〔慶應 三年 二月〕  Bjlll.l-m 

十四日 〔慶應 三年 三月〕  き 一四 

十七 口 〔慶應 三年 一一： 月〕  さ 13 

四月 十二 日 〔慶應 一一； 年〕  Hjlsj 


四月 二日 〔慶應 三年〕  き 一予 

十二 日 〔麼應 三年 S: 月〕  MlllMf! 一一  1< 

十五 日 〔慶應 三年 四月〕  MIS 

十六 日 〔慶應 三年^ 月〕  き 手 |§? 

四月 十五 日 〔慶應 三年〕  Hjllp? 
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丙贫丸  一一 一四 11 一 

へ セルへ ント號  11 ー五ゼ 

^来  望六 

米  sc<.s 六 や S<0 


米 • 佛 • 蘭  四 さ 

S 

戊辰 〔明治 元年〕  一一 

戊 午 〔安政 五 年〕 …… な 一 *11ーク一五了£ーーーャ3± 

寳曆 元年 六月 サ日  一一 ー六< 

寶曆七 年 七月 七日  一一 一六へ 

細 木 元太郞  ニー 一一 

細 川 左 馬 之 助 〔池 內藏 太〕… 11  一一 一 六 • 

言 

堀 次郞 〔供 地 知 貞馨〕 … 1 11， 一 塁 • 一 §.i 

北倐   一一 一一 0丄ー一ケ11  一二 

堀 小次郞  一 謹 

堀 〔次 郞〕  一 塁 ニ五3 

細 川 〔左 馬 之 介〕…  一一 SJHS 六 .lis ケー 一六 <s ル 

堀 眞太郞  一 一 六 丁1ー< ク 1H? 一 i 

堀 壯十郞 〔高木 政 六〕  一一 ま 

堀 直次郞  iK 五 

堀 平 右衞門   一 KUMK 六 

北條 瀨兵衞   一一 一 0 六 

細 川 越 中 守 〔細 川慶 順〕  一一 一一 一 五 

細 川麼順  一一 Iss.s さ 


カメ ノ. a  / 

本能 寺  im 

寳滿山  iK 六 

北海道  lillM 

墨  S 一一 一一  .s 一一 一 一一 .@ーケ2 七 一一 

北國  SK 

【マ】 

萬延 元年 〔皮 SO 七月  ^ 

萬延 元年 〔虎 申〕  S 六ル 

松 平 春嶽 …… 一予1 ャ U5 ャ六予 六 ヤー g セ .11 一へ S. 

一一 ー<¥ー 一  g.g 亍 il.sn  一一  ios. 

mo 六 • き 一一 一 •  M 一 一予き 一 ^ la ケ蛋 一一 一 it  • 
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本 庄宗秀 〔松 平 伯 者〕 

本 皮 〔宗 秀〕  

堀 内 信  

堀 M 備中守  

穗波輕 度  

堀 田正睦  

堀川 紀子  

堀 河展親  


毛 利 敬 親  

毛 利大膳 〔敬 親〕：： 

松 平 周 防 守 〔康 直〕. 

松 前 伊豆 〔崇 廣〕： ： 


二き 一 .1ー九予ーーー六一 

…… 一一 一 一.nM.ll き 丄 一一 0 一一 一 

 llli 

ニー ケ 一一 K> 一一 一一 三 一 H£ ヤー 一 Mi 


ま 


松 平 越 中 守" 

松 平 肥 後 守. 


 S 一一 一  .11 一一 •mBS 

 四 一一 一 

 S 七-四へ 

松 平 伯 州  S ゼ 

松 平 伯 者 守  四<.四々1?ーーー0六丄ー靈 

松 平 〔伯耆 守〕  九 

松平容 保… 1? 一一 locH 一へ s.l 一一へ m.sol.sg へ 五 

松 野 孫八郞  さ HilOl 

毛 利淡路  ^ 

毛 利 …… <0111かニ五0.1さ一.ー11ーャ11ー01.ーーー1<. 

雪 丁  Ip¥lss 六へ 

間 崎滄浪 〔哲 馬〕  Is 

馬 瀨市郞 助  二 111 

眞木和 泉  ニー 一一 

眞木外 記  ニー 一一 

益 田  11宁ー03 

松 平茂久 〔修理 大夫〕  11 一四 


松 平齊彬  Ill 四 

松 尾但馬 〔相 永〕  11 一七 

正 成 〔楠〕   一一 一一 0 

毛 利 父子  一一 一一 ャ SSI 

松 平大膳 父子 〔敬 親 • 定廣〕 …… m<. 一一 一 00 

毛 利定廣  Ifs.lMl 

松 子  1六0 

前 〔前 原彥 太郎〕  一究ニ< 一一 

前 原 彥太郞  一へ {>1 さ 丄一 一 10 

松 音 〔松原 音 三〕  1 三 一一 

毛 利 元 就  1 一き 一 

前 田恭齋  一一 W ル 

町 田 民 部久茂 〔上野 良 太郞〕   一 PHC 

町 田 謙次郎 〔淸水 謙 次郎〕  1ー七^ 

松村淳 藏中將  11 お 

町 田 申四郞 〔塩田 權 之丞〕   一一^ 

毛 利 敬 親父 子  一一 化 ま iss ぶ 

末 家  一一 さ 丄 言 一 

益 田 右 衞門介   一一 一 00.1  一一 0 一一 一 

牧野 若狹守   一一 一 01 一 

毛 利 伊織  一ー10 一一 一 

毛 利 長 門   一一 一 0 一一 一 


毛 利 興 六   一一 一 01 一一 

前 原 一 誠  ー寶 

毛 利 興 丸  一一 一 S 

松 平 安藝 守 〔茂 長〕   一一 ー0宁ー 一一 一一 一一 一 

松 平 修理 大夫 〔島津 茂 久〕…  一一 一 0< • 一一 一一 ーク臺 一一 一 

松 平 近 江 守  一一 一一 一一 一一 

松 平 三 河. 守 〔松 平慶 倫〕  營四 

松 平 越 前 守 〔松 平 茂昭〕 ：… ■•  一一 一一 一四 

松 卒備前 守 〔池 田 茂 政〕  一一 一一 一四 

松 平 右近 將監 〔松 平 武聰〕  一一 一一 一四 

松 平 因幡 守 〔池 田 慶德〕  一一 一一 一四 

松 平 W 羽 守 〔松 平定 安〕 …… •  一一 一  11 四 

松 平 隱岐守 〔久 松滕 茂〕  一 一一 S 

松 平 式部 大輔 〔久松 定昭〕  一一 lis 

松 平安 房 守 〔蜂 須賀 齋祐〕  一一 lis 

松 平 壹岐守 〔松 平 滕吉〕  一一 一一 1W 

松 平 美 濃 守 〔黑田 齋溥〕   一一 一一 S 

松 平 肥 前 守 〔鍋 島 茂實〕  一一 lis 

松 平 主 殿 頭 〔松 平忠 和〕  一一 一一 一六 

松 平滕成 〔久松 家〕  一一 一塁 

松 平武聰  

牧田貞 明  10 六 


前 田慶寧 …… ••  四 MA 

松 平慶倫  四 さ！ 

松 平定 安  四 さ 

松 平慶永  S さ. 五一 ーャ 

松 平定 敬  S さ •£ 八 Hij 

雅子  S 六 ま 

間 部詮勝  S 六 ルー 

問 部下 總守  四 さ 一一 

前 田  四 

理宮 〔マサノ ミヤ〕  g ルー 11 一 

萬 里 小路  四 ル<ー 

^里 小路 前 右 中辨博 ia§  §0 一 

松极導  MlMil ゼ 

松 根  wsil< 一 

松 枞國老  nn< 

松 平容堂 〔山 內〕  星 六 五 0 一 

松 平 大蔵 大輔 〔春 嶽〕  逢 0 一 

松 平 紀伢守  W 六 ルー 

末 藩  七 T1S_M1 一 111 一 

松 代  八 s*10 ル 

松 山 藩  m  一一 一  .5さ 

滿  罝<  一 


松 江審. 


四 さ 


【ミ】 


三日 〔慶應 元年 十月〕  一一 一六： 

水無月 十日 〔慶應 二 年 六月〕  一一 一二 一 

蓑 田  二  .一 亍四 11: 

蓑 田 傳兵衞  一ーーーニ九<丄100.ー§.1ー0六ー 

ミ 二 ス トル  一 一?1< 四 •！ へ }il 

ミニ スト ル • レオン •  ロセフ  一一 0、 

水 野癡雲  さ 丄 一一 一二； 

三 上三郞  10 マ 

三 好 〔一一 一吉〕 內藏之 助 〔周 亮〕 …… 10予1 一二 


道 正 


i 


宫 本武藏  

三 瀨深造  

三吉 〔愼 藏？〕  

三 吉周亮  

水戶故 前中納 言…. 

蓑^ 長暢  

三 好 〔内 藏助〕 ……- 

三 好 軍太郞 〔直 臣〕. 

1 裏 


 10< 

 ニー 一一 

 11ー0 

 ヨ 

 Is 

 R< 

 1 ニー 

•1111 ヤー 一 一一 1SH1 一一 一六 


三 吉愼藏 …… 一画 .1 一四 六 丄ー！？ーーさー丄 一六へ 丄1<ん- 

S 

三吉 〔愼 藏〕： まれ .ー5 丄ーさー .1 ま.  一 一 5  • 

三 雲 藤 一郎  IKm 

水 野 溪雲齋  一一 八 m 

水 野 忠誠  音 六 

光貞  11 一六へ 

水戶公  11 一へ < 

水戶贈 大納言  四 一一 一 I  .SI 一一 六 

水 野 越 前 守  S 一一  六 

道 孝 〔九 條〕  £ls 

壬 生基修  き0 

水戶  か .1110 人 S ん 0 ニー  PJ.l さ 一一 

三 田 尻… 一 OEM 四亇 ズ予 51 •  • 1 二へ • 一 一一 lis • 

三奈木  IS 六 

宮市驛   一二へ 

水口 藩  lis 

三 邦 丸  一一 さ ーラ璧 ム .5ー0.き13 

宫津藩  S 

三瀨川  一一 一七"、 


笫三卷 索 引 


マ —ミ 


四 三 


第 一一 一 卷 索 is- 一 


ミ —ム— メ— モ— ヤー 
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六日 〔慶應 元年 閏 五月〕. 

六日 〔慶應 二 年 正月〕：： 

室町 〔時代〕  

六日 〔慶應 三年 二月〕…. 

六日 〔慶應 三年 五月〕…. 

向山 一 履 〔隼 人 正〕 ……- 

村 田 巳三郞  


s 一六. 四 一一 K 


一三 一一 .111四 

…： i 

…： Is 

…： §11 一 

…： Bj 一一 R 

 WK, 


宗城 …… 六 O.BS.BSilKS 一一 lislsss* 

村 田藏六 〔象 六〕 〔大村 益 次 郞〕… ？ 一一 0- 

村 田淸風  10< 

村 田 新 八 …… 一四 さ 蓬 .1 需 is ケ 8 一  .In? 

村 田 〔新 八〕  5 へ .lis 

村 田 〔藏 六〕  1 おへ 

村 橋直衞 〔橘 直 助〕  

室賀 伊豫 守  一一 10 一一 

村 田 次 郞三郞   一一 一 0 六 


宗直 ……- 

宗將 …… 

睦仁 親王 

武藏 野… • 


一一 一？ 一一 一六 か 

…： 霞 

…： 一 一ーズ 


7】 

明治  一六 ニ01.ー 一一 一 四 .a さ へ 一一 一 .11 ル 四 

明 和 二 年 二月 二十 六日  一一 一六れ 

明治 三十 九 年 八月  H ル 

明治天皇  S さ .SSI 


【モ】 


主 水 〔井上〕. 

森 寺 大和 守. 

祧井春 藏…. 

元 周  


丄, 

10 ルー 


毛受 庫之助 〔モズ 〕• 

毛受  

木圭 〔桂〕  

閗多 〔井上〕  

閜 〔井上〕  


零 m< 

…： m< 

…： 5 

Ul 亍 U 五 

…： 5S 


森 金 之 丞有禮 〔澤 井鐡 馬〕. 


Is 


モ ン ブラ ン  

茂 承 〔モ チッ グ〕. 

元 千代 公  

紀子 〔モ トコ〕…. 


一言 丄 一 萬 

…： 露 

-…： 一一 ー<< 

-…： il 


【ャ】 

八日 〔慶應 元年 二月〕  10予1 ニー 

山 階： g …… お .31 一 や ssll.sls.sM.S さ i 一一 一 ャ 

應ー 

山 內容堂  一 宁 きん <•§!• 

山 口 〔駭河 守〕  一 八 

山 口 駿河守 〔直 亮〕  一一 三 一一 ク 五一 

大和 〔井上〕  四 一 

山 ロ泉處  四 a 

山縣某  <1 

柳 井储次  た 

安岡 金 馬  101.  一 ニー 一 

山 本復 輔  101 

安田 嘉久間  11 一一 一 

矢 野相模  ISC 


山 田 宇 右衞門 …… 一七^1<{>1<  ラー 八， 一 さ • 

1 ル四 

山 田 新 助 〔井上〕  ズ 0ニ さ 

山 口 某  1<0 

山迂 〔山 田 宇右衞 門〕  一 へ ー11 

山 田 〔宇右衛門〕  1<  四 二れ BMlso 

山 縣狂介  11 一一 四 

山縣 〔狂 介〕  1 一一 一四 

山川  llllK 

山 本 權兵衞 伯  11 ま 

山 縣半藏  一 一一 0 六 

山 田 孫 一 郞  11 一 Is 

柳 生 但馬守  nm 一 

養 春院 ……  一一 一七ぶ 

柳-ぬ 光 愛  S 四 四 .5 八 五 

山 內璺信  S さ ilp? 

山內  四ぶ 14 

大和 守 〔戶 田〕  四へ 一一 一 へ m 

山 階 官晃 親王  § 一 

山 €： 作次郞  14ニ 

山內 〔作 次郞〕  Hnll 

山內 一 璺  S 六 


柳 原 新 大納言 〔光 愛〕. 

柳 原 大納言  

山內家  

山縣 〔有 朋〕  

山 崎  


：… 養 

量 一一 .五量 

…： 五六 ゼ 

：… 五 さ 


山 口… i5111.i?< 三 151 さ .3ニ七亍11ーれ*ー 

11 一 ICHllls.s 一一  .1 一一 1 一四. 一 一一 一一 ウー 5.1 一き •： 

11 た *31< 

山ロ狨  さ 一一. 一一 さ- 

大和 …… -?I11KH111HSS<.§1.S 臺 .s 一一ず 一 

はズ  一 

陽 明 家  一議 一 


1 き 1 


nut . I I 

私パ  

山川 〔揖宿 郡〕 - 

^  


…： 垂 

11 六 八 ilu 

…： 13 


養 賢 閣. 
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き 


【ュ】 


靱負 〔中 极〕  Ill ャ 

湯 池定基  一一え 一 

湯 田  ョ 1 六 

【3】 

四日 〔慶應 元年 十月〕  き 一 

四日 〔慶應 元年 五月〕  lull; 

四日 〔慶應 二 年 三月〕  11 さ 一一： 

四日 〔慶應 二 年 四月〕  iKM; 

四日 • 五日 〔慶應 二 年 七月〕  一 一一^ 

撗井小 楠  10 人 3丄0<丄1<111 

吉 井友赏 〔幸 輔〕 …… lis 丄 ！<•  一  Kx.llwl* 

1 垩 .ー§.ー一 主 ラー 1<0丄一へャーーー<亍き11， 

慶せ 一： 〔ョ シ ノブ〕 …… 1ー八上ーー0.臺.ーー¥ーーー亇11ー<* 

四 9S  一一  *四チ 四 六 二  <• 一一ん 予ー一 ルクー 

一一 Is.llu 三 1U1V11S.115  .ー 一一れ <丄ーーか か • 一 

S00  •  SO  I  •  gl  一. SO  一  一一  •  SOS  •  som  •  g ク i 

四 0 ャ slo.sl.sll.Bll 亍は Is.sll ぐ 

1. SSI •  s  .1. S き 一 •  s  •  3!<?<  • 

l.ra^T§.  S さ . s  • さ 一六 • さー<  ノ 


第  一二 卷 索引 


ャ— ュ -1 ョ * 


g: 五 


第 三卷索 1^: 


3— ラ— リ 


四 六 


暴 一一 .きー五.きーケ§1 .Hj 四 ll.lssns* 

i.i.s.i.i 

容堂… ms.s. 化 .Hlgil 亍 Ml 一一 一 六 • 

M  H  •  S 八 • -き ャ 0^  •  M  K  • 园 一一. M 曼 • 

吉井 〔友 實〕 〔幸 輔〕… HR.ffj ャ六ャ 1SH 化 • 

110 ヤー 一二  • 一一  1 11 • ーー一さ一 •  S か <  •  §1 •  BKM  • 

吉井 幸輔… さ.六<.10予一四 亇 11 二 

ーョ 

慶永  六 0 

吉田松 陰  <gMO<*l§.sc れ 

橫井 平四郞  か 四 

吉田淸 右衞門  1§ 

義貞  1 一一 10 

橫井 〔小 楠〕  K ル 

吉 村莊藏 〔供 藤〕  …： I へ 0.1 さ 

吉田 代官  1 一一 11 

吉田巳 次淸成 〔永 井 五百介〕  1PJ 六 

吉原 彌次郞 〔重 俊〕   一 

慶福  一一 一六 八 .ーー一六 か 


賴宣   一一 Hc< 

賴職  一一 R< 

吉宗   一 E<. 一一 一六れ 上 一一 さ 一 

賴純  一一 一六 < 

賴致  ：： 一一 一六 < 

賴淳  一一 ま 

賴學  一一 ま 

賴倫  一一 ま 

賴貞  一一 ま 

慶賛 〔黑 田〕  四 六 0 

慶子 〔中 山 一 位 局、 明治天皇 御 生母〕 

 s¥s?gl.g 一一 

順子內 親王 〔ヨリ コ〕  四 S 

豫州 〔伊達〕  星 六 

淀川  、.  S 宁 InpMm ル 

吉野  二 四 

歐羅巴  l£c 

吉田  Ill ル 

淀 ：…   一一 nfMS 一一 

淀 藩  ーー四五 

吉岡 飛雲莊   一一 一 S 四 


米澤  四 四0 

【ラ】 

老子  <六 

賴三 樹三郞  一五0 

ラウダ  Is 

蘭  Is. 六れ 丄一七予ー一 お .3六< 

洛西  S 

洛外 岩 倉 村  11ー11 一 

洛北岩 倉 村  Ill 六 

【リ】 

龍馬 〔良馬〕 〔阪 本〕： 人予 《人 ケ.^ 一一 一ん S ん六 • 

欠 • 化 •  5 一一 マ 一六ャ  一 ニケー 11 一一 丁 一一  1 一一 一一. 

龍 〔阪 本〕  1 まか .1ー六0 

龍祖 〔龍 山 公 .德 川 賴宣〕   一一 一^ 

李 世 民  四一ーー< 

良 之 助 〔長 岡 護美〕  Is ケ HHS.ftm 

琉球  1 一 化 .s 六亇 SC 八 


【レ】 


レヲン •  ロセッ 


烈公  

了 助 〔黑 田〕. 

蓮月尼 ……， 

靈源寺 ……， 


〔口 1 


六月 六日 〔文久 元年〕 ；…. 

六月 〔慶應 元年〕  

六月 六日 〔麼應 ニ^〕 ……- 

六月 二日 〔慶應 二 年〕 ……- 

六月 五日 〔慶應 二 年〕 …… 

六月 七日 〔慶應 二 年〕 ……， 

六月 十三 日 〔麼應 二 年〕：： 

六月 十六 日 〔慶應 二 年〕…. 

六月 十七 日 〔度應 二 年〕：： 

六月 朔日 〔麼應 二 年〕 ；…. 

六月 〔麽應 ニギ〕  

六月 二十四日 〔慶應 二 年〕. 

六月 十四日 〔天 保 二 年〕…. 


丄ー lo.ac ル 

…： 靈 

…： 雷 


一一 一 


ま 

 12 

 雷 

 霞 

…：  一一 ー0ク屋ー 一 

 憲 11 

 爵 

…： 一一 酉 .一 一一 五六 

 き 

…： 一一 一六 S.E 六 

 S 


六月 三日 〔嘉永 六 年〕 …；. 

六月 二十 二日 〔嘉永 六 年〕. 

六月 十七 日 〔安政 四 年〕：： 

六月 〔安政 六 年〕  

六月 〔元 治 元年〕  

六月 二十 一 日 〔安政 五 年〕. 

六月 二十 八日 〔安政 五 年〕. 

六 年 八月 二日 〔安政〕 ……- 

六月 二十 五日 〔慶應 三年〕. 

六月 七日 〔慶應 三年〕 ……- 

六月 二十 七日 〔慶應 三年〕. 

六月 十九 日 〔慶應 三年〕：： 


…- 

…： S 

…： eg 

…： §3 

…： § 一 

…： 四ぶ 一 11 

…： 四 さ 一一 

…： 髮 

…： SC 八 
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六 條中納 言 〔有 容〕  issaillpjj 

魯西亜  111亍四さ一； 

#  SK^ 

露  四六<.四六 ルー 


【ヮ】 


渡 邊剛八 

王 安 石… 
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脇 坂 淡路守 〔脇 坂 安斐〕  一一 llleT 

汪彥伯  S 一一 一六 一 

和氣 淸麻呂  SH 一 

驚 尾  き 一! 


I 索引 校輯 者— 


綱 川椎陽 

內堀& "野 


第 三 卷 索引 —終— 


笫 111 卷 索引 


レ— 口— ヮ 


四 七 


IT 複許不 


柬京巿 麵町區 飯 田 町  一 丁目 七 番地の 九 

發行所  章 華 社 內 大西 鄕全傳 刊行 會 

振替 口座 東京. K 七 五 二 二番 


昭和 十二 年 十月 五日 印 

昭和 十二 年 十月 十日 發 


大西 鄕全傳 第三 卷奧附 


行 


頒攬 參圓 五拾錢 


著 者 


賀 


博 愛 


發 行者 戶 部 種 雄 

印刷者 泰 山 治 部 左衞門 

東京 市 神 H 區神保 町三ノ 一 〇 

印刷所  共立 社 印刷所 

東京 巿祌田 區神保 町三ノ 一  〇 


切 
取 
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